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E 守

三西
十回
三順
所礼

並
H

陀
洛
伝
記
』

i
l
翻
刻
と
解
題
|
|

は
じ
め
に

洋
の
東
丙
を
問
わ
ず
宗
教
的
型
地
霊
地
を
巡
礼
す
る
風
習
は
、
古
今
き
わ
め
て
盛

ん
で
あ
る
。
仏
教
徒
な
ら
ば
そ
れ
は
釈
尊
の
同
大
仏
跡
(
誕
生
地
ル
ン
ピ
二
、
成

道
地
ブ
ツ
ダ
ガ
ヤ
、
初
転
法
輪
地
サ
ル
ナ

l
卜
、
浬
般
市
地
ク
シ
ナ
ガ
ラ
)
で
あ
り
、

日
本
の
場
合
で
あ
れ
ば
熊
野
、
伊
勢
へ
詣
で
る
ご
と
を
は
じ
め
西
国
、
坂
東
、
父
秩

の
三
卜
一
一
一
所
観
音
霊
場
、
岡
田
の
弘
法
大
師
八
十
八
所
、
は
た
ま
た
法
然
卜
-
人
や
親

驚
聖
人
の
一
一
卜
五
霊
場
や
一
一
十
四
輩
な
ど
の
遺
跡
巡
拝
が
、
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
と

し
て
全
国
的
に
も
大
変
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
わ
け
て
も
西
匿
ご
一

1
二
一
所
観
音
葉
場

巡
礼
は
、
そ
の
際
史
と
伝
統
に
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
古
さ
と
重
み
と
深
い
信
仰
が

り
や
〈

あ
り
、
た
め
に
宅
十
三
札
所
の
由
来
や
利
孫
、
案
内
等
を
記
し
た
文
献
や
地
図
〔
開
問

版

〕

の
類
も
、
ほ
か
の
霊
場
巡
り
の
も
の
と
く
ら
べ
質
・
量
と
も
格
段
に
遺
再
度

『
古
語
普
陀
洛
伝
記

L
i翻
刻
と
解
題
Illi--

正

文

山

が
高
い
。
そ
れ
に
つ
き
子
近
に
あ
る
『
図
書
総
白
録
』
第
二
巻
・
第
三
巻
、
主
口
血
(

籍
総
合
目
録
』
第
一
巻
、
コ
四
国
三
卜
4

ニ
所
観
音
霊
場
の
美
術
れ
(
一
九
八
七
年
四
月

大
阪
市
立
美
術
館
・
毎
日
新
聞
社
編
集
発
行
)
、
『
西
国
コ
十
三
所
霊
場
寺
院
の
総

合
的
研
究
』
(
一
九
九

O
年
一
一
月

浅
野
山
市
編
・
中
央
公
論
美
術
出
版
発
行
)
、
『
丙

国
三
十
三
所
飼
育
霊
場
の
美
術
』
(
一
九
九
五
年
九
月

東
武
美
術
館
・
京
都

献文
剤、化
だ博
け物
で館
も・
百日
点本
を経
は済
る新
か聞
に社
越編
え集
て発
お行
り)
、等

そ々
のか
'---il ら
道メ
中モ
記し
』た
に凶
い国
た関
つ係
ての
は文

「
少
し
く
名
称
を
変
え
て
凡
そ
六
卜
種
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
」
(
上
掲
『
霊
場

の
美
術
h

二
二
一
ペ
ー
ジ
)

ほ
か
略
縁
起
や
本
尊
〔
凶
版
一
〕
、
寺
境
の
刷
物
類
ま

で
含
め
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
れ
は
汗
牛
充
棟
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
ま
と
こ
に
全
文
翻
刻
し
よ
う
と
す
る
『
西
国
順
礼
一
三
十
三
所
普
陀

洛
伝
記
』
ニ
十
巻
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
数
あ
る
西

凶
関
係
の
文
献
か
ら
あ
え
て
本
書
を
選
ん
だ
原
由
は
、
ま
ず
第
一
に
成
立
年
代
と
編



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

著
者
が
明
確
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
本
書
の
内
蒋
を
談
じ
た
人
物
が
時
宗
僧
で
あ
る

こ
と
。
第
三
に
巻
数
か
ら
み
て
も
わ
か
る
ご
と
く
西
岡
関
係
の
現
存
史
料
中
最
大
規

模
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
四
に
写
本
で
の
み
伝
わ
り
版
本
も
活
字
本
も
存
し
な
い

と
と
。
第
五
に
本
書
は
す
で
に
上
掲
二
大
目
録
に
も
登
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
従
来
ま
っ
た
く
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
と
な
ど
に
よ
る
。
以
下
に
本
書
の
成

立
年
代
や
談
者
・
筆
者
に
つ
き
概
観
し
、
あ
わ
せ
て
管
見
に
入
っ
た
諸
本
の
概
要
を

記
し
て
お
き
た
い
と
お
も
う
。

『
普
陀
洛
伝
記
』

の
成
立

『
西
凶
順
礼
三
イ
三
一
昨
川
普
陀
洛
伝
記
』
(
以
下
『
普
陀
洛
伝
記
ト
と
略
称
す
る
)

は
、
文
字
通
り
紀
州
那
智
山
(
和
歌
山
青
岸
波
寺
)
に
始
ま
り
美
濃
谷
汲
山
(
岐
阜

に
終
る
西
凶
三
十
三
所
観
音
霊
場
寺
世
間
の
縁
起
、
因
縁
、
山
緒
、
来
歴
、

り

し

よ

う

た

ん

ご

え

い

か

伝
記
、
伝
説
、
利
生
調
お
よ
び
御
詠
歌
と
そ
の
釈
文
な
ど
を
集
大
成
す
る
も
の
で
、

華
厳
寺
)

全

十
巻
か
ら
な
り

類
書
の
中
-c 
も
最
ノk
規
模
を
誇
る
と
共

そ
の
成
立
年
代

も
す
ぐ
あ
と
で
触
れ
る
ご
と
く
比
較
的
早
い
と
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
『
普
柁
洛
伝
記
九
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文
〔
図
版
二
一
・
四
〕

に
あ
ら
ま
し
次
の
ご
と
く
あ
っ
て
、
明
瞭
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
過

去
・
未
来
・
現

ιの
=
世
に
妙
法
花
・
阿
弥
陀
・
観
世
苛
が
あ
っ
て
、
そ
の
利
益
は

同
一
駄
で
あ
る
と
経
に
い
わ
れ
て
い
る
。
踏
み
分
け
て
山
に
登
る
ふ
も
と
の
道
は
多

い
が
、
ど
れ
も
み
な
同
じ
高
根
の
月
を
心
に
な
が
め
る
こ
と
と
な
る
。
い
ま
こ
与
に

受
付
難
き
人
身
を
受
付
、
売
・
舜
の
よ
う
な
よ
き
時
代
に
逢
っ
た
と
と
は
、
前
世
か

ら
の
同
縁
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
お
お
け
な
き
恵
み
の
道
は
広
く
、

山
川
万
里
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
乗
馬
・
舟
橋
の
便
が
あ
り
、
夜
盗
の
憂
い
も
な
い
日

本
国
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
観
世
音
菩
薩
の
浄
利
三
十
三
所
を
順
拝
す

れ
ば
、
悪
業
の
罪
が
除
か
れ
来
世
は
善
所
に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
縁
に

な
れ
ば
と
て
、
昌
阿
和
尚
が
凶
条
道
場
で
寛
延
二
年
八
月
一
日
よ
り
九
月
十
八

H
ま

で
の
剖
卜
八
日
間
、
岡
田
三
十
三
所
霊
場
寺
院
に
ま
つ
わ
る
法
談
を
な
さ
れ
、
同
時

に
了
随
和
尚
の
説
法
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
阿
和
尚
の
法
説
を

拝
聴
し
た
自
分
が
、
覚
え
て
い
る
ほ
ん
の
十
分
の
一
ほ
ど
を
書
き
つ
つ
り
、
同
志
の

人
に
う
な
ず
か
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
と
の
よ
う
な
序
文
よ
り
明
ら
か

な
通
り
、
『
普
陀
洛
伝
記
』
は
今
よ
り
二
百
五
!
年
前
の
江
戸
狩
代
中
期
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
に
四
条
道
場
で
、
昌
阿
が
法
談
し
了
随
が
説
法
し
た
内
容
を
書
き
ま

と
め
た
も
の
-c 
あ
る

と
カミ
平i
明
す
る。
凶

条
道
場
は
し、
う
ま
で
も
な
く
M 
都
の
四

条
大
路
北
、
東
京
械
大
路
東
に
昭
和
三
年
(
一
九
一
八
)
ま
で
有

ιし
た
時
宗
凶
条

派
本
山
錦
綾
山
豊
凶
院
大
平
興
凶
金
蓮
寺
の
こ
と
す
附
寺
の
住
持
は
代
々
浄
河
を

称
し
た
か
ら
、
昌
阿
は
浄
阿
の
背
通
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
問
題
は
そ
の
昌
阿
H
浄
阿

が
第
何
代
目
の
住
持
で
あ
る
か
だ
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
京
都
金
蓮
寺
に
所
蔵
さ
れ

注

8

る
『
四
条
道
場
金
蓮
寺
歴
代
世
譜
』
の
次
の
記
事
か
ら
、
さ
い
わ
い
容
易
に
特
定
で

表
。
ヲ
ハ

Vυ
-

A

二
代
浄
阿
『
仁
人



コ
一
条
東
正
栄
寺
ヨ
リ
入
山
正
徳
二
年
辰
一
一
月
形
木
和
承
当
代
不
法
ノ
一
防
業
有

之
ニ
付
延
享
年
中
追
放
ニ
相
成
候
事

卜
四
代
浄
阿
上
人
真
阪
大
和
尚

明
利
八
年
三
月
卜
五

H
進
化

尼
崎
海
岸
寺
ヨ
リ
人
山
入
山
年
月
不
詳

『
普
陀
洛
伝
記
L

の
寛
延
二
年
を
右
の
甘
歴
代
世
譜
L

に
投
じ
て
み
る
と
次
記
の

ご
と
く
な
っ
て
、
そ
れ
を
談
じ
た
の
は
金
蓮
寺
第
三
卜
凶
代
浄
阿
真
順
で
あ
っ
た
と

明
確
に
断
定
す
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

正
徳
二
年
二
七

十
二
代
浄
阿
形
木
相
承

延
享
冗
年
二
七
凶
四

延
享
五
年
二
七
四
八

延
享
年
中
三
十
二
代
浄
阿
追
放

寛
延
二
年
二
七
四
九
)

『
普
陀
洛
伝
記
h

法
談

明
和
八
年
二
七
七
二

十
四
代
浄
附
真
順
遷
化

山
緒
あ
る
金
蓮
寺
を
追
放
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
前
代
の
浄
阿
は
恵
観
と
い
う
人
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
金
井
清
光
博
士
が
名
著
『
一
遍
と
時
衆
教
固
い

註
4

で
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

徳
川
時
代
に
な
っ
て
三
十
二
代
浄
河
唯
称
が
病
身
で
あ
っ
た
の
で
、
一
冗
文
二
年
一
一
一

条
橋
東
の
浄
士
宗
正
栄
寺
恵
観
が
師
資
の
契
約
を
結
ん
で
三
十
一
一
代
浄
阿
と
な
り
、

『
諸
認
定
住
一
足
|
翻
刻
と
解
題

後
々
の
こ
と
を
考
え
て
金
蓮
寺
を
時
宗
・
浄
土
宗
・
禅
宗
の
三
宗
兼
学
に
す
る
こ

と
に
し
、

四
条
派
末
寺
と
相
談
し
て
一
五
文
四
年
九
月
刊
で
約
束
書
を
作
成
し
た

音 f¥
、資名

寿型車
偏 5tE
Ml 自説
観福舞
月寺岡
、文書
書館
1工写蔵
州本名
木に古
， よ崖
LるZ
浄で

号z
泉約
州束
堺書
ヲIfこ
接は
寺令
統蓮
伝寺
、主著
摂頭
州後
!日松
崎庵
海海

岸
寺
、
同
善
通
寺
、
同
放
光
寺
、
河
正
福
寺
、
照
州
大
和
田
光
明
寺
、
江
州
小
柿

常
勝
寺
、
口
州
守
山
守
善
寺
、
同
阿
弥
陀
寺
、
同
絡
村
仏
眼
寺
、
濃
州
表
佐
阿
弥

陀
寺
、
京
都
市
民
山
宝
福
寺
の
連
印
が
あ
り
、
と
れ
ら
の
寺
院
と
こ
の
約
束
書
を
預
っ

た
尾
張
熱
出
門
編
土
?
と
が
当
時
の
四
条
派
の
有
力
末
寺
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
恵

観
は
、
金
蓮
寺
の
三
宗
兼
学
と
は
名
目
だ
け
で
、
実
質
的
に
は
鎮
西
流
に
改
宗
し

江
戸
増
上
寺
の
支
配
下
に
入
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
円
福
寺
な
ど

末
寺
が
騒
ぎ
出
し
、
触
頭
浅
草
日
輪
寺
を
通
し
て
寺
社
奉
行
に
訴
え
、
恵
観
を
金

蓮
寺
か
ら
引
退
さ
せ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
(
問
)
0

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
真
願
は
こ
の
事
件
直
後
の
入
寺
ま
も
な
い
と
き
に
『
普

陀
洛
伝
記
』
を
談
じ
て
い
る
事
実
に
注
目
し
て
お
き
た
い
と
お
も
う
。
『
歴
代
世
譜
ι

に
よ
れ
ば
真
順
は
兵
庫
県
尼
崎
市
の
海
岸
寺
よ
り
入
寺
し
た
と
い
う
が
、
同
寺
は
福

島
県
会
津
庄
松
市
弘
長
寺
所
蔵
の
『
時
宗
凹
条
派
ド
寺
続
牒
』
に
も
三
摂
津
国
河

註
5

辺
郡
尼
崎
寺
町
海
岸
寺
」
と
み
え
る
金
蓮
寺
の
有
力
末
寺
で
あ
っ
た
。
し
か
し
幕
末

明
治
則
に
廃
寺
と
な
っ
た
の
か
今
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も

真
順
が
、
弥
陀
の
凹
↑
八
舶
に
な
ぞ
ら
え
て
四
十
八
日
間
、
西
国
三
十
一
一
一
所
霊
場
寺

院
の
伝
記
を
談
じ
え
た
背
長
に
は
、
相
当
深
い
観
音
信
仰
と
多
〈
の
寺
院
縁
起
を
持
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ち
合
わ
せ
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
お
そ
ら
く
真
順
自
身
が
な
ん
ど
も
西
国
巡
礼
を

な
し
と
げ
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
普
陀
洛
伝
記
』
は
こ
の
よ
う
に
時
宗
僧
が
談
じ
た
関
係
も
あ
っ
て
、

観
音
信
仰
に
か
ら
め
阿
弥
陀
念
仏
信
仰
を
勧
め
る
箇
所
も
少
な
く
は
な
い
が
、
思
っ

註
G

た
ほ
ど
時
宗
色
は
濃
厚
で
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
近
世

初
期
に
。
二
11
一
一
一
所
寺
院
内
に
坊
を
構
え
霊
場
信
仰
を
支
え
て
い
た
多
く
の
時
宗
系
勧

進
聖
集
団
や
山
伏
修
験
者
た
ち
が
、
山
内
か
ら
一
掃
さ
れ
て
久
し
い
た
め
に
そ
う
し

た
面
が
色
濃
く
出
て
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
お
こ
の
時
期
に
時
宗
僧

が
西
国
一
一

l
三
所
の
伝
記
を
談
じ
た
と
い
う
背
景
に
は
、
か
つ
て
の
狩
衆
と
霊
場
守

院
が
つ
よ
く
結
び
つ
い
て
い
た
廃
史
事
実
が
存
し
て
の
こ
と
で
、
ま
こ
と
に
興
味
深

い
点
と
い
え
よ
う
。
な
お
真
順
と
共
に
説
法
を
行
な
っ
た

y随
に
つ
い
て
は
知
る
と

こ
ろ
が
な
い
が
、
ぷ
日
陀
洛
伝
記
R

に
お
け
る
か
れ
の
説
法
と
い
う
の
は
、

西
方
極

楽
浄
士
往
生
を
こ
と
の
ほ
か
強
調
す
る
御
詠
歌
の
釈
文
部
分
が
、
内
容
的
に
み
て
そ

れ
に
当
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
子
随
も
や
は
り
時
宗
僧
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
H
閏阿
H
浄
M
門
真
順
の
法
談
な
ら
び
に

f
随
の
説
法
を
開
き
書
き

し
、
「
普
陀
洛
伝
記
L

と
い
う
大
部
な
書
物
に
ま
と
め
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
と

い
え
ば
、
そ
れ
は
実
見
で
き
た
『
普
陀
浴
伝
記
n

の
七
本
の
写
木
中
、
愛
知
県
安
城

市
木
誼
+
寸
蔵
申
・
乙
一
一
木
〔
凶
版
一
一
了
山
〕
の
序
文
あ
と
に
記
さ
れ
て
い
る
「
華
洛

川
原
/
図
通
庵
夢
鷲
諜
誌
之
」
(
甲
本

「
花
洛
河
東
/
国
通
巷
夢
粛
/
諮
誌
之
t

(
乙
本
)
と
あ
る
夢
斎
な
る
人
物
を
そ
れ
に
当
て
ミ
可
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
夢

斎
に
つ
い
て
も
京
都
鴨
川
東
の
門
通
庵
に
住
し
た
落
飾
者
ら
し
い
姿
が
恕
い
浮
ぶ
程

同

詑
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度
で
、
確
た
る
史
料
を
持
合
せ
な
い
。
た
だ
一
-
一
凶
書
総
目
録
』
第
三
巻
六
二
一
九
ペ
ー

ジ
に
「
西
同
順
礼
歌
図
解

M
W
日
削
れ
れ
川
一
冊
⑩
歌
謡
⑧
一
円
通
山
主
霊
注

⑩
東
博
・
雲
泉
」
と
み
え
る
書
名
、
著
者
名
が
何
と
な
く
『
普
陀
洛

⑮
寛
政
元
刊

伝
記
九
に
近
い
も
の
を
覚
え
る
の
だ
が
、
寛
延
二
年
ぐ
七
四
九
)

と
寛
政
一
五
年

二
七
八
九
)
と
で
は
阿
十
年
も
の
ひ
ら
き
が
あ
り
、
同
一
人
物
と
す
る
ご
と
に
議

時
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
、
夢
斎
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

『
普
陀
洛
伝
記
』

の
写
本

最
後
に
管
見
に
入
っ
た
『
普
陀
洛
伝
記
』
の
諸
本
を
紹
介
し
て
お
く
。
「
普
陀
洛

伝
記
れ
は
す
で
に
記
し
た
ご
と
く
版
本
・
活
字
本
が
な
い
の
で
、
そ
の
本
文
は
写
本

で
み
る
ほ
か
な
い
が
、
現
在
の
と
ご
ろ
完
本
・
欠
木
を
含
め
九
本
の
作
夜
が
わ
か
っ

て
い
る
。
い
ず
れ
の
本
も
全
三
十
巻
の
漢
字
ま
じ
り
ひ
ら
か
な
本
で
、
内
容
的
に
若

干
の
字
句
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
異
木
と
い
う
べ
き
も
の
は
な
い
。
た
に
写
す
に
さ

い
し
多
い
も
の
は
一
令
十
八
冊
、
少
な
い
の
は
七
附
と
ま

ιま
ち
で
、
う
ち

l
五
冊
本

が
二
部
存
す
る
の
で
、
そ
と
ら
が
標
準
的
な
写
本
冊
数
で
あ
ろ
う
か
。
実
見
し
た
七

本
は
い
ず
れ
も
す
九
世
紀
半
ば
以
降
の
幕
末
期
写
本
ば
か
り
で
、
『
北
H

陀
洛
伝
記
』

は
こ
の
時
期
な
ぜ
か
集
中
的
に
与
伝
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。
い

ず
れ
に
し
て
も
『
普
陀
洛
伝
記
ト
は
、
寛
延
一
一
年
の
成
立
後
百
一
一
十
年
で
い
っ
た
ん

そ
の
流
布
の
歴
史
を
閉
じ
、
二
百
五
十
年
後
の
こ
ん
に
ち
再
浮
上
し
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
と
も
一
辞
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



さ
て
、
管
見
に
入
っ
た
九
本
の
写
本
と
い
う
の
は
、
①
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
〔
請
求
記
り
I
B
I
-
-
8
8
〕
、
②
同
品
川
区
豊
町
の

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
〔
請
求
記
号
ヤ

6

3

1

1

7
〕
、
③
よ
阪
市
北
区
中

之
島
の
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
〔
請
求
記
号
1
3
6
1
2
1
④
京
都
市

北
区

1I1 
上
総
町
の
大
谷
大
品
てr
凶
書
館
蔵
本

請
求
記
号
余
大

8 
4 
9 

8
〕
、
⑤
愛
知
県
安
城
市
野
寺
町
の
本
諮
寺
蔵
甲
本
〔
凶
版
J

一
〕
、
⑥
同
乙
本
〔
図
版

阿
〕
、
⑦
伺
丙
木
〔
関
版
五
〕
、
④
京
都
の
雲
泉
文
庫
杉
浦
丘
闘
氏
旧
蔵
木
、
⑥
浅
野

凶
書
館
蔵
本
で
、
以
下
各
本
に
つ
き
知
る
と
こ
ろ
を
川
記
し
て
お
く
。

①
は
縦
二
十
一
了
五
セ
ン
チ
、
横
十
六
・
七
セ
ン
チ
の
袋
綴
八
岡
山
本
で
、
半
業
八

，-
jj 

ゐ
行
十
九
字
内
外
の
手
慣
れ
た
筆
に
よ
る
気
持
の
い
い
写
木
で
あ
る
。
各
附
内

題
下
に
押
さ
れ
る
丸
印
よ
り
、
国
会
凶
書
館
の
前
身
に
当
る
帝
国
図
書
館
へ
の
購
求

が
明
治
二
卜
二
年
二
八
九
九
)
十
月
七
日
の
こ
と
ふ
知
ら
れ
、
入
館
後
十
五
冊

本
か
ら
八
岡
本
へ
改
装
を
受
け
て
い
る
の
し
た
が
っ
て
該
本
に
は
改
装
前
と
改
装
後

の
ふ
た
つ
の
表
紙
が
あ
り
、
前
者
の
原
表
紙
は
青
刷
毛
自
に
黄
緑
で
松
葉
と
熊
手
模

そ
れ
に
銀
鉱
版
社
伶
鰍
肋
の
鳥
ノ
ナ
紙
題
笈
を

様
を
刷
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

左
に
貼
り
「
諸
事
一
岬
並
円
陀
洛
伸
一
記
巻
/
壱
」
等
の
外
題
を
墨
書
す
る
o

後
者
の
現

表
紙
は
赤
茶
色
紙
表
紙
で
「
帝
国
凶
書
館
蔵
L

の
浮
出
型
押
が
あ
り
、
左
上
に
貼
ら

れ
た
一
一
重
釈
刷
出
刊
紙
の
題
獲
に
は
「
一
咽
咽
却
刈
所
普
陀
裕
侍
記
一
、
こ
等
と
し
た

た
め
る
。
紙
数
は
旧
第
一
冊
四
十
八
枚
、
以
下
川
第
|
五
冊
ま
で
四
十
九
枚
、
五
十

枚
、
四
十
八
枚
、
四

l
七
枚
、
三
十
九
枚
、
四
十
一
枚
、
三
十
八
枚
、
丘
十
枚
、
二

十
一
枚
、
凹
卜
五
枚
、
凶
ト
二
枚
、
凶
ト
八
枚
、
図
卜
三
枚
、
六
卜
枚
と
な
っ
て
お

寸
査
団
隷
皆
陀
洛
伝
歪
翻
刻
と
堅
四

り
料
紙
は
播
紙
で
あ
る
。
漢
字
の
多
く
に
ふ
り
か
な
が
付
さ
れ
全
体
に
読
み
や
す
く

他
本
の
誤
り
も
正
す
点
の
多
い
善
本
で
、
今
回
翻
刻
の
底
本
と
し
た
ゆ
え
ん
も
そ
こ

に
あ
る
。
書
写
者
な
ら
び
に
書
写
の
年
代
を
明
記
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
お
そ
ら

く
江
戸
末
期
十
九
枕
紀
半
ば
こ
ろ
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

②
は
昭
和
六
十
二
年
二
九
八
七
て
ニ
月
発
行
の
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古

サ
イ
フ
ク
υ
y
z

ン
レ
イ
サ
ン
シ
ー
ウ
ザ
ン
シ
ヲ
プ
ダ
ヲ
ク
デ
ン
有

に
「
西
国
順
礼
コ
卜
三
所
普
陀
洛
伝
記

書
目
録
冨
叶

M
l
E∞企

凶
閑
順
鵡
三
拾

記
号
〕
ヤ
6

7 

と写
み西
え 7 国
る冊順
も躍
の半二
に|
当〈印〉三
る山所
。城普
縦国陀
二北協
十笠停
阿 i首記
.森(
て治内
セ、

ン(序
チ請首
、求)

三
所
北
H
陀
洛
侍
記
(
内
、
外
)

普
陀
洛
停
記
(
内
、
尾
)

3 

横
十
六
・
八
セ
ン
チ
の
袋
綴
木
で
、
半
葉
十
二
行
、

一
行
三
十
二
字
前
後
の
か
な
り

字
詰
密
な
写
本
で
あ
る
。
そ
の
文
字
は
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
達
筆
で
書
か
れ
て
い
て
、

速
筆
の
割
に
は
誤
字
脱
字
の
す
く
な
い
善
本
で
あ
り
、
①
と
共
に
『
普
陀
洛
伝
記
』

の
有
力
な
写
本
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
外
題
、
内
題
、
首
題
、
尾
題
等
は
『
館
蔵

日
銀
』
の
通
り
で
、
第
一
聞
は
巻
一
よ
り
巻
固
ま
で
三
十
九
枚
、
第
一
一
冊
は
巻
五
よ

り
巻
八
ま
で
四

l
山
枚
、
第
三
間
は
巻
九
よ
り
巻
十
一
一
一
ま
で
五

l
枚
、
第
四
冊
は
巻

十
四
よ
り
巻
十
七
ま
で
凶
十
コ
枚
、
第
五
川
は
巻
十
八
よ
り
巻
二
十
一
ま
で
阿
十
三

枚
、
第
六
川
は
巻
e

一
卜
二
よ
り
巻
二
十
五
ま
で
五
十
四
枚
、
そ
し
て
第
七
冊
は
巻
二

十
六
よ
り
最
終
巻
J

一
卜
ま
で
五
十
五
枚
を
数
え
る
。
①
と
同
じ
く
料
紙
は
緒
紙
で
、

や
は
り
卜
九
位
紀
中
ご
ろ
江
戸
末
期
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
各
州
は
じ
め
に
押
さ
れ

る
「
山
城
越
/
森
治
/
北
笠
置
」

の
黒
門
印
(
径
二
一
-
ゃ
い
」
ン
チ
)
は
、
旧
所
蔵
者

印
と
も
貸
本
屋
印
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
該
写
本
が
京
都

五
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方
面
に
か
つ
て
あ
っ
た
事
実
を
ポ
す
点
で
注
意
す
べ
き
印
と
い
え
よ
う
。
凶
文
学
資

料
館
へ
は
昭
和
四
十
九
年
二
九
七
四
)
八
月
十
九

H
に
入
っ
て
い
る
。

①
は
閲
覧
カ
ー
ド
か
ら
明
治
四
十
年
二
九

O
七
)
イ
二
月

1
五
日
に
七
十
五
銭

で
中
之
島
図
書
館
へ
納
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
十
四
冊
本
で
、
各
冊
巻
頭
上
部
に

「
仲
状
友
蔵
書
」

の
朱
角
印
が
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
住
友
財
闘
の
前
身
住
友
家
に
伝

え
ら
れ
て
い
た
写
本
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
家
の
祖
政
友
は
花
戸
初
期
に
京
都
で
薬

種
商
お
よ
び
書
林
を
兼
業
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
う
し
た
『
普
陀
洛
伝
記
』
の
写
本

も
蔵
書
と
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
し
か
し
紙
質
も
粗
悪
な
椅
紙
で
筆
風
も

『

詩
陀
洛
伝

E 
共
通
す
る
i工
戸
末
1明
的
な
感
じ
の
も
の
(':' 

あ
る
か
ら

住
友
家

の
蔵
本
と
な
っ
た
の
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
に
属
し
よ
う
。
縦
一
一
十
‘
了
四
セ
ン
チ
、

横
十
五
・
阿
セ
ン
チ
。
袋
綴
本
。
第
一
川
は
惣
目
録
・
巻
一
・
巻
二
を
三
十
八
葉
に
、

第
一
一
冊
は
巻
コ
一
・
巻
凶
を
二
十
九
葉
に
、
第
=
冊
は
巻
五
・
巻
六
・
巻
七
を
コ
十
六

葉
に
、
第
四
間
は
巻
八
を
四
十
八
葉
に
、
第
五
郎
は
巻
九
・
巻
卜
・
巻
イ
一
・
巻
卜

二
・
巻
十
一
一
一
を
五
十
一
葉
に
、
第
六
冊
は
巻
ト
山
、
巻
十
五
を
二
十
五
葉
に
、
第
七

冊
は
巻
十
六
を
三
十
四
葉
に
、
第
八
冊
は
巻
十
七
・
巻
十
八
を
三
十
五
葉
に
、
第
九

冊
は
巻
十
九
・
巻
一
十
・
巻
二
ト
一
を
阿
十
四
葉
に
、
第
卜
附
は
巻
二

l
二
・
巻
‘
一

卜
一
一
一
を
一
九
十
七
葉
に
、
第
十
一
冊
は
巻
二
十
四
を
一
十
七
葉
に
、
第
十
三
川
は
巻
令
一

ー
五
・
巻
一
ト
六
を
三
十
葉
に
、
第
十
三
加
は
巻
一
十
七
・
巻
一
一
十
八
・
巻
一
奇
十
九

を
一
一
一
十
七
葉
に
、
第
卜
山
冊
は
巻
ゴ
十
・
巻
三
十

巻
三
十
一
一
・
巻
三
十
三
を

ー
一
葉
に
そ
れ
ぞ
れ
写
す
。
半
葉
八
行
、

一
行
の
字
詰
も
②
の
凶
文
学
資
料
館
本
と

同
様
か
な
り
慌
で
あ
る
。
表
紙
は
や
L

厚
手
の
粗
末
な
紙
製
品
で
、
そ
れ
に
題
第
を

ノ、

貼
り
「
普
陀
洛
侍
記
開
門
主
」
等
の
書
名
を
墨
書
す
る
o

④
は
一
五
来
十
五
冊
本
で
あ
っ
た
が
、
今
は
第
一
冊
の
巻
一
二
一
の
み
を
存
し
残

り
の
十
四
冊
二
十
八
巻
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
残
存
の
第
一
冊
は
縦
一
4

十

げ
ん
か
み
ひ
;
し

二
・
八
セ
ン
チ
、
横
十
六
・
一
セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
、
後
補
の
現
紙
表
紙
に
貼
ら

れ
た
題
第
に
は
「
査
一
謂
一
一

T
H陀
洛
停
記
巻
の
対
」
と
あ
る
が
、
対
表
紙
の
外
題
に

は
「
藷
醐
羽
一
一
時
観
世
音
伝
記
巻
之
壱
」
と
書
か
れ
て
い
る

0
4宵
陀
洛
伝
記
』
を

『
観
世
青
伝
記
L

と
記
す
の
は
今
の
と
こ
ろ
こ
の
①
の
み
で
あ
る
。
ぃ
背
陀
洛
は
い
う

ま
で
も
な
く
党
語
の
司

ozzrmwか
ら
き
て
い
る
観
世
青
菩
薩
の
住
む
イ
ン
ド
ム
岡
山
栂

岸
の
山
の
名
で
、
チ
ベ
ッ
ト
・
中
国
・
日
本
で
は
転
じ
て
観
音
の
応
現
地
に
も
使
用

す
る
か
ら
、
右
の
題
名
も
決
し
て
誤
っ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
後
人
の
賢
し
ら
に
よ

よ

も

も

と

ひ

J
し

も

と

で

ヴ

ら

る
改
題
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
と
共
紙
の
こ
の
克
表
紙
は
元
裏
表
紙

ひ
ょ
フ
り

と
共
に
後
補
の
現
表
紙
表
裏
に
の
り
つ
け
さ
れ
て
い
る
た
め
透
か
し
て
み
な
い
と

読
め
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
は
半
葉
八
行
、

卜
枚
を
数
え
る
が
、
共
紙
の
一
五
表
紙
表
裏
各
一
枚
づ
つ
を
加
え
る
と
凶
十
二
枚
と

行
二
十
字
前
後
で
紙
数
凹

な
る
。
十
五
冊
、
八
行
、
二
十
字
前
後
の
構
成
は
①
と
似
て
お
り
、
木
文
も
悪
く
な

い
の
で
不
明
の
他
悶
が
再
出
現
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
一
本
で
あ
る
。

江
戸
時
代
最
末
期
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

①
(
岡
山
版
三
〕
は
全
一
一
十
巻
を
八
冊
に
写
す
袋
綴
本
で
、
序
文
の
部
分
を
徐
く
本

文
は
干
葉
八
行
。
そ
の
大
き
さ
は
縦
一
一
十
四
・

一
セ
ン
チ
、
横
十
七
・

一
セ
ン
チ
を

計
測
す
る
。
紙
製
の
表
紙
に
は
各
川
左
に
「
普
陀
落
伝
記
」
と
し
た
L
め
た
黄
色
紙

の
題
簸
が
貼
附
さ
れ
、
そ
の
直
下
に
1

壱
」
よ
り
1

八」

の
冊
数
、
お
よ
び
右
下
に



「
八
冊
之
杓
L

の
文
{
了
を
置
く
。
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
木
文
と
同
筆
で
あ
る
。
第

冊
の
紙
数
は
百
七
枚
で
巻
一
よ
り
巻
図
ま
で
を
写
す
。
以
下
第
二
附
九
十
三
枚
自
巻

立
至
巻
八
、
第
一
一
一
冊
九
十
六
枚
自
巻
九
歪
巻
イ
二
、
第
四
冊
八
十
一
て
枚
臼
巻
ト
ゴ
一
至

巻
十
六
、
第
五
附
六
卜
九
枚
自
巻
イ
七
百
ι
巻
一
一
ー
、
第
六
冊
六
十
コ
枚
白
書
ぃ
一
一
十
一

至
巻
二
ー
一
一
一
、
、
第
七
附
九
十
一
枚
自
巻
二
十
阿
至
巻
二
イ
じ
、
第
八
冊
八
十
五
枚

自
巻
二
十
八
至
巻
三
卜
と
な
っ
て
お
り
全
巻
一
筆
で
あ
る
。
そ
の
筆
者
は
第
一

六
・
八
冊
目
の
各
奥
書
よ
り
三
崎
三
一
寄
)

の
猶
女
(
直
立
)
と
い
う
年
わ
ず
か
十

=
歳
の
立
位
と
わ
か
り
、
ま
こ
と
に
興
趣
そ
L
ら
れ
も
の
を
覚
え
る
が
、
と
て
も
そ

の
年
齢
の
筆
致
と
は
お
も
え
な
い
達
筆
ぷ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
誤
字
、
脱
字
、
見

誤
り
に
よ
る
誤
写
も
見
受
付
り
ら
れ
年
齢
相
応
の
写
本
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。

崎

台T
と
も
」

は
姓
名
も
し
く
は
地
名
で
あ
ろ
う
し

猶
女

向
女
と
も

は
ナ
オ
ジ
ョ
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
女
が
い
つ
写
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

を
明
一
不
す
る
肝
心
の
第
八
冊
奥
書
が
抹
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
奥

書
は
「
普
陀
洛
侍
記

八
冊
/
慶
際
凶
辰
年
(
こ
の
行
抹
消
)
/
正
月
占
日
/
二
A

崎

直
女
一
干
之
し
一
と
読
め
る
の
で
、
江
戸
最
末
期
慶
応
凶
年
二
八
六
八
)

の
写
本
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
風
、
楕
紙
の
紙
質
か
ら
も
そ
の
点
は
卜
分
首
宵
で
き
る
も
の

が
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
河
年
正
月
二
日
に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
が
始
ま
り
、
九
月

八
日
に
明
治
と
改
一
五
、
現
同
一
一
年
(
一
八
六
九
一

五
月
ト
八
日
五
段
郭
の
戦
で
、
あ

の
戊
辰
戦
争
も
終
息
に
向
う
が
、
こ
う
し
た
激
動
の
前
夜
に
こ
の
本
は
名
も
な
き
信

心
深
い
ひ
と
り
の
女
性
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
数
あ
る
『
並
円
陀
洛
伝
記
』

の
中
で
も
こ
の
本
の
み
が
筆
者
と
書
写
年
次
が
わ
か
る
貴
重
な
写
本
で
、
以
後
『
普

尋
問
調
肌
昔
器
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題
|

陀
洛
伝
記
』
は
筆
写
さ
れ
た
形
跡
も
な
い
ま
ま
忘
れ
去
ら
れ
た
格
好
と
な
っ
て
、
現

代
に
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
感
が
深
い
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

1111 ⑥ 
を〔
前図
編版
、四
残〕

りは
十元
瓦来
冊二
を十
後八
編冊
とか
すら
るな
特る
殊現
なイ了:

巻Z最
立を多
を H社
もの
つ写
。本

い E
ま
後は
編じ
のめ
第十

一
・
一
一
・
四
・
五
・
十
令
一
冊
目
の
計
五
川
を
欠
く
が
、
縦
二
十
二
・
四
セ
ン
チ
、
横

十
五
・
七
セ
ン
チ
の
袋
綴
木
で
、
半
葉
八
行
、

一
行
十
八
字
内
外
で
、
漢
字
に
は
多

く
ふ
り
か
な
を
つ
け
る
。
薄
手
の
格
紙
に
書
か
れ
る
そ
の
文
字
は
あ
ま
り
達
筆
と
は

ひ

ょ

ョ

り

あ

つ

で

ひ

之

》

し

い
え
ず
幕
末
期
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
各
冊
表
一
一
表
の
厚
干
表
紙
は
雲
竜
紋
様
を
型
押

で
浮
き
出
し
に
し
た
立
派
な
も
の
で
、
そ
の
左
に
劃
和
を
あ
し
ら
っ
た
桝
恥
り
杭
の

題
簸
を
貼
付
す
る
が
、
題
簸
の
文
字
「
羽
岡
珊
瑚

と
く
墨
書
で
は
な
く
版
木
印
刷
と
な
っ
て
い
る
点
、
が
注
目
さ
れ
る
。
各
冊
の
葉
数
は

普
陀
洛
停
記
ー
は
、
他
本
の
こ

次
の
と
お
り
で
、
欠
本
分
を
合
め
る
と
そ
の
総
計
は
六
百
五
ト
枚
近
く
を
数
え
る
も

の
と
な
る
。
前
編
第
一
冊
二
十
一
枚
、
第
二
冊
一
一
卜
一
枚
、
第
ゴ
冊
二
十
一
枚
、
第

四
附
一
卜
一
一
枚
、
第
五
冊
二
十
一
A

枚
、
第
六
冊
二
十
二
枚
、
第
七
間
二
十
一
枚
、
第

八
冊
一
一
十
五
枚
、
第
九
間
三
十
一
日
枚
、
第
十
冊
二
十
一
て
枚
、
第
卜
一
冊
十
八
枚
、
第

十
二
関
一
一
十
四
枚
、
第
十
三
川
一
一
十
一
枚
、
後
編
第
宅
冊
二
十
八
枚
、
第
六
冊
二
十

五
枚
、
第
七
冊
二
十
一
日
枚
、
第
八
附
十
九
枚
、
第
九
冊
二
十
一
一
枚
、
第
十
冊
二
十
四

枚
、
第
十
一
冊
二
十
二
枚
、
第
十
二
間
二
十
六
枚
、
第
十
四
山
一
一
十
四
枚
、
第
十
五

め
ん
ど
て

川
三
十
一
枚
。
⑥
は
こ
の
よ
う
に
前
後
編
に
わ
け
る
巻
立
や
表
紙
を
立
派
に
し
題
簸

を
印
刷
刷
し
て
い
る
な
ど
の
特
色
の
ほ
か
に
旧
所
蔵
者
を
市
す
里
山
印
、
朱
印
が
い
く
つ

か
押
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
印
は
全
部
で
九
種
類
あ
り
ほ

七



阿
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

と
ん
ど
各
附
に
み
ら
れ
る
。
ま
ず
仮
に

ωと
す
る
角
里
山
印
二

こ

う

へ

ん

ひ

ょ

3
1
3ち
た

い

び

チ
)
は
、
最
後
後
編
第
卜
丘
冊

H
の
表
紙
一
一
衷
と
大
出
向
下
の
二
ヶ
所
に
押
さ
れ
て

-
九
×
一
・
五
セ
ン

い
る
が
、
墨
が
薄
い
た
め
に
印
文
の
判
断
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
全
部
で
卜
積

類
の
印
中
最
初
に
比
附
さ
れ
た
可
能
位
が
あ
り
、
特
に
大
尾
下
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る

事
実
は
、
こ
と
に
よ
る
と
筆
写
印
か
も
知
れ
ず
、
あ
る
い
は
い
ち
一
ば
ん
は
じ
め
に
こ

れ
を
所
持
し
た
人
の
印
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
判
読
不
能
な
の
が
か
え
す
が

え
す
も
残
念
と
い
う
ほ
か
な
い
。
制
も
や
は
り
肢
終
冊
の
表
紙
う
ら
に
た

x
一
ヶ
所

押
さ
れ
る
角
黒
印
(
三
・
一
×
二
・
六
セ
ン
チ
)

で
、
点
目
昌
小
路
/
俵
屋
治
衛
/

都
三
候
上
い
と
読
め
、
何
人
の
印
は
お
を
略
し
た
付
1

俵
治
」

の
角
里
山
印
(
一
了
三

× 

h
ン
チ
)
が
、
前
編
第
附
と
不
明
の
五
冊
を
除
く
二
|
二
冊
の
巻
頭
に

そ
れ
ぞ
れ
み
え
る
が
、
付
を
合
め
す
べ
て

ω丸
黒
印
(
律
一
・
六
セ
ン
チ
)
で
抹
消

さ
れ
て
い
る
。
京
都
冨
小
路
二
一
条
上
ル
の
俵
屋
治
衛
か
ら
所
有
が
移
っ
た
か
ら
に
ち

が
い
な
い
。
俵
犀
が
宝
踏
瓦
年
三
七
丘
五
)
創
業
と
い
う
古
川
銘
菓
雲
竜
の
そ
れ
と

ひ
ょ
う
り
ひ
ょ
う
し

す
れ
ば
、
厚
手
表
裏
表
紙
の
庁
出
型
押
雲
竜
紋
も
納
得
い
く
も
の
が
あ
る
も
確
か

な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
川
円
・
料
、
が
M
H
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
た
あ
と
制
「
近
徳
」

(
二
・
阿
×
一
・
四
セ
ン
チ
)
な
る
角
里
山
印
と
付
二
羽
の
烏
を
彫
っ
た
竹
製
の
朱
丸

印
(
最
大
径
二
・
一
セ
ン
チ
)
が
河
時
に
押
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
人
宅
冊
に
押
印
さ

忘れ
貴て
県い
耳る
梨の
之で
里、

のあ
柏る
堂い
書は
庫貸
に本
納犀
まり
つ叩

たで?

Fも
が争
全?
11け 7判、
の U0

2τ 
L単
一u ーι ア

紙しの
裏Z木
には
抑倭

さ
れ
る

ω「
倭
士
応
貴
脈
/
柏
堂
書
庫
/
耳
梨
之
里
」
と
い
う
朱
角
印
で
了
八
×
コ
・

八
セ
ン
チ
)
と
う
ら
表
紙
一
一
表
に
田
眠
か
れ
る
川
町
t

倭
志
貴
鯨
ヰ
梨
之
里
」
(
五
・

× 

八

0
・
九
セ
ン
チ
)
、
川
柏
堂
書
庫
」
(
三
・
四
×

-
四
セ
ン
チ
)

の
同
じ
く
長
方
形

朱
印
よ
り
わ
か
る
。
倭
は
大
和
で
現
在
の
奈
良
県
と
お
も
わ
れ
、
士
応
資
聯
は
今
の
橿

原
市
で
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
耳
梨
之
里
は
畝
傍
山
・
香
具
山
と
共
に
大
和
三
山
の

あ
る
耳
成
山
付
近
の
ご
と
か
と
も
想
像
す
る
が
、
柏
堂
書
庫
は
ι

雰
囲
聞
に
し
て
知
ら
な

い
。
な
お
⑨
に
は
こ
れ
以
外
に
後
編
第
七
冊
の
表
紙
裏
貼
中
に
も
万
御
」
ら
し
き

一
一
又
字
が
、
わ
ず
か
に
み
え
る
例
黒
印
(
約
三
・

O
×一

-
九
位
ン
チ
)
が
あ
る
も
、

こ
れ
は
書
附
そ
の
も
の
と
関
係
な
く
料
紙
に
最
初
か
ら
押
さ
れ
て
い
た
覚
え
印
か
も

知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
印
の
横
に
は
ー
一
写
早
L

か
と
も
読
め
る
本
文
と
は
異

筆
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
う
し
た
具
筆
の
墨
書
は
す
ぐ
前
の
第
六
冊
目
最
末
尾
に
も

加
藤
杷
俊
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が

H
に
つ
く
。
後
者
は
と
と
に
よ
る
と
こ
の

木
が
一
一
時
期
加
藤
侭
俊
な
る
人
の
所
有
物
で
あ
っ
た
と
と
を
示
す
の
か
も
知
れ
な
い

も
の
ι
へ
い
ず
れ
も
本
文
と
出
娃
関
係
な
さ
そ
う
な
文
字
で
あ
る
。
⑥
に
お
い
て
貴

重
な
点
は
序
文
の
終
り
に
『
普
陀
洛
伝
一
記
』
の
編
者
、
か
円
通
庵
夢
+
希
で
あ
っ
た
事
実

を
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
記
載
を
み
る
の
は
実
に
こ
れ
と
さ
き
の
⑤
だ
け
で
、

他
木
に
な
ぜ
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
し
い
て
立
H
陀
洛
伝
記
L

の
系
統
を
わ
け
る
な
ら
ば
、
夢
斎
の
記
載
有
無
を
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
置
く
こ
と

も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
⑥
は
特
色
豊
か
な
写
本
だ

け
に
欠
本
の
瓦
冊
が
か
え
す
が
え
す
も
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

⑦
〔
関
版
丘
〕
は
『
普
陀
治
伝
記
』
の
巻
一
十
一
か
ら
巻
二

l
四
の
阿
巻
分
に
相

当
す
る
端
本
一
関
で
、
札
所
醤
号
で
い
う
と
一
一
十
番
普
峰
寺
、

一
一
十
一
番
穴
拙
寺
、

ゐ一

l
二
番
総
持
寺
、

二
十
三
番
勝
尾
寺
、
J

一l
四
番
中
山
寺
の
五
ヶ
ム
寸
分
で
あ
る
。



縦
二
十
コ
・
七
セ
ン
チ
、
横
十
七
・
一
セ
ン
チ
の
仮
袋
綴
で
、
紙
数
百
三
枚
を
数
え

る
o

第
一
葉
表
を
表
紙
と
し
中
央
に
E

一
端
覗
珊
普
陀
洛
侍
記
」
と
大
き
く
墨
書
す

る
。
本
文
は
半
葉
八
行
、

一
行
一
↓
十
字
内
外
で
他
本
に
比
し
濁
点
が
多
く

H
立
ち
、

や
は
り
江
戸
末
期
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

附
の
枚
数
が
百
枚
を
こ
え
て

い
る
の
で
、
全
巻
こ
の
ベ
ー
ス
で
写
さ
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
六
j
七
冊
本
に
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
、
他
冊
の
出
現
が
と
い
ね
が
わ
れ
て
な
ら
な
い
写
本

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

③
と
①
は
所
在
の
催
認
が
で
き
て
お
ら
ず
詳
細
は
不
明
の
状
況
に
あ
る
。
⑥
は

『
国
書
総
目
録
れ
に
「
雲
泉
(
寛
延
二
V
J
-
O
川
)
」
と
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
寛
延

一
年
成
主
当
初
の
原
本
で
あ
る
か
の
ご
と
き
記
載
が
さ
れ
て
い
る
が
、
編
著
者
夢
斎

の
名
を
出
し
て
い
な
い
の
で
原
木
で
は
な
か
ろ
う
。
お
そ
ら
く
典
拠
の
『
雲
泉
荘
山

詮

8

誌
』
、
か
『
普
陀
洛
伝
記
巴
の
序
文
よ
り
、
そ
の
成
立
が
寛
延
二
年
と
記
し
た
の
を

『
国
書
総
目
録
れ
は
右
の
ご
と
く
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

⑨
は
同
じ
く
叶
問
書
総
目
録
』
に
「
三
間
」
と
出
て
い
る
が
、
冊
数
か
ら
み
て
端

木
の
可
能
性
が
高
い
。
所
蔵
は
旧
浅
野
と
あ
り
、
そ
の
浅
野
図
書
館
は
『
図
書
総
白

録
』
の
「
図
書
館
・
文
庫
一
覧
(
欄
胡
旧
制
叫
)
」

に
よ
れ
ば
、

3
0戦
災
そ
の
他
で

焼
失
ま
た
は
所
在
不
明
の
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
今
は
も
う
残
念
な
が
ら
存

在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
諸
課
昔
陀
洛
ト
巨
医
師
刻
と
解
…
題

お
わ
り
に

以
上
の
九
本
が
呂
下
知
ら
れ
る
立
日
陀
洛
伝
記
』
の
写
本
で
あ
る
。
通
覧
し
て
い

え
る
こ
と
は
、
書
風
に
共
通
性
が
あ
り
江
戸
時
代
末
期
の
十
九
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
よ

く
V
寸
ド
伍
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
。
現
在
み
る
こ
と
の
で
き
る
完
本
は
、

mw一
・
②
・

内
9

③
・
一
①
の
四
本
で
あ
る
こ
ど
。
⑤
・
⑥
の
一
一
本
ー
か
ら
『
普
陀
治
伝
記
れ
の
編
著
者
が

京
都
門
通
庵
の
夢
斎
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
記
載
の
有
無
が
写
本
の
系
統

を
た
ど
る
上
で
重
要
な
こ
と
。
写
本
聞
に
た
と
え
ば
第
六
巻
の
七
醤
札
所
側
寺
に
登

③場
・す
⑥る
は義
東 i!~
大よ

そ霊
⑤金
は守
興刀:
守口

千里
53 
守主
伝福
相士

12 2 r工
る弓
が官て

ヤる

うの
しに
た対
点し
も②
写・

本
の
系
統
を
考
え
る
場
合
無
但
し
が
た
い
と
と
。
書
名
の
文
字
に
つ
き
順
礼
・
巡
礼
、

三
十
三
所
・
「
十
三
処
・
一
一
一
拾
=
所
・
品
川
三
所
・
参
拾
二
J

所
・
参
姶
参
所
、
北
H
陀
洛

伝
記
・
普
花
器
伝
記
・
観
世
苛
伝
記
と
写
本
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
記
さ
れ
る
が
、

註
日

深
く
拘
泥
す
る
要
は
な
く
、
内
容
的
に
み
て
も
木
書
に
は
異
本
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

も
の
は
ま
っ
た
く
有
有
し
な
い
こ
と
等
々
で
あ
る
。

近
年
、
西
国
三
I
1
一
二
番
札
所
め
ぐ
り
は
な
か
な
か
盛
ん
な
る
も
の
が
あ
る
。
し
か

し
た
だ
単
に
物
見
遊
山
的
な
気
分
で
の
集
印
に
終
る
だ
け
で
は
空
し
い
。
各
札
所
の

観
音
伝
記
を
十
分
知
っ
た
上
で
巡
礼
し
て
こ
そ
利
益
も
広
大
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
点
で
こ
の
『
普
陀
洛
伝
記
れ
は
、
た
と
え
江
戸
時
代
中
期
の
成
立
と
は
い

え
h¥ 
都
凹
条
道
場
金
i草
寺
第

十
四
代
浄
阿
真
順
な
る
時
出

刀て

{曽
カミ
談
じ
た
も
の
と
し

九



同
朋
大
学
俳
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士
化
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究
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要
第
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六
号

て
大
変
興
味
深
く
、
ま
た
そ
の
収
め
ら
れ
る
彪
大
な
説
話
も
、
古
代
・
中
慨
に
ま
で

原
話
が
さ
か
の
ぼ
れ
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
て
非
常
に
貴
重
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
り

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
安
城
市
在
住
の
鈴
木
美
保
子
さ
ん
、
同
朋
大
学
の
渡
辺
信
和

氏

国
立
国
h-

7-" 図
書
館
の
間
島
由
美
子
さ
ん

ひ
と
泊、

た
な
ら
ぬ
お
1ft 
話

な
っ

た

記
し
て
満
般
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註
2 

『
西
国
順
礼
三
十
A

一
所
昔
陀
洛
伝
記
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
大
要
を
左
記
の
拙

稿
で
述
べ
た
が
、
新
た
な
写
本
も
出
て
き
た
の
で
、
今
回
の
翻
刻
を
機
に
重
複
す
る
と

こ
ろ
あ
る
も
本
稿
を
草
す
る
こ
と
、
ぶ
し
た
。

小
山
正
文
「
『
西
国
巡
礼
三
拾
三
処
普
陀
落
伝
記
』
凹
条
道
場
企
蓮
寺
浄
阿
真
順
法

談
本

i
」
(
『
詩
宗
教
学
年
報
』
一
一
一
)
一
九
九
四
年
一
二
月
。

時
宗
教
学
研
究
所
編
『
時
宗
辞
典
』
九
八
九
年
三
月
時
宗
宗
務
所
教
学
部
一

二
八
ペ
ー
ジ
。

今
井
雅
晴
編
『
一
遍
辞
典
』
一
九
八
九
年
九
月
東
京
堂
出
版
一
三
三
ペ
ー
ジ
。

金
井
清
光
『
一
遍
と
時
衆
教
問
し
一
九
七
五
年
一
一
一
月
角
川
書
庖
凹
岡
三
ペ
ー
ジ
。

向
右
凶
三
八
ベ
ジ
。

同
右
何
ペ
ー
ジ
掲
載
図
版
。

吉
井
敏
幸
「
同
国
三
卜
=
一
所
の
成
立
と
巡
礼
寺
院
の
庶
民
化
」
(
浅
野
清
編
寸
西
国
三

十
二
所
霊
場
寺
院
の
総
合
的
研
究
L

所
牧
)
一
九
九
O
年
二
月
中
央
公
論
美
術
出

版。甲
本
の
川
原
日
河
原
町
よ
り
、
乙
本
の
河
東
H
鴨
川
東
の
方
が
よ
い
よ
う
に
お
も
わ
れ

る
。
な
お
京
都
市
の
上
京
区
・
左
京
区
・
伏
見
区
に
円
通
寺
を
名
乗
る
寺
が
、
現
在
一
一
一
ヶ

寺
あ
る
も
円
通
庵
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

杉
浦
丘
園
氏
の
「
雲
泉
荘
山
誌
』
は
、
U
V

『
慶
長
年
間
刊
行
本
片
付
『
江
戸
時
代
之

3 4 5 6 7 8 

。

10 9 

書
日
h

、
日
間
『
石
門
心
学
関
係
図
書
及
資
料
』
(
附
別
冊
二
附
)
、
肺
『
家
蔵
慶
長
以
前

紀
年
金
石
類
』
、
同
「
家
蔵
看
板
凶
譜
』
、
的
『
す
ご
ろ
く
』
(
未
定
稿
)
、
肘
『
家
蔵
一
敵

国
会
に
関
す
る
資
料
及
文
献
』
、
川
口
車
蔵
松
会
仮
之
書
目
』
の
八
巻
十
冊
か
ら
な
り
、

昭
和
三
年
(
九
一
八
)
の
刊
行
だ
が
、
そ
の
後
杉
浦
氏
の
雲
泉
文
庫
は
ど
う
な
っ
た

の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

④
の
大
谷
小
入
学
図
書
館
蔵
本
も
含
め
れ
ば
五
本
に
な
令
。

こ
の
場
合
本
数
か
ら
み
て
東
大
寺
を
採
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
一
。
お
も
う
に
岡
寺
の
義
削

は
は
じ
め
一
克
典
寺
へ
入
り
唯
識
・
法
相
を
ひ
ろ
め
た
人
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
、

元
興
寺
衰
退
後
の
法
相
宗
本
山
と
い
え
ば
興
福
寺
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
京
都

で
生
ま
れ
た
『
普
陀
洛
伝
記
』
は
、
東
大
寺
と
興
福
寺
の
寺
名
よ
り
名
付
け
ら
れ
た
東

福
寺
と
書
か
れ
る
に
至
コ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

『
謂
諸
普
陀
洛
伝
記
』
が
い
ち
ば
ん
多
い
の
で
、
と
れ
が
多
分
正
式
の
題
名
と
お

も
わ
れ
る
。

『
普
陀
洛
伝
記
』
の
最
後
に
十
種
の
功
徳
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
お
も
い
あ
わ
せ

二、。

ナムド、
hv
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朋
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凡

1~~ 

一
、
本
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
刈
西
国
順
礼
一
一
一
十
一
一
一
所
普
陀
洛
伝
記
』
(
凶

書
請
求
記
号
1
8
l
j
1
8
8
)
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
書
式
・
休
裁
な
ど
、
出
来
る
限
り
原
木
の
面
目

を
逸
し
な
い
よ
う
に
再
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。
意
の
通
じ
な
い
処
、
誤
字

等
も
そ
の
ま
ふ
と
し
、
注
記
を
施
さ
な
か
っ
た
。

宅
、
変
体
仮
名
、
出
字
体
、
略
字
、
俗
字
、
具
体
文
字
等
に
つ
い
て
は
、
変
体
仮
名

は
通
行
の
文
字
に
、
ま
た
旧
字
体
以
卜
は
新
字
体
、
通
行
の
字
休
に
極
力
改
め

た

凶
、
本
文
中
に
は
一
部
差
別
的
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
歴
史
資
料
と
し
て
そ
の
ま
ま

と
し
た
。

一
論
調
官
H

陀
洛
伝
記

巻
ノ
壱

(1オ)

け 主主?ノゲf絞F
れ |司ミ名~~ L."" 
と 一日阿ぁ 1，)
お 鉢{1弥みわ
なわ陀r く
じけ婆与-tr.，l，:
高主の 婆け円マ
根ねぼ示じ在5
のる坦lif譲与
JJ ふ節t~ I LJ手
をも世:妙守
三と抗法号
Z の二花け
は道士山:.， A，;: 

心は企FiL在1
仁多込 両三
判、

与

る

一
泊
順
調
州
普
陀
洛
伝
記
序

( 1ウ)

山 t世ゼ三なあのなま殊2な
条5善f所しりはきこされ
道ミ所kを此ててをとらか
場与の順午時夜におに尭さし
「う縁正拝Fにるいん前T天:こ
云 tせ乗!?2?思ん舛tL 
ゐたはふし

れ にまみし日日今
てり思?て

寛占なまf紅白?Albztaみま
延i土つ大F恨fF;ちし代ょた

狼ろ J 広日むにき
巴し士土L 狽itJiiiくる逢ぁ人
年とゼのじの 1 橋~ LLJl'所ふ身
八旦午慎浄すうの)111;か事を
月両;言利1れた万日お う
抑j 和ぉ来ら三ゐよ里りほ け
"しい十 り け
問す

( 2オ)

談よ
なり
ら九
ひ月
に十

了1八

黒:i
尚t白
の卜
説ミノL
法す夜
有の
り問
しの
あ法



志{ら
のま
人し
に覚古
黙主へ
頭Zし
せ十
ん分ぷ
との

ふを
事書2
しっ
か L

りり
同5

( 3オ)

惣
目
録

巻
ノ
壱

1b¥コ商
山;雪
院陀iに:干
十三
一 閉附「
所順t
の礼!れ1 
観の
世山リ
音米t
御

附
礼!1

( 3ウ)

巻
ノ
弐
一
需
給
爪
訟
の
ャ
間
勝
争
叫
観
世
音

す

ぶ

っ

た

さ

2
5
3

的
り
生
仏
上
人
滝
に
て
荒
行
の
事

き

み

い

て

ら

4

一
番
紀
伊
国
紀
三
井
寺
観
世
音

や

〈

ひ

ゃ

う

か

み

会

ま

附
り
厄
病
神
の
絵
馬
の
事

巻

/
'ft 番
り紀
渋主州
川E那な
郡白賀T
た 2 都骨
太か
夫さ
箸12し
筒?村
の粉
事 )117;
三干Z
観
世
音

巻
丘 四ノ
番附番四
河2り和"
内ら観泉ぷ
回世田
藤t音巻E
井ぃ仮ぢの
寺bに足ぉ
観南E寺
世方(-~ {11rt 
音よ楽?
り続工
米観
り世
給音

事

『
市
諸
普
陀
洛
伝
記
し
翻
刻
と
解
題

(4オ)

ふ

色

い

や

ナ

も

と

ら

こ

〈

お

っ

附
り
藤
井
安
一
五
地
獄
へ
落
る
事

巻
六問"ノ
附番雲も五
り大坊!?
座;~和観
耳目i回世
沢E壷言背
剖lL:坂主の
不ふ観利り
思し世生午
議さ音 *'ヲ

2 主
る
事

巻
ノ
六

( 4ウ)

八七
番附番
大り大
相l 長t和
の「慌の
国国ii国
長は青主凋ii
谷廿型!fGl寺Z
-=4'~百千観
観 f1t1: 
[11: u'tf音
音娘3
破は

舟t

逢士
事

巻
ノ
七

長
附谷
り寺
廊す観
下が世
な音
ら街i
び利
に生

瓦522
の~

事

巻
ノ
八

九長
'N番谷
り南寺
凶器1米み
国興す来t
三福fの
1 寺し鋒七
ゴ南Zの
所円f因日
霊!1堂i縁f
験Z観の
に 111 事
有音
利
生
の
事

( 5オ)

巻
ノ
九

| 十
一井附醤
番 り山
山弥み同城
城fif::<国の
の次久ニ凶
凶郎我か宇
上との治
のい 11:主の
照Rふ而;三み
醐ご寺 ii室奇
観の 417戸と
主事お里
H まZ喜

事



同
朋
大
学
併
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

巻
ノ
十

十地
二蔵
番尊
近御
11: 平IJ
国生
若i;之
閉ま事
寺E
観
世
t 
H 

( 5ウ)

巻
省Rノ
附の卜
り説き-
1菌空の
の事
係け
異い
の
事

巻
ノ
十
一
一

ト
三
番
近
江
国
石
山
寺
観
凹
音

巻
/
十
一
一

七
附山
り寺
尊Z観
弁Z世
{曽1音
都づ御
言止さ利
法号生
のの
事事

( 6オ)

巻
l' 奈な/
凶良ら十

番海?:間
近道t
江念t
国仏士
二主み石t
1"いの
寺王国に
観縁土
問之
音事

( 6ウ)

巻
十 祇き/
附五附図t十
り番り精す五
i竜主大目山 俵右舎午
口t仏ミ城 ':.f.Lどの
横f二三 凶 TZか
筒ミ|今会;j~ 

主語審i普iz
堂5観主:
の世中
事音

井

巻
ノ
十
六

附六
り番

鈴て田た山
鹿か村宮城
山将与の
鬼E乍wj国
丸E面ん清E
の思t水君
事量:ま
立?症
之音
事

井

巻
盛tノ
附久2十
り観七
景存世
清i音
牢ミの
や御
ふ不IJ
り生
のを
事務士

'"む

る
事

( 7オ)

巻
ノ
十
八
台

ま

し

ろ

ろ

〈

ほ

ら

み

つ

し

卜
七
番
山
城
国
六
波
羅
密
寺
観
世
音

〈

う

や

ゆ

ら

い

附
り
空
也
上
人
由
来
の
事

ろ
〈
ざ
い
ね
ん
ふ
つ
お
ご

井
六
斉
念
仏
の
起
り
の
事

は
ち
た
la
言

鉢
叩
の
ゆ
ら
い
の
事

わ
会
た
ち
ぢ
ぞ
〉
そ
ん
さ

rい

脇
立
地
蔵
尊
奇
瑞
の
事

巻
ノ
十
九

( 7ウ)

11骨ノL

時E
捕，胤

ftAの
字t民
三"ノ、〈

自盟i
州単う

み時
五1室?
の寸
事観
世
音

巻
ノ
二
寸

附九
り番

岡~ H主主京i
崎2の市う

契EZこ51
i:愛ffT72
観L， lrt 
音て餅
を死し上7
1言上す高
しる 13詑
難2事主
を H

~ß~ 
る
事

井

巻
/
日

t
告
と

一
一
卜
番
山
城
同
輩
口
峯
寺
観
世
音

四



(8オ)

F付
り

火Z字ぅ

車i整
来ご皐Z
J卯n:' ~圭イド

(f) 蛇
事坊"
か
事

井

巻
ノ
廿
弐

附十
りー

蓮t観醤
華げ世丹十E
比ひ育波ば
丘〈身みの
尼に替tl~主|
物品り穴主
語主に穂含
り立主観
の給世
事ふ音
事

井

巻
ノ
廿附十

り弐
亀2番
lこ Illi'，
乗号津つ
給の
ふ凶
子し惣1
m田~ t'守じ
の寺L
事観
世
音

( 8ウ)

巻
ノ
日
凶

附|
り三
清t番
和は J黙
帝己津 3

勝の
尾国
寺勝i
へ尾を
街み寺t
幸2観
の世
事膏

巻
ノ
日
五

附て播17
り十磨ま
利り四の
小キ番国
さう警教f
ま信心土

( … 旧に早z会2
111や地う

の -Jか
事す事

世
お
ん

(9オ)

巻
中ノ
附山廿
り 日め六
美ひあ
女fけ
御ごの
前t如2
の 3lff
事の
事

巻
ノ
廿
七

ー
ん
さ
よ
み
づ

廿
五
番
隔
地
磨
の
凶
新
清
水
観
世
音

寸
諸
説
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

日
附六附
り醤り

法雪播飼t
道ミ磨犬M
K のの
人同慰ij
~~"法号を
鉢空花け忘字
の ミ干しれ
行主観ぬ
二， jI!:事
り音
事

巻
ノ
廿
八

( 9ウ)

u. u 
ノ¥. r.(J 七
番り番
汁和ゎ播
波歌b 磨
国二三の
成長神I凶
相氏の書S
寺Z硯7写主
観 m J 寺
世主観
お干 JII
ん音

m 
り

功ぐ三
徳?し
多たう

rt y 
:与」のZ品事
さ
る
事

井

(10オ)

巻
二三 廿ノ
附十附九廿
り番り番九
巨こ近惣1若主
勢せ江太狭さ
のの夫の
金2国」女2国
間主浅吉護ミ松ミ
神上井と嶋主尾ぉ
像ミ郡詰へ寺E
Eど訓1J吹士観
写ZJEZ流t世
す LEiさ音
事 lt;予
盟主季
世
主計
R 

巻
ノ
コ
十

(JOウ)

|井附卜附十
三 り二り一

番八人日番白k番
美み百魚5近髭品近
j農"'比ひの江大江
国丘〈説草国明の
谷E尼にの神t神凶
汲L表主事崎2弘す長5
華"狭さ 君ド法号命t
厳z風号 制サ大寺し
寺じ土ど 52 師観
観記さ 主と JII
世の 25 問2お
者事 f証平等5ん

52 之
円事

五



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

附
り

順守奥iJ
T州ttLi、 -'.，h

卜本か
爪井い
Z4と文t
1i(ニム〈 叫じ

あ う士ゆ
る V/

事
事

井

惣
目
録
巣

(]1オ)

五
四
一
一
叩
一
世
田
陀
洛
伝
記

巻
の
壱

7t 丙
山国
院三
宅十
十三目
三所録
所順午

記宇LR
笠の
ぷ由ゅ
川 正ーら

崎小
礼!1

(]2オ)

普
陀
洛
伝
一
記

巻
の
壱

凶
国
三
十
三
所
順
礼
の
山
米

徳?神k事の抑
J宜5亀主そこ丙
上年とろ国
人中尋よ三
と大ぬり十
申和る始三
は固にま所
ち初代むり順
ど瀬せかて礼
う寺Zし功〈と
え似の聖与徳fい
備ひ sHf:-;;.?はふ
の山izz;何戸事
た 広いほは
りとい
のつ

(12ウ)

死!っ
しと
給き
ふ名
に{曽
あに
やて
しお
けは
なせ
るし

官AT
ぷ宕
と
人き

順f

王号上
よ人
りの
の liif
伎に
なき
りた
上り
人て
をわ
とれ

主(
ひは
申焔主
魔ま

(]3オ)

にま早1めけへ
たへ々し n し
ちばにとはと
てし参あ上の
案士かるる人仰
内行らベに有に
すはし辞じかよ
ると案主退fiたつ
にて内[T申やて
ひ弐をへ焔2ま
や人しき魔まい
ラの給いごE り
(HfLへわよた
〉主とれL りり
た会んのなのと

長Eたし御有

ば
ら
を
す
き
行
に
は
る
か
む
か
ふ
に
鉄
城

人さ珠おはあ
をま玉1大り
大t言Z す、門ほ
殿み葉ば f 大tど
にに日鍛Zな
請午も品あく
の りそしおめ
ての焔ぇべて

魔:らひそ所
コれ 、のに:日カ

ぜ22霊i主
よLιL さり
しは λ 金Eて
管t?銀fB
しあ "" 
り

(13ウ)

霊!1士F い給事美ぴて
地ちとまふに玉2ゑ
をい日によ爪くみ
めふ本焔tり V-' を
ぐ霊!1の隠さて工ふ
る地ι池王iJか 57 く
も三にの召2l ま
の|おたれ十せ
は三ゐまっ 52 た
地所てわるぷま
ごあ救〈くそ τふ
くり世せさや(に
にひ観れと J 御
落ぢe:音はた Y か
るたのとつ λ ほ
事 v' 浄与よねにば
此ソ みせ

る

ノ、



(14オ)

な事くたさて成縁な
げた只七るす知しにし
きと地じも恵?る給し観
かへごの業す人ふた世
なはく極fをもにが音
しタ2へ楽?つなかひは
め立主おへくくミて二三
とのちとりそる末号|
も雨主米〈てての霊!l世ゼ三
みのるは日う地ちの淋と
なごもゆ々へな衆おに
我主とのくに葬fれ生与身み
とく与も死根五どもうを
わ我i;多ぞのしをも 12 わ
が足Aきな来合成か fi か
身みを つをち

(]4ウ)

ををれ鬼ffに
う衆{可にて
け生とせっ
てにそめく
地ししこらる
獄2らのれつ
のし観るみ
苦〈め音事と
げ観のこが
や 1吐浄与吉 φ
を首バ北せむ
うの主非ひく
け利りてどもひ
さ益?峯なこ
る =け人

ろ
の

(]5オ)

世せ観ほへや
に世さきう
ひ音つもと
ろのとのお
め浄もなも
さ土いしへ
せ三ふしど
た十へかも
まーきる此
ひ所名fに事
なを{闘す上を
ば長11 な人っ
そらるはけ
のせに誠f知
末ミ依去ドとら
て ι す

案利
1也ゃ
をく
めた
くと
るへ
とー
もと
かた
らひ
はた
足fり
のと
うも

の

『
追
加
問
帯
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

か
フ
め
う

ら
よ
り
光
明
を
は
な
ち
て
一
百
一
二
卜
六

地
ご
く
を
ふ
み
や
ふ
る
の
く
と
〈
あ
り

もも
のし
なあ
らや
ばま
わつ
れて
す地
なこ
わく
ちに
妄今お
訴と
す

([5ウ)

りの
てっ
地み
ごに
くを
のち
せて
めそ
苦〈の
をも
うの
く L
べ身
しに
か
わ

十
三
所
は
そ
こ

/
l、
な
り
と
お
し
へ

か申告
へひ
た此
り事
とを
仰知
せら
付せ
るん
にた
徳fめ
道iに
上よ
人び
はむ
あ

(]6オ)

しあ死奉出は拳印にもを只七が
やたしるきしりをげいうた
蘇iL 居さためて卜にかたく
生;ま給てり填玉2しさんかそ
れりふもて υ 回凡;給もかひん
注有と上上き 25んわ有せのし
するい人人た子れべんこさ
二、かへはをるおはきと斗り
工ゆと三裟与る三上事なろな
忌へも日婆ば一主人なげふか
24 にい二世ミ人 fi 焔2りきから
12御ま夜ゃ界fyの午王今とたけ末
Z弟でたのへ官手ょにてまれ世
立子l 身上あお人日筆謝午官ふはの
とも鉢tいく J し にこ衆
葬Ji にだり j 熔えれ生

) 主守

(16ウ)

七



同
朋
大
MY仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

きむ
なり
るの
か事
なも
二三 せ
日ず
あ守宅
りり
てい
蘇そ給
月1-1ふ
しに
た不
し

のこ人まま
宝号とはりふ
向J~ に右い御
を焔tのた弟
手干忠御わ子
によ手りた
もりをかち
つ飼i にしは
とわきつよ
おたりきろ
ほし詰Z申こ
しあ給にひ
くりひ徳?あ
てして道5っ
手石ま上

(17オ)

を
ひ
ら
き
見
た
ま
へ
は
あ
り
か
た
や
ま
さ
し
く

宝
印
手
の
う
ち
に
あ
り
御
弟
子
た

ち
へ
こ
の
程
の
次
第
を
御
も
の
か
た
り
有
り

て
そ
れ
よ
り
徳
道
上
人
は
御
弟
子
を

つ
れ
ら
れ
西
国
三
十
三
所
順
礼
の
せ
ん
だ
ち

と
成
り
給
ふ
そ
も
/
¥
日
本
に
て
観
音
堂

の
は
し
ま
り
は
摂
津
国
中
山
寺
に
し
て

聖
徳
太
子
の
御
建
立
な
り
此
ゆ
へ
に

(17ウ)

めよ
くり
りて
給中
ふ山
彼2観
焔王位
王す音
ょを
りー
さば
っん
かと
りし
て

た
ま
ひ
し
宝
印
を
石
の
か
ら
戸
に
入
て

をし中
かけ 1I1
たな寺
めくに
てもお
も十さ
ち万め
給諸tた
ふ菩ぼま
す薩ミふ
なの観
わ慈じ世
ち悲ひ音

仏t は
とり 明、

た

申
は
必
悲
の
淋
な
り

仏
と
は
な
に
を
い
わ
ま
の
と
け
む
し
ろ

(18オ)

王すしふ如徳
のてっし道
御めにと上
かい奥号の人た
ほど州主主古焔入
ばの外Eふ王じ
せ物かまのひ
うかはた御心
ったまとかを
くり木うほほ
しい村いばと
とた弥きせけ
いせ五ね美ぴと
ひし兵ん玉5は
しに衡利り m くい
と焔2蘇そ益?りふ
魔ま生f

古あ
Jえきれ
7 んソ

ゑし
んか
まれ
五は
のう
像号つ
をく
っし
くき
るに
にち
こか
とひ
な
し

(18ウ)

くとたなご
見自巴とりと
ゆ限ぷへこく
るつはれす
まけ悪?はさ
たい人t己詰ま
善Zかなれし
人上りれおく
なたはのお
れまおれそ
はふのかろ
いゆれ見し
かへにるき
りおく所か
t古そきなた
ふろやりち
しつ

きこ事
にれあ
い人兄ら
ら問日ず
ぬ界tし
もにて
のてゑ
にもみ
はおを
自{なふ
然tしく
と事ま
顔古たせ
付Zとた
悪ぁへま
しはふ

(19オ)

く
気
に
あ
ふ
も
の
に
は
う
ち
と
け
は
な
し

を
す
る
そ
の
こ
と
く
な
り

く
は

E
の
い
ん
ご
し
ゅ
ん
れ
い

花
山
院
御
順
礼

八



卜
一
二
所
順
礼
令
ば
ん
は
中
山
寺
成
り
し
に

那
智
山
を
一
ば
ん
と
し
て
中
山
て
ら
の

(19ウ)

る IU る廿
花院ゆ四
山のへ番
院帝手そと
q 紀ミ ι雪
干担iz-JH
三 iEEる入
1~ ::'"こか
冷!iぷ人わ
部芸皇 E
削ん三b ハ ι 
御 up !一る
子お五を
にんま代い
て主;花 2

御
年
卜
七
才
に
て
御
位
に
つ
か
せ
た
ま
ひ

入品し御
ド'l r~ か!誌
な Fえ吟
ムヲは
さ l」 HH

し藤士 官
めは同
弘今ら官
徽さの栄
殿Z為品去
に光f124
主卿?E
r のす

ち御め
にむな
すり
め

(20オ)

花御
に寵l
つ愛R
ゆ浅
をか
そら
与す
きま
しこ
御と
ょに
そひ
ほら
ひき
弘守か
徽き斗
る

(20ウ)

徽主やふ干ま舎与と殿
殿l日か人たのはに
にのきそ女与数字中ま
と本にな畑?もせし
入のよへ EZL多Tし/
まうりり iZくな¥
りち御其主:そりけ
たに威ぃ中 1うの其る
り女勢Rに亡かこと
二と H 弘tγ まろて
千いに徽き titへ大正す
のふま殿ZZAT広合内{1な
!oもしは官記入J1裏りわ
官毛のい卸!たにとち
七んはま古屋ちして弘
乞弘すは愛もて殿ヱ徽
りは三 股

は
日
か
付
と
な
れ
は
と
て
弘
徽
殿
御
ひ
と

寸
書
課
昔
柁
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

り
を
一
一
一
千
人
の
人
々
う
ら
み
た
ま
へ
ば

て何
御か

命ip 
終 U

F ーコ
i子子
ー マヲー

給 ミ
ふす
Jλ プ
かぷ
と口
市同l

泊ま
な L
げギ
き色

(21オ)

支配むく はは
公れや申
のなそも
もけの中
たか面ど々
ぜせかお
給給けろ
へふとか
る折てな
扇かもり
子ら見さ
を栗へれ
御用さど
}Jf;):Iのれも
に関Lは今
市詰只Eは
出明存

わ
す
れ
置
給
ふ
立
官
た
ち
ひ
ろ
ひ
と
り

て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
も
て
あ
る
く
を

(21ウ)

西tせ中六なとへ身み妻円い妻tみ
洞2給納 )j りてしに子しふι 了!か
院fふ百廿との荒主っと大k称Eと
通一てよコ御かきけい附L EET御
り内hし日発ifれとずへ経及号覧I
Ih:ぁ裏円かの心土ナて六との王せし
司jをけ ili 出L ゆ頼奇道tも文位ぃ付
清戸は附rJに来さめみをとを臨lて
明Fし二いさまなわも書命f取
かーの人たせほしかな附終与よ
案ひをり給ろくれふた時しせ
わい御左主ひ/しら/もり不ふて
まて供t中ミ寛Lのい¥の誠f随f、御
へさに弁工二白~ {手芸あにな日と者午覧
をせっ是日刊ー世よれゆく玩[とす
給れ成tz王 ばく官111ど る
ひさ 十 成山ら y

tF もれ
v は

JL 



同
崩
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(22オ)

ふに通
け清tら
ぬ明fせ
れは給
どあふ
いっと
まさて
たにふ
ふやと
した内
もへを
せか見
てね入
1すけさ
λ んせ
み佼ょ給
居いはふ

参あ天た
るら子り
花わ位Lし
LU h 公いか
院た JZ 雫
はりどを
此と ;J な
よてピか
しあ f←め
をわ Jえて
きて伊大
こさ.o'に
しわ Y お
併ぎ?と
て内kJ3 ろ
あ袋り念き
らへ IT
恐EV」

長fI ろ
ひし
山2の
f'U，;清
の明
花や
山と
へ仰
御ら
し、 h
そそ

z-
て立
内kの
畏りか

せ

(22ウ)

U-lIさ此に
科主ら事は
ににを清
ま御知明
しゆりか
まくこは
すゑミせ
よ知かま
しれしい
はす→こる
|需さやとに
へう尋とよ
け/ねり
れ¥奉は
と明白れし
はかとめ
やたもて

名夜
をの
入5内
覚?に
と御
かく
へし
さを
せも
7こお
まろ
ひさ
左、せ
中ミた
弁Zま
是長ひ
成5御
中

(23オ)

殊2熊三さほ野納
に野のせし三百
感fに給め所よ
此;すいひし権えし
また御綾2現1か
しら草t阻:へ '7
/せ紅qtEl御も
¥まに胴t会
てし街i繍rjb道
告日まつのまし
さしへ御しそ
ぜ付かしま h
給るさとさよ
ふににねんり
に二主てをと熊
は所 すお
法ti権え て
皇今現日

(23ウ)

王すたへむ H 心iの
のる焔えか本さっこ
ちも魔ましのし jれ
かの王JJ人γ地をま
ひはよ和主に感tて
て地しりの観し街l
し獄f此園4世て参
るに浄初は首っ詣
L 法?土瀬fの '1 ま
にすを寺ち浄主知と
ヨ詰ま A のム?ι
wょした徳?三乞をに
主とび道5子申殊}
停?ゑ順上つな勝色
道5ん礼入所りのう
ドまし あ今御
八り

へ
た
ま
わ
り
し
を
中
山
寺
に
お
さ
め
て
そ
れ

(24オ)

名にを達Eのよ
僧はめとちり
あ許可ぐなた観
り l勾りりへ音
このは給て三
れ国しひめ|
に凶めてく三
尋5 石 ~Ù 観る所
ね川ふ音もを
給与へ三の順
ふにし|あ礼
へ在d案fJ ら有
し眼tな所ずけ
と上いの法守る
御入者午浄皐すか
っと 上今3そ
い 先fの
ふ

に内実行け
御の場午あ
対t国+>れ
両主へ ? は
あ御ア法
りい (Y 皇
わで L は

は
れま日あ
はし丁ら
1[，; I 有
山Z¥ Z めか
法号石 ?〈た
皇す )11 '"， ゃ
な寺ゾさ
り仏土ピほ
員長』 限tfz ど
野の t お
人門

(24ウ)

こニ権
れ|現
をーの
知所お
りのっ
た観げ
ま音に
ふのよ
よ浄り
く土て
順有来
干しるり
のをい
案tr. ま
内t人 H
克f木

。



こ
ん

を
上
人
に
た
の
め
と
あ
る
権
げ
ん
の
御

だつ
をげ
なな
がり
しと

主i仰:
主ん有
〈去り
よ li
漏れ
J ば
位とと
を人
すは
な
み

権え御て
現日供t与
を申有
もベか
御した
供とき
のて御
た仏こ
め l恨ふ
ま上ろ
っ人ざ
はし

番2熊』か
に野のな
自信 さ
のら
{f 

(25オ)

ぼ弘す殿lなほ目め山へ
だ徽主はことよー御
い殿Z救〈とのり番日参
心上と世せ書名f光fに詣
のか観て僧号明号はま
利た音仏なをなし
益ち大限りはり/
をを士とこなた¥
成あのはれちるぬ
しら変工中にてな是4
色主は化"せよ経主りよ
情ιしなしかっす自仏土り
ょう煩り也汚て幸んがし
凹悩か弘す仏f口んて
品号 P徽主のり語上那

まふ人智
は

山
院
に
ぼ
だ
い
心
を
お
こ
ら
せ
ま
い
ら
せ

(25ウ)

観
斉
の
浄
土
の
三
十
三
所
の
か
た
/
ー
を

た買収のし
ま寸J三め
ふ 7h 十さ
時児三せ
の tF所た
御こ白三ま

献立±士
""い阻一寸

な小菅世
りトのと
合御な
あゑふ
j いる
ら歌かと
tまこ
ろ

『
諸
諸
説
日
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
脱
一

普
陀
洛
伝
一
記

巻
の
壱
果

(26オ)

沼
南
一
瑚
一
世
田
陀
洛
伝
記

巻
の
弐

弐壱
番番
F付紀会附紀金目
り伊与り州t録
!巴?凶五生1室主
病早紀仏tの
神2，~上郡i
m み井人羽目れ

返ゑ寺滝主審;
出争観に山J
.';t;:I"世て見ん

半音売E
行号音
の
事

(27オ)

普
一陀

御本E需洛
長存尊t紀伝
壱如E州記
丈意い室主
二輪日の巻
皆ぴ観郡吉の
の世 主弐
座汗音昨

像1Et
観
世
音

頃
は
人
皇
十
七
代
仁
徳
天
皇
の
御
代
に

し
て
た
か
き
屋
に
の
ほ
り
て
み
れ
は
煙
り

(27ウ)

聖r御た
王tJ詠fつ
の日午i民
御あの
代そか
なはま
りせど
其品しは
こ御に
ろ慈しき
は悲ひわ
仏ふひ
法かに
し、きけ
まり
だと

H
の
本
へ
わ
た
ら
さ
る
の
時
成
る
に
こ
の



同
腕
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
ハ
号

米那
り智
絵 111
ひに
しし、
をつ
裸らく

平54
トか
17 老ミ
旬壁1
tx 

す

る

も

会

な
り
は
だ
か
身
に
衣
は
か
り
着
て
ま
し

か

た

か

脅

ら

ま
せ
り
ゆ
へ
に
は
た
か
の
形
ち
と
書
て
裸

吉
b

う

ぐ

ん

{

〈

ゐ

づ

形
上
人
と
は
申
せ
し
な
り
天
竺
国
は
暑
さ
所
成
る

「

ら

か

ん

ル
か
ゆ
へ
羅
漢
た
ち
み
な
/
¥
は
だ
か
身
に

(

こ

ろ

も

い
立
は
か
り
を
着
て
居
給
ふ
な
り
こ
の

ら

さ

や

う

も

く

し

さ

み

裸
形
上
人
は
水
食
に
て
木
の
実
斗

み

り
を
食
し
て
木
の
実
な
き
時
は
木
の
葉

し

よ

〈

こ

る

と

を
食
し
い
給
ふ
な
り
其
頃
は
仏
ほ
う

こ

と

ほ

と

け

と
い
ふ
事
な
け
れ
は
仏
と
い
ふ
事
を
も

し

ゆ

っ

け

し

ん

こ

〈

出
家
と
い
ふ
事
を
も
知
ら
す
神
凶
な
れ

し
に
ぴ

1

に

ん

そ

の

い

へ

は
死
火
を
き
ら
ひ
死
人
有
れ
は
其
家
に

(28ウ)

外
よ
り
三
年
か
あ
い
た
は
火
を
取
か
は
せ
す

つ
き
合
な
ら
す
か
る
か
ゆ
へ
に
死
人
を
き
ら

ひ
親
に
て
も
年
よ
れ
は
や
か
て
死
な
る
ふ
な

ら
ん
と
て
前
方
に
野
山
へ
つ
れ
ゆ
き
す
て

か
ゑ
り
し
か
は
野
山
に
て
犬
鷹
の
餌
食

と
な
り
は
て
た
る
事
な
り
仏
法
な
け
れ
は

寺
と
い
ふ
事
も
な
き
ゅ
へ
に
い
か
ほ
ど
大

事
に
か
け
た
る
御
舟
に
て
も
其
時
分
に
な
れ

(29オ)

は
野
山
に
捨
る
事
み
な
/
¥
か
わ
る
事
な
し
生

な
か
ら
野
山
に
す
て
ら
れ
出
る
心
の
あ
ぢ

尊Zはりき
をししな
渡主めはき
して人上か

千百?臭T宇
'一しはさーレ

は F22卜さ
い?〈代は
わお欽tい

t差:喪主
て生:皇すそ
かヱのや

ね崩御径
の -'"，ま了う広
人E4んにの
同波E
と

い
ひ
し
な
り
そ
れ
よ
り
仏
法
ひ
ろ
ま
り
て
今

(29ウ)

滝2那那な御とへるの
つ智智九かむ死事 IU
ほの山けらす→もに
よ滝5になゐれなて
りにてりぬはくは
光"む此 L る葬す息主年
明守か所かは干し!1ひよ
かひはる仏のきり
ミて仏に法いとた
や千法採らのとるる
き日の形立徳なまと
水行3霊ELうとみてて
士を場すよ聖fあく野

とす UIなは徳T，
/りにzとり熊太klをす

めと野子
まあi古て の

p てた
け官

(30オ)

そ観ま末われ
れ音し世れは
よ滝2まの給ー
りっせ御ふ寸
其ほと木裸ら八

宮古衣if形53
の上

庵HZ祖12人去
を立はりか S
むひ 14とくだ
す ろ Jーか

ひ !Fけ主セ与
観ーて ヘをの世 培うさ是z;受7E:?号
γ は と空
白 に官



(30ウ)

おまりてよ守1
わ λ 給上りり
しくひ人外2奉
まちぬもにり
すはれ限主たお
後てとりれわ
に L 往守あ有し
は観生与るてま
観世のう命包見す

EZ後2な-TE
み露;告?空自主
'J ~=τr32 なけ

?与宝生すくれ

玩あたら !EL上
かとれ df 人
た手

有なと五も
りんき百な
てじ上年く
楳九よ人のう
形主く 熊余ょっ
上こ ~f もも
E そへ過Zれ
全来参ては
し1 り詣生主て
」た有 iλ
、そり Ltぁ
怪むに t り
:空か権/~ G 
JZ し現昆かz此の T其
り所御?後
未に告白た
霊!1に-
{L，'; 

(31オ)

ま権かれ過主今此る
す現なとせま仏も
事のとのしてにの
を御そ御な袋ふも
我i;つれつりにかな
よけよけは来きく
くにり生与やら縁士う
知てL， --;;1，くさあ
る此て令此るるも
と地大十仏ゆもれ

い守願t丘をへのま
LλL士守Zになし
と霊:yzりむれま
も仏.，おた奉?なはす
r'Jあャさよ(ましそ其
れわ E詰 J くも方
のし 比一3 是品 は
所 口"迄ミ

(31ウ)

う
つ
も
れ
ま
し
ま
す
や
ら
ん
其
所
知
れ
す
わ
が

し
ん
/
¥
を
も
っ
て
此
霊
仏
を
い
の
り
出
し

『
軍
事
耐
昔
柁
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

れいかさじ奉
てとら tt きつ
祈出ふす給那れ
りべたひ智と
給きと拝主のの
ふにへみ滝E御
にあ五奉つ事
寒tら体{iるほと
天Zすはまにお
のと粉←て飛8ぼ
こ三にはいへ
ろ日成此りた
な三つ滝霊り
れ夜ょてを仏と
は滝死l い出足す
にすっ さ
うるベ ま
たと
も

(32オ)

そ
っ
こ
ん
ひ
へ
通
り
氷
の
こ
と
く
ひ
へ
か
た

ま
り
て
お
ほ
へ
す
川
下
へ
な
か
れ
給
ふ
を
童

子
一
人
天
く
た
り
上
人
を
引
あ
げ
て
頭
よ
り

足
の
う
ら
ま
て
な
て
お
ろ
し
給
へ
は
白
然
と

五
体
あ
た
斗
ま
り
人
こ
λ

ち
も
っ
さ
か
の
天

童
に
い
か
な
る
御
方
そ
と
尋
ね
給
へ
は
な
ん

(32ウ)

し手にあ左さけれたじ
てをよら程官よみきあ
ひ合つ有にと給にま
とせてかあ党日ひ命り
って命見たら天Zておに
の天Zも歩やす帝hわわは
宥弘童5jt さし釈与れるげ
こを与てて J/ 所し
座さ拝ti は祈h;京 l をき
をみ t;帝tる:二には行

S El f:11計
霊よかのヲあ f た釈;ゅ
仏り i れ I り
と習はりて E3
7 上 助手イノ

ふ人



同
朋
大
寺
師
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(33オ)

七かたを
日わと梓主
七りへみ
夜祈L;i社;奉
岩;;りまる
の山;.! ~迄を
上す死しは
にベ「此
てしる所
いととた
のそもち
りれ生=さ
忠告よかる
ふりわへ
前Zまりか
後 d た死しら
にす
と

か 1， ¥日
ゃれな
ききり
出/し
る¥か
所とる
あくに
りら七
さき H
てにに
はたま
とちん
其ます
所ちる
に光す夜

EH}附し
をハJ

近2さ
きし
」二と flI 
民土の
等あ
をく
泊、る
たを
らま
ひち
岩て
をあ
のた
けり
土Zの
を
堀号

(33ウ)

末えの佳い給かのけ
jffせ観音まふ斗ゑる
の世にた事ゃんに
御 fi: て渡Eあきふ七
本史おまららおだ尺
尊Zかしぬ 9 わごは
なみまさましんか
り奉せき事まのり
小るはににし如5下
イムミ事人I 出~ u 少憩いよ
なの作?さのし輪iり
れ有にせもも観有
はかあ給とけ世か
9 たらふにか音た
へやす所仏土れ光2や
の誠主 iE与の f士号損Zり
に立l観し丈

分

(34オ)

世
に
い
た
り
ま
た
も
や
う
し
な
い
奉
つ
ら
む

生午御か

が話三
十に丈
公小の
崩か仏大
甘:を仏
J」おの
はさ観
ソめ世

泰音
りを
し造
所立

州主
り

御
普A 詠
陀だ歌

洛:
や
キ」

し
う
つ
i良

熊
野
0) 

普ふ
柁t
t品f
と
は那
世刊智
界ftの
の御
出山
にに
観ひ
111: ， 
音〈
の滝主

浄f詰;

(34ウ)

のら士
左く有
座δ やて
観は其
音歌名
まのを
しよふ
まぴだ
せから
ばけく
雨なせ
のりん
ふ西と
だ万い
ら t~じふ
く楽?ふ

だ

か
く
さ
や
っ
す
い

せ
ん
と
は
く
わ
ん
を
ん
の
浄
土
に
し
て
角
形
水

(35オ)

妙へた智経主や打二精ぜ精}
智ぬきほの文1つよ十のん ' 
力れ )'L~ 岬のんかす八御とは
りと夫ぶ山吾ぞうる部ぷ山しへ
や普ふのに ti乙不ふ波:t W<:~ にてぬ
っ陀だ耳士ひり思しののてまき
か浴?に ミ岸子議ぎ甚上ほ峯右しの
う山Zはく T うーの々(さにま街i
不ふに只士滝玄つ観微みつはす:山
思しうと津づ波立音妙すたこ肋あ
議さつうせは司妙すのちかなり
と波2/ と三智b 音Eまねりて
さに¥は熊 )J:?あしのす観
と本と那野とりま御こき!日
り!日lは智のいてす殿ム通主音
のじかの那ふり此観るれ
ヰマく'J 街l音水ん

障さ 111 

(35ウ)

くに
るは
いよ
のく
な聞
くわ
声ミけ
にら
もる
み斗
な事
わな
かり
ち鳥5
有類R
lL ち
1: 

四



も
川
が
の
引
に
は
わ
か
ち
が
た
し
出
一
む
の

きと
わう
けヘb

三のわ那なして
七ほれ智ち不う
日ら給の思と
滝5のひ滝主議い
に貝如5にのふ
うを怠<，て事人
たさ宝lf花L多では
れし珠，~ 111~ しょ
寸川上と院 く
動2る水ごへ 烏
尊i文土精与竜1 の
を覚?レヲ神上 こ
お上与あ ゑ
か人以けら を
みは八っ き

(36オ)

半
り
も
ん
を
さ
づ
か
る

(36ウ)

同す壱号f紀
本2尺す州
寺I 弐る名な
とサな草三と宝守弐
有閑り郡i号す亀合醤
る山本並?す五紀
には尊 IJZ:る年伊
紀と卜 tulなの国
=ヤ 一回4り建え三
弄ぶ面山主 的井
寺う観エ勺 護)寺

岡1と t一世十う i茸f観
い人青寸 伐に世
ふ寺ぢ御 τ 両
は号すたし

は
此金iけ
所

ふ
し
き
の
井
三
つ
有
り
て
此
井
よ
り
観
世
音

へ
竜
宮
よ
り
竜
燈
あ
が
る
竜
燈
は
松
の
大
木

か
ぶ

り
て
観
育
つの
の前
井へ
湾与毛

浄12
ノ'K(、v
千7t0) 
祥E松
水 2 主
養tE

と老3燈
い水の
ふと松
開f:てと
山工三い
道5つふ
光f有
k り
人是
はに
摂よ
i中つ
のて
凶紀
天三
干一 井
寺

守
盟
諸
帆
普
陀
洛
伝
記
」
翻
刻
と
解
題

寺
に
住
た
ま
ふ
名
僧
な
り
紀
州
熊
野

(37オ)

へ
参
詣
あ
り
て
天
王
寺
へ
下
向
の
せ
っ
こ
の

家日今
夜居いの
をと紀
あて五
かも井
しな寺
給きの
ふ 111 所
に巾に
夜ゆて
はへ日
ん大く
の木れ
このけ
ろもれ
数すとば

-r')!:に
疋2

の
馬
の
あ
し
お
と
お
ひ
た
L
し
く
聞
へ
け
れ
は

(37ウ)

義のらあ
に足fにや
お音日し
も人にき
ひ声見事
給はゆに
ふそるお
にはもも
其ちのひ
中かもて
にくな見
大聞しゃ
声ミへしり
にけか給
てるれふ
お不ふとに
や思しもさ

馬E

答2ぢ

れと
もよ
まふ
たま
声ミた
はう
かし
りろ
にの
て方
かよ
たり
ちお
はし、

な
し
ば
け
物
に
や
あ
ら
ん
と
思
ひ
給
ふ
に
又
お
や

事じ
ゅ今
へ夜
足は
た行
L 中
ずさ
たる
の斗
みか
にと
おあ
もる
ふに
潟老
は人
足fの
を
損2

(38オ)

は御しじ
芦"戸らた
J町削iiへる
のは宜2か
た中数tゆ
めへ御へ
にき中今
成な上夜
るれたも
まはの得
し四み参
{ロIJ[~ 五入ら
卒~ []るぬ
ともとな
てこいり
来tとふ此
らはな段
りるお
にほか
てど

とれ
れよ
もと
足Tい
をふ
そさ
んや
すう
るに
ぜお
んも
方へ
なと
しも
よ足
ろた
L ， 
くず

l馬
は

五



同
朋
大
学
悌
教
丈
化
研
究
所
紀
嬰
第
卜
六
号

のお頼自
事とみ
かし申
なてと
宵t馳2い
にゆふ
見き然
しぬら
に上は
こ人と
のはて
あさま
たてた
り/大?
に¥勢t
ふの

軒1し足モ
き

の
家
居
も
な
く
ま
た
馬
の
居
る
へ
き
と
こ
ろ
も

(38ウ)

そ雲Lと見
のたおへ
辺なもさ
をヲlひり
たし給し
つらふに
ね/に何
見 1 ほに
忠告ととて
へ明なも
はわく夜
した東明
げるもて
りにし見
たさらる
るらみベ
森方ば横fし
のと

う
ち
に
ち
い
さ
き
ほ
こ
ら
一
あ
り
さ
て
は
此
内
に

馬有
をる
書2神
たな
るる
絵ゑへ
馬まし
前更と
足fそ
のは
所ち
板iJか
わく
れよ
てり
て
見
れ
は

(39オ)

主主ゑふ
馬ょら

皇(
成と
るは
へな
し h
さか
ら λ
はり
わて
れあ
りり
やさ
うて
じは

の

前f今ごによし
夜ゃ宵点まりて
のはた人上な
とい 111 家かを
とかににし
く L か出主置
馬有へてて
のらりた心
足fん絵t.<見
おと馬まはる
とまのつへ
おちそしし
ひ給んてと
たふしばそ
斗につんれ
しまくか
くたろた
L ひ
て

出
来
り
し
か
此
前
に
て
立
と
L

ま
り
前
の
如
く

お
や
ぢ
/
、
、
と
よ
び
け
れ
は
う
し
ろ
よ
り
馬
の

(39ウ)

足
お
と
し
て
京
間
た
ひ
僧
の
か
け
に
て
馬
の

あ
し
を
な
を
し
も
ら
一
ひ
し
ゅ
へ
に
こ
よ
ひ
は
ま

い
り
申
へ
き
な
り
と
う
ち
つ
れ
立
て
ゆ
く
音

す
扱
七
つ
頃
と
も
お
も
わ
る
ミ
頃
戻
り
た
り
と

見
へ
て
馬
一
疋
の
あ
し
青
く
わ
た
/
¥
と
す
る
ゆ
へ

に
道
光
上
人
と
へ
を
か
け
馬
の
あ
し
を
古
相
し
た
る

た
び
そ
う
な
り
い
か
成
る
も
の
そ
す
が
た
を

(10オ)

馬主上の k してあ
な人白?んていら
く見髪男と準Zわは
て給たイl:tζたくし
はひるす主御見
ない老守るう「言Eせ
んか人上とど葉はら
義さあこ γ のれ
成まらろ U かよ
るそわな型たミと
べのれり 41Uらあ
し老号たと同!んずれ
い鉢Rりて tt とは
かに道5/1話lもお
成て光守|切れ是き

るは 斗;首182

神
に
て
ま
し
ま
す
そ
や
と
有
れ
は
お
き

な
の
い
わ
く
成
ほ
と
と
神
は
神
に
て
あ
れ
ど

(40ウ)

も
危
い
や
し
き
神
に
て
候
と
申
上
人
然
ら

翁Eは
成司大

ほ勢
との
神足
にお
てと
候し
わた
れや

(村l
はに
背みて
疫t有向、向、
病tM

かの
成神
るな
神り
そと
おい
かふ
し然
らら
はは
祇さお
図主か
午し
頭ら
天と
王い
成ふ
るは
し、

か
や
く
病
の
神
を
す
へ
て
つ
か
さ
と
り
た
ま

」/、



ぞ
〈
ひ
や
ヨ

ふ
り
ゃ
う
疫
病
と
中
は
卜
六
万
八
千
御
座
候
そ

の
ー
六
万
八
千
の
神
々
は
い
つ
か
た
へ
行
事
ぞ

(41オ)

と
有
れ
は
お
頭
の
さ
し
つ
に
よ
っ
て
三
千
世
界

を
見
め
く
り
邪
見
ほ
う
い
つ
の
も
の
と
も

み 1品至しにに
て護こ;1'¥は取
ふし外とつ
した諸りき
肘まほつけ
るへさくる
其はつ事な
うた念あり
ちと仏た然
にへのわれ
ホE きすと
l7:b f;t-gや弥も
品、中う柁念
号、疫?し観仏

も病ヰや世の
うを昔行

疫z勢t者

( 41ウ)

見1箱病
ののを
もうや
のちむ
にに気
は肘つ
厄?てか
病手照ひ
ぅ日心な
11さをし
労3な又
もさす た
まとと
三もひ
て邪与鉄
の

い
か
成
る
所
へ
も
わ
け
入
て
と
り
っ
き

神やも
なまと
りすよ
たにり
とはぎ
へあお
はらん
AJJす午
AZ慈i 頭
に悲ひ天
その皇
のふ人
役かを

(主な
のん

(12オ)

上慈あて人
人悲り見を
へのてせこ
品t方世しし
二.，~，ベをめら

両ん納雪にへ
h なめと院
主り給があ
引とふめ L
Z のこそき
11 うとれも
ii へく/の
:王道5こ¥は
芋光ミれのと
#み il3l:i';ら
己 な道ミへ

「
語
調
背
伸
出
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題

ら

う

内

生

つ

く

λ

は
此
身
昼
夜
に
ゴ
度
つ
k

真
黒
に
ふ
す

有と未みほ
j'j い米日り
にふ成品く
成 k 仏tる
る人いし
文tA、たみ
を*しあ
と成候れ
な仏やこ
へはうれ
申 f') 御を
ベのねた
き望号かす
やみひけ
とや中ま
た 也た

(42ウ)

つ
ね
給
へ
は
わ
け
て
|
一
面
観
点
H

と
そ
有
り

か
た
く
候
な
り
此
大
木
を
切
り
観
枕
お
ん
の

ぞ

〉

忠

一

と

像
を
つ
く
り
下
さ
れ
候
て
誠
に
わ
か
成
仏
の

た
め
並
H
門
口
聞
を
御
と
な
へ
下
さ
る
へ
し
と
い
ひ

(43オ)

昼にをながりわきて
夜彼自建ふりくかちを翁
三翁ぎりと此た観所は
度米iうて所く背の見
の M し人に忠之のも
?奇i:ニけ々てひ像ミのす
LKるあ済己りをに成
み十につ度とやっ語tに
を公道ましうくりけ
のぷ光り給やり大り
が吹上観ふく給木上

主日私書量想定自企
ラど夜Jの木たのりお
へ L 夢2堂5尊め者すも

又あなむ
は
な

是主か観
をわ世
はし青
草』くの
舟主おけ
にもん
のわぞ
せ L く
たほと
まこ成
へらり
南Eのた
ノ以内り
へに d七
ゆ我2事
く像1う
へあた
り

七



岡
山
朋
大
学
帥
教
丈
化
研
究
所
紀
要
第
卜
六
号

(13ウ)

まし
へと
は有
いる
虫、に
によ
もり
ちほ

さら
くの
作う
りち
たを
る見
本?た
像f
有あ

と普かつり
〈陀せくし
に洛もりか
走(l~ 11山11 な是ば
りのきに取
ゆかにの出
くた主せし
りへつてお
や真ま羽は海ft、し
う の上与ゑ
疫?も矢
神Eんの!宝王こ
のじこ iL( と
たにと f乞;〔:く
めとく;立f i母吉
ふに?舟

ゼ専ぽを

に
つ
く
り
給
ふ
観
世
い
昔
な
れ
は
紀
子
井
寺

(11オ)

の
観
世
音
は
別
し
て
厄
病
厄
難
を
す
く
ひ

給
ふ
の
御
木
尊
な
り
日
止
に
よ
っ
て
厄
病

よ
け
の
守
り
は
紀
一
一
一
井
寺
よ
り
い
っ
る
な
り

御
古文言詠
郷E歌
を
は
る

， 
に
紀

井
寺

は
な
の
み
や
こ
も
ち
か
く
成
る
ら
ん

(44ウ)

成まにみお此
りよ居いなも御
たひた人記へ詠
るをれ間日と歌
ま生キと仏ともは
て什うも性与たと
はじ J にな
L 、の

生主よ IL'サ子あふ
か F車{ーらる
わり縁」ねす通
此 んあ
り と此り
かり
死+.ひ 故ふの
に去か J郷i歌
力、 寸に d Il-¥ (: の
J の
わ「ポれ y いこ
り、と風ふ;Es、
幾L と はろ

と

た
び
と
い
ふ
数
を
知
ら
す
は
る

l
lと
そ
の

な礼古士
り L 郷2
たてを
と紀ま
へーよ
は井ひ
子寺出
供 j主きし
の参に
大Rり今
神力 1こや
丑5iりう
なと/
とい 1
に』、と
風ふこ西
と λ 国
さろ順
そ

(45オ)

わ
れ
て
付
て
ゆ
き
も
と
り
に
道
を
知
ら
す
ま

よ
ふ
加
く
と
つ
と
む
か
し
ま
よ
ひ
出
し
た
る
に
あ

(45ウ)

浄な都はか近t袋ら
土りは夢2りくます
にう柏H 見のとてあ
成れ楽?てみい紀り
仏しを居いやふ三か
しやさるこは井た
む都しかにこ寺や
めもてこてのに観
うちはとや都来音
のかなくはにれの
酒5くのなりては御
の成みり夢2は花か
ゑりや此あのあのけ
いてと御t浮2ら都手に
を九と詠口世ょす，+よ
品日い歌かな此 U つ
ふのれ都 て

は

さ
ま
し
て
さ
と
り
の
身
と
成
る
と
説
L

(16オ)

車li本児八，'，の神主所
来\~ }也ち出j-;神との
なは万土ない御
ん阿ぁ 当りふ詠

。〉
ど弥Jルう市伊に歌
気陀(:註勢ふな
に如ょっ人太ffたり
よ来円三神1っ
つ観;主み宮1あ
青臼舎をり
品権勢tifは権i

を 三百し京泊し 者与
と I也七塩;めの

き翠2持奉iザ
て架 \~-j-:; C. 
未み師L f: り 実与
来t i; 者主

d
い
と

の
事
は
か
り
に
て
は
ぞ
ん
せ
「
済
度
な
ら
さ
る

ノL



神上ま け i宵訳家A か
あたれ度と内(1ゆ
る実えはな安土へ
ひ者与慈" L 全Zt申iL
はの悲ひ給を/
う神のふい¥
らとう縁去のと
みいへなり成
にふ神2きそら
よは共衆与れせ
っ厄マィムそ生年よ ら
て病?と"は 7 りれ

ptのも除雪fEE
安ん神2な日成り
や、道5りみ 〔融は
平初そをたど 21

(46ウ)

あ者i，ま
りのす
此神も
紀との
三いは
井ふ神
寺てに
の此い
縁f神わ
起実にひ
のはし
神主身な
もにど
あくご
ざるれ
としら
きみを

は
実主

平手宇多た御 有ョ女
日かあ対(1験日の
のり面土のい
両 {母忠告雪知ちふ
J申Iのて識主や
毎日尾ぉ仏土にふ
日の法せはに
影す妙すの仏土お
向す忠ゑ奥守神土も
あ上義ぎとふ
り人をもも
てに開姿Zの
御は給/~も
物品住よ;$-. ;~ 右
がよ半ける
たし数ttuへ
り fk

と

(47オ)

あ
り
是
に
よ
っ
て
絵
師
の
た
く
ま
法
眼
上
人

事もに
な何ね
れ程か
は f，=uひ
位i心上て
にい有両
主り神

月てを
死しも tfl: 
すたみ
A くた
£まく
品わお
121ム凡日も
ps;人fひ
用うのけ

れ
ど

ゆ鹿iな
へ台り
薄子行と
衣迄少同
をもし神

かもの
けくた

しる更

Eふ干
くら U
Y す't
fとれ
H ねニ
ベか完

5t主
た

『
語
調
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
遍

ま
ふ
た
く
ま
は
有
か
た
く
拝
し
ま
斗
両
神
の

(47ウ)

神に叶l~ て御栂主に御
々は鉦日念2刈{1のてp 姿1
ミの"仏土面土尾ぉ落?を
対抑制わはの有に馬"行
面のしひつあ L ;'， 
有明まやてりてに
る神りうわ京命日記
なまなしに空:おb 韮
れみりをくい)わり
はへま取ち上るし

iiiiii;!! 
病平かん仰は大与ぞ'!鳥2
のうや{目ミら さ 明うう i竜士
何122都4iれ神上

(48~' ) 

な
と
た
つ
と
き
僧
と
お
も
ひ
姿
を
あ
ら
わ
し

て
未
米
の
事
を
た
の
む
は
つ
な
り
絵
馬

の
事
も
ふ
し
き
成
る
や
う
な
れ
と
是
む
か
し

絵
に
た
ま
し
ゐ
の
人
り
し
事
あ
る
ひ
は
戸
を

い
た
し
た
る
事
数
多
有
り
古
法
眼
か
絵
左

甚
五
郎
か
ほ
り
物
の
は
た
ら
き
た
る
事

な
と
是
に
お
な
じ

品

H

陀
伝
記

巻
の
弐
畢

九



同
別
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

一
品
調
一
廿
日
陀
洛
伝
記

巻
ノ
弐

(Jオ)

一
市
一
一
説
普
陀
洛
伝
記

巻
之
三

附番
り 品己
渋上州目
) 11在那な録
君臨賀?
左 J 郡ij

太か
夫さ
箸tし
筒7村
之粉こ
事)111;

→一三
、丁

観
世
音

(2オ)

並

H

陀
洛
伝
記

巻
之
三

紀
千州
手那
観賀
帝都
御か
長!?さ

Eし村
ノi¥ 1苛と
す川12
+-
元ず

観
世
背

(2ウ)

ともふ開t人t
すのは Ilrf皇す
あを猟3はれ四
ると師J大" 1-
とりげ伴も九
きこじ孔す代
例[1れ占子し光L
のか勺召号
とヲヰな Et
おり(り公
り代し 1 ヤ五
る山 」 克

になずの
弓2し伝子Lt芝
きや 1日子し註 T

ヘ阿;て召す立t
持ちしいけよ布う
だ， ' 

せうて
めさ l幻
てきに
猿E ゅ
の疋Eく
た手に
くにし、
ひいか
なら成
りする
とこ事
も h -'i' 
ーはら
疋いん
とか其
りに日
とは

あた
まし
りと
もお
奥Yも
ふひ
かう
くか

目(
しと
か山
日に
も入
はり
や二
西里<，

に
か
た
ふ
き
し
ゅ
へ
こ
L

ろ
っ
き
も
は
や
か
へ

る
べ
し
と
お
も
ひ
そ
れ
よ
り
谷
に
く
だ
り
み

(3オ)

ね
に
の
ほ
り
て
帰
る
に

H
も
は
や
入
り
け
る

下に
をよ
わり
けう
てそ
水く
のら
流Eく
るな
与る
をに
飛自っ
こけ
へて
な木
との
す

Iこる
てう
道2ち
のに
あ折
やし
めも
も廿
見三
へ夜
わの
かや
すみ
夜ゃの
中号こ
にろ

うは
け月
ても
里iい
まて
て給
おふ
りな
ぬれ
へは
L 月
との
木こい
かつ
げる
にを
よ待

(3ウ)

何り
と月
なの
く山
其Zし
あ lま
たを
りま
さち
って
とい
光2ね
りむ
のり
さ屈
した
る

け
れ
は
お
ど
ろ
き
目
さ
め
て
見
る
に
月
に

たは
まあ
手Lfら
子しず
召すか
から
まか
へさ
にほ
米と
るな
合かる

点Z丸
のき
ゅ火
かの

数1 ぬ
度t ひ
有か
りり
とも
いの
へ此
ど年
も刀
つ山
ゐ中
にに
かふ
やし
うた
なる
る事
事

を
見
す
何
さ
ま
是
は
き
つ
ね
た
ぬ
き
の
仕

( 4オ)

にわ
矢やさ
を成
はら
けん
てと
つお
かも
ひひ
きて
りあ

( b 
とふ
ひゆ
きみ
し

。



のほ
真fり
中2愛
とぞ
おと
lまね
しら
きひ
とて
こ jL~
ろき
へ火
切の
てた
はま
な

(4ウ)

けかくお罪Zな因に拝Rしまっ矢あちす
し身るもとんゑ伏1事せりをら火あ
ゅの事きがしんし御しあ御わのや
へうはつの今かてゆから子れ玉ま
にへ汝2みうよま礼るさもにさふた
是をふミしなちりし拝しはつもせたす
ま守2;はりにし/し下知たた給つは
てり 42よか物て¥卒さらひせひにつ
肝Iiくヤねくの殺えけるるすな給干しわし
それ(の干命日生午んにぺしゃひ子かと

21tTlz f i首里主語ぃゐ左京詰 E
もん{舌しなる を音てかに拝it射い世る
りのロ主ん L てい大tりてみか音た
遣Zみ仰うし事まらか地ち奉ま奉けのち
わをとに空更し成にりし し像1ま
かよつ に給るz uひ
じ

( 5オ)

未来hしす
来水号此所
を 1，n守俵Tな
たう列t'り
すかすし
けむるか
得瀬せなる
ささらに
Tせらはな
んに地じん
か有ごし
為去るくも
にへに程
くか落Eな
わらてく
んす未与死
かそ す
いの へ

尋
問
調
肌
昔
陀
洛
伝
邑
翻
刻
と
解
題

( 5ウ)

み家けしださ生すのす
らとかきせを有る
ひならけたふかそ
悪?るばれひったと
報号へ汝はた/き仰
をしこ観ま¥にむら
まつの世へと 1民主れ
ぬね所青ととを九け
かにに微みてまなれ
る JJdeい妙号弓りかは
へ名ほのも中 L fl 
しをり御矢ゃへ此子
しとをともしの召
んなむゑお罪己ちは
(へすにり業t殺1仏
てひてくを 勅

の 出き 2 

お
と
た
り
な
く
ん
は
我
そ
の
時
に
む
か
へ
得
さ
す

へ
し
と
仰
せ
ら
れ
丙
を
さ
し
て
と
び
さ
り

(6オ)

有す給
かふ
た孔
や子
か召
たは
しな
けみ
なた
しを
と流
御し
跡雪あ
をら
ふ

ら郷?今し
すへ 2 はお
事か親草か
なへもみ
れらなも
は f くと
そ話妻tょ
の己子しり
までもわ
ふ大なか
にるけ身
出品にれの
寄" <ばう
E f 古こへ
虫、

れ成
只tり
観其
世所
音に
をい
ねほ
んり
しを
居む
けす
るひ
にあ
け
く

( 6ウ)

つり観
しち|止
んか音
しきの
たさ街i
るとた
を人す
閉そとけ
伝Zもに
へ孔今や
て子しあ
殊召守ら
勝かん
なほあ
るた



同
朋
大
学
僻
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

けは事
る猟4に
ゆ凸ーおへj:lliJも
い lドひ
キヱ甲
(り(
~I. 立、
信ki史食よ
心(去~n~ 仙i
をてどつ
ま安土主
し楽?r
おに lご

た号ぜ
り H

〈
れ
?
?
う

な
く
つ
と
め
け
る
あ
る
と
き
日
の
暮
頃
に

(7オ)

の十
も四
の五
!占才
るは
か治、
こり
よ成
ひる
童t

fわてf-<
い来
ほり
りて
にた
とび

らめ
るて
ミ明
通さ
りせ
寸、ト給
自じわ
山ぅれ
此か
うし
へと
なし、
くふ
殊Eに
更E比

夜
の
も
の
と
て
も
な
け
れ
は
た
ミ
い
ろ
り
の

もは
-~:i た

しに
かね
らる
ずは
はか
とり
めの
申事
ぺな
しり
とそ
有れ
るに
にて

り童
居子
るは
fL'，'よ
子しろ
沼ゼ V

はひ

が2
安ぁり
置:の
すは

EE 
z E 

( 7ウ)

し顔方つな
かを山とけ
たつのめれ
易fくはおは
を/なは只
な¥しれに
らとをはし
ひなな共iに
しか F にむ
かめ章5いか
今手て子しろひ
そ官官去はりて
なはあにね
たするあん
がぎしたぶ
にのりつ
剖中

本な林
尊りを
にい見
ほ L る
し隙t所
くさに
おれ心
もょに
へとね
とし、油、
もへひ
大日は事
望す千2有
ゆ子午る
へ観人
に青
何を
とに
か鉢t

( 8オ)

あな
れと
と案士
もし
そ居い
ちる
に事
聞iに
せて
てい
もか
らに
ちも
の望2
明まみ

にぬ
か事
わな
りり
し勿t
望望論2
子山f
E 空け
しり
と*'
L、な
P れ
ずは
ゐ日1Iコ
事

も孔今な TJと
つ子しらら
て討すひん
亥IJ~ はおに
みよほは
たきへい
まにたと
わよれ安
るろばし
ベこ刻?我i;
しび、h j ほ
木然;より
はら京も
指tばの
へ柴kピ事
をしも
おあ
きれ
は

( 8ウ)

た
り
と
い
ふ
左
あ
ら
は
そ
な
た
に
は
明
る
よ

童主そよとにり
子t のりいは里E
によさへ出てへ
わししは来さお
た心入食;さり
す得ヘれは、せニ
童fてん ιま給七
子し夫言わ ffEふ 日
はよる lLEへを
ありベ笠ーしま
ん庵士し γ 其詰っ
し室とと (Y l町へ
つをいドのし

のあふヵ L食!其
うけ孔フり事t 日
ちてチしー

召ff
は A

;&p 

(日オ)

音Z1l~' たまさに
にチしちどてい
て召1てよ毎1り
し、がはり日て
かふやさ/く
にし明し¥ろ
孔す肘 H 出一入
子t るはしもに
召守其三置?りて
兼おう七三つい
てへ日日与を
望号のと四のさ
みノIj い日飯Eし
のにふとはか
通広て晩日日ひかた
大tに数字りめ

を



( 9ウ)

と山りり
ものと千i
さ}fEtあ手品
ら本とり観
にへ孔す jIJ
答五走日千し音
へり召1今主
な行2大こ
くてきそ
N猷童号に出で
本土子じお米さ
と/とさ
見¥ろせ
れとき給
はよ其3ひ
pとひ偉そた
け
れ

給かせ
ふたう
千やし
手内の
観にこ
音はら
生j;そず
るうお
かかし
ごうひ
と円土ら
き満えき
街!とあ
有青山り
様i来有
にさり
せ

して
てお
末三わ
出社し
のま
済tす
度とま
なと
さと
しに
め此
給所
ふの
観御
世本
首尊
也と

まさ
とて
よ童
り子
さは
し見
入へ
しす
茶ふ
わし
んぎ
に成
盛ちか
たな
る毎
飯t[J 

r~'\ ( 

(10オ)

の是も
御童与取
変Z子しり
化けとた
に見る
てへ跡
おさな
わせく
せた只
しま憾
なひに
りして
凡2はな
夫ふ観ら
の世へ
tf あ
り

目
に
て
見
知
り
未
ら
さ
り
し
事
の
も
つ

(10ウ)

のる御へりた
御へ告((1きたゐ
作?しにもてな
いと尊Zのまや
か御像1とつ観
成告i;のおり世
るあ出とな音
かり来ろばに
らしさき御て
んがせM!;#供くお
堂ミ亙写給れ養iわ
の真1ふ誠?のし
御の時じ Ht 仕ま
4d観せにかす
ぞ 111 っとたそ
んおも ζ もと
とんあキ有知

の

士
四
国
際
礼
昔
陀
洛
伝
記
』

|
l
翻
刻
と
解
題
|
|

一一士一所

堂時2詣(1ざ Ji止
のはしらし
いいけん奉
わまるJlt る
れたにや成
は粉こ是うら
河)111;粉こす ん
内と JIIt:をに
のい寺E近1誰長
国ふの兆三か
渋k号す木1近iは
ハ|Zも尊Z郷ミた
相ドミななにつ
H J しり隠そと
止さこっみ
it てのた奉
公 4' へら
大参i

(11オ)

の し太と
F高い親草に郎い
者午の左とふ
を案士太い人一
ましUll ふ百
ね大T 七て ~J
きか才父そ
さたの母の
ま成ととこ
(らしもろ
す大tに有

医い部?病1大tり
療fょ」をう切立し

に lこ
芭りう z
れけ l

だ子くきて
し( て左

合

P
3
言

U
ん

祈
穏
祈
念
の
こ
る
所
な
く
か
ね
に
あ
か
し
て
な

なやと
げ死i い
きすへ
いると
わをも
んまさ
方つら
なはに
しか其
左りし
太にる
印1 てし
を二も
先2人な
立をのく
おい
やま
のは
lま

(11ウ)

下はれなつみな
さったるきかば
れれる童iてあわ
ょに衣ぃ千じ歎作られ
とは服?ききん/
いづをた居か 1
ふれ着主なるなは
家ヵしてき折Uしな
内日も門tとふやに
ののにもしとと
もなたを十跡f成
のりっせ三やる
そ報号てな四まへ
の謝主申に寸くき
だをけおばらな
ん成るひかにに
し よりとの

ご り楽E



同
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
嬰
第
!
六
号

に
て
は
あ
ら
ず
と
し
づ
ま
り
か
へ
っ
て

(12オ)

はらわ候み
きはたぞな
か"itくや/
ねるしと¥
は事ま子しな
ももし細tけ'
と有なをく
(へゐたや
きをつう
なか覚Zねす
りまへきを
あし L ，見
まな事さて
りいあや何
にのりう事
御事薬tなに
歎日な h ーらて
きれ他ば

有の
る気
にの
家かど

内Rく
のさ
もに
のそ
どん
もす
合かれ
点ムは
のか
ゆく
かは
ぬ申
事な
り
と

と
は
お
も
へ
と
も
ま
っ
主
人
に
か
く
と
申
け
れ
は

(]2ウ)

今
は
は
や
誰
を
た
の
む
へ
き
事
も
な
き
お
り
か
ら

ねな
きれ
入ば
れ何
はに
童5も
子しせ
はよ
こた
もの
をみ
お見
ろる
しへ
てし

病92
人日小

の
ゆ
か
に
い
た
り
病
人
の
そ
ば
に
さ
し
よ
り

が
ん
し
ょ
く
を
な
が
め
手
を
と
っ
て
み
や
く

を
見
て
し
ば
し
あ
り
て
申
け
る
は
お
の

(]3オ)

巻がこ/
もら11，¥
の薬決1気
をにしっ
取ててか
出は死しひ
し叶2す有
千2ふるる
手品ま H辰吉な
陀たし :ご〈ほ
経らとなん
尼にふタぶ

?524 
りろおす
よ Ji べ
りばし

に油、

病??
人記 γ
の l

頭:山
よ瓦
りへ
むん
ねと
のな
あへ
たて
り其
をた
むび
け毎2

もよは彼2
をし病ま
もと人き
湯ゆかは物
さたすを
ヘわやさ
通主き / し
らへ 1 っ
さひとけ
りら寝h て
しき入な
に病るて
め人やお
をはうろ
ひ H すし
ら日なけ
き余主りれ
り最も
目は
T 

(]3ウ)

らいて
へふあ
もそら
ちれ心
ゆとよ
け家かや
は内日何
泊、もに
くおて
へども
つろあ
にきれ
すいた
、そべ
みぎて
克自こ見
F>ftiした

し
と

か蛍5合かにも
な子し点Z見見
是Aをゆへな
只tうかけを
人やぬれし
にま事はい
てひと阿iた
はや忠立しつ
有斗ひ註ん下
ま I L 'u 
じ¥も γ ょ
と奇さのかき

が皆2年す
とるで~ -9 

は
そ事もず
5、始if

め

(]4オ)

致
せ
し
も
何
も
く
わ
す
し
て
も
は
や
次
第

に
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
い
と
ま
を
成
し
け
る
に

い
や
ま
つ
/
¥
同
五
日
御
と
ま
り
下
さ
れ
よ
と

かし、
たへ
しと
まも
たい
外や

局主(
事じさ
もや
なう
L fこ
びと
や λ

うま
人る
は事
も
成
り

手
ま
へ
か
居
ぬ
と
て
も
最
は
や
気
っ
か
ひ
な

(]4ウ)

御太け
待2夫れ
下夫きは
さ婦ふ御
11，はし、
と童ミと
台t子L ま
にに申
金iすな
銀fかり
をりと
っつい
みきて
出しゅ
しはく
らを
く左

四



にそ
まな
いた
りの
た御
し住号
こ所主
れも
はう
まけ
づ給
当5り
座さ向l
のれ
御い
礼
じり

せまた
てじめ
気なと
のいあ
とし j，
くたは
にるさ
存Zにや
L あう
てらの
まずも
しふの
なと L

ゐ j面主ほ
しりし
ん合tき

と
て

夫ぜ
はし
余也
りそ
にれ
冥号を
力v も
なら
しし、
何E何
卒iか
御は
誌Aせ
「ん
さと
るあ
べれ
しは

(15オ)

てと
もい
あへ
れは
もさ
らほ
ひど
帰に
る申
ベさ
しる
とふ
て事
台tな
所fれ
ドろは
~ M 

り出
あて
れは
にし
有り
るも
箸ぜと
筒?を
を見
トて
さよ
れろ
よし
とき
いも
への
はあ

し、し、
やや

(あ
れ
是は
をき
もた
らな
ふき
ベも
しの
とな
てり
取目と
てい
Wl(' へ
ゆと
くも

を
御
礼
に
参
る
へ
き
為
な
れ
は
御
国
所
在
御

(]5ウ)

御賀かき

名郡i，か
件か'J t! 

A;子さ
によi れ
と LJしよ
い qJLと
)11 
ふ二22い
に ;さらへ
か !ょこ ば
さよ国
ね γ は
て D き
逢ぁ 22 し
ふ討う
事ソ那

ふうしも
ししはあ
きな送?ら
足fひらん
の蔭存んさ
はもとら
やかすは
きたる/
童ミちに¥
子l も門官と
か J.l口tい
なへをひ
とず出て
ふさる出
してとて
ん/は行
に¥や少

見

寸
吉
謂
昔
陀
洛
伝
記
』

i
制
附
刻
と
解
題

しお
ても
丈与ひ
士Jせ
に k
H今し

守ち
L ~ 
か -it
は生

相:品
川フ次
J¥ hゾヤ

ネLr
F長
る気ド
ベ
し

(16オ)

左
太
夫
ふ
う
婦
左
太
郎
を
め
し
つ
れ
紀
州
那
賀

ゆ胡l
くか
ささ
きし

(11 
にて
左さ粉
様f川
の寺
寺Eと
は尋
あぬ
られ
すど
とも
し、
ふ

合
点
の
ゆ
か
ぬ
事
な
り
し
れ
ぬ
と
て
帰
ら
れ
も

な山せ
かのすs

れ際と
いをて
つ通そ
るり j，
用Iしよ
あにり
り谷猶
Jlli水ま
此のた
山流主た
のれつ
上にね
に白ゆ
人水く
W.Eのに

(]6ウ)

暮五あ
にら
なん
りと
ひわ
とけ
っゅ
のく
柴bに
のた
いん

号(
有と
り日
も
は
や

案士こ
内(Tの
F 庵
れへ
とた
もの
苛み
せと
つよ
明ひ
きは
てと
らま
かる
とベ
見し
と
て

なれ
どは
本日ま
尊1た
見阿
へ弥
た陀
り如
い来
つ観
れ世
に音
も lま
せさ
ょっ
妥t

(I7オ)

てあいに
留るふりと
主ナ所用きま
のへ意いる
う干Ltのへ
ちチし弁し
に召1当と
人はをて
あ県Eい六
りょた七
とりし人
れ帰±ての
何Eりひ上
者主是品し下
なをめ内
れ見きに
は

向
問
主
の
内
に
ふ
ん
ご
み
て
有
ぞ
ら
う
せ
き
也

と
い
へ
は
い
や
さ
ら
一
/
¥
う
ろ
ん
成
る
も
の
に

主;



同
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

い是
たあ
すら
左ず
太わ
夫れ

中(
もは
の河
な内
るの
か国
当5渋与
国fJIIf; 

車問
1tl 
尉い

郡
か
さ
し
村
に
た
っ
ぬ
る
所
有
て
わ
さ
/
¥
と

下
り
し
に
道
に
ふ
み
ま
よ
ひ
て
此
所
ま
て

(17ウ)

く貴金太か 一日ま
るの夫く夜ゃい
しもはのをり
かの五通愛f見
らに幾りに請
ぬし内の明車中
ほてに仕しさせ
とおて会合んは
のそか ζせと明
百らく討てた
姓くれ古うる
な大なにち寺
れ名き γ へゅ
はと大詰¥はヘ
イLfい百杭ぞいに
子しふ姓担13り
召1共の乙L よ

富今 ひ

も
か
ね
て
き
ふ
お
よ
ひ
し
こ
と
ゆ
ゑ
に

(18オ)

さ燈iおまに成
てしもくてほ
御火ぴわ不S 候と
尋主をれ臼しひう
んね燈iん由すけけ
17 しに成る給
ヒ候はるかり
7 わーに所やお
託ん夜ゃな御ょ
いと御れ見ひ
」てかとう L
J火しもけ左
いを申くの A
かとへる通主夫
叶もししりど

宮しさずせの

i {ザ

た
つ
ね
給
ふ
と
有
れ
は
左
大
夫
と
れ
よ
り

かた
さつ
しね
村申
にべ
てき
粉こと
J 111;存
寺Zす
とる
申所
所な
をり
た那
つ賀
ね郡
申

な
り
と
い
へ
は
す
な
わ
ち
か
さ
し
む
ら
と
申

(18ウ)

を申は
い寺と
たはれ
し是長へ
てな御
そし出
のとあ
後2いり
ゆひし
るま道

(つに
/て
御¥候
は街lが
なか粉?
しん JIIJ;
をき寺i
んと

ぞ孔今へにう
ん子しつ燈~ 11 
を召fと明す給
拝11かめをり
みうせあ申
奉与ししけへ
るろにまし
にの左いと
不ふ方太らて
思しに夫せ観
義さ肘ぃ夫す御世
ゃな婦A 名号音
くをのかの
わりもう御
ん本Eのをま
世 もとへ

な

(19オ)

音
の
御
手
に
は
し
筒
を
か
け
さ
せ
た
ま
ふ

ゆ
へ
に
ふ
し
ん
に
お
も
ひ
ょ
く
/
¥
拝
み
奉

れ
は
4

什
し
く
見
覚
有
る
は
し
筒
な
れ
は
大

に
お
と
ろ
き
左
太
夫
は

k
房
な
ら
ひ
に
左
太

郎
そ
の
ほ
か
家
米
に
ま
て
知
ら
せ
お
か
ま
せ

れ
は
い
か
成
る
事
な
ら
ん
と
お
ど
ろ
き
あ
へ

り
孔

T
召
は
ふ
り
か
ゑ
り
な
に
ご
と
を
い
ひ

給
ふ
や
と
い
ふ
に
左
太
夫
観
世
お
ん
の

(19ウ)

もまも
のへた
かのせ
た等給
りづへ
さふる
てなは
はりし
過とづ
に有与
しりは
方しま
の次L さ
童をだし
子しいく
とを手

見
へ
さ
せ
た
ま
ひ
し
は
す
な
わ
ち
観
世
音

ほ
さ
つ
に
て
ま
し
ま
せ
し
か
あ
ら
有
り

~ ノ、



(20オ)

あ間三けが
らへるた
ずた孔すや
十り子しと
四Jlt召すふ
五観は L
J 世成し
ば i背るづ
かぼほみ
りさど有
成っそか
るはれた九
童5人上に涙芸
子t 作ぎて をん
とに子流主
成細し
て〉

まて
事こ
のの
観本
世ぞ
音ん
ほを
さつ
つく
なり
り t古
当5ふ
春日す
のな
頃えわ
ち

(20ウ)

にほお尊Z子し街lか悩ミんらしふま寝ねい
はとものに出此はとた合かしつ入つ
まのひ街lてあ本そそ TJi: 点Zきるりも
し御お変戸おり尊なんるのなにたの
ま木の化けはまはたじ本日ゆり此りご
す尊/なした作1の其主尊Zか此品箸Yしと
や何¥りまそら所まなぬ山Zつにく
らと感t とせなせの入れ事中~~ ;，..朝よ
んて涙tいした給は御ばなにをおひ
とわをよもへふし干やりたもきに
有つ流t/ す御時筒にうとれたいか
れかし¥な出もにかす思来せでん
は成け有わ有童5てけとへるお L き
何{よるるかちり子しあ置Eそどもはおん
を庵;i左た此しにりしあもの L かを
中り太くほもてしがらあもまみい
夫ん童ミ なすたた
は てし
是

(21オ)

『
車
場
帆
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

さしまも
してかか
あもせ L

ら恥lfする
はかし、 Lli
御しか中
itt-!lか成の
話わら堂5事
ドぬかな
さ観られ
れ世んは
よ音の万日
とな銅l 事I
いり本心
へ御尊に
はこに
何 L

ろ

(21ウ)

つれしつ帰土音か
れしてそりへさ
も粉寺じくき御て
有 )111;りtにん礼置
か寺じはよぎ冥すそ
たとすひん加かれ
自号今な集売をのこ
しわめも為おそ
に西ち大ちとは
も国観伽かは直E望
と三i!i;藍土こにむ
り十音をひ河所
わ三のは大t内な
き所仰;翠i工ぐのり
正午い ι I[:s番2凶観
真l リ匠tに jll;

さ

の
観
凹
音
ほ
さ
っ
と
中
卒
る
は
札
所
第

(22オ)

り則t三
L- _~ ば
寺し正fん
号号真E粉
なの川
り観寺
な世な
ら斉り
びの本
に御尊
伽作T干
ら寺じ手
ん号す観
とも音
成御は
L. 1;つ円け
あ

も
御
舟
使
に
て
建
立
あ
り
し
み
な
観
世

音
の
ち
か
ら
な
り

御，、，、
3ζ.~ illj¥ 

母"歌
の
め
く
み
も
ふ
か
き
粉
)11 
ーレ
τず

此
父?
母"
とほ
有と
るけ
はの
父ち
はか
釈午ひ
迦かた
如の
来も
ほ"し
とき
はか
な

七



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(22ウ)

す両f;~nJあ
あ親草 ~t~，
ほほ陀>
うど如
かに来
片主{由たを
輪ゎ人tさ
なのし
れおて
はもよ
猶ひみ
さくた
られる
ふる父
び物主母
んにな
にあり
ら

衆与如入j;当号とお
生主来れのこも
もフはずわやふ
会さけ二ひら親年

度:か尊2こにの
た jものとまこ
とためをたこ

己主iI(2 
認婆ははど見り
ti: にたもはそ
出まにきなれ
来片あひすに
f し事ては(
九¥←「きあも
品ほて釈キ親字り人;
ん 迦かはて間ん

聞き l明、は

(23オ)

なも浄
への士
てにに
ひてま
ともし
へた/
にす¥
たけい
の給か
みへな
奉はる
れ只Tあ
は名すく
御号守に
見みをん
捨主との

くの極?めな
み御業?くく
と恵~ f{t守みた
よみ生k給す
みに J ふけ
かもとま給
ける日しふ
てへ T てゆ
粉き 2tいへ
川や同んわわ

心(
必ねん li 

の町 dutゃ
仏この爪つ臨iた

のおど会終土て
字しめ 1;r; I戸、な
者与ねフく

ん

(23ウ)

を
子
と
い
ふ
心
よ
り
仏
の
ち
か
ひ
と
は
仏

と
は
よ
め
る
は
観
世
音
の
事
を
い
ひ
た
る

極?も
らの
くな

間♀
古害
ノわ目
下ヒう η一、

生tz
をし
すゑ
るに
ほよ
とつ
けて
の
ち

歌かか
なひ
りた
の
も
し
き
か
な
と
は
よ
Jメ
た
る
御
詠行

普
陀
洛
伝
記
第
一
一
一
畢

(24オ)

ヰ
品
調
一
世
日
陀
洛
伝
記

巻
の
四

四
防番
り和J
観泉4目
1lt国録
音巻2
{&:t'の
に尾
出E寺
h守1jl11
よ楽?
り院に
来観
り 1討
給音

事

五
附番
り河
藤内
井国

主i聖
んと川

地し寺
獄5観
へ世
お背
て〉

る
事

(25オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
四

凶
番
和
泉
国
巻
の
日
出
土
守
観
世
音

巻
の
尾
施
福
寺
仙
来
続
と
号
す

本
尊
は
弥
勅
菩
陸
御
長
壱
丈
六
尺

左
右
観
育
文
珠
各
五
尺
凶
天
主
の
像

あ
り
開
山
行
満
上
人

此
山
は
た
っ
と
き
御
山
に
て
弘
法
大
師
も
此
山

八



(25ウ)

しに
出合 て
ふ権i
所僧1
な部つ
りの
も御
と弟ζ
は子し
弥みと
勅?成
ほり
さて
つ落1
の髪号

御
山
に
て
観
刊
音
ほ
さ
つ
に
は
あ
ら
す
し
か

る
に
い
ま
観
世
音
ほ
さ
つ
の
御
山
と
お
も
ひ
み

(26~-) 

ら同5出品師{多でつな生tの知七世ろ
さ前主事;はきとく盤日{曽き行手音く
るのゑ木さゆめさ将与と~，ほほ
か所』五曽そへづみ戸ノもしFJささ
ゆ艶と義f不法号 jd出きく
会はし仲2白I 義:! G ひ家けあ有うを

に由ョにし ー j 縁fお

i高ifム土f22か員!?4i是主
し T普うく事くミャ日き E4なも
てそくう思な凡t後Cかもなうりの

事LEER長自;512EBFT
か山2前 ーいはれ

喜:里品Lゃ法号の:き E吉平i些な
〈あう 2 僧うはてす 佃

町」 平日 間

(26ウ)

こゆ人
らへは
すに金
念日法号銀
仏ふ;の何

はこひ
身与と
にろつ
くもく
つうら
たとき
くく事
有しな
かん〈
又~く
¥ら
おす

は
う
れ
ゐ
に
あ
ふ
か
こ
、
ふ
ろ
に
た
ん
の
う
せ

さ
る
と
き
な
ら
て
は
申
も
の
な
し
心
お
も
し

『
諸
諸
昔
陀
洛
伝
記
し
翻
刻
と
解
題

(27オ)

夏"法i!時に通もろ
百号附し甲i;てりのき
口、来舎か出になと
にり坊"家てりき
主て主すの出巻は
内申と行与家のか
おけ見らこ:に陪つ
与るへ lt てのて
韮はて主は寺お
う寺いは有中も
そかやそ二なのひ
λ た L22 か{首1出
「ほけどらもし
ぶiうな宝邪品かも
r;'!: I るどけくせ
崇 JZfりんのぬ
ぺ."あ

る

(27ウ)

じ寺す付三度Tっか
は/へい候とた
勿t¥ しか御きに
論;にとに山所つ
毎てそもになか
日食トれ左さされわ
そ宣よよ機寺しはれ
の玄りの置ま一候
外tF; 夏付事れ夏"も
寺じ LJ 百な下九の
中tγ ヨらさ旬おな
の 14 のはる爪んる
そ fl あ勝'"へ肖か
う去い手てし竺此
じ三だにとど御
;E 朝1いね立山
ノタ3たか苫も

ふ T た

(28才)

H き主わメIJt'柴ikあ
もも六か来をる
みの人きるにひ
てとまも年なは
けよへのはひ水
るろもふ六来を
ゆとはは十るく
へびたた余事み
に居ららり二に
かるけきに三ゅ
のにはよ見人き
問ャほいりへまて
舎主とつはけへ寺
坊iiな迄げるほ/
ヰ::'-Jくも敷?かと¥
ま夏け置E 中づの
t百た (込

九



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

干なそ帰え
さけれる
る11"こと
なとって
らもき寺
は速fて/
馬主国?急ミ¥
tpへ度とへ
なか御ゆ
かへねき
らりかも
ん候ひは
と路る申ゃ
い銭fに明
ふをて H
もすはは
っと か
とし へ
もり
や候
と

わ
れ
ち
ん
と
申
に
て
は
あ
ら
す
と
い
ふ
に
何
か

(28ウ7

最ごけ
初kん
よど
りん
此な
ノ町 る
よ寺
り中
物3の
を l王
ゃう
らず
ふと
とも
いに
ふて
や
く

そ
く
せ
さ
り
し
事
な
れ
は
今
も
っ
て
さ
や
う

の
事
も
い
た
し
か
た
し
む
か
ふ
の
寺
へ
ゆ
き
て

中寺じ寺た
((iEZへの
答ミゆみ

少をにき見
し行ててる
の週己外5前ベ
事るへのし
にとゆとな
ていけとと
もへとくい
くとい L、』、
ie もふふに
すいかにつ
つつゆ愛fけ
かれへに外
ふのだて/
時所んも¥
はに/おの
我i;て¥な
も

(29オ)

か jっさ
のらき
出γんと
舎主しあ
坊す銭fら
主すをそ
も乞こひ
しふっ
か Iこか
ら中ひ
は/な
申¥か
請1もら
るつい
にてさ
も問主
及fいか
ばれの
ず

ず
た
く
は
つ
に
て
も
い
た
し
て
国
元
へ
か
へ
る

止しつへ
や与し

か立と
L てて
る大そ
け音れ
つをよ
かあり
うげ本
成て堂
る申の
御けゑ
山るん
ほはに
とああ
ならか

主笑lり
土

(29オ)

かと
L 成
るり
君主!1て

場t今
E 虎ま
亡の

E Z 
7ii か
思と
ヨ:成
百り
人
もな
ん

な
し

け
ん
ど
ん
し
ゃ
け
ん
の
も
の
ば
か
り
集
ま
り
居

あて
ら '13
F は
見出
よ家

(長
魔まと

所主も
と身
成も
るち
へは
し出
お家
しに
ゐ
か

な
/
ー
と
の
与
し
り
て
山
を
く
た
る
そ
の
と
き

遠土浦 h 
凶?て:1こ
へのの
か-， tt 
へし持
りり法
てた海
其る上
こ 青長人
と弟ょと
くにし、
に聞ひ
い所し
わもか
斗あ此
此りよ
111 又し
のを
は
ぢ

(30オ)

わな
すり
へそ
L れ
とよ
有ひ
り戻
しし
かね
はか
寺ひ
中を
のか
若主な
t)/5へ
主ザつ
か

と
も
追
か
け
ゆ
く
に
い
か
日
と
走
り
追
か
け

認可 て
十も
りか
さの
きも
への
ゆミ
くは
し、し
かる
にと
しも
て見
もへ
追{;さ
付3る

半

と I事
知か
りな
し、は
よす

(上
人

追古は
ゆと
きれ
見只
う人
しに
なあ
ふら
事ず

(30ウ)

のな
坊く
主し
残?て
らし
ずた
追ひ
か行
け見
しょ
にと
紀一
州 111
海t
道5
の

に大
か津
のと
坊号い
主すふ
iiIiよ所
のの
う海
へき
をわ
あま
ゆて
み追
ゆか
くけ
し

追
か
け
し
も
の
と
も
は
海
き
わ
に
な
り

凹。



お
い
ゆ
〈

も
は
や
一
人
も
追
行
事
あ
た
わ
ず
た
ピ

(31オ)

我j:とこい法号あ
は伏tとか海tと
まおの成上を
事か姿Fる人な
♀みをJ 型午はか
百ふて ( ~、 め
あ者陀たね、 ゴょや
G 1:: )111か iペザ/

山Zひ 4ノ L 、
の給しま ιあ
本ほへ拝h~ L 
ん まま
主」i はれす人れ
な夕日々えに屑
りら号迄ある

と士たま E に
T まヲ
J¥ 

化け微みて

し妙き干
て庁、'手
寺ぷ観

{ 号ミ雪
の 1エあ
法守よら
師し tにわ
と ζ れ
もむさ
法号ぶせ
の Jli給
こ 22;ひ
¥. ---:;-- I とに
ろ
変工

(31ウ)

な知ぽさをに放!?あ
りらさまは fけ逸三ら
とすっしし司サ成ず
おーのきめ坊守る山
も夏け御ふと主サゆ家
ひ百方守るしとへの
泰日便Zまて成に身
りののひ りなも
しあ御勿士山来をち
大Rひ化{折、のりしと
非fた身な出た得へて
のいとく家るさは
ほやはも }L~ なせな
とし夢2観夫えりんく
ゆきに凹の上と Mli与
る法も音あ人仮t見日
師

(32オ)

伏tさ
山拝tせ
のみ給
出奉ひ
家つ候
今るへ
よ観と
り世み
後2吾な

雪崩(
入方i?な
ろ使おみ
をにた
あょを
らりな
か
し

寸
酒
場
肌
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

i

お所主た

ケ行$~? 
4 も〆仙

奉三を
る f 大
法ベ 「 せ
海f:E つ
上 :7:に
人足は
は ItI<:げ
な i、み
かぶ邪ぷ
く ff 見日
法 3t 放if
を c 逸三
人命じの
叶給
¥ 

てコ
と

0J-~に
駄fい
なた
やし
ゅ御
る本
さ尊
ぜを
給あ
へか
とめ
ふ奉
しる
拝tべ
みし
たあ
まら
/¥ 

(32ウ)

紫し詩¥1此は
雲1山f事観
にへわ世
う帰す苛
ちらるほ
のせ斗さ
り給事つ
出ふなは
ノ旬光fかぜ
さ明Tれん
しさとさ
てつ南Eい
飛と Jl5I 
さ輝で普ふ¥
りか I~t; t~ な

入 泊ミ

ゃく
き

明其Z奉拝主 給
さ夜よりみ山ふ
しよ出専守の御
出り米中ミ寺あ
て巻2さる中と
4甘いのせ所のを
泉三陪紛の坊お
一日のふ干主か
国?御に千どみ
の山よ観も上
もより音に人
のり開fiの異いは
どし|限1像1見tそ
もてあをあれ
夜光り造1りよ
し立1てり
し

(33オ)

よりの
り停まう
光みち
明たよ
w.てり
けま立
れつい
はるて
まに巻
と此の
と観街i
に世山
Iμ 立に
真己御の
よ身ぼ

観

手与の世
観札音
音所ほ
ほ巻さ
さのつ
つ尾と
はのお
地観か
こ 1ft ~メ
く音奉
道是る
をな今
済tり西
度と千f国
し四

醤

四



同
別
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

給
ふ
御
す
か
た
な
り
極
ら
く
に
ゆ
く
も
の
は

(33ウ)

くす
道く
をな
済tし
度と地
し獄
絵へ
ふお
なっ
jれる
はも
飼JZの
手ては
千お
本ひ
た
ミ

し

に
て
済
度
し
給
ふ
と
こ
ろ
の
御
姿
な
り

観
世
音
菩
薩
御
長
五
尺
五
寸

御
深み詠
1111歌

阜
ひ
は
ら
松
ば
ら
分!?
f丁目
は

此
深み
山Z
WI¥ l ま
とき
あの
るを
はて
高ら
きに
山駒
~Iíそ
をい
いさ
ひめ
たる

(34オ)

大る
きも
成の
るに
みて
や此
まヘb
をま
こめ
さい

~ ( 
極tの
楽?ほ
にん
ゅの
かふ
の

とれ
はづ
め此
いi1J

(害
懇?ひ
業fば
ほら
ん松
のわ
ふら
の分
邪与ゆ
魔まく

を

(34ウ)

こもしり桧ひ腹日す
れ成んとはをる
はるゐめらたを
腹官ぢをる松てひ
をごもなはしば
たくやりらんら
てのすかとゐ松
とせ此り成くは
うめ火そりちら
しを員ljZめすとと
にラ tにそ三は
もく火もについ
あるの腹tまのふ
ら 1i~ くをと 111 あ
すしるたひそる
まみまてかれひ
fこ と λ には

一
日
は
さ
け
ん
よ
き
事
も
あ
れ
と
く
ち
と

い
ふ
物
は
止
め
に
く
し
わ
っ
か
の
も
の
べ
つ

(35オ)

にをありし
お銭る死て
なしひにも
し往号はしな
と生与妻主なさ
ん会-j-=-fしに物
ょでに夫iを
くしまを大
と立よ念f事
い Lこひをに
ふ:llit~ y かか
や長fはけけ
つ Eu刻まな
も p 宝よて
朝 Jdlこふさ
よと心もす-

Aね乞 号

る
ま
て
あ
い
た
な
く
欲
心
と
い
ふ
も
の
有

υれ

る
な
り
こ
れ
を
我
む
ね
に
巻
の
尾
の
ほ
と

の
大
き
成
る
深
山
あ
っ
て
桧
は
ら
松
は
ら

泊、に
ずか
に L

し、り
て行
はか
往すぬ
生午る
すフ主
丘ii
節iiJ 
あ μ

れ
ら
J ぬ

主主
長ひゆ

(35ウ)

六?ほは
千百んら
のの松
M々 うは
守~; Ja.、?ら
な業守に
りをか
っ切入
るはる
きらと
にひん
てゅよ
あくく
くっし
業すなん
きゐ
とぐ
し、ち
A、0)
は

じほ
りん
しの
念tう
イムミの
役?中
によ
たり
L 申
すて
とは
安fあ
心上く
をか
ーャ
ス上三 つ
の
ま

なめ
りし
加l 人
茂もも
)11;;あ
のれ
水と
たも
へ大
てき
渡主成
るる
へあ
しや
とま
し、 η

ふ
こ
と
く
な
り
せ
ん
ぐ
り
に
な
か
れ
来
る
た
へ

る
事
な
し
ほ
ん
の
う
の
お
こ
る
も
そ
の
こ
と
く

っ
き
る
を
ま
ち
て
念
仏
中
さ
ん
と
有
る
に

山



(36オ)

りほ
申ん
すの
念ふ
仏つ
にく
てる
ほ事
んあ
のら
うず
のほ
罪Zん
もの
きう
への
中
よ

信
心
も
い
つ
る
信
心
出
て
申
さ
ん
と
有
り
信

じ
ん
さ
き
へ
い
っ
る
も
の
に
あ
ら
す
念
仏
と
な
ふ

つじる
るんう
きおち
にこに
てる信
はも t心
らのお
ひなこ
きりる
り高参
巻きり
の 111 下
足桧ひ向

寺はす
にらる
駒i松に
そはし
らん

い
さ
め
る
と
い
ふ
駒
は
心
の
ご
ま
に
て
わ
き
へ

(36ウ)

ì~' こゆ
土ふか
にろぬ
ねすさや
生与しう
レヲまに

Lつ丙
のす方
く似品fリHJこ楽

EF 3 
2 むか
.~けし

毛亡の
い九〈門
品日を

さ
み
い
さ
ん
て
行
生
を
と
け
よ
と
の
御
詠
歌

な
りに既

奉n に
公す京
さ都
ぜ東
お山
き附E
しさ
むき
すと
めい
にう
死所
;こに
京

(37オ)

お目
もに
ひあ
つひ
めた
てき

そ(
たと
るこ
にれ

娘i空
は公
よ長
ひ

き
た
る
も
の
と
う
ち
一
つ
れ
た
ち
と
し
ゃ

れお
死そ
にし
れと
には
あし
わり
すゆ
歎布く
きに
かは
なや
し事
めき
ど

も
そ
の
か
ひ
な
く
今
は
せ
ん
か
た
な
く
気

『
詰
諸
昔
陀
洛
伝
記
」
翻
刻
と
解
題

(37ウ)

と寝ねいなを
ささとりの
母せま夜よほ
のけこ明存せ
宍るひてて
の人あも又
見々れく端
おもとよた
さく 1!!"むく成
めた理!りさる
にひにせも
髪2れ納日んの
のて Pl其 L

有寝ねにと難f
い入き義さ
り士L
して

鉦日る
う内
つに
坊1昆
主rた

にし
いと
ひそ
てっ
そと
ばそ
には
よに
れ行
と
も

逢な
たみ
した

(む
とせ
おひ
も居
ふる
魂え に
塊7町
家やは
のむ
むす
ねめ

(:18;1-) 

よ
みどに
かりと
へむミ
りつま
たくり
まとし
ふおか
かき死
としし
嬉誌かた
しはる

i hRi f、
ι はつ
か目はだ
ひ史、に
にりも

りにし、
こいだ
h たき
はきし
最fiあめ
期jごひし
のなか
かき
念日らゃ
な両つ
り人と
とい
もふ
にて
死した
しか
たひ

五
住支千番
像1手河
な観内
り音の
御国
長与藤
五井
尺当
弐観
寸世

官

円

(38ウ)

に

ん

わ

，

し

が

γ

仁

一

一

ん

入
車
問
寸
五
代
聖
武
天
皇
の
御
建
り
う

同



同
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
」
ハ
uう

(39オ)

猪とことたととはてイ1ι 初は
をときくもい岡U';開f:師し瀬せ
料;くはひ法号ひ林li民主もの
叩止食〈鹿FHをとて寺はお観
苧ひを射いも大tと行手な jH
z たここし悪?い LL;し音
Eくろろら無A41 古けほ
よ成ししす道5なさんさ
りりて煮i あのり〔もつ
刊とし煮仁てるゑしぶんと
すゆて喰iとせか試し|叶f
りへくひきもる託け木if
m 寺Zら文Eはのに躍とに
出ほにふあ猪tあ藤算くし
子:行2例!lる熊』り井 ZE のて
iZての の仏1雪?ザ i午
" フじE V~ 

生

や

う

つ
け
て
こ
れ
は
け
し
か
ら
ぬ
寺
内
に
て
左
様

の
け
か
れ
た
る
も
の
を
や
く
た
ひ
も
な
き
外

へ
も
ち
て
ゆ
か
れ
ょ
と
し
か
り
け
れ
は
何
を

幼守や
主寸か
をま
引し
くく
斗し、
りふ
はそ
しと
らい
に占、
くよ
入り
りは
つや
けく
て堂i
守t

(39ウ)

こ
の
う
へ
や
か
ま
し
く
い
ふ
な
ら
は
是
を
ふ
る

い出炉ろつも
たしなけふ
しまとそぞ
仏土なほれと
具くいとよ刃は
をたりりも
打2とち仏土の
わしら檀Eを
り彼;;;L にふ
事E猪T前三かり
工h のつ λ ま
反身〈りわ
?をゑ花f)G 
E料fをひに
とんら是え理り

を り香すみ

(40オ)

聞しかた
所ゃくき
はそのく
雷円れ如tら
の人きい
こ間大h仕し
との惑?舞t
し私そ無ふて
我話Z道5跡f
ごとのを
ふ と者古踏主
ろ葉はなち
にをりら
は天おし
みのそ出日
ιλ 二Jよ

1T"< 

知
ら
し
聞
く
も
の
も
な
き
と
お
も
へ
と
も

し

天
知
る
地
知
る
我
知
る
と
さ
i
A

や
付
ど
も

(40ウ)

も而2く/ま天
のにる¥す地
死しつの十へ
しるみ役?玉樹
てし恵?人正十へ
雰有逆草あ鉢t焔
L普iり俣〈魔
ご書f根守て生午王
子軽んとん主神:a
U 砧も VJ の?
むく"
き罪ZL¥ 」ば
い'乙

信i主干官 iE 
才わ〉 き ( λ 
λ ¥二れ
ノ 申帳長1 ノ

つ るまの
かにた l油
み安手はに
七主}[;~善て
転Eあ根一
八ぜると生
倒5時もか
し目にし、
てを札つ
死しまさく
しはるる
たし斗所
り虚こ事の
し~-;なつ
かをりみ
頓 然よと

か

(41オ)

ぞ女2しかタビ
と房I}:所ゅの
い子iにへこ
へ供t三にと
はは"lJ二く
あょ目卜そ
らびに凶の
有生jJ息主 i時う
かてをはへ
た?ふまむ
や工きつね
我i~ ;;かへに
今E持告へしあ
込ぞはーしとた
仏土いけてふ
法号かれ其3ま
を与は偉Tり

お有
き

四
担当



待たさ
うびみ
つお L
L も人
のひの
こ知{言上
とり i心上
くたま
目りて
くささ
らてま
み死l さ
死ししせ
干てたし
三るか
途っ 此

(41ウ)

わおか趣
ろそいし
くろなに
おしを牛ー
もや引頭ヲ
ひむさ馬め
しかけ頭、
にふ中の
焔fをを鬼主
魔ま見飛主来
王すれしり
のはてて
御鉄三つ両
前えのれの
に門土行2
きあ
みら

安手頭っ駄 く
元E申倶〈ろ
とは生午か
申大抽tね
罪主日 なんの
人E本計く
な国詰さ
り大 12 り
と和吹を
中の γ も
上回戸つ
るか kv て
にり二:く
焔fの FfJL
玉今里fi句 V り

の藤t 卜
た井い ごtif

(12オ)

助5と藤ゆ立?にのTi.こきま
1 も井かよや 1逆主人ふ
と少安手んとる線im〈身は
うし元tと牛こベもどをお
せのいす頑っしあ .4 うの
んわかる馬めとら zけれ
p れに所顕すさずとて六
めにもにすいむ J 著f道t
大正縁f普f老号で料 L I根iよ
foJ，!有根i僧1にきこにはり
大kるは壱追わう矢 j主た
悲ひもな人たま fJt さま
だのき来てり ¥24さ 9' I 
瓦なもらっそのす主寸¥
はりのせれれ地tfj〉んあう
枇な給ヲ12獄z{ <け
忘 れひ υ 卒、

ドャ

の

『
唱
団
調
制
定
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
富

(42ウ)

に僧3し今ひにひ
しののにさ預と
は御院はまけた
ら身はしづ給び
れよ御めきへし
しり預ぬ討とや
くさけ大る仰は
さっ中慈じ焔fけに
りとなの魔主れ帰
の光り御主守はへ
純正明とこあ牛こし
はを有 L ら矧コし
らはれろあ馬めは
(なはしり頭〉し
し老ミかかはの
と給 らた下命討
とふ はやにせJ
け 少ゑ

(43オ)

とて
仰く
にる
よし
っみ
てを
御た
跡fす
にけ
ヲ|給
そひ
ひ此
門克
のへ
外来
へる
山~
し

(13ウ)

こしもか腹官かつな尋ゅはけ
れ必主は縁2立Eつれんねへにれ
よらやとはててじけ街iかは
りすか成こ伝t材;1長れ僧号へか
そ/さりび心(木き谷は様2りな
の I ね此つのを寺衣i;にてら
道t忘字てたれ心ものはは念す
をる我主ひとにち堂号長い仏是
ま事ちはもて米建え谷かをを
つなかた其はる立1寺なとわ
「からす時こゑののるなす
くれにけ柱Yひんと観御へる
にとも得へもらし有き育方よベ
ゆ仰かさ主主にり人王なにとか
くらなす守あ汝2夫ふりて仰ぞら
へれひる λ らしに 候せず
しか也 γ す やけし
と た υ とるや

凶
五



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

み
も

お
し
へ
卜
さ
る
有
か
た
や
と
御
お
し
へ
の
道
を
あ
ゆ

( 1'1オ)

地谷立はむ
この，心と
く本日をお
に堂5あも
落建iらへ
へ守:1たは
きのめた
に材t念ち
少木?仏ま
L を申ち
のも後こ気
善fは世せか
荘むこを {-J
にば願iiし
て-9'ふな
はへり
し今
長はよ
り

き行与すかた
悪{'L'くたす
党5国iiにや付
し/もと給
や¥とそふ
けを L れ観
んめりよ胆
のくをり音
もりふはの
の所つ女li大
あ 々 と BJ 主主
らに切 fデ止
はて両 k 悲
異い我ゎ様21P あ
見目か諸与ら
しこ同主臼
てと修おネ

り

あ
〈

我
か
く
の
如
く
に
て
悪
と
う
を
や
め
て
今
か

(44ウ)

く
の
如
き
身
と
成
り
た
る
な
り
こ
れ
み
な
長

谷
寺
の
観
世
音
の
御
す
く
ひ
な
り
と
い

ひ
て
仏
法
を
す
i
A

め
ま
わ
り
わ
ざ
と
出
家

の
如
く
頭
を
そ
り
も
せ
す
切
か
み
の
ま
L

に
て
ま
わ
る
ま
つ
長
谷
寺
の
観
仰
い
音
へ
御
礼
に

参
請
し
猶
ま
た
未
来
成
仏
成
さ
し
め
給
へ
と

持
み
奉
り
そ
れ
よ
り
た
ん
/
¥
と
観
世
音
を

(45オ)

lこな t平
成やす
り観る
て世に
あお本
れん堂
は附Eも
あにつ
らぬて
もれの
つう外
たたに
いれそ
な給ん
やふ L
iz; Iまも
世ぜとつ
にた

ひ

ひて
てか
堂iく
守tの
に通
観り
世破"
~)' tJ員f
のに
御お
i乍7ょ
をひ
開し
はな
けり
んと
お
も

(45ウ)

とよか同五も
もりら作代ん
只焼Zんに聖与し
今はのて品二け
はら所院内竿L こ
そわに某3 合く
これては去の
こ其有 jTf出作
L 後日基主運な
破は本片ぉほ喜 i
損11主札、う~←
し出仁三三 55 て

F雪Z石写会
かと…

うォせた
し同

た給れへ γ は，1，
L 七
，)!fと
三とう

れ
給
ふ
な
れ
と
大
そ
う
な
る
古
学
な
れ
は

中

J
I世
話
い
た
す
も
の
も
あ
ら
す
と
物
か
た
り

有
る
に
付
て
あ
ら
省
か
た
の
御
本
尊
な
り

を然;
すら
入は
めそ
てれ
奉か
加し
を所
も々
つ方

弘(
堂ミと
をか
建Eけ
な廻
をり
人
々

(46オ)

後史そ生し
諸れに中
国よてべ
をり I也し
め lりょこ わ
くをくれ
りのに長
!lJ)主かお谷
見tれつ寺
の長るの
も瀬所観
のへを世
あ御蘇主音
ら礼生史の
は中れ御
仏其り利

ま法
わを
るす
身ふ
なめ
るん
にた
当主め
寺しま
のた
観は
世我
音後
と世
長の
谷た
/I， 

のの
尊i観
像す世
な音
n と
は同
まし
つ木
たに
くて
長作
谷り
の奉
観る
音所

凶
六



(46ウ)

奉すの方こすと
!JIIか御/うる一
集毛利り¥ なはた
り乏生午をりすい

主ztiHE 
建な致 り長
立 L し

ー し谷の

ti五立長ゃ員見
し余身 rもt
り のノじと円

け はへう』こう
~，所のを

年z d 々 型ほ原
小 I 1監 中ヲ~う

¥首

っ
て
末
世
ま
て
も
藤
井
山
耳
元
と
い
ふ
者

(47オ)

建t観御 i也し長
立1世礼獄?谷
す苛のにて
lL とた i事きら
は 1"1どめへの
長 日当5き観
谷鉢と寺I を世
寺なのた育
へれ観すの
御は世か御
奉す当音りか
公f寺長蘇手け
すの谷生円に
る本寺しよ
も堂のたつ
同主を るて

し
事
と
お
も
ひ
て
此
本
堂
を
藤
井
建
立

(47ウ)

藤こる安下寺せ
井しく元tをし
てきと少あ事
ら菩iくしらを
と根iをきた諸
寺につ観め人
号てみ 1甘藤に
かも未み音井知
わい来日へ寺ら
りた成御とし
たす仏縁主号式;め
るべせ有しん
国出きしてけか
縁主事事大る為
ななき 両日
りれ成 林
は
す

か
く
の
こ
と
し

御
詠
歌

『
市
謂
普
陀
格
伝
記
し

l
稲
刻
と
解
題
1
1
1
1
1

ま
い参
る
よ
り
た
の
み
を
か
け
る
藤
井
寺

は
な
の
う
て
な
に
む
ら
さ
き
の
雲

参
る
よ
り
た
の
み
を
か
付
る
藤
升
寺
と
い
ふ

(48オ)

雲Lは
の藤
ごと
とい
くふ
にも
，[の
さは
けた
どか
もく
我あ
自じか
)J~ り
にむ
てら

Aぐ
」

キ」
0) 

藤
の
つ
る
高
き
と
こ
ろ
へ
あ
か
る
事
な
ら
す

土
木
に
ま
と
ひ
っ
き
M
止
を
ち
か
ら
と
し
て

臼こ
力の
lこ f血
て力
はを
成も
仏つ
なて
らあ
すが
他1 る
)JA斯
本日の
願らこ
のん与
f却¥

(48ウ)

せしせ念
す事んぶ
今も是品つ
他有迄をを
力つは大
木日み人巨木
願4よ間1と
げんりとち
止そもか
"~れ成ら

Jエはりに
ち自l 後し
J-; 力;刊せて
:fT ゆを往
乞へ願保
;与往守ひ

花生?
の

くかう
ものて
とうな
よへに
みにむ
わ咲ら
れしさ

(色き
をの
も花雲
かのと
くうは
のて戯
曲併なの
くには
に晶Eな
て耐まの
藤の

(49:j-) 

のそ品日本と
こら浄与ぐお
とに上jわな
く It¥;士、ん L
はの L た事
な附住しな
のし子かり
う如25 成と
てくにるよ
な花駐をみ
にの凋吋たて

Ir. 乗のう」の我
りてヤみ々
むな N たも
らに tfL た
そ じしれ， ~ 

E紫iき主;ぷ
の 1L き

四
七



同
聞
大
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

往すく

供与や
ヲー

苧 迄
山ひ
と会
理買 三主
ふ ibff
予 防くん

干の

ろ思

BF 
諜哲
なソ

り

iE 参
のる

pit 
工た
とり
孟 4
き五
〆n 治、

24〈け
でもる

み曹
そノ?
て
ら

は
さ
れ
し
も
の
な
り

(49ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
凶
畢

一
地
問
一
出
一
世
田
陀
洛
伝
記

巻
ノ
三

(1オ)

目
立

H
L

一J
同
一
斗
耐
普
陀
洛
伝
記

巻
の
五

目
録

六山日
附番雲も
りよ坊ぜ
座さ和観
頭ミ阿世
沢五壷高音
市に坂主の
不ふ観利り

思し世生与
す廿をフ

半蒙;
る
事

( 2オ)

普
陀
浴
伝
記

巻
の
五

観
立

回

妙守出
応4J雲
集与坊
に観
布世
安字音
J己主の
と刑lり
~;~生主
ドヲ

援やを
う剖同か

な 霊長古

るる
事

事
有
り
清
水
寺
の
観
世
音
の
御
伝
に

こ
れ
あ
り
ニ
ミ
に
上
京
む
ら
く
も
の
御

所
の
ほ
と
り
に
さ
が
み
坊
と
い
ふ
て

( 2ウ)

まう歪
たさ極
とてひ
あもん
る/な
ま¥る
しか山
此やふ
ううし
へなあ
はるり
兎と貧1心
角?窮ミ中
神上世に
イ'L\:~ に思

ふ
や

との
思E御
ひめ
清く
水み
寺を
のね
観か
111 ふ
音よ
へり
年外
をは
かあ
さる
ねま
し

四
ノ1



何Rて
芸月A
最重i
を 三三

成
す: L 
E層
生是
Z 立

記理
制 l 回

目誇
る L

て

(3;1-) 

さ雲iiめ
すよ卜
参りさ
百甘 I古 れ
し水福
てへを
J まあ
J心し、た
不ふげへ
西Ltった
に十ひ
ね七給
か B へ
ひにと
中はむ
から
ふ

せ
し
に
一
二
年
に
な
れ
と
も
さ
し
て
御
利
生

も
な
く
け
つ
く
ひ
ん
き
う
も
甚
は
た
し

かく
く成
まり
てし
信上や
心上う
をに
こお
らも
し jつ
暑Sれ
寒tさ
いて
とも

宇(
も

月

f
L
に
参
け
い
致
し
ね
か
ひ
申
せ
と
も

さ
し
て
そ
の
し
る
し
も
な
き
は
よ
く

/
l

( 3ウ)

らふ
あか
きき
れが
はう
てい
しん
かか
なな
をと
もて
毎tわ
丹可れ
おな
が

坊こ
かた
近ら
所ず
に参
出詣
雲もい
坊"た
とし
いけ
ふる
111 妥2
44 に
しさ
有が
りみ

け
る
か
こ
れ
も
か
た
の
?
」
と
く
び
ん
ぼ
う
な
り

さ
か
み
、
ほ
う
は
こ
れ
と
つ
れ
た
ち
治
水
へ

参
り
な
ん
と
さ
そ
へ
と
も
清
水
へ
何
し
に
参

( ，1オ)

らみる
すづへ
さとき
がき何
みくと
聞とし
はうた
i口j るる
とさ事
そしに
たとや
まいそ
しひれ
ててか
参円し
は
1古

叶
盟
諸
帆
抗
日
陀
市
伝
記

L
l翻
刻
…
と
解
期
一

成
り
と
も
ま
い
ら
さ
ん
と
お
も
ふ
お
り

つあしもし
れたは坊守も
たりなのは
ちのも所る
ゅはさへの
きなかゆは
てをりきな
粟古尋ミなてさ
出ねれけか
山見はふり
ぎん祇さは成
おと図E天り
んいの気し
のひ もに
あて よい

づ

( '1ウ)

けた
れり
はそ
松」
原日こ
ど入
おと
りて〉

へれ
まゆ
わき
りま
てた
か日
へも
る高

べ
し
と
い
ふ
に
い
づ
も
ほ
う
は
そ
れ
は
け

かれさし
ふよみか
にりにら
きけゆぬ
られくま
ひはベわ
のいしり
治づと道
本もてな
か 9j'~ 三り
見ひねと
ゆかんい
るし坂tへ
定主ををは
め見つな
てく
む

て
そ
の
忠
は
参
詣
せ
ら
一
石
弘
成
ら
ん
そ
れ

( 5オ)

りすさか
なとかし
る地ちみは
へ主午坊ぜこ
けのはれ
れはひょ
はなとり
せもりか
ひいかへ
(まへる
こすへ

同tろもし
道(は本日と
せさ怠いい
んかなふ
態告 らに

と
さ
へ
見
に
米
る
人
も
あ
る
に
と
て
引

つ
れ
行
そ
れ
か
し
は
烏
渡
参
布
い
た
す
べ

し
と
て
観
世
首
の
御
ま
へ
に
い
た
り
観
点
H

同
九



出
円
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

は経子
そか j

と ε
おた
かベ
みて
て福
わ縁
きを
ノ¥し、

ょの
りり
絵ゑ肘
馬£る
さ出
見雲も

坊号

( 5ゥ)

居そ
れの
ど外
もさ
たん
し、け
く L、
つの
し人
てを
Fけな

l白J~' か
をめ
さま
いち
て

だはく
ちてし
地ぢねて
主品どせ
のもわ
花是せし
を非ひけ
見なれ
ゆくは
る出日い
( 雲そま
坊ifた
とにiA
しつを
てれよ

み

い
コ
も
ほ
う

下
か
う
い
た
し
け
る
に
そ
の
夜
出
雲
坊
に

( 6オ)

をし外祈主観
うかの藤~ !!! 
けら事を音
てははあ御
富す病E ぜつむ
貴き邑:ずらそ
の学長続へう
身 iEt音にあ
長宮経5雪2
る?主べ方
、円へしの
し篇ん

主そ失 Eit
凸の Uhゆ
礼ベイjさへ
もして明
てコ ー

ら
す
観
音
経
を
と
な
へ
よ
と
仰
せ
ら
る
λ

と

見
て
拶
さ
め
た
り
ふ
し
き
成
る
ゆ
め
を
見

昼2し
l時事
ふか
んな
にと

併ぞ
ひ U

壱ひ
人居
供iる
をに
つあ
れく
てる
出 H
雲の
坊

( 6ウ

千子守街lこと
りJ 所kい
きかふ
にたは
たよ是
「り成
L 飼る
た病t~子
る告ーや
よ才、と
しふた
?ζ つ

E品ね
にぬきJE
ほ白γ り
う号iて

か
く
も
よ
ろ
し
き
方
に
あ
た
れ
は
祈
祷

りを
たた
りの
はむ
やへ

( ~ 
来し
ら占
れ方
よ中
御に
太tっ
義主き
な参
か

ら
さ
と
う
た
の
む
な
り
と
い
ふ
に
見
ぐ

る
し
き
な
り
に
て
ま
い
り
候
事
い
か
t
A

な
り
と
り
つ
く
ろ
わ
ん
と
い
へ
は
く
る

( 7オ)

し
か
ら
ず
と
て
い
そ
き
ひ
き
つ
れ
行

はさ
御て

Fi t 
公んり

毛 Z
tf 8. 
にぜ
去詰
玉川
観つ
立も
!むぼ
刷口ーす う

を
と
な
へ
し
か
は
ふ
し
き
や
凶
五
十
へ
ん
の

内
に
御
こ
ι
ふ
ろ
す
与
し
く
成
ら
せ
ら
れ
百

へ
ん
と
な
ヘ
ギ
れ
は
す
き
と
御
こ
L
ろ
よ
く

成
ら
せ
給
へ
は
と
れ
に
よ
っ
て
御
礼
と
し

( 7ウ)

けて
れお
はひ
出巳た
雲も入

坊すし
にく
わ御
かほ
にう
内日ひ

設ir
ょ~， 
ろ さや

し」
〈

な
れ
は
さ
が
み
ぼ
う
こ
れ
を
聞
て
さ
て
/
¥

閉そ
にの
左方
やは
うょ
にき
は{上
達ミ合
しか
たな
る行
ぞ )J
うも
らい
やつ
まの

し
き
事
か
な
あ
や
か
り
た
し
と
い
ふ
こ
れ

世つに
おれつ
んだき
のち占、
御清5し
つ水土き
けへな
あまる
りい事
かりあ
くしり
のばそ
とんの
とに点
く観と
行J;

五。



( 8オ)

か
た
つ
し
た
る
事
も
な
し
文
観
音
経

へとなとも
も語tらなろ
帰受れせへく
らは給しに
すさひにお
そかかふほ
のみくしへ
まぼのき j
L う通にか
に開?り街1 た
てにの?丙こ
消た仕し気と

水ま合再御手
へら ι"¥! 1[.> 

重工ち克t，~ 
目白 1/1ι ，~ 

もし

(仁
観
此世
年EIT
月Eの
ニミ 御
とま
せへ
lこに
あひ
まれ
りふ
暑Iし
寒tて
を倍

( 8ウ)

も
さ
け
ず
毎
月
け
だ
い
な
く
さ
ん
け
い
い
た

し
ね
か
ひ
奉
る
そ
れ
か
し
に
は
少
し
の
福

りを
しも
出あ
雲もた
坊守へ
はた
只ぞま
ーは
たす
ひむ
参り
詣に
しつ
殊tれ
ま

さ
ら
う
わ
の
そ
ら
成
る
や
う
に
お
か
み

奉
り
し
も
の
に
あ
の
こ
と
く
福
を
あ
た
へ

と給
さふ
まは

(聖
か音
きの
くゑ
とと
きひ
うい
らき
み有
奉る
り御
て事
下け
向す

( 9オ)

た削J"し、
んせた

(けせ
るし
とはそ
恨其2の
む方ij夜
るけ観
事ふ世
至し 1古苛
極?水の
もへ御
っきっ
とたげ
もりに
て

成
せり
んし
もか
あし
たな
へか
らら
れな
ぬん
子じ
細に
あは
り清
出口水
雲もよ
坊"り

寸
酒
場
制
昔
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題
|

は
た
ひ
参
詣
す
る
と
あ
た
へ
ね
は
な
ら
ぬ

( 9ウ)

てi"J日有わ
堂ミの / り け
の材r， ¥ しあ
普ふ木?ひかり
請土ときき出
のはうIE よ雲
さ知l り水坊
いらしのせ
もね牛~ t年ふん
くとな請工生
をもりのう
引苦〈う材tし
け労すし木?に
るをはをて
紡巴し

取を i肯わ縁f
りはえ}くせに
てよのしょ
のく坊~~事つ
みに lナなて
くはにりか
ら取てなれ
ひら有んに
しねりじは
てどしは福i
人もかまを
の五奉たあ
施せ銭1加先2た
物と十銭のへ
を銭t 世J つ
はづ か
}ミ

(10オ)

あ開くむ
た口貧日な
ふ/きし
る¥うく
事参な成
は詣りし
成 L した
してかる
かねるゆ
たかゆへ
しふへに
劇、とに今
れも一日そ

共E幸l吋り
ひょ、 」

を M と

(]uウ)

此いさヲI~ 米みな
出のか IK'}来Rん
りみ 2はし
坊け坊号つ極Eた
もつね三楽?ひ
i接tかん 1 住空/
井-?うをじ生tよ
五71には
三iqJ什わに二とう玄

占ii長こ1; ; 
し 世せ
一ーと-:::!.!:，τi比なも

志?器塑 LE
にじを同且おっ
とに~
成てに

り

Ii 



同
朋
ゎ
入
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

よ結{:さ
きゑら
ゑん/
んに¥
にて仏
はかへ
信t<御
心の奉
な通公
くりと
とな思
もりは
結当 G ~9 
縁fかは
いれこ
たばひ
し

す
へ
き
事
な
り

や

ま

と

〈

I
つ
ほ
さ
か

ハ
醤
大
和
の
国
壷
坂
観
世
背

(11オ)

千
手
観
音
高
谷
山
と
い
ふ

2

ほ

さ

カ

カ

3
1
J

ほ

フ

丈

い

【

さ

ぐ

い

わ

よ
官
板
山
に
弘
法
大
師
の
御
作
と
い
ふ
て
岩

ら

か

ん

ほ

ん

し

こ
と
/
¥
く
五
百
羅
漢
な
り
党
{
了
あ

(11ウ)

な僧f頭主病与つり
く御其か G 南f
甚祈言外偽給部と
た藤与さわふの
御有まっ恒るみ
眼的れ / ら 王争Cや
のど¥九 22;こ
いもと丞長室
たす阿さ立I:t --， 
みこ薬れ宣らの
L をけ γ 山
よも差れ午し
けし上は 411 ろ
れる貴さ典4眼主仔
ばし恒1薬之

同1の

盟、明御
召き千
け遊に
るはて
にさお
はるさ
もミへ
は事さ
や成せ
医いり 虫色
師しかひ
のたす
ちくこ
かしし
らても
薬吋街l

の
ち
か
ら
な
ど
に
て
な
を
る
事
成
か
た
し

此
う
へ
は
仏
法
の
ち
か
ら
な
ら
で
は
な
を
る

(]2オ)

へ
か
ら
ず
と
て
御
ふ
れ
を
出
し
給
ひ
七
日
か

成家け/法ベ間
りは 1 あしい
とけくつもの
もんほてしり
罷主ぞろ益2七て
りくぼな日仏
山いししの法
てた:#じし内三の
御す院にかにち
祈主へをら直2か
時5しこはらら
いいほ仏ずに
たっち法はて
せれてを仏な
との出品こ を
き法412と す
よ
り

ひ
し
く
御
ふ
れ
出
け
れ
と
も
た
れ
あ

っ
て
わ
れ
出
ん
と
い
ふ
出
家
な
し
も
つ

(12ウ)

と
も
左
も
有
る
へ
き
こ
と
な
り
七
日
の

出
口
御
祈
結
い
た
し
御
心
よ
く
成
し
奉
ら

具れは
身と其
ばも身
かもは
りしも
か臼しち
仏然、Zろ
法仕しん
の損Z仏
滅号し法
すたの
るる手
事時か
ゆにら
はな

{曽1芳fへ
ま野のに
しのい

(山つ
にる
て法守人
芋fi;窓止さ
の 1'T与ら
ほ 11J~みに
ことな
らし、し
にふそ
行?たの
引仙て〉 ι 
子とろ
キ」

(]3オ)

限的みにま
わ居柴し
づてかて
らはる居
ひな老号た
七 L 父ふま
H を弐ふ
のナ人こ
内る荷2の
ににをほ
賀さ帝干おこ
儒5ArL ろら
いましの
t~ ch 休宇片じの L 

御 ぎ

五



直
し
ぬ
る
出
家
を
御
尋
あ
り
御
祈
と
う

の仏fぃ
坊号有りた
主v りし
とても
ももし
を益ま七
こな E
ときの

(事内
たに

く n し
げばる

会寺 L
マ( ~ 
さは
せ

(]3ウ)

御給
ふふ
れて
み仏
か法
どを
さた
まや
もさ
御ん
免臨む と
理りの
成き
るひ
御し
ふき

そのれ
れ事今
は成に
まりい
たとつ
世いか
界tふた
にをよ
た法号り
つ恩Eも
と沙与問
き弥みる
出聞人
家給か
もひな

と

有
る
へ
き
に
何
ゆ
へ
御
祈
祷
を
い
た
さ
ぬ

山事
奥?そ
へ此
打:I方
屑い世
れの
どま
もじ
仏は
法り
のを
めき
つら
すひ
る此

(14オ)

と
聞
て
は
そ
の
ま
l
A

に
聞
す
て
ら
れ
ず

とさ
てら
そは
れわ
よれ
りゆ
すき
くて
に御
内行祈
裏り跨
さ申
しさ
てん

(14ウ)

妖出ひ遣手沙与御ゆ
もげは弥み mき
のなすは干昨日給
斗がし j同日f'iJひ
やくて穴tも御
う衣i身kにの門
成も体hあ成を
る衣いまつるつ
体五るってそか
ないく常高と/
れもろにと¥
は見に湯ゆがと
とくふ水号む通
かるすもるり
むしほ 法ifた
るくり 恩fま
も髪主 へ
無行 は

「
諸
説
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題
1
1
1

不ふ理り
審土成
もら
っす
と法号
も思止
な 11、与
り 功トみ

帝F仰ぞ
/れにせ

両立
II~~ 甘
は

病す成2
加程Y
持じ

らと恩上芳fい
れ開 j昔、iJ野のた
すた弥みのせ
こると山と
れゆいおの
にへふく御
ょがtll~ もなふ
つにのるれ
ててな洞1山
御きり穴主た
1m 斗仏にる
持じす法すよ
にてめむし
参居つ法?我
せは
ん

(]5オ)

みてに御そより
なひはそれりた
(LZEば召2其り
ーフへよお此

笑わの EZLまともよ
ら鉢tiE11い仰むし
ひのたらせきを
をいりし れけを仰
ふや上すける帝土上
く し脱ミるゆハどら
みけかみヘギそれ
給なたか頓j:百EIよ
ふるなとて巴んと

法号をみの帝?日有
腔、f見居阿
沙与て給側詰の在に
功、みひ

(15ウ)

もお
天入
子せ
のけ
街l る
身は
な御
れい
とた
もま
疾土し

病与や
J 台、
のぺ士う
し
け
な
く

，-J 提出月れ
る僧fゐ
はい御
仏子;のこ
法ifり L
の半ろ
ちつに
からま
らんか
にと 4せ
て有ら
なる n
をにつ
るすli土い

も仰j

しの
とな
仰;ら
戸一は

瓦主
け広

EE 
法JfhE 
駅 E
iz:く
刊*'
は白
か~
?す
ごベ

Ji 



同
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
卜
」
ハ
号

(16オ)

うじま
σ〉こり
病〈奉
人にり
に落と仏土
てる法号
も罪Zの
直2にか
るんた
事まし
うたけ
たはな
がし、き
ひか事
なやは

今いし
即?とま
座さやし
にすて
御し御
平日七日
癒守円ば
なとか
さ申り
しはの
め符号こ
奉ひと
つさな
るしれ
只七ば

まべ
ひき
ーよ
へ L
ん中
の下
た手
ひ陀だ
毎羅ら
に尼!
数品を
珠づと
にな
てへ
御た

(16ウ)

はをよか目
御なくへを
呂て陀たさな
をた羅F せ E
ひま厄i 給給
らひ一ひへ
き百へしば
たへん御銅l
もんの根めい
ふとた痛主た
になひみみ
透lへと和主っ
と 3古とらよ
御ふにきく
こに御御か
λ 帝T目心

か御平日ろ
た手総守よ
きをあく
又あれ向l
たわは目
っせかう
とたたる
きましわ
法号ひけし
思え誠なく
主þ~ にくた
1tみ仏土もち
の法"帝守ま
功〈のんは仁ち
力;有り 御

(J7オ)

は御こい
内k用ひち
裏りな奉印
のしりさ
さけ御よ
まカミ目と
たれよ仰
け争?ろ有
ときしる
も身け法
成のれ恩
りさは沙
なま外5功、
んなにも
はれ よ

ろ

ま成や
しり倒l
わとい
りもと
を望2ま
きみ中
らな上
ひきん
古やと
肝との
の仰た
洞JTけま
にるへ
ひには
き 111; jOJ 
の事

のと
滅ぢも
すれ
るは
と何
申事
をも
:l 支

承~ ~ 
りに
の
聞ぞ， 
~み
ふな
し

た u

sE 

(17ウ)

きの仰ま
ふ心有い
れしにけり
をはるた
出あはる
さらま事
すねこな
はととり
貴いもにと
僧1か仏有
のほ法れ
とどをは
との断Eみ
き厳5滅宅か
出しさと
家せ

る

いりも
ふ法"出
号1恩どま
を長.3L 
F 老号と
しとお
給よも
わふひ
るベて
こしの
れと事
長lてな
老守長;り
と老ミ今
いとよ
ふ

は
し
め
な
り
今
は
御
い
と
ま
申
す
べ

L

(18オ)

と
あ
れ
は
誠
に
あ
の
こ
と
さ
出
家
有
る

事
仏
法
の
恭
な
き
に
し
は
し
と
め
よ
と

なた今帰仰
をく りせ
しま度給け
たた法ふれ
まは恩、そと
へ仏長のも
はほ老後2ふ
~~うに帝土り
かの嗣i hJ 切
ら徳対iEて
んに由ん? よ
御てあ Jt し
こ御そ立の
ん限めはフ
りを々は

うれ Tへ
そ

あ
そ
は
さ
れ
た
き
御
と
l

ふ
ろ
ゆ
へ
法
お
ん

1i 
四



(18ウ)

長
老
を
隙
川
と
し
て
い
っ
く
に
成
と
も

所法
に思
堂長
を老
建主の
よ見
と立
此に
よて
しょ
法ろ
恵、し
長き
老
/¥ 

をひ中
ほのべ
らたし
へめと
案輿C御
内をつ
者っか
と油、ひ
しわを
てさ遺
長れわ
老吉さ
に野れ
勅fの御
命ゐ人迎

く

(]9:j-) 

のはにやこ建ie だ
御長歩かはま立1もる
心老行ちりりす勅f長
さにに歩か奉れ ιら老
し御lて行九るはま器;ふ
に対k内正にし末つ十た
て珂t裏りてか代tEL  
法あへましの主主ひ
恩りあい輿t功〈ヨ:糊
長いかるにと?を
老よらへはくと出
に/せしおなーま
そ¥給とよるじごし
の慌ふてひ事ほと
場は建2情t即?候か e 白
所主り と時t ましんも

う じキへ

を
見
た
て
給
へ
と
仰
付
る
に
よ
り
法
恩
長

(19ウ)

凶霊lt道ろ
っ地むすう
ほをかう
さたらけ
かっ千た
のね千ま
均七あ l'自たわ
にる羅らり
てき尼ロ所
日給を/
も』、と L
くにな点
れ大ゃへ / 
け和fっ l
れのふと
は日

安
に
や
ど
り
て
夜
と
と
も
に
陀
羅
尼
を

と
な
へ
給
ふ
に
い
づ
く
と
も
な
く
又
千
干
陀

斗
情
調
帆
並
円
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

羅
尼
を
伽
桝
の
御
売
に
て
と
な
ふ
い
づ
く

毘に
給て
ふ泊、
に有
地る
のそ
トと

聞 L

へろ
けを
るす
耳Tま
をし
I也ちて

(20オ)

たまけに
まする付
へベさて
はきてき
七とはけ
尺夜此は
はあ所い
油、けによ
りて不" I 
下其思し¥
よ所議会地
りをのの
璃ろ j届ほ仏f】下
璃リり 像すに
の まき
壷 しこ

J¥ 

を
ひ
と
つ
ほ
り
出
し
た
り
ふ
た
を
と
り
て
見

御おれ
目わは
にし
かま、j
t，)すノL
す有分
なかの
わた千
ちゃ手
此とく
所 w;;eわ
に A とん
堂5よお
を:とん
立ミヱに
。、て
ふ

(20ウ)

べ
し
小
仏
な
れ
は
と
て
壱
丈
六
尺
の

法 λ;
恩仏
長を
若つ
聞く
基り
し此
た御
まむ
ふね
壷誌に
岐主小
lこ イム
てを
入
れ

い此出
ふ壷し
出文 j長た
頭5のれ
あ下は
りにと
し土とて
か佐さつ
あ町 lま
ると坂
もて寺
のあと
此り名
沢沢Eっ
市市区け
にとし

也

(21才)

あ互いれ其
り天Zと J与
し虫守ねも
木御か観
尊呂わ世
なわぬ宵
りつかへ
とらとー
いひい H
ふのふを
に御茶あ
沢l;IJ寺2なけ
市日御くて
是長引いも下

を吋桓bさ
武む

五
五



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

は間4
賎子宮
'C 
Z れ
zbは
ZTI耳:T
芸去
れよ;
はす
七 v

日事
のな
り

百 さ
日ら
の
と
し、
ふ

(21ウ)

ひ通'1 気主へて
こ夜ゃ九暑Iしは
もし日気さとか
りてにのそな
夜御成いれふ
ふ夢むりとよま
け j思すけひりし
てにれなふ干
すてはくっ日
こも今こ参て参
しう宵まりもり
寝ねけはつ!照5し
入ん観めりて
りと世九てい
しお音百もの
にもの九寒tる

堂5

ぬ沢主ほ
観市日と
世大な
音にく
かち夜
なかあ
積立らけ
市とをて

溺落空何
HLの
さ御;2て
討もけ
日間も

足へ宇
を υ

し

日 j古
もへ
照と
るも
日沢
も市
暑kの
寒t目
とは
て干
も日
い参
とり
わし
ずて
ふ
る

(22オ)

寝b 想1宵日参
入に続り
りて世っ
しも音め
にうの九
程官け堂百
なんに九
くと通っイ
夜お夜ゃ九
あもを日
けひし目
な夜てな
にふ御れ
のけ夢むは

ノ、、

事つ
なけ
らも
は御
外忠利
へ生
ねも
がな
ひし
な是
ばほ
今と
時じ参
ぶる
ん

は
目
の
あ
く
こ
と
も
有
へ
き
に
ゃ
く
に
立

ぬ

T
日
ま
い
り
さ
て

/
L聞
し
と
は
ち

り

L
b
う

か
ひ
御
利
生
の
な
き
観
世
音
な
り
と
大

(22ウ)

もに
そ士 う
さら
るd-;.
白色奉
固めり

をも
むつ
きた
闘い
しな
本く
堂も
の見
方へ
を

に
ら
み
つ
け
て
坂
を
く
た
り
帰
へ
り
か
け

そばかし
のつけう
外2ちらし
ありれろ
りと誰主よ

(両?成り
ら沢
IIlk1 と レんん市

更包 i( 
けごりと
れ笠か声
はソ
け沢ィり

市一一け大 42 れ
Jτーは

(23オ)

かき
なに
凡tぉ
犬ふと

のろ
浅き
まこ
しは
さあ
しり
はか
らた
くや
のの
間御
事

せをを
た恨Zま
ま doλ ち
へ卒か
とりね
な悪?お
み 口すそ
た申れ
をせ多
流tしく
し其Zも
庫さ罪主観
頭5ゆ世
のる青
にさ

見わ
てか
もに
は目
しの
めあ
てき
のし
事事
ゆな
へれ
珍字は
らい
しつ
くく
を

にお
悦主も
こへ
ばと
4せも
んま
とつ

ま(
にい
かそ
へき
る虫、
にへ

212 
町ヲ家

内

(23ウ)

は
是
を
見
て
沢
市
ど
の
目
が
あ
き
た
る
か

女しと
房てい
も観ヘ
ナ世ば
く育さ
にのて
御御は
礼利り女

ドこ 生与房
参セソヵ、

り伐と

きぶ宍
」九一 I

らケさ
近iEつ

五
六



吹土所主
聴lも
に沢
あ市
る泊、

け日
はの
こあ
れき
をま
聞fし
ほた
どと
の L、
者~ ¥. 
て

あ
ら
一
有
か
た
の
御
本
尊
や
と
て
ま
い
ら
ぬ

(2'1オ)

と座さ御も
も頭tつの
いとけE は
ま t五にな
だり汝か
罪巨干前2り
業;.u 生せけ
つまのる
きい業そ
さりにの
るしよ夜
ゆてりさ
へたいわ
あのま市
けめ へ
遣の

す
事
成
り
か
た
き
に
な
ん
じ
さ
ま

f
l、恨

む
る
も
も
っ
と
も
な
り
明
て
と
ら
せ
ず
ん

ば
心
さ
し
あ
し
く
ひ
が
み
て
仏
法
に
う
と

呼まく
か成
付ら
しん
は事
我i;ふ
なひ
りん
我主に
とお
へも
なひ
ん沢
し市

が(
と

(21ウ)

み

、

あ

ぐ

か

う

耳
に
入
る
と
日
の
あ
き
し
な
り
悪
業
の

つめ
けっ

蹴 Z
早ミた
速?め

十西
三国
所順h
のん
制札ぃ

!"す:ーべ
青し
ぶと
ZL の
嗣御

せ
し
と
成
り

御
山古詠

庭izを歌
のた
いて
さ水
J を
もた
浄*~ 
¥ 

ート Jヒ

志 L
り』52
け交が
り Vノ

(25オ)

岩
を
た
て
と
は
岩
ほ
と
た
か
く
成
る
も

の
は
な
し
大
木
に
て
も
大
き
な
る
家
に

斗
情
調
剛
普
陀
洛
伝
言
翻
刻
と
解
題

ふて
けも
と風
もに
少をて
しう
もこ
うか
とぬ
か事
ぬな
事し
鋭岩
世は
の風

御
心
も
岩
の
p

」
と
く
た
し
か
に
て
う
こ
く

(25ウ)

砂包ひわこ
も i理主る と
浄き Aくな
+ををし
といた凡
見ふふ夫
るしへの
J心かてこ
なれと λ

りははろ
壷i;観は
坂主音う
の大ドご
庭日悲ひき
ののか
御
ち
か

北
円
陀
洛
伝
記

巻
の
五
畢

(26オ)

一
訓
盟
諸
普
陀
洛
伝
記

巻
の
」
ハ

七
附番
り 人一2
長主和~ EI 
門高悶;録
国4附ま
青士寺l
野の観
L 世
ーひ t
白l'H 

Vi f 
娘2
破"
舟1

ノL
番
大
和あ
国ふ
長町三事
谷せ
→コユて
寸 F

観
世
ヲ伝
子T

(27オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
h

ハ

七
土と醤
在、士大
丈与和
E Lの
ノ¥〈田

の包ぉ
酋そ川か

民主
主E
ソ克

人f同
皇iJ

h. 
七



同
朋
大
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

の 1工
宮手代
な欽i
り明f
よ天
つ皇
ての
岡主宮号
本E都k
寺E同ま
と本土

ふ

り弘す
や法if
うj;:J~
さ師し
んの
天Z御
竺t作ぎ
に唐
ての
は五
最託金大
関主山
精ネ L
舎主よ
たノ
し、

(27ウ)

住Z宇し岡13は三はり
肘己此所寺龍;田高fん
し凋なと陥止の野やし
人 UI りよ{、土Z山ょ
をと人ふ tvを比υ く
みい皇な f1 も叡fし
れふ二り，'つ山ち
は所十歌主てなく
鏡;に九に川作?んり
爪毒?代ゆ包りとん
':;! ~r立与天Z き，j たいし
工す智ち斗 ft まふや
57 ん天王の γ ふ霊れう
ふりて皇:?!判 22 も地ち L

Fi輩員 i;AtE
L に みそ寺ち E

(28オ)

て
ほ
の
ふ
の
如
く
な
る
舌
を
ま
き
た
て
毒

死l と気
すくを
又なほ
此るつ
辺工もと
にのふ
間五身き
J1!l "にか
何あく
十たれ
万れは
石はけ
と ~I" む
も座ゴり
ま自にの
れご

ら戸I す
ると明
弘そ置
甲"此し
宵3毒f事
を蛇午末
情kを代
し退Rま
て治して
もせの
ぐよjlJ:
足?との
の仰つ
あ付い

J¥ 

と
〈
主

い
た
よ
り
そ
の
毒
気
に
あ
た
れ
は
死

(28ウ)

法さめ大貝;す
)J るし僧1とる
をれて正主ろゆ
もは法号レう大へ
っかブバ「二布l に
てしに γ の i主ふ
iERらて!と図上し
治しに退Rf二東fの
せ勅2治し Jf 福マち
んム4す iz 寺しか
事叩いへ C そにら
示をし僧うきに

とどと時へも
や千 jfll あん叶在
すよ造り わ
c! tつ時す

し
こ
れ
ま
て
の
行
力
の
つ
も
る
所

(29オ)

ずぎへい数t行5もんの e の意いあ在、
併やかま仏土力iおと岩1連t入のりほ
正毒fの退k法号を胃そ毒f窟与かる品とう
は蛇~ .(まお治しのもれ気さへ用寺義は御の
聞は数rすちっ給をゆ意いに何誌ち
ゆかにるか tfわ吹主きにて/をか
るらてもらァすか給ては¥中ら
大tだ大のを三吾iJけふ候あとにか
)J~ を蛇与なもろ勅2 る毒f とら仰った
なちをりつつム品に蛇5て「せき/
れにたとて tZい大は大此あ用7， ¥ 
はめ λ 秘ひなせか{曽{曽;j曽1水tれゆも
どうき文土んしふ正ォ正t正午品Iはへつ
くこ品f? をし此む/ーをは o;'~!Iきて
工高l主?珠品り LEFtlif吋 2

~ ~ 

(29ウ)

五
八



(30オ)

代(1に字Iて千大を
まてを出万蛇も
てふかる歳去をつ
毒Tたき事り池て
re与をて有うの引
のし毒fるげ内出
山て蛇主へさへし
さ踏主のかんな此
る「入ら会ゑけ所
よへりすのこ池
う給しとあみ有
にふ跡J;"-tゴか五り
弥みにをにつ十し
紡?よ此阿あき六に
菩ムり -tit;字しま 億?か
薩ミ末i 党t 七の

(30ウ)

を
木
尊
と
し
て
此
所
に
寺
を
膨
よ
と
仰

み

ろ

〈

り

よ

フ

に
よ
っ
て
木
尊
弥
助
ほ
さ
つ
龍
の
ふ
た

り
よ

J

S

た

か

書

し
た
る
所
な
れ
は
と
て
龍
に
川
掃
す
と
書

1
Jぃ
1

て

龍

惹

4
と
名
つ
け
し
な
り
観
世
青
の

7
R
P
た
い
し

5と
う
あ
り

事
は
そ
れ
よ
り
後
弘
法
大
師
入
唐
有
し

た
い
は
ん
ャ
ミ

と
き
台
湾
固
と
い
ふ
所
に
て
こ
ろ
は

ー
ゅ
ん

八
月
上
旬
の
事
に
わ
か
に
か
ぜ
吹
米
り
て

な
み

J
ち

た

ち

あ

か

波
す
さ
ま
し
く
打
立
/
¥
舟
は
上
る
や
ら
一

(31オ)

我11を空iみ F
まか海tなる
つけ聞/や
たこ l ¥ら
くの召覚1知
命出品、三悟これ
よらね 11/ しす
る何ニ給さ
し事千へて
ι なのとは
E く如ic船t此
七通を来h頭5ふ
ヂしへ申ね
子給きけこ
入へ世る人
いにろ

〆¥

か
た
し

と
ラ

k
r
i
A

ヘ

唐
い
た
し
仏
法
を
開
得
て
白
木
に
か
へ
り

『
書
課
普
陀
洛
伝
記
』
級
一
刻
と
解
題

(31ウ)

我tiiこまもとゆまの射ぃ給てねて
りまへの聞fへこ上るふたか法
りへと事へにとにこにひふを
此は末ミにし不ふにまと南給ゆひ
舟雲]， ttド御か使日空;とくにへへろ
をわま慈しはな海tひにむと命日め
守Eかて悲ο空iりし空;此ら真土 LE末三
るれ残Tの海tとゆ海r雲Lさ言え命U代{;
に我11しすあおしお来き陀f二記〉ま
あはをかりもやそつの羅biZ て
ら鼎JIきたかひうるて雲i)巴lA も
す意ぃ巾をた此の入船出をケ法
弐輪Zた拝11き船心事のてと之を

大空iEE主主tE25を史 EF
部 Et同たりるのれし 去ん

とな ら 山

亡り ピ

そ
こ

衆
け
ん
そ
く
み
な
底
に
入
て
此
舟
を
取

(32オ)

とま
のき
たて
ま守
ふる
御な
姿Zり
をκ 性

主i在
陣、よ、

宮古
iι け
32 か
ι な

し

ZERにつも
地b あめつ
のりかて
士2此た爪
に観のか
て世観た
作2音世に
りの背う
給御さつ
ふすぬし
岡itかきと
寺Eたのり
のを八ゃ給
観三島主ふ
世凶?にこ
今の

音
な
り

五
九



同
朋
大
川
了
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(32ウ)

妹I身Iふ陀たにと ff い人岡
は代古書k羅らやもにれな寺
十よ物と尼にりかかはとの
こさにた経主給らき舟主は観
才百平長?に〕ふはら路し何世

し門 J て舟ずに存IJ~' 肯
る性fの佼命詰ますてしは

おBzEtHfG 2智弘三
はす野の 水観ま影示しL， -;-
めと に世ぬをて
れあい雪江人音か首ふ舟主
有ねふ主1?てをるにに
ては所凸し山l も信上此掛古乗の

と真ん丙卜 γ ご浅Eす綴てる
国八」い司んきる世

所

(33オ)

て殺与う順
後2に'らネL
親主て山し
におしけ
かひくる
くを親其
と γ にこ
い Eはし
へらから
ばへくへ
い何とを
や角もす
f といる
¥ 用ぎわに
民青いす妹
h し内行は

(33ウ)

や内2もの
しにつ年
其せけば
上ねはい
百ば西に
皇成同て
のら京は
余ず登Eは
も其りゃ
あ方なし
るはど y，!i
i且ミ四もは
中与五今頓
な年のて
れも 縁
はは に

と子
て供
合かを
点、ょっ
せれ
ずて
姉は
はドl
こ行
し衆
らも
へな
同ん
行ぎ
とな
っり
れ

た
ち
ゅ
く
を
は
る

f
I
と
送
り
に
出
る
を

A
ん
に
ん

見
る
に
つ
け
妹
は
う
ら
や
ま
し
き
地
忍
成

ら
ず
か
ね
て
と
し
ら
へ
践
し
お
ひ
を
お
ひ

(31オ)

ゆ追吉に凶
へ付早ま悶
五んわ札
六とりを
里ゆふ両手
もきねに
はしのか
やか乗すけ
しと場"裏Z
舟古もへょ
に姉はり
乗すはし出
出f!. 本日りて
l， #ij);ゆ 1111
と道5き越E
見

ふへ
して
出も
舟は
あや
れか
はけ
姉吉も
のか
跡fた
をち
しも
た見
ひえ
てす
舟お
り

(3'1ウ)

へ海lゐる波Zにを
参のに事うにた
詣も宥j;すちわの
いくにさ来かみ
たすうまつに乗
しとちして雨虫出
度成上人舟風主し
品112にら々をつぬ
のけれ生Iあよ此
跡雪り破はたけくふ
を此舟fるお山ね
しむし心ろの夜
たす残?地しこを
ひめらなゆとか
来はすくすくけ
り観 つ 成て
音 る行

大

し
な
り
た
す
け
給
へ
と
ね
ん
し
居
た
る
に

首
に
か
け
た
る
順
礼
ふ
た
ひ
ろ
か
り
て
う
け

水と
を成
のり
まく
ずひ
五ば
体kか
にり
海l水
によ
っり
か上
りに
てう
汲なき
にて
ゆ

ら
れ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
ふ
わ

/
l
と
う
き
居
る
に

(35オ)

風
は
つ
よ
し
耐
は
し
き
り
に
ふ
り
ま
つ
く
ろ
に

。



成
て
何
速
の
所
と
い
ふ
事
も
知
れ
ず
た
L

いつ所観に t~
ってに吠娘Eづ
く娘2す音は'"I 
共 tJさたー¥
知孟います心上と
ら 4コわしけふし
のずェきさらた
雨およ大せんる
は"浪主給に j毎
ふ立どへ南花は
る d っと無むか
真tZ と 念日大正り
く JJ うし主主L " 
ろじち居 ^f~ さ
に勺来Eる悲ひま
は止 のし
有fU き

(35ウ)

あた
た x
りな
にき

猟JJ!雪
師L 笠

宮ヰ
品百
あ 1

れよf
け if
るご
ゆヒ
J¥ 」

に の

よ

合ひ
あよ
りり
はふ
やし
くて

猟4民
一一
日Z
山所
よ
しに

FF 
Eま
猟!長
姉し

(36オ)

もいに L かの千T1ゅよ目
ちょたとつわさへひさ
ろ/いいてさるなよめ
ん\まふ甲t~ なやりりて
猟2雨主つ所kくらはと浜日お
のフつを設工ゅんやてのも
キよと寝ねかとく又あふ
マくぼさす又E行ねれ事
ハ浜し λ ん寝ねベるるを
ギも網ぽぬはてし所とゆ
長とを事其Z居とにおめ
世?もゆ偉そるお暫たもに
も(ちへににこくらひ見
弘¥てみは大す Jマふる
乞と出の置主き是A空しと
さあし笠2 に狐ミムた
れに いね V

る たま
ぬた
き

尋
車
問
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

(36ウ)

れむねく色子は
しすみ成と供し
ためれるいのは
入おはらひ泣Eら
りい浜ん今戸ミく
居っきと時しす海?:
けるわた分土るト与
るをのいにゆエフ
ゆか岩i;まいへ;守化
へ付関長っかふ諒2
そ五にになしめ
の休k十てるき居
千しし二其古事やる
細己と竺辺Zか i比に
を/斗をい烈日縫号
と¥のたつ敷EY 
へに づ 気け L
はぬ

か
や
う

f
L
と
あ
ら
ま
し
を
い
ふ
さ
て
は
観
世
音

(37オ)

着さか / の
かく¥御
へと此た
さい方す
せへへけ
さばとな
まとてり
( も我主い
に家宅と

介tあへお
抱i?わ連立し
しれかの
てみへ事
所E衣いりや
をろ類~ :k~な

をがさ

居になと
るてれへ
中ははは
へ返士親草是
連立勢せ 7Efよ
ゆ戻主へり
させ送?十
けのり里
れたゆ斗
はし、くり
すこ{おへ
かか亦Eた
りね親て
っさ元し
きわ 所
てきし

じ
う

と
ふ
し
た
事
と
と
ふ
に
か
ゃ
う
/
¥
と
始
終
を

は
な
せ
は
一
一
殺
は
手
を
合
せ
有
か
た
の
御
事
や

(37ウ)

浜告と
辺ぺな
へみ
いだ
でを
助5な
けカミ
給し
りさ
しや
はう
F 汀、
開jE漏
そつ
なけ
た有
はて

観
世
音
な
り
と
ふ
し
お
が
み
て
よ
ろ
こ
ひ
す

~ ノ、



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
更
第
十
六
号

く
に
帰
ら
ん
と
い
ふ
を
ま
っ
し
ば
ら
く
と
L
ま

り
給
へ
と
と
λ

む
れ
ど
も
せ
ひ
か
へ
る
へ
し

かいと
りさい
し人ふ
しか』こ
るなよ
しかり
はら金
か遠王子
り路ろ十
のの両
札所取
な jH引だ
り話はし
とにて
てあ是
差fづは

(38オ)

持i;出
かす
へ辞
りす
女れ
房ど
に聞
見入
せさ
申る
けゆ
れへ
はし
こ点、

h ら
もば

の観
親jfJ:
は音
御の
礼御
参か
りけ
とと
しょ
てろ
よこ
くぶ
年tむ
娘iZ 

を
つ
れ
西
同
順
礼
に
出
し
と
な
り

(38ウ)

ま此
よけ 御
ひさ 今け詠
の見 朝さ歌
f手Jれさみ
世よはなれ
をのかは
夢2ほら露誌
にん瑠るを
凡の璃りか
るふのて
世の光3ら
の夢出りの
-T'覚E成庭ii
てけの
り苔d

さ
ま
と
さ
と
り
を
聞
仏
の
こ
、
ふ
ろ
に
な

れ
は
に
く
き
か
わ
ゆ
き
き
た
な
き
ほ
し

とはのい
りりこの
をと人事
関2しろな
きたのく
しるこた
所本fとと
の米i~ <へ
こ無む伺は
と の朝
くも荷〈日
なつもの
り仏なさ
露3のきめ
岡主ささる
寺Z つ時
の

(39オ)

さ庭iま
との
り苔A
てさ
見な
j，か
はら
露ヨ瑠
こ T同
けの
草i光t
木戸り

牛f成
鳥はる
と
は

もの
かふ
もん
瑠るま
璃りて
のも
ひむ
かさ
りき
とも
見の
らに
るは
λ あ
とら
さす
和I

と
り
の
心
を
よ
み
た
る
な
り

(39ウ)

ノL
十番
金え一大
色上岡和
の続の
仏土世同
像す音長
な御谷
り長日寺

観
丈 111
六音
尺

何む
同か
よし
り近
流訂
れの
出国
け大
る洪す
や }kt
らの
ん事
情千あ
のり
木 L
0) に
長t

結止さ
構fJ〈
な問
るは
材己か
木をり
大に
津っ廻
うり
ら三
lこ方、
来い
るほ
浜日と
辺べ有
のる

(40オ)

まとも
わらの
しんと
}くとも
はす是
鼻Eるを
Jfrlむに見
が此て
出木わ
るにれ
かさー
怪わと
我り舟
を L を
い者主出
た目的し
すをて
か

此又にな
材大し h
木津たは
よう虫、お
りらひそ
光にてれ
明灰t堅主て
いり田た寄
てけ竹?っ
L る生ぷ〈
i毎2あ島主も
をるのの
!照て持かな
らふたく
ししへ風
けきゅ
れやき

ー」

ノ、



(40ウ)

の泌ょ風守帥l 底Zのなば
里に水tとに鯉日を人
にあ東も〈鮒主/ ノど

おり丙はひ光雪¥い
いしとなっ明すちょ
のかたはいにか/
かる λ だておよ¥
と所よ難2うそら不ふ
こにひ義ぎきれず思し
と大てしあてし議ぎ
い和七けかうかに
ふのトるらみるお
女国年とすのにも
三八水也猟Z 堅主ひ
親草木 う 囚た Jiat

大れ
って

何逢あと
にふお
か金iつ
ナ銀fと
ベあに
きれは
先2とな
だもれ
ち女か
たのな
も身し
ふ成み
二主れに
タば

(11オ)

ーほ親
寺とお
を成っ
たると
てけの
ミつ苔
尼立か援
とうの
成なた
りるめ
後こ仏末
世を世
ぼ建λ に
だ立1残
いしる

(11ウ)

何Fても奉よ大を
ほ此たるし津ね
と摘十せベなのか
にの人Eしれうふ
て木夫五とはらべ
もをを大こにし
つトつ和れけと
かされのをつお
わるき八もかも
すべた木らうひ
ベしるよい成 L
しあ大りてるに
仏た津地じ仏霊ll開
にひに車iに木ifば
tは をま亥fiz 

品
現
耐
震
E
E
|翻
刻
と
解
題

も持士しを申
のはた中た
怪けこるなし
我かひ材三りと
せ給木を数rい
すへな年記へ
とかれ大は
いしは i宰そ
ふし何日にれ
事か方主ては
なしへも此
し此なて方
か木りあょ
くにとまり
のさも 御
わ礼
る

(42オ)

よと
っく
てた
数ヲ人

年史り
此有
通る
りゅ
にへ
し寄
てつ
有く
り者
しな
し
去2

な
り
い
か
斗
し
て
も
ち
か
へ
り
給
ふ
ぞ
や

ゅのと
へ引い
霊llあふ
木守けか
なてど
れ雑1子
は事しい
たにや
L ペコ / 
り泊、 1
あわそ
りんれ
仏とは
にすそ
きるち
かた
ち

(42ウ)

拝[4奉有かるさ
しりかとへみ
奉なたこき奉
らかきは見つ
ん/雲{!大れら
と ¥ 木?津つはん
よ末宅な浜日此に
和世ぜれよ本な
のまはり矢キと
ノいて仏舟古橋tか
木芭もににのた
ようつ向方ミ
りゃくひにり
御まり誠iあの
むひ にしり有

か
ひ
に
参
り
た
り
御
心
に
か
な
ひ
な
は
御

なをた
きあ L

Iこ土〉り
矢やせな
ばおく
せかや
よみす
りけ/
よれ¥
津はと
ま不λ あ
て思しが
走t議3 ら
るやせ
が風E給
もへ
と
手

ム

/、



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

X
い
も
〈
ま
い
ち
も
ん
じ

5

2

と
く
材
木
真
一
文
字
に
よ
り
来
る
事
い
よ

(43オ)

付l;な/
地しれ ¥ 
車;1ι 有
γ院宗τか
ごりた
i はく
会なか
'1'1-1した

Ei( 
f!? 々見
土よ給
かりヘ
ヲてか

: 綱五:をけ
と」

と
く

(13ウ)

おゆあかの引
きへりもかゆ
たあ子?ふとさ
れた供iもとけ
もりにの死る
うにてなしさ
る垣2もきたて
さゆさゆり夫
きひわへしょ
材t控ltれ其Zかり
木1しは偉Tれコ
をしたには月
持主めふう誰主し
参tをりちあて
り張日有すっお
るててい

し
事
か
な
と
こ
ム
に
て
も
も
て
あ
ま
し

(木2に肘
流2まる
見れた事
て山大三
よて和ト
き初はの包
材ご瀬せ八年
木t)11 本の
なに大間
りな洪すな
ヲlKか水1り
あれに三
けこて十
よむ此四
と人楠千年
てめ

(41オ)

此い二主をあ引
所ふ十張1jれ k
へて九さはん
来た年わ妥tと
りつにらにす
占合といぬてる
ふきたやもに
折号僧1りうま立
ふ所其にたよ
し/こし垣2る
所¥ろてを程
のを徳Y置?ゅの
在号砲?道i事2ひも
人土り上なしの
に給人りめた
此ふと 斗

て り

し、 tt~
う連め
やを
うは
なり
る E盟主
事し
にた
やる
と材t
尋5木T
'b“は
と?神i
dが
神tし
木T

て

(<11ウ)

明すの候
か国其Z
L 大元f
や津は
きの知|
も滞iら
しにす
さ七開f
わ十つ
る年た
者お有へ
有てし
れ記、所
はは
た近
ム江
り

あ
り
し
に
大
和
の
八
木
に
お
い
の
か
と
こ
と

流Eに来い
h てりふ
来有し者
りりに仏
てしかに
同にとっ
しまこ〈
くた死しり
崇t洪すし奉
り本正てつ
有に三ら
ゆて|ん
へ此固と
に所年八
かに其Z木

億?に
ヲl

(45オ)

し徳をよく
か道5しの
ら上品!~こ
は人小Eと
此聞1りく
材~ L-伝Zい
木T召でへた
をあ候し
もり所龍
らかかく
いたく事
申きの三
た霊行通卜
し木ifり九
と也と年

語主に
る成
る

あ
れ
は
い
か
よ
う
と
も
成
る
べ
し
し
か
し

いきな
やかか
たもら
ふし御
り只と出
給の家
ふ人な
事され
有わは
まれた
しはふ
縦断り
を ζりも
かやあ
し「てる
給:ま
へ品し

(45ウ)

に t古と
はへて
いはろ
か近Zく
や所主ろ
うの縄
のもを
たのも
ふ 集号つ
りまて
かり材
有て木
らあを
んのく
見1出品入
物土家"り

六
四



を六せ
も十ん
つ余と
てのて
補千老号立日
の{曽1集?
木の Ma

に只fEA 
む ?
か人 ;τ
ひし/勺
干て応〈
をか苧
合の十

な庄
は

今草1せ
の木?
初は同?仏
瀬せ土とじ
の悉与や
山皆fう
へ成品ど

2ゃ37
あ忌わ
けどん
給注ね
ふ三:ん
にとユほ
にう
か

(46オ)

所か
にる

庵5{
を 1

とむ く
す j

び
楠どど
に誌
は『
雨主古

T任
ひ Z
し」
のお

き
そ
れ
よ
り
上
人

H
々
此
材
木
を
拝
み

方号仏拳
便2掠り
をにて
も作そ
っりれ
て卒か
はるし
ゃ事ち
くあか
仏たら
とわと
なすぼ
ら何Eし
せ卒主付
たれ

は

りりま
しそへ
にのと
房会頃ふ
崎3はし
大t南拝
Fよ都み
初は聖主主古
瀬せ抽:ふ
)1[竪:事
の合忠三
辺号去う年
り 24 に
へ立;余
広れ

(46ウ)

し御
てな
有く
るさ
をみ
御に
ら出
ん給
じふ
老1に
僧号棟
此の
材木
木の
にお
ひ

む
か
ひ
て
手
を
合
せ
拝
み
中
事
ゃ
う
す

か斯開
た/ま
の L ほ
事のし
物次と
語第有
りなれ
しりは
誠きと此
事E大木
に津を
こ浦Zお
のこか
木のむ

事

呂
場
制
昔
陀
洛
伝
岳
製
品
泊
四
|

れ
い
ほ
〈

霊
木
に
て
候
へ
ば
仏
に
つ
く
り
拳
り
度
候

(47オ)

へ
と
も
そ
の
ち
か
ら
な
く
候
ゆ
へ
三
年
あ
ま

ま
も

り
に
お
よ
へ
と
も
か
く
の
こ
と
く
守
り
拳

ふ
さ
さ
き

り
候
斗
り
に
て
候
と
有
れ
は
房
崎
の

だ

い

じ

ん

れ

い

?

み

か

止

し

ん

{

大
臣
は
是
霊
木
な
り
当
帝
は
御
信
心
に

て
献
静
対
似
臨
胎
齢
和
似
御
厳
封
有
り

そ
う
も
ん

し
な
れ
は
智
正
木
の
事
を
奏
聞
有
り
し
か

ふ

っ

し

み

や

こ

そ

う

も

ん

は
仏
削
に
仰
付
ら
れ
ん
と
都
に
か
へ
り
奏
聞

だ
い
じ
ん

す
へ
し
と
て
大
原
帰
ら
せ
此
お
も
む
き

み

;

う

も

ん

を
帝
索
開
有
り
付
れ
ば
こ
の
は
せ
の

レ

3
こ
ん
り
う

山
に
お
ひ
て
栄
建
立
あ
そ
ば
さ
る
べ
し
と

み

ん

に

ん

京

大
和
一
一
回
の
小
民
に
い
た
る
ま
て
人
夫
に

陪
ん
と
J

こ
ん

1

1

仰
付
ら
れ
本
堂
建
立
有
本
尊
観
凹
音

そ

の

ご

ろ

ふ

っ

し

は
共
頃
天
下
の
仏
師
は
け
ん
も
ん
し
け
γ
」

を山ヤ

く
と
い
ふ
て
け
ん
も
ん
し
は
親
け
じ
と
く

ぜ

い

〈

記

し

つ

〈

は
子
な
り
京
都
誓
願
寺
の
本
尊
を
作
り

ふ

っ

し

せ

い

〈

わ

ん

し

た

け

た
る
仏
師
な
り
誓
願
寺
本
尊
は
御
長

お
や
こ

と
れ
ほ
と
こ
う
/
¥
な
り
と
続
子
申
合
せ

(47ウ)(48オ)

奉な所
りくを
たへ
る所だ
ゃにて
う持主作
に寄より
ありし
りしに
初はにす
瀬せーん
の人ぶ
山しん
にてち
て作が
此りひ

ノ、
五



向
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
1
六
号

(18ウ)

作観よ寄J 蔵すにぎ親写
り音りり尊1{L:~ 成子ニ
奉 I也見てと摘しる観
る蔵れ見拝tけか世
観のはれまんな宵
世化"続はれも 111 を
背身上世只ぞけんかっ
菩はな音のるしっく
薩ミり地し人+;はのり
街!と蔵3なか観翁E居
長自い尊主りた世、会主る
ーふな又tや音 Jt立に
丈説1り速長とけ fうふ
六あ此品くそしおし
尺り殺草 ばこ話

て「ニ ゑくを
は v

地じ

すやの
きら木
よん尊
りとな
明案れ
七しは
つ屑た
過Zるい
ま所住
てには
此あい
山くか
にる X
黒i佼よし
雲i夜やた
はる
んも
の

(49オ)

あっ人るま
けら々事:ひ
てんおすさ
見おとさが
れそろまり
はろきし山
不3 し初はくは
思しき 瀬せ近iど
議主事の在5ろ
やか山余ょ/
八な何戸国2¥
尺と事Eへと
山いのもし
方ふ出ぃ聞fん
のに来てへど
う夜よ けう
へ りす

jfulo，た棋御は
担任きを足f
の霊ほを凶
御仏り乗のに
力;なてせ切
にυれ見給立
二はるふた
よだ諸kにくる
長;天Z底きぼこ
爪善t知{きと
右ぃ持11h 所き
山 I けすあ石

岩会誠fりに
事石 Eと告里
ぶの宮

(19ウ)

歳1此品観
り所E世
う
け!どZ の
さご御
ん:c二ち
ゑ E か
の (=z ひ
あ iまE末ミ

±革 t?せ
き f ん
ま L 治か、
て L牟よふお う
衆 2管r〈ま

U て
千
万

御願のけ生
取5人台{iさを
次Zは座ざこ済
は徳?まん度
房主道5事がな
崎2上にうさ
の人有ほれ
大t御かうん
Lhl建iたせと
開tII1ききの
娘1は御自し御
は、芸員す本 然Z事
行三武む尊 i憎ゅに
基:天lな山品て
」皇2fり川コり

りう
毛i

(50オ)

ほ
さ
つ
仏
師
は
け
ん
も
ん
け
し
こ
く
こ
れ

ほ
と
そ
ろ
ひ
し
事
も
有
る
ま
し
ま
こ

と
に
た
う
と
き
御
本
尊
な
り

(50ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
六
畢

」ハムハ



司
…
一
川
…
官
日
陀
洛
伝
記

巻
ノ
四

( 1オ)

一
調
布
一
一
世
日
陀
洛
伝
記

巻
の
七

目
録

長"
附谷せ
り守Z
長観
谷田
の音
廊ミ銅l
Fか利り
井生与
九kの〆
の事
事

( 2オ)

普
陀
洛
伝
記

長
谷
ーを→
τず

観
世巻
音之
街l 七
平IJη

時
の
事

長
谷
寺
の
観
世
青
御
利
生
背
原
道
実

(2ウ)

たはのた止Eとあ公
もなミり記きか 32
なれ娘其Zを初はめく
く女主二内之三瀬せ奉も
長iimfz親に巷のる日
谷せ立 あ御観音2の
の苛家ける顕士世丞主木
観のよ ーは斉 2の
HE1E門上っし御和す御
音主け都ネ遊信上に神
は」ん f は jiP1て天
は y、 c: ~ :::-) 
いじ Z さにお満

幸IJり VJ く'"れては宮
t~ '*こし

お主守とii現iと

『
古
詩
昔
陀
浴
伝
記
し
翻
刻
と
解
題

参fく
τヰヒ川す とk
081' 弘

し し
てま
ねす
かと
ひき
けく
る大
は和

親tド
り

家け初"
lこ瀬せ

( 3オ)

おなも
んくは
と長な
聞i谷れ
参2の今
訪日観は
い音世
1こは F
L 街l き
候利つの
街i 中主致
慈じ担うし
悲ひま占
をヲも

とら
ん

て
よ
ろ
し
き
事
を
御
さ
つ
け
下
さ
る
へ
し

にさ日下ね此
ょせ日さか値?
り給のるひに
かひ明白へかて
な汝日かしなは
へしたとひ末i
i宣ね堂t 申 f
iわ方、の，l:;さ¥
すひ内j~ uすは
なふよか候ぢ
りひり聞はを
然主ん老2能iL さ
れに{曽1MlFHら
共tおいソ F 

しを
其古もで
なふ に御ゎ

七1I~'0 ん

( 3ウ)

夫Zもした目てしきり
迄ミしにる覚2 か小に
に量的御 k て生ら袖主て
我j;は告日のあ力はをは
これにうたと武ロ梅干 nI.J: 
L い取点わりし土Lみひ
ろかれきをてに着士か
かなとを見暮i逢あてた
らる有ぬれすふ在古し
と目しきはへへ原日そ
るには i置としし寺5ば
に逢ぁ此きれとそへに
もふ小寝泊ものれ行?有
あと袖ぞ人こ御をべる
らもなりも告~r 頼おしう
すそら り みす
れん

( 4オ)

六
七



同
朋
大
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

こ街l
わ告日

(長z
さき
くか
りへ
見つ
れて
ども
者もつ
した
甘ひ
をな
さし
まと
し

い
か
斗
せ
ん
と
お
そ
ろ
し
け
れ
と
も
忠
ひ
切
て

(1ウ)

れ武A 居さあを見寄南
へ土t るてと着さくる無
よゆにはよてるぬ観
へき馬ば見り立Eしし世
とす上午付ば出Eきは音
有吉ドうちた 11iも先lほ

E長Ef(EB235 
かを t やと"か寝ねと
ちとりわと大おりわ入と
若主 主あ

作品工党t片2勢いたりけな
、;め-+-うわのバにれ

22金支霊長宅君誌-c
てき苦れかす中て着きな

け
其f」 Z くれは彼自たた
由し れは 小る

袖f 引

てゆを
さきい
ててう
( 馬ばに
民女

是tifl'¥フは

聖;面ま雪
地て -c

に J ろ
似に!よ: し
た?な
もどか
の与ら
も主つ
有平れ
る子た
ハち
見

(5オ)

はも
其の
方か
の少
宍fiし
かも
たち
ちが
死しひ
しな
たし
ると
我Eて
妻三中
にけ
る

た苦iよ
ししく
とかも
あら似
るぬた
は身れ
らぞは
はなな
ふなっ
京らか
都はし
のつく
者おれお
なゆも
れきふ
共t 也

か
へ
ら
す
と
て
も
く
る
し
か
ら
す
身
是
よ
り

(5ウ)

いす濃の御
とさのつ
多ま国4れ
くしへ下
しき連立さ
て大行2る
奥?屋やけベ
Ht敷主るし
とにさと
もててい
て家か行ふ
は中号着Zし
ゃ家けてか
す来R見ら
れ れは
は はと

て
美み

よと
ろれ
と観
ひ世
け音
るの
其御
頃利
は生
京と
都有
禁iか
裏りた
守品く
護守い
とさ
Jメ

な用守番fし
と意いにて
いい当諸
ふたり闘
もさしよ
いせゆり
やまへ三
した女年
三都号もつ
H刀L I~ つ入
目めピふれ都
よ副長ゆっ
り脅やかめ
出古んあ
た却しとり

ま艶て長
ゃ
と

(6オ)

成しなベ有人
れたどしりの
は λ のととお
女め小ていも
は入袖鍛tふは
今旅告其子ナにん
更Eだ外ち夫Z所
せちさりゑも
ん程?まめも有
かな/ん土手る
たく ¥綾車産"ゅ
な都卒の給lをへ
く +こ物子す遣Zお
い T 長主嬬与はは
かぶ芳2子すす 7
-ttくド ハ

ん
と

( 6ウ)
ひ

東tい給し思
のたへさひ
控iるとて L
qFん三て殿品か
:三条5相1へみ
ix 通を応守知しつ
記りのらか
J を家たせら
にお同居ゐ奉参
表をへもらて
にさかんよ
堀11しな其く
をてと時案
か心京入内
けかにらを
てく せ成
いる

ノ、
八



よ
ろ

や
し
か
ら
さ
る
家
居
あ
れ
は
こ
れ
宜
し
き

(7オ)

とかとさ住Iての所
うへ成せ給案土すな
れりり給ふ内Rみり
しててひ御し給と
く此愛t只だ方てふ F
そょに今包に尋ミと女
れし住Zはてぬ開?に
へ申せ御候るへ中
参tせ給くかにし付
りはふし壱是主とJIt
御心とを人はあ内
討めの答長おの上れに
に内ふろ総与京はは
かに走ifさ 12辺2走ぜい
λ 是4りれよ」にりか
り幸i 尼吉証 行2事
ひ'~

社人

，c)た

ろし
当Eと
りあ
はれ
なは
し其
とや
おう
も成
ひる
な街l
がれ
らき

2;j 

れし
し入
をる
お L
ばに
殿花
久2の
敷kほ
御う
日し
にに
かて
ふあ
らる
さし
り出
ら

( 7ウ)

し
と
有
る
に
覚
へ
な
け
れ
は
う
ろ

/
Lと
す
る

成
禄
久
し
く
御
目
に
か
t
A

ら
す
便
り
も
い
た
さ
ね

は
御
見
忘
れ
も
御
尤
ひ
そ
か
に
中
上
ね
は
御

覚
へ
成
さ
る
ま
し
と
て
召
つ
れ
し
者
ど
も
を
用

事
あ
ら
は
よ
ふ
べ
し
と
わ
き
へ
し
り
ぞ
か
せ

て
中
け
る
は
わ
ら
は
一
克
は
都
の
者
に
て
両
親

親
類
に
も
悉
く
は
な
れ
そ
れ
よ
り
美
濃
の

国
へ
ま
い
り
武
士
の
妻
と
成
り
し
か
あ
る
し

『
書
課
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
一
周
!
j
i
l
l

( 8オ)

つ此
きた
てぴ

Eポ
F弘
主護こ
司じ の

ロ型"主主fん
て"

2 器官
官語
読L ふ
ぞんに

うさ死しく
たやには
かううな
わにせき
れあてか
まか今と
たらはの
はさ只Tた
召でま 我主つ
仕Zに身ね
ひ申ばま
のなかと
もはりと
の筋f成は
ど日めれ皆
もな共tI 
のと ¥ 

て
ま
へ
も
気
の
ど
く
ゆ
へ
に
ふ
と
お
ば
一
人

(8ウ)

道2なも
すくち
してた
お難る
も義よ
ひにし
付お中
御ょせ
家とひし
か只ちか
ら今旨と
をとも
見れそ
かへの
け参あ
おるて
しも

て
お
ば
と
と
中
た
ち
入
り
し
な
り
あ
は
れ

み生をな
け々♂さ
れ世せけ
は々に
あ m お
る保ば
し思宇な
の点在り
尼"jれ'と
白石し街I
はと名
お どらょの
も議ぎり
いた下
よごさ
ら頼告れ
ぬな
』立

(9オ)

事かにた
にらまの
おざとみ
もると事
ひ人にな
さの思れ
らさひと
はま入も
伯j，なたか
母ばれるの
とはて人
仰ぞいいの
Fせと殊Eさ
立笑tにま
しいを

我i;止
もなや見
るしる

入早ミめ
き速?い
た夫3と
り しし、

ふ宅わ
しヴん
ぎぷあと
成否主有
る 51いれ
縁ゑツ は
にんれ大
はて出き
か;ぎに
たとじよ
ら主ろ

ひ吉長

九



同
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

( 9ウ)

さるにみと
て/てやり
女 1 伯砕けし
はと!なはも次
跡fいごの第
にたにを物
残Tす対五とか
りへめらた
わしんせり
かとの妻Zお
生計て事にひ
た犬きなはた
つはとれ久与
は山はしし
しぼゆぶき
め芸 り

ぬ

しか長
の入谷
尼にる寺
公ミ身の
そと事
の成観
長り渋
谷し音
寺よの
にし御
こを平1)
も物J)1:. 
り語1~ fこ
しるて
はに今
いあ
る

つ
の
頃
に
て
小
袖
の
も
や
う
は
か
や
ラ
に
て
候

は
す
や
と
い
ひ
け
れ
は
女
は
太
き
に
お
ど
ろ
き

(10オ)

とおいとい
もくらいか
成れせふ入
るたしにし
娘iJよは尼にて
をり此公ミさ
τ な尼?にさ
L きなはや
ξ かりJl;ぅ
勺なひ時く
で L と小 jつ
為さり袖 L
IFにのをく
皇よむ取知l
fZ きすらり
与こ便Eめれ給
慢もりにまふ
ソ ぞ

ね
か
ひ
し
に
ね
か
ひ
は
か
な
は
す
小
袖
を

取
ら
れ
し
ゅ
へ
も
っ
た
い
な
や
観
世
一
音
を
う

をら
姪行み
に J心
もに
って
べか
きへ
観り
世し
青に
の今
飼l お
利も
生へ
のは
御其
引方

(10ウ)

背合
のせ
御な
めり
くし
みぞ
今か
よし
りか
L ， 
てる
は有

誠1か
予

2めき
守い観
し世

お
も
ひ
お
ば
子
と
た
の
み
ま
い
ら
一
せ
ん
と
た

程か
なひ
くに
三な
とみ
せだ
もを
たな
ちか
亡し
夫て
のか
守おた
護こら
のひ
勤iけ
番目る

も
み
て
け
れ
は
お
ば
の
尼
公
も
京
都
に
て

(11オ)

~:~ゆた

生与く # 
出品べり

主:tL -~一
言〈とく
!7 てな
ら美く
々 i農と
L の同

住雪?
?っ二三
三れ
成下所
z 干1)りに

drz  
生tH

つ世のも音を
とに帝t開fはと
なた刀、とへうげ
くぐりたたら
無?ひ切るひれ
なな 52 観にし
つきま )11: もと
て美び;ーi音あな
老守人tT? なるり
立JI成干り通此
のり工むり長
こ L- ~か唐土谷
とかそよし土tの
み事L百i宅告
らいみり jg
せ出、

(!lウ)

なめお給
付さろひ
れれかけ
とさなれ
もまりは

~ ( 'i1f~翌
に御なな
其療 211し
し治担たみ
る御 γ の
し祈さ Y 程
な時tλ 中
くの ω も
枠し} ほ h 

mZLZ 
主(

る御寺る
と本のに
い尊観御
へと世き
とき青さ
も斗はき
信上伝霊11の
心土へ験日思
のたあ召
まりらに
こ程号たは
と速5に H
あくまの
らJt~し本
は国王まの
なかす長
どわ 谷
か
御

七
0 



秒
川
町
》
な
か
ら
ん
蜘
ひ
て
見
ば
や
と
お
ほ
し
め
し
て

(12オ)

業すは七る日
病2日日/の
γノ木ま¥木
戸国ん海ヰの
皇初す山2方
ぷムド瀬るへへ
!EU寺夜ょた向
E の老号てわ
'0>観僧1たせ
℃音来る給
与なら所ひ
ふりせをz汝fた祈同七

ま η 日カミ 方、
た病やひ給の
£わふ問

しひ れには

(12ウ)

かなのた髪2入得へ所し
みわ髪主りにれさをか
よち目と二二i 相J;すいり
り鏡立に仰度kmE とのと
も LZ見けそ出ゑのるい
う!ヨいゆる与をたた事へ
つ !ζ るとぎ壬ま寸〈ふと
くゲに夢2た示ひ便fも
しよ票、iにま fd てに海
くふく見ひ合瑠るお山
真ミ!?成てて~'; f1白りもを
黒えアりさもピのふへ
に trてめは?っかだ
成 T2有てやレさほゆて
れ合りお直宮后iにへは
は!三すくりの水直る
おれ をし(

の

たさ
って
とも

高(
慈じあ
悲ひり
な泊、
りた
とや

?( 
ろと
こ初
ひ瀬

限1員
音

(13オ)

御な
本日く
尊Z夫
なよ
るり
と長
聞谷
つの
た観
へ音
ては
弐い
ot か
六や
尺う
|成
る

く令
つ両
くの
り観
て世
は斉
せに
とて
名ま
千j し
てま
尊2す
敬?E
z市

『
追
加
帆
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

い寺な今
のとれも
れははろ
はいあこ
かふしし
くな引迄
のりの長
こは唐土谷
とる上Eの
く / 迄号観
御¥も世
利りの開空音
't与所へま
十ヨさた L 
r へるま
話信上はす
2 心Eせ

E主

(13ウ)

さ終与身は飼l 初は長は円
れのに死請t瀬せ谷せ本
てみはす~ líJ'l'~ののの

型(:ftaは;官官 2
迎~' ~立/の仏存音音い
にす¥まの恋へつ
あのいよ有をとく
づうまひるかによ
かてしにまなかり
るなめ成 L へすお
観をおゆきたとか
股御かへ事まいみ
音もれ出品妻tふふ奉
其詰ちた申:子しと事る
迷iなる ZEJあいなと
ひ 事 tzれふしも
臨iv 

(14オ)

わめも合h なに
かす実f点王る成

i zi正号zt 
のは il!.'ひとりい
はりとい臨1ふ
イI己ん 3f さ終与恋
神上じにみ 1日路
をうトてよ念日を
もを :4ろ往す取
おぞ孟こ村持
も M 叉ひもコ給

わひ挙あるふ
す?ねをるかは
恋むか f 主、工 5E各t むコれ“、しほ!はにた】 ι き
め

U

ま
よ
へ
は
此
世
あ
の
世
ま
て
ま
よ
ふ
事
を
は

(14ウ)

すふ
とび
しん
のに
縁fお
もほ
なし
けめ
れす
はな
御れ
たと
す参
けり
なも
させ
る す一

七



岡
山
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

たけゆ慈じ夫き心上べ
まんへ悲ひ婦ふ之き
ふと是ととな事
なおを なきも
'Jほ縁f生午りも成
恵ゐしと zうこのら
敷色めし;主れをす
道士して:とひ恋長是
なそ未み J とをに
かれ来t主へかよ
らゆま γ になっ
田へよ 12観へて
か恋品ひ与世て若
ら路tt主ぉ音遣Zく
ゆを Lhがのは{昌上
くかす 21御さ
もな IJ' ~;f 
J¥ 

さ
せ

(15オ)

薬iめあ
へせぜ
んどか
しもら
γ やゆ
イまく
すひも
りにお
とてな
た毒tL 

S管室
h 'と
同くお
しどぼ
くし

と事
のに
街l て
慈そ
悲の
まゑ
こん
とょ
にり
あた
っす
きけ
御す
胆点く
なわ
りん

長
谷
の
廊

F
井
か
は
ら
の
事

(15ウ)

くは血齢者都k 人E
袋首4かあ春宇皇す
の筋fんり円治六
こぼて其大十
とんう者明八
くのとの神代
にくい子の後こ
はほふに社ヰー::
れの異い信2人工条ミ
てあ病ヰ続3に院t
首五た大うと信立の
まり 12 い清i御
わす j ふと字
らさミもいに
ずま吉のふ南E
主しめ
C 病Z

ひ

(16オ)

あさへに内に
るし祈きもに痛に
人て薦5おへみ
申其のよび昼号
せしたばの夜や
しるめず居う
はし信2致るつ
神上も清Eしとむ
道5な御方いき
の〈ねなふ居
事痛にかき事る
なみひゆな此
れく申へりは
はるせ春主医いれ
神上し l Bふ者主た
通すむか大のる
ど明薬t
も神 i 

に
か
な
ひ
候
こ
と
は
よ
し
か
な
わ
さ
る
事
は
又

仏
に
い
の
り
給
へ
長
谷
の
観
世
音
は
と
ふ
と

(16ウ)

きと馬告百羽はひ{百tき
居とに成た泰清iに

品企 ZRSI時雪
に信虫のしをに長す
か親Eりとし七谷や
らも我Eおて日寺御
すお家ふもたにの願
飛なにひっみ餓ひ
来し帰ててつ世申
りくり有行?る晋さ
て明てか呂め臨まへれ
出てがいた覚E町言七よ
来きたかくて烏fg と
物Sに λ い是 -Z簡もあ
のう有そ御前tりれ
上ミつぞき 3Z:ては
む 業蹴

り

ベくと
きみま
と居る
おると
もに思
ふかへ
にら』ま
却±す迫
fつ腫品ふ
二物士事
プをも
ふはな
れつら
2 ，す
'~く L

Z 痛ピて
さむす

わ

(J7オ)

ん
か
た
な
し
ゅ
へ
に
あ
て
が
ひ
て
お
も
ふ
さ
ま

つ
i

ふ
か
せ
る
に
何
や
ら
ん
く
わ
へ
て
く
っ
と
引

七



物とへの出
よて飛8す
り飛五行?時
うさをに
みる見す
rfll t，とれこ
お見はし
びて壱き
た夢日尺ら
x さは/
しめか 1
くてりと
出見のい
るれ自むた
心はをみ
よ腫品く し
さ わに

烏i

(17'/ 

か申父?全3りお
たにビくん苔』し
く信Eの長ま出
そ清2岡谷わせ
れはか寺るは
よ誠1げの有う
りじ lf」に観かみ
直き晶てく W:たの
位以 tkl~ 音やと
ft ~'::;'.1 F='~' fT)とら
要 nn気宮川
併にい循!なす
寺めト察しみ出
にいぜがだは
ししかをれL

O育号 ZTE 2 
と さ字
れほ

(18オ)

へも上存只f事い
ののん観をた
しに全ミ世いし
るてノた音た御
しもみめのし干し
に仏畠l御上を
観法行fん心たあ
刊をじにりけ
音信ぶかと此
の心主なも御
御い主ひ足た礼
慈tた?たると
悲ひさ 31 る事 L

高えを;雪 EF
ら末ミ烹フいらか
せ 111せりたずゃ
ん しう

の

の檀2ひしか
此のけとた
石tうるてめ
檀王へに又な
にに有七り
て廊きか日御
雨t下かたの心
11¥¥:;をや聞の
をこ観こほ
しし世もと
のら音り御
きへのて示
まさ街l観現
たん告日世下
年tけに音さ
い石Uへる

2 同ベ

『
諸
課
普
陀
洛
伝
記
」
翻
刻
と
解
題

(18ウ)

音Eなす成来よ
のをやりるり
大/うと事た
慈じ¥にもいる
大なと其3とも
悲ひみお難主不ふの
のだも儀さ{更~ ¥. 
御をふをな杖ミ
11'，'流主なのりか
弱;しりがせさ
人にてとれめに
をんさのててて
七てた参石Uわ
f日もま詣檀去が
五{ふいのま
れ¥信忠た問へ
主観tl青E に

世せ

檀Eよま
のしふ
問を御
の御みつ
廊号「明、け
Fかにな
を奏ミり
建え開tと
古:1申あ
し上り
神上長Jよか
道5谷せた
に寺Eけ
て石tれ
もは
仏土 こ
法号 の

(19オ)

寺のの大を
石土御明な
だの礼神ゐ
ん!郎すとのか
上いし社主し
の二て人2ろ
酷前町建長信2に
卜かあ立1清Eお
瓦Eま布信号も
;>:'--' IJ り親年わ
fr所し異いせ
ドな所病ヰぬ
円りの 1た
王長石U快!:め
晃谷檀E気差是

日

る
い
事
は
大
和
糖
尿
の
あ
る
し
円
よ
り
毎
日

へ
び
一
す
じ
っ
L
出
る
事
久
し
く
し
て

(19ウ)

祈き此
鵡tゆ
医いへ

療2ι
?右

'" -:J 一判
治、;二

号:
オ(
勾ピ し、
しの
も り

もなや
取k きま
ら難2ず

ち病?盗
べなヤ
く/
回れ(
よとは止
け三正
る rわ
ゆドり

へ守
街iぶき
利り?土て

生tE?
あ命日完

七



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
卜
ハ
号

奉ら
った
ら h比
はる
此長
宿ij笠
病?出
も観
し世
や昔

快h巴
気合<"
m か

話ひ
も

心有
をら
こん
らか
しと
願jjお
ひも
奉ひ
り付
御て
願そ
ひれ

時去
I しソ

:Tb信

(20オ)

中上い
へのた
し廊ミし
と下治難
ねの病
か屋ゃ御
ひ根ねす
けをく
る tr?iひ
にプら下

御宝さ
納fF3 ら
受品?」 は
ま LJ 石
Lt理
(上り

此

平口か病
癒守はひ
すかや
るくみ
事のて
ひと元
ととの
へきご
に』、と
観 L < 
世きす
音なこ
のるや
銅l業すか
務i 病子，=
;;U'ひ+剛

山忽i'0" 
ちし

(20ウ)

へこふのの
はとき上ほ
今/にのと
に ¥ い廊す有
此くた下かか
酒tへし尾た
屋ゃぴさ根し
ょをて二と
り{、j 丸町さ
ふてかあっ
き般はわまそ
か J員1らりく
ゅにののい
るお紋土隠し
事ょにをだ

也瓦5ん

御
い詠
く歌
度5
も
参
る

L 

ろ
は
主3
神宮せ
寺

(21オ)

け{曽此
j1，亙御
はのゑ
ほうし、
とた歌 111
L にのも
き聞?心ち
すたはか
いひけひ
つにんも
もめりふ
初1;，つんか
背ねら院にき
のしのた
心手 ょに
地主 うが

か jつ

とこ
L そ
ぎす
すれ
のと
戸有
はる
き歌2
〈と
度E同
毎6し
に J心
珍号な
らり
しほ
く

お
も
ふ
と
の
初
瀬
寺
も
い
く
た
ひ
ま
い
り

て
も
ふ
し
き
成
る
所
に
て
い
つ
ま
て
も
は
し
め

おて
も参
ふり
はし
すと
な斗
わろ
ちし
観て
世ま
青た

員(
孫l 参
悲ひり

ふ度
か

(21ウ)

き
ゅ
へ
な
り
一
た
び
と
の
観
世
音
を
た
の
み

にさ奉
乗のする
る 民主iも
ま終与の
てにじ
お観ん
こ青み
た御ら
り来tい
な迎すよ
くしう
たんが
ののう
み i草~ @ 
奉千?と心
っさ

ま

れ
よ
観
世
音
の
大
慈
大
悲
は
長
谷
の
山
よ

歌b り
のも
こた
入か
ろく
な御
りち
とか
かひ
くも
信上ふ
dむ(泊、

はき
さと
めの
る御
も詠R

(22オ)

か当の
れ三な
未み世せれ
来R安は
は楽さ
極?織ま
楽?死さ
浄与横ず
上2難お
にやか
とtJくみ
れ病平奉
ん七うる
事正も
う土の
州は
現日

た
か
ひ
な
き
ぞ
と
信
心
有
る
へ
し

(22ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
七
終

七
四



(23オ)

たみと I時ι有タtcあさ百あ
ま紛 x せりなてら性つ
へはまっ付るしさにば
観 L りももへがんあれ
世和ゎ居あ出しいよなの
音州tるる来又やりど件t
の長にまて思/はら門;
御谷有し家かわ¥とれな
干Ih寺るき名訳ぬ死したかれ
生与の者お事をさはびくと
ピ観のにあい安;~ /まも
Z lH いあらわし¥かて口
七音ふらわゐな万立労お
長へにすし有んを市しし
ifね出と山与てど服てや
U か 111:お世;よきに恥日今
は ひをも/れきにおをは

望宅ひ Uノ てし 町
も 人

点
目
団
一
説
並
目
陀
洛
伝
記

巻
の
八

九長は
附醤谷せ
り南t寺ム
西部P 未み目
国興f来日録
ニ悩?鐙自
ト寺し囚に
ニ南E縁f
所円fの
霊R堂5事
験史観
員己主 jtl; 
に音
有
利
生
の
事

(25オ)

(24寸)

普
舵
洛
伝
記

巻
の
八

(24ウ)
+ 

たきの浪ミふ城主 l!IJt Aふ中い長"
る身千人Eての AA米t山ん谷刊初
身す供しも同会hかむゑ寺E瀬
にきをてと木走塁うねけんの寺
てなあおは津12 此ん鐘むつみ令み
武sりつはれと L 1m のにり米t
士t 計iJめうきい L っか名か鐘自

J 代
のし手ち/ふ はね有ねの
道2へなか¥所五てか南2るを|大|工
ーはららのに 12日り都とは ，+::J-， 縁工
通余ょひし武A 弥吹んなの尾白米;tの
り程tをや」二L 治両り 卜上へ鐘主事
はの教七う成兵ゥ ミのと

見:生:;:( e ~ 1111 言自在;
鎗1;Lう綿号民3かい 谷小さ有ま
記 辺工と の夜ょ
ペ入 も

(26オ

耐の集?て
のもりおま
かとっつ
ねに止る
な立主的に
るよ壬寺
にり成中
ひ此しの
L かか出
きねへ家
のはりた
い歌Zがち
りにけ観
たもに世
るよ鈎-，iff 
にみがに
やしね

(25ウ)

い
か
成
る
ね
か
ひ
に
て
も
か
な
わ
す
と
い
ふ

事
な
し
と
す
λ

め
け
れ
は
実
に

f
L
有
か
た

ん何百かへき
て事たしお
有もきとし
か叶む心てへ
たわに長な
くずて谷り
信tとー寺さ
心(い心土へら
ふふ」、まは
か事らい百
くなんり日
祈さしに武3 の
誓tとね士し間
をおがの参
かもひ正主君
けひな古じ申
たこれ!?

は，~

尋
問
調
肌
昔
陀
格
伝
記
七
|
翻
刻
と
解
題

七
五



岡
山
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
1
六
号

ると願手事'!島2
をお望Eな音E
彼3もかコりわ
i良2ひたとろ
人~ G i} いし
衣温かなふ鋳い
のもははをな
被そ中此彼告を
をてのか浪3す
内坊I_~ h 人Eも
芸へを聞t大
手人寄主てそ

表;;寺舎草tA
は一
ねあ L かる
虫、

(26ウ)

寄さり 鐙むひ
進上わの有
いれ音Tり
たらあて
しの~ d土
申願itき観
へひょ 1立
しかし音
となをに
いひみ龍6
ふななり
にば/居
具志Iit ¥ 候
体ぷ鐘古事11 か
ををらつ
見 れり

た

鐘お心なる
いのりに
かうそ中
にちれや
しにはう
て気きも
かのどな
か違主くく
れひ成お
らたると
がる事ろ
寄き者自と へ
進上に挨Rは
思ゃ t望号て
ひあしし
もらて体
よん
ら此
ざ

(27オ)

笑2ある
わつな
れまり
けりと
る居お
にけか
す干Eる し
き中く
僧5に思
たてひ
ち批あ
夫古事る
はを時
何E 町m~ 出
をし家
達

合かいる死しし、
点Zふへしふ
ゆ異いして事
か名号と生2と
ずをいれ此
何付ふか j"ょ
ゆてそわに
へわれりて
我白らよての
をひり未み事
未みけ此来己に
来tる浪号のて
とゆ人王事は
名なへをに有
づか未みてる
けの 312t有ま
浪2とし
人E

(27ウ)

どた
もる
にそ
とと
ふ不ょ
に審上
法号を
師L 成
どし
も掃1
有除し
りを
のす
憧fる
に法守
子し自市t
細t

青を
J¥ 油、

祈た
りり
さけ
てる

( ~ 
貧日よ
窮号り
は浪
い人
かは
目立 し、
るよ

4( 
観
世

(28オ)

ベ明願嘆存有なやも
し口ひきしら去さの
是fittうち不ふねとはりに
は原官便1かいそなて
其3寺にひわれかか
方11へおけれみらか
前i行もるんよ此程
世刊ベふにもい事人
よしゅ九猶2ょにに
り近へ十更~ I よあ
縁土江川2九日¥つな
あ国へ夜お未みてど
るのて H し来R腹日ら
者自大{i遺Zのとのをる
な名号ーは御て事切 L

り通主主告~í ひに死し口
る討にたてすお
ソするし

ら

(28ウ)

大す寄きおに此
名 L 進上か有近
のんしみ付江
昼2てててべ守
や在号見坂しの
す原tせをと目
み寺ん下のに
とにそり御か
見来きと坊守告H:，. 
へて心中号なり
て見にをりた
まれお見有る
くはもてかな
う告liひ追立たら
ちの勇日付くは
とみ鐙2伏f知ち
与を行i
/ 

あ廻
つし
ま供
り廻
居り
る其
いへ
かん
にに
しお
てひ
殿らた
に s:
対hし
両土く
せ
ん
と

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
う
か
L

ひ
ま
わ
る
を
と
も

七
六



廻
り
の
者
ど
も
う
ろ
ん
に
思
ひ
し
か
り
の
く

(29オ)

か大子狼3きとならなかた杯土用る
た木に籍2けてどすれ λ けの事:に
(を手もれ下白の其Eとれくぞのう
こにのは部べ恥日方号もは L きあろ

狼号だ立Eの家ヵ共をと正形tれけるん
藷2てかか巾号をうもしちとるも成
もにふすの取， l-J のかこてにのる

2号在 fl寺iZE235五2号お
はてそとどげ出てる見ど/とに
あ率三ば早もの世打心くも¥いて
ら爾L に縄自見けのれをる大守ふひは
ずあ有をか大さまもし勢せしてあ
元るるもねきまたっけいん幕きら
よな松ってにた縄在者出れたをのず
り のてそ開ポけ目めに浪すち成内正少
つ れりなあ人E しし
りた

(29ウ)

なろ
しん
下上が
部ぺま
達Eし
よき
りも
手の
さに
して
有は
るな
たを
斗さ

から
る
ベ

(30オ)

ああ事き
ららにお
はすてほ
是せ御まへ

苦ひ侍予つな
ふた付

く中与くれ
好品と 殿らは
むてをこ
事もあれ
な無むなを
ら体tどふ
ねのるせ
とはにく
もたもの
御ら み
相Rきの

『
者
羽
剛
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

給ゆ手て
ふへに
に殿主成
は lこり
たも申
ら幕?さ
きのん
とうと
いちい
ひょふ
衣いり彼主
体己の是長
見ぞと
くきさ
る見わ
しか

し
き

(30ウ)

をなゑあょにけ
とりにりとも jも
わと立Eか例代ふと
せ殿おいた士廿しも
給のづL， '~ん人
ふ御ると玄にが
に日其Z憶?;主やら
かに骨主すど思た
のとかるとわく
浪すまら色 jふれひ
人tりあも iきうけな
長けつなケんく
谷れは< ;V と見
寺はれ殿おぶれへ
に子しのの主へけ

苧細t{4ま詰号fE
れ殿2

(31オ)

:et白f泰守ま前Eれ中あへ殿品し
か抱T公すひょはもれんにこ
へへは我;:り奉?のはとはの
大下そ目の公2名な西思是か
小されにはには国し観た
をれかとた望2弥に召音の
遣Zよしまらみ惣て其の事
わとかりきは次菊?方御と
せいねたあなと地b はヲ I~ も
とふてりっき中の何E合古の
右に願記とはかなーとせこ
て付ふあれとりと中なら
下て所れ成尋ととう者おれず
さまなはるね中{口rJi{なは申
れつり御ふ最t上かる召f上
け殿品御 る けしやかる
るの とと入に
衣ぃ

七
七



向
朋
ト
人
川
7
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(31ウ)

な天号類t
か i情iiを
れな着さ
をりか
下さへ
さら大
れは小
[旬主主上
に従(干
本のを
園前主着a
へ皿Zと
付をな
下せし
るんた
弥とる
て骨ら
御柄t

惣
治
は
ひ
と
へ
に
観
世
音
の
悠
悲
と
こ
t
A

ろ

(32オ)

官4てねこめ知わ奉号はの
をω はかろ果A行主公す近i内
仰勤Zひ近本fj うに習与に
付む代 II 祐12私f空有
っ 官の貞た 1 し

j凡きか代tとぷななとか
けもわ官土名目:くむた
るのる私を ρ 夫主るく
有なに欲fあ ζ ょにお
かしつ有ら正りこも
たときるた品と段日 λ ひ
く忠栗6ゆめで去の々(ろ下
存召す本;へけ五さと正午り
し祐"祐け百るに出台直;け
貞E貞E性そ

入 l止ゼ 「
は長 Etの相 L L 始;

勤2てての
御探巴

おは
こや
り|
を分
つに
L 過
した
みる
倹t身
約?に
をな
まり
もた
りり
身と
を思
へひ
り

く
だ
り
て
高
ぶ
ら
す
ム
日
刊
よ
り
す
こ
し
も

物
を
と
ら
す
た
丈
身
ぷ
ん
を
付
ん
や
く
し
て

(32ウ)

初
瀬
の
か
ね
の
奉
加
に
せ
ん
と
こ
L
ろ
が

八佐け
合々け
JI 木る
を四近
もU11 i工
ち高五の
ひ絹2国
百百は
万万八
石右十
とに万
すせ石
るんの
よ{ilfと所
貞E近 IN:
百江る
万ーに
持|

(33オ)

りすひ預石
もれとかの
結ljはへれ代ド
構ざ近には宮L
成江長大{1丸ん
る 谷名号 ιつ
御，匡|寺 i可ftzと
1~r; のの前t 主

計Etz空
L とぶと
むもん成 sil
付b 殿品慈しり 辛i
( さ悲ひて its
向いま深主こ E2
〉よくれた

のそ方t
たれへ
くよも
わりゆ
へ二さる
出年ま
来もり
け立有
れけ難
はれき
殿与 は事
に祐高と
し貞Eよ
ば余よろ
ら程官こ
くひ
の

未みそのい
来日も寄さと
男f木 iEKま
と津をを
異のいね
名;里たか
~うよしひ

11 り度?長
tz長存Z谷
J長谷ずに
玄へる卜
F、参Zより
1綜しつ
奉!しねり
八か 泊、泊、
Ä~ ひね

(33ウ)

を
い
た
し
十
分
の
身
の
上
と
成
り
し
事
ひ

(31オ)

あ力;:あ召で此く御と
りをらて願Lの約へ
百たず仏印土御そに

FZT P F24型
もん干ち了ませ音
こ p るかぶトしの
λ てへひ主さ釣百御
ろ金しし言ら鎖自利
さ子わ事 3 はの生
し千れは T 早ミ寄主な
あ両もち年速?進上れ
らの少が詰にには
は街l しゅ i品と長し観
結i寄きくべ円谷ば刊
構;s付A 汝t号骨へら音

よさ L 参
る M り

七
八



心く
さど
しく
あな
られ
んは
も寄さ
の進上
はに
寄さ付
進上へ
にし
っと
かす
1せ L
よめ
とて
仰

かのけ
も事れ
と殊Eは
寄さに百
進土当5制
に f¥::"と
つ官Lも
き m んを

告漏す
Z在る
斗こる
しと子に
く 会た初

集;IU塑
り υノ

観
音

ヲ
付
さ
た

け
る
そ
れ
よ
り
祐
貞
殿
の
御
免
を
か
ふ
む
り

(34ウ

も宿お旅与す
の坊i1立主い
師しとしふ
をしてん
集号て長取
め釣百谷っ
て銭信寺く
い建iにろ
Jt17:1着ひ
き有一しり
鐘忠大かっ
鋳い和はは
を 中を

は国のっ
し m 坊く
め鋳いをし

おきけ
ひ鐘目る
た鈍いに
与な大
しり和
くと一
群iて国
集主長近
し谷在
程寺所
なに/
くあ¥
鏡自つよ
をまり
鋳いり有

泊、

た

(35オ)

書吉三かに此に堂5立
て月 L 記tつ長鐘百け
此十へしり谷つる
通八は置か中く祐目
り日すたねの i主そ貞E
た山入しに中与のは
の城りい施せ '';''!I-，入ijぜ
みのとか主K12 用tん
申梓i り斗の~~また
と木よし家かぶてい
あ津せる名士式寄さ地
りの其志しを;ユ附ふ形
中里銘官中油i売すしょ
の未みにへ Eけり
坊号来t寛tf Z Eたる k 
男;仁王主 ? 
と三ノ 三
年 ノ

『
軍
調
翌
日
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

i

さ

E
つ
仁
さ
ん
ろ
う

肝
を
つ
ぶ
し
さ
て
は
先
達
参
能
せ
し
男
に

て
有
け
る
か
と
甚
だ
め
い
わ
く
し
こ
れ
は

(35ウ)

い
か
、
ふ
い
た
し
た
る
事
に
て
候
や
と
い
ふ
に
さ
だ

玉{とみ釣しめ
米tか先2て
男~: ~'J 達三そ
しこのてな
iE 事当た
11 を寺に
11 申観も
J7 せ世お
tし音ほ
しににへ
品、其能i有
℃元りへ
か我主し L
h を E侍そ
ミは れ

泊ミ

中
せ
は
め
い
わ
く
さ
す
る
や
う
な
れ
ど
も
全

く
さ
に
あ
ら
す
未
来
男
と
人
々
に
あ
な

(36オ)

世有と
にりら
てしれ
つにし
り観ほ
か 111 ど
ね音の
ののひ
建え御ん
立1矛1Iη き
を生ネう
す山フ人
るアに
身二て
とド
此

よ木な語11 成
つ津り慈しり
てのと悲ひた
未み里て未みる
来円未み施d 米Rと
か来t主tまい
ね男fのてふ
じこ知事
は干のらひ
い E みしと
ふ γ ゆめへ
などへんに
り官山か観
込城た世
ノデのめ昔
ド国 の

(36ウ)

九
弘雪三番
法!?目?南
大八都
師手品興
の不ふ栴
御空;寺
('PZけ南
なん円
り索7堂
の観
観世
世音
音

七
九



同
朋
大
学
俳
教
主
化
研
究
所
紀
要
第
卜
六
号

(37オ)

ゃい孫Z麿2公すそ
とか繁E公すのも
た ζ 昌与日仏 曾 / 

五EEJ生器当
た Ltut師長主寺
まて 1去に悶Eの

あ言ig型2罪
法号は t っ大音
大官んとね臣は
師し G ~有藤主大t
のゃぶり原2職I
たう与やしの 、
ま致在か高2冠f
ふす 子し 鎌2
やへ 足17
うき

(37ウ)

とのと弘すか有を〆ふ5ι 、
し観く法守た三信t< 
て世の大ち白?しう
御背尊ヱ師師!に八奉け
堂5な像1御や皆ひれん
御りな i障直主刻2とはさ
建iすりにみは子し〈
立1なとつてい孫Z経早
有わ御く見かは
けち目りせやん竺
れ此三給給うし同
は尊Zつひへのや守
開?r:(像聖1御てと観う白μよ引
H眼良1を手か有世致 7京ZU
を本t八〈け音す L岩d 
尊Z木のれのな庇
ごは御り主

日

成り臣上か御成
さし藤麿~ ~~r; し
れに原は眼目て
ん全tの亮Sあ給
と体k冬zLじりわ
て南f次すさほれ
銀Z門f公せとと
の堂5本給なあ
小の堂ひくり
仏地を御右け
のを御子こ大れ
観極?建え閑t臣は
jll:楽?り院i藤弘
音地うの原法
をに有左えの大
千f 大ffた師
体士

(38オ)

へ雇守人上と南f地
ると土Z日ひ円fの
さはを雇寺堂5そ
てちはのなこ
もかこうりへ
(ひぶちしう
後Eとにかづ
年に五七るめ
寄残雪人十にて
にり前え斗此地
似に ~jìf~ もり普ふ形
合完除し運Tと 請上を
ぬまひ見はつ
達Eて外Eゆじき
者午しのるま立?
成て日ひ老号るし
る治、

老き

(38ウ)

建Eたま人上
らひるか
れ大t本な
た爾L堂よ

品成;量五
祝就ぉてた
儀の左さら
御観大tき
ほ青臣h手
う堂御と
ひ八よ人
大角1ろ々
工行この
日ひにひ R
雇きし有に
にてこと
の

老す下
人上さ
はる
かふ
りし、
下つ
キLtも
なも
け紐

在(
働2の
らさ
きけ
し札
事あ
人る
に
か
の

/
¥
の
目
に
と
ま
り
あ
れ
は
老
人
に
も
御
ほ
う

ひ
下
さ
る
L
な
り
有
か
た
く
お
も
へ
と
あ
れ
は
金

(39オ)

日と身み大此に銀
大のに臣もかを
明 λ か殿らの λ ほ
神し斗よはりし
なりりり慮iしさ
りけし下外4普ι に
了令しれ 普ふさ J請上は
孫fは請上る 12 ゆた
は見と"長へら
んれい御霊働iき
しはふほ
や}俸はう Etに
う!京何ひ プは
のの者をの人

かとた冗L成い
ない

め:る F
観望ゃ主左合宇
背骨 か L 我

す 身

ノ1
0 



わ

か

;

じ

ん

ひ

か

堂
建
立
の
う
れ
し
き
ゅ
へ
和
光
開
践
の
光
り

(39ウ)

首品未み堂5てなを
の来ごに子しりか
御 1Wii順孫主観く
歌2楽?札繁t音し
を往空し目午大か
遊主計て行 3 悲ひミ
は'-j札てのる
し?を Eひす
残、お μ かか
しひしヵさ りた
が春すむな我と
まTる民守まあ

八 f るら
明子はも.~ rJi'わ
神ザいか弘にれ
か つら!主んし働
ぜ はづら ら
山き

し

さ
っ
と
ふ
き
来
っ
て
い
ち
じ
ん
ぬ
さ
と
あ
ら

(10オ)

たにり fs御観わ
るあしり守i出れ
もひ活者t奉り音給
浮2奉原11る子しのふ
しるの事孫Z御此
づな御うはめ観
みり子たんぐ音
な今孫かしみへ
く娯1とひや又一
摂可家け同なうはた
政午かししの春宇ひ
1た御御御円か参
関tとめ建えま大詣
白{fなく立l;も明の
のりみ有り神も
御 にのの
位i は

この
とほ
くり
尊Z給
敬TP
午命
り主
銅l 工
繁は M'
【 tら
Fi%ぬ
遊御
は身
す H
は月
{師の

(40ウ)

御又此
利西観
生凶世
の三音
事十の
f誌な三街i
良ら所建
の霊[t立
都今験日有
市ー言己主り
ι に L

Et受
合しな
州有り
る

の
も
の
あ
り
子
な
く
子
孫
な
く
て
は
成
ら

寸
軍
事
肌
普
陀
洛
伝
邑
翻
刻
と
解
題

のす
観養す
!日 子し
音し
はて
てFしも
孫Z思
繁日ふ

呂tT 
ぞ t
Z宇
立話
2ト円肉、ー
な三ι
〆¥

給
ふ
と
あ
れ
は
観
世
音
へ
も
う
し
子
を
祈

り
し
に
程
な
く
ポ
の
や
う
な
る
女
の
子
を

( 41オ)

ん死るし像1のば
とし事てを御も
けに明骨造1すふ
家けれやく立1がけ
のははれなた有
内此ゃうしをか
よ娘りや奉うた
り養寺病2まりっさ
う育YY ひひ其しに
し L ~奉家I 奉こ
ろて九ふりのりの
見家日高主し本主三三 く
をを苦手1に尊tBzわ
し立 11ちいと八ん
てさプか 管ひぜ
せ♀成 のお
c ん

そ

1

7

1

る
み

育
て
け
る
に
此
子
十
八
才
に
成
る
ま
て
に
後
見

(41ウ)

世朝2かす
わタ守りる
たのにも
りた成の
のすりも
業Eり後tー
もをに家
ななはも
らせ道5の
ずし具ぐこ
しにまら
か企てす
れの売3死
ど事払fに
もなィた
おれ L へ
やは 娘

l工

身み愛fつ今旨/
なにかと¥
れてすては
は死只士も人
いす明骨似i に
かるくつも
やとれか知
うもとわら
と観続しれ
も世世かた
な音青らる
しにをぬ程
下ま祈お方の
さかりへ人
れせたはな
か奉と縁fれ
しるひには
とも

ノL
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お

か

ヤ

」

ろ

お

な

拝
み
け
る
其
頃
同
し
奈
良
の
町
に
う
と
く

(12オ)

に所成
夜ょへる
ふ夜ょ人
けなの
親/む
々 1 す
のか子
寝泊よい
しひつ
づすと
まいな
るぶく
をん此
ま人む
ちのす
てま日め
らの
ぬ
ゃ
う

出
行
か
へ
る
に
も
夜
深
〈
お
き
給
わ
さ
る
内
に

(42ウ)

へたい者出か
取りか有へ
る G ，るり
事そ思にぬ
出のわ此召
来子る事つ
まなへをか
じれきひふ
やは彼2そも
兼自得?女かの
て心上のにど
そあ親草かも
のりはたの
みてれり内
をむき親卒お

たか( (主
のはし
人き

り幸Eとの
にひいたむ
雨古とのな
つかみり
ょのぬ折
く女あを
風のるも
そ方時つ
ひへ道士て
てー走には
醤tりてか
りゅ雨宮ら
音きふひ
はしりく
けに G n 
ししがよ
き

(43オ)

かり町し鳴ななけ
へとはられれれ
り門主朝/はどは
もをは¥いもお
成あやとか猶そ
らけく明に雨主ろ
す人おはせ風し
親々きなんはさ
(見るれとげに
せ所ぬ案士しい
のにな惣しくつ
案fあれし居需tも
しれはてるしか
いは家じ奈なうきへ
か最も/良らちりる
な早~ ¥の夜に師寺
らさは分
んら

ると
頃そ
m.~ れ
風主も
もい
やた
みく
けと
れ与
はろ
今に
はか
と L
てる
もに
か五
〆¥ てコ
りす
く

かも
くな
しら
居ナ
る心
にう
伺け
つれ
にと
成せ
りん
た五
りも
娘な
はく
朝吉と
飯fゃ
を
男T

(43ウ)

用寺に
，主主いす
のふ
物め
あん
らと
す思
いへ
かと
にも
せか
んな
とし
うき
ら事
にに
出は
其

門
に
出
れ
と
も
せ
ん
方
な
く
男
は
し
ば
し
と
そ

あ
れ
今
は
た
へ
か
ね
て
い
か
い
λ

す
る
そ
と
見

るや
にる

人そ
のの
はも
しふ
だけ
もを
のな
繕2す
に様
具〈子
をも
耐iZ見
J¥'¥ 

めす
L し
か

ひば
てち
御を
ま取
ねそ
きへ
も今
申朝
へは
けこn ， 
とろ
御さ

客?k
Z量
る附

(11オ)

ゃ
う
す
な
れ
は
さ
し
ひ
か
へ
持
せ
上
る
な
り
と

い
ふ
女
は
う
れ
し
く
此
は
し
だ
も
の
に
何
に
て

は我討も
しっと
たねら
もにせ7
のすた
はるく
悦~ Hii史お
とたも
ひれへ
かを共
た取ゃ
に出る
かしへ
りてき
てやも
出るの
ゆにな

け
れ
は

(11ウ)

刊で守すく き
っなひぬ
かれて立
ひはあは
か今るや
こか所か
をへにて
もるか此
たへのめ
せし男し
てとのを
むて家ど男
か彼自ょに
ひ心りす
に知l 親13 斗
米り/め
るた¥我
跡るのも
に 留る

ノ1



ゆてのて
きもはと
てちしな
ネLRかたり
をへもへ
いるのゆ
ふさまき
此らたて
方は綜2礼
に礼めを
てにしし、
はゆばわ
なかちん
しんをと
とと取お
有南主にも
れしみ来ふ
はにり所
北;土へ

ベか

さへと
ねなな
てしり
かとへ
のい行
使主ふて

5ひ百:た
F営T
U をれ
は
1 もも
r へ三一-T どな
D よた
:ゴしに
L やお
かぼ

(45オ)

らはかをあ
れした拝まは
てたやま入
まももんた
しのっとづ
まにた御ね
す遣い厨 3 て
さはな子し礼
てしいのを
もたや戸い
(る観ひふ
IjiJえ世らへ
凡垂主音きし
夫をの開2ま
のか御けっ
浅吉け肩主は観
まさに有世
しせかり音
の

さ
観
世
音
よ
り
ド
さ
れ
し
御
ぜ
ん
そ
れ
と
も

(45ウ)

つなのか知
けげめけら
てふうさす
此しかせけ
方てな奉か
に嘆存さりれ
覚立くにした
へにお事る
もぞも恐空前
な南はれだ
さ隣主すおれ
事 り yミふをでは J

に旦をや御
干しまあとか
に iお付余また
米間身りに
りを

ま
た
今
な
く
事
の
は
な
は
た
し
き
は
気
の
ち

聞きか
に lf
今た
はる
はも
ぢの
も成
いら
とん
わと
すか
段け

(ミ
のや
様fう
子寸す
をを

『
諸
諸
普
陀
栴
伝
記
L

翻
郊
と
解
題

(46オ)

何観有
れ世の
も音ま
ふと与
しきに
お L か
がった
みたれ
そへは
れし人
ょに b

り違Eお
たわと
んすろ
( 有台き
難主た
聞きやつ
っとと

き

(46ウ)

のにい栄;>;:fx~; な親草観か所た
ふ奈仕たへ JHEれ達2世のへへ
く良らせけへはも音忍お拝11ー
うのとる引よれのひみ日
け町も とめき御男主にの
ん闘ったりと/た m こ来内
さ円いび嫁止し¥す出るに

i ?i i ;uif;z 
尊Zっくとへな人二;むなたば
をし御ま しも'<>J "¥-

守三利りて(と知皇子 CE
り H 特な繁2そり去5をく聞

君主ひ青フ会 ?tfZし費支?
ザ り事由はこ
よ 恒の
寸

所
な
り
と
記
し
あ
り

御
詠
歌

九
ほ
ん
ゑ
ん
ど
う

春
の
日
は
南
門
堂
に
か
ι
ぶ
や
き
て

み
か
さ
の
山
に
は
る
、
ご
っ
す
ぐ
も

(47オ)

所 HE此
にはの
出しは
るやる
とうの
斗あ口
ろんと
なのい
りやふ
春宇み五
日かよも
とりじ
いあは
ふきこ
をら斗
こかろ
めなは
てる恵ゑ

八



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

観春2
音の
大口
悲ひは
のな
光背ん
明号ゑ
春字ん
日か堂
明に
神か
の L
布iヘb
光き
て
な
り

(47ウ)

す薄手すやの
め雲iくみひ
いとひよか
(三みのりり
笠宮本日あの
のの願Lか御
む山もんりめ
ねと去にく
のはぶ出み
う春字 U' たー
ち日か ZE2るた
にの立さ如ひ
三山叩き参
毒fに日大る

党雪住吉ひお
の T御は

(18オ)

り rrtた本いににと成くて雲iひのの
只の願ふ多ひとりも本只士の三二
本名号のーくかくたと願本史雲Lつつ
願号f風 H 木2りほるいの際Lと此の
念主とをの願手かん光ふ風前んな三
仏土ない内市向くのりとに Zzる毒Tき
のるたにおるうは L て沼:三よ山
他f二事す三 fi ほのあろ三み 1γ 毒fりあ
力;す慈毒と U ん雲れな笠2笠の八り

=h 〈 は来
のく悲ほ"~のにとり山会山万と
風なせん毛うおもめも 33めと四ん
にきんの 7fのほ月いは 122へ千よ
てなごふ三雲Lはに/る JEうかのく
ふれんは?はれ村~ ¥ '>"，ゐpねほし
きはの多 jf お村E雲L仏1薄子力なるんん
な弥みけしひ雲Lのド[t LU のゐ

れ / ι ふく
共 ¥ まち

ょ

(48ウ)

ノ1
四

ご
〈
ら
〈
わ
う
し
ゃ
う

は
ら
ひ
極
楽
往
生
を
成
す
べ
し

普
陀
洛
伝
記

巻
の
八
終



市
淵
一
世
日
陀
洛
伝
記

巻
ノ
五

(1オ)

理
一
一
叩
一
世
日
花
洛
伝
記

巻
の
九

目
録

卜十
一井附番
番 り山
山弥み同城
城陀丈国の
の次久図
国郎我か三み
上との主主主
のい庄与戸
醍Eふ百三観
翻こ寺竿年世
観の fzi青
世事 ZV
青議

。〉

事

(2才)

弛
日
陀
洛
伝
記

巻
の
九

十
番
山
城
の
国
三
室
戸
観
世
青

ゑ
ん
ぶ
だ
ご
ん
千
手
観
世
音

御
長
壱
尺
弐
J
な
り

( 2ウ)

茶主のい岩j;街l
師し御ふ口ふ出f
方本J;lj守ち明ct
尊主タと叫ん

は
雇tなのい L

わりいふ末
れ宗1の池 44た
て休雪りよ眠い
離と出り閉こ
もリいししロ
主ふ奉てり
し坊守りそ 4

2手主すたうで
るはるき与
も字自しうふ
1ム扶J:c: 
β 五涌ゅ 自
宅時り

品
調
帆
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
一
題

甚
た
も
ん
も
う
な
る
も
の

F
J
」
そ
い
へ
い
ろ
は
の

人てい
も忘写の
不ふる字
使1与さ
が程へ
りなも
てる知l
あ坊ら
し主す
くな我
もれ名
せとを
すもさ
あ律Zへ
る義き人
人成に
観ると
故究わ
れ

世
背
の
あ
り
か
た
き
事
を
申
開
せ
し
か
是

( 3オ)

正与は
直主か
成り
λ は
坊号わ
主すす
たれ
n ず
空f
，!'.，kお
;こほ
三苫 J¥ 

がて
たり
くモ
おさ

へとも
す思ひ
ひ半

d心しり
不sかて
舌Lt夫観
によ世
とり音
な観な
へ世ら
奉音て
りのは
け御た
る名号す
無む号すか
二二にを ら
のたぬ
し
ん

ふま泊、
につう
上りゅ
のてへ
醍Eあか
翻v る観
す夜ょ世
み壱音
山人の
のの街l
い老3と
わ僧1¥. 
ふ来ろ
ちりか
にてな
正与のひ
真tたた
のんまて

のいやなへ観
御ことれし世
名号の夜はと音
号すすの少のま
をみ八し御し
と山つも告日ま
なへ持うにす
へこそた宗1な
てふのか休雪り
いろまふはい
とさふ心正与そ
もし直?も占tき
く道士にな出さ御
らすたく?迎
きか斗有青 'w へ
夜らひ難tγ に
に観と 主参
お jft; り ソる
音た

( 3ウ)

そ
ろ
し
と
も
思
わ
す
岩
ふ
ち
に
い
た
り
星
の

か
げ
に
す
か
し
見
れ
は
池
は
せ
い
/
¥
と
す
み

八
五



同
朋
大
学
悌
教
史
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

わ

た

た

き

さ

-

い

わ

渡
り
滝
の
音
問
ゆ
れ
は
岩
ふ
ち
は
妥
也
と

( 4オ)

たくにと思
りにこもひ
御まし知観
出品しうれ世
明言まちす音
主んすか宗1を
T やけ休号尋
主ら正与はぬ
んラ i也る

す虫そ真上 のにEEZOJZ い

し作う観し， • 

事fE f : 
観は
ひ 岩まjl十 H い 1

与づ 量
りす

( 4ウ)

名号宗1さにく音
号す休1し池わほ
をはいのんき
と奇さてそ世つ
な異い池こおと
への水よんし
つおにりのん
ふもさか名号/
立ひっ斗か l
ょをとやうて
り成照てきをつ
見しらたとと
れいしるなう
とよた光fへあ
も/ま明主居り
池¥ふ うるて

所

のあわ水
袖をらすま
をはまん
ひわ事/
ろかに 1
け袖Z宗1と
てへ休号し
肘あかて
るか信上い
にらすか
ふせるん
したとと
きまこも
やへろす
池と納1る

r 、，'ff，[， 釘，ζゆ弓F
ろあ
もた

( 5オ)

池の
のみ
底fづ
よ両
り方
飛直へ
あわ
かか
ら h
せて
給干
ふ手
そ観
れ世
よ音
り

て有宗
なが休
きたか
居さ袖
L 心上 に
か魂iう
かにつ
くてら
てっせ
はし申告
は只ふ
て声ミ其
じを持
とあ宗
尊Zけ休

』ま

ぞ
う像
を
い
た
き
か
ふ
へ
て
宇
治
へ
帰
り
て
も
た
ミ

沙ささ
汰t め

更(
てと
宗な
休き
か居
続た
世り
音字
を治
い中
のへ
りこ
の

( 5ウ)
さ

は休{寺官関空智ちみそら出
こな御いしま畳与にれれし
そ子供め大Z行?よす奉
阿あんザし :人り人りt ぉ師

望i島正在ょaE事L5
2L観れの弟てた丹異いと

波のて世可子し

早員雪空の2t在宅喜
さ世、召めノかへひお

御 さめ
れ青品れ λ るんをし
たの z ち t によ成も
りま害ぞ官三りしわ
とし J 井拝主けけれーや
竜寺はちり寺 る
jf" tt :b 

刀て

( 6オ)

か衣fのでとにめかた
んか衣t2-.な正与うげが
しはを加出み真fEI~あなり
ゆる暑かたの閣日りて
法ミか f さを観梨りと只
度とに旨れな世はて何
の有ょたか音観さ事
身かり，りし白l枇めに

t t z再定詰i雪( ~. 
ゴ f二乗か出品拝主とも
も井おもせ巾つみ泣E観
か寺迄のな海i給居世
よ僧主にか空ひた音
ふ中広のを雀まりの
苫 1どりな :z:こり御
る 活緋ひ 出とう

( 6ウ)

八
六



のりれは斗事
御う帝Zよなは
守もめ A とろしな
りうーよそししら
にか 222かかす
成問?:Fjんらる此
り基き午すを御
てと JF 御偉そ本
給な企本抹ミ尊
れりま尊なた
と其:主こをるつ
仰方官ん炉心所と
せは三閣正にき
け観「梨りお事
る世 U にきい

此そ音 給奉ふ
れ わる

よ
り
ね
か
ふ
所
な
れ
は
此
宗
休
か
ち
か
ら
一
に

( 7オ)

のる帳5二十ああ奏1付て
宗1なま室2そり開土ては
休雪りた戸tばそあす堂
斗51Ebはのされりな建
り直j御こ観れよ三平わ立
に信十目[1，世御り室Lち{可
か心7位い音勅Eし戸止りと

Z 222手兵員主 E
すくっ十乞/世うり
学?ににとよ苫¥背阿ι 中
文土よい年 32 のを閣品へ
ありた日制御みこ梨りき

IlJ 
るもりにキ門主んはと
にん御御て御り御みい
よも開t開ftL 尊Zう門Eふ
う帳E H 酌i へに
あ ーぅ

(7ウ)

山事山あら
峨な城れす
のらのは L、
国び国かの
淀2に久こやり
の弥み我かう出
-~ rstたののす
I]f治庄与事な
、郎 五はれ
主と空白非ぁは， .し川う e ， 
S-.. v' 宇佐しリ ノ

所全御す主
にヱ本 τ 
み EJ尊で
づ宇の 〕

治は
ろ

郎
と

「
諸
課
普
陀
洛
伝
記
』

i
翻
刻
と
解
題
ー
ー

(8オ)

まるはい付い
L 者色なふたふ
になれ心る悪?
ふく成tには党5
るて長5て十ふ
ま我¥， L N 五て
ひまたた日き
ちミれりのの
かにはち夜よ猟2
らそ誰伝い生師J
もだあされぜ】
っちつき月 tr
よ心て時は:二
くのおにみ 2
強f有脅さ二づぷ
気きたへ親卒と旧
にきに明
しし

治て
自s ¥、
とか
異いに
名号共
しせ
けん
る治、

あた
るな
時き
是A悪
かた
もれ
と者
へ成
六れ
十は
悪

( 8ウ)

勿報守とつ余
論調f午まにり
やとて来の
つい異いれ老
てふ名号り{闘
はもを思し
ーの付治や
分土つら目[¥く
立fゐれ是し
すにしをや
行2出程見う
れしのてを
よた者愛Eな
とるなはら
いこり悪し
へと伏宇治た
ばな“郎くは老し は

(9オ)

僧
は
ゑ
か
う
し
拝
み
か
へ
り
ぬ
悪
治
郎
は
其

り
や
ラ

L
C

日
そ
れ
よ
り
し
て
猟
に
出
し
に
何
ひ
と
つ
取
れ

は

ら

あ

〈

あ

さ

さ
れ
は
腹
を
立
て
か
へ
り
し
に
明
る
戟
ま
た
か
の

し
ゅ
つ
り

出
家
来
り
て
た
く
は
つ
を
乞
ふ
悪
治
郎
は
立

出
て
去
り
と
は
関
わ
け
な
き
坊
主
か
な
三
年

t
tと
た

ち

一
「
一
月
門
に
立
て
も
や
ら
ぬ
と
い
ふ
所
へ
な
に
を

あ

て

〈

り

ゃ

う

じ

ゃ

ま

目
当
に
来
る
事
ぞ
猟
の
邪
魔
に
な
れ
は

早
々
立
さ
る
へ
し
と
い
ふ
に
ゑ
か
う
し
て
帰
る

八
七



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

ほ
う
し
ゃ
も
せ
さ
る
に
何
を
ゑ
か
う
に
お
よ

とば
てん
網士今
をよ
かり
たし
にて
かふ
けた
てふ
りび
ゃ米
うる
にベ
出か
しら
にす一

お今
も H
ひも
しま
にた
お猟
もき
へか
はす
たと
くう
はし
った
の事
坊号ぞ
主予と

( 9ウ)

か
来
り
し
よ
り
猟
な
し
何
に
て
も
あ
す

行?来
へり
しな
もは
しあ
来は
合ぬ
せゃ
なう
はに
た朝
与は
きや
出く
しお
てき
て

く
れ
ん
ず
と
お
も
ひ
あ
く
る
日
は
夜
七
つ

(主
とき
して
や出
くし
じに
や門
う口
のへ
音吉山
開空る
へと
たは
りや
悪又
治か
Hll ら

(10オ)

も今けらちも腹2
の朝さぬのはを
あはや業主やた
りほう m うくて
是うに 24し来こ
へしと謀ごれち
通をやめまりに
らもて E 能告は
れ人く Jエ仕しゃ
よれれさとやけ
とんん子うれ
い又とどとは
ふ振古思しでそか
に舞f案fJi あの
老5たを忌れ坊
{曽1きなホこず

し

哨2いれ内
してのに
す候方入
るとよい
内いりろ
にふ出り
ふ遠主らの
ときるは
き用?λ た
鉄ミをとに
の気合とな
火ひ根iふを
はににり
し自民両け
をこのれ
いそ岡Eは
ろとよ{ロJ

り

(10ウ)

ま
コ
あ
か

り
に
さ
し
こ
み
置
真
赤
に
火
に
成
し

い
か
に
老
僧
ふ
る
ま
ふ
と
は
是
な
り
と
い
ふ
よ

煙2きり
りには
た焼2や
てかく
はね老
うを僧
んあを
とてと
のけつ
つれて
けはふ
にじし
たうた
おとの
れいほ
ふふう
すてさ

と
れ
に
こ
り
て
来
る
事
な
か
れ
文
も
米

(11オ)

りにら
外f真ミは
へ黒i右
なにの
けしほ
山てう
しやさ
しらき
ゃん夫
くとよ
じヵ;り
や，~ひ
ぅ ;hた
鉄ZEかひ
鉢EE た
あよん

G :t ( 

とに
おか
きけ
あて
か門
り口
しへ
や出
くし
しけ
やる
うに
鉄三老
鉢号僧
手は
にむ
取とく

( 

てり
ま3 .1:: 
油、に
みに
帰つ
るこ
悪と
治う
郎ち
はわ
此ら
体目ひ
を又
見ゑ
てか
かう
のを
し

出坊
る主
所の
のや
寺う
をす
見ま
とた
父米
けら
2ん
口f忠
へz 吉
祥モナ
びそ
来の
ら
ぬ

(11ウ)

すや
れう
とに
もし
迫Rて
付く
れれ
すん
上と
の迫
木か
のけ
瀬せゆ
をく
ヌ}くに
のと
か
く

来、にあ上
生を飛自ら を
ののすあ
光寺りいゆ
明すてつみ
寺し 1;¥) < 婦
のふまる
内へてこ
へわもの
此たと坊
僧り悪主
は迫治つ
いか郎ね
るけは体
さゆ渡どの
てくし者
はに舟右に

ノ1
八



此
寺
の
坊
主
と
程
な
く
思
治
郊
も
門
口
へ
は

い
る
に
見
う
し
な
ひ
た
り
惑
治
部
は
寺
に

(12オ)

は寺行
かへ六
りつ十
のけ斗
所与込こり
化けんの
とたぼ
し、りう
ふ社1す
はしに
あ給い
らわひ
すれふ
みとん
ない有
所ふり
イ七 y可 こ
は十の

尋ミ焼2そわ
jヨかとか
出ねいき
しのふも
給し一日の
わる仁j'g也
れ L ~~'何
とを訟れ
い当寺羊よ
ふ置合り
方号た Y た
丈与りょ:フ
間五て其;rd
付h れ坊米
をら

た し主'"
ま印tに 1ι
ひには U

(12ウ)

見又ふ候をと御迦かを見の悪
辛苦1しへはひ足tttドつよ僧治
るにおと老れ元土尊iれと此郎
よもかも僧ふまのてノ明寺を
りつみ加として左E倒l丈与によ
によ給稗2成か血ιのり厨つはうあひ
念占くひまりゃなほ fし寺。て
ほ此悪て済日うか σ ぅ J 中
御治の度とのれセ戸のれさ
本郎御有邪年あ」乏 しはゐ
し尊悪?事る見日り空ひ出可釈与御
てのに有事悪?方弘マら家け迦ヵ聞
あ御つりぞ党5丈干むききと堂iあ
らすよかん成は if 見惑をり
もかきたじるあ γ 給治ひ六
ったはや居者つ if へ郎ら十
をと中 伎はき余

ソ釈主 り

(13オ)

斗
情
調
官
円
陀
洛
伝

hdE

翻
刻
と
解
題

(13ウ)

大る改旨もなおた
戸ミベめれのきかひ
にし γ を事みな
てと在、あと今日や“
念歎存法らお迄宅冥号
仏きを/もは加か
を奉信¥ひ仏土な
ふりし勿とし法号や
た夫申鉢{1にとゅ
んよへなかいる
にり 1 しやふふさ
申猟3ゅ今るもせ
¥7 師:るよ奇きの給
るがさり得をは
かぶせとのわと
ゆめトミ有けふ
ず円ろるもし
さに を

り事とて
しかう/
となも¥
い今日のふ
ふ迄，し
てと念き
そは仏の
れう申事
よち時しか
りか節1な
しわあか
てりりれ
弥み弥み不か
陀た柁だ思や
次次義う
郎l!ISな成
とにるる
成あ

く

成のい
る木ひ
事へふ
か網土ら
なをす
今もあ
はちる
はて夜
やゆふ
猟Jiけし
ホフとて
三い居
よふる
ヲ声 k

金:ZZ 
E ふに
iE しか
京ぎみ

ひ

(14オ)

居
る
に
と
思
ひ
て
其
ま
与
に
閉
す
て
に
し
て

伏
し
肘
る
に
ま
た
し
は
ら
〈
有
り
て
上
の
木

へ
ゆ
け
よ
と
い
ふ
に
い
ま
た
行
さ
る
か
と
し
き

り
に
催
促
有
ゆ
へ
様
子
と
そ
有
ら
め
と

田
川
ひ
て
鰐
を
も
ち
て
上
の
木
へ
至
る
に
何
も

か
わ
り
し
事
な
し
何
と
い
ふ
古
学
に
や
と
思
ひ

居
る
に
川
の
底
に
光
明
あ
り
て
さ
っ
と
て
ら
し

ノL
JL 



同
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
イ
ー
ハ
号

(14ウ)

な給
りへ
けは
りさ
とて
jヨは
ら愛
ひに
す鰐
まを
し入
てれ
さょ
っと
との
鰐士事
を

の出与りを鉢五期1~ 打も
仏E家"久こ得ゑな来日ヲ|
をけは裁かたりあ上
ぉ八のしるさかけ
か幡E庄1事てられ
z にのなもせは
事さ上り[給あ
りんみと L ふり
度けや尊Zけ善2が
御いう散主つ光すた
庫し附t供:こ寺しゃ
候て島ふ#ゃうの三

REJり2ぅ2望号Z
御尊み

皐真上ふ 尊Zとだ
出 像号壱

(15オ)

所れ本

(け尊
る御
にに控
あ八候
りまや
其ん御
方のつ
か御け
方告日下
ょにさ

1 正与る
zEZ宵じへ
し会んし
淀fZ と
の iE い
市の
わ

オョ い
かも
めあ
よら
とい
御弥
お陀
L 次
へ郎
li'fあか
閣主占
梨りの
は弥
直?陀
lこ 虫日
-2来
日Rを
J¥ 

米
り
て
弥
陀
次
郎
を
持
み
百
円
参
り
を

(15ウ)

尊Z弥老く
像す陀{曽わ
を次なん
{三 R~ 11，と
J心止土とし
あ寄主けて
ら徳?た三
はをひ皇
わかなは
れんくか
もじ参iり
此か詣(1所
仏ほしを
のとけ六
御まれ十
供iてはあ
し此 ま

り
の

のて
同号そ
，一主 f
f了よ汗

2 戸

と ん
h の
かず
わ、
r ま
苫い
り

て
A 

ヱれ
りん
弥.".

些守
反主
と、
う

い
ふ
所
へ
う
っ
し
奉
り
上
み
よ
う
倒
閣
梨
と

(16オ)

をと直主位いなし同弥
得うの牌日 わ給し i吃
たも下けもちひく次
るの司す此近け刻ミ郎
事な坊寺衡る限日 仏
{吊Eり主に様今ち前
γへし弥あ御近品かに
，;;;.'に陀り信上衛へわて
!只か次三仰す様5す如
岸あく郎室あの手来
会 2 結己は戸り御をを

FT保宗雨空!?で日
よるの休代;ぜんて月
号御あは々ヤ往す H

まく正52ぞ生tを
時 仰す

与御

終3詠
う夜空歌
ち月
のち十

)II~ j一世炉む
にろ
た戸
てコ "'、
は i+
しゅ
ら [t
2は

(16ウ)

て波主は心;ふれ胸お此
罪Zとほ沿っは極?のよ
を立んり月楽?月も
はこの半を世せのす
らとふ治見界tひか
ひくののんにから
御なま)11むといりと
訪モりよ瀬せ戸たみい
歌か西ひにをりへふ
儒雪のた明存てすは
コつって月ほほ
音↑みは見をんん
の三 JIIi;しれみのの
名所瀬せらはむうう
号をにたとろのの
を姐正しぷいと雲Lや
りら正ふいは E

て

(17オ)

と
な
へ
た
す
け
給
へ
と
い
の
る
ベ
し

}L 

O 



(17ウ)

た
い
一

山
城
の
国
上
の
醍
醐
観
世
音

も

〈

ひ

一
一
一
目
寸
八
腎
じ
ゅ
ん
で
い
観
世
音

御
長
三
尺

し
ゃ
う
わ
う
ほ
う
た
い
そ
う

1

?
ん

り

う

し

ゃ

ラ

ほ

ヨ

聖
王
宝
大
僧
正
の
御
建
立
な
り
聖
宝
大

け

し

ん

し

ゃ

フ

む

て

ん

ね

フ

僧
正
は
観
世
音
の
化
身
に
し
て
塑
武
天
皇

し

ゃ

う

よ

〈

た

い

し

い

〉

た

い

け

フ

ほ

1
2

聖
徳
太
子
と
御
一
駄
な
り
聖
宝
大
僧
正

奈
良
東
大
寺
に
ま
し

f
lけ
る
と
き
よ
し

写

!

と

λ
し
h

さ
し

7
j

の
大
家
山
に
お
蛇
す
ん
て
象
訟
と
ま
り

れ

〈

さ

い

け
れ
は
み
ろ
く
ほ
さ
つ
五

1
六
億
七
千
万
歳

り
う
け
さ
ん
か
の
あ
か
つ
き
御
部
制
有
る
訴

さ

ゑ

ん

き

ゃ

う

ー

や

地
に
て
役
の
行
者
の
ふ
み
わ
け
給
ふ
仏
法

即
診
の
御
山
な
る
に
対
船
さ
ま
た
け
を
な
し

て
封
劃
な
く
草
木
に
て
道
た
へ
た
る
事

そ
の
ま
λ

に
て
置
へ
き
ゃ
と
恕
詣
れ
行
て

た
い
そ
う
し
P
う

退
治
せ
ん
と
百
人
力
あ
る
大
僧
正
大
ま
さ
か

り
を
も
っ
て
山
に
わ
け
入
た
ま
ふ
大
船
は
出

ひ

か

ん

し

し

日
の
こ
と
き
両
限
に
獅
子
か
し
ら
の
こ
と
き

か

し

ら

し

た

し

ゃ

ラ

頭
を
も
た
け
口
を
ひ
ら
き
舌
を
出
し
て
聖

ほ

う

の

ま

の

ま

宝
僧
r
t
を
呑
ん
と
す
お
の
れ
に
呑
る
べ
き

そ

ヨ

し

ゃ

う

ふ

つ

僧
正
に
あ
ら
す
か
た
し
付
な
く
も
此
御
山
は
仏

ほ

う

ま

も

法
お
う
ご
の
ゑ
ん
の
う
ば
そ
く
の
守
り
た
ま
ふ

(18オ)

『

E
国
語
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

(18ウ)

もか得ゑ治信御
のりさす山
大をするを
蛇大tべなさ
な蛇与しりま
nのとさた
とかてりけ
もし大なな
大ら力2かす
力;へのらに
のう僧魂乙よ
僧ち正晩守り
正立大未与唯T
にたま来ご今2
かまさを聖K
L ふ助;宝ii
らさ h 
L M  

退t

りに身kを
しうをう
てちちた
大伏，. ，れ
峯告せめ何
山七てか
上つ倒五は
をにれも
ふ切ふつ
みはすて
わな所た
けしをま
給給つる
ふふ斗へ
てそけき
才L さそ
よまう

(19オ)

芳
野
よ
り
し
て
熊
野
へ
御
参
前
有
り
し

な
り
順
の
参
詣
こ
れ
な
り
ま
た
熊
野
よ
り

吉
野
へ
参
詣
は
逆
の
さ
ん
け
い
な
り
帯
た
ひ

大
山
幸
の
道
を
ひ
ら
き
給
ふ
は
塑
宝
大
僧
正

醍
醐
コ
一
宝
院
聖
護
践
は
此
大
僧
正
の
御
末
流

と
立
て
有
る
に
よ
り
て
大
峯
入
遊
は
さ
る
時

に
山
ふ
し
先
達
斧
ま
さ
か
り
を
も
ち
ゆ
く

(19ウ)

との夫足のは
い御よ大正悪
ふつり蛇午魔
所け東をを
にに大退tは
薬r111 寺治ちら
水t城にあふ
あのまり術
り回ししに
此ばまゆ L
;)(んすへて
をばあな聖
山るり宝
た醍(1時大大
ひ再調子観{曽僧
芥E蜜雪世正 I正
寺し育は

九



岡
山
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第

l
六
号

(20オ)

のすにばの A'みも
うますん山来己の
をこくばな成?は

消tとひ山り仏3薬iz一員語Z主主jZ主
担世ふて僧"Aくり
崩青に醍t告けにて
-，l- の其翻こんず=さ
主慈しあ水ま品部
ふ悲ひしをふ気民
宅法1;tった Iまれ丸
古水tいつよえ主
七二紙;ねりん晶
z 惑な給{~
~-ぼらひ正 h 

与ん 手は 日

と
て
観
世
青
を
造
立
あ
り
そ
う
と
く
ゑ
ん

るゑま
御のん
IIJ あの
なか山
れつ五
はき十
女み六
人ろ憶
のく七
けぼ干
かさ万
れつ歳
たのり
る御う
者自説; ~i 
法ifさ
た有ん
ひ

あ
か
り
て
も
け
か
れ
と
な
れ
は
此
御
山
け
が
す

(20ウ)

なにま
りく L
K みき
人給た
参ふめ
請に止
すは人
れあき
はらん
女すせ
人織広い
常5すと
光今ま成
明Tしる
杉1き女
迄Eた人
めを

魔ま広す観
王守大k世
ごむ音
どへ御
うん出
冥すの迎
官ら御な
市じ山さ

革まれ
m ふて
訴とう
にけ

111 
h 天Zと
号普iり
神上給
ゑふ
ん

(21オ)

し御
逆?詠
し縁士歌
ゆも
んも
干し ら
与さ
つィ

は示
額おく
もふ
主願t
~， 存

ぷ ;i

序5っん逆号
にゐ宇縁主
まて ι、 ー
し、にさ;ま
ると L 闘
もい参礼
のふれの
もかーは事
た逆手順順
すゑ、な礼
付クり?と
得?安zい
さ a出ふ
す伝来は
ベムた参
し記 ら
な
く

逆手と
緑引観
も， t空
も -i4
らの
さ:jc
て芯

すの
〈阿

ル L

48 ろ
御同
事て

(21ウ)

すひな
へすり
しる順
とな礼
の未-，す
街l来Rる
詠極Zと
歌楽?て
の往守ま
醍k生与い
附J -ヤうる
よ fi も
り主の
三とは

占己き
か

三町
卜と
七あ
rn J 泊、
下り
に上
里?の
坊号醍
を糊
たあ
てま
たり
まと
ふお
こく
れゆ
J¥ 

下
の
醍
糊
な
り
一
二
宝
寺
な
り
醍
醐
水
と

い
ふ
北
京
の
名
を
と
っ
て
醍
織
と
い
ふ
観

(22オ)

山法"観あ世
に天Z世り音
てこ、青この
たどのれ堂5
いう御たの
と冥守ついま
水官Lけとへ
と ;4tに水に
い」ドての礼

金古」諸i薬i空
主み天Zな主
七ろ善fり叉
守 i サ上聖f五
εEきれ吹ノ ""戸伝

ZL御会空白
四島 jE

参七無
る詠口令
も歌ヵの
の順山
に礼な
てのれ
も縁吃は
そに女
れて人
か (言上き
縁f心(つ
となか
なくい
り序;?と
観 3J定
~Iι め

給
ふ

1L 



(22ウ)

御音
す大t
く慈し
ひ大正
有悲ひ
るの

観t型
.-u:.J; 肌

晶t空
蔵そ 4b? 乏乞
同~ 0( 
事主悲
也君に
て

普
陀
裕
伝
記

巻
の
九
終

(23オ)

五
四
…
叩
一
帆
普
陀
洛
伝
記

巻
の
拾

十地ち
二蔵号
番尊i
近御こ日
江利り録

国ぃ生t
品Tの
写i事
観
世
音

(21オ)

普
陀
地九百ヰ
蔵号{五
尊Z記
御
平1)'】巻
生午'!J
の川
事

(24ウ)

電ゑ十け伏fの地
まてる地丸事蔵
ん図工に獄fこ譲れ
た縁土身みめ斗験2
らのはく lこ記き
のひ五こり奥今に
すた知lちを州t有
斗をのせ出て所
かす宝守ん羽ゎ地
けへ冠らとの蔵
をて面二諸I国尊
か是変調?羽は御
けを 7 を黒i利り
H託ぃ;;め山生午
蔵3た iC: くの
黒<..x.' どり山;
色Iきぐ:い
iv言でよ

フ

の
は
い
ぶ
き
を
は
き
や
つ
め
の
わ
ら
ん
づ
は
八
葉

『
調
諸
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
脱
一

巾号をの
立を表2れ
山しん
と山げ
心ぶを
さしふ
しいま
立ちへ
山に金品
にや n白F
のう両;
ほ院に柑p
りし史
此ょに
所わヱ
へう t
越売り

(25オ)

たおををる谷E有藤士岩おれは
るもは見に底きるつ角tぬた
音fふ始しんむへをなに橋itや
すこ終5とか落とわ行かもす
るろと岩iJふるたあらかく
に何在なにになるひみけ来
耳?かへ腰tこり罪Zか手ある
もわけをへいふらまり事
つ珂I るか夜よちかみへ谷Eな
ふらにけをにきてのふら
るずう大あや悪?此岩i;ちす
ふ地ちしすかう業す藤t根ね橋lf何
1草壁ひ満:tいし院の橋にとか
のミ頃iく立藤fもとかてい
おきにの山橋Yの成らむと
びしもだのをはりみかも
たて成ら様す渡E たふ知
父落Eしに子す るの
と

(25ウ)

た I取鼠乞ほかそ前更し
るのつけのにき
も地じぼん IfI胤fI血l札1 大音
のこんきにきな
A く経主地しへ成り
落号と
るはじ旬1 とゑ血九事
とい t?u いりのや

}i i ;?刊P;
に産2で竺去う 亡て思
はの」きぎ寺ムく ふ

あ k iや号ら所
らに也う，~に
りノれ

Z 五し主 f E i E 
人し乙 ノ

ゃぼ
んう

九



同
郎
大
学
品
開
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

ち

2

b

E

月
の
さ
わ
り
の
け
か
れ
地
に
流
る
れ
は
地
神

(26オ)

真ミ女地とる暮i若主立けを
赤示はこ斯Tわしき山かけ
にかく地れ伊佐とにれか
成りに神に Hカて来のし
りな落水何民i うるう水
居りる神事←ーか此くに
る時所をも~ li る流
ににげけ罪Z32L か所る
風女んか科S誌としなれ
さときしの寸人イムたくは
つも i曲した覚吉丈法るし水
と地l 獄2るへ悼のをて神
吹主獄?に罪Zな世心御みを
きのてあし誌も詫Eなけ
れ池是りと 1T な申越売か
はのへて思与くさ中号す
端15はへ惜す此

(26ウ)

く来み
るりな
してこ
みにと
なへ/
りた 1
みるく
れ血ち池
はをの
坊号女中
主すのへ
に口飛
てへこ
も流まめ
あしは
ら込品惑
す鬼

中尼
にに
てて
くも
るな
L き
みひ
いと
かり
なの
るも
罪Zの
か是
有も
て池
此の
)邑

(27オ)

さにも
つをこ
とひの
吹たじ
来もご
れのく
はとに
此なは
池いへ落
雲L居た
のるる
ちにや
ると
か通主ず
こりし、
とのぐ
く 風主だ
にら

然主さ
るら
にり
女と
とき
J¥ 〆¥

にて
て元
かの
の山
山2と
伏t成
をり
ょに
ひけ
かる
く
る

し怪車山2
{UJi~ しぶ
事Iきし
そ事も
と恐大
間k るに
ふへお
にきど
そにろ
なあき
たらし
にすか
はとか
諸主気や
国?をう
修品取らの

行?融官
て

な
さ
る
ふ
御
人
な
る
と
身
受
た
り
是
よ
り

(27ウ)

い
つ
か
た
へ
御
心
さ
し
有
る
や
と
と
ふ
に
い
か

に
も
諸
国
を
め
く
る
も
の
な
り
か
ふ
る
身
の
上

な
れ
は
い
つ
く
と
定
め
た
る
事
な
し
何
事

の
有
れ
は
か
く
は
い
ふ
や
と
と
ふ
に
御
は
つ
か
し

な東Eき
り Tす
がlし出品か

か EFTた
女主tEを
の 7Tうは
身 U 御
のふ自
治、 12 に
なゲか
しピけ
さ与し
は T わ
地九三ら
神tTJ は

j、
娘
京
都

(28オ)

仏水7;
道神E
のを
心け
さか
しし
もた
なる
くつ
暮Lみ
ら若E
せき
しゅ
にへ
は
泊、

ら
す

ら仏土打1有あか十
れい敷主りらな八
給たとてはし歳
わす成わ何さに
るやしらと京て
へうてはそ都死
しに所かわのし
あと/衣いらか今
らむ¥類行はたは
なら地のかへく
つひ蔵残T親年もる
か給尊り里fしし
しわへ有を修品み
のれある御ノ.~~を
父?とけをた二う受
母"iilJ 成与はつ泊る
つ ったね IZこ
た 胆し

ずへ¥

(28ウ)

と
い
ふ
に
山
伏
仏
体
あ
ま
た
の
中
に
地
蔵

九
四



ーあわ尊
度とわら斗
はれはり
もみかへ
つを身心
たうのさ
ひけ上し
な任号わふ
く夜ゃっか
もノ勺かき
地た成は
蔵ひるい
尊の縁fか
わ責ょに
か苦りと
身を地い
に 蔵ふ
尊夫
は

(29オ)

東Zのと mたか
相官御よのすわ
但日事ろ五かり
早?やこへりて
3ELさふ言I候せ
アうらに i云;ゆめ
+-は山2をへ苦
:こ是伏tいなを
ぷよ是たり受
TZ りをし不ふ給
口調号開成年思しふ
」い i義さに

り L 、 1L亡 、コのよ
くの を
わほしJ成御り

f 縁fしりーし
〈 わ軒に度
Lfてつz父ミ

親kなや
のかう
からす
てたを
んしは
有か中
る成へ
まるし
し証主心
と山:安
中!?】く
にまf忠
御?わ

主令子
J は、

両すき
り

母"と
とも
つな
れり

さ証t
Jふ拠こ
豆ぢは
ーぷわ
咳んら

14 は
主主
見 A

γ 歳」の
と
き

(29ウ)

街i ししま
説1にかい
法号地少り
に蔵しし
て尊はに
地のかか
蔵御りへ
尊利り何り
の益?この
〆御を L と
ちとろき
かきな説
ひたく法
にま 3あ
てふ y止Eり

は

り

給ろ
ひく
少た
にし、
てむ
もげ
縁2の
有し
るや
もく
のじ
はや
助手う
けを
すも
くた
せ

『
語
調
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

L

V

〈

た

コ

ひ
や
ら
一
ん
と
て
百
一
一
一
十
六
地
獄
の
中
を
尋

ね
め
く
り
た
ま
ひ
此
し
ゃ
く
じ
ゃ
う
を
に
取

(30寸)

つ
け
よ
と
仰
せ
ら
れ
た
す
け
給
ふ
と
の
御
事

御蔵1ゃを
縁主尊Zとう
ととおけ
成手も給
りをひわ
六合奉り
度せりて
の拝主只あ
責Zみーら
を奉へ頼
ーりんも
たし荷なし
ひか無むの
御そ延土地
たれ命吉蔵
すか地ち尊
け

へ下
はさ
さる
つな
とり
風批
』、よ
きし
来を
つい
てひ
戸ミつ
のた
みへ
残T給
りへ
と

す
か
た
は
き
へ
う
せ
け
る
山
ぶ
し
は
諸
凶
を
め

(30ウ)

う五く
ち条lる
へ通心
し、りさ
り東し
近2洞な
頃i院れ
むにと
す何も
めかま
のしっ
死と都
したへ
たつの
るねほ
事てり

致修午そな有
せ行?れせり
L- ;::. ')かてヘb
処おしいと
ふう胃はまい
しょi奥守たふ
さ佑州与中与に
の翠出て陰に成
事官羽わの程
に工のうこ

長1日君主自
し〕寺者りむ
去さ干にとす
らくE ていめ
れ豆諸kふを
ノ国?に死

(31オ)

も落苦し

ま?望講
1?」れに
ぢかあ
出くひ

~ (ち
ごのけ
に通つ
?りぼ
ゅん
なへ地
担{ロJ ご
子にく

語てへ

九
五



岡
山
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

林1心
i完工有
tこる
てま
ぜ?し
御こと
と中
地せ
蔵は

経?士

告さ君
!tうと
骨 L
!J' iと科フ

れ云ん

そし
れ時
は泊、

他~ ! 出日つ

宮仁(
証fと
拠こ中
なさ
りれ
其け
事れ
をは
其そ成

HEる
にほ
と

(31ウ)

いたよ御
わるり存
んと中し
かはこ有
た不ふせる
な便日しは
しのにつ
山事相は
伏fな違な
わりなし
此としむ
休百両地色す
を親上獄?め
見のにか
て歎存落E方
いき
か

を成午て親主な
地仏5あ子 (7
"e有三わはか
うるるぬれ
尊や与世せし
へう事とと
上にも中て
ての出でせゆ
跡雪ァ来左はか
を Eずたる
弔忘ぉ此らと L 

らかじて下所
ひれは行に
たたはたあ
まるやりら
ふ jX くと t
類 E

(32オ)

う忌主てにこ
ちの跡まそ
同節1をか第
じにねせ
時なん所の
にりと々事
夢2てろのな
に二主に地れ
見親与と蔵と
ら其Zむ尊い
れ外主らへふ
し ひ幡日に
は家けけ打L具
とのれ敷主通
はをり
上存
周与

む
ら
一
ひ
の
功
ど
く
に
て
今
は
極
楽
浄
土
へ

に成
て仏
何す
共と
おー
も l時
わに
すみ見
只:し
序Uも
l工、占、
ーし
篇工き

斗4竪
仏土 f主
N め必:Zフ縁

(32ウ)

とと
うな
かへ
らし
し縁土
をに
くて
らか
がく
り成
に仏
てし
知した
らる
すな
』こり

(33オ)

な心に気ひ食
くに入にはへ
心手よれうすと
に毒?はつもも
信上の目りふか
心(ほにそ芝たら
なん {I，~ の尉いし
くの門ナ心打々に
とふ Eに見fか
もの吾み成物ミき
縁f悪?;シるすも
にな fせ説1れの
逢あく ii法号はは
ひ且;zltうのむに
仏罪主ゐ庭日かか
法 同』ふし

の のあ
る

と IU
L の
ろう
なち
くに
とう
もつ
其詰せ
縁fり
にと
主主あい
ひふ
仏事
法な
のり
I"i 

心
う
つ
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
何
心
な
く
と
も

参
り
信
心
な
く
と
も
念
仏
申
へ
し
信
心
出

て
跡
よ
り
申
念
仏
は
な
し
念
仏
と
な
ゆ
れ
は

(33ウ)

居を干其
れくへ中
はるんよ
念も文り
仏数は fA
をを五心
jっき千は
すわ遍お
れむなと
するとる
I明主に所な
ゆあ作り
るらを百
ゆすうへ
へ珠お付ん
に数， J)料あ
を数コる
Jす2 ひ

は

信
心
は
出
来
る
と
の
す
L

め
な
り

千番
手近
観江
音国
泰k岩j;
潜主潤去
I一つゴhて

和 ZZら

型E
り育
建
立
也

九
六



り越2
白ItfiIii， 
玉fの
ノべ匝|

よみ
lZ か
二〈け
口九の

51 
v 澄
と
見の
て妻t
r は
1喪白天
)J自tよ
あ

(34オ)

よ時又誕2り
りに泰(~ *-与し
し泰t澄l七うに
て i査与和白 i上t
暗?は尚下泰
事つのあ伝澄
なね兄に山和
〈人に国i三尚
たと安全うを
父ちか l 誕
にかた，{.. '生
こひと士:し

(生い 1た
れふ.ま
とし人工ふ
し特な
り日
な
り

手て
をわ
合ら
せひ
て肘
お給
かひ
みて
居コ
給才
への
は 1侍
こよ
れり
只Tた
人EL

(31ウ)

か抜位みみに
へいなもあ
りで/わら
て L¥ けづ
ふ願寝てと
しはし厚号お
居人っかも
らのまりひ
るおるしち
L きを八入
はさう歳そは
しるかの L

めう λ 頃iの
のちひよい
程世に夜よりと
は立毎I お
にし

かのお
た事と
のなろ
おれき
もはさ
ふ常わ
にのぎ
はやた
あうつ
のにね
もおけ
のぼれ
はへと
母屑も
のる毎

懐h思夜
胎ミ民寸

の

持
よ
り
ふ
し
き
あ
り
只
人
と
は
見
へ
す
と
は
お

(35オ)

いも
ずコ ノ¥
くと
へも
ゆ幼
く少
そ成
見る
届とも
けの
ん毎
と度
かぬ
ねけ
て出
J心

尋
問
調
昔
陀
洛
伝
一
臣
翻
刻
と
解
題

へ
ひ
か
へ
居
る
に
例
の
こ
と
く
ぬ
け
い
て
L
ゆ

峯右か
と h
し、し
ふか
λ; は
山跡
にを
あし
がた
るひ
なゆ
をく
しに
たお
ひち
ゅ白
〈

(35ウ)

あ米登目しに
たりりき其
わしけ岩t山
すかれ石fは
しどはの岩
ても兄Eとを
是せ愛f安とた
非ひにかろて
ないた成た
くたもるる
下りおにこ
よてととと
りのらふく
詠主ぼしか成
めると如る
い*しくは
れ たにけ

ひ

干しれを は
拝14見こ
しはな
てらた
後すの
に所占
南あに
無り干
卜妥ら
ーにか
面て成
観山る
世方所
音を布
神1千iて
変工遍2凶
ふ方

有おし
るもき
らむし
んきゃ
とをと
夜見と
るてな

(Ei主
出 セザんよ
LK り
を乞か
い;ごへ
ま 4 り
は
はト給
案土守点、
L ~そ
しの

(36オ)

も
せ
す
し
て
い
つ
も
の
事
に
お
も
ひ
し
か

と十
河五
親t歳
何Rの
の時
事こ
もよ
おひ
もか
わき
すり
居と
ら出
れら
しれ
にけ
れ

思御一おそ
G 恩fとれ
し示主ろよ
て P しきり

仏立なか
法?けへ
{事iSX きり
千733給来
ふりのり
泰k給事し
滑1わなて
はす

在五是夫
まゆまりず A

つとに、
の大

たな ~ 
く E

九
七



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(36ウ)

白ji御
峯吉歎日
のき
岩i;有
屋やる
にへ
こ泊、
もら
りす
てと
木こ書t
のの
実-，こ
落Eし
ばそ
れ
よ
り

岩i;を
皆食}
品物と
さし
しりザ

せた
E和
t居
き三
や工

い牛
つ
くの
間

そ此仕こょ
の法号すとり
用師し泰tき米
をよ澄l法tfる
弁Zくの師しと
ずさ心出も
常との来知
にり内りら
は知に泰kす
只?り思澄5真ミ
あ望ひに黒l
をに長古しな
む此;守ふたる
き L 事か猿ミ
にてをひの
ふ給

(37オ)

し
て
居
る
泰
滋
和
尚
も
い
つ
く
よ
り
き
た
る

(37ウ)

たま行?の大を出後と
斗う者i用とな来白tの
お i比と争くしし峯百た
ち頃ゐ{、lのの居にの占つ
のいた外用ら諸霊!1ね
大まりはをる人地わも
徳た泰k只ぞきミかひな
と名活主寝空くやのらく
はも平河Iて行主と法号けそ
中つ尚円者2不ふ師してば
せきとゐかや審上に人に
し給はり告を御の置
なはの居巨成僧通tれ
りさ也る白、しはひし
六る;こゅ γ て平もな
根えゆ付で守と H り
清与へ t~ 1:: トヘI"1
うに一臥L告は事

こ浄
ろの
の身
御と
内成
をり
冗岩
i正屋
天に
皇住
と居
中し
奉給
るふ
養fと
老2の

一
の
y

さ

と

う

ハ
年
に
御
脳
も
っ
て
の
外
に
て
御
祈
縛
さ
ま
/
、

(38オ)

めけ大な
され徳5れ
れはとと
けいいも
るそふ銅l
普き名fこ
天御{際斗
の使Zあろ
F 大 u りよ
卒ご三とか
土ょぷ奏1ら
の t; 開土す
うどに時
ち ε 達ミに
持fiL 撃
裏り 聞

にの

をの内kれい
承あ裏りはつ
わりの大れ
ると惣1徳f夫
よの m は地
り給に御に
実げへて使あ
には岩おとら
も御尾ゃうす
と供わちと
いのすっい
ひ凱Lれれふ
て行主たの事
ゅ うるぽな
者主く ι もりけ

士f て

には
かふ
へし
りき
しに
とお
おも
もひ
ひ何
居の
る事
大共
と知
くら
はさ
夫主る

(38ウ)

と臥4よ
てノ-iり
と斗tゃ
っ 132う

言明t?
出:〈二
すに三
大 14 町
徳TL も
はおあ
是品ゆ
を 1P み
とみ給
り Tf ふ
てじに

におあ
参もか
りひり
とい給
つるふ
こさみ
をてな
ふ大/
り徳5¥
千はふ
手御みし
陀た門官き
擢らの成
尼仁御る
をそも
ばの
と

っと
てな

略立
の河川

御竺
身
みへ

長今
て(
&ム t

小口 に

zz 
次し二
第(1 ご

を
も

(39オ)

/
¥
に
御
心
地
よ
く
成
ら
せ
ら
れ
干
ぺ
ん
に

九
八



(39ウ)

椴Zのたひ聞大なあ成り御み
紫しはるしよさらのりと悦主ち
展土しいやり成んもてい円こけ
椴ゐらひす大る大のふふどれ
展2を事るにもきは L 遠2? は
のとに行主怒出の成人た膚2手玉i
患と Izl主主義z立tもうポ鉢i
夜まてにさ徳?ななへを?主要t

???i i i i i iiiSiHjfi 
tを者し成

主かんとにる経へに hのはやら

をZ 毛r z 直LB Z女主 i: 皇i詰
配倒ゑかへ行主新i雪給 なふ
涼!縁んにず者l~ι ひ
し て

者与にく
は大わ
へ徳う
んはり

ZA ( 
者主をと
な見な
れ給り
はひひ
何め L

にしき
てつう
も jれこ
あしき

れ行?2

(40オ)

お
の
れ
か
気
に
あ
わ
ぬ
事
あ
れ
は
か
ふ
る
こ
と

か 1干与動3と を
らを J きてな
す仰やとす
とらみつも
有るけこの
れ斗りをな
はL を行手もり
千TTさ者じつい
者kのにやては千
は!余白む柱t( 
や股ヒかを J
うあひおと

( t人さ長:と 々 f¥ 島ユ
に忠の軒?と
い 4、座ズへ ? 
かべ は山
り
を

尋
問
調
剛
昔
陀
洛
伝
記
し

i
翻
刻
と
解
題
11111

(40ウ)

かとさやあ御し
ら右りにれ悩すっ
んるなと望号平じめ
をにかもみ愈ゅて
育勅Eらりはをま
べ品4七有なよた
き 1Eん堂れきろう
地L11 かはやこち
を手ら外とばか
見与んに勅Eせへ
立 ι御望号閉毛たり
有主連Iみ 21んまて
る γ 立'~~ '~ひ臥ふ
ヘヱ下もど何し
し会とさな i五いにぬ
と 1T〈れし恒わて御玖
の L か も門t
し は

( 41オ)

て観有へ尼立み
観世かはをとこ
世音た側としと
苛うき成なての
のつ零Rるふ所り
像1り木if大る々そ
をまか木声ミをれ
きしなのあ姻Eよ
ざま生古うりりり
みす木さちい給大
奉霊行のにつふ徳
り木?う戸くには
本~， Jlt品ちあぞ千か
尊E木さよりと手ら
をり J耳ミ閉そだん
持毛 (給ら雪

見

を仏さにと
建E体fyいせ
よにたん
ときすと
がfJ~ さへ思
ムJ3みし L
Fい奉と付
=りて所

氏型帝??
中口 A 口z其五その
処 (lに
1E旨λZ
ら詰此
戸ん告い木
'Lよそ大t
C 旬J;;

( 41ウ)

と引
もて
千見
手れ
観は
音ふ
のし
御き
すや
か木
たの
あも
りく
大円
徳?に
は両
方

此
木
を
お
か
み
奉
り
い
よ
(
有
り
か
た
く
緊

九
九



同
病
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

2

ほ
ん
そ
ん
ま
コ
た
い
れ
い

を
も
っ
て
刻
み
卒
つ
る
本
尊
末
代
の
霊

仏
な
り
と
有
る
今
の
岩
間
寺
の
観

(42オ)

た給と世
すふ申音
けゆ奉こ
給へるれ
ふは毎fな
ゆ朝5り
へ百/世
な三¥に
り十御あ
と六あせ
ぞ地しせか
又t獄?をき
雷tをなの
よ巡?か観
けりし 7T
の罪日
人日
を

観観
世音
苛と
はも
雷申
のな
なり
ん此
を観
す世
く音
ひに
給か
ふぎ
需tら
のす

しな
ゆる
だ時
ひは
うう
ねん
ぴら
観い
音く
力;う
と Jせ
おし、
ふで
じん
とカミ
くう
ば
く

(42ウ

長;と尋5有か所せ
者与いろ叫りるへう
五五、記てにはさ
重日所其御此らん
のあ出ゅ守i観いと
塔2り害pり世を観
をて越与な音落空音
こく前iどを，の
のか mー出目u:-;;ま名
山み忌るにじ号
にのに事かとを
一長1くはみの唱
入者主かいな御へ
しとみかり請tる
てい山丈よ願ら声
ふ 'f け h んす
ととちる

し

たまく建
ちしもり
まくりう
ちしいあ
にてなり
焼X}{i:!)ひ山
亡号のか米
ひ上り上
けへしり
るおてし
長5ち雷R所
者与五のに
は重57ff
せのす天
つ塔iさか

会」

(43オ)

てなて空Zて文ゆか
やり次かよ五へく
け黒i第きろ甫号か建え
ほ雲tにくこの長5立
ろかきもひ然5者午せ
び入ひり明をのし
ける L ひ日た事五
るとくか供くてな重ミ
長3見成り養す斗れの
者主へり/とかは塔
はし塔~ ¥有つ所こ
歎存かのとるかをれ
きま上いにうあは
かたへな其もら所
な醤t真号ひ日ょたの
しお黒iかまくめあ
ちにりたててし
しきき

(13ウ)

すま五たなみ
とた震号くけ心
てけのそきに
長1る塔¥h けゆ
者主わ建はるか
かざる省tこみ
方其所にの有
へま大あ事る
ゆ人ろらをや
きにくすよ仏
給置?てか徳fの
ひべんた開御
けきのししう
れに魔まけ召け
はあ玉守なてな
いらのくまき
か さもつや

と

とな
有る
る事
にな
いれ
やば

(色
是御
仏う
のけ
受l4ま
たし
まま
わさ
ぬIiJ
とや

ふ

('11オ)

所iふそりに
をJ 事のうは
もなこああ
かれろれら
へはの我i:す
す金た請J魔
そ銀つ合R王
のにとての
所いき焼Z所
記と和おす為
てひ尚与ま伊
となのフいり
有きかとい
る長5う有ま

t ti土佐 Z
つま E

g 



(44ウ)

ての請上に
大原告のよ
倍、fをうつ
壱建をちて
人 t 大い
にけ徳?そ
任るもき
せ明肝t~ i正
信日居震f
れは給の
よ塔ミふ j苔5
か〈にを
なや程Y建を
らうな付
す也普くる
と五普s
重号

('15オ)

とば落"塔与るぬど
ろくるのにるも人
(の所う大に干も
司iにをへ徳7又をよ
とを大にはごヲiる
落ぎむ徳Y黒iーそとま
るす不ゐ雲i心土雷;〈いし
とひ動5ま寸、ふななと
空Z給明すひ乱Zらやて
はへ二日下 ZR ん又其
はは悪?りをと空~ R 
れ和I魔まく詠主皆2かに
わかがわめ/きな
たわうら屑¥くれ
る知lぶ/給恐号もは
いらく 1 ふれり大
ざすのとに居 工
皆主 ん

と

さ神土徳TがまoI 
ま両其うれ¥
た二時しす来
け度おて惣1~れ
をまのば身上と
成てれく真号あ
す功〈大の京てれ
か徳fj〈縄i;朱与は
ゆ深j:天にのよ
へきのしこり
に五!曜まばとて
我l:重守王号らさ見
今旨ののれ室主主れ
斯T塔号ら討はは
如Tをいるな M
くと 大と

も

(45ウ)

にをし
あかは
らたり
すれた
此とり
く{市か
かせ込
み付る
山れさ
にはま
山2是た
神土わけ
有たを
てく成
五しす
ZRfの其
の業Eゆ

〆¥

『
謂
謂
普
陀
洛
伝
記

L
l翻
刻
と
解
題

l
l

さな山Zや j苔
まら神えうを
たすこか建主
げ伐とうつ
く所き有れ
れな位三れは
よく庁、いはそ
となど霊れの
頼おれ立地九 i也
みは if とへ
ゆ熔， D 成は
へをう忠る三
に建2fと是世せ
か置用品に三
〈ぬによ千
はや ittつ如5
成う事2て来t
せに
し

な
り
と
い
ふ
さ
い
ふ
事
も
有
る
へ
し
今
よ
り
は

(46オ)

山
神
の
ほ
こ
ら
を
建
て
其
所
に
住
所
と
い
わ
ひ

込
む
へ
し
ま
た
今
よ
り
抽
出
、
山
の
固
く
か
み
四

十
里
四
方
天
地
陰
陽
け
き
ほ
つ
の
外
需
の

鳴
る
事
有
る
へ
か
ら
す
汝
縄
を
ゆ
る
す
へ
し
と

あ
れ
は
雷
神
請
合
申
し
か
ら
は
其
印
に
此
山

に
水
を
山
す
へ
し
と
あ
れ
は
嵩
神
爪
に
て
岩

を
う
ち
わ
れ
は
岩
一
つ
に
わ
か
れ
清
水
い
つ

る
是
く
が
み
'H峯
の
雷
水
と
名
付
て

(46ウ)

今
に
山
神
も
い
わ
ゐ
こ
め
給
ひ
け
れ
は
か
へ
つ

て
守
護
神
と
成
り
ム
7
H峯
に
め
く
り
白
山

大
権
問
吋
と
北
凶
に
布
所
泰
澄
和
尚
雷
神
を

降
伏
し
給
ふ
ゆ
へ
な
り
此
大
徳
の
建
立
の

岩
間
十
寸
観
世
背
な
れ
は
か
み
な
り
除
の
観

血
口
と
有
り
て
御
札
出
る
な
り
雷
を
き
ら
い
恐

る
L
人
は
此
守
を
い
た
い
λ

き
首
に
か
け
て
肘

。



同
開
出
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(47オ)

泰tよ是街i れ
清5つ和ぉ門は
とてふ尚与よ儲
付文;爪うりか
給泰やりしな
rは

ふ澄11 てる
との JZ 泰t事
な文土 31 澄1な
り字しは和り
を下尚
す会とと
な緊〈号f
わ Eのを
ちでそド

ヒ々ヲ」」る

(47ウ)

並
円
陀
洛
伝
記

巻
の
姶
畢

世
情
羽
一
帆
雄
日
陀
洛
伝
記

巻
ノ
六

(!オ)

一
語
一
一
訓
一
附
普
陀
洛
伝
記

巻
之
拾
壱

自
録

雷日
付の
り説1
ðtñ~ の
の事
怪け
異い
の
事

(2オ)

並H
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
壱

( 2ウ)

海lい爪言なあ夫主
獅じかかりつ天Z
子しにた)吹き地主
ととまち陽11塗に雷t
いいたと火L陽:の
ふふはてにげ言紅
てに毛けは桧にきの
し海ネななのほ事
らにとし水つ
うす落tとのの
みいていた雷t
に牛号右へ斗と
底?とるとかは
にい也もふ天
すふ是落号ゅの
むうをるへ
し慮
又に

〈
も

先
そ
の
こ
と
く
空
に
も
雲
を
か
け
る
け
だ
物

な
る
お
れ
乙

あ
り
鳴
音
は
是
も
お
と
ろ
き
あ
へ
る
ゆ
へ
に

あ
く
去

か
く
の
如
き
な
り
ま
た
悪
魔
ら
一
い
と
い
ふ

。



のごしあ
需tれてり
のは死こ
記tt猫T人れ
よのをは
き雷tっ大
やとか六
と成み天
おりなの
もたど魔ま
ふるす王す
又なるの
こり雷tわ
の此なざ
外2三りに
ぐフ

( 3オ)

猫空万 ~lf さ
の八野のま
魔ま千天l/
障Lの渦E¥
をう内大tの
け1ーに白じ説

一一 火1;:(-t:~あ主雷日天lり
ま仲上神t
~あの
Eり LT
くタ
京〈

く
都十

( 3ウ)

外 f112か此よたた寺
へ持しら事主ぷる凶]
出のれをら猫P通
け寝ねけ剣]l か有り
るらるらすつの
にれにず事てう
住号しあしあおち
持し隠るてりりあ
EI l二時こと/る
を寝ねととい L 寺
さ閉まののへ変工に
まを獄。外と化iiふ
しぬ夜ょにもしか
いけふふ住号てく
か山げ便E持し人年
に て かをへ

てコ
て

をと
経ヘ見
たや
るる
大に
き是
成も
るま
猫空た
来お
りな
てし
人や
のう

と年
く

う聞fも
かへの
入たか
ひりた
居住fり
け持じナ
るはる
にか様
程て子
なんに
くのて
二ゆ其
疋2か声
のぬか
ね事す
ことか

( '1オ)

立
別
れ
か
へ
る
や
う
す
な
れ
は
か
く
れ
居
て
内

品
調
帆
普
陀
洛
伝
記
』

1

翻
刻
と
解
題

のへ
ゅは
かし、
ぬる
や所
つを
や引
うと
「ら
はへ
のて
とお
らの
すれ

伺手早
宇治、

ひ

ZL 

あ
り
や
う
に
い
ふ
べ
し
と
ね
ち
ふ
せ
け
れ
は

ね
こ
ひ
と

此
猫
人
の
こ
と
く
も
の
い
ひ
て
わ
た
く
し

( 1ウ)

ゅはと申わを邪Eを共
へ御申候たつ見日得へは
ゆ思主は然主くかな申年
るをこるしみるな十
し受Jのにのともり三
くた御気き事るの仲主年
れる寺の其作さふ閉まい
よ御の毒5つ法号死しのた
と寺日E成かにし法!?せ
中の家治るみてた式主は
せたのは取御ると何
とん禅I此番日廃時主しれ
もほ門tたに候そても
開fうにひ当E所のけ皆2
入衆与て取りに死しん通2
れの候ら 此品骸tと力2
す事へる 度主 ん

L 

人

か番古
くを
に替t
わり
たく
くれ
しょ
にと
其申
禅iせ
門上と
のも
死し取
骸rぁ
をへ
っす
かと

( 5オ)

ら付の御相すみ
んそな住号談t取
もひき持じ村民主よ
さ|来や様めと
りるうの申申
か猫?に事た事
たの致なるな
く候しれ事れ
侯得申はには
へはへすてせ
はましい御ひ
其たしぶ座な
御自!かん候く
用f然tしと侮i其
心土の今御思fぶ
に事壱け深jん
はあ疋2かきに
水ご

l日1t

。



同
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

( 5ウ)

次l へ持じの
第{1き 目臣官珠h
っかを数す
かすいを
みいか街I
J(j(ふら持ち
てんし参立
見かお成
るののさ
へ 1中tれる
し門tにへ
最ものそし
早2死{れと
い骸tを申
と手なけ
まからる
をらふ住2

( 6オ)

遣
わ
す
へ
し
ふ
た
人
ひ
米
る
事
有
る
へ
か
ら

す
と
な
け
付
け
れ
は
と
ひ
山
て
何
国
へ
ゆ
き

も

と

う

せ

か

の

ね

こ

い

、

け
ん
跡
か
た
も
な
く
失
に
け
る
彼
の
猫
か
言

た

ん

か

引

ん

も

ん

し

そ

】

L
会

し
如
く
檀
家
の
禅
門
死
し
け
る
に
葬
式
を

い

と

な

と

3

4

1

営
み
七
条
の
火
屋
に
て
火
葬
に
せ
ん
と
て

〈

わ

ん

そ

ら

棺
を
火
屋
へ
か
き
入
れ
し
に
空
か
き
く
も
り

あ

め

か

せ

か

み

な

り

雨
風
は
け
し
く
雷
な
り
い
な
ひ
か
り
い
わ
ん
方

け
し
主

も
な
く
恐
ろ
し
き
気
色
な
れ
は
か
れ
こ
れ
と

ひ
し
め
く
所
に
宿
坊
は
さ
て
こ
そ
と
ゆ
だ
ん

ま

も

お

ち

な
く
守
り
居
ら
る
入
所
に
幾
た
ひ
か
落
か
L
る

ら
い

4
り
の
は
け
し
き
雷
成
り
し
に
終
に
棺
の

お

ち

す

い

し

ゅ

う

う
へ
に
溶
け
る
所
宿
坊
す
か
さ
す
水
品
の
じ

な

ん

ま

し

ょ

う

ゆ
す
に
て
う
ち
は
ら
ひ
/
¥
難
な
く
魔
障
を

ー
り
そ退
け
た
ま
ひ
し
と
か
や
そ
の
あ
と
を
見
れ
ば

年
経
た
る
猫
の
大
き
成
る
こ
と
い
ふ
は
か
り

ご

し

ゃ

う

し

ゆ

す

な
き
か
水
品
の
珠
数
に
て
打
れ
死
し

居
た
り
此
ね
こ
は
す
な
わ
ち
か
の
宿
ほ
う

(6ウ)

(1オ)

相1のるたてふ槙tま宿与の
違い顔古和おま んた家か売こぼ、 T々
なを尚午へとをに長、与恥う
し昆 ιうはてひ死しにぷせ
ま給宮死し経卒ら人 11 乏し
こへ z 人什lき有戸苦言わね
かはっ干人んてりの?こ
きをみや を，死しけさ 1 に

5号2存与在住主で?五
を死 l てべか行のヨEEり
あ H2今型みむ和をにけ
てんひんルそか尚与しる
ん令 、孟}りひャうると
1)" ~ i 

と 4へをじ空棺tれ三 z
L， I=: =な吉町 ヲー死 b ののもフ
人、に
当号

給
へ
は
お
な
し
く
手
を
あ
け
て
か
し
ら
を
な

で
る
は
て
か
て
ん
の
ゆ
か
ぬ
こ
と
L
あ
た
り

( 7ウ)

経へを
し見
猫空給
のへ
大は
きむr
成か
るふ
がの
ほれ
りん
居じ
ての
下所

年

すて給そなての
れおふりり頭;方
はのにをとォーを
死れ猫空あおヱこな
人かはてもうか
もかまミひ午め
手した封め和ぉ玄て
をらいは尚主手其
あをせ猫Tはうほな
けなんの

ま此正てでの居 所
たも川

空:晶E主主iρZ
ι のくを刊や A

に成
で EZSかすけ
主くありみ所

け

O 
山



( 8オ)

用形きた幾T
心を r るた
しっ人ひ
てかをし
猫守ふねて
をにこも
ちおのお
かたつな
十JCかし
間死しふさ
敷人事ま
予一有あli!.
なるやと
り内っか
tこりく
は人fTl 

御
詠
歌

水
岸t上
うは
て〉し、
波2っ
かく
ま h¥i;
つる
風ら
のん
お岩;;
と問ま
寺l

み
な
か
み

水
上
は
い
つ
く
成
る
ら
ん
と
い
ふ
心
は
身
の

( 8ウ)

ま
よ
ひ
は
じ
め
し
そ
の
む
か
し
の
本
か
み
は

い
つ
く
成
る
ら
一
ん
岩
間
寺
と
き
か
ま
ほ
し
き

に其き
て先と
あのい
り世ふ
しにと
かて入
もはろ
知牛tな
らにり
すて今
無む有人
始l り問
ひしと
とか成
た馬2り
ひて

( 9オ)

4 にく背Eなのいま
り!時土し松りゑふよ
聞存雨宮浪主か岸fひ心ひ
はののせうさ今出
た音音のつめも L
X み松お波2すまた
さな風とか始したる
あ品hの雨zt0:;終与ま水
(かおの風2 よ上
わと音fの心土ひは
と才L まこ音fていい
しとたれとんてっ
てもく開fはと無をく
聞iおまわ波2う明字な
jわと/けの-， ~うる
け ¥に る訴さぞ

聞けと

『
市
問
調
帆
昔
柁
治
伝

-E
翻
刻
と
解
題

( 9ウ)

な界居婆はととあ真上くか
りはる世てうら虫D~ ゆた
衣いはこ界tあとす実三へく
装主なれをりはこ相主なま
かうは大清fひ浄与与のりき
主主L たきくと宜Z/ 街"ふるら
京以なきっ義;¥法ぢしは
てるれに 工敷tをやし
主力け違;ひは常すきひなと
35みかひ成浄与の λ らのれ
lf れなる市フ凶わく説1迷2
タ不t り事 1ょっけ時法号ひ
官浄午此と Lのるはをの
コ長与お日てな此きヰT

にの ど
て品婆はも左んり迷Eくに
結ゅ罪世ひ氏主てひにき

裟キノ 'L，' 
て
ん

(10オ)

くひ
しお
くし
見ろ
ゆひ
れを
とも
もっ
髪士て
も女
ゅは
ふ L、
事ろ
なと
くり
湯ゅう
つ

水
も
つ
か
わ
す
そ
の
ま
誌
に
居
る
な
ら
は
た

ち
ま
ち
む
さ
く
な
る
事
は
知
れ
た
る
事
は
日
に

は見
地へ
また
てる
に事
けな
かれ
れと
あや
りは
人日り
問日ま
のよ
身上ひ
休t居
のる
く此
世
界

(10ウ)

人は里りくさ
問機よさき
とたりくか
ちる k 不ふほ
か世に浄年り
ひ界大lh フは
清与に人E苫四
浄[ちは F 卜
か遊手 八

ほ
仁けへ
てれと立雫
はも悼の
艶 F 夫れ天
理は王子らよ巾

勾すり平の
既 i 天17 1 日I ai 八
に立んべ万そ

。
五



同
別
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

は経年
仏寸Zrl
のたん
御 1f
早者
82 
は忍し

監事:
寸→う +制卜.

2F 
のど
け r
手、五
H ま

た
る
中
に
居
な
か
ら
そ
の
け
か
れ
た
る
事
を

(1l:n 
な見のさき知 EZt知I
し給御〈楽ら中寺ら
てひ H ししすにす
清与てよてみ尿土わし
出むり日所中くて
さはをとをむた
日くとあお楽2しの

ザ青島五土与量キ
λ て婆はらへき中町
tf 有tHれしれをる
ζこれ界す人Eゐむか
禁;j{立をす問2なさこ
宋 i阜県j なのるきと
浄すくこわ目所所く
土ι成とちかよとと
へ仏〈如5ら もな
来 に来日は り
る む

(11ウ)

ととは世楽号心
いれ苦〈界点王に
ひすのな動5は
悦な世りとな
こわ界といら
へちなおふさ
と苦〈りもこる
もの生ふのか
生iはるな裟tと
るし斗れ曜u思
ミめ時と存せ召
もににこ lzrょ
のてなの玄!し
は円く裟与去な

Z E害者fi 
生Jしへ田長
る 介己に

与 は

なをと
り生午き
八ムゾに
千代身
世どを
界にさ

ザ ~S， < 
37f て℃

22TZ 
界f二く
火Lぷる
宅frf し
なミみ

り E育
み長

八
つ
の
く
る
し
み
は
一
生
か
い
の
そ
み
の
つ
き

(]2オ)

りにる
まは事
た匂長な
極fひく
楽?を臼
世かに
界ぎは
にく見
はる耳T
何しに
ひみは
とにき
っすく
くる鼻2
る世
し界
むな

とみなか事
はなりりな
わ八雨虫なく
れ苦〈風主り見
との Jl由ぢ此る
い内し裟与事
ふなん婆は開号
事り火i， t吐事
な三事し界み
りつなはな
gLEにと暑雪た
身みは騒fふの
に我拍動ミなし
ま点王すりみ
よ動2是察喜は
ひ我か ふ

(12ウ)

さ成はも見焼百尉
るし有のしはる
な文るはか灰H事
りは物名らとな
こ万とはだ成り
の事忠かはりか
かにふり跡埋ミら
らつかになめだ
たけゆてくはは
をてへ有消え士Z有
は望号にりはとて
無なみ他たけてなな
きこ人王る L るき
もととをのあも
のたも我主こるの
とへ言U身みると也
分士
を

物品見
事れ
jつは
きさ
まし
へて
て何
あ事
れに
はも
命日く
ふ、り竺〉

γ た
U く
きせ
と す

(13オ)

死" I ふも
の¥卓思
みのなわ
ち御， L " 
は門t恐空世
のにれに
かも多T生
れ御き有
まい事:る
しのな物
まちか死
すにらせ
事か御さ
あき代る
たり と
わ有 い
すて

一
O
六



(13ウ)

く

ら

い

ざ

い

わ

い

御
位
と
い
λ

御
幸
と
申
何
に
付
て
も
御
ふ

?
 
足
成
る
事
は
さ
ら
に
な
し
上
も
な
く
け

L
ぞ

は

つ
か
う
成
る
御
身
の
上
な
れ
と
も
裟
婆
世

界
の
有
さ
ま
に
て
此
死
の
道
は
か
り

い
リ
よ
J

K

七
J

は
御
心
に
ま
か
せ
す
医
療
祈
薦
と
い
へ
と
も

い
の
ち

御
命
に
か
ぎ
り
あ
れ
は
す
く
ひ
奉
る
事

あ

た

ぜ

ひ

能
わ
す
是
非
も
な
き
事
ぞ
か
し
い
わ
ん
や

け

サ

け

ろ

う

い

の

ら

お

し

下
司
下
郎
の
身
と
し
て
何
と
て
命
を
惜
む

2
5
1
3し
ゃ

い

さ

ベ
き
や
念
仏
の
行
者
の
い
さ
み
勇
ん
て

わ
〕
し
ゃ
う

往
生
す
る
は
い
と
有
か
た
き
事
な
り
死
に

??わう

と
む
な
し
と
お
も
ひ
て
は
何
と
て
極
楽
往

し

ゃ

う

し

ゃ

フ

て

ん

p
う

生
の
成
る
へ
き
や
凶
つ
に
は
常
点
動
と
い
ふ

し
や
は

て
此
裟
婆
世
界
は
つ
ね
に
か
は
ら
ぬ
と
お
も
へ

む

し

ゃ

う

持

た

と
も
無
常
の
世
界
に
し
て
定
ま
り
た
る
事
は

は

ん

そ

ヨ

も

〈

あ
ら
す
一
つ
と
し
て
常
な
ら
す
万
も
つ
草
木

一

ぐ

と

し

ゃ

う

国
十
e

い
つ
れ
も
生
あ
る
も
の
に
初
め
あ
れ
は

お
は終
り
あ
ら
す
と
い
ふ
事
な
し
万
物
み
な
定

た
い
ゼ
コ

め
な
き
も
の
と
知
る
へ
し
何
ほ
と
大
切
成
る

iっ
か

い

る

い

;

:

取
扱
ふ
衣
類
あ
る
ひ
は
諸
道
具
と
い
へ

ふ

る

の

売

と
も
ト
円
く
な
れ
は
く
ち
は
て
ミ
後
/
¥
に
は

あ

K

E

こ
し

跡
か
た
も
な
く
成
る
事
そ
か
し
府
士
に

(14オ)(15ウ)

『
市
現
盟
国
陀
洛
伝
記
」
|
翻
刻
と
解
題
ー
ー

(15オ)

迷fと観ふっ柱fけ構ミをか
ひげしN るにふ数もん
居んは世石り E つべ
たとやにをに里町てう
るのくあ根ね広すにか宮守
岸tね九くらっ/津守さと
うか品尽さ会¥つりて
つひ !l)ω れ i三たらと金
波まを戸浄はしるねしー銀
松三起E士只た声高1し'日ミを
風2しにjOJり野のも殿Zち
の恰ff成主事c: I辰巳た桜ミり
おり 司も 15 とミ関Tは
とを能無む省成ーのめ
聞ひ tf常主はり時結"珠ゐ
ら生すシう 鉄ミの 玉1
き」の、

るのあ真土事わ
に洩2ら言えをけ
あるは秘ひいよ
う事せ千百土ふと
んなり多t もの
争たし然主羅らあ御
羅ら六るにう詠
尼に字に経卒ん歌
三の何ドフのな
へ名号事 ::EA 二り
ん号すを 22;字I 都
とをい吹くなて
なもふ皇り人
へとに玄あ々
るなも~うの
功〈ふあ ん何
うは
ん

(15ウ)

とをど
口ふく
をさあ
明言く り
てな跡
とりは
な南他日
へ無むを
無のひ
と二ら
口字しく
をのな
ふうり
さちう
ぎにん
て南伐と
とは

口

をな
ふへ
さ河
き弥
ての
とー
な字
へは
陀た州
仏土と
の口
二を
字しあ
はき
陀た弥

とと
口仁i

を
あ
き
仏
と
口
を
ふ
さ
き
て
と
な
ふ
六
字
の

。
七



同
朋
ト
入
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

は名守
口りす
をの
ふう
さち
きに
てて
l問主二三
ふ字I
此は
故口
にを
あ明
ラき
ん二
三千l
〆¥

ん

(16オ)

尼;号すとをひうの
経主にな六みん功
ーヲてへ字しつは徳
孟、金品市のの金え有
ゃん胎ll な名号陀だ岡U~; り
与両2り号t羅らかと
… ;しに尼にいは
ふ部かつをにい

j:主主ヰ長主主主
惜芝日ん遍工て / 金止り22のん千 l船阿
たつ六みと両2は
り字L し唱主部;飴う
r のかふ古し威3
と陀:名号くるきか
なんれフ 所討んい

は

六
字
の
名
号
百
へ
ん
千
へ
ん
と
な
ふ
る
時
は

(16ウ)

い
か
ほ
と
に
あ
た
る
や
知
ら
れ
す
い
と
も
有

か
た
き
御
事
な
り

枕
口
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
一
畢

(17オ)

高
市
」
一
帆
並
目
陀
洛
伝
一
記

巻
之
拾
弐

拾

昏
近ま目
江み録
国J
石
1I1 
τナ

観
世
τケ
1弓

(18オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
姶
弐

治
二
番
近
江
国
七
山
寺
観
世
血
u

もい拝E
いさみ
ひき奉
ま仏る
たを所
絵ゑ納言は
像1め大
な奉仏
りるな
とこれL
もれと
し、はも
ふ本?御
伝Iそ腹1
記d う内日
くとに

ち

わ
し
か
ら
す
む
か
し
の
伝
記
は
や
け
う
せ
た
り

(18ウ)

先2婦会東i音伝lし
代t依へ大t街i 記会を
なに寺， J阪Tあた
りて良3内tりん
=Z今品λに和iJ I 
宝??南tLI土おに¥
院に都k 出tさてと
聖午大tI正すめもう
孟:乗fなあちつ
りりし、し

院に院
な r聖主開;さ
ふ ~ TIt~> 111記きた
と乗与武ては如5へγ 江大
7二 院λ 向ち南日意"た
にの呈う都と輪iる
zi 観今
阿 世の

(19オ)

なに何 InJ た
り日くとしい
良4わい事ご
品?しひなの
晶かしり塑午
フら街11侍
生与す人に一仁
あ'近な此士
りiI:る良f主
主里 T弁工御
お量れ{曽き先
ののも正tp
う里fでのに
ちのん親草苦
に人記き御と E

ち
込父
は
む
な
し
く
成
り
し
か
は
ひ
と
か
た
な

なら
れぬ
はな
是せけ
非ひき
もな
なり
くと
野のし、

辺へへ
のと
けも
む世
りの
と有
キ」

ま

。
八



(19ウ)

せらのあ凹よきh'i:
すに世よけを人り
しおを出品送?のーし
てもも中り形主出
そひとで J 何見み生
たてむしととあ

Jj立てふら 1 そおり
けたわとごしもし
る L れ JL てひお
にぴん公此うさ
次嫁かと伝子きな
第すそ叫をを子
にるれ fT そ凌品を
成R事を :I;ゎだぎ無な
人Iをち 222てて
すもか限
る

↑見t(こ
こっ
びけ
給て
わも
ん父
との
思お
ふわ
もし
なま
みさ
たは
のい
たか
ねに
と

二な
J り
の明
時し
母守く
のら
ふし
と品:
こひ
ろけ
にる
人し
れか
かる
し、に

こ *t
を子

(20オ)

よ邪Aここ
と魔主ろふ

美3にに桑
I 、ないの
主るた葉
みゆきを
官在へ居畑
郎ら J1:て
σ) 
λ には取
ゴ下桑Lに
，~りもゆ
21 居取か
?てりれ
γ ぁにし
長そくに
ば λ ふ

ば
せれ と

お
き
て
桑
の
は
を
取
な
か
ら
折
、
ふ
此
L
J
を

(笈)ウ)

に子経へ肘見
飛2のたけや
下上るるる
りを鷲七折日に
此舞まのふき
て千ふ飛むしけ
をよ来会比ひん
っとり良h よ
か見はのく
みへる 111 は
てしかのい
飛8真まにか刻
行2 高たり
けもくよて
るんJlt りあ
をじ 年そ

ひ

『
車
場
帆
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題

有見母"
るるは
に所烏5
もにの
あは羽は
らる音E
tLかに
すにお
し高主ど
てくろ
焼Zとき
野のびふ
;，. Ü.~ り
きけか
斗るへ
す/UJtり
夜まは

場ぱ心の
よなつ
り (J) る
末丈態?子
し鳥5を
らやお
雲Lかも
のへわ
旅Gせぬ
の/は
グ匂予 1 ナ、
エりも ん本

何ご我L1き
凶〈子こも
ををの
あ戻主を
てせあ
とら
Z 
L 

の

(21オ)

iEr けと
と J るも
中此さ
貴台こた
僧ミろめ
お J 南な
は都く
し東狂
ま大気
し寺と
けにな
るきっ
かいて
m んい
詩f大tて
(同1行

なのは
か杉J子
めのを
居本っ
たのか
りこみ
けずな
るゑか
うにら
へと奈
見交良
ぬまの
鷲tり春
とて日
た 111
y 

い
ひ
て
物
を
つ
か
み
得
る
と
そ
の
ま
ふ

(21ウ)

主t;ろ控iRさ引
にふはるさ
てに鷲13はさ
成主もを不く
ようおしら
りへそきふ
このれなも
わ方てりの
きをつ惣1な
も見ねじる
のるにてに
な鷲f餌外止さ
きはをのも
ゆ鳥1ひ烏5せ
へ類t

のそう
如5のへ
意ぃチ見
輸iのぬ
観守tゎ
世りし
青袋fと
を ろい
の
入出ふ
れ ν事
奉!こな
り」り
つ 3 さ
ね公て
万も

。
九
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(22オ)

言(
れか
てけ
やさ
子せ
を j置
抗手け
もる
っか
け鷲七
すも
ま此
も尊f
り像1
を

居
る
は
か
り
な
り
子
は
木
の
上
に
て
な
き

有い
ける
る所
にに
か折
す節
かき
に L、
稚5ん
子了世」

elz 
fF 所
とを
7 向1
1 通
をり
開
付

高15た給
ヱごまひ
ゐ」ふふ
，にし
J百杉Iぎ
どのや
ぷ木い
ものつ
届はく
z る成
主泊、る

争EZ
Z杢全
品t元

(22ウ)

近iてと
習品七て
そ条5此
のの子
外向l を
侍喜袈けた
2裟汚す
とをけ
も御得
に弟てさ
杉Z子しす
の達Eへ
木をし
の初日と
枝Eめ

(23オ)

正男E覧;ぅ鷲七ま正わほひ
い子し有へはへはりどろ
たにるにとは真tとあけ
きてに受びそ言え受tiりさ
上今+:っゅの秘ひとみせ
給迄のふき法密さめな見
ひなとま A 力のよ/給
けきとれ子の印にと 1 ふ
れ入〈けは功〈加て油ゅに
は屑成る錦t徳そ持じ待E断k凡
にたる僧1爪さにをうな畳
こりう正与以ω て修品けく三

(主マ立i室;E主52F
よのと{砕し M ま 僧くき

笑ゎ 宍ソ
ら街l う

ひ

け
る
に
そ
猶
さ
ら
不
び
ん
に
思
し
召
い
つ
く

命E鵬い
たやか
す父T成
か母"る
りの人
j専なの
しけ子
をきに
v 屑て
i#る有
にやか
九百らは
へん知
しふら
得しね
さきと
のも

(23ウ)

正まれて御得せ
なしけそ寺すた
れ/るだにとく
は¥此って御は
き其僧1うは乗百お
い外正キちそ物品も
んの世liはたにへ
御御吹ん御ていと
坊号所以←所とたも
よ γ 円泊、らき
り長酢たれ乗のか
あ御 Ei;?へすせに
つ帰さ?と御乳ち帰大せ
か依へ E頼おぶらん
3z但ぜE詰色
僧 :317c ふり
臥 を

(24オ)

ちにせ
給しし
ふて子
事内成
又裏り
有のと
る 上主て
ま古えい
L Tうっ
き，/-_'n 
果L:iji に
報号;ども
也 !Z 大
一七 ;. -tl 

才是 z

に
成
ら
れ
け
れ
は
僧
正
の
御
方
へ
御
取
戻

し
有
て
仰
け
る
は
其
方
は
二
才
の
時
か
ゃ
う

(24ウ)

党て致て/
へ我;コさし¥
学T弟てれゅの
文土子t たへ事
をとり両に
な成能f親上て
らりも知杉
ひ経さのれの
法号陀ZL す木
宗与羅2道5かず
三i尼l 理'J <へ
論2ををまよ
をよ合かてり
わく点1J7)ti;お
き し人tろ

し
育

。



着きま
らへ
れ帥
よの
と跡
仰を
らつ
れき
け斯
れの
はと
おと
とき

な衣i
u を

御いなうく
弟てかかへ父
子してらも母
とか取自なな
成栴J~ もさく
し九せな御て
F 立を{青2そ
さしさ けれ

れ E±zぜ
よ奉ユえたら
とー母;- h 

36主主君
んん
るいし，せ
ド".奉レし
毛かれヲドは
tは 523

~t.'<~ 

(25才)

よ
く
も
申
さ
れ
た
り
其
忠
一
成
の
と
き
っ

li 尊E恋ふぬけ
る{象1しわて
此もくれ居
子同はしら
成し此成れ
人く観らし
に守世ん此
しり青こ守
たにをれり
か付おを袋
ひ有か母は
経ミしまと定
什 4そるおめ
会んとへもて

員仰:L?母円=- )(~の
見の

きき
い若
んき
僧僧
正中
の南
弟て都
子し七

良守木
弁士 7Z
ほ 32
主日
以泊て
す之

文t

(25ウ)

け説1禁主んけ有
る法"裏り僧れる
さを院に止は出
て御中守のわ家
良i閉そそ御かあ
和三なの弟きら
さんさ外子良し
工れ御な弁と
さて所りない
吹い御/ とれふ
伝帰き L 街!と程
き依日に尊Zもの
し、まも敬手天号事
L し良旦土う慨に
僧(弁i弓t守
正 のて
御

『
諸
課
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題
i
l

(26才)

東都2西tい違点
大七方ifま化け
寺大の既I有
き寺浄にる
いの士おに
ん内にふ{曽
かにゆだ正
弟てくい良2
子第なら ωミ
たーりく 41ん
る の其の E
事学T方風 z
我E者与は吹グ
悦まな今来品
こり南2り日

てい

(26ウ)

りにし足たお弟てひ
しあ我りよ子し思
師しつえlJ~ ぬひとふ
のか少午と今成所
御りまのう仰T蹴せな
尽誠E時らせるしり

よ杉
によれ とりの父?りけ ム十別 、今木としれ 小

企もてはへすす
キ とてへ
中付"莫T良fもによ
事と大い排Z我主三り
もの な九 f十お

jfEiz;ろZt 
話をと我

流t

に給のて
もふ中さ
お良iのよ
と品ミ有と
り 7Tんさて
給争まな
じ註にけ
ヲ師!てき
聖与 12l 終~ G 

2j弘量iiE 
血て;;ーなせ
川い己く給
のいけそ《
街iん叫べ
帰さ僧ら共
依ゑ正せま!
の ドニ

か御
た僧1
なな
られL
-，)-は
扱4御
も所

主~ ( 
にに
まも
し御
ま尊
すn 敬
良千ま
べJ し
んま
す
大

(27オ)

ての僧
凡行?正
日衛ゑの
本を御
六た母
十つは
余ね彼
州わ鷲
尋ミびの
ね終日跡
さにを
ま狂与し
ょ告iた
ひずひ
我与我

可子
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の子
こを
へか
さへ
〆¥J止

す我
れ子
はを
l呼5戻f
いぜ
たと
らえ;1];
ぬな
くさ
ま子
も供
な
く

(28ウ)

鷲t雨
に剖l
つ東
か大
ま寺
れの
春宇良;
Uかソ

品弁工
爪僧
24 正
広空

手主
J¥ り

Jレ
よ ョヤ

」

(27ウ)

に冬おか違主あ
照Eはしひと
さ察tこよか
れ佼仰にとれ
乞三のては歩
食主雪はや行
のにう宅官しし
身臥tわ立か
と夏とれ妥fは
成はてにお
っ炎fもてさ
て天i尽Zはな
三のぬ恥尽き
卜暑I命おか子
なちし i究
めは

j，ら気戸
は
才L

行賀地きにたの尊ミせ/まり
けにけくる僧とし¥しお
るははり事正きょにまり
にか聞かもか{曽しもナさ
老fiへほへ有わ正今御成せ
のらとしるかな雨2帰さら t古
足fす似/へ子り都と依ゑんふ
のした¥しにと七ま帝t事
はてる尋Eとて中大し女 ι 天
か奈な事ねそはけ寺 f丘よ
と良らゆけのなるに ¥1
らのへるはきにて僧江あ
す都そになやそ第 l正 24 ま
やへのかし世もーと士く
う心鰻Tやたにしの成バた
/さ Jιしうるはそ り J4 り
iし (男!似に き出

と

t 成のの
まり波宮其
よさりあ
ひてにひ
tl:lもてた
し浅主ふま
てはとと
いか迷まひ
ふのひあ
にわのく
もか心か
あ心はれ
らかれ山
すな正与城
鷲t我年Jの
に子?伴|
取のし淀f
ら身
れの

(29オ)

し
事
な
れ
は
此
世
に
い
き
て
有
る
へ
き
や
し

か
れ
は
い
か
ほ
と
た
つ
ね
し
と
て
廻
り
逢
ふ
へ

(28オ)

白ら何主き
くん程T事
成百Lf月に
りれ日あ
果ぜををら
たく送?し
りれりま
詮iし年よ
な塁主をひ
きをか出
事見さし
にれねまt
ははし頃
ちさ事ょ
をてやり

(29ウ

者主侍E幕?足i:k て
の ιい引の寺日
供22 ま門に百
ま包わき米に
わ竺しらてな
り f さひ見ら

君臨五 ZB寄
り円んたに筋ffに
竺包玄1内塀史つ
1諸上関LをたきZmにん見かに

くけよは
l め四る

り数2はっさ
中の多た て
使しの 東

りさ
故こら

郷?主
/¥ 町ノ

阿 る

2さ
J¥ てご

L， :.; 
レ事

恥雪
手元
総主
みにE
て:&
pz 

けの
るせ
乗守も
合合ら
のひ
内と
にも
都の
の方
者に
有う
てつ
IJm\~ く
すま
をり
開ぎ居
にた
り

/
¥
よ
り
も
つ
か
れ
ね
は
よ
も
や
か
し
是
か
我

L
J

の
有
へ
き
所
に
て
は
有
ま
し
と
も
し



よもま
り乱立た
内るさ
の斗に
や斗2て
うりも
すの有
を思ら
うひん
かに泊、
斗てと
ひ門ふ
見のた
れす斗
はみひ
門上 心

(日日オ)

ば
ん
し
か
り
て
中
/
¥
に
寄
っ
け
す
わ
か
姿

の
見
く
る
し
け
れ
は
実
に
も
断
り
そ
か
し

と
立
退
そ
き
し
か
い
か
に
も
し
て
僧
正
に

御
日
に
か
斗
ら
ん
や
と
一
日
の
湖
東
大
寺
の

御
門
前
に
お
は
し
け
る
良
弁
僧
正
は
か
l

ふ
る
事

と
は
知
り
給
は
す
御
乗
物
に
て
御
供
廻
り
の
さ

む
ら
い
近
習
い
右
党
に
い
た
る
ま
て
美
々
し
く

(30ウ)

け出
る立
母"毎
街lこ日
は春
御l 日
門土の
前t御
に社
てへ
{同制l
正参
を詣
見成
受I1さ
中れ

さ
る
与
に
御
年
頃
は
一
一
十
斗
り
に
見
へ
給
ひ

と
こ
ゃ
ら
に
お
さ
な
顔
の
似
た
る
所
の
有
と
は

もそい
なれへ
くとと
元2見みも
米t定主し
必号めか
定ししと
Z うと夫

よてと
包いも
主ひ見
ぷ出さ
らすた
ハベめ
ミ;きか
F i酉Eた
りく
よ
し

らも
とあ
すら
るさ
所れ
には
東せ
大ん
寺か
のた
内な
よく
りあ

刊子
家けど

ち

(31オ)

人
出
ら
れ
し
か
は
是
こ
そ
よ
き
っ
て
な
り
と

立
よ
り
て
言
葉
を
か
け
か
く
浅
ま
し
き

「
諸
説
昔
日
提
出
伝
記
』
|
翻
刻
一
と
解
蕗
li--

姿
に
て
中
市
す
も
お
そ
れ
お
λ

き
御
事
な
か
ら

御
出
家
様
と
見
う
け
御
ね
か
ひ
申
上
た
き

事
候
へ
は
先
程
よ
り
是
に
持
受
候
由
申
付
る

出
家
立
よ
り
是
を
見
れ
は
浅
ま
し
き
乞
食
也

し
か
れ
と
も
出
家
の
身
な
れ
は
い
と
ふ
へ
き
に
も

(31ウ)

正あ
のら
春宇さ
Hかれ
よど
りも
御愛
下けは
向i途
あ中
れと
はし、
かひ
た追

(詰
以
て

に妥
てに
関守て
へは
き惑f
問か
我る
方へ
へし
来ね
るか
へひ
しと
とあ
てら
同ミは
我
寺

(32オ)

な sil 凶?よーは道与
り淀をり才 L し
故このた狂与に口三宅
郷手渡っそたな州-¥ ~f 
士 7りね?、り志しに
お:にさぷし賀かか
fアてまじ男Eのへ
工ふょで子l 皇Eり
?とひ主をにや
己狂Tあ主鷲七問う
ゐーにしす

ん /~t主十
き t 取もをとセ 年

舟易し基ほらの閉そ

に Etむのと号号 2
ま間

り気戸城上諸しれしに
しとの口市よ かわ

ら

御子すのに
覧之にて{首の
のてな正り
こもらは合
とやすかの
く 有五月号やは
見られうな
くん多?/し
るとき L を
し尋ミ事とき
きねな聞~ fj 2i参かには
主りらっ南
のし若tけ都
体5か我E其吉東
など "lIi~大
れも に寺

聞マ
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(32ウ)

方は
を御
た「肢
の酎Ix，
みへ
中よ
なり
り付
何事
と能土
そわ
僧す
正夫託
の故史
御そ
耳?の
御

に
入
へ
き
仕
仁
川
を
御
お
し
へ
給
わ
る
べ
し
よ
も

中に我
けよた
るくつ
に似にぬ
成たる
ほる子
と事に
i目ゆて
正へは
のに有
御ねま
身かし
のひな
ラ奉れ
へると
;誌なあ
通主りま
とり

(33オ)

書もかり
附御くの
て直』ま事
すにてな
なは務主れ
jっ中ふと
ち上れも
てがた其
月たるも
堂し体正と
の其2なの
まおれな
へもはり
にむ何か
良2きにた
品えをしち
パん て

杉
と
て
大
き
成
る
杉
の
木
あ
り
此
杉
の
木
に

御街l杉e:僧書
EI -Hの毎正付
に念日木日にを
か有の/もは
λ れも ¥ 母守り
るはと春御こ置
へかに日のて
しく御の御そ
其の乗~ t-十t在ちの
おこ物hAろ所I側
もとをふ4 をに
むくお立さ知居
きいろ 22fらら
をたさ明いせれ
書 L せ :P 給な
付置給 JLわは
進上なひ貼れ
は

(33ウ)

書さやす
付る街lべ
をへ参Eし
はし詣i1と
りとも則
置有「書
ててみ付
母a明存たを
御一のれ j度
は U は L
R か l珂今
わの H 日
き杉のは
にの事も
居木には
らに致

(3'1オ)

はをにせ有すれ
御是杉給てみけ
干へのひ杉てる
にとト木干のの良i
取仰ぞにを木ち#之
らげせ書あの其 44
せ;芸ょ十lわもま PE
ら件、つをせと L 

は
れ制張"御に春刷れ
け 12 り卜tて Hr
号註た念2御の逼と
L へりを乗守社:苛

詰!持t君主君主へ御
はゆ其へ出街I-

参iと
嬉iL7 書給さ一戸?め
しれ付ふ

(34ウ)

給不ふと合R紋こね昨Jへ了の給〈
ひ思しその郷きさをを凶ひお
今議合二人"まし鷲七 志L けほ
にに歳去のとよたに賀ヵる L
ていのはケひひとの{曽召
はの fi寺な三し竺ら旦j:H:猶
帝tち鷲七 LRに十れ島のはさ
川とたにを iYふ年狂卒者書ら
泌す取開徒とか気;にイ、j か
からは 本tほとてをた

品:η れ東担心上と d 二御へ
宮給給大福に諸方歳覧土に
l ひひ寺平成国主に布う

[山しの「りをふ成るつ
家か{同二けた，ゴゆるにく
レとと正 Jのるつイ丁〈男近ま
英成も 木りゆ 11 り
り へ 屑

た寺
まの
わーせ
りき
恐立か
れく
多?と
く仰
はら
候れ
得給
とふ
もよ
もし
しう
やけ

(35オ)

と
存
し
書
付
に
て
御
日
に
か
け
た
く
斯
は

同



さ乞ミ居見た{曽は
る食主てれる正か
やに外出は人のら
とそに浅吉を御l ひ
尋とのはま"今i心候
ね方さし味みにと
け此らげせてそ
れ書に成ょっ書
は付入るとし千l
成まをも乞ミ仰けあ
程Y張世あ食主けれる
書たらのるはを
付るさうに此向l
を人れつあ書覧1
はをはくた付有
り剖l彼出まりをて
しら りを張iJ

(35ウ)

は
わ
ら
は
に
て
御
座
侯
と
申
け
る
そ
の
お
も
む
き

し参へまと御僧
母"りしるもそ正
公」給近主左をばへ
とふく様うへ申
はに是Aにち"部上
そ僧へへ払せけ
な正とたひられ
たは仰てはれは
に此付居るけ其
て書るてかれ女
候付ゅは煽j:は足
かにへ閉そてちへ
と子街l取 λ ぎ召
御を傍白かうれせ
尋失;ちたったよ
ね円」かか〈ると
有げくる て

(36オ)

け
れ
は
い
か
に
も
そ
の
書
刊
は
わ
ら
は
か
身
の
上

に
て
御
座
候
僧
正
仰
け
る
は
裁
も
同
し
身

孝す御ひの
養i在号奉上
を所伝りに
らをてて
い知l 両i此
たら剖t年
すせ官ん月

ヘト 1iif春
きさ Jラ
事る三大
なへ「明
るし主神
に我土へ
い人 C 願
はか父白

成母 17
れへ与
は~

『
通
認
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

作良;
<YO 弁2
とよ 不ι

長ヂ
l立 1=
に JlJ

F民
刊の
安時
λ た
予め

李主
主き
ヲ難2

(36ウ)

良;はと通十のてや御
弁fしもり念日た此う名
かーか jlt にとめ世もを
I'J'，とにてなさになだ
に夫ははへなましに
てとま良if十日くし夫 L
まもた#ごしはまゆら
し定E似}弘ん申後J さへ
まめた i4御 jllせは毎れ
さかる戸事の怠11Iは
はた事;ミな御才三此た
-J;!: しもにりた延土杉;っ
事もあ?此め命fiのね
U しる主書との A' 申
止やもるイlお祈表にさ
明 の三のも蕗iむん
なぶひか
れんに 引

h U 

(37オ)

い子こ神
かをとの
又鷲i[:<御
はに書引
外2取付命
にらはせ
なれかな
にしりり
に器時にし
て着合てか
もせはれ
しら定Eと
る h めも
したか只
とるた今
成衣いし中
する其
J¥ 

(37ウ)

給の気芦るき
ひ事とはも
しも成実の
か覚言りには
しへてlVitな
は中暮LJAき
らさせ;みや
くすし;叫と
有と事立仰
てさな 1 付
実iYめれ守れ
右号/ はココは
難t¥ さん付
やとや玄申
おなう山

門もき 了、れ
狂tii 

ひ
出
世
し
事
こ
そ
あ
れ
其
了
の
守
り
に

五



伺
朋
大
学
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士
化
研
究
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紀
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第
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号

一
ー
す
八
分
の
観
刊
音
を
入
奉
り
て
つ
ね
に
つ
け

良;ヰ
品-<.i:t
fLん置
合候

5幸
きZ
主:出
足 L，.u て

~í\ ~ 
えたE
E111 
け
れ
は

(38オ)

衣いはのよ成
類Rか仰りる
ののおかし
fifE杉Zかのる
にのれ尊ZL， 
H 木し像才な
有よ御をり
りり言E取夫
し取葉ばいは
とおにた是
てろJ1t しに
父ぜ観給て
母し昔ひ伎
の特の附t か
ffM;着尊Zのと
た像f御御
る 房号は

だ

(38ウ)

のよ今方母見
其去2主11 をにに
聞に子ふてせ
御てのしまよ
背くも虫H~ 拝しと
労す状面見みま羽占
有に致LIi崩すに
り尋とすに事下
しね事御のし
御あの利り嬉置
事わ有生与しれ
のんか H うさし
おとた乍よ也
もてさ土とさ
ひニ Jf 明守て
ト λ 和11Xは
年 ハの

御はや
身から
をりれ
く知て
るらい
しれた
めぬわ
奉親若し
りのと
し思Eか
はま λ

良しる
弁て中
が斯?の
不ふまあ
孝可てら
のす

と
も

い奉せつ
やら給み
とんふゅ
よとそる
親のれさ
のたょせ
恩、fまり紛
のふ我へ
深主を御と
き母乗百ふ
事深j:物古し
物くへま
を砕じ-It}:ltろ
もし上iひ
っ給をて
てへのな
ばせけ

か

(39オ)

給身た
ひにと
しさへ
にへか
此御た
良2父?し
弁i浄t孟
御飯日巳
乗守大両き
物自王達士
をの釈主
も御迦か
か棺4拘li
くまf 来(〈
ベ主の

ぎ御

き
は
つ
な
り
と
御
母
を
の
り
物
に
め
さ
せ

(39ウ)

の成を供参
t¥Gt;る付なら
亥い往守置させ
の徒主れれ{首
角主七う付御正
に lf 御寺は
御 μ しはに御;け
殿ん-'¥'御帰歩
を三年ら行
た誌八へに
て?|給て
子こ ~t -tひ跡

官量 Egて t
神 Z 結li子し御
長{、構t達E
在、土

子と
i丸い
のわ

願t令
は:工
かご
なよ
へ 31
2長
御 L4
3申 I1
i::、-
A て

13も
t士
た

ま
ひ
け
る

並

H
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
弐
畢

ノ、



国
市
一
一
帆
普
陀
洛
伝
記

巻
ノ
七

( 1オ)

一
市
羽
一
一
世
田
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
三

目
録

七
ド付 111 
り寺
尊f観
弁21宜
{国1音
都つ御
説耳利り

法ぜ生iJm フ

芋量

( 2才)

普
陀
洛
伝
記

巻
ノ
姶
一

( 2ウ)

の那"申役さいに聖す
金仏ミベ/れか仏武む
ははすし¥け与に皇L石
〈末三とへるは押f式d 山
を世せ有巾所せ奉品い寺

急号 I22fL聖襲
よ蹟とはは儀公ごは j? 音

品f1i号室 E実品審射
をす立主はは臣上た告と生
組;プひい国共り令官之
しぶけか/にな ifう事
てゐる程¥御さ釘
い !11走はにへ評;n ;--' 
だ完全此て触主議きず U

さ守ん瑠るもを遊

舎ネ集i持は
りレ

~
ゼ
)て
て
は
仏
の
は
く
と
聞
て
有
か
た
く
お
も
ひ

『

古

語

昔

陀

洛

伝

喜

翻

刻

と

解

雇

も出
あす
らも
んの
さも
よあ
うり
に又
て是ぜ
は ~I ひ
末てな
久3き
し事
くと
と思
げひ
が山
たす

( 3オ)

さ

ん

?

似

た

片

了

ん

お

h

し
大
峯
さ
ん
金
峯
山
に
で
こ
が
ね
多
き
ゅ
へ

か

む

か

希

き

ん

ふ

湾

ん

金
の
御
た
け
と
書
て
金
峯
山
と
い
ふ
也
此
所

も

ろ

主

わ

3
こ
ん
け
ん

に
て
こ
か
ね
貰
ふ
べ
し
と
て
陸
王
権
現
へ
御

っ
か
ひ
っ
か
U

り
よ
ヲ
へ
ん
そ
ラ

使
を
遣
さ
れ
ん
に
外
の
人
に
て
は
成
る
ま
し
と
良
介
僧

し
b

う
正
へ
仰
付
ら
れ
外
の
事
に
つ
か
ふ
に
あ
ら
す
ゑ
ん
ぷ

ち
ょ
〈
て
う

だ
い
の
仏
を
は
く
を
致
し
侯
由
申
へ
し
と
勅
定

i

り

ょ

う

へ

ん

さ

わ

2
5

を
蒙
む
り
夫
よ
り
良
介
僧
正
は
吉
野
蔵
王
堂

れ
ゆ

A
bに
ち

ょ

〈

へ
参
り
給
ひ
此
た
ひ
帝
の
勅
を
う
け
参
り

L
F
L
Y

る
{
ゃ
な
ふ
つ

候
は
金
銅
十
六
丈
の
璃
舎
那
仏
に
置
奉
る
金

た

こ

ん

け

ん

ご

と

は

り

は
く
足
り
不
申
権
現
へ
と
の
む
ね
御
断
申

さ

ん

ふ

き

ん

ほ

か

金
峯
山
の
こ
か
ね
を
つ
か
ひ
中
た
し
外
の
事
に

こ
ん
け
ん

っ
か
ふ
に
あ
ら
す
は
権
現
に
も
お
し
み
給
ふ
事

り
ょ
う
へ
ん

な
か
れ
と
の
勅
命
な
り
然
れ
は
此
良
弁
へ
金
を

V
Aん
つ

け

下
し
給
は
れ
と
御
申
あ
れ
は
権
現
の
御
告
に
此

ぉ
i

ま
、

山
の
と
か
ね
さ
ら
一
/
¥
惜
む
に
あ
ら
す
我
心
の
俵

( 3ウ)( 4オ)

つ万我i;に
の歳巨役主も
説ぎりの成
法ifう行り
のけ者か
時さよた
ilt んりし
山ゑあそ
にのっの
敷主あかゆ
こかりへ
かっ五は
ねき卜批
なみ六 111
れろ億?の
はく七治、

望号ほ千ね
みさ を

七
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紀
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号

の勢せはに
る聞くま
なのはか
ら郷E外せ
』まにに治、
何正すてた
ほ真上さし
とのづゆ
も観くへ
箔?世へに
は青し只
いを妥fね
つ造ミにか
る立近ふ
なし江所
りい戸|の
と金
倒l

(4ウ)

に良りこ金iの良お告日
い弁給れ術if郷12べもあ
た{首ふにをにんむり
る正すよい観へきげ
ま地ちなつの世勅2実1れ
て勢可わてり青 AA聞tは
いをち良中を空い有良
か御今弁Zへ造152 る弁
さらの事5<立~所僧
まん石田やし主に正

zlZ2at品君主 Zザ
なにのにイ1 かりわ 1

り木?地ち主主らひ自ち?
と国な るの高文 6
4ヨ等り λ そ

υ 0) 

( 5オ)

霊!lの寸りと居)jcミひ
地ι給御けふるのた
なひ名なるに老2もま
りけをにあ人上とひ
此る問主ぞり申にけ
所はせ良てている
に此給弁汝fいわし
観慮わ僧 -k，しわにか
世はれ正 zくこる
音正1と是長三いしに
を真E仰T只;手かかか
担すのけせ 4とひにりけた
立1観る L 大良ょ釣Eわ
し世 あろらし弁へ
同う と我?た成
たの人 あ れる

清L

と
も
か
ら
こ
〈
ら
く
わ
フ
L
ゃ
う

参
る
輩
は
極
楽
往
生
う
た
か
ひ
な
し
此
事

( 5ウ)

比ひ観!百?さを
良cjfそ難fて知
大音をまら
i珂をのたせ
神造1か此ん
な立2る地と
りす L は妥f
今へ薬?霊!1に
本2しノ'.U:J;話芸来
社午我;;な市うて
にはり Vノ歩
か近な伝弓
へ江ん合つ事
るのじご久2
ベ枠l此よキし
し所 RJ
』こ病す

( 6オ)

てよ飛主翁Eと
~[I~ りさと悼の
意ぃ飼l り見給
輪1告i-i給へへ
観にふしば
1吐まあは J申
音か λ ぬか
をせあさせ
造1とりとさ
立【?のかたつ
L 岩たりと
語11 をや比ひふ
腹?はと血らさ
内r令hふあ米
へ控Z し毅自り
と拝まへ
しみ

れ

( 6ウ)

と大ふ来世帝守金色事青良
有明たさ音へ」の“をを弁
る神らせのさは御納僧
ーの〈給 i;Jj1 しな祈ドめ正
た街iせふ方i上ざ丸一半守
び告iiんま便ん大き石るり
参にもこに仏語t2程u 夫本
る正雪期f とて殿 JEzffよ尊
輩E真上あにな m tり
tのら正1会長互奥ぉ良寸
成主観ん真土品く二州;弁八
仏i凹蔵文のんと Tみ νは分
うコ音干勺鋭ふ成ノ〈宇かの
ぷ霊lt権え世だ L l'iポの観
ぷ I也九現兄音い也両ど箔IJ-jII 
円 比ひ浄与の訂を「の
五 良ら士i仏iill v 

し 出観

八



(7 ~-) 

つ
り
む
よ
く
く
わ
ん
せ
う
れ
か
う
て
い
こ
ん
り
う

と
仰
け
る
御
告
勅
願
は
聖
武
皇
儲
建
立

た

い

ざ

ひ

ら

は
良
弁
大
僧
正
観
音
の
御
台
座
は
比
良

大
明
神
の
腰
を
か
け
さ
せ
給
ひ
し
岩
に
て

じ

ね

ん

ゆ

し

ゅ

コ

炉

ん

カ

む

ゑ

自
然
涌
出
の
岩
ド
の
水
は
観
音
知
恵
の

J

J

F

3

p

卜

、

ー

、

7

協
和
仇
に
て
大
動
水
と
い
ふ
悩
な
り
是
に
よ

っ
て
代
々
の
御
崎
御
山
官
官
そ
は
し
御
料

;

こ

?

ぃ

封
に
て
一
一
一
十
三
年
目
に
御
開
帳
の
外
御
即
位

ぱ
人
み
ん

の
節
は
御
開
帳
あ
り
て
天
卜
太
平
万
民

あ
ん
ゼ
ん

L
J
t
h
J

安
全
の
御
祈
鵡
有
る
と
か
や

。

せ

ソ

か

た

石
山
寺
観
音
の
御
利
生
あ
る
事
訴
る
も
つ
き

( 7ウ)

なをち加にせ
らつよ茂おぬ
すくくのな事
J4;りは社主しな
頃神つ司し御れ
の主めに利りと
社年殊い侍L 生号も
師しにに従rゆ良
当5寵5しとへ弁
f，:"雪量Rていこ{斡
のす歌へ斗正
こるをるにの
と事よ女出御
くなみあす身
にム詩l りあの
あめ 形Eる上
ら 時

しす

玉な吋
ヲ十だ
J ぉ
予も
宅(

52 
主13
の H_
ね t主し
山一

与従?
胎:

(子l 甚jj
出だ
の来し
斗てけ

しよれ
りりは
けい詮1
るよ方t
親ぉ lti
や ¥ξ
子ニね明
とた n
もみふ届
事f深かた
i!}~:くり
ささ L
Tせまヵ、

t 男f

『
軍
事
官
同
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

( 8オ)

翼民 一是せた
の tI ~I ひく
街i ももみ
種お心なし
な安きを
るか事侍ち
をらか従与
おすなこ
め我主かれ
(身 L を
のる聞
と上中つ
殺えはにけ
さ兎k 居さ
んもるて
事角T事/
もも ¥ 

と口
へお
此し
度き
の次
難2第
を也
のと
かか
るく
L 此
とタ!Il
もに
fthし居
終与て
のは
たた
め

( 8ウ)

みたてよ
たるやろ
ら手かし
し箱たか
明にをら
神入忍jJ ず
にれひと
と錦;山お
ふ爪と其も
てりか子ひ
本主袋iを定E
妻tに街?め
のい刷i此
向性】れの子
み下tR対を
に JJDか阿j，か
よ茂も L 

の へ

( 9オ)

っ
て
此
千
を
つ
れ
や
か
た
を
ぬ
け
出
た
り
此
子

P
Jし
ゃ
し
ん
{
よ
〈
忽
に

当
社
の
神
職
何
か
し
の
た
ね
な
れ
は
ま
さ
し
く

J
I
ニ

み

J
9
L

す
ぐ

明
神
の
御
氏
子
な
れ
は
御
見
捨
な
く
お
救
ひ

下
さ
れ
て
何
方
へ
成
り
と
も
つ
か
わ
さ
れ
下
さ
る
へ
し

ふ

い

左

わ

た

ぜ

い

て

う

只
今
御
渡
し
中
也
あ
わ
れ
み
給
へ
て
此
子
の
成
長

i

t

s

i

 

有
る
や
う
に
守
ら
せ
給
へ
と
ふ
し
拝
み
袋
に

は

し

お

i
T

旬
み
し
を
み
つ
か
き
の
端
に
か
付
置
都
の
か
た

は

こ

う

ち

あ

し

に

へ
立
出
し
に
箱
の
内
に
な
く
こ
へ
す
れ
は
跡
へ

i

k

tん
あ

い

な

こ

り

引
戻
さ
れ
親
チ
恩
愛
の
名
残
お
し
く
い

だ
き
配
へ
て
お
艇
を
ふ
く
ま
す
れ
ば
蹴
て
心

よ
け
に
か
人
し
を
母
は
此
子
の
艇
を
見
て
い
つ

九
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ムい' も
母 1 の
に ~玉泊と
さ入i::
へしく
別記事添三
るの手しι
L いし
ヘむとて
是お寝ね
今iしる
't与や事
果へと
豆報らお
につも
;ごたひ
主なし
くや
す
や

(日ウ)

紋土に給に御い奥?の走ら成声ミお
千J;iおひお心上てに方をんるさも
しほ御さ願Lら髪iのしも事へへ
手し慈しな士んれを知l る斗の出は
絡め悲ひき :F けおるしり縁2ずな
にしふ子ふるろへとかあむみ
入召かの 22xにしの成たりせた
れよきな迄存土尼主かすしてひの
錦fせ御く訳い御みとたへとふしむ
のき御方声りk 門ぞ成へし手ι たかね
覧2にし所i大fhり心と箱空入見に

袋iあてけに納々諸上さなのひ忠み
にる不ふるみ言i問fしくか i圭ぁひち
つに便1をか殿高修品其主/けふか/
斗錆?成聞fつ加仔卒後'R¥ご事へ 1
み桐自るっき茂もニう大見をのしふ
有の事けのに L 原官 捨2取あてさ
り 所 の都立ていか

こ かり

(10オ)(10ウ)

成其夫つ是
り子よらは
付発2りんい
れ明f乳ぅ不ふや
はに吋ぽ便どし
大しをなき
納てつるも
言年Eけ事の
殿月2てな人
仰ぞ積Z育Zり 子
りてとにc'J 

z 早早ら連立あ
詰 l' れ帰士ら
廿そ三しらす
宗才tにせ iロI
古フに たゆ
干 まへ

ひに
か
色合1
2ロて

。

土日しす た 不ふ社:は
れベり便2にう
ざきし成捨;ぶ
れににるあや
はも我主事るの
出品あ子とを内
定Jらあ思ょに
とすらひし此
なよさつ有子
ぺ〈れれる箱
ヂ/は帰土者に
ふ 1 わりの入
会;聞マか小養f子み
説け紛閥、f育Vなた
当士へを致主 h ら
J 丙午っし£し
胡 fがに )11
2 の

も

(11才)

有力;ー
る法号 111
へ力;を
しにし、
まよの
たつり
身て χ
の帯主親主
為おた 々
にひ此ヰ
も廻?1止よ
ノ世 り 』こ
にあま
過;ふし
た事ま
るもさ
~f，は

仏さ

(11ウ)

は
あ
ら
し
い
か
L
お
も
わ
る
ふ
や
と
の
給
ひ
け
る
は
し

ま

?

と

ふ

ほ

め
て
知
り
た
る
我
身
の
上
誠
に
父
母
に

か

う

お

ん

お

L
せ

ま
さ
り
た
る
御
厚
思
い
か
て
か
仰
を
そ
む
く
べ
し

純
一
叫
に
ち
が
つ
お
を
舵
ふ
事
な
れ
は
川
町
と
い
ふ

労
/
¥
も
っ
て
只
ム
ー
よ
り
出
家
と
成
て
是

ソ

い

〈

お

A

お
〈

ま
て
御
養
育
下
さ
れ
し
御
恩
も
送
り
奉

ら
ん
と
お
と
な
し
く
の
給
へ
は
実
に
て
か
さ
れ
た

ひ

り

よ

J

こ
ん
い
ん
易
し
ん
そ
う
つ

た
り
と
て
比
ゑ
ひ
山
良
根
院
恵
心
僧
都
の

て

し

ゑ

し

ん

そ

う

コ

御
弟
子
と
成
し
給
ふ
恵
心
僧
都
も
よ
き
弟

よ

ろ

)

そ

ん

へ

ん

危

つ

け

さ

や

う

〈

わ

ん

た

子
と
悦
ひ
尊
介
と
名
付
た
ま
ひ
経
巻
陀

に

i

T

t

羅
尼
を
読
な
ら
い
学
文
を
な
ら
わ
せ
給
ふ
に

一
を
開
き
十
を
知
り
愛
と
い
へ
は
か
し
こ
を
さ
と



(12オ)

の廿生すイムミ其!主尊Zる
名古 五の在三さり弁工其Z
人上成名rt吐せわ給に知ち
にな人土のやふつ恵へ
てりとふか抑i~比ひ
宇さなる成まく叡口
治てらなるたも 111
にませも事説さのに
てたた及五法ifなて
せ恵ゑもは青に弁工し右E
つ心上ふぬの舌ξと予
ほ{曽f品11 ほ開fあいの
う部すとど合守ざふ僧1
あもしのまや将tの
ら説1い説ミこかに内
せ法号ま法"とにぞに
た だ利りにてこて

そ

(12ウ)

加はに菊き尊Z人治行 i侍部，法号御も
茂我カコか桐5介主々 }京3しの利り苦〈ふ
の身みけの僧うは二日も御生す労号に
みは置手都つみ :γ 嵯さ名すのに今
た藍i説1箱御ちな峨か代(1名おは
ら家ゃ法号にせ/二のと人ほ御
しののしっ¥レ釈主しなし年
のううきほて白迦かてれめも
社fちちのうおお堂f御は L た
ドワににふの L ~共〈説所其3 け
th此御くたも 11 養f法々領iさ

lて言i2Z 7 225 品1 5 罪iz
tしにみ丙すとれ砧てせし恵ゑはま
を入有座主にす簡lつに心上説1ゑ
去される 此のん法 {院 は

(13オ)

る
御
か
た
の
御
な
さ
け
に
て
人
と
成
り
い
ま

品
調
制
普
陀
洛
伝
言
|
翻
刻
と
解
題

じしも忠ゑ
のむ尚i心土

そ奇型l器j
E年骨l員
ん箱二弟て
や井「子し
とにぷ尊E
型i袋:如fZ
"，うにくし

は
控ィ付れ成
ハ」て難H7
"""1，御きょく
日:存悲t壬
て

(13ウ)

た
の

お
の

f
lを
頼
み
中
な
り
も
し
や
此
二
品
御
見

せ鷲'eJJi:主龍t手ι 頼品知
給にチこら籍。みり
ひつにせな *ii の
しか逢古たりふ方
もませまと此あ
此れ給ひそ尊Zら
観二L ひ大 l時弁工ば
斉卜良1悲ひによ御
の年品えの御り知
御の仏んち母"始ら
慈I 後E学かにりせ
吉ひ票"在ひはしト

に石ピ説巳さ
りに-;:て山;法tfれ
;fJW あ土{ロ'Ji~ 寺Z のよ
もは肖特に と

(14オ)

あのあ成そ
わ御はりれ
ん告3せひに
とにてと同E
な老号たへし
ら併すびにく
は出給あわ
鮮ささへわか
峨かせとれれ
へ給阪11みて
ゆひ ιひまよ
けて j1 しり
よ九け (2とJ-.-. v-i 
てにぷて年
野我主

持品 皇子)
の 同に

(ト1ウ)

と う
御寸î~ た
告~t ふ手ζ を
あた箱空よ
れみ中ま
はしにせ
いらか給
それけひ
きてごけ
嵯いのる
峨かな
へにか
ゆ i圭あり
きふせ
てべば
釈与さ



向
前
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
日
勺

に聞マ迦か
っ屑堂ミ
きらに
てれい
見けた
知しるれ
りには
あい御
らつ説
はも法
おのあ
しこり
へと内
給くに
へこ入
とのて
身箱守

の

いう
かへ
にを
JtZE 
!i1り
や給
りふ
給母
へ此
はよ
高~' G 
E主主を
へ聞
f~I[. 給
遠長ひ
く是
しは
て

(15オ)

てはに今我主呉Aい手
くう説宅やむよま箱
われ法号/ねとたの
ししは 1 に語tニも
くくてとてら!ん
様1さ締3待まっせには
子J ら開土かしたは見
をはのねけも満みへ
聞i高守人討れふてね
ま座さ々たは御たと
ほの下けま説1身まも
し銅l 向iひ法11のわ僧
く{曽1あけのうず正
おにれる終記へまの
も逢ムはにる 1') た御
へふ今やをれお年
と うもし頃

も(ゑ

(15ウ)

下思我主
僧ミひか
下七わた
部へずち
とらの
もひ見
は其く
乞与所る
食与をし
な立Eけ
りて11，
と勝;は
し手てい
かへか
り行2L
の見は
与るせ
にん
と

両す弁工に御 L 
F巨さ僧3付とり
の都コ御きげ
うへ H なる
へ中にさに
にけかれそ
て11"しい
ははり御ゃ
な :J主主た 併号と
し尼ましのよ
し是と高すわ
たへ申座x ら
るとけのは
事召2る背，
にせ其の説1
イj ら由t事法if
開iれ尊f を

あ
ま

せ
ら
れ
た
き
と
は
い
か
成
事
に
て
候
や
尼
と
た
へ
て

(16オ)

有今
り日
し御
を説
う法
けの
給う
はへ
るに
に街l
;fk¥:身
身の
の事
上御
I IiH~ は
しな
し

のしに何我伝き
ににやか帯主事
毒t本E殿おしかの
を長Eの殿り候
呑2の御のしへ
せ御た内とは
こねねにきそ
ろたをあ加の
さみやり茂事
んっとしのを
とよしに明T申
有く男E似fi神上上
り 親草子し初吉のた
し子?をな神上き
をのもら勝。，'&
聞fもふぬ 〈也
お け縁2

よ

よ

た

包

そ
ろ
し
さ
に
夜
に
入
て
い
ま
た
七
夜
も
立
ざ

(16ウ)

諸主の入た氏tり
凶E奥?れる神2し
をにて手なえJct
巡?入 t書箱れ子こ
りり尚2 にはを
修}Lてた水加い
行毛髪Zり 子茂もた
せワを夫を瑞;ミき
}およ入菌H'や
どうりれにか
;u": l 我ifて佑?た
ザ尼立は錦1ニ制5を
;z，と ~t 主のし

の、成山 s ものI11り大袋iんひ
州ぺ1て阪に十lい
伺 t て

(17オ)

嵯さ観たい山
峨か 111 ひま 4
へ音給たの
参御へこ観
れ告;;との世
とに信上位ょ音
あ我心(にに
る子をあさ
にこらん
斤ゐ逢古らはけ
のんし舟主い
歌2と軍司たし
をおひひわ
下も奉あか
さはりわ子
れムしせ
にて



(17ウ)

し
ゅ
へ
に
今

H
是
へ
参
り
し
也
船
る
に

H
Y

つ
U

3

3

け
た
ま

御
説
法
の
上
の
御
は
な
し
を
承
は
る
に
観

コ

け

っ

し

ゃ

ヨ

宅

世
音
の
御
告
の
御
利
生
の
有
か
た
き
槻
は

ひ

、

I
きょ刀
J

さ

も

と

夫
そ
と
お
も
へ
と
も
か
ふ
る
美
々
敷
高
座
の
一
五

〈
ろ

へ
み
る
か
げ
も
な
く
や
っ
れ
は
て
見
苦
し
げ
な
る

と
ひ

有
り
さ
ま
に
て
出
て
も
や
ら
ず
心
は
飛
た
つ

こ
と
く
に
忠
ひ
し
か
と
も
御
説
法
の
終
り
た
る
時

た
い
品
い
之

に
と
そ
お
も
ひ
か
へ
し
て
唯
今
御
は
な
し
中
也

さ

と

ナ

て

扱
も
我
子
捨
た
り
し
民
時
の
事
を
思
へ
は

わ
か

あ
さ
ま
し
ゃ
い
か
に
若
か
り
し
と
て
何
と
心
得

づ
て捨
た
り
け
ん
さ
り
な
か
ら
も
し
や
ま
わ
り
逢
ふ

か
〉

AMX

時
の
し
る
し
と
な
り
且
は
心
の
な
く
さ
み
形

み見
と
お
も
ひ
手
箱
の
か
け
こ
を
と
り
身
を
は

も
ち

な
さ
て
持
た
る
な
り
七
山
の
観
世
音

の
御
告
の
歌
に

た
ま
ど
は
こ
な
か

長
手
箱
中
に
か
け
ご
の
な
か
り
せ
ば

(18オ)

ふ
た
み
知
ら
れ
て
い
か
に
あ
ふ
へ
き

と
仰
ら
れ
つ
る
か
け
ご
は
是
な
り
と
て
と
り

弁2御山
{曽ミ身し
都Fのわ
は上か
彼2こ身
手その
箱間iう
をまへ
取ほか
らしく
せけこ
かれそ
けと候
こ仰へ
をけ御
合古る 』王
せ尊Zう

司〉

「
語
調
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題
|

(18ウ)

御のと尊主事御
子てな面的、弁工な覧土
をみて僧きれあ
合白た親主部'はる
せに子こさいに
誠1くのてか元E
ドムれ名々はて来t
jち給の母 j圭古ま
U ひりにさよ
111 
七しをてるひ
轟か成ま事な
世尊ZLP のき
ι 弁工よ / 有ひ
た{曽iろ L へと
副都ヲこけきつ
ひるやも利り

生し かの
す L

(19オ)

御とさけにの今
担、主なしれはあに
なしめ t土Zたは抑り 卜出品 (御みりし
コさ家;札;門fにめ
れれす殿6t~ ぬ
説~ L， j: り御る事
法号事す和な事な

富か管2込ち 5zz 
恵へひ

座ぷれ J 心しろのりか
に士宮程fか
の御ち{首 3 ひこたる
ほ門部rあそさ奇k

り署員長15itF
弟て骨
子!なぐたヲま

悲ひこ身
なその
れ今う
お(親へ

山台子を
に~"のか
T7 対hた
呆而主り
正も人
三己 か 々
?なに
ほひ聞

書?EI
Z御れ
が怒しば

(19ウ)

の
は
な
し
成
る
ま
し
た
と
ひ
は
な
し
を
し
た

青青かり
へのなと
飼l 銅lふて
参i科りま n 
訪日生与し1 上
あ市ヲ伽¥f是
つ引にへ
てとごと;来
法fiiニ御みり

聖せと Eifi 
給止のす
ひ一慈I ん
街:'c 悲ひば
111 

r1t +~観対t
伯g高世め

;iE 



同
朋
大
学
例
教
丈
化
研
究
所
紀
要
第
1
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ハ
号

(20オ)

き呉えな土Z
に/ さ街ふ
母 1 れ門f
うもて大と
へ御今旨納な
に胆£更i言え
対tをあ殿色
面土有号らへ
致主かた街!
せたま参
しくりり
よ詩作た有
ししるて
委L 担~f 事御
しもな対(:
くふか面t
しら

た坂主さ官民音申
け本Eぜひとさ
給の給の当ミせ
ひ里Eひ tc 御給
てに扱 J三犀ゃひ
け庵ド御元 JfM;是
つ丸〕母ざやのひ
か主たに云街! と
ふててはさ惑しへ
成土そ比ひへ芯ひに
戸わ pゑかゆ石
TEi住すひねへ ilJ
生P 叫ま山てな寺
をう品の御りの
と年ふ礼1zと観
げ もを 1 街IW 
給 主中

省
り
か
た
き
観
股
音
の
御
利
生
な
り

(20ウ)

普
陀
浴
伝
記

巻
之
イ
一
一
一
畢

(21オ)

一
高
…
畑
一
宮
田
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
四

拾奈な
四良ら
醤道2
江守念f目
州t仏土録
二さみ石ピ
井い図工
寺l縁工
観の
W 事
音

(22オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
姶
剖

な

ら

A
M
い
と
う
ね
ん
ふ
つ
い
し
い
ん
ゑ
ん

奈
良
海
道
念
仏
石
因
縁
之
事

御
後官詠
の歌
世ょ
を
願l司
ふ

j心ょ
は
か
る
く
と
も

(22ウ)

(す仏測に i絞
こお kkの
のしほ来五世ょ
子功〈しとを仏
を徳f召でいねの
おにはひかち
もておてふか
ふももね心ひ
か大きかはお
ときもふかも
と成の心るさ
くくなはくい
にとりかとし
思くたるも山
召有ときい
親年仏へもふ
ののはのは
子銘:1 小
を

(23オ)

石U世せと給者jiあの今日子親手続車思
山2ねかふにつ行にににをふ
なかくとはて者全じはは思事
りふ願空真上ー守2にるななふは
と心ふ加2日ら毎まれれとた
のはも堂与にせ日てて気さもと
御軽主のの ~ft 給三数~ )干キの親へ
歌2くは如E度とふ尊E多た年;ちのか
なと子こ来t御との也ゴJか子た
りものの通2な弥みそ子ひをく
かイム1こ御ひり陀たの ζ たお深j、
る mVJ と夢t な Ao}如EX るもし
き zく想1さ H 米tくtJEもふ子
願応ょ、ににれに御念ん h の程は
ひ 21 てもぐ]宅参i 来t~ {L.:~ ~をにい
な主4331長ごあら員甘[1迎す γ 問主はか
りまも りぜの ピすあ程
c ~ らに

ソす

四



(23ウ)

け其Zふちこ〈向tき伺lすと
れ頃らるかそ頑tJllt成うべも
は法ifにひ重Eらのるたしお
奈k 然記も重Eきよ法号へなとも
良ら上干fき h り i草tしりのひ
大t人巻L事E山あ上京2然主大御
仏土を爪んはとせ人くら慈じち
殿l人りき只七申をはねは大{、か
の々経1 令な流E昼号か銘R悲ひひ
供〈尊と文土ゑり し夜一ふ/ のに
よとにんし願念Eは 1 あて
うみものかふ仏土いのり軸<<
にヱ奉をま念れ程にか願よか楽?
法ら(まさ仏とのた根日ふた往す
然記;えりをも事ゆ有所き牛与
ソしと仏をみるか ムフ
とのの なにろ lt 
~ c 

り

(24オ)

上
人
を
た
の
み
奉
つ
り
南
部
七
大
寺
の

(24ウ)

相Rひ養fどと有衆品
済Zけをろなる徒ミ
しるなきへにを
なはさ法号帰法号は
り只ぞれ然記り然日 L 
ー今=よ上給上め
のと人ふ人と
念申にをはし
仏けむ七念て
にれか大仏数す
てはひ寺をノザf
堂5法号いの高五人
供〈然日さ弗th/ の
養f上実1徒ミ¥参
は人市仁大とけ
の;ふにトい

E長:ぉ Z

へ
ん
に
て
も
よ
ろ
し
か
る

候べ
ゆき
へな
十れ
べと
んあ
とま
なり
へ参
た荷
りの
とお
てひ
其Zた
偉Tふ
御し
帰±く
り

寸
諸
説
昔
陀
治
伝
記
』
翻
刻
と
解
雇

し是主な
き程告さ
勤2のれ
め常5け
あ供〈る
ら養f{曽1
んな衆t
とれを
思はは
ひいし
のかめ
外まさ数r
只七ま万i
念むの
仏つ参
1 か詣

(25オ)

念2たすみた殿Zにかいし事なへ
仏土りーなまくてにふ僧なれん
ののへ/へやもし所衆りはと
石ん¥かうとてにあ u土なな
をの念しとなもてまままへ
さ念日仏とはふあ追!?た λ/ 給
し仏土の申いるの付Z追に k ふ
て此重苦けわ念ま法ijいて敷斗
の石Uくれれ仏斗然見かは下けり
たよ尊ミはま十に上け堂t司?な
まりと法すじへて人ら供く法"れ
ふもき然日今んはにる養f帥しは
にお事上 t斗す向ふしに是
然hもを人度止にみひになてら
らし知仰?仕トてか申奈なをもの
はとらせ直2はたけ良らす勤2事
あ けし大tしる坂主へむ
E 仏当当日と る

は 藍土

(25ウ)

へ
ん
の
お
も
さ
こ
の
い
し
よ
り

をあも
しれお
たはも
与法ぜき
め然Eか
そ上る
ば人き
に紙主御
生tにた
た六?め
る字じし
まの見
つ名号た
の ljf し
木と

くを
ミて
りん
つひ
けん
と

方号し
にて
は
此方"
i ろ pザ
ノ、< ，~ 

じか
のの
名すい
号ミわ
を

五



同
腕
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第

l
六
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(26オ)

(を
書主
とた
土Zる
をち
うし、
ゾ3'
」

かき
し紙主
地売成

はる
なに
る岩
与は
とむ
見く
/¥ 

仏し
のが
かた
たち
おま
もち
〈う
下へ
〆¥入

さす
かつ
りと
けあ
る泊、

法号り
然t念

の上
功〈人
どこ
くれ
か見
くら
のれ
こよ
とか
し 1こ

L( 
どゃ
れつ4
けど
る J

ぷ入
寸

とに
か止t
き石
つ奈
げ良

耐?へ
お下
ひる
を-I-i
しの
つ方
らに
い念
有仏
中t石

(26ウ)

/
、
拾
人
か
ぶ
り
て
も
も
た
る
斗
宥
に
あ
ら

す
か
く
の
こ
と
く
お
も
さ
念
仏
の
御
ち
か

ひ
な
り

(27オ)

御へみ虫r な 71~t に宇に*'
らゆてくくき l旬治しに
んく御ひ手りてにてま
じ JiJ古覧I文土にて朝宝て諸kた
参のあ字じと高守 Hυ~*，:;方 if 比ひ
詣便Eるなり F主主山法号御ゑ
のりにり給ののな説えひ
者おに歌主貝117ぷひうかさ法:~ LLJ 
にとの十は見へたれ有の
仰ぞあ下上 zたによけり恵へ
せせ詰ゑ2くE土空EZ色色信i
E心上な日にまの高すあ都ナ
Rぉ僧ミり 11 ノkこる葉以住xるは
詮よ都 3 極iEの何2 2のと能史
ぬ子栄〈ょ警は心j枚t上き弁工
な五 円

治、

法すら
極?の是式
楽?道士に
へ弗lし上主
ゆるの
く人句〈
ふあを
ねら付"
の;まし
{回2波どが
に)支す
し有
〆¥

き
ヘb

(27ウ)

歎日のと
きう御
けち付
れよな
はりさ
恵へ老号れ
心土人fよ
{目壱ま
都人せ
仰出ら
けてれ
る大け
はきれ
そには
なさ
たん
は詣11
Jlt 

と上主かと説宅
遊雪のた間定法41
は句〈くせを
しにてら有
候法号歎日れり
此のくけか
歌E道主にれた
の知しははく
心るないお
に人くやも
てあ只/ひ
はら今¥て
わはのまな
た渡E御っき
くす歌2た給
しべのくふ
し 有や

り

(28オ)

と
も
の
や
う
に
仏
の
み
ち
を
い
か
に
と
も
わ
き

き歌2ら何Eしらま
けはく事E < ぬへ
れ夫5へも歎日よ知l
はと f丁it匁l' きしら
恵へ遠主るら中うぬ
心上ひミぬなけも
僧候ともりたの
都事作Il干の此ま極5
ものにせも程↓:わ来7

pi 2日在員長 2
L.ヲさ説さへて
まさ民ヘ出ばは
らよ今中に夫主ゆ
と寸なてかく

ぜ なの
い歎け御ははか事
や 極5 なな
と
よ

(2日ウ)

れ何
は事
j翫3を
楽F知
往すら

吋τ
35 

い p

ひ~、
な
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此 ;ヲん
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公仏
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の
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ベ歌える旬く
きのなは
や心り只士
よもさ弁Z
み有ほに
直2りとま
しぬにか
給べ開?せ
へしわて
と上けよ
仰のらみ
け句〈れあ
れいしや
はか事ま
さふなり
れ有れた
はるは

(29オ)

と
よ

法すお
のな

極f道tし
楽?知事
へるな
千丁?も か
舟右しら
のらも
たぬ
よも
り j度f
にす
ベ
し

姿主のさ折育の往iJか
はたた ん 々 阿ぁ生与く
失うまか斯T弥切十ソあ
せひたの陀た 1 れ
に朝2めこなには
け口ひ老守と りぶゎわ
る 111 女kきー叫註れき
誠さへと誤3ぁー是品
J 上成L r ーりま 7dt2 
"ふりソ井り trtfgせてげに極7?
給来此能E楽?も
ふり
と←事介Z伊すも
晶見?を出土k霊
い《 しる
宇じしめ鎧T Z 
L 御

(29ウ)

給
ふ
程
有
り
か
た
き
恵
心
僧
都
御
説
ほ
う

な
り
と
そ

の 知ち二主
御訂?て井今旨拾
作?大寺高正問
に師の観番
てな開f:高江
関口り 11J:，~と州
!!UZ観はい三
の世比ひふ井
時音叡台如5寺
にも山E意い観
五此慈し輪1世
十知ち光土、観音
六百2rょ jlt
億?大師音
七師の也
干御
万弟ι

子L

「
諸
説
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
経
路

jil--

(30オ)

常Zりし此うま IR
にとかニなしり
此い此井つまう
和ふ和ぉ寺きせけ
尚御尚与に給ゃん
は年はヲ教すひとゑ

湖:兵士請:品喜;2
のト之尚k尊主大か
鯉日歳ほ戸像す締つ
鮒主土さい Fのき

c ~~. !0給ま
み選せノか其へて
つ化;の州そのは済::
か有化け僧コち三f，良之
らる身上有 J![I 
網あ なり

(30ウ)

手き好品心お来事名fりに
廻己にみのちりに{郎食占て
る手てひ立73 晴日て知ち 1 ぐJj)(
もつ食主ら浪2をわ職主ぶ紛
のか t〈きも祈日れと?ひ
をら江はしれ然よい 22しは
く網支?有つはれわ Fよね
しをするま天Zとれ会姻
さも之へる気主もなまる
しち?き程と雨か 71 を
にて υ なの成を 見

は
しす回かれ名fる祈詰か七し
てく貝2と僧1飛ひれ L22
焼2ひ調占f，ui成鳥;はる設し
食〈取へ i司Tれもふけ t に
はてまをは りふ忌て
い がりあ
る るふ

ベ

(31オ)

て

〈

も

の

る
斗
は
俗
に
て
も
心
街
る
者
は
せ
さ
る
事

御成
弟てる
了，.1こ
此ふ
事し
をん
あな
りり
のと
まそ
与し
にる
教守者
待k多
和"け
尚与れ
』立

へ
中
か
ね
る
事
な
か
ら
御
す
き
成
さ
る
λ

事

七



同
期
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

のな
もら
のは
と賀t
もと
兎と斗

やの
角Tへ
そて
しめ
りし
中上
iÑ~ ら
開fれ
すよ
亡凡t
か俗?
た

(31ウ)

あせく
ら給か
はひく
明号我i:は
朝l鯉8申
つ鮒主上
れをる
来食〈な
るふり
ベ事と
L f6l有
うかけ
たとれ
か申は
ひも和
をの尚
笑巳
わ

とは

仰:p
lt i3 
る fE
扱51 
今ぎ
る問
胡あ判

官さ匂
成 AZ
け U
れを
は :τ
位か 、

号のし
た

(32オ

衣子た人き平11 か
をυ る々た尚ひ
も鯉ふをりは居
か自ねなみ早1け
けをらな朝iる
たくへ/よも

fJ' L 置主¥ りの
んに其Eし綱吉と
魚主さ所fはをも
のしゃ γろらも三
方焼)くつ十

?予さ五 j12員長今
りり匂よ鮒主つ
尾"袈け主ととれ
先3裟さわてり米
迄そり た

j1， 
は

〈

壱
本
も
の
こ
ら
す
か
む
り
喰
ひ
給
ふ
を
見
て

け

ラ

け

う

た

い

い
つ
れ
も
興
を
さ
ま
し
あ
き
れ
居
け
る
を
教
待

和
尚
は
残
ら
す
く
ひ
終
り
て
み
な
/
ー
と
な
た
へ

(32ウ)

へけ水て来
仏どるの普ふる
法ij是面t門上へ
を此に品日し
知こちをと
りといとて
成主くさな海
μZ人日きへき
宇つ蹴霊!?くわ
h は華?わに

官経ミはつ行
らとても文土，

虫t念{は手
¥きを

け fL，
らぎと給合

或雪と生taせ
ひなし
は

ょ

こ

い

ふ

仕

士

号

此
海
の
鯉
鮒
な
と
は
仏
法
を
知
ら
一
さ
れ
ば

(33オ)

成
仏
す
る
事
お
も
ひ
も
寄
ら
す
こ
れ
をあじ

ふ
び
ん
に
思
ひ
て
の
事
な
り
し
ゐ
て
味
わ
ひ

し

よ

〈

わ

か

に
か
L
わ
り
食
す
る
に
あ
ら
す
我
む
ね
に
は

iゃ
う

き

や

〉

ぞ

う

代
の
諸
経
を
お
さ
め
有
る
な
れ
は
経
蔵
に

ふ

つ

〈

は

ゑ

ん

た

す

ヘ

い
り
仏
果
の
縁
と
な
し
助
け
得
さ
せ
ん
か

}

ヲ

す

れ

ば

わ

ち

〈

ひ

ラ

を

ほ

ね

た
め
也
則
此
喰
た
る
魚
の
骨
を
こ
と
，
(
、
く

れ

古

と

れ

ん

け

E

蓮
花
成
し
見
せ
給
ふ
そ
の
蓮
花
水
の
泡
の

う

せ

う

や

ま

こ
と
く
き
へ
失
け
る
を
人
々
見
る
よ
り
い
よ
/
¥
敬

ひ
新
み
け
る
郎
知
侃
和
尚
常
に
一
一
井
寺
よ
り

fみ
つ

け

う

へ

い

干

し

ね

ん

こ

弓

清
水
へ
日
参
し
て
行
栄
屑
士
と
御
懇
頃
成
る

和
尚
三
井
寺
よ
り
通
ひ
給
ふ
節
を
く
ち
め
ぢ

リ

ョ

た

い

み

ち

と
い
ふ
な
り
是
は
教
待
和
尚
の
道
す
か
ら
ふ
み

ラ

か

た

す

た
も
ふ
下
は
く
し
う
め
つ
ほ
う
ま
て
浮
み
助

ど

あ

る

S
1た
い

か
る
と
有
を
く
す
め
す
し
と
言
し
也
有
時
教
待

〈

わ

ん

お

ん

一

1
い
K
み

和
尚
今
の
観
音
山
へ
上
り
て
湖
水
浪
を

〈

わ

ん

?

し

ろ

士

と

清
そ
う
観
を
観
じ
い
た
ま
ふ
後
の
山
の
麓

お

ほ

ろ

う

っ
た
ひ
よ
り
年
の
こ
ろ
八
十
斗
と
覚
し
き
老

号

し

は

に

な

f

、
た

翁
芝
を
荷
ひ
て
愛
に
米
り
て
枝
お
し
な
か
ら

円

う

た

い

ろ

う

そ

3

な
か

教
待
和
尚
に
む
か
ひ
老
僧
に
は
何
を
詠
め
居

け

〉

た

い

い

や

給
ふ
そ
と
有
に
教
待
是
を
見
給
ふ
に
賎

(33ウ)

八



にし
あけ
ら成
する

と翁E
忠也仏
ケけ
ばれ
おは
翁主是主
か l!r.Z
らじ

(の
し
とる
打Z事
笑E
ひ

(34オ)

かは
A

ど
ヨ
は
う
ん
は
カ

汝
じ
う
か

f
l
と
東
々
を
詠
め
居
て
わ
れ

そ

っ

カ

は

と

付

う

ど

な

あ

し

足
下
に
仏
の
台
の
有
る
事
を
知
ら
さ
る
が

た
3

ぬ

け

う

た

い

お

お
か
し
さ
に
尋
る
な
り
と
有
け
れ
は
教
待
和

1
ゃ

う

る

う

守

む

か

尚
u止
た
い
ふ
人
に
あ
ら
す
と
老
翁
に
向
ひ
て

わ

れ

そ

っ

か

れ

い

し

ゃ

〉

我
足
下
に
霊
場
あ
る
と
の
給
ふ
は
御
身
は

(31ウ)

生午音た下い
有:はるさか
縁f関む事れ成
の一山忘年tかる
あ智ち久2し御
り諮与しとか
か犬五奥?有た
た師tのりに
会市院にけ

主幹SEEt
fc V」意い我ま
り~輪iはす
然主誠E観L此一ゃ
れに ん霊!1御
利り よ也九名
をを
知名な
り乗す

と
も
此
山
は
五
十
六
億
七
千
万
歳
り
う
げ
さ
ん

(35オ)

ししあ大成参iに会ゑ
済主観る悲ひら詣日立の
度ι世事のさす人あ
あ斉の平IJりるるけか
らを歎;生主故史事つつ
は是えかチう観なかき
有ぅへわ E 世らひま
縁工直喜し二音すにて
のしけ J の有フてけ
霊!t女EれL ;;;御緑土奥?が
場主人見は佐心ののす
EeJを此監れに衆お院に:サf
12 も所~~ nlt生主へな
{;>参に I品ぎはみ文;はら
よ詣堂5もす民;女Eさ
を埋3大?人Eる
建工 み慈し U ゆ

立1 へ

「
追
認
普
陀
活
伝
記
』
翻
刻
と
解
語
|

し今せ守5か
ははし新上く
御 d 木は羅らい
弊じ社主我R明守ふ
とにな神上.:fJd-~
成帰売りなに
りる必主り汝E
コヘ J ら智ちじ

11' L ，1'.- 諮主知し
寺と事芙う主
ののた師ず

些やかと主
治ば士号;出
へ老号よ:瓦〈の
飛主翁号うど 鎮E
去百と こ己
見フ
〆¥

(35ウ)

給
場11，専へ尊2同fたよ六智ちふ
すずののるりJl議主
勅師]し出品村11老す帰脅八十2
使の!lhi也甘翁号院に日 恥:
品格tF出品海tの商草E
〈到U生:上f時おふ 1高記

櫨ろのらうに|口作車;に

Fまんの航くーかんい
そと教(Jじ i 市ふわ

と其 舟
L MEt い法"て八 {52く
る2み L を政i:HL天
のた整を~，Jt 住こ丙i ぞ J 室
ち H--j イノ ノ止れ州?唐も A

ミるじ語i皇;土:2
見瓦

(36オ)

院に~主と観に教l;
に度まfII:ま待{、三
まうし音か和ぉ井
しなまをせ尚1寺
まっす移2てはの
さき事し今あ北
ば給そ奉のら野
立ふ有号り所有に
人正午か有?にかう
の古:た縁f堂iたつ
お交んきのをやす
かぶ丹駅:衆与建えと

i t ?PF:1T: 
ま聖Tき済い 御
じり nじ》

口け

九



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(36ウ)

し

ん

ら

め

う

し

ん

け

ラ

た

い

よ

刀

け

き
新
開
腕
明
神
と
教
待
和
尚
の
御
陰
に
て

女
人
ま
て
も
参
詣
し
偲
こ
そ
西
国
十
四
番

(37オ)

の
霊
場
と
は
な
り
ぬ

l
ん
に

f
〉

阻

ん

そ

ん

ひ

ゑ

い

i

h

h
〈

真
一
如
堂
の
御
本
尊
比
叡
山
に
て
智
覚

た
い
し

cm
つ

ち

か

〈

大
師
の
御
ね
ん
じ
仏
な
り
智
覚
大
師

五」
l

六
億
七
千
万
歳
り
う
け
さ
ん
ゑ
の

み

ろ

}

〈

せ

3

日
J

あ
か
つ
き
弥
勅
の
御
説
法
ま
で
は
女
人

土

せ

い

れ

い

1
1

禁
制
の
霊
場
な
り
な
か
く
此
所
に

ま
し
/
¥
済
度
な
さ
れ
候
や
と
御
尋
ね
な
さ

に
よ
ら
い

れ
し
に
如
来
う
な
っ
き
給
ひ
ま
し
ま
さ
ず

し
か

ゆ
へ
然
ら
は
下
山
な
さ
れ
む
さ
き
所
に
て
も

し

ゅ

し

す

さ

い

と

衆
生
の
た
め
立
人
を
も
参
詣
し
済
度
ま
し
/
¥

に
よ
ら
い
れ
q
k
ひ

候
や
と
申
付
れ
は
そ
の
時
如
来
三
度
う
な
っ
き

ひ

ヘ

ー

給
ふ
か
ゆ
へ
比
ゑ
い
山
よ
り
お
ろ
し
奉
り
ぬ
別
し
て

さ
い

t

ほ

ん

そ

ん

し

な

の

、

く

に

2
か
J

女
人
済
度
の
本
尊
也
と
い
ふ
信
濃
凶
の
善
光

じ

と

う

〈

や

フ

せ

つ

も

ん

な

い

そ

〈

士
守
堂
供
養
の
節
門
内
へ
は
俗
e

人
も
入
れ

か
い
さ
や
3

し
ゅ
コ
け
は
か
り

す
戒
行
を
た
も
つ
出
家
斗
四
十
八
人
つ
め
て

2
め

2

1
よ
ら
い

凶
!
八
夜
勤
し
に
此
う
ち
出
家
の
夢
に
如
来
を

お

か

も

の

か

ほ

拝
み
未
つ
る
に
御
物
お
も
ひ
な
る
御
顔
ば
せ
な
れ
は

1

1

く

や

7

2

凶
十
八
人
の
僧
ど
も
の
堂
供
養
御
心
に
川
は

J

か

、

そ

〉

わ

か

せ
ら
れ
す
候
や
と
伺
へ
は
阿
十
八
人
の
僧
共
攻

(37ウ)

(38オ)

事はに名ι
をうそを
ねゑはと
かんずの
ふのとふ
と衆与もう
の生午 fν;れ
給をう生k し

ひ門土す 7 け
り 市山ハ
る rJいぶと

き式長た
ちれり宰も
も済主ふ 2の
門をλ!主とひ
開ι ぜん は
きっん成品わ
る耳か

き
せ
ん

て
貴
賎
み
な
/
¥
参
詣
い
た
し
拝
み
奉
る

事
あ
り
か
た
き
次
第
な
り

御
詠
歌

(38ウ)

な行ひい
りとたっ
白いる入 い
人ふなるのつ
_.，事りや鎖fi入
首与入いとのる
蝉Iるついひや
丸Eととふ_¥. {，由主
のはははき同志
歌2人間人Eにの
にるる間1明?汀
是にと生与るは
やてい羽J水三三
此生3ふ公 ν う井
J丁?る事 iiみ寺
L 仲 l 山 7

事 τ常f
てを
し、

生ょのも
る関1帰
人とへ
なある
りるも
死し娃別
すもれ
る 千丁ifて
もはは
の死知
あしる
j，ても
はゆ知
!f-:.1くら
るかぬ
L へも
もる逢主
のは JUi
有
り

(39オ)

へ生不ふい知
りる減日 ふる
て λ にあも
ももてふ入
なのま t反ら
ら也さのぬ
ぬ増ょす関3も
もすへとお
のばら読iな
なかすしし
りり先しなは
二誌にぬりち
山Zてる人tす
六とも程?附iに
海土食主づ不ふて
-2物土ミ 増1逢士
分主た ふ
田Zらと
とす

o 



とはは千なて
く生竺い二りニミ
波主死iつ百円分ふ
v.ミ無む入里本は
はヲiりる余六山
月t! /-.，.うや り | ノに
影日ピ 浪主南き余ょ分
長 ーい問ま北守州tは
し会3のはを海2
又t守み月丘すに
!三うは百 〈 て
1宇じみアい余ょに由工

か ;rzか里.，す地ら
く出"，成れは
もう=そるは世せ
成 V とと東ミ界t
り月いあ白目
。)tiゾふる 分ふ
明日」にさ

人伝れ
問日

(39ウ)

会

な

み

は
切
れ
た
り
す
る
な
り
月
あ
る
や
と
被
に
千
を
入

と

て
さ
ぐ
れ
と
も
取
れ
ず
な
き
か
と
お
も
へ
は
あ
る

に

ん

け

ん

し

人
間
も
そ
の
こ
と
く
有
る
か
と
思
へ
は
あ
ら
す
死
す
れ
は

や
会

U
い

か

け

よ

刀

t

i

焼
て
灰
と
成
る
影
も
形
ち
も
な
し
然
か
ふ
し
て

せ

ヨ

や

ま

よ

t
ん
日
ん

常
夜
の
や
み
に
迷
ひ
て
い
る
人
聞
は
月
の
み
ち
か

ま
て
だ
A

ま
ん
け
、
J

け
に
お
な
し
朔
日
よ
り
十
五
日
迄
段

/
L満
月
と
成
る

に

ん

け

ん

ま

丈

な

ん

γ
よ

人
間
に
て
い
は
λ

二
|
九
迄
な
り
三
十
九
は
男
女

と

i

き
か

と
も
に
さ
か
り
何
十
よ
り
年
寄
の
内
に
て

F
り
坂
と
成

↑
ま
ち

る
刀
も
十
六

H
よ
り
は
か
L

る
小
野
の
小
町
の
ご
と

zj
カ
〈
主
せ
τ
pサリ

J

J

か
よ

く
深
草
少
将
の
九
十
九
夜
ま
て
通
ひ
た

ナ
が
f

せ
L
J
d

亡
ら

1

乙
し
一
メ
J

ま
ひ
し
姿
に
て
も
関
寺
小
野
の
年
頃
に
成
り

か

け

ふ

し

ん

は

Y

2

8

て
は
見
る
影
も
な
く
婦
人
は
巾
の
広
き
帯
に
て

よ

ヒ

を

は

ぐ

は

つ

つ

へ

よ

そ

す

と

こ

の

粧
ひ
も
白
髪
と
成
り
杖
に
す
が
り
て
は
粧
ひ
庭

(40オ)

誰主に
見て
やは
るな
もく
のや
もう

t ( 
小に
野じ
泊、り

歌あ
}こる
く
の
み

し
て

寸
週
間
調
昔
陀
治
伝
記
』
制
刻
と
解
一
題

(10ウ)

お
たも
と泊、

へけ

が長
与 E
tを(
あ岩z
り
とれ
もか
し

日と叶flまか
月"るしく
か斗やの
く也月こ
の西fひと
こにか〈
と入しょ
く給よみ
死しふりし
すは山に
る浄ι給や
そム:ふ小
よ内与発"野
と ，-ん生すの
おじ門土果号
しょにの
叫しあ
[] 
(てさ

(41オ)

まびんへ
しき精守給
I長< 舎たふ
楽?日の波Z
I宇与はか間ま
ム:ほねの
よんの月
!でのこお
どふへな
tz の諸，tL， 
証ね行主主
む う井

長ょ22;言
説ぁ夢日と 船
けをひお

さ

響日三た
き井る
に寺こ
あのと
くかし
るねと
水のい
う事ふ
みを心
とょに
のみて
街l鈍古み
詠のつ
軟か

み

な
り

( 41ウ)

社
口
陀
治
伝
記

巻
の
拾
問
畢



対
照
大
学
側
教
士
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

市
一
端
普
陀
洛
伝
記

巻
ノ
八

(1オ)

品
一
点
並
百
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
五

拾 祇含

五俵在図2
厳大t番藤;精す目
口ち仏士山 ぃ舎午録
演さ三域会Uの

全土見蒜i空自
、一寸，よ、り
か間目熊LZ 事
事堂i野の宇
の観
事世
τR 
R 

( 2オ)

普
陀
浴
伝
記

巻
の
拾
五

( 2ウ)

八'、j市議午名なのわ俵じ
年府ふ院止を孫ヱら藤正
の?将与の…取村主に空1.'- 低主
t負きが朝ミり雄企あ会国主
江うのんに後2公2り郷E精1

4t官L吋俵E字詰 Z;f
出にんの忠也は社主か

F ifift1jfii:i 
Ft号三ぅF寵史
しさほ同じい公ミ橋
きき LEふ六?の
者自延Z鎮E竿所代主か
出喜き jLしの た
てノM

(3オ)

方E掛中江の差f此往す
よ渡に州機ミ置?よ来t
りし中比ひにへしの
l古iJ;:た嶋琶ゎ Jすきを人
ふりあのむい聞展2
を秀2つ海かわての
き知事Eてのふ h 住七
つは橋な抑Zな米っ
と勢をか/しの頃
見出三れ¥と妨iよ
にた波主勢せて たり

けりいっり出た 42jp し
けたに二の矢ゃ正て
るり切Dmn橋fた主と
に橋てのとづ;ま
物の いさ去る
こ此こ ふへ U1そ藤5
そ は勢益2太よ

出川

( 3ウ)

形土大k男?りめ踏主戻2去主へ 111 にみ見
ち蛇与近t秀Eたちるりしのわれゆ
をと付Z郷Iiるらにないこだはれ
崩P見ょ振ふ男fしもかかとか尾ぉあ
1プるりりーこ過1あらさくまさや
太又へ天号か人t ゆら何ま成るさし
舵 4し結ifへ肱主けす程諸主る頭tはや
をやも総り!?は大tの人工大Cはら海と
っすもてり少蛇午事の蛇ゃらに小hな Ci"J辛さしの有恐号なんあ橋
てわき事りたへ背せるるり
'わち御そ両ーだ中主ヘミ倍4L てわ量2我i;人と空へ斗をきこはん制5た
のな也|時kzりし行2そ是 2はり
人り只ぞふど色足たてみ尤主に「大よ
此品いに¥青主斗跡ぜ とて ι 橋〈

もも，
あ頃iゅ彼自にさぞへ也あれの{

れ よ L るぜ上¥



威いりをく
を我i:見た
あはすめ
ら此夫し
そ橋rに見
ふのっし
敵j;-F きに
士ロに我11そ
ち住すそこ
す十そむ こ 元
州立処元程?
敵Eのへな

主君;FZR
ふ也わ量丈t
皇帝れ事三夫ぷ
乍し有あの
~人

(4オ)

我主の取しり
か命ドらほは
たもη んとる
負31ミとのか
色目「時大~首
を t: 々 百主ふ
あ ? 龍ti足モな
ら主;宮iなる
わ Z:Lにり三
し詮Lお我i:上
是 53ヲし龍1山
にど寄"宮;を
苦i丁せ城主七
し毛我Eをう巻
めー け 会主任

ら d ん切」ま
るれぞり
ば
くひ

(;1ウ)

案士安ほなとも事
内Rきししくふ多
申事て我i;はけ年
さな給方2か此な
んりわ人2ら敵早れ
ととれとい乱己は
て;青白と成ひ if=あ
勢合5あて G ~~'ゎ
田けり此に 12ν れ
のれけ敵tき£よ
寧はれをき三と-zさは f う L 回か

ひ n，田
よら秀L F ま山、と
ほひ

りは郷Eろ片立たつ
卜我Eい L ム九ど
り itl.と る芝を
て方t 武AK
へ 勇守て五

しものさ案
ての米ま内
押fやた/す
よとり¥る
す見と艇に
るれ大応号龍
休正はにし宮
な数すさ扱ミ城
り万Eわ夜ょへ
秀のくに烹
郷た秀空入り
はし、郷ifけけ
心上まいれれ
中号っかはは
と L す古E1
ものわ神E

や

敵i

( 5オ)

『
諸
諸
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

は
ち
走
ん
〈
ヲ

2
ゃ

に
八
幡
宮
を
ね
ん
し
奉
り
弓
矢
を
も
っ

( 5ウ)

そさ頭f幾¥''7 放告足で篤?て
んるは年tれすにとう
しも鉄三ふとにて見ち
たこ石1るもあ iH; れつ
るとのーと矢ぬやまはか
をわ竺も竹存まん数ヲひ
無むり ε知もた中 JJt，リ|
念日なくれ〈すなのし
にりかさだむる松tほ
お秀日たるけか頭t明王り
も郷Zけ百E飛与てJ-らとね
ひはれ足どちのぶ見ら
百主 はのつ頭苫へ
足その矢均事てに干しす
に矢ゃのな立Tは JhE主ま
はを立ぞれず当主:73足セし
人日射い は りにの

(6オ)

荷円高舎キり二悦えはま百Eぼの間1
はのた世ひてる足てり矢ゃの
つつりを百~!; ....ベのねをっ
かりし烹謝主味i終日き頭ら取ば
ふか俵記せをに数1 をひてき
にね ずも泊5万f射いす wねの
つ一俵ヰんつ足ての抜めまの毒そ
き足先言はては松行きしかに
るを官室有あ ιt明王けてた成
事秀2停るつひとれ切ミ口る
な郷frひへくに見はてに事
しへ告さかも付得何放日ふを
取お 45てらてりしかせく忠
るく念:tナな青ESもわはみひ
こる言;とし抽t手 Eもあ引2出
随l此ま臨て現;註ん邸主つやしし
ひ巻さ寵1米品当ぅ大くてま 二

さきたた
入 Eへず

(6ウ)



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
l
六
号

はて釣;?とて
し説2鐘古くの
ま法号はへび
る有釈tるる
とり迦か事き
知し如tなぬ
ら時来ごくな
せ経らの是品り
に漢2天:現日米
つ達E竺t当2の
きへ凶のた
た只 1紙会謝与わ
り今回{o fU~ ら
し説1精1なも
鋭日法号舎ιり そ
也のに の
此 ご
か
jヨ

をの
さ音
まを
し開き
極?も
楽?の
往すは
生与百
をノ八
ほ1号'Z

る 1ζ

企 Z
EE  
れ土て
はち

( 7オ)

れ暫iL 官主法~5 徒5 さか政5 のけ送T 俵五ぞ是
さら六?師l 裏1んたを背ねりりと伝くを
せく度5をかとに御を実けけ絹き共後こ
給御ま御へ御くた御仁るとぬに世せ
ふ座百て頼おっくわの詠Rも此をとの
にを御一みてわふみ歌か有鐘む所』りた
よ居落?有平tたりなにりのお持t もめ
つら馬"へ家けててさよか音止したに
てれあしに有平日れみた諸Iてせお
頼存しりと組iり家け比ひたき行手っ送?く
政2にしてししの叡fり和無;りらり
も流?故御みけにーLlJ>'::高主 M 占かせ候
g，牛ゃに幸2る比ひ門土竺倉iね j晶うねけと
15宇有ゆ叡行を升の也とはるて
しな治l りへ山f亡号守宵ネ此響円 μ 秀宅け
て会みにし奈必のぼ宮ネ頼古鐘おき弄L郷2ん
Z品? に良A 衆il Z:は

(7ウ)

( 8オ)

法ifん此にぬ
師l と意ぃ組i」
とい趣与し井
もふをゆ寺
かははへ法号
なやら I自主剖i'
i比くさ企iは
方もんの Lt
よ 開f為忘古手ゑ
りつに斯Tい
攻2け比な山
お憎Yゑらの
ときひせ衆午
せ三 111 給徒1
よ井へへ等ら
と寺せは平日
のめ 家け
登Z
ら

(8ウ)

ほ

う

こ

せ

い

さ
千
坊
お
こ
り
た
て
ば
三
井
寺
は
小
勢ーゆ
と
て
ヴ

成
れ
は
う
ち
ま
け
け
れ
は
一
一
千
坊
の
衆
徒

や

さ

つ

り

か

ね

の

守

二
井
寺
を
焼
は
ら
ひ
し
に
此
釣
鐘
残
り
有
る

か
ね
て
ん
む
く
き
お
ん
唱
う
し
ゃ

を
見
て
此
鏡
は
天
竺
紙
回
凶
精
舎
の
か
ね

ひ

た

い

こ

う

と

う

ま

へ

な
れ
は
比
ゑ
ひ
山
へ
取
か
へ
り
大
講
堂
の
前

た

ー

ム

な

に
つ
り
て
っ
き
け
る
に
只
と
と

/
Lと
鳴
り
て

d
b

お

と

し

ゅ

t
フ
は
E

な
ら

鐘
の
青
い
で
す
衆
徒
腹
を
た
て
ミ
鳴
ぬ
と
て

た
い
ほ
〈

l
ゅ

此
ま
L

に
世
へ
き
ゃ
と
て
大
木
に
て
鐘
も
く

を
こ
し
ら
へ
五
六
人
に
て
っ
き
け
る
に
育
は
い
で

す
し
て
只
な
る
斗
り
に
て
そ
の
う
へ
其
う
な

る
音
-
一
井
寺
へ
ゆ
か
ふ

/
Lと
人
の
耳
に
聞
へ

-
ゆ
と
3

た

げ
れ
は
衆
徒
い
よ

/
L
は
ら
を
立
て
さ
ら
ば

も

と

そ

の

ま

、

し

尽

か

三
井
寺
へ
戻
せ
よ
と
て
其
儲
む
と
う
寺
坂

?

日

ど

と
い
ふ
処
よ
り
庁
防
ば
か
り
っ
き
落
せ
は

か

ね

}

ぶ

鐙
は
く
た

/
k
に
破
れ
に
け
り
是
を
三
井
十
寸

お

ぐ

れ

じ

い

の

お

主

じ

や

さ

た

へ
送
り
け
る
を
台
に
乗
せ
置
た
り
に
小
蛇
来

(日オ)

四



し破主処り
に H誌をか
お総にねね
な品長ふの
し長げり廻五
くりけり
小かれを
~t年けはく
来揃? る
りわ一夜ゅ f
てずの 1
夜やし間まと
毎;てに理主
}三 'A" ，!"~ こり

E谷57RZ
¥た
くる

(9ウ)

はり
此し
やか
ふは
れこ
き i'1，
すも
又ま
ひた
きい
つへ
りあ
しふ
跡fた
つり
き今

て
あ
り

(10オ)

や

ま

し

ろ

い

ま

く

ま

の

十
五
番
山
城
の
凶
今
熊
野
観
世
音

め
F
A

り
3
ぞ

う

た

け

卜
一
面
観
世
音
立
像
御
長
弐
尺

弘
法
大
師
の
御
作
な
り

-

ろ

カ

わ

い

ん

ほ

う

お

う

し

ひ

申

ゾ

ゴ

後
白
川
院
の
法
皇
の
御
持
病
に
御
頭
痛
有

て
殊
に
常
て
い
の
御
ず
つ
う
に
は
あ
ら
ず
御

tcきJb
か
た
か
わ
る
j
l、
に
お
つ
む
り
を
な
て
さ
す

し

ょ

し

し

よ

し

ゃ

宗

と

う

ぞ

り
車
中
つ
り
諸
寺
諮
社
に
御
祈
祷
仰
せ
付
ら
一

に

ん

や

〈

か

み

り

ゃ

う

t

れ
典
薬
の
頭
さ
ま

/
L御
療
治
成
し
奉
る
と
い
へ

と
も
さ
ら
に
其
し
る
し
も
な
く
是
に
よ
り
て
法
阜

お

u

h

-

-
ー

く

ら

い

フ

ま

と

思
召
け
る
に
は
今
天
干
の
位
と
生
れ
尊
と
き

コ

づ

ヨ

せ

ん

i
や
フ
一
一
一
フ
ひ
や
ヨ

事
た
ぐ
ひ
な
し
と
い
へ
と
も
此
頭
痛
は
前
生
の
業
病

お

も

〈

去

の

こ

ん

け

ん

と
思
ふ
な
れ
は
熊
野
権
現
へ
御
ね
か
ひ
有
へ
し
と

お
ほ
し
削
除
肌
鮮
伊
の
ニ
所
腕
組
へ
御
新
都

わ
れ
い
ま
わ
う
い

J

ま

い

へ

が

た

あ
っ
て
五
日
今
王
位
に
生
れ
た
れ
と
も
癒
難
き

『
調
理
問
普
陀
抗
生
記
L

翻
刻
と
解
題

(10ウ)

と御ら頭つ
も持しん痛z
ニひとあ
所や存り
権えうず是
現日あるひ
のりなと
御しりへ
ち事三iに
かな世せ liIit
られ rJijt生与
には唱主爪 J

てへ業:苦フ糸
工出病J;釈与に
龍:と迦かて
即 l、血J~ や
へ米日有
さ
J¥ 

ははさ
業i権iし
ひ現日め
やのた
う御ひ
とつ給
申げへ
ににと
て今立深j
も主守く
あ上すね
らのん
ね御し
と頭っ給
も痛ミひ
前1 け
世せ れ

(11オ)

と給てにjj{根ね偶f雨 y あ有てに前2の
のふ十とひか楼4 露ろわし今てのす
御そーた与のょにれ時王守諸主世ょこ
告日な面fへき臣殿りおみ紀主位い凶?にし
なら観て樹f頭ベ柳2か士Z州与とをてさ
りは青御憾ろをルZさを岩見生}めはわ
夫託たを日良】をつ)日ひれお田と述〈 蓮tり
よちき痛3はら tF 骸t¥. ) 117;給り花け有
りまさとうぬよだひにふ給坊守る
占己主ちみ成こく 1 を置主て遊日ひとに
州ミ街i恨ねるか風土あし死し花けしいよ
岩L-+;;を此せふ??らにす坊1，;J)J <へつ
回t 総すほ柳りけ与わ年E所に力;るて
}IIと有らの今ば竺せ月Zのてに修与な
のるせ木の水ゴしをも よ行手り
へ を肉lf動2JLそに経への つ ~-l~ 君i
し 切と身上く《の此 刊や

(11ウ)

五



同
腕
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(12オ)

ゃ
な
き
を
掘
り
同
慨
を
さ
が
せ
ば
さ
れ
と
ベ

J
な

わ

ほ

y

わ

ラ

ら

ん

あ
り
則
ち
法
皇
へ
御
覧
に
そ
な
へ
辛
つ
れ

ー

し

や

フ

わ

1う
へ

あ

こ

k

ば
ふ
し
き
に
前
生
の
攻
頭
に
逢
ふ
事

い

主

わ

う

い

ん

伊

コ

、

お

ん

よ
今
王
位
と
成
り
居
る
も
此
一
期
の
患
な
り

し

カ

つ

〉

う

お

ー

へ

わ

か

然
れ
は
蝋
痛
の
す
る
は
ず
な
り
思
あ
る
我

-

せ

か

〉

に

し

常

ふ

〈

ろ

つ

よ

前
世
の
頭
へ
な
れ
は
と
て
錦
の
袋
に
包

い

ん

お

脅

続
の
御
所
に
置
給
ふ
さ
て
大
木
の
柳
成

れ
は
大
小
の
観
世
音
三
千
三
司
令
一
卜
拡
御

こ
ん
り
う

E

S

建
立
あ
っ
て
此
観
世
音
を
並
へ
給
ふ
為
に

け
ん
と
う

さ
十
三
間
堂
を
こ
ん
り
う
あ
り
此
観
世
音
を

2

2

f

?

な
い

並
へ
彼
し
や
り
頭
へ
を
観
世
背
の
御
綾
内
に

な
tvv

お
さ
め
た
ま
へ
は
た
ち
ま
ち
御
頭
痛
は
直
ら

せ
給
ひ
け
る
此
ゆ
へ
大
仏
一
干
二
献
慌
を
現

フ
う
さ
ん
へ
い
ゆ
F

し

れ

ん

け

ね

3
い
ん

痛
山
平
癒
寺
法
花
王
院
と
名
付
た
も
ふ

そ
れ

d

し

ら

か

わ

ほ

ラ

わ

う

〈

ま

の

夫
よ
り
後
白
川
の
法
皇
は
熊
野
へ
御
礼

主

:

し

す

、

一

と
し
て
一
一
一
十
三
度
御
念
総
有
り
し
な
り
後

と
は
の
い
ん

鳥
羽
院
は

H
五
度
御
参
詣
有
り
し
と
そ
其
後

L
Z
J
E
u，
わ

う

と

し

ょ

白
川
の
法
皇
に
は
御
年
寄
ら
せ
た
ま
ふ
か
ゆ

〈

主

の

み

や

こ

へ
熊
野
の
権
げ
ん
へ
御
ね
か
ひ
あ
っ
て
都

れ

い

ら

ぐ

ま

の

γ

」ん

の
う
ち
に
霊
地
あ
ら
ば
熊
野
の
三
所
権
げ

〈
ま
の

ん
を
い
わ
い
F

」
め
奉
り
熊
野
へ
ま
い
り
候
心

(12ウ)(13オ)

(13ウ)

守三ま観都手御に
り所い音の」知して
候権りあ甫1ら参
へ現給り広Lせ詣
しのは止上南手く中
と社t入所に時たた
同 Lf熊こ弘すさ L
n[;;子生野主占】法ぜる い
~::. ri~ \ 芸品:まァ 〆¥ て〉

て iR街1地G eiff しく
ーヤ参なのとか
所忌詣り作ね零れ
権ヤも此にか地ち
現 iF同主観てひに
のギし世卜給て
に事音 ひや

也へ面fけ
n 
は

(14オ)

士Zふこて渡現法号有あと 御
をかめ御らの λ; りの 道2う
J& さ給建えせ御師し御お速をた
よ六ひり給告日のに歌2もくに
せ尺紀会うふ霊Ll御い也ひ年E
愛i堀ほ州tあ御地ち作?ま夫をも
にり熊つ尊Zににのよこよ
しの野て像1てて今りせふ
かけと熊主な渡17あ熊都手よ/
せさ伺5野のりられ野川こ我il¥
給せ然主三とせは観与も老5
へ紀な所御給こ世 iEわぬ
は州れ権悦ふれ音史すれ
上熊は現ひ御ぞはよ品れは
六野とを 1主主尊Z権弘す忠さし
尺よていか像号 令7:
は り 上1出ち jつ ら ?アトリ

熊 形主ひず
m フ 1

111 の
々地
のな
昔主り
，-， c忍
のし
れ
事レ

奈ち
J: む
にか
J し
と
よ
も川
知!と

Eぶ
でふ

伝き

.， 
ノ、



観
世
音
大
悲
の
こ
れ
ほ
と
ま
て
あ
り
か
た
き

(]4ウ)

こ御
とち
ょ泊、
又ひ
知有
りる
た事
りを
と先l
もら
大す
ノマし

天i五
魔k 拍
γ ねた
古うる

さ

(15オ)

ま
た
け
ら
れ
ま
よ
ひ
屑
て
参
詣
も
せ
さ

し

ひ

り
し
が
む
か
し
よ
り
大
慈
大
悲
の
た
つ
と
き

い
ま
ま

τ

事
は
右
れ
ど
も
今
迄
そ
れ
と
も
と
L
ろ
っ
か
す

し

ひ

今
大
悠
大
悲
の
御
め
く
み
の
ふ
か
き
事

を
知
り
て
み
れ
は
布
り
か
た
き
仏
の
ち
か
ひ

の
か
ら
た
な
る
と
い
ふ
御
前
酌
な
り

ま

し

ん

(

信
心
あ
れ
と
も
魔
の
さ
ま
た
け
に
て
信
心
の

み

ち

し

や

〉

ふ

コ

ま

道
を
知
り
そ
け
成
仏
せ
す
施
に
さ
ま
た
け

れほ全

5
1ゆ

ら
れ
ん
と
す
る
時
い
そ
き
心
を
取
直
し
踏

汚
い
き
や

3

Z

い

し

と
ま
る
、
へ
し
一
由
行
も
妻
了
は
さ
ま
た
け

い

へ

み

い

し

成
る
と
見
て
家
を
山
山
ら
れ
た
り
妻
子
は

い

ろ

と

コ

い

i
l

色
/
¥
尋
ね
け
れ
と
も
終
に
あ
わ
す
と
か
や
一
玄
ふ

さ
い
と

3

3

士
五

の
斉
藤
左
衛
門
の
肘
諸
古
川
の
千
に
斉
藤

た

吉

〈

ち

た

い

り

ふ

し

と

ヨ

〈

う

た

C

滝
口
内
裏
武
士
た
り
し
か
東
宮
の
情

ほ

い

ん

万
に
補
せ
ら
れ
父
院
の
御
所
へ
も
参
り
ぬ
一
安

付

ん

れ

い

も

ん

い

ん

た

い

ら

き

よ

も

り

」

}

に
建
礼
門
院
と
中
奉
る
は
乎
の
清
磁
公

2
三

た

か

〈

ら

い

ん

3き

の
姫
社
に
て
高
倉
の
院
の
御
后
な
り
此

よ
こ
れ
や
へ

姫
君
の
御
内
に
横
筒
と
申
て
十
六
才
に
成
る
女

(15ウ)

「
凶
回
顧
礼
並

H
E洛
伝
記
』

i
l
翻
刻
と
解
題
|
|

二十一一一所

(16寸)

なあ川直~ l 竜2け嵯さしか有
L *つに L か口iる由民か付たり
骨ミれ身てと入i-横さにれらた
をみをあも道iぶゅはひ衡
と其しわ親主あへき滝E居門
りなってとわ是て口Lけの
てきめ iEIfifすを出おはる子
七か死しぬ JY心知市:世親立の
里らし横+止にり itJを左滝E
けをたぶ JJ はて lf あ衛 LJ~
っとりへ広逢ぁ尋tuむ門し
かりけ是 I ひね v き聞での
い上るを JL たゆ玄な十Jit'ひ
のて滝Eう??くき沢くて横f
高灰日口iら午居、け忌およせ筒土
野と是みずひる口もをを
を桂 z に ひせ

山
に
の
ぼ
り
骨
を
お
さ
め
こ
れ
ら
も
出

(16ウ)

離
の
さ
ま
た
け
と
お
も
ひ
け
れ
は

ま分担山其~ e 加
はのへ善説 ~J?j 朕~ fOJ 
すほゆ子しし左迫:品事
こりさ都主法守衛もも
れたんハ)然2門無む知
らつへ JJ 上重品守;件ら
もねは:二人氏liょうて

flT註ねの員会iE警官
にと丸2 守ま弟てし "l~ L-

Eた子 51IZ住E
ひと 1 ぷ成そ任山
づ|も高 A りん川
も名な野 J やリ

の 111医道5
りに.l'J IL.'上
た

(J7オ)

七



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

ごと
とさ
く j1，

心成h
? 仏土
すの
ムそさ

善ZE
E空
し叫
七れ
td l立
5か
くし の

も
の
な
り
と
そ

(17ウ)

並
日
陀
治
伝
記

巻
の
拾
五
畢

(18オ)

一
清
一
一
山
一
肌
並
百
一
陀
洛
伝
一
記

巻
の
拾
六

Ji附番目
にり 1111主主
鈴:-mt. 城主
鹿か』、IiJ同
llri将1清E
鬼E 軍~， 7j(~ 
丸;ffJn'寺Z
の藍f観
事建i111 
立3音
の
事

(19オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
六

(19ウ)

のに jff 円f
国正す音珍E勝f干I十
木大真上をは敵王子与六
i平コの信土大2毘ο観番
川観仰今布lfu沙主音山
の較し国五門上円f城
か音給小一本:f~ 珍E 国
たをふ嶋主軍iの治2
へ 拝主然主寺E地L 作1JJく号
行?まるの蔵1n自主寺
ぺんにみ 立去観
しと観に 世
と同 t 居一 泣
山、円伯 H 

のはの給
御 L 街l ひ
告日 1111夢むて
に城主想1観

八

れよ
lこり
金止水
色主津
の)11 
光守に
明す来
なり
が車合
るふ
入所
筋fに
有川
正t 水
川の
流t

(20オ)

と大士白守う是おの
今和E髪"ち今も水
まののののひ上
て国翁主ほ清光すこ
に小七氏り水明すそ
見し官給音空の観
もまソふひ羽ゎあ¥11:

門
知寺品tしのる音
らの乞んに i竜宮かの
ぬト円f局紫it也た浄与
器官珍EZP の夫をい

r T多71庵H85右
成主

山ねttす七し見八此のべ
むじゃれ 1if沢し
所吋 は 込と

知l 尋ミかたかの
るね米しな寺
な来たとる迄
りりるあ合主も
我ifしをれ二"し
は故党まはごろ
行主につ我ぷし
耐え政ifこ此管付
信J観tと所三は
やf 念日多たに ;1 是
Jiz の年2住 Ajj 只

品限4野主言在
所を 仰し久間あ
量れ苧に L2ら
毒i;今汝?詰 7;
な、ソ

り

(20ウ)

円f汝F参観ょこ
ちに ν 詣音りの
んゆ群iを有所
しっ集品刻るに
はるのみ所あ
し臥譲!1此のる
とと我日場午所揚柳
留与はシうに相11 の
め声と~堂5也木
傘同;更建え此は
へV.~5 木七
と済行証あを仏
度f いらも出
へに庵有はつ世
と行は後2て尊
も Y 今/千f仏
い左よ¥手与の
や中りの 昔
とけ
よる
円吉



!!lふ珍:
り只セ
切独f
zお生t
円と柿，
刑 H 叫〈

出在し
k 

f宝:
主事{
〆¥ぺ、い

み
ゆ+
き iそ
Fャー

?な
γ し
記と
111今
音

げ
は
政
帰
り
来
り
て
き
さ
む
べ
し
も
し
お
そ
く
は

0
0
 

(

た

ん

し

さ

さ

こ

へ

f
f

汝
刻
み
卒
れ
と
あ
る
御
戸
を
知
る
へ
に
円
珍

あしに

は
何
固
ま
て
も
と
御
跡
を
し
た
ひ
ゆ
か
ん
と

よ
り
的
り
配
齢
給
ふ
所
に
今
の
帆
陪
山
に

け
う
AMυ
↑

l

h

ぱ

λ
し

て
行
叡
居
士
見
帰
り
た
ま
ひ
汝
足
よ
り
来
る

や

3

1

1
し
巾

事
な
か
れ
か
な
ら
す
揚
柳
に
て
干
子
観

か

フ

た

い

し

へ

ん

〈

と

〈

世
背
を
き
さ
み
奉
り
広
大
無
一
扇
の
功
徳

fly-

と
3
こ
ん

有
り
壁
斎
場
と
な
す
ヘ
、
し
堂
建
り
う
は
ほ
ど

7

い

と

く

ま

3

ド
な
く
出
米
る
事
有
か
な
ら
一
す
待
へ
し
と

り
ゐ
(

で

せ

は

く

う

ん

く

も

5

仰
け
れ
は
ふ
し
き
や
向
雲
来
り
雲
説
の
ご

;

ひ

こ

し

日

し

と
く
行
叡
屑
ム
し
を
引
ま
と
め
東
を
さ
し
て

と

ひ

ん

と

ぐ

っ

飛
さ
り
給
ふ
其
御
跡
に
履
か
た
し
あ
り
是

日
う
も
つ

Z
ん

も

ん

い

お

り

今
の
う
し
を
寺
の
宝
物
な
り
円
珍
は
庵

ゼ
ん
L
ゆ

た

ら

に

り
に
か
へ
り
て
千
手
陀
羅
尼
と
観
世
音
の

め
J
か
う

3
く

名
号
を
と
な
へ
て
観
音
を
作
り
た
も
ふ
事

主
ん
ね
ん
み
つ
主

コ
年
三
月
に
し
て
た
ん
こ
ん
み
め
う
の
観
世

い
て
主

7

b

c

z

ん

り

フ

パ

世

音
出
来
ら
せ
給
ふ
あ
ら
有
か
た
や
堂
建
立
も
胞

し
ゅ

t

g

i

f

t

の
う
え
た

t

主
有
り
や
と
待
ち
給
ふ
慮
に
其
頃
都
に
坂
上
出
村

正

る

み

か

と

し

ゅ

こ

丸
と
い
ふ
御
人
有
て
帝
を
守
護
し
お
わ
し
ま
す

(22オ)

『
甫
謂
普
陀

E
Z
l翻
刻
と
解
題

(22ウ)

」

れ

た

む

E
し
ゃ
ヲ
く
ん

L
ま

み

つ

)

是
を
出
村
将
軍
と
も
中
な
り
ゑ
ぞ
が
嶋
よ
り
都

せ

め

ー

や

う

ど

ん

ら

か

P

せ
い
は
J

っ
か

へ
攻
き
た
る
同
む
ら
一
将
軍
帝
よ
り
征
伐
に
遣
は

LJ4
フ
く
ん
お
く
か
た
く
わ
い
た
い

さ
れ
し
か
出
村
丸
将
軍
の
奥
方
懐
胎
有
り
し
に

と

3

3

し
ゆ
っ
し
ゃ
3

ト
月
も
す
き
十
丘
ヶ
月
に
な
れ
と
も
出
生
な
け
れ
は

も
る
こ
し

出
む
ら
丸
あ
ん
し
さ
せ
給
ひ
唐
上
よ
り
米
り
し

b

ま
ひ

町
田
獅
に
見
せ
給
へ
は
是
は
く
わ
い
ふ
く
と
い
ふ
病

め

し

カ

い

合

成
り
是
に
は
女
鹿
の
生
き
も
を
取
柴
の
内
に

の
E

へ
い
さ
ん

い
れ
て
存
せ
仕
給
へ
は
干
産
有
へ
し
其
外
の

し

ゅ

】

さ

ん

ゆ

へ

事
に
て
は
中

f
I出
産
有
ま
し
と
あ
る
放
に
み
づ

か
ら
鹿
を
追
ふ
て
音
羽
山
を
か
り
立
ら
れ
し

め

し

か

ひ

さ

に

し

ゃ

E

に
み
夕
、
鹿
一
疋
も
な
く
あ
す
は
西
山
を
か
り
た
て

あ

き

よ

し

み

Eと
か

愛
宕
よ
り
善
峯
杯
を
狩
り
立
給
は
l
A

む

な
し
か
ら
ん
去
り
な
か
ら
今
官
し
か
り
た
て
見
よ

j
g
た

ち

い

わ

そ

J

U
〈

と
て
打
立
ぬ
そ
の
頃
は
岩
が
ん
せ
き
中
木
し

げ
り
し
山
成
れ
は
鹿
お
ふ
猟
師
は
山
を
見
す

た

ん

ゆ

〈

ゑ

ん

ち

λ

い
h
り

と
て
段
/
¥
わ
け
行
所
に
円
珍
の
庵
に

ゑ
λ
ち
ん

来
り
給
ふ
門
珍
は
所
か
ら
な
れ
は
松
の
音
し
ん

へ

た

い

お

こ

な

ざ
ん
ゅ
う
こ
く
:
一
衣
一
駄
の
け
か
い
に
て
行
ひ
す

A
り
し
ゃ

3
?
い

さ

ゃ

う

よ

ま
し
給
ふ
処
へ
狩
装
束
の
異
形
の
体
に
て

(23オ)

る出
方tむ
にら
て丸
~t し、
所で
へ来
来り
りた
たま
もへ
占、は
ぞこ
とれ
おは， ¥、
せか
成

九



同
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(23ウ)

け
れ
は
是
は
田
村
丸
と
申
も
の
成
る
が
今
日

か

り

へ

も

の

な

や

V

7

て

此
山
に
狩
す
る
所
得
物
一
つ
も
な
く
猶
か
り
立

ん
と
て
お
も
は
す
銃
に
来
る
な
り
総
和
抗
み

ー

や

〈

せ

っ

せ

う

わ

か

R
い

無
茶
の
殺
生
を
た
の
し
む
に
は
あ
ら
一
す
我
妻

懐
胎
し
て
十
五
ヶ
月
に
お
よ
ふ
と
い
へ
と
も
今

に
出
さ
ん
な
し
唐
と
し
よ
り
来
た
れ
る
医

し

め
師
に
見
す
れ
は
女
し
か
の
い
き
き
も
を
と

j
」

ラ

も

九

し

ゆ

っ

さ

ん

り
調
合
し
て
周
ひ
な
は
出
産
有
る
へ
し

か

り

へ

ん

ち

ん

と
申
に
付
狩
に
出
た
る
な
り
と
あ
る
に
門
珍

そ

し

ゃ

う

こ
れ
を
聞
て
さ
て
/
¥
承
り
及
ひ
し
将

〈

ん

在

主

は

も

ろ

こ

し

軍
の
仰
と
も
覚
へ
ぬ
御
言
葉
か
な
唐
土

の
医
師
い
か
成
る
薬
を
か
用
ひ
る
か
は
知
ら
ね

と
も
船
の
掛
ー
を
取
事
も
む
も
小
の
断
を
燃
し
大
の

E
た

す

め

っ

さ

い

虫
を
助
く
る
妙
剤
と
は
い
L

な
か
ら
夫
に
て
御
出

す

い

さ

よ

む

ね

生
の
有
る
油
も
生
た
る
鹿
の
胸
を
さ
き
干
を

E

i

-

-

小

く

る

さ
し
込
生
川
を
と
ら
れ
死
す
る
脱
の
苦
し
み

し

カ

て

ん

の

ほ

い
か
斗
り
な
ら
ん
や
そ
の
鹿
の
う
ら
一
み
天
に
登

L
Z
Iゃ
う

こ

た

め

り
御
出
生
の
御
L
J
の
為
に
も
よ
ろ
し
か
ら
じ
と

な
る
ほ
F
も
っ

i

仰
せ
あ
る
に
成
程
れ
ん
の
事
な
り
さ
り
な
が
ら
い
か

か
と
も
せ
ん
か
た
な
け
れ
は
斯
の
こ
と
く
次
第
成

ゑ
ん
ち
y
A
か
さ

A
〉

内

〈

り
と
仰
け
る
円
珍
束
ね
て
仏
ほ
う
の
御
恋

(24オ)(24ウ)

し

カ

ご

ろ

し

ゆ

っ

ー

や

3

み
に
て
は
鹿
も
殺
さ
す
御
出
生
あ
る
ゃ
う
の

(25オ)

すを事
べもも
さはあ
βtさる
なるに
かに出
りはむ
しあら
ならま
りねる
貴主ど付
{曽号も に
の頼おも
法ijまみそ
)JA I~ の
を，子
ら
と

(25ウ)

も
っ
て
此
事
か
な
へ
た
ひ
た
ま
は
入
此
所
に
て

七
鉱
伽
監
を
肱
出
す
べ
し
と
仰
付
る
に
艇
は

ひ
と

iう
ゑ

い

す

!

?

せ

ま

5

此
人
こ
そ
行
叡
居
上
の
仰
置
れ
し
御
堂

-

ん

り

う

せ

L

J

V

手

建
立
の
施
十
七
成
ら
ん
と
心
に
忠
ひ
夫
こ
そ
安
き

し

ひ

御
事
な
り
観
腔
音
大
慈
大
悲
の
御
ち
か
ひ

む
や
う
せ
い

3
る

う

し

d
tう
ほ

う

り

き

長
生
不
老
の
御
祈
祷
を
い
た
し
法
力
に
て

し

ゅ

ー
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ひ
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し
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う
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よ
悲
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尊
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さ
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へ
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〈
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給
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岡
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て
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か
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き
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ひ
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〈
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に
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な
し
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れ
給
ふ
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れ
よ
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ゑ

ん

ち

ん

ほ

ん

そ

ん

ヰ

ラ

り

う

ま

へ

円
珍
は
木
尊
揚
柳
観
明
音
の
御
前
に
お
ひ
て

し
ゃ
F
〈

ん

さ

い

し

ょ

同
む
ら
将
軍
の
妻
女
た
と
ひ
此
度
に
定
り
た
る

め

い

す

ひ

ほ

フ

り

主

命
数
た
り
と
も
観
世
育
大
悲
の
仏
力
を
も
っ
て

ほ
と

め
い
す
う
を
ば
の
は
し
た
ま
ひ
七
日
は
程

i

g

ん

た

い

遠
し
た
L

い
ま
円
ち
ん
ね
か
ひ
世
一
代
大

治
れ
ほ

切
の
ね
か
ひ
此
事
な
り
此
事
川
町
は
さ
る
に

ほ

と

ら

へ

ん

ち

ん

い

の

九

お
ゐ
て
は
二
日
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侭
遠
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只
今
円
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か
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(26オ)
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や 4，与此造1田を
う ;;.tlJ 立1村め
あクktかは丸し
を生すひ門Z七と
ぎ済tを珍2堂号り
ね度とはか f!炉給
かのやね藍:へ
ふ霊{1くてを生す
も場午かの建品産i
?とフな願L立1の
一なへま望自 τね
り末さコ L
と+せ代tdしひ
長手ト jhiは御叶
夜ゃ正縁ん何堂SE
の(!) ~ 5、)分な
引い は

(26ウ)

のわ
らか
れち
けな
るく
時三
に日
ふニ
し夜
きあ
やせ
旧を
むな
らか

将tと
軍〈に
のんい

妻t

(27オ)

建号しのつ悲ひ円士御我i:円Z御玉主安女I
べ円士七ての珍E礼も珍ど夫今の/三
し珍E堂ミ出品御に中続?の婦こ¥日
ゃを{担lか匹3誓主御ベィひ御のとと H
何7::f平EEEE35んひ対じし桑元悦主〈平5と
珍E み早~;甘と面主と J へ こな産f中

島悦t(ち主ま号 Zi空軍:2員zft

i;;円ijbi::!jiif; 
有御 LL のか羽:ドヘ注t早有つわ
る堂号と三法tfた旬ま f進ん λ けくり
へはてよ力;き L 有ムれしも
しい観御を観至主 べ品;はきな
と 音礼も音る し LLJi田 く
あ 7 を
と昨日 ら

司
酒
場
帆
普
陀
洛
伝
言
|
翻
刻
と
解
題
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洛?ひに給な街l観所かれ
中t稲日真雪ふし房守山をなは
のび黒iに的Iか同音かる岩j;
貴脅かに其産;村のへ堂5が
賎iり墨1夜ょの丸御て建Eん
男2おを深土地ら両差tはべぜ
女5ひ流主更f形主人図コ観きさ
此品たしに畑ヲ観を世所け
青y-"-たおぜ世ね音もわ
にしるよ?音かのなし
おかこひ去のひ御しき
とみと育長御奉心いiJJ
ろなく羽 Jしまっにか中
きり成山室へら口ltふな
音吉のる一三にんはせれ
羽は音雪雲LI画i1:)、通ヮとす んは
山 覆T t夜ゃ円吉此外わ

鼠を珍ど上へづ

ひ

(28オ)

り出日の
て米Eけ
やるし
うなき

(ら只
ん事
物品とに
斉Eさあ
しわら
つきす
まあと
りへい
けるか
り所成
i高にる
も明存事
背'g 'lìíJ~ の
羽はに
烹j:

(28ウ)

地ちの時平日な堅日山
観院にに 1也ちさ牢3に
背は開ひとし地らは
浄午円fらなめ神上ふ

ま:Tt品空型左
足酎号 2員空品
専品本見へ|ら
堂へて八ん

んに
はて岩tふの

とて

主主罪主主 22品群
、観の打けケ奉難治

るきた音 j也らく ん諸k
へ零!i奥?形員だぞ主12

きく首干与此品 F 晋の j申上 ) 
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(29オ)

の此を事あ木
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将 向島ま? じ 」

ととどの IU り
成い白千ち将午清
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叶
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仰
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節
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高
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フ
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烈
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な
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共
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(
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〈

め
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之
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と

う
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こ
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勅
命
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か
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五
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神
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思
へ
と
も
た
や
す

b

t

-

2

1
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む
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伐
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な
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は
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ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
相
手
な
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し
か
れ
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観
音
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め

〈
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悲
の
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を
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ふ
む
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ず
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か
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ふ

さ
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式
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ち
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奉
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伐
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仏
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ら
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台
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4

2

4
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来
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万
酔
の

wbwの
封
ひ
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に
む
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A
c
r
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L
み

A
M
さ

り
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J
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に
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ぜ
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ひ
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(31ウ)

高取 l年;大f:のげ高
丸よは将k内長主丸
はとる うにきか

は
凶ドド 宇;者お伸之
角知ぞ唱をおよ
八す回~ l尋へどり
面Eれ村 11 たり熊;
には丸?る出の
切敵玉将主♀者てこ
て見みう肌也是と

軍iる
廻E方f是ぞ都3はき
L主2を名なよこ費税
勢せれ式見束。りかに

8fiii:F時

(32オ)

雲iに護ミ南な都干し魔まい
う;ゃねま無む治iま二日し
をんし観L水ミけ夜ヰゆ
射し [ldの色似う
る給 ¥し音わ方主に神t王
こへ勝1主;に成のの
とは平IJ'】量ミ向主てあと
くふを問ひ戦ぞれと

背左目壁 BAZ;
てやl し軍4音る」
田商しめ勢tを γ とひ

LZ受Lt長年史
軍i去や お丸軍!主
のソむと か将少f./三
旗巨紫2心土 み軍 り

のδ 中号

(32ウ)

にちとすしの
けにくJlt I う
る陣f今日光t¥ へ
官L勢Ri之ifりてに
最し勢出に光n，'e. 
はん予ひをて明"， 
気合ゴハ毒fをま
~~ t= JJ 気主照てり

学平らたst号
レた負目戦Lた給ち
単~，\，色泣 ιひりへに

けひ員句 2E望
るし

がふ背そへにゾヤ市

の忽i」 bZ
ひ

『
唱
団
諜
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

ひ

ゆ

ゆ

ち

Z

ゃ

う
ち
に
観
世
背
は
大
悲
の
弓
に
知
恵
の
矢

(33オ)

也 )Js詰Zはり廻在毘ひを
出に給あ I味みり沙与は
村射いふま方t敵土門上け
丸しに Jーに m さ天ヱも
はらよなは白地むふ
仏まりもーまt 蔵1こ
干申ささら人うぼーを
応雪れしすも〉さ日
護)てもな手ι;人つか
の秋のと負R35γ は li

許:果実?23詰iまizl
J亡のも辛tな払2しけ
へ葉神kJPくひこ給
!除;の仏土 j九回給かふ
利り如の 111村ふけま
主く成い蕗丸巳 た
目、 A

せ羽はのこ
た山有と
ま門主さ / 
ふ珍2ま¥
にをくく
是討わ夷
ひれしを
とかくた

ヘミii'itい
にゐ《 ι ら
出 き 三よそげ
村ど 222か
将ti 害ん 1:
軍iZけ z
のす，れ士

信tE5332 
わ卜1と此

戦
ひ

(33ウ)

士毘ほ給観心
に沙さひi 世ふ
安土門つ脇主音か
置ち天お土ト lまく
L 1守主ふ勝fさ惇
H 軍(~敵E つ匹
木んな 大祉の、)!L~)-~ G ~げ悲ひを
護一三給 !R:のね
のれほふ同1御ん
霊さて天守威いし
地 J れ ~t )J~ 申告
と Z ゅ将?をさふ
三へ軍Lくよ
脇 勝主地l わり

敵i蔵fへ喜

出り
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のは
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たり
ひか
にた
鈴1き
鹿か和|
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のな
鬼ε り
神日
iEfl 
治じ

凶



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(34オ)

は都きつの伊いい実主鹿拍給うなた
し むか奥?勢せミ記主山2ひへきむ
け紫主いかのしなにしに事ら
る眠iけた国はき鬼{J事干fな将
を fi れにに田事のを手おり軍
関， ，こと狐ミ長t村な tH作す観品五の
?休芭もイjtコ野の丸りたり世丸2む
んとフとて伊いよ鈴1るた昔をか
出か々勢事り鹿かとるか退kひ
頼た叩く己守主六山いもた治l し

みのる》狐i?と百に合のち有と
t い年鬼E行2也をしいとの k h 

けきか Lt望22害工事i雪lt主z山おずも人後官とれ州上は艇は
』{;そて ナ邑き I に と鈴てしの
おおのあ

t頁i

(34ウ)(35オ)
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家
に
て
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盤
使
者
と
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道
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〈

か

た

ら
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に
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今
ま
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ゃ
う
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し
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/
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申
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つ
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ら
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奥
か
た
の
た
け

か
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な
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手
に
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と
ひ
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せ
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っ
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う

け
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ち
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ぜ
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身
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し
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に
ん
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っ
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い

ま

た
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い
わ
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な
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り
只
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き
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れ T お
イJ
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E zを
え T24
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(35ウ)

出びべ J にて 17:Eけのまし
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したと布lおりたるは子l けれ
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ゃ取5 るへ 退jり今ELEI
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た

(36オ)(36ウ)
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付お良;1鬼2G .1..はさ

も jEほ丸Eと都支とれ
ひ 11とてハては
付?い跡t;よおかと
るどふよ伏〈へて
は;ゐ力;り:よし人

工程よ量?手術lたに
t もと

ぬ の l号7ふら
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(37オ)

し
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ざ
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な
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成
し
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主
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た
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い
去

っ
か
わ
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取
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な
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っ
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成
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を
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取
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う

さ

ん

(

言

殺
す
事
は
無
用
に
せ
よ
か
し
金
銀
巻
も
の

の

こ

ゆ

〈

の

た

ま

は
残
ら
す
も
っ
て
行
べ
し
と
宜
ひ
け
る
鬼
丸

ミ

ヨ

か

ん

た

ず

か

ヘ

も
一
休
の
心
を
感
し
助
け
て
返
し
け
る

か

ヘ

ナ

、

そ
れ
よ
り
鬼
丸
は
国
へ
は
帰
ら
す
し
て
鈴

A

カ

ん

〈

つ

お

お

か

た

ヨ

ト

ム

鹿
山
の
岩
庸
に
こ
も
り
多
く
の
方
人

あ

つ

め

か

う

と

う

〈

れ

を
集
〆
強
盗
を
な
し
け
る
ゆ
へ
に
暮
に
お
よ

(37ウ)

杭 IIrへ
音のは
の鬼さ此
事神t所
をとを
ヲ|し通
人てふ
れ出入
作す村な
り丸し
て見此
う消鬼
た水丸
ひのを
し観鈴
!血

「
語
調
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

も
の
な
り

(38オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
六
終

山
Ji 



同
朋
大
川
7
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

刑
問
順
汎
杭
H
山
じ
治
伝
記

一
一
時

巻
ノ
九

(1オ)

一
川
畑
一
訓
一
州
北
目
位
一
洛
伝
記

巻
の
拾
七

日
銀

感t
附久2
り観
景存山
清i音
牢ミの
破3御
り幸1)り

豆 生t
干蒙;
る
事

(2オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
七

( 2ウ)

経i;追E Zを普十や尾2の子こg，"
範U 落E 門土{市 r~K ぅ l:tあにに
~iQG さ武ぶ仰5 品工に iがり主与平日 aEt
にれ運:すを世ょ五盛有馬め家"久2
攻ま檀立つる三に日1I 久日のの観

音量z号車fき智l詰生品侍iE
れへ木会久2ふれ悪?家"左 1'.午の
て落t自宅しとたむに衛馬め利り
位行?義t然主なる兵名門の生主
殿し{中去るへも衛を尉l判日 ι う
庁iをのにての景作得へ盛2宮LjZか
fU;又為{i平日清な治iし久3昨土問
門土もに家け水りな難fと官57る
院にや都主の寺 し ど i症はいでミに事
を義f丸一 観かふ瀬"ふ M

.~ 世常同宣 も

青(じ

( 3オ)

れ世よし都守れんをし始Y
給のかにてと惜fづめ
ひ中本有夜戦iむみ奉
しと口りな:iJd与に給り
餌iて川l: Iをソあふ
身平じへ H寺¥切?ら処門
の家け尋ミし白枯ぬざにの
今のねた JII 設2れ上5人
か御行1しよ努;と総主々
く内てくり註さも景行艇
人に巾付や清山J.'品法fら
巨お L !uノK4S 君i盛tす
をゐけひへ Zの久2酋R
F五z七芸書 FZLJT
給に移三瓦せ同海if v 九波2
4、知日りりり i.'; -t!: に
ら帯il 愛i;」か
るに“心〈

( 3ウ)

当5に f1f描w盛tまは大思tに嫌吉事
家け事11で尋とは一久3し干日にを只ぞ久2の
に十!?ね行i久実ヒ家け悦忘年一世よい
召'tI，} Ij I+l末へ汀〈験日のひれ人にた
仕手 Fせ当5悼Iヘ艇にけす家有わ
は和IJgよ家け見に「取るしねりし
ん古Eとにへてもとて;1(しさ
と工t京仇士さ御しな来る l時よ
あ lfy都をり覧土赤土りる者数まと
れL;f 守ぷ成しあ問ま mi事な多t て
はヤ護÷ナかる檀土ものき付f折1i
自9¥古ij 北"ベはにの鎌2嬉に fl:7 (々
を 12 条号き此名浦Z 企~ L 殊2ひ斉E
R出fYE 阿も者をに頼5けにしづ
ヱ1号へ
し l 郎の其Jif尋へて朝tれ立人れ
尋三長 l時ら也億きた有将与とのの来
ぬ 31 政2とにるら官1て|口雪中り
で託 思f差f 午ん 2 
記は

( 1オ)

一
四
ハ



( 4ウ)

は

て

コ

て

う

よ

〆

う
っ
た
へ
い
っ
る
者
な
し
特
に
北
条
思
ひ
け
る
は
欲

k

も

り

ひ

さ

わ

う

!
A

に
は
心
ま
よ
ひ
し
習
ら
ひ
な
れ
は
盛
久
を
仲
間
進

り
う
ニ
人

す
る
者
あ
ら
一
は
黄
金
拾
枚
ほ
う
び
と
し
て
出
す
へ
し

と
辻
々
に
郁
似
を
配
位
置
し
か
は
我
人
出
掛
せ
ん

日
2

7

h

t

事
を
お
も
へ
と
も
都
の
内
に
盛
久
の
行
衡
を
知

ー

か

か

の

れ

ん

た

わ

J

こ
ん

り
た
る
者
主
人
も
な
し
然
る
に
彼
立
黄
金
拾
枚

こ

、

ろ

か

は

お

ん

う

け

し

ゅ

l
ん

の
ほ
う
び
に
心
替
り
し
て
尽
を
請
た
る
主
人

な
れ
と
も
天
下
の
御
尋
人
な
れ
は
終
に
は
知
れ
る

ね

ん

あ

〈

し

ん

ほ

ヨ

ど

っ

J

と
の

事
な
れ
は
と
思
ふ
一
念
の
感
心
よ
り
北
条
殿

や

し

主

ゆ

さ

{

P
し

ん

じ

A
R

た
ι

、

の
屋
鋪
へ
行
注
進
の
事
あ
り
て
直
に
中
上
度

キ

ー

ま

さ

た

ち

と

と
の
事
ゆ
へ
持
政
立
山
い
か
成
事
そ
と
尋
ね

か
の
お
ん
な
も
り

2

t

L

の

ら
れ
け
れ
は
彼
女
盛
久
の
有
所
北
白
川
に
忍
ひ

よ

合

よ

み

つ

居
て
夜
な

f
l清
水
へ
参
爺
致
さ
る
ふ
成
り
此

と

i
さ

事
外
に
知
る
者
な
し
と
い
ふ
に
時
政
い
か
成
る

か

く

も

り

ひ

ミ

よ

事
に
て
斯
は
知
り
た
る
そ
と
あ
れ
は
盛
久
刊

め

し

コ

か

お

り

に
有
り
し
時
召
仕
は
れ
し
ゅ
へ
此
頃
北
白
川
へ
折

よ
〈
(
そ
の

T
ォ

ー

(
お
と
つ
れ
候
ゆ
へ
に
能
々
其
様
子
を
知

と

き

よ

さ

し

わ

さ

か

な

れ
り
と
い
ふ
時
政
は
に
く
き
女
か
仕
業
哉
と

わ

い

つ

は

わ

う

?

ん

お
も
へ
と
も
我
か
中
儀
に
偽
り
な
し
と
黄
金

」
l
枚
ほ
う
ひ
と
し
て
渡
さ
れ
け
れ
は
有
り
か
た
し

」

ょ

う

か

へ

と
い
た
斗
き
も
は
や
御
用
な
く
は
帰
ら
ん
と
い
ふ

( 5オ)

『
布
団
謂
昔
陀
栴
伝
記
し
制
刻
と
解
題
ー
ー

(5ウ)

不かの指針f}るか手どはののれはを
童ぃ辺工す 倉2， .... るに+，見科主訴ぞし し
をにる bf~~ 事べ行?息j せの人にたは
うてとの有吉かべ江、しがをりし
つ待主あ仰?まらし問£めるい然主と
て受品る h せしすか小とべたれ留t
取道士是 Uf 其2聞iし凶直主かすとめ
ら広2幸tELL上:ゆ北郎にら事も高守
はきひわるゆ庇号る向義;桝すこお札ミ
い所 マを盛tJII 時主へとれのの不川向守長も付~i久2へを入かぷれ通

量古す久iZ:??SI24:景品;
久きる法 J蹴lか胤けさ ?の金之所品 、
成山オハとたっ久2るせ 1ろ恩fは
りし主」 iz:有吉ゃにか倍i長官じを遣Z
と 巳と$ すか j甫G時iI 忘宇
も山 く 政E¥

f甫土

( 6オ)

居のく忠
て人tるひ
相R数与事か
凶rを宜け
を袋fし有
さかかへ
たしらか
めこすら
lニ トけす

度と廿 lóJ~' 仏
に人待主神
馳1二へへ
よ卜しの
り人と参
組4って訪
L 三を
}jIH;白さ
れ人ま

た

( 6ウ)

お古tz工ゑと
そ出 1 閉まら
し訂ヰ小は
と じ込罰や
待E名士郎わ
か空んをか
けど大(、仕

主主将t予
ぷりと立
すに G i 
八日Ij主て v
は
ふれ組Lー
う巴居が 12
主五 L王
も '("γ ヮ

久をじ
慌きし

苫はて

四
七



向
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

千て知
のら
人与す
数:来
相声か
閃i" S. 
をり
なし
しを
てま
ーち
度t も
に占、
立主け
出た
るる
捕ら

( 7才)

小かよ主与取Gか息長人
1m'な馬め巻2ま久音
郎れ我主の川にへをに
討ミや手て平Ig松しめも
手 I-;)t主官らのてしり
と 1 の盛~大周捕5ひ
しと程空久本るにさ
て呼立はををを来早
肺15は兼お召でこ廿りく
ひって捕Eだ人しも
たたよんて三よさ
りりりとに十とと
今義t知てと人心Eり
其正時去り来りつ 47扱き
方守進てつ り平日 L LZよは
事2みらし家け八2可
北i出ん の方ij
向tてよ
江り
間

し JJ I 
たに
と有
ひ事
此露ろ
場ば顕1
はに
切号お
抜存よ
たひ
り談伝
と剖l
もら
泊、ぬ
くも
あの
らも
はな

( 7ウ)

(くを小れ
だ遁11同た
大?さtL郎る
勢fんいか上
に事や向主は
て口Lしひや
追宅情七き しわ
取8ゅ?もうか
巻32主;のへの
犠 Tfいにはか
ひ ? 組i不ふれ
さヱ留品足?は
もムらに有
樋tI れもる
ぶ午ょ名有をま
ん「刊をまし
は
り し江
!fJ.' ro1 

( 8オ)

へひすは
ドつ三た
しか再ら
けれ人く
1c てにと
は召fあい
頼自とまへ
朝2らると
公すれ人正も
のけ数午弐
御るな十
liiiえすれ三
にくは卜
召2に終日の
れ調般に相
如い倉i戦;ir
Mか

あ
ら

( 8ウ)

も

り

ひ

ざ

、

い

け

い

ち

も

ん

ほ

ろ

こ

れ

ま

っ

た

に
盛
久
平
家
の
一
門
亡
び
た
り
し
事
是
全

ー
り

2

へ

い

け

い

b
そ
ぐ

く
頼
朝
の
な
す
所
に
あ
ら
す
平
家
の
一
族

守

」

り

わ

フ

い

者
に
あ
ま
り
王
位
を
か
ろ
し
め
奉
る
に
よ
り

か
ふ

t

カ
〈

uu
ろ

大
の
せ
め
を
蒙
り
斯
は
亡
び
し
も
の
也
か
な

よ

り

と

も

う

ら

K
ん

じ

へ

い

け

ら
す
頼
割
引
を
恨
む
べ
か
ら
す
汝
は
平
家
に

さ
じ
ら
ひ

2
2

お
ゐ
て
名
を
ゑ
た
る
侍
な
り
何
卒
頼
朝
に

主

へ

い

け

と

c
や
J

ば
い

仕
ゆ
る
も
の
な
ら
は
平
家
の
知
行
に
倍
し
て

rっ
か

も

り

ひ

さ

召
仕
ふ
ぺ
し
盛
久
い
か
に
と
有
け
れ
は
是

与

し

ん

に

〈

ん

は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
仰
か
な
忠
臣
一
一
君
に
つ
か
へ
す

拍
た

と
申
せ
ば
い
か
て
さ
る
事
の
あ
ら
ん
や
と
堅

く
申
放
し
け
れ
と
も
ま
っ
し
は
ら
く
土
屋
三
郎

杭
ぷ
に
御
昨
け
有
て
既
叫
士
原
を
も
っ
て

よ

り

し

に

も

フ

か

お

is

せ
止
め
る

何
卒
思
ひ
直
し
て
頼
朝
に
仕
へ
よ
と
仰
有

た

ふ

〈

ひ

は

ね

と
い
へ
と
も
只
と
く
/
¥
首
を
例
ら
れ
候
事
御

慈
悲
な
り
と
て
つ
か
ゆ
る
心
更
に
な
し
土
犀

そ
の

n
s
tり
t
t

も
せ
ん
方
な
く
其
趣
き
頼
朝
公
へ
申
に
よ
り

巧

て

も

の

し

た

相
叫
/
¥
お
し
き
者
な
れ
と
も
随
が
は
ざ
る
に

た

ず

お

〈

も

り

ひ

さ

ゆ

い

助
け
置
ベ
き
盛
久
に
あ
ら
す
明

H
由
比
の

は

去

佳

い

は

い

ゆ

い

浜
に
て
成
敗
す
べ
し
と
の
仰
有
け
る
早
々
白
井

2
f

き

じ

ん

さ

こ

も

り

ひ

さ

か
浜
へ
引
出
け
る
鬼
神
と
開
へ
た
る
盛
久
成
り

か
ま
ぐ
ら
ち
〉
げ
し
ん
み
ん

け
れ
は
是
を
見
ん
と
て
鎌
倉
巾
の
人
民
た
ち

(9ウ)

四
八



け
ん

5

2
や

じ

ね

5
け
い

ご
ぞ
み
て
見
物
す
土
屋
三
郎
宗
遠
警
固
し
て

す

C

し

き

か

わ

お

し

仕

を

た

ち

盛
久
既
に
敷
皮
の
上
に
押
直
れ
は
太
刀

と

ひ

さ

b
ひ

島

け

人

し

か

し

わ

ん

名
は
土
肥
の
次
郎
真
一
干
検
使
は
梶
原
半
三

p

s

f

-

京
時
な
り
盛
久
三
侍
へ
札
義
を
の
ベ
中

そ

れ

か

し

ひ

こ

う

し

ん

け
る
は
某
日
頃
音
羽
山
の
観
音
を
信
じ
卒

η

主

い

ふ

も

ん

ほ

ん

く

わ

ん

お

↑

た

毎
日
普
門
品
三
巻
を
よ
み
し
事
怠
る
事

し

か

あ

か

っ

さ

み

ら

な
し
然
る
に
今
日
暁
甲

f
ー
よ
り
是
へ
参
り
候
道

す
か
ら
一
掛
は
よ
み
奉
り
ぬ
三
五
円
部
制
る

あ
い
式問
し
ば
し
の
い
と
ま
を
た
ま
わ
れ
か
し
と
あ
る
に
一
一
日
付

し
ゅ
H
U
7
コ

て

う

も

ん

い

た

も
殊
勝
に
お
も
ひ
い
つ
れ
も
穂
開
致
す
べ
し

「

」

f
z
fしゅ

か
心
静
に
読
一
諭
あ
れ
と
ゆ
る
し
け
る
に
盛
久
は

(

〈

コ

ょ

う

じ

ム

こ

し

て

、

s
t
f

一
崎
市
よ
り
紘
紙
企
沼
地
の
普
門
山
聞
を
取
出
し

こ
ご
う

J
;
t
j
c
L
b
;
f

、
心
静
ー
に
誌
本
る
既
に
識
し
烈
れ
は
州
出
怯

い

た

込

た

ち

と

り

L

に

ひ

さ

ね

ひ

ら

て
戴
き
居
る
所
在
太
万
取
土
肥
次
郎
真
平

フ

し

る

ふ

り

と

3

う

ち

ふ

は
後
に
廻
り
太
万
振
上
丁
と
打
け
る
に
普

開
制
の
お
帆
よ
り
く
わ
っ
と
知
新
か
lλ

や
き

コ

ば

お

れ

も
ち
た
る
太
万
鍔
元
よ
り
だ
ん
/
¥
に
折
た
り

S
も
ん
ほ

A

此
普
門
品
の
内
に
わ
く
そ
う
わ
う
な
ん
く
り
ん
け

(9ウ)(Juウ)

にんら
及たよ
ぷらく
とじき
いんう
ふだよ
共んく
太/し
刀¥ゆ
段fゑじ
々(とゆ
に罪Zね
折おをひ
れ滅号く
てし jつ
助宅2ん
罪主せ
お

『
弔
問
調
帆
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

(11オ)

盛のくてか折白のをる
ひ l勾待Eかふた信土助与と
さにれけるる心(けい
の入ょっ所きな給ふ
さて，gt[.)へどれへ事
ん頼よ声ミ秩そくはと也
ざ朝りを父A うか読え盛
ひ公のか畠2たくた久
今よ仰け山立かのれ末三
日り有盛史まふこと期こ
ののり久 26L事ともに
処御との J}~~ "ii く多た主主
延Z教IJ呼古さ白へ錫;年2り
ヲIt書kはんやかれーてて
すをりさ馬む RLつ未み
出行Tひいます p と来fi

しし馬Z 暫，~う

(1Iウ)

老号た前売にと 了しす
僧1 けも召めあ *W~ な
香給ろさつ有わ
染ふとれてるち
のともけ夫ゆ盛
袈"見昨るよへ久
裟さへ夜有台り畠月を
をさのか様山手め
かせ夢2た久出し
け給にやを;0;'1仁速
水7、ふ街l 頼。鎌2J 直
品午い年朝i倉ii皇2に
市と八公3殿Sf?尋

til巌ti2i乱E語
守則fi，叫 L 十
也政5 処:ょ
子?な C

り

久世只T臣、を
つば人7ひも
ね我ifになち
にはある給
観部卒ら御ひ
音山長す顔在は
に東t老号付三と
あ ilJii曽号成の
ゆにはり杖て
み住いけに
はむかれす
こも hY: はか
ひの御夢2り
普ふな方主 心fて
r~t りぞごろ御
感となも
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円
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三
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毎
日
読
諭
す
る
事
年
久
し
其
心
ざ

ふ

ひ

ん

い

の

ち

わ

仇

し
い
と
不
便
な
り
此
度
盛
久
か
命
を
我
仁
川
桁
は
れのた

も

よ
此
事
ゆ
へ
に
は
る
/
(
¥
と
都
よ
り
来
る
也
と
日
目
ふ
事

わ

れ

ま

さ

こ

ま

ヘ

コ

け

十

れ

き

よ

み

ナ

我
は
一
五
よ
り
政
干
の
前
も
同
し
告
也
是
清
水
と

き

し

む

(

あ
れ
は
観
世
音
幹
院
な
り
様
久
の
伝
心
観
斉

ひ

九

h

v

L

A

い
の
巧

大
悲
の
御
誓
ひ
と
そ
有
か
た
し
然
る
上
は
命
を

た
す

U
ん

む

か

へ

さ

【

7
ぐ
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助
け
本
知
を
返
し
あ
た
ふ
る
な
り
と
て
紀
州
熊
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7
1フ
j

野
の
知
行
所
を
か
へ
し
給
は
る
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ひ
と
へ
に
観
音

ち
A

は
ん
ら

の
御
誓
ひ
な
り
盛
久
は
本
知
に
か
へ
り
紀
州

ゑ

い

〈

わ

し

そ

ん

に
て
栄
花
の
身
と
成
り
子
孫
は
ん
し
や
う
に

栄
へ
け
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今
に
紀
州
の
内
一
村
作
り
取
の
所

と

ん

カ

っ

か

ゆ

)

ふ

i
ぅ
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天
下
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付
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州
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付
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守
護
不
入

か

t
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は
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の
所
に
て
壱
人
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掛
布
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構
久

む

き

ゃ

う
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よ

し

そ

ん
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知
行
所
に
し
て
子
孫
今
に
か
く
の
こ
と
し

へ

い

け

さ

む

ら

ひ

か

2

あ

〈

か

け

さ

よ

た

に

平
家
の
向
上
総
の
悪
七
兵
衛
景
清
は
一
の
谷
の

か

せ

ん

ば

き

り

ぬ

け

合
戦
の
場
よ
り
切
抜
し
は
盛
久
と
同
し
心

い
の
ち
お
し

U
う

く

ん

あ

た

に
て
命
惜
む
に
あ
ら
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と
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亡
牲
の
仇
頼
朝
を

ゃ

う

J

ら

か

ま

ぐ

ら

か

〈

ラ

か

お

一
矢
に
て
も
恨
み
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と
鎌
倉
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隠
れ
討
て
窺

3

2
け

ん

し

い
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ふ
と
い
へ
と
も
日
/
¥
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源
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ひ
巾
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¥

ら
A

お

よ

こ

、

九

叫
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と
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A
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寄
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事
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仏
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t
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u
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街
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此
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円
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、
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れ
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!
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御
参
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あ
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清
閉
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時
節
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行
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寺
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付
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よ
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付
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仏
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仁
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仏
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仁
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付
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付
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よ
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又
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什
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仕
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仕
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日
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し
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口
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と
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神
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け
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に
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斗品t後Eと恨2出見しか
やをにまみしれうう
きよはをも斯?ばらら
具zみ娘号申な盲土とみみ
光2て
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目斗 zに生与るにとひ
をき 下 1うおいと
際RL長さり官二へひへ入
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有
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を有泉5もの丙也やはなは世ょ)(jふと
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翻
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と
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るへ

万れ悲ひ手や
事どゅはう
よ怒しへ殊Sに
き悲ひおの見
知おとさ外まゆ
忠、いまはる
にふりたそ
ても居らの
右のてけこ
のな役?どと
千けにもく
はねたひに
たは L たて
ら成ぬりす
くらやはへ
す う慈して
な右

。)
て

と
い
へ
と
も
ひ
だ
り
の
手
か
ま
は
す
し
て
布
の
子

(23ウ)

あは
らか
すり
利りに
符ちて
悲ひも
三男f
駄t女5
右と
t土も
土日 に
恵何
にを
てす
火る
なに
りも

も火
イ1 は
にす
持主る
せど
紛き
ひも
しの
なゆ
りへ
左あ
りか
はく
慈l 司、ふ
悲ο 部9~
の尊2
の

剣3

水
な
り
此
ゆ
へ
に
如
来
も
右
を
あ
け
た
も
ふ

地な知
はふ恵
なきを
らつも
くなっ
の切ちて
底Z給天1
まふは
てこ三
され十
つ先l三
け忠天i
得へを王
さもま
すって
へてほ
し也ん

(2，1オ)

と
左
り
の
御
手
を
さ
け
給
ふ
清
本
音
羽
観

音
の
智
忠
の
み
つ
を
干
に
む
さ
ひ
一
口
の

む
も
の
は
こ
λ

ろ
す
L

し
く
な
す
霊
点
な

れ
は
あ
り
か
た
く
し
ん
じ
ん
い
た

x
く
へ
き
な

り

(24ウ)

並

H

陀
洛
伝
記

巻
の
拾
七
終

(25オ)

一
講
一
一
刊
一
肌
並
回
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
八

J込n 
阿I 七
り番口

脇主鉢日六?7ffi山2録
立E叩主新也ゃ胤
地山己念41上凶J
蔵豆仏土人ノリ
酋ノト山由ゅ波

奇走塁米来目羅?
特7干のの笛2
之 事事寺じ
事 観

世
音

(26オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
八

五
回



十
!七
番
由LlJi
観城主
音い!l~
御六?
長日波は
八羅?
尺省三
NJ:t 04， l" 
E差ll観
(!p~ 世
青

(26ウ)

く
う

開
山
空
也
上
人

ろ

ぐ

は

ら

み

つ

じ

〈

ば

)

ひ

れ

り

ふ

コ

み

ら

い

J
H
λ

ト
コ

六
波
間
羅
宿
寺
と
い
ふ
は
過
古
七
仏
米
米
千
仏

ー

よ

ら

い

の

コ

つ

p

の
如
来
み
な
六
波
羅
慌
を
お
?
」
な
ひ
勤
め
給
ひ

ほ
J
け

L
L
Aふ
J

仏
と
は
成
給
ふ
白
身
仏
と
我
ち
か
ら
一
に
て
成
に
は

み
な

L
ゆ
さ
や

3

1

b

?

と

り

や

フ

た

つ

皆
此
修
行
を
せ
ね
ば
浮
上
成
ら
す
三
世
両
達

し
ゃ
カ
ゼ
そ
ん

tゆ
き
や
ゾ

釈
迦
世
尊
も
此
修
行
を
な
さ
れ
た
る
事
な
り

ド
ハ
波
町
綿
密
と
い
ふ
て
た
六
つ
の
行
ひ
な
り
だ
ん

も

の

や

は
ら
み
っ
と
い
ふ
て
物
の
お
し
き
と
い
ふ
を
止

め
何
に
て
も
人
の
ほ
し
か
れ
は
お
し
ま
す
し
て
金

き
い
回
コ

h
M
i

の
そ

銀
財
宝
は
い
ふ
に
及
は
ず
伺
に
て
も
人
の
望

め
は
や
る
事
也
か
い
か
ふ
み
っ
と
い
ふ
は
戒
を
た

も
ち
修
行
す
る
事
な
り
に
ん
に
く
は
ら
一
密
は

は

ら

た

l
l

ほ

と

お

も

腹
を
た
て
ず
何
拐
の
事
に
て
も
何
に
て
も
思
は

-

ゆ

主

主

こ

た

2

ぬ
な
り
精
進
は
ら
需
は
修
行
怠
り
な
く
勤

た

い

く

コ

し

ゅ

iう

む
る
を
せ
ん
し
ゃ
う
み
つ
は
返
崩
せ
す
修
業
す
る

は

ん

ー

や

は

ら

み

サ

ま

よ

を
い
ふ
般
若
波
羅
密
は
ぐ
ち
の
迷
ひ
を
や
む

(27オ)

よ如fる
成主来日事
おを仏よ

二ヤ 3 ほ し、
三しふ
E 召T足ー
にたた
仕 L ん
遣 J 雨か
』か無い
~~ [ll1J ふ
L弥な
陀る

0) 
仏ま御l

木ほとし
問主申と
浮んせ阿

R 距:

『
謂
謂
昔
陀
栴
伝
記
色
翻
刻
と
併
問

(27ウ)

とあの第宇なとは
I~能り御て出りて此
たし事の天i1耳宅成六?
まは成虫皇~; ~~f: へ波ば
ふ産主りて「の山えさ EEE
弘fJ上な御空1や t也号
法if古人り係3也六の
大kY 御醍[iに上波修与
師Iしぶ誕t糊て人羅汗主
Fふし生与帝Z六は宿毛仕フ
J 終与の延之| 全きは
川崎;喜代くた修十}ら

ミ弥にの事 11..行号す
p 陀ふ帝t24J| の是

日?主 とおた名古i

あと
ひな
だき
た給
L ふ
る是
とを
て夜ょ
戸じな
いlぐさ
にと
てし、
もひ
お七
か里
すか
母
是

(28オ)

はの干1Iどを
子権長泉4い
の{曽3のた
I府~ !E~ 閏 L
こと槙3き
へ申の所
真上貴ミ尾を/
言iとに¥
陀たさまノJ，
羅ら名行し / 
)己"j目ミま ¥ 
あのす流
ひ御槙;iJl! 
ら耳そのあ
うに isおり
ん守lて

後

(28ウ)

あ弥み成公ーけ
つ Wt; t~ らにん
てなせもと
鞍Lり給ら聞
馬まとふひへ
山い夫主弟てけ
に斗に子しれ
倒l しまとは
殿みにさ成是
つ湖|りし只
く父?て給人
り帝2空iふに
有わと也にあ
は山 l二円:L~' らほ J

上 I 人法守す
人 Jjめは大hと
三口L 阿ぁ師して
才 と I;}.':

l柑2の
給持
ふよ
はり
仏土〈
神上ら
もま
磨、守に
護iも
し置
た給
まふ
ひ阿
鞍L弥
馬主陀

と

丘
子王



同
朋
ト
入
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

し

か

さ

る

る

い

そ

は

山
の
鹿
猿
の
類
ま
て
夜
な

/
L御
千
の
側

に
あ
つ
ま
り
つ
λ

仕
へ
ま
い
ら
せ
し
也
七
つ
の

め御
し年
てよ
貴さり
舟fiし
明号て
神土偶i
へ山
御家
願に
を成
立ら
らせ
れた
M く
十一 お
ほ
し

出
家
と
成
し
て
干
さ
る
へ
し
と
御
い
の
り

(29オ)

付よを給御任E殊t有
給り召めひ剃ょせ勝与り
ふししさ髪"御 ι7 し
此て御めな利己苫に
か御剃GI さ髪221 明
み髪号¥せな日神
'ほ

だつな上進!さ?あ
はかさ人んれにら
空Zられのせ参アわ
也8空iお御らら主あれ
草号也わ姿るせ行1出
木?上しを斗ん難5吉
田f人ま御とととせ
上ととす覧Z御御そ給
背2御そあ夢2手挟ひ
ZRZ名危れれ見みづへ知
成を は か御/

り 時ら望i¥

(29ウ)

給参上門tた/てと
へら人天Zし¥毘ひ布
とせの御力2を沙与っ
てん思厨-，式ら廻?門土て
こ是召子しをり天Eす
かを立tょ 'L てにな
ね念かりよ念t御わ
の仏な同日み仏土ねち
鉢日の我i:さ程をか御
を拍手もせ h とひ名
波Eて 7ち給 4J な有に
し t、かひ与へけ付
給与らあ 11 ある f古

同 りソるはふ
空;したそかけき我E夫
也日11
しき L へ生はす甲Aま
~ c 四ソ
人 Effめ¥し

日や申月tfr

(30オ)

毘ひ是
主l、与を
門土い
天た
にふ:
進上き
せ J理
ら上
れ人
L は
を yマ
毘宇し
沙の
門名号
天りS
ほ紙2

書2

(30ウ)

と
を
と
っ
て
是
に
引
か
け
受
取
給
ひ
御
厨

ほ

こ

あ

l

ほ
こ

斗
J

の
内
に
入
ら
せ
給
ふ
此
鉾
を
河
川
千
の
鉾

ー
ん
し

と
い
ふ
鞍
馬
山
の
神
事
に
出
る
な
り
空
也
上
人

は

ち

た

、

ん

〈

ち

J
h
〈

〈

わ

い

ま

は

は
夫
よ
り
し
て
此
鉢
を
叩
き
洛
中
裕
外
を
廻

み
込

り
う
か
/
ー
と
し
て
居
る
者
の
耳
に
念
仏
の
こ

A
3
へ

ん

は

ち

た

、

へ
を
開
せ
て
仏
縁
を
な
し
給
ふ
是
よ
り
鉢
叩

か

ー

ら

ぞ

〈

↑

」

ろ

も

主

主

い

た

い

き
と
い
ひ
て
今
は
頭
は
俗
に
て
衣
を
着
妻
帯

し
て
町

/
Lを
修
行
す
u
k
も
異
形
成
る
も
の
成

泊
い

Y
ん

く

う

を

L

4

9

〈
ら
ま

れ
は
関
山
空
也
上
人
の
系
図
也
扱
又
鞍
馬
山

り
b

う

し

し

か

に
て
定
盛
と
い
ふ
猟
師
あ
り
し
か
干
に
胞
の

か

は

り

や

ゾ

皮
を
も
ち
猟
に
出
け
る
を
雫
也
上
人
見
給
ひ
て

も

の

い

の

ち

コ

み

し

ょ

刀

物
の
命
を
取
候
事
罪
の
第
一
な
り
其
上
胞
は

わ

れ

し

ゅ

こ

ふ

び

ん

我
を
守
護
し
っ
か
へ
し
也
か
た
/
¥
不
便
成
る
事

せ
っ

l
ゃ

う

止

ま

t
め

な
れ
は
今
よ
り
殺
生
を
止
る
へ
し
と
段
々
と
御
示
し

(31オ)

尋与/よを有
ね¥ととし
給と直1まか
へかにりは
はん弓2申定
成2じ矢ゃへ'Itt
程t給をく発
妻tひ封筒候記
子し J宜捨E問し
はそて何古て
御のけ卒2j戻
I'i'方る御を
候は上弟て流
得妻E人子しし
と千しはと最
も有出成早
夫りかし殺
にやし下ヰ
はとたさ
りれ

一
五
六



(31ウ)

か
ま
ひ
中
さ
す
候
と
い
ふ
に
上
人
仰
け
る
は
い
や
と
よ

し

ひ

せ

っ

し

ゃ

う

h
し

ら

そ

ろ

夫
に
て
は
悠
悲
の
殺
生
な
り
あ
な
か
ち
頭
を
剃

に
は
及
は
す
心
た
に
妻
子
に
ひ
か
れ
さ
れ
は
別
ち

土
S
し
ゅ

4
3
tの

仏
道
の
修
行
調
ふ
へ
し
か
な
ら
す
心
を
引
や
か
に

そ

の

ま

、

こ

ろ

も

ち

ゅ

〈

わ

れ

ま

は

心
得
へ
し
其
山
田
衣
を
着
し
我
に
付
て
廻
れ
よ
と

〈

わ

ん

を

さ

え

も

り

あ

と

つ

号

〈

仰
に
よ
り
今
に
一
五
祖
定
感
の
跡
を
継
俗
に
て

こ

ろ

も

ー

や

〈

主

い

i

か
い
ヌ
ん
ね
込
せ
つ
け

衣
を
着
し
妻
子
あ
る
は
開
閉
山
の
仰
付
ら
れ
な
り

た
L

か
ん
ら

7

ま
は

又
ひ
や
う
た
ん
叩
く
は
寒
中
に
夜
な
/
¥
廻
る
事

あ
た

成
れ
は
寒
気
に
当
る
べ
き
に
と
て
一
つ
の
ひ
さ
ご
に

さ
た
も
り

J
A刀

b
ん

酒
を
入
れ
て
定
盛
に
遣
は
れ
此
酒
に
て
寒
き

J
R
i
ム

去

フ

を
ふ
甘
さ
念
仏
を
申
ベ
し
多
く
の
め
ば
除

(32オ)

給く
ふる
定2う
もが
りゅ
はへ
凡tに
夫ふ仏

たも
れ j架
どく
も飲
今酒
はを
仏土い
道iま
にし
め

其3る入
後iして
加給他た
茂もふ念日
明号今な
神上にけ
へ此れ
t ひは
人や少
まうし
たたは

(ん苦i
をし

御日[1'，か
ねきら
か姐目す
ひると
有也ゆ

(32ウ)

鉦おや仁I~すとて
をうをあ凶
四 し三二日れ / 
!と分fは¥
八 (1し上上を
願手給人人め
の仰へへ く
肋 A 乙つ明り
?ですてか神候
乞ぁ街iわ御問
豆わ渡jJさ 対行臆守
品しれ出土護ミ
十有是ま成
けをしし

ノ'¥ ''; rfrlt~ ィるロ[1': I -Y: 
与是Aき¥さ
r 可J1ててる
口ひ鰐ifへ

し

尋
問
調
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
富
|

鉦右のかご
に叩七りし
は品会給ら
こ 2二ひへ
か ff し給
ね与とふ
入小か鞍i
りぷね馬ま
あ?の毘ひ

皇宮町管障
鉦自主: 打l天王
を又込iよ
打27‘てり
念記 J百四さ
官ふりた十
ぎつ早八
唱主 C

(33オ)

る
事
は
空
也
上
人
の
有
か
た
き
御
か
た
み
也
夫
を

キ
な
こ
れ
も
〈
〈
わ
と
↑
ん
す
い

い
か
に
と
い
ふ
に
皆
是
本
火
土
金
本
の
五
つ
也

そ
の

人
間
も
其
ご
と
く
心
肝
牌
姉
の
丘
つ
也
是
は
た

あ

か

か

ん

ま
し
に
に
て
火
也
其
色
赤
く
肝
は
木
に
て
色

前
く
じ
ん
は
が
仲
の
臨
は
い
ム
に
て
長
住
な
り

献
の
艇
は
針
に
て
献
を
臨
す
は
僻
よ
り
出
す
也

ひ

か

し

み

れ

叫

み

な

つ

ひ

き

た

東
は
春
に
し
て
木
な
り
南
は
夏
に
し
て
火
也
北
は

ん

ゆ

か

ね

冬
に
し
て
水
な
り
西
は
秋
に
し
て
金
な
れ
は

け
だ
念
仏
の
色
を
出
す
は
肺
な
り
丙
方
を
願
ふ

か

ね

と

ー

さ

あ

い

も

と

し

に
鉦
を
た
、
ふ
さ
念
仏
を
中
は
何
気
相
求
む
自

ね

ん

し

F7
り

か

い

さ

ん

〈

フ

然
の
道
理
な
り
閉
山
空
也
上
人
か
く
し
て

ま

は

に

ん

す

E

所
々
を
廻
り
給
ふ
と
こ
ろ
人
皇
六
十
e

一
代
村

人
J

な

に

む

コ

う

て

も

JAγ
〈

t

Z

3

h

v

〈

》

守

フ

U
し
ん
天
引
の
御
{Te大
属
一
五
年
の
彰
疫
J

病
こ

ほ
A

万

さ

3

は

と
の
外
は
や
り
人
は
も
ち
ろ
ん
牛
馬
に
い
た
る

ま

と

し

こ

〈

か

ひ

と

た

ね

迄
死
す
る
事
お
ひ
た
与
し
凶
家
に
人
積
っ
き

b
た
し

2
2い
り

1

候
ほ
と
成
れ
は
悉
け
な
く
も
常
叡
慮
を
な

や
ま
し
給
ひ
け
る
尚
子
也
上
人
も
ふ
び
ん
に
お
ぼ

(33ウ)

1i 
七



同
朋
大
学
僻
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(3'1オ)

御く此あにし
祈日見事って召
りへはて珊}0祇宗
有た第疫?見1園ど
りり弐病E政T牛ミ
け空i番制ι逸頭?
れ也紀立みの天王
は上三孟罪三阜り
御人井宏あは
夢む祇主寺 γ る疫?
想1時のl五者病手
に牛2修リl 是あのコ

±?戸をヲ在御づ
両主皇く 手み御 E7JJ
観へわ J玉差f
世 しまばゆ

(31ウ)

にと是し今茶宇居いまて地{天此世て音
てなにてに湯ミのち御b 車l皇御音上を
有りよ雫i 紙をも戸~~;茶平 Jずまの本2 を人っ
し観つ也やおいと党主湯52証m 御尊'1('1卜1夫く
が世て寺んたにたを ZEり告3をりより
後27T 疫?にの L 観すせ芸ない給りた
今は病2茶宝1か世かん議りのふ I古fま
の当 tせ蔵2せ音りじ中とり疫T水ミひ
こぶ静Eんにたをけ是罰あ拝主病号にて
とんりはおもすれを Jl つむ丸う龍t祈
くわ万2じさふへはいみてへちり

は{加から民土まめ其奉 J低さた 此しフて
藍fふ安史り有 l時つ国主入 2観と?| し
出き堵とし夫のり石Uか 12か世祇akーと
来のしとよ茶袋fのず亨子音罰fi之面有
た仮ぢけなりせに鳥5れでいを牛ミり観る
り家やるり んて は千 頭j に
此 た U よ
ちつ

(35オ)

はを観
大とま世
般よぬ音
若与がを
経卒る信k， {J申Yぅ
会御す
口 れヲをま;-; 6 

巻tZLjヰ
をおは
お 5Tほ疫?

主義i病?
Z也は
阿本日ヰ3
E五点、 堂5り
出の病1
一地ちひ
は，"
クb，り
日卜主

(35ウ)

にて疫?きべ背り唐土也
はこ柄号観しあけ土t上
十と~，1~2， I!! 疫?られき人
一/語み音病手わはやに

fj世 zを:話 ZI2主
観あ背さ退りひ歎日つ今
のぞ世ら みふいき争た凶
日け

古わ八子品そ給国?国
をれ ノ叩きひと第
二部

祈Mi型liゆいし我itけいト
り 11さののと姿t~L ふ七
牟しくり仰がたは国干寄
りと け V 十にの

わ せ亥F

EE??正日告:而Z;型
み病3ポJ HLはるの観はコ早

1ft ~ ill 
れにう志そ

(36オ)

さへ給空j中
もお日ひ也に
寒Eうし上し
気けちが人く
成なあ鼎Eは
るらる m;な
鉢正し時野のし
に御十雲Z
て通を月林i
上りの l誌に
人あ頃iの
のる大?あ
租rJGに 1正午た
に ドヲT通主り
寄ょ髪"りに
れのをす
は翁i下み

(36ウ)

さなけ上
れれれ人
ばははし、
と具志我jfか
よのは成
寺i:姿;是人
v: 1-'- 松ミに
神牛尾2て
い よミ大hま
さ tE 明すし
ま ± 神土ま
をふ也す
しロとそ

手足仰:ヰ
¥さけ岬

をれる空
語候 L:ぢ

五
八



ぬう、もは
ぎ貢へのあ
給与主なれ
ひへくと
此給寒Eほ
衣8へくん
むと候の
は
/，-r-:e:.仰間ふ
てrl>¥7 此の
守れ風風
ソトはをを
経f其ふふ
文tH寺せせ
を t くき
読主人へく
念 Ji予きれ
仏をU 衣iる

を

を
中
こ
ん
た
る
立
な
り
と
て
明
神
へ
L
L
た
も
ふ

(37オ)

を出神上り請
とさはた耳z
つぜ焔史ま給
て給らへひ
念ひせ重宝て
仏神上給ね上
を前iふて人
ひの夫対とか
ろ鰐Eよ面tな
め口Lりまら
給を松号ちす
へ上尾ii申松
と人へなの
てに行2り尾
大k与土給とへ
鼓こへへ明守来去
と車守は
鰐;:ひ明守
口il走神t

(37ウ)

也神土給の成給は日ぴ鉦日 l悶を
上 liIix，ふ先主りひ定2とを神空;
人に此きと是感tいうの也
へ鰐!J杖ミにてはかふち御上
進上口Lもさ!血よ鞍I，j守t此なた人
せあじしの馬また鰐右らくへ
ららうてぼ 111: る n~ しせ i度
れす物土洛?たに鹿hは念んし
し神すと中fいての寺仏な給
故せ楽らな洛?の我j:皮主にをれひ
なにi り外戸たにと納主申ばげ
り大Rぬふi めつ角。;めな御る
と鼓こま三にかとあり神I是
いなたギ角3へ請!?り今事しに
ふき松主をしと m是によ
いはの?杖勺鹿jbり空をはっ
わ空;尾宝へ IJ!，六?大kて
れ の c 上斎t鼓こ松
な 人 尾
り

『
語
調
普
陀
洛
伝
記
」

i
嗣
脚
刻
と
解
題

(38オ)

の慮2然
~る一'^ノ、く L土 H

斎日がは
日台神
に ，S，御
加な前
々のに
に十字て
て誠二念
H 却f;仏
なにを
らて i目お
し空;ふ
念也一れ
仏上は
を人御こ
弘主に神k
め月Z
堂々 (

(38ウ)

此
六
斎
白
と
い
ふ
は
毎
月
六
日
八

H
ト
四
日

H
e
二
日
廿

九
日
晦
日
と
な
り
訳
て
此
日
古
を
な
し
腹
な
左

立
ま
じ
き
大
事
の
日
成
れ
は
六
斎
日
に
需
也
上

人
は
大
鼓
を
打
給
ふ
ゆ
へ
是
を
六
斎
日
と
い
ふ
六
斎

〈

》

て

ら

の
は
じ
め
空
也
土
す
な
り
此
六
斎
に
は
天
よ
り
人
々

ぜ

ん

て

う

め

ん

し

る

ゑ

ん

わ

J

の
善
あ
く
を
あ
ら
た
め
帳
面
に
記
し
焔
王
の
御

ま

へ

お

ー

の

お

ゑ

ん

求

ま

ヘ

前
に
あ
け
償
け
は
死
し
て
後
焔
魔
の
御
前
に

引
す
へ
ら
れ
罪
を
た
い
λ

さ
れ
て
も
あ
ら
か
ふ
事

ぜ

ん

一

ん

せ
3

ゐ
〈
1
ん
ほ
う
い
っ

成
ら
す
其
上
普
根
を
絶
し
て
悪
心
放
逸
の
者

い

の

ち

〈

》

に

ー

は
十
年
つ
L
A

命
を
b
x
め
給
ふ
也
雫
也
上
人
は
西

ず

み

こ

、

す

お

の
御
坊
の
あ
た
り
に
休
給
ふ
に
妥
は
念
仏
を
進
め

ー

さ

は

し

ち

ラ

給
ふ
も
の
も
な
き
処
成
れ
は
賑
し
き
市
中
に

と一
J

い
コ
〈

出
て
一
宇
の
堂
を
建
立
し
た
く
思
召
何
回

よ
る

t
し
ゃ
去

の
ほ
と
か
究
し
か
ら
ん
と
丙
山
よ
り
見
下
し
給
へ
は

l

y

ん
そ
ら

三
条
櫛
司
の
あ
た
り
へ
紫
の
雲
空
よ
り

(39オ)

とに下
て堂5り
山Z建えあ
号号立1れ
を有は
紫して此
雲z紫し処
山i雲Zこ
とたそ
付な然
らひる
れきべ
Wiiしか
楽i所ら
寺しなん
と h と
申は二二LE

条;
く
し
け

五
九



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
卜
六
号

にけ
有る
る応ff
空i仁日
也の
脊E戦T
ノど 円

会正
ソJlt
些伽急
支羅ら
り，h!i;や

鎮ETけ
守およ
は ;lp
松田

尾忠
路

(39ウ)

の松な大
時むし明
成ろと神
しのいを
かちえい
御くとわ
帥しさもい
E1ん奇主こ
-lt と特Eめ
のいな奉
院:ふきる
空L名[i:にと
誠~~ {I曽1もな
僧ミああり
韻わりら正1
の御す法"
児ち大Zに
ご和S気主

作:JI~ 特T

討2けき御
れれ児士も
しは出と
そ~てへ
さ也師し空
そ上の也
さ人僧~ J: 
ひ仰都 3 人
しけは御
くる留る出
あは二l'すあ
ら能?にり
んこてし
とそ候に
仰御とし
け溜る申ほ
れ主r ら
ばを し

(10オ)

修与三Riあかうと此重2をむい
行ミ也やれるへて数与けうかか
爪ラ上は/ に投日珠すれちふに
両人正1¥ 置出をば中にも
内(1法号ともし碁ご持tさあさ

姿t裏りにあ色たばれんるひ
にへ奇主かけもんさと碁ごし
て御特fりれふのる仰ばく
歩ほ上なけはを上よけん候
{J'~ りきる不五すにしるをな
になにと思しな置E中ゆ持主り
てさもIJ!，議さわてけへ米と
御るあ斯?やちもる碁ごら申
出入らの此碁ごた然jfばれけ
なにすご碁こばれらんよれ
さも却とばんよばをとは
る矢やまくんの 中碁ご然
L 張ijたふ / ら
し ¥は
き

(10ウ)

り道士
治、に
はて
知1，雨E
らふ
ねり
と山
もし
白kけ
鷺3る
来に
つふ
てし
笠2き
のや
こ何日
と国〈
くよ

(11オ)

厨っ kつに iE 往すめき人な
子し人くしふ生与んし念り
に御り奉り h うかと仏上
安土年てりてまたぞを人
間b 七空iてね ξ め掠との
し十也其むヤ御又な上
奉歳の灰日るど下其Zへを
る此御みをが与り後i給覆古
な御影fもご 31有上へふ
り影とっとよして人は雨宮
の拝Eてき 22き黒i奥号御を
脇主み上御ヤ J11/;州与身ふ
イムミ奉人臨t必とへょせ
壇Eるの終hZE:い念りく
のな像3也芝んふ仏光す其
御りを則i主君進tpHf 

火品ヲl て ふ

葬1 御l や

( 41ウ)

(れ到すとく壱と観
ば尽Fそもひ人中世
か夫?しれ中なと貴P斉
ほ爪し今ゆ々しく '"ι の
とおァはへ親年夫号ら込し右
迄守主J何家tZこは止し蔵手の
実にを内い わ仏尊2手
も道ミ人 会けてたん σ

k娘式売l具〈其 zるす方
きにベひ H もーこにo i の を
身むきとを 3 ものゐに、カ:
とか物つ送1 有
はひも二る z主り言:Z
成てあっ事吉 7 レ
は中らともソしりし」ξ 付
つけざ段主な 5き娘Zの
るる /ら辺事 地
もは ¥ '~た 蔵

の扱主 に 七
〆¥

。



そ一哉主
こ H 我伝

子両(
安土食I与、
イ了き ，;、 T~ 

給芋り
へ t は
は t 家か
さ U し内日
ひ凌?にー
しベの
きけみ
m~~: れあ
に夫ヲれ
てかは」は
帰 そたへ外
りをk 主
治、 U

せ
き

(42オ)

そ
れ

給
は
ん
事
の
い
た
わ
し
さ
大
ゆ
へ
我
子
だ
て
を
か
ま
へ
た

5
か

か

〈

し

り
と
い
へ
と
も
此
事
夫
に
深
く
隠
し
て
い
ひ
知
ら
す
事

わ

か

か

し

ら

わ

も

左

な
か
れ
と
て
我
頭
を
す
き
あ
げ
お
し
り
も
な
く
根
元

さ

り

も

ら

ゆ

き

し

ろ

し

よ

〈

じ

よ
り
ふ
っ
と
切
此
か
も
じ
を
持
行
て
代
な
し
食
事
を

去

ち

ほ

と

お

3
L
L

い
F

勾
互
の
を

と
t
A

の
へ
待
居
け
る
に
程
な
く
夫
は
色
背
さ
め

か

ん

し

き

も

L
C

お
や

た
る
顔
色
に
て
た
ち
戻
り
け
る
親
千
の
者
つ
ね

し

そ

う

そ

ん

し

ん

か

ヨ

ひ

ん

号

/
¥
地
蔵
尊
を
信
仰
す
か
ふ
る
貧
窮
は
地
蔵
尊
の

立

わ

か

に

よ

ふ

ぽ

〉

む

す

め

御
力
ら
に
も
か
な
ひ
か
た
し
今
は
我
立
一
一
局
娘
な
か
ら

あ

ま

は

つ

わ

か

う

九

よ

も
徐
り
ふ
か
ひ
な
く
恥
か
し
さ
に
我
内
な
か
ら
余

そ

ゆ

き

こ

し

さ

い

あ

さ

な

所
へ
行
し
や
う
に
械
を
か
け
居
け
れ
は
妻
は
商
ひ

(42ウ)

食k有し情tけの
市:るか成れ事
どまら li とい
也しすれもか
宍と御ば荷~ );:' ιヵt事其ひなあ
てからな心 Y り
世さとりを ?L
出し ~t ~[さ E に
己つ やして c
zやし と

ぜ恥う夫ZU尋
iidb与成は左ね
夫??己主て事Eji 
はくゴjtもケは
驚fおり芦〈会 A

きろわにる注目
さて V あ
ワんは 風雪宮

おL き

(43オ)

なも
るふ
事け
ぞの
や心
今当
はて
家かも
内Rな
にき
代主に
なか
すく
へか
きま
道号へ
具〈ら
もれ
なし
しは

か

「
羽
田
諸
普
陀
浴
伝
記
』
|
郁
刻
と
解
題

わへ米品すと
か出 入不ふ

らたつめ審上
さるのけし
れ問ま出れけ
ばに所はる
大娘字も夫君を
γ めな と妻Z
}ぁを も
まし Iは
事t去合ヵ食与と
か平点Z事じや
や品ゆしか
う守かまく
けにいねいい

密it はけひ
窮号一 11'忘れく
ず百(言とろ
と房う
もめ

か U
〈 dzE;食;
に 巨ぐ事じ

ま
れ
は
二
人
い
ひ
合
世
も
し
や
人
の
物
を
か
す
め

(43ウ)

と
り
は
せ
さ
り
し
ゃ
と
申
け
れ
は
娘
申
ま
し
と
は
ぞ
ん

ゐ

玄

ぜ

ひ

す
れ
と
も
絵
り
う
た
か
わ
せ
給
へ
は
是
非
な
く
中
也

か
み

L
ろ

し

仁

、

の

け
ふ
母
殿
の
髪
を
き
り
給
ひ
そ
れ
を
代
な
し
誠
へ

し

よ

〈

[

か

み

た
る
食
事
な
り
あ
す
は
わ
が
髪
を
切
る
べ
し
と
い
ふ

ら

お

な

み

た

な

か

よ

を
間
聞
く
父
は
帽
献
を
は
ら
/
¥
と
流
し
世
は
さ
ま
/
¥

わ

か

え

い

し

有
り
と
い
へ
と
も
政
ふ
か
ひ
な
き
ゅ
へ
に
妻
子
を
や

3

ま

か

M
P

ぞ
れ

し
な
ふ
事
あ
た
は
す
妻
に
髪
を
き
ら
せ
夫
を

け

t

t

F

っ

さ

て

わ

会

照
り
の
代
と
な
す
へ
き
事
有
る
へ
き
や
捌
も

f
L
我

か

み

さ

ふ
か
ひ
な
き
を
も
恨
み
す
女
の
髪
を
切
る
と
い
ふ

て

い

し

ん

ほ

2
4
4ん
な

み

た

2

貞
心
の
相
刊
の
過
分
さ
よ
と
一
保
を
流
し
申
け
る
が

ざ
い

I

ね

い

り

上

主

夜
に
入
て
妻
子
の
よ
く
寝
入
り
た
る
問
に
書

お

主

わ

れ

つ

れ

そ

置
を
し
た
L
め
其
占
事
我
に
連
添
ひ
居
る

お

や

こ

れ

叫

ん

さ

〈

}

ゆ
へ
に
親
子
と
も
に
難
義
か
ん
苦
を
た
へ
し
の
ふ

ζ

い

し

ん

し

ゃ

ヲ

(

t

I

f

-

-

貞
心
の
心
さ
し
生
々
世
々
わ
す
れ
置
す
我
男

さ

い

し

は

し

い

る

の
身
と
し
て
妻
子
は
ご
く
む
事
あ
た
わ
す
恥
入

(14オ)

~ /、
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ノ、

(11ウ)

い

ま

さ

ら

司

ん

か

た

な

か

わ

れ

と
い
へ
と
も
今
更
詮
方
も
な
し
な
ま
中
我
か
く

か

さ

こ

ん

さ

う

て
あ
ら
は
い
つ
を
限
り
と
な
き
岡
山
窮
な
ら
ん
も

い

て

ゆ

〈

た

の

よ

わ

た

の
と
お
も
ひ
出
行
也
い
か
成
人
を
も
頼
み
世
を
渡

わ

れ

め

い

る
へ
し
我
は
ま
た
山
た
る
日
を
命
日
と
思
ひ

ゑ

こ

〉

か

主

の

こ

こ

ふ

る

つ

よ

同
向
を
た
の
み
申
な
り
と
書
残
し
心
強
く
も
山

間
ぬ
事
L
V
は
釈
と
も
飢
ら
す
恥
即
時
て
蔀
置
を

か
な

見
て
大
に
お
と
ろ
き
悲
し
め
と
も
す
へ
き
や
う
な
〈

そ

れ

つ

ま

f
t
主

主

主

夫
よ
り
し
て
妻
は
夫
の
別
れ
を
悲
し
み
深
く

な

げ

わ

d

つ

い

や

主

ひ

歎
き
い
お
る
L

ひ
ま
な
く
終
に
病
と
な
っ
て
ふ
し

む

一

切

め

そ

て

An
い
ほ
う

け
れ
は
娘
も
今
は
袖
と
ひ
と
成
り
付
を
介
抱
し
け
る
に
ほ

ー

あ

と

の

)

さ

い

ど
な
く
母
死
し
て
跡
に
残
り
し
十
四
才
の
む
す
め

ふ

ひ

ん

九

is

い
1

d

l

わ
か

こ
そ
不
便
な
れ
父
に
は
や
わ
か
れ
母
に
は
死
に
別

t
よ

ち

カ

ら

た

の

ひ

t

れ
便
り
力
も
有
ら
ば
と
そ
た
れ
頼
む
べ
き
人
も

し

か

い

日

な
り
れ
は
母
の
死
骸
を
か
た
つ
く
る
事
も
成
ら
す
歎

し
ゆ
っ
け

さ
居
る
か
L
る
所
へ
し
ゃ
く
じ
ゃ
う
を
つ
き
た
る
出
家

ほ
カ

お
く
れ
外
に
た
の
む
べ
き
人
も
な
し
と
申
け
れ
は

色

、

わ

か

は

、

り

や

ヨ

し

ん

父
に
別
れ
母
に
お
く
れ
し
事
な
れ
は
両
親
の
ぼ

y

E

 

か
た
ひ
ま
た
は
そ
の
身
の
た
め
に
尼
と
も
成
り
な
は

ι
4
A
 

(

ほ

点

的

〈

わ

れ

ろ

く

は

ら

与

す

し

仏
の
御
恵
み
も
有
へ
し
我
は
六
波
羅
密
土
?
に

す

む

そ

う

た

ん

し

ひ

住
僧
な
り
と
あ
れ
は
段

f
k御
慈
悲
あ
り
か
た
さ

2

〈

か

f

め

う

か

村

も

つ

あ

け

た

〈

申
尽
し
難
し
冥
加
の
た
め
御
施
物
を
上
度

お
も
へ
と
も
貯
へ
な
き
身
成
れ
は
せ
ん
す
へ
も
な
し

h

〈

た

、

あ
っ
て
役
に
は
立
ぬ
も
の
な
れ
と
も
心
ば
か
り

せ

も

〉

も

p
p
J
へ
く
や

の
御
施
物
御
う
け
下
さ
れ
て
可
中
哉
と
申
せ
は
心
ざ

A

U

4

も

コ

な

に

一

J

け

し
の
御
施
物
と
有
れ
は
何
に
て
も
あ
れ
受
ん
と
あ

か

い

泊

み

れ
は
懐
よ
り
は
さ
み
取
出
し
た
け
成
る
髪
を

(46オ)

さ

わ

れ

カ

た

つ

け

へ

事
か
な
気
っ
か
ひ
す
へ
か
ら
す
我

H
付
て
得
さ
す

へ
し
と
袈
裟
を
ひ
ろ
け
て
付
の
死
か
い
を
包
み
腰

お

ひ

せ

な

か

お

そ

の

ほ

う

帯
に
て
く
る
/
¥
と
く
ふ
り
山
家
背
中
に
迫
ひ
て
其
方

わ

れ

と

り

つ

、

ま

い

と

も
我
に
つ
き
て
来
る
へ
し
と
て
鳥
辺
山
に
歪
り

言

し

は

ゐ

つ

む
す
め
に
あ
た
り
の
木
柴
を
ひ
ろ
ひ
集
め
さ

し

か

い

つ

み

れ

会

よ

せ
死
骸
の
う
へ
に
積
置
火
を
か
け
夜
も
す
か
ら

あ

け

ニ

コ

と

り

経
を
よ
み
給
ひ
て
明
か
た
に
骨
を
取
出
し
て

」

れ

な

ん

も

ち

是
こ
そ
汝
し
か
母
の
か
た
見
な
り
持
ゆ
き
て
回

」
3

ふ
ひ
ん

向
い
た
す
へ
し
ま
た
い
と
け
な
き
も
の
斗
不
便
さ
よ

し

ん

る

い

お

与

せ

り

や

〉

し

ん

親
類
の
も
の
に
て
も
有
り
や
と
仰
け
れ
は
両
親
に

(45オ)(45ウ)

日ほ父T是御来
ゅうには出品り
へむも白雪会;給
斯Tるお ιか 2E
は事くリ同
歎日をれかれを

ま母はきも貧， ，~ 
中なし UZ な
候らき L 'C 歎な
24 候街l け

也す古
と頼主威主尋iぞ
申むれ 1しν 下と
付へはぷさ有
れき母:とるれ
は人の ξ 事は
夫fも死しい有娘
はな骸tにか中
ギきを氏たけ
使t身 ソさる
成の よは
る

(47オ)



げ

ね

も

と

な
て
あ
け
て
お
し
気
も
な
く
根
一
瓦
よ
り
ふ
つ

こふ延立大と
かたせ切切
ね親草しなて
にの黒iるさ
もそ髪主はし
またを髪2出
さて母なせ
り延Zのりは
しし布ふか出
か置?施せほ家
もべ物土とは
じきにま是
のやせて御
布五千むよ 美三覧E
施ゼ々、とくし
物ミのてし女

くの

(47ウ)

とはし!協T観へな立去に出とたか受A
思しゃ立正世御れ去さは家中のら申
ひめくの音礼はりらはけみ西fな
しはし地じををしか/われ尼まのり
かおや蔵1拝Eもほた¥かはと岡去と
はとう尊tみ申/くとれ抑宅成にあ
側Zろにお父士さ¥おち帰/つ少1れ
なきサ12か母"んともるり 1 てしは
るし々(みのと立へ露3給殊お修ゐの有
出品か敷t奉菩ほ六出ともふと勝午行早知しか
;ま黒lる提土は街l もお鳥り フうるた

への L P さ髪主にをらr 情吉開花の部 Jヘ山人き
~しの持主ね笛4をけてか山主戸有仰
地くかせか守t 刊かは保主のしえ:れか
蔵我主斗給ひへ吋あ lf斬成最ねはな
尊髪主りへさ行;りらかをりが、主み
也号あるてうL3しれ 〕そフとに~

語11ぬし て 1民
僧す事て

(48オ)

も
た持
せ
給
へ
る
し
ゃ
く
し
ゃ
う
に
か
L
り
た
る
か
も
じ
は

『
諸
諸
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

(48ウ)

七奉や御さはお出午前三
月ると背世よかと骨三か
廿か地中主うやろ 2Iた
四つ蔵にとうき 4E よ
H ら尊おは/給古り
御懸日のわ存1¥ ふう掛存
ß~t; の御せぜとなよさ
帳3地誓主参ず語t夫ぷせ
あ蔵ひらもりは主ら
り尊をせっ捌f白号亙れ
と人たたも 均 C

I ら け
中々るい{かる
奉有事な k
るかのや右事?と

草lTZj君主Zii:存
かな死しゃ 出

ん t主計 千 t ? は
じ を前A り

は胡¥t，
や

御
詠
歌

(49オ)

お
も
く
とお
も六?も
と波はく
い羅むと
ふ堂5も
はへ五
身参Rつ
のるの
上身罪3
ななは
りれよ
朝Eばも
起主 あ
るら
よし
り

(49ウ)

出与を罪夫ふゆと寝ね
骨i殺えとなるわる
首すはり L さ出
h 罪;~ _li~~ 是てに罪Z
佐土逆主ほ杭我i:を
是宅界?となはつ
五 L な重tき罪j:< 
とムきゃなる

苧Glitr:雪ZI Z 
法守会んあくいひ
をふさコれらふた
弘日宮?とね者入
め ZLこもはあし
る TM五なり世ι
予レそつらどの
僧め うのぬこ人
の }'L~ かこ

ら

そ
し
り
「ド

と
を
し
け
h 
はつ

仏;明

Z自
まお
ソ事

を

ノ、



河
船
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第

1
六
号

ち

お

や

き

ゃ

く

血
を
出
す
な
り
親
を
と
ろ
す
冗
逆
の
も
の
は
此

(50オ)

陀奉一給ま千り道5孝f身おもさ jHょ
のれ念主ふしの観にものものらに
御はにに五罪Z世ものおへはにて
本E下助手そ逆は音孝jR1114L と皆2なは
願J3品日けののあを f丁弓色はさも親主しは
γ 卜たつもる拝主の三にこ殺i手り

蓮生t更2zt主古島雪 3主主z
ののとか外重tの同のろばおすに
わ方 ~'J きのき者し罪Z さ我E な事か泊、〆¥
身往ゎ弥も仏土五成六にず身しな入

生生i居2喜;予在護:主i子主zei1 
tY しをへも 24っ八堂主神上ぬにはもか
し助手た最t見:在み億?へ道i斗行空殺i不.，.む
みくの期こ捨てあ阿参儒与りはなし孝;jH令
本るみの ? の芝度Yのとz弥 U 不話ゎ て

叫か は

(50ウ)

は
往
生
う
た
か
ひ
な
し
有
か
た
や
恭
け
な
や
と

お
も
ひ
観
世
音
へ
あ
ゆ
み
を
は
こ
ひ
頼
み
奉
れ

と
の
御
詠
歌
な
り

訪
日
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
八
終

刑
制
掘
削
並
日
陀
洛
伝
記

巻
ノ
姶

( 1オ)

一
世
羽
一
一
世
田
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
九

目
録

拾
附八
り番
聖~ L! [ 
徳そ城
太k関
子し六
諸主角T
国?賞5
倒lご頂l
M再FZ吉守
見fZEじ

主z

( 2オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
拾
九

(2ウ)

誕日と皇j皇守七大{1き木日六?
生与て后こ子し世師t は尊Z管ひ御 J合
あろ出春うと呂 日 し三副長長百八
りさのも聖号本や十意い壱醤
しせは其徳?にう二輪i寸山
ゅ給し外太tてま代観八城
へふめさ子しはん用~ w 部il'I
をにたまと聖号婦ふ明示音ゑ
厩5馬主抗/中武む人天聖?ん角
戸火屋やは¥卒皇L天:王徳1ふ堂
のの馬のる荷主竺?のれ太11た頂;
阜守ほを御又 lF1こ太{~ Jしん法守
子しと御名は与て子し七こ寺し
とり覧Zあ八 i士はな jft ん観
中に有りつぶなりのま 世
奉てへ御耳Tl口ん七守t 音
るヤ御し母Tの U か世
西じ くさ

一
六
回



( 3オ)

ほ

う

わ

さ

た

ち

〈

せ

ナ

か

た

必
阿
弥
陀
如
来
の
脇
立
救
世
観
音
御
身
の
姿

か

〈

す

と

〈

た

い

{

A

つ

ほ

う

ひ

ろ

を
隠
し
聖
徳
太
千
に
成
り
仏
法
を
弘
め
給
ふ

た
て

御
と
し
十
三
才
に
て
大
和
国
と
よ
寺
を
建

た
い
〈

t
う

た

て

給
ふ
そ
れ
迄
は
大
工
も
堂
の
建
ゃ
う
を
知
ら
ざ

さ
し

r

ま
ダ

り
し
に
御
差
図
に
て
析
か
た
な
に
か
か
ゃ
う
/
¥

た

い

〈

と

3
〈

み

な

と
仰
付
ら
れ
大
工
の
道
具
を
も
皆
お
し
へ
さ
せ

と
う
〈
め
い
こ
う
あ
り
せ
い
と
く
4
1
い
し

給
ふ
天
王
寺
に
道
具
の
名
号
有
聖
徳
太
子

tis

請

い

ぐ

ろ

と

ま

の
お
し
へ
給
ふ
事
多
し
あ
る
時
甲
斐
の
黒
駒

り

め

い

こ

ヨ

と
い
ひ
一
日
に
千
里
を
か
け
る
名
号
有
り
こ
れ
に

2

3

し

ま

る

は

た

か

は

土

あ

と

み

い

つ

い

め

し

召
れ
て
調
子
丸
泰
川
勝
跡
見
の
逸
位
を
召

つ

れ

あ

む

じ

う

ら

し
述
ら
れ
淡
路
の
固
い
わ
犀
の
浦
と
い
ふ
所

お

合

力

た

か

い

し

j

う

は
る
か
に
沖
の
方
を
御
ら
ん
有
る
に
海
上
に
ち
一
い

な

み

い

そ

、

、

さ
き
箱
う
か
み
あ
り
て
波
に
た
斗
よ
ひ
磯
辺
へ

せ

う

そ

た

い

し

在

よ
り
聖
徳
太
子
の
御
側
ま
て
来
り
け
れ
は
そ
の

ら

ん

〉

ち

々

う

箱
を
取
あ
け
御
覧
あ
る
に
内
へ
水
の
入
ら
ぬ
様
に

は

り

こ

み

請

さ

つ

け

た

い

し

こ

札

ち
ゃ
ん
ぬ
り
に
し
て
堀
込
の
書
付
あ
り
太
子
是

ら
J
A

ほ
ん
そ
ん
こ
九
わ
か

を
御
覧
し
あ
ら
な
つ
か
し
ゃ
御
本
尊
是
我
七
世

t
;ん
そ

ん

う

は

か

さ

と

い

す

た

い

に

つ

ほ

ん

の

く

に

お

コ

上

の
守
本
尊
也
と
l

仁
書
に
呈
大
日
本
凶
王
身

き

か

て

ん

た

い

な

ん

か

く

土

て

に

う

か

き

3
け

陛
下
天
台
南
岳
門
弟
中
と
書
付
あ
り

な

ん

か

〈

て

ん

b
〈

わ

れ

ぜ

ん

1
ゃ

う

わ

れ

南
岳
は
天
廿
に
て
我
前
生
な
り
我
日
本

3
し

う

去

あ

い

た

か

〈

か

い

し

ゃ

〉

の
皇
子
と
生
る
ミ
間
斯
の
通
り
に
し
て
海
上

( 3ウ)( 4オ)

尋
問
調
肌
普
陀
洛
伝
一

E
l翻
刻
と
解
両
国

(4ウ)

わ

た

も

ん

て

い

b
う

に
う
か
め
日
本
へ
渡
し
申
べ
し
と
門
弟
中
へ
中

付
監
し
か
舵
引
所
ひ
僻
し
奉
る
成
り
と
て
箱

2

に

し

き

ミ

ろ

Z
E

を
開
き
給
へ
は
錦
の
袋
に
人
り
金
銀
の
御
厨

し子
に
て
一
寸
八
歩
の
観
世
音
ほ
さ
つ
也
あ
ら
有
難
や

ほ

ん

に

ん

し

ほ

さ

コ

れ

ん

け

と
仰
ら
れ
け
れ
は
凡
人
は
知
ら
一
す
主
円
醸
の
御
化

i
ん

さ

さ

よ

み

ら

い

ま

ど

身
成
れ
は
先
の
世
の
事
此
世
未
来
迄
よ
く
も

ぞ

ん

は

た

御
存
し
あ
る
事
な
れ
は
犬
よ
り
御
身
を
放
し

そ

ん

含

ゃ

ー

も

り

や

た
ま
は
ず
尊
敬
し
給
ふ
御
年
十
六
才
に
て
守
屋

た

い

!

せ

つ

つ

フ

を
退
治
な
さ
れ
て
摂
津
の
同
天
王
寺
を
御

iり
う

め

さ

い

も

〈

み

建
立
右
べ
し
と
て
所
々
を
廻
り
材
木
を
御
見

た

て

や

ま

し

ろ

あ

た

ず

い

こ

う

り

立
に
御
出
有
し
山
城
国
愛
宕
郡
に
御
山
有

お

り

な

つ

も

り

り
折
し
も
夏
の
事
な
れ
は
大
ひ
な
る
森
の
有

か

け

も

り

け
る
に
よ
き
影
な
り
と
す
λ

み
成
さ
れ
保
今
の

か

〈

と

て

ヴ

そ

の

?

る

さ

い

し

ょ

六
角
堂
の
所
也
其
頃
は
山
械
の
固
と
い
ふ
在
所

み
や
す

}
Zと
〈

に

や

ま

へ

こ

ぢ

み

や

こ

な
く
都
は
大
和
田
出
山
、
辺
郡
な
り
な
か
っ
き
の
都

い
が
る
か
の
附
一
軒
と
て
今
た
縦
な
お
の
政
り
に
て

て
ん
は
丈

P
ち

た

い

り

い

し

す

ヘ

今
回
畑
の
内
に
其
時
の
内
一
一
衰
の
礎
あ
り
た

て

ん

じ

こ

う

さ

ー

め

ん

し

る

忘

れ
田
地
に
い
く
つ
と
公
儀
に
御
帳
面
に
記
し
留

し
ゃ
う
と
〈
た
い
し

ら
れ
た
り
時
に
聖
徳
太
子
は
愛
宕
郡
の
森

さ

よ

な

か

の
う
ち
に
清
き
水
の
流
れ
あ
り
御
は
だ
を
ぬ
か

さ
せ
ら
れ
御
手
洗
あ
そ
は
し
け
る
に
御
肌
に
掛
さ
せ

( 5オ)

一
六
五



同
朋
大
学
併
殺
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

( 5ウ)

御給
手Iふ
洗 3 続
過5世
て音
御を
!汎i!し
には
荘村ら
さく
せ森ち
らの
れ木
んに
と懸主
観 í~is
世給
音ふ

(1オ

二菩ほ未み誠1は冷2外止此
条l藤三来Rにι 大しの*=
毘ひ影す有寺和き木を

条j沙午|古'n'難 7の大を切
九「恨のき国木すれ
僚5天か観いとこと
まなし世かはし仰
てーりこ ff る見もら
九ょ今き現ソかへ交官れ
甫ご此霊!;当ミのたへ其
古昔~t 仏っ 内kりす杉

~~ eこな盃裏')% 
都こ成り有へれ角?木
とり恥縁御よ堂守
し止Eの帰犬りを木

わ時地平!Jll り型建?を
り 蔵生与な徳たも

うさ太りつ
れ子 て
け
る

サ

ん

く

わ

ん

め

お

も

を
取
ら
せ
た
も
ふ
に
ふ
し
き
や
千
貫
白
の
重
さ
に

拾
わ
か
っ
?
う

成
ら
せ
ら
れ
あ
か
り
給
は
す
川
勝
誹
見
な
ん
と

?
}
う
り
さ

い
ふ
強
力
に
て
も
中

f
l少
し
も
う
ご
き
た
ま
わ
ず

も

リ

ヰ

い
か
成
田
山
召
あ
り
や
と
太
子
其
夜
は
此
森
に
一
皮
を

あ
か
し
給
ふ
観
世
青
へ
御
尋
ね
有
し
は
い
か
成
事
に
て

ぞ
ん

よ
ら
せ
給
わ
ぬ
や
凡
人
の
事
に
て
候
へ
は
存
し
奉

ね

ん

}

む

そ

ラ

ら
す
御
知
ら
せ
下
さ
る
へ
し
と
念
し
給
へ
は
御
夢
怨
に

ま
3

せ

い

た

コ

わ

う

ら

い

此
所
末
世
に
五
て
往
来
し
げ
き
所
に
成
る
事

ほ

と

な

ん

ま

ど

っ

き

濯
ち
か
し
汝
し
七
世
人
品
付
そ
ひ
れ
と
も
今
よ

工

去

っ

せ

し

ゅ

し

ゃ

う

主

い

と

り
し
て
委
に
と
L

ま
り
末
世
の
衆
生
を
済
度

と

q

J

A
た

A
〈

せ
ん
と
お
も
ふ
な
り
堂
の
形
ち
六
角
に
立
へ
し

か

は

と

て

フ

ふ

し

ん

ひ

と

(

記

へ

ん

替
り
し
堂
な
り
と
不
審
な
し
人
々
拝
む
を
縁

み

い

と

フ

け

い

去

さ

ら

と
し
て
済
度
す
へ
し
と
の
御
告
也
太
子
に
は
今
更

御
放
れ
中
は
御
名
残
お
し
く
思
召
と
も
観
世
音

せ

ひ

の
思
召
な
れ
は
是
非
も
な
し
然
ら
一
は
此
処
に

堂
を
建
へ
し
と
仰
け
る
か
と
也
所
に
壱
人
の
老

婆
来
り
此
杉
は
い
か
成
る
杉
そ
と
御
尋
ね
有
る
に

サ
ヘ

L

〉

ん

し

ん

ほ

〈

毎
日
此
木
末
に
紫
雲
か
入
り
候
ゆ
へ
神
木
と
申

さ

い

わ

し

か

な
ら
わ
し
た
る
よ
し
中
上
け
れ
ば
幸
ひ
也
然
ら
は

( 6オ)

冷Z事!な太一り
まわん子方し
しすき御はに
く ら な建え告主主六
なひか立1る角
りけらのゆ堂
はると堂tへを
たにゃな町よ
め せ h 害防け
く夜ゃんはむね
にし角~' 1I!b:?つは
そんやかか
何どせすし方
事うん事付
の雷日と成れ町
同市よ時5らはた
来稲むのすなら
る妻Z役? れす
や人t と

案E も

(7ウ)

( 6ウ)

壱今衆お諸主|町ら
つのけ天土問i々ん
あ六ん菩1はのと
り角ぞ神土か真i恕主
京堂くけり中tれ
の門のん夜にお
真tlI1j成ろのての
中主のしう間 11)， ， 
也剖J 給地{に魔王き
とのふ神上跡なし
い真E事観へりに
ふ中2也音よ L 夜
只;にと二り六明
時丸ま知l十あ角すて
のきら八る堂ミ見
本石Uれ部ふ事三れ
堂た是ば
のり

( 8オ)

ハ六一



れ御御 lit 跡
ば利り本義成
六ペド与尊にる
角Tムフな応与へ
堂~ I h すし
ヘエはる此
参え凶t也丸2
り与国<j哲iTき
お Tf 礼士あ石U
か究所主りよ
みた十難tり
通 14八き今
り主昏御の
手て T:と干IJt)本2
宵E習t成生与堂1
ひにり七ヨ迄if
のゆ給?の

内主zふ U 間:
な

に
南
無
観
世
音
ほ
さ
っ
と
書
し
か
子
供
心
に
も

( 8ウ)

も
っ
た
い
な
く
お
も
ひ
其
処
を
引
さ
き
て
六
角
の

〈、ん

さ
ん
せ
ん
籍
へ
入
置
け
る
其
後
成
人
し
て
縁
に
つ
き

〈

わ

い

た

い

や

〈

止

し

れ

ヰ

懐
胎
し
年
十
九
な
れ
は
厄
年
と
て
二
親
を
は
じ
め

撚
じ
伺
と
そ
的
駈
を
と
ね
か
ひ
居
る
に
耐
の
蜘

っ
き
て
販
の
別
紙
猷
に
て
三
日
か
程
も
み
に

レ

に

か

〈

い

の

ち

も
ん
て
兎
や
角
と
さ
わ
け
ど
も
今
は
は
や
命
も
つ
X

く
ま
し
此
う
へ
は
胞
を
割
て
成
り
と
も
身
二
つ
に
致
し

な

け

る

フ

そ

フ

去

」

た

た
し
と
歎
き
屑
る
所
へ
老
僧
壱
人
来
ら
せ
給
ひ

ご
の
う
ち

2

2

5

此
内
は
殊
の
外
さ
わ
か
し
さ
か
何
事
成
る
や
と
御
尋
ね

ふ
う

あ
る
ゆ
へ
か
や
う
/
¥
と
申
せ
ば
然
ら
は
此
御
封
を
つ
か

( 9オ)

戴足早ミわ
失速?す
8-身ベ
る十二し
倍Fつ清5
生;にき
る成水
入るに
子こへ て
男fしい
とた
成有 L

られく
ははへ
左I有し
りムりさ
友Eかあ
た晴たら
ζ 〈ば
は

急:右
きの
御千
封すを
を tlli~
L、り
た居
入る
か事
せ有
けへ
n し
はと
早ミ仰
速?け
安土る
産iま
すっ

却を(

『
羽
問
調
官
同
陀
洛
伝
記
L

翻
刻
と
解
題

( 9ウ)

も
/
¥
あ
り
か
た
や
今
の
御
出
家
は
い
づ
く
へ
御
出

M
V
3
L
危

な

ん

し

ひ

た

り

や
見
失
ひ
奉
り
し
と
い
ふ
う
ま
る
L
L
J
男
子
の
左

に

み

♂

ひ

ら

ふ

う

の
手
を
極
り
肘
る
閉
聞
き
見
る
に
御
封
也
さ
て
/
¥

そ

の

よ

せ

:

ん

ふ

ゆ

め

ふ
し
き
成
る
と
お
も
ひ
し
に
其
夜
産
婦
の
夢
に

う

フ

そ

?

わ

れ

老
僧
来
り
給
ひ
我
は
H
v
k
h
ハ
角
蛍
の
観
音
成
る

な

ん

て

E
:

か
汝
し
お
ほ
へ
居
る
や
卜
三
才
な
る
時
手
習
ひ
筆

に
て
紛
れ
V
を
裂
さ
ん
せ
ん
箱
へ
入
置
し
心
を
総
は

わ

す

め

〈

ひ

る

の

ま

忘
れ
す
し
て
此
た
ひ
忠
み
つ
か
わ
す
所
也
昼
呑

A
U
ん
ね
ん
な
ん

i

か

き

め

y
h
う

せ
し
は
先
年
汝
か
書
た
る
名
号
な
り
と
の
た
ま
ふ

2

2

2

ご

i

と
見
て
夢
覚
た
り
あ
ら
あ
り
か
た
や
と
彼
御
封
を

ひ

ら

な

る

ほ

よ

お

Z
K

か
さ

聞
き
見
れ
は
成
程
と
思
ひ
稚
き
叫
吋
書
た
る
観

め

う

こ

〉

な

ん

さ

ん

も

ち

す

て

世
音
の
御
名
り
な
り
難
産
に
持
こ
も
り
就
に

t

い

の

ら

め

-

つ

こ

う

死
す
べ
き
命
を
観
世
背
御
名
u
り
を
さ
ん
せ
ん
箱

ゅ

、

た

す

か

か

〈

L
L
3

へ
入
れ
し
故
に
助
り
し
と
忠
ひ
い
よ

/
L六
角
堂

の
観
世
音
を
民
似
し
奉
り
母
親
の
認
し
観
世

音
の
御
名
号
を

J
E「
到
の
観
世
音
の
御
子
よ
り

も

と

フ

ま

J
主

戻
り
て
侍
れ
た
れ
は
此
子
の
た
め
是
に
過
た
る

ま

る

ま

も

A
ぐ
ろ

守
り
は
な
し
と
守
り
袋
に
入
て
其
了
の
ま
も
り

(10オ)(10ウ)

と
は
成
し
に
け
る

御
我主詠
お歌
も
ふ

ふ

ろ
の
内
は
ノ、

ずコ
の
角t

一
六
七



同
朋
大
ザ
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

欲f仏とるな ;fdいわ
お成かり根五ふか
ならゆ我干也字じお
しざへ力子此にもた
事るにに一角士てふ L

にを 1 餓てに五心ま
て浄空音角f ヲ I~ 盛土のろ
六法性大をか六?うか
根i せ J 悲ひ祈~~ :;.欲Tちれ
をよをりりι のはと
はとねて往千六む祈U
iJil~のかは生きつつる
耳?事ひ成のノのの成
鼻2まて仏さ角f角tl-) 
舌上た角主成まのとり
身孟五をらた是は
者自Zおさけ 角t
六りとと
浄f

(11オ)

告l床舌意;
主体身 のつ
'f:1-喜子意
ハ

t且「

主也
ノ、ミ ーーさ

欲f~ 
/.i'，，"O 
~"-ノ\

るじ塵E
十Y に
悪?す
と才L
L、f;f
ふ =色限
はミ声耳

空li香鼻
ーん一

せ
つ
レ

R
E
a
-
-あ
〈

一

う

い

こ

主

こ

い

殺
盗
淫
品
両
舌
悪
口
意
組
問
締
語
怠

み

v

う

い

じ

う

三
と
ん
よ
く
し
ん
ゐ
く
ち
此
身
三
品
意
に
て
十

あ

〈

し

き

め

し

ょ

と

う

〈

悪
な
り
色
け
ふ
は
日
に
見
る
に
つ
け
諸
道
具
る
い

ー
よ
し
k
ぐ

ま

止

こ

へ

又
は
止
色
に
迷
ひ
声
は
こ
へ
な
り
耳
に
あ
た
る
さ
ま

2

よ
〈

/
1
の
事
を
開
て
は
腹
を
た
て
欲
も
出
来
る
也

か

う

は

な

あ

じ

し

た

〈

ち

香
は
鼻
に
て
に
を
ひ
を
か
ぎ
味
は
舌
な
り
日

り

ゃ

う

せ

つ

な

す

E

ぁ

f
う

に
て
両
舌
と
い
ひ
て
中
言
を
い
ひ
又
亜
日
口
を
い

た

、

い

汚

い

ら

ふ
な
り
只
意
地
わ
ろ
く
物
を
言
う
そ
を
い
ふ
か

正
覚
の
う
ち
也
船
詐
は
人
を
あ
や
つ
る
を
い
ふ

そ

〈

ち

ん

わ

か

み

い

る

い

触
塵
は
身
な
り
我
身
を
大
事
に
お
も
ひ
衣
類

(11ウ)

一
六
八

(12オ)

よ

主

主

よ

〈

な
と
も
其
う
へ
/
¥
と
能
も
の
を
着
た
る
欲
な
り

ほ
1
2

ち

ん

う

は

か

わ

ソ

つ

〈

や

ヨ

み

法
盛
と
は
心
な
り
上
皮
に
て
は
美
し
き
様
に
見

よ

ぐ

し

ん

じ

う

?

ゆ
れ
ど
も
其
心
の
内
は
さ
ま
/
¥
欲
心
ほ
ん
の
ふ
十
悪

さ

や

〈

つ

〈

ほ

う

ち

ん

に

ん

け

ん

五
逆
を
も
作
る
是
法
盛
な
り
人
聞
は
だ
ま
さ
る
斗

し
め
い
し
ろ
〈
し
ん
ふ
つ

事
あ
れ
と
も
司
令
可
録
の
神
仏
は
だ
ま
さ
れ

ゑ

ん

ま

わ

う

き

っ

と

ら

ん

そ

の

つ

み

給
は
す
焔
魔
T
t
急
度
御
覧
有
れ
は
其
罪
の
が

め
〈
ち
み
ー
ム

る
L
事
あ
た
は
す
阪
口
耳
あ
れ
と
も
見
さ
る
い
わ

き

か

か

ほ

め

ざ
る
閉
ざ
る
の
こ
と
く
知
ら
ぬ
顔
し
て
居
る
へ
し
限
見

ほ
と
け

g
ゃ
う
も
ん

へ
ざ
る
時
は
仏
の
経
文
を
お
か
み
奉
る
事
あ
た
わ

T
T

ふ

つ

ほ

う

き

〈

す
耳
聞
へ
ざ
る
時
は
有
か
た
き
仏
法
を
聞
事
あ
た

も

の

ね

ん

よ

つ

は
す
物
い
わ
さ
る
時
は
念
仏
と
な
ふ
る
事
も
な
ら
す

是
又
第
一
な
く
て
叶
は
す

(12ウ)

人
の
心
鏡
に
う
つ
る
も
の
な
ら
は

(13オ)

身み円かたと
意;くるらあ
._.~，成べばり

どころる しい心
44Lや六かのさ
需んうつ程鏡ぞぞ
りに色1美?に
し戸
三て香BKZた
E間味:ス正ち

t触八コの
り上 〈もね
のへ野此は丹
身参 24かのこケ
とり 22t歌2そよ、
成眼め 1とのあ ti
る耳T13 こり;ど
ベ鼻日三と/ γ 
し舌主 L く 1 山

見 と
に見
〈へ

ね有
かか
ふた
へや
きと
な思
りひ
幾T観
た膏
ひ大
は悲ひ
きに
てあ
もゆ
塵百み
のを
出は
るこ
ごび
と



(13ウ)

ろ

〈

ち

ん

や

し

か

l
っ
そ
〉
む
ろ

く
人
間
の
六
塵
止
む
事
な
し
然
れ
と
も
実
相
無
漏

か

い

し

ぺ

う

と

九

り

あ

〈

た

一

ノ

け

こ

み

の
大
海
の
浄
土
は
盛
も
芥
も
請
込
給
ふ
そ
あ
り

とでっ

か
た
し
観
音
六
つ
の
御
子
は
六
道
を
す
く
ひ
ま
し

ま
す
夫
，
(
、
の
役
あ
り
御
手
也
お
の
御
手
三
本
は

l
ゆ

い

ほ

フ

つ

ヘ

に

よ

思
惟
の
御
手
と
い
ひ
て
頬
杖
に
な
さ
れ
一
木
は
如

い

ほ

う

し

ゅ

も

む

し

ゅ

f

も
j

意
宝
珠
を
持
給
ふ
一
本
は
白
八
の
数
珠
を
持
せ
給
ふ

?ι た
り
の
壱
木
は
り
ん
と
う
を
持
給
ふ
一
本
は
い
ま
だ

れ

ん

け

あ

ん

ぷ

ひ
ら
か
さ
る
蓮
花
を
持
給
ふ
又
一
本
は
安
座
の

あ
ん
さ

御
手
と
い
ひ
て
安
庄
の
石
を
お
さ
へ
さ
せ
給
ふ
此
左
り

て
ん
i
ん

た

ナ

の
り
ん
と
う
を
持
せ
給
ふ
は
天
人
を
助
け
給
ふ
御
干

わ
か
と
ひ

な
り
天
人
は
我
飛
ゆ
か
ん
と
お
も
ふ
方
へ
り
ん
ほ
う

を
こ
か
せ
は
こ
け
ゆ
き
て
不
が
う
を
は
ら
一
ひ
県
船
よ

こ

れ

ど

ん

に

ん

た

す

れ

ん

け

り
飛
ゆ
く
也
是
天
人
を
助
け
ん
と
の
御
干
也
蓮
化

やY
〉

れ

ん

け

を
持
せ
た
も
ふ
は
に
く
だ
ん
八
葉
の
蓮
花
は
人
々

ほ
2
け

し

ゅ

し

b

y

F

2

2

し
ょ
く
の
仏
給
れ
は
其
衆
牛
を
助
け
ん
為
に
持

あ

ん

宅

し

ゅ

ε
と
ヨ

ぜ
給
ふ
安
山
庄
の
御
手
は
修
羅
道
を
た
す
け
た
も
ふ

ひ

だ

ゃ

く

べ
し
と
の
御
手
に
て
左
り
の
御
役
也
右
に
一
白
八
の

じ
ゅ

r

ち
く
し

3

5

へ

珠
数
を
持
せ
給
ふ
わ
歯
生
を
助
け
得
さ
せ
ん
と
の
御
事

?

し

ゃ

う

く

む

f
ぃ

t
ん
け
ん

な
り
畜
生
は
口
を
鉢
と
し
て
な
る
も
の
也
人
間
も

あ

く

も

む

〈

し

ゃ

3

ち
か

恕
智
成
る
は
高
生
に
近
し
よ
く
/
¥
た
し
な
む
べ
し

じ

ひ

じ

ゅ

ず

観
世
背
の
大
慈
大
悲
に
は
百
八
の
珠
数
の
か
す
観

巻
の
拾
九
終

15オ

百【:見を事2ふ如lz珠品目
-T~ て H産4 はし意いは音
万?嬉11た如liの宝号餓かの
功jしか墨ぃ玉珠l与鬼去障11
食k やる三k~~ と心道ミ知ι
と日珠品はのを恵へ
も石:2に也いごすを
つにか餓かひとくあ
寺か入鬼3 河tくわら
え L れはは書すせわ
ろれは只モせ丈土給し
ふはほひり千L はた
事火のたに也んる
;p とふるり 111: と数字
りもと L ふにのな
すへなもし是街!り
水あるのとを事昔日日
をかノk い i吉台な意い
りを ふ り宝h

(14オ)

ことをのの思しこ大の
斗もつ御罪t惟止と悲ひむ
ろ其〈手人日のくに事
を御かなを御成たも
く姿h~ T日りい千るすな
だ九たし人かをとけら
か主観問、地じい給す
れi!. tttにし獄fふひ此
てと音てて道t心心苦L
罪11ノにも助年にににし
人工主御しけあておみ
をよ思しあんた如liもを
た 2; 案fんとる意いふ観
す工申ず御 士約三世
け J4 事る思コ珠午と 11f
た二あ時案f三持士くの
も♀とらは煩号十世望号大
ふ崇フね煩l?杖之六給み慈I
両 杖三 地じふの

獄5

(J5ウ)

そ
ん
そ
う

と
の
御
尊
像
な
り

品

H
陀
洛
伝
記

(J4ウ)

「
語
調
帆
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

一
六
九



同
門
朋
大
川
了
仰
教
士
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(16オ)

謂
一
一
訓
一
官
日
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾

拾
附九
り番目

岡主鹿主京録
崎2子こ革ョ
村Eを堂f
大t愛fノ-z
工〈し二j
続て眠R~
世死し寺し
育す観
をる世
{計事音
し
難2
を

ま
ぬ
か
る
斗
事

(17オ)

行主拾高
j九洛
願t番伝
寺し京記
と革5
い堂5巻
ふ観の
な世弐
り音拾
千2寺し
手品号す
観を
音
御
長

(17ウ)

けこをににを成円2吉t行主
れふね矢ゃ女め好品り僧Z
はしらを鹿主み L 正与の願t尺
其Zのひつをてかレう持じ寺1
破Zくすか追ま遊す渡と包ぶは
れるまひ出猟1世t福士空
しひしきしせの"' -， 
所かてつけし商ー註の条;
よ船切(り L ヂlT豊土所の
りのて 1 是あソむ v に小
は腹2放AL よると後」移3川i

ての

22ゃZT言、島も国主主
居のまぼもに 2あはたり

らや
け根ねとりの出 りし
るにの鹿色成 F す見こ開tか
子こて違主のり五 L 剖~~山E 太t
臨すひ腕fとゆ LAたの行主閤す
りか腹日弓み 柑 J、人 う秀守
切 叩り

み
り

も
れ
出
る
血
お
ひ
た
与
し
く
出
て
た
ま
る
へ
き
ゃ
う

も
な
く
見
へ
し
に
そ
れ
を
も
か
ま
わ
れ
す

(18オ)

も
れ
出
た
る
子
鹿
の
血
を
ね
ぶ
り
て
い
た
わ
る

L
の

お

や

て
い
見
る
に
忍
ひ
が
た
き
有
さ
ま
成
り
し
か
親

し

か

し

た

い

、

，

ぃ

I

し
か

鹿
次
第
に
よ
わ
り
て
終
に
死
す
然
る
に
か
の

お

と

こ

て

い

ふ

ひ

ん

男
此
駄
を
見
て
か
ほ
と
ま
て
子
を
不
便
に

三
し
ず
】
ろ
か
切
か
き

お
も
ふ
も
の
な
る
に
心
っ
か
ず
し
て
此
年
頃
数
限
り

も
な
く
紘
せ
し
け
だ
も
の
L
掛
川
が
誌
や
有

さ

た

な

吋

て
定
め
し
か
ゃ
う
の
歎
き
か
な
し
み
つ
ら
ん
に

ご

と

と

せ

い

夫
を
も
知
ら
す
殊
さ
ら
渡
世
に
す
る
に
も
あ
ら
す

け

う

せ

て

ヲ

せ

っ

し

ゃ

う

只
一
時
の
興
に
乗
じ
か
ふ
る
殺
生
を
な
せ
し
事

ね
ん
れ
い
わ
か

の
く
や
し
さ
よ
年
令
若
き
と
い
ふ
に
も
あ
ら
す
今

し

な

は

か

し

会

ご

せ

に
も
死
ん
事
斗
り
が
た
し
然
れ
は
後
世
の
事

お

そ

せ

つ

{

ゃ

う

こ
そ
恐
ろ
し
け
れ
此
の
ち
深
く
殺
生
を
と
λ

ま

る
べ
し
と
黙
許
し
て
此
船
ヤ
」
そ
献
に
+
品
能
川
山

お
こ
さ
せ
く
れ
し
と
て
す
な
わ
ち
其
鹿
の
皮
を

こ

る

も

し

か

E
会

は
ぎ
衣
の
上
に
鹿
の
皮
を
着
て
所
々
方
/
¥

し

ゅ

ぎ

や

う

?

ほ

修
行
せ
ら
れ
け
る
是
す
な
わ
ち
ほ
ん
の
ふ
即
菩

船
舶
と
そ
成
に
け
る
孤
島
を
即
断
り
邦
郎
郁
】
に
部

は

ん

し

ゃ

う

ら

E

じ
ゃ
け
ん

り
て
繁
昌
の
池
な
れ
は
定
め
て
犯
見
の
も
の

お
is

し
ゆ
き
ゃ
う

多
く
あ
る
べ
し
と
お
も
ひ
京
中
を
修
行
し
て

(18ウ)(19オ)

七
0 



(J9ウ)

?

?

ろ

も

し

か

か

わ

主

廻
り
給
ふ
在
の
上
に
鹿
の
皮
を
着
た
る
は
い
か
成

L
に

わ

か

L

o

e

む
の
か
た

事
と
附
ふ
も
の
あ
れ
は
我
身
の
う
へ
を
物
語
り

カ

な

せ

っ

し

ゃ

3

わ

れ

そ

れ

必
ら
す
/
¥
殺
生
を
は
す
ま
じ
き
も
の
そ
我
は
夫

ゆ
へ
に
こ
そ
山
山
家
に
は
成
り
た
り
と
京
中
を
語
り

あ

る

さ

か

わ

会

こ

?

と

ラ

歩
行
し
ゅ
へ
皮
を
着
て
あ
る
か
る
斗
ゆ
へ
草
堂

い

み

や

フ

モ

ヨ

L

し
人
と
異
名
せ
し
と
な
り
此
僧
つ
ね
/
¥
観
開

し

ん

る

土

ほ

ん

よ

み

よ

音
を
信
し
て
普
門
品
を
読
給
ふ
に
有
る
夜

ゆ

め

し

ゃ

う

し

ん

ち

か

み

の
夢
に
正
真
の
観
世
育
を
祥
半
ら
ん
と
お
も
は
ふ

も

し

ん

ぜ

ん

し

ん

ほ

く

し

め

十
加
茂
の
神
前
に
神
木
と
し
て
注
連
は
り

わ

た

く

わ

れ

い

限

〈

渡
し
有
る
桑
の
木
霧
木
あ
り
此
木
を
も
っ
て

な

ん

せ

ん

じ

ゅ

ぞ

う

あ

ん

ち

汝
し
千
手
観
音
の
像
を
き
ざ
み
安
置
す
へ
し

ー

や

う

し

ん

ま

〉

た

い

れ

い

む

是
正
真
の
観
刊
音
ほ
さ
つ
な
り
末
代
霊
地
と
成
て

ま

フ

せ

し

ゅ

l
ぞ

う

む

そ

ラ

末
世
の
衆
生
を
た
す
け
給
ふ
へ
し
と
御
夢
想

つ

け

し

ゃ

に

ん

た

2

の
御
告
に
ま
か
せ
下
加
茂
の
社
人
を
尋
ね
り

〈

そ

3

5

ー

は

い

お

り

愚
僧
は
一
条
の
小
川
に
柴
の
庵
を
む
す
ひ

し
ゆ
き
や
ヨ
い
た
き
ゃ
う
へ
ん

修
行
致
す
行
門
と
申
も
の
也
此
あ
か
つ
き
か

れ

そ

ち

〈

わ

や
う

/
1
の
御
夢
想
を
か
ふ
む
り
し
よ
り
其
桑
の

き

し

よ

も

う

し

ゃ

に

ん

さ

〈

や

木
を
所
望
に
参
り
た
り
と
あ
れ
は
社
人
も
昨
夜

コ

け

し

ん

Z

L

明
神
の
御
告
に
神
前
の
桑
の
木
に
観
世
背

の

れ

い

ぼ

〈

ほ
さ
つ
乗
り
う
つ
り
お
は
し
ま
し
て
霊
木
と

あ

る

て

う

さ

や

〉

へ

ん

成
り
有
也
一
条
の
小
川
よ
り
行
円
と
い
へ
る
出
家

(20オ)

『
諸
諸
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

(20ウ)

も遺Z所k
ふわ望す
をすに
相fへ明
待~ L 日
中と来
なのる
り街iベ
是告liし
ま也たさ
て貴きあ
人僧1ら
々のは
此来早耳
木ら速?
にせ
さた

(21オ)

は
れ
ば
た
1
A

り
有
る
か
ゆ
へ
に
お
そ
れ
を
成
し

し

め

は

よ

サ

て
今
注
連
を
張
り
人
を
あ
た
り
へ
寄
ざ
る
也

主
ゃ
う
へ

A

せ
ん
し
ゅ

と
申
け
る
夫
よ
り
行
円
三
年
三
月
に
し
て
干
手

Zみ
あ

ん

ち

観
音
を
刻
奉
り
て
一
条
小
川
に
安
置
し
奉
る

と

ー

さ

ん

れ

い

主

主

一
刀
三
礼
と
は
観
世
音
の
御
ゆ
び
一
本
刻
み

奉
つ
て
は
三
度
礼
拝
し
其
度
毎
に
か
く
礼

ま
i

L

b

ヨ
し
台

回
附
し
て
庇
跡
せ
し
御
木
尊
な
り
夫
よ
り

含

ゃ

う

へ

ん

?

っ

け

行
円
京
中
を
廻
り
か
ゃ
う

/
L
の
御
告
に
て

℃

脅

?

」

ん

観
世
音
出
来
さ
せ
た
ま
ひ
し
也
本
堂
建

り

〉

ね

か

あ

り

し

ゅ

さ

や

う

立
の
願
ひ
有
と
て
修
行
し
給
ひ
付
れ
は
人
々

し

ん

/

、

ざ

い

ほ

う

信
心
を
も
っ
て
財
宝
を
腕
入
し
け
れ
は
ほ
と

し

ゃ

う

し

ゆ

き

ゃ

う

へ

ん

な
く
観
音
堂
建
立
成
就
す
よ
っ
て
行
河

〈

わ

ん

ざ

や

う

へ

ん

患

う

じ

願
成
就
せ
し
と
い
ふ
心
に
て
行
円
の
行
の
字
を

と

り

〈

わ

ん

じ

含

や

ラ

〈

わ

ん

し

た

か

わ

取
出
酬
の
字
を
取
て
行
願
寺
と
名
づ
け
皮
を

き

た

て

ど

3

-

う
レ
に
う

着
て
あ
る
き
建
ら
れ
し
堂
な
れ
は
草
堂

か
い

と
書
て
か
う
堂
と
は
い
ふ
な
り

か

は

せ

つ

い

ん

も

ろ

v
L

同
し
事
な
ら
ね
と
闘
や
を
雪
隠
と
い
ふ
府
士

り
ん
い
ん
じ

1
と

う

日

の
臨
隠
寺
の
雪
富
岡
長
老
は
閥
ゃ
に
干
づ

(21ウ)

七



同
朋
大
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
』
ハ
号

(22オ)

き l-J はの雪i雪耳のか
事っと高~;' Ii'誌:題に字t ら
也かう野匂へとをき
革ミいはに行?ぞ臨1れ
堂tの声ミあを名憶にい
も高すをモ府南づ寺しに
お野h 通?ヲハ γ けのそ
な山Eづか J し隠にう
しのるわ f: はのじ
道5事ゆや Y 是字じし
理りをへと τょを給
にすか書tft り取ふ
てるうば γ はりゆ
草ミはや高言し閥広へ
堂5もと野古かま 1b雪ミ
つい是時;る法貿号
たふ さ の111ん
い也 当?

な七2
里lり

(22ウ)

事我日を干奇士我2心な日寺3久2草ミか革iすι直主知L 夫守男空さ り両与し堂5京堂5な
思にりを毎干し岡親1生午のへ観わ
ひ見て引叩!霞そ崎 ん 2観綱(;1j-
わぬひ入?くにすiiEぐ世工くのか
ざ事そけ L 所f住みな丹夫首に御わ

85i H?;iJ11日;1
ぬ見み工 v:: 2. ':i ~ii~"~' ffit帰ヘ
顔主届tに役にも房Tに llldlする都千
にけ告~;大主出のをそのもすさ問主
てし知l工:てと持i;だc#のるに崎3

空占 EZt号;2722EょT星ぜEK
り け達たなしにれ幼込し非ひ工〈

子九れてこ人ア
け れ」は のとのう 共t有
る ばれ彼3; !J.: 

(23オ)

(23ウ)

殺iは問か今こ請{?知に
d一跡Tに京宵目たら丹主
べよ宿毛の夜よるせ波ば
し り夫か細ヲ通ミ続車来よ
とつ此 lむし [rigるり
いけ事場にぜお伯ぉ
へゆをのゆんさ母ば
はき聞fくくのなの
女平老主つめべ人き病手
口ilのけんし伯b 時 ι:
霊〉坂iよ有と母ばよ謀u

をのきとてなり と

あ時して待:れ厚号のFた節さ京らはき輩
成りなへへ聞?恩主キも
?にれ行 l-J とを下
記て しる其Z T 
切 催， u 

り

よ
ろ
し
か
ら
ん
し
か
し
あ
ふ
な
き
事
な
り
か
の

J

ま

あ

い

て

人
は
か
よ
わ
き
牛
れ
っ
き
ゅ
へ
そ
な
た
の
相
手

こ
ろ

に
は
た
ら
ず
昔
も
な
く
殺
さ
る
へ
し
と
お
も
へ

さ
J

Z
て

か

入

つ

ね

こ

と
も
窮
鼠
却
て
紡
を
と
る
と
い
へ
は
お
ひ
つ
め
ら

1
1

し

ね

つ

み

れ
て
詮
K
M
な
さ
死
に
身
に
成
っ
て
鼠
の
ね
と

さ
す

に
く
ひ
っ
き
し
に
お
な
し
あ
な
ど
っ
て
庇
な

(21オ)

聞有ど道ミ用守わど
てるに中号意いれお
いまてにのんひ
かじ死して介Zも人
さ止もなく当5はに
ま )j れわにか小4
ににたれ奇fり審上
も仕t るたをがを
是給にな入た立
はへ成らてしら
よとりば潰Z我主 れ
きいて只Tはお夫
思しへ跡f食主しもよ
案fば fJ是ふり
な宿毛 I ぶをに事
り夫ふの 1 ばはの
然主こ難EA 道5あ
られも仙 中号ら
ばを

七



(21ウ)

弁工密雪其Z
当雪夫3、i且E
を毒守り
と薬?に
しをせ
ら女5ん
へ房守と
飯でわて
は 1こし、
勿tしか
論2け入
菜主れし
にはて
いすと
たな L

るはの
ちへ
米
り

(25オ)

ま
て
残
ら
ず
毒
を
入
れ
お
き
い
つ
れ
に
て
も
一
日

そ

の

ま

L

l

k

く
ゑ
ば
其
偉
死
す
る
や
う
に
千
は
や
く
取
り

れ

ん

令

指

そ

お

っ

と

し
た
L
め
た
る
女
と
t
A

ろ
一
ぞ
恐
ろ
し
き
夫
は
か
く

し

に

く

い

さ

い

く

と
も
知
ら
ず
京
の
得
意
が
た
の
細

L
く
め
ん
よ
く

ず

〈

よ

と

う

成
し
て
是
よ
り
直
に
夜
通
し
に
ゆ
か
ん
と

ー
よ
ほ
う

い
そ
き
こ
し
ら
へ
け
る
か
女
房
は
か
の
弁
と
う
を

よ

と

を

よ

フ

い

も

た

取
山
山
し
夜
通
し
の
事
な
れ
は
用
意
に
持
せ
ん

お
さ

E

5

k

と
と
し
ら
へ
償
た
り
と
差
出
せ
ば
夫
は
何
の
心

も
な
く
よ
く
も
心
付
た
り
と
般
に
付
て
出
で

か

み

と

く

ゆ
く
神
な
ら
ぬ
身
の
か
な
し
さ
は
毒
あ
る
事
も

っ

ゅ

よ

る

」

わ

か

や

さ

と

た

い

く

つ

ね

露
し
ら
す
悦
ひ
我
家
を
立
出
ぬ
倍
大
工
は
常

ー

う

し

ん

か

〉

に
平
堂
の
観
世
音
を
信
仰
し
半
れ
は
此
度

お

は

ひ

や

フ

さ

伯
母
の
病
気
の
事
な
れ
は
猶
さ
ら
一
観
世
音

へ
ま
い
り
ね
か
ひ
け
る
は
伯
母
の
病
気
に
て

た

ん

は

こ

の

先

ぴ

て

?

?

ラ

い

の

ち

お

わ

丹
波
へ
参
り
候
も
し
此
度
定
業
に
て
命
終
り

お

ん

う

け

L

候
と
も
恩
を
請
た
る
伯
母
に
て
候
へ
ば
何
と
そ
大
慈

(25ウ)

ひ

式

い

よ
悲
の
御
ち
か
ひ
に
て
今
令
度
対
め
ん
な
さ

し
め
給
へ
と
ね
ん
し
奉
り
て
か
く
ね
か
ひ
奉

『

E
問
調
削
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

さのれ
る御は
斗ち我;:
にか丹伝
うひ州t
たにへ
かて来
ひ伯た
なほり
しの着す
と命5ま
ょせ~勺て
ろゐは
こ協と観
ひ昌主世
我E雫会音
身み l

の

(26オ)

事
は
つ
ゆ
し
ら
す
犬
よ
り
す
く
に
匙
き
げ
る

ら

く

ら

う

お

と

こ

が
崎
市
中
に
て
口
も
く
れ
け
れ
は
よ
わ
き
男
な

お

て

お

ば

れ
は
心
ぼ
そ
く
恐
ろ
し
け
れ
と
伯
母
の
事
の
か
な

ゆ
〈
L
E
A
-

お
い

し
け
れ
は
お
そ
ろ
し
な
か
ら
行
処
に
老
の

ぎ

か

か

h

1

d

t

坂
に
掛
り
向
ふ
を
見
れ
は
大
の
男
道
を
ふ
さ
ぎ

さ
L

て

あ

い

お

ひ

立
居
た
り
扱
こ
そ
出
合
た
り
追
は
ぎ
成
ら
ん
と

ふ

り

か

へ

わ

と

お
そ
ろ
し
く
振
り
返
り
見
れ
は
跡
よ
り
も
米
り
両

人
に
引
は
さ
ま
れ
け
れ
は
気
も
た
ま
し
い
も
う
せ

は
て
ふ
唯
う
つ
む
き
て
南
無
観
世
音
ぼ
さ

ゆ

会

弓

お

込

っ
と
ふ
る
ひ
，
(
、
と
な
へ
行
ぬ
け
ん
と
す
る
に
大
と

み
i
h

い
る
い

ヘ
ヰ
も
と
に
ひ
L
き
衣
類
を
ぬ
け
よ
と
い
ふ
に

の

一

わ

た

ゆ
る
さ
せ
給
へ
と
い
へ
と
も
は
や
く
ぬ
ぎ
残
ら
す
渡
せ

い

の

む

た

す

ひ

ま

こ

ろ

命
は
か
り
は
助
け
〈
れ
ん
隙
と
ら
ば
切
り
殺

(26ウ)(27オ)

ひ分土つはさ
まにき丹Eん
と持土見波はと
らず舞にだ
ばとにあん
白い参るひ
にへるひら
物品は者と物
見彼日成りを
せ是Aれの抜2
んいはイ白h は
とわ路ろ母はな
ふす用~ 1高卒せ
りととに?ば
ま早¥iて fELわ
はくも合住た
すぬ過4;ヴ， < 
刃はげ ι し

七



同
朋
ト
入
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

。ひ

η
さ

い

る

い

も
の
に
お
そ
れ
て
く
る

/
L
と
帯
引
ほ
と
き
衣
類

た
ん
は

を
ぬ
ぎ
あ
か
は
た
か
に
て
丹
波
へ
も
ゆ
か
れ
ね
は

(27ウ)

まくさき;tさはか
てひら見り却をた
J守主かはてな/わ
来入賞与是か I ら
り h ~~)はらおに
しは商Et弁^，可もすっ
弁Z彼2致i:当5かひくゆ
当f大さなZ'eのみる
ま工んりに外t屈し
て!協主と幸tつらる貰t
取よ両?、わふちにひ
らり人ぶ I みの弐ふ
れ見側511レた明主人る
してな fんるぬのい
事折1るでもは追{;I 
の角T岩i;? のたは 1
こにレあらぎに
れ腰E りき け
持千百 ひ の
ら び

て

し
ゅ
ば
ん
一

う
ら
め
し
さ
よ
と
く
に
も
喰
へ
は
よ
か
り
し
に
と

h
の
と
う
そ
〈

な
か
め
居
る
に
彼
盗
賊
は
か
の
弁
当
を
取
り
て

か二
へ口
る三
~ LI 

人喰〈

のふ
盗5と
賊?見
是へ
はし
とか
し、う
ふん
てと
立Eい
寄tふ
して
かそ
り

υ止
も
同
じ
く
た
お
れ
ふ
す
大
工
は
ふ
し
き
に
思
ひ

(28オ)

当iま死占よ憧Tし
のつ入くには
残?とけ/てら
りらる¥うく
ふれ思見ごな
ししひれかか
ん衣いよはねめ
成主HAら両は居
りをぬ人こる
と取事のわに
引てなii!¥ I 二
つ手れ賊?¥人
与はは泉主なと
みやび抽l"かも
牒tくつをらた
に着;くはそを
付日 1 、りきばれ
長へせてへし
んし よ
かり

七
凶

にて
弐急見
人き
追Eけ
はる
さや は
死しゃ
し道土
居に
るて
かの
其Zi噂己
株主さ
毒Tに
に老5
ての
も坂i

(28ウ)

当
り
し
ゃ
食
物
を
引
ち
ら
し
有
る
と
い
ら
に
付

彼
大
工
ひ
そ
か
に
弁
唱
を
ひ
ら
き
み
れ
は
飯
は

t
ら

さ

い

ろ

み

つ

S

紫
き
色
に
成
て
あ
り
加
は
女
房
か
密
夫
と
心

を
あ
わ
せ
斯
は
工
み
し
事
と
お
も
ひ
夫
よ
り
丹

ー
ま
い
お
か
さ
き
も
と

波
の
用
を
仕
舞
岡
崎
へ
戻
り
け
る
女
房
大
に

お
と
ろ
き
た
る
鉢
成
し
か
大
工
何
気
な
く
か
の

み

つ

ふ

さ

み

密
夫
を
女
房
に
よ
び
に
遣
わ
し
け
れ
は
気
味

あ
し
く
お
も
へ
と
も
ゆ
か
す
は
い
よ

J
L知
ら
れ
な
ん
と

お

そ

ろ

さ

た

か

の

に

よ

ほ

う

恐
し
な
か
ら
来
り
け
れ
は
彼
大
工
は
女
房
と

み

つ

る

な

ん

わ

か

め

宿
夫
を
な
ら
へ
置
て
汝
は
よ
く
も
我
日
を
か
す
め

ら

ち

と

く

こ

ろ

ふ
符
を
成
し
其
上
毒
に
て
わ
れ
を
殺
さ
ん
と

そ
れ
ほ
L
L

ま
て
た
く
み
し
事
夫
程
ま
て
に
お
も
ふ
事
な

ひ
て
し

τぃγ
う

ら
は
女
房
を
く
れ
よ
と
い
ふ
は
せ
て
比
輿
成

わ

れ

お

ひ

さ

か

れ

ひ

て

あ

い

事
也
我
老
の
以
に
て
追
は
き
に
出
合
は
ぎ
取
ら

な
ん
主

K
く

し

こ

与

へ

ん

と

ヨ

れ
し
は
難
儀
な
れ
と
毒
を
仕
込
し
弁
当
を
ぬ

〈

と

〈

あ

た

i

す
人
と
も
う
ば
ひ
喰
ら
ひ
毒
に
当
り
死
し
た
る

そ
の
h

叫

ん

と

〈

ゆ
へ
我
は
其
難
を
の
か
れ
ま
た
毒
な
く
は
は
ぎ

(29オ)(29ウ)

にと
はら
い h
と丹
ま波
をへ
つゆ
かく
わ事
すな
跨る
連日ま
ff'tし
ベ此
しゆ
とへ
止に
房女
を房



有盗宇や密き
ま人Eく夫ふ
しにのへ
毒fはな渡E
に毒そんし
当Eをを誠2
りくまに
しわぬ観
はずか世
切さとれ官
らも命包の
る辿を丸η 街j
L もみた利り

よろ存す生t
りく
まな自古に
はて

長在し;毒t
た

(30オ)

しをおら
とともん
也しひ是
此 日発号も
事生主心上又
遠t凶うし観
き日て世
に l詔凶苛

君事里員
すご慈し
元込け三悲ひ
緑 EEZ度と
ま毘フ順i重
工る礼Rf
tz 往守の 17 
L 生主念t¥
とr 棚、土

けを

利
生
記
に
出
た
り

御
詠
歌

(30ウ)

給観花
ふ世を
に音見
くのて 花
た御今のを
ん子は庇見
八に望立のて
葉号はみ千ち今
のまも種Lは
注記たかも望望
花け開Eう盛tみ
なか堂5りも
りぬと成革ミ
人E蓮Eいる堂f
問日寺島すふ ら
五:こをはん
臓すも
のち

庭日花け世世仏土じ
のを音音生午ん
千ちひの大市うの
積』ら持悲ひどそ
ときたのたふ
書す仏土せ持ti!? は
て生与たせはす
干坦Jも給ぶの
人日ふはふ崖み
もム iEな淫ん 22ひふ
万 7 を花"問られ
は け
人の見もはん
もヨてそ " li ぞ 仏勺
と主ほの
いすトたご生すく
ふ 12こいとをゑ
こ ZZ願日く 得へん， ~うひ観るし
ろり蓮t 観よ

つ
の

可
軍
軍
刑
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題
jitt-

(31オ)

のの参に
千!照Z詣て
のさの千
御れと入
手てもに
の仏土かも
縁士神土ら 限官
をとみら
も成なす
つへ観千i
てし世の
庭iz千2音種ら
の手与のと
千ち観大い
種L音慈t ふ
成 大成

悲ひれ
は

る
ら
ん
と
の
こ
λ

ろ
な
り

(31ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
終

一
七
五



同
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

一
泊
四
抑
制
普
陀
洛
伝
記

巻
ノ
拾

( 1オ)

一
市
羽
一
一
川
普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
壱

H 
録

拾
番
山

火A字ぅ城
車ネ都Zの
来;t宵2関
迎す蓮2善f
の生与峯2
苧炉言
竿 111
V 音

F付
り

( 2オ)

北
口
陀
洛
伝
記

巻
の
二
十

よ
し
み
ね

姶
番
山
城
の
同
葬
峯
守
観
山
音

(2ウ)

設立母人にのに開f:
せ公にてむし山i
らはておねてけ
れおひわを諸白ん千
比ひりゑしひ経卒さ手
叡ff いまら ι7ん観
1111' ¥ 山 F き 急か布iれ音

2EZZ生12支i尚t盟
ふもぼ国くうしは八

は け天Zひ
ひつり聞や兼んムたぷ
へてて E15備ひ竺い 77
る 見み学カ胴ふの " 
所舞R文iのぐ名めね山
にに有ん静僧}ん主
て人しり 一口い

いをに 千弘
弓二三

者午

、

、

い

も

め

ん

よ
，
(
、
そ
く

r成
る
か
と
子
お
り
の
木
綿
な
と

( 3寸)

I自î~ くた給だ々5 折r{
あなまひんに，. I 
りくひし/ふ¥
た成しう¥みの
くりにへ寄のほ
かし次!近;:るたせ
っか第五頃三年fょ女
ははにかのり人
我主命日おりすi: はき

さこどtzzE育会
焔iυ 今事次し市い
終kk はに第tむの
乞三たてにか山
す ι の伏ふよ田な
れみしはまミれ
ひ
め廿竺十 りには
. ， も

ら
れ
た
し
と
有
れ
は
只
む
ね
を
文
に
て
申

織すけに来
をさ来る
着主衣主り け
てもU たん
か三ま

り型ひん
に fE 殊Eさ
俗??ミヵにつ
名f立11iすそ
を 122くく
っ T うれド
は

員ife?ゐ出
公ご :ι 抱守り
の tf をて
話"成因足
L- ~時口
給の
ひ国;

( 3ウ)

こほる今母の清Eて
しし時じ此の身め使
をめ節主御息Eをたを
かし成周はーまと
き御しを卜日ふり
給父?釈午達三月に母む
ふ僻迦かそ主懐Lて公つ
ま i世せ 9 JJもはき)Ji 
しート尊2ん Jい俗?我:ま
て今もは 2; に子こて
や太御御「すと手

昔日並Zfpf主日示
こ ZZZ御報41占;，勿"ひら
と 公う恩zl，. ;T.~ん利ドモな あ

i両Z奉 8E23
の出

家

一
七
六



(4オ)

ム

ョ

君

か

御
用
を
潤
て
あ
る
へ
き
ゃ
と
の
た
ま
ひ
て

?めヲ

Z
E
-
-

五
十

H
ほ
と
か
り
に
俗
名
を
つ
け
常
の
親
子
と

よ

ろ

っ

け

お
ほ
し
め
し
何
な
り
と
御
用
お
λ

せ
付
ら
れ

よ
と
て
御
介
抱
あ
り
し
な
り
か
し
ら
は
出
家
に

て
恥
靴
を
ふ
干
て
附
引
を
つ
け
た
ま
に
料
ゅ
の

て

し

か

い

ほ

う

弟
子
と
成
り
て
御
介
抱
あ
れ
は
母
公
に
け
さ

こ
ろ
も衣
の
ば
ち
あ
た
る
ゆ
へ
に
か
く
有
り
し
な
り

け
ん
か
う
し
ぞ
〈
し
ょ

此
事
は
一
五
亨
釈
書
に
も
出
た
り
そ
の

i
J
b

y

ー
さ
lr

十
母
公
死
去
あ
り
り
ん
じ
う
の
せ
つ
に
は
け
さ

(

こ

ろ

も

ち

?

り

ん

じ

ゅ

う

衣
を
着
し
一
五
の
け
ん
さ
ん
と
成
り
臨
終
を

の

、

十

つ

く

ひ

す
l

ふ
め
野
辺
に
お
く
り
だ
び
し
て
骨
を
肖

に
か
付
ひ
ゑ
い
ざ
ん
に
か
へ
り
道
に
て
さ
て
/
¥

む

じ

ゅ

う

う

E
よ

無
首
の
浮
世
か
な
今
ま
て
は
凡
/
、
に
人
を

山
へ
の
ほ
さ
れ
て
と
ひ
音
つ
れ
給
ひ
し
に

ま
土

今
よ
り
し
て
と
わ
る
斗
人
も
成
し
亦
母

と

う

し

b

う

の
御
身
の
う
へ
六
道
回
生
の
う
ち
い
っ
く
に

ま
し
ま
す
事
や
ら
ん
も
知
れ
す
今
一
度
あ
ふ
事

も
な
ら
す
齢
つ
け
総
争
も
此
こ
と
く
成
る
へ
き

は
今
の
事
な
り
こ
れ
よ
り
ひ
ゑ
い
さ
ん
に
登

か

く

も

ん

そ

う

づ

号

う

し

ゃ

3

り
学
文
し
て
僧
都
の
大
僧
正
の
と
て
い

た

め

た

L

ご

せ

わ
れ
ば
と
て
何
の
為
に
か
成
る
へ
き
只
後
世
の

(5 ~-) 

寸
諸
説
昔
陀
浴
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

比ひ 十事争
叡Rと
山そ
に大
か事
へ也
りと
学T無tむJ 
辛常
L竿工 を
j与与 餓t
dむ L
も見
ふた
つま

(ひ

( 5ウ)

は山紫しょをねい
此に雲Zし申にや
所のたみ Ilt いに
霊ltぼなねをたな
地ちり引の観兵りり
な見有ふ 1ん柴色そ
り給りもぷのれ
とへけと V-L、ょ
てはるを z ほり
紫t 仏Iを通主荘りす
雲14りふり与をく
のとし給?むに
端正すぎふ 22 す凶
顕14tににをひ 111
にす》お此で念fよ
よとも山与仏土し
とひにじ み

抑宅

(6オ)

尋とし是長てつ
ねやを何て
み我i;関fをJlt
ょにてか所
i丘2向E見続Lに
答5つれ γん住
せては if 給
んもいアふ
とんや立し
何とし主か
がふき去る

ひす翁i五5
ゑる のない γ
いの るη ふぷ
山か 山

に旬長 12iて L 、j"，らさ;
ρfTて l 出
もハJ

どこも
ふとん
なく右
どのり
い出品し
ふへ付
事はん
はし、さ
知ゃん
ら/何
す¥に
御いて
身やも
此しし、
前きわ
霊!1老号ん
地も僧1と
成て
れか
はく
もの
ん

( 6ウ)

置なてと
べしは知
きあ御り
にた身い
あらのほ
ら業11外2り
す場主にを
霊!14ラ此む
イムミ士所す
有涼をひ
れ主霊!1あ
はナ地られ
二とと

宇 i( 知l' も
のケる此
堂ミ( 者おま

を止 土
~ 
て

七
七



同
加
大
正
7
俳
教
士
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(7オ)

ん

り

う

ま

っ

た

い

れ

い

ち

建
立
あ
ら
は
末
代
ま
て
の
霊
地
と
成
る
へ
し
と
有

た

、

ほ

ん

そ

ん

れ
は
け
ん
さ
ん
只
人
に
あ
ら
す
と
お
も
ひ
本
尊
と

す
へ
き
霊
仏
も
あ
ら
す
と
有
る
に
本
尊
に
作
る

か
う

t
う

さ

や

う

〈

わ

ん

し

コ

〈

水
は
一
条
革
堂
行
願
寺
の
観
世
音
を
作
り

れ

い

ほ

〈

の

ご

し
霊
木
の
残
り
有
り
是
を
も
っ
て
観
世
音

さ

さ

あ

ん

ち

ま

っ

E
h
-
-

を
刻
み
奉
り
安
世
す
る
な
ら
は
末
代
衆
生
を

さ

い

と

れ

い

A
つ

ろ

う

済
度
有
る
霊
仏
と
成
る
へ
し
と
て
い
や
し
き
老

わ
れ

1
J

と
フ
文
ん

翁
と
見
へ
た
る
か
わ
れ
は
当
山
の
あ
し
さ
か
明

神
な
り
い
ま
な
ん
し
に
告
る
所
も
か
な
ら
す
た
か
ふ

2

2

4

 

べ
か
ら
す
と
の
給
ひ
け
れ
は
神
風
さ
っ
と
吹
米
り

る

ヲ

お

ョ

、

ぃ

老
翁
は
一
せ
ん
の
ぬ
さ
白
き
御
幣
と
あ
ら
は
れ
あ

か
ら
一
せ
給
ふ
そ
れ
よ
り
し
て
け
ん
さ
ん
は
一
条
革

と

う

ぜ

干

ん

ぼ

〈

堂
の
観
世
音
を
つ
く
り
奉
り
し
残
木
に
て

そ
う

観
世
青
の
像
を
つ
く
り
奉
り
け
ん
さ
ん
み
づ

し

ゅ

し

ゃ

う

て

会

か
ら
か
い
げ
ん
有
り
し
に
い
と
殊
勝
に
出
米
さ
せ

( 7ウ)

てみし給
りね給ひ
かよひけ
L り員;2ん
や光守夜よさ
き明すのん
帝P出夜やみ
にしてはつ
~ 111 んか
ぶゑ械はら
EEに国か悦
辛ん中りこ
白ひにひ
二る丙此
t の山観
?如よ世

話:;く LE
ね
ん

へ
ひ
か
り
を
見
せ
に
つ
か
は
し
給
ふ
京
中
よ
り

も
人
々
ゆ
き
て
見
る
に
よ
し
み
ね
の
い
ほ

(3オ)

に有開f:よ尊tw 善tにおを立1拝去り
てる山iしな音峯詰てひおのみに
狂を大滋しみりとのいたと御居千
田ふ僧1鎮2つ此お観く父し寄&ら手
rtM正午和おの後な世ほしこ jigiれ観
主慈;尚キ怒し此し音とく斗あけ刊
も円f也う鎮E所木ほな観ろりる音
多の揖和ぉ中にさく音さ京御みま

く事鋲i時ミ LZEi室じhz llz y 
去号和t品有り 一り大施せ貴きょ¥
給和ゎpdtす主主まひと F白25
ふ歌か あ

百 にし堂ミりひをもしんなの り

り恋人L員:I:思量主 t吉ii上f三
日ゆ ま り と心(堂i
に と建i

( 8ウ)(日オ)

我主
給悠l よい慈
ふ鎮Eをほ鎮
事和うは和
無む尚ちみ尚
用fへ LlJiやょ
に歌Zのとし
なもすのみ
さあし南ね
れまむひに
ぬりかつて
かよひし
とまなさ
4せりる

人
わ毎I申
れにけ
にひれ
はとは
ゆっ
るの
せく
敷主せ
しは
ま有
のる
みも
ちの
を

七
ノ1



御
野の詠
を歌
も
す
ぎ
山2
路じ

む
か

雨主
の
空2

( 9ウ)

し追Rゅにん道土問2ど道2批
~M たじ山ななもの野の
よてゆあんり生午そ野のを
り u土んりの中川?のをもよ
追i:山のこう有ど事すすし
来ヘリlれ/のどにききみ
る i直行なは¥野口あ 1111 III~ ね
是あり死しとばとら路I 路じよ
をけ跡手てしらとすににり
さ山よのた東 γ 此かむも
しはり山る丙 iit ほ L かは
てつ午こと野のも??どるふる
野る頭コて原目先l k のとよ L

をき馬め高のらプといしタ
もに頭っさくすよいふみた
すての五うあ ;2ふやねち
き身鬼{:ei き ぷはうへ
を 先3rt 人E成参
さ りれる

(10オ)

のぬ山
もも路
ののに
ははむ
息主村~~.か
ヲ|2善fふ
取と極fと
ら悪?ょ
ぬのみ
うもた
ちのる
には也
三通を此
尊Zら野
廿す山
五極?を
苔は普tゆ

か

(]Oウ)

午)親平行会にさ
頭つを身打つ
馬めとなの御
頭つろりりむ
のすまっか
鬼主もたまひ
火日のーはに
のは向すしあ
車i是の寺い
もまも極fす奉
壬怠旨悪号るり
F 引人E間観
長取はに 11ト
何ら人R極f音
そぬをらの
う殺えくれ
ちしへん
にけ

『
覗
問
調
帆
昔
柁
洛
伝
記
L

翻
刻
と
解
題

ひい
とき
つの
き有
j也る
獄中
lこに
落と乗2
る行2
ゆて
へま
とつ
のさ
野か
やさ
まま
をに
通2

(11オ)

とかし念日同哨1iせ生主ら
さらか仏土町せんなす
けすねをにしにか
びしつも日をあら
はて病5申こ閉そり火ひ
ね死し£'さろし河かの

あす手す我;にゑF宇i
ホ L 慢ん処ん !1 I.~ 

り介二空てけ亨5徳包
飛k ーノくん す兵二

く 瓦せ出目、らと F 

るま tz今2と主
主~ ~:.頃子中折N

介tよ事婆はてなるも節よ

T2け写生;2T目}
引れ U を μし I宜主
( 聞 に

す

と
め
て
お
さ
へ
て
も
な
か

1
Iと
め
ら
れ
つ

火
に
さ
わ
る
ご
と
き
ね
つ
ひ
や
う
に
て
さ
わ
る
も

(11ウ)

連つあ
れつ
にし
米半
た H寺
とほ
めと
てつ
/こ斗

ベか
とく
戸ミす
をる
上事。
と二
苦< R 
あ
る

liYと事むる
五となちひ
人をれう山
も人はにし
か知近i成こ
斗れ所kるの
りりのかく
てくあゆる
押ぎるたへし
へひりわみ
手有隣戸けし
をかふすもつ
もき土閉ま
ち出占れる
足fせ塾すと
をは l~' かね
もあよ，っ
ちら U るに

男?程2て
の

け
れ
と
も
と
び
い
て
く
る
ふ
を
と
め
ら
れ
す
か
く

七
九



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(]2オ)

す火ひの
なのこ
は車;と
ちチ&く
徳 y に
兵よて
衛よく
も日;る
お山ひ
させぁ
へ r か
屑 T き
ててご死し
此品二し
仕てり島、

Zい Hr
見占と
し子れ
、は

に笠2は参Zり
てに此詣ltも
者fて雨宮いは
峯完しにたる
よのあ L ， 
りぎふ観ゆ
も助手と音ふ
はけも大だ
る給続悲ひち
L ふ音をと
タTそ見ねは
I7:Eとたかよ
とのまふし
はこひもみ
よ入てのね
みろよなへ

悲ひら ~i 

度E

の老号と
夢2婆lまて
み火は
てのな
追行車し
かにけ
け乗のる
ゆりま
きゆた
やく是
けとに
とむお
をすな
，;[とし
すむや
るすう
とめ成

る

(13ウ)

し
な
り

ゆ
め
に
見
て
さ
め
て
み
れ
ば
手
に
や
け
と

へ都也/弥らな熊;字ぅ
き'白い\三れれ谷士胡~;，:;御宮字き泊
がとかとUll 熊iは入白土弟て f和と 111
此のほ出かか熊4道す弥子し三め善f
世tl2と立めへ谷史蓮E二ミと日15 の峯2
に去百の紛すも)入~~ 1:.主郎成友t 自l~ け
てな大とふら言と道5主フ馬ばり縞石来tた
作?か敵J所し葉は成 2上主剃Liはあい
りらたはやをら J 髪月克り院にゅ;宙し此りあかかす 」し久恵ゑに

へて

iizi l jJ:fgiTぎ111i
にはせーザうのへ 月也'Ei'士

よむ
てふく方ぞみをしか 上:とだ
せへのやか 酎みふ ロJ
がき大tT け L 

る宇将tノ ち

き干

し
て
有
る
と
聞
へ
し
な
り
此
川
原
町
の

(12ウ)

よん争?に通左右事
ひなしゅらのは
のん是くすこじ
却ぬも七程2- とき
生与く 々 の巴と く にー
にら四悪?く成問f
k き|もにるし;i所九なゆ極2ゆ
主に円くく懇?へ
ι 迷Eか中守也人 'ti，
白ひ間有う又はに
十居迷fに善2中号出
占るふ迷Eも有うし
首是とふなのお
のさiいもく野く
界tふの封!!し山な

吋4まあ 獄?をり

(14オ)

(13オ)

る笠合成登目尻り
よはてるるに
り観そももて
外止世らののも
に吾よはおあ
み弥みりほ L ら
の陀たふんくす
笠2のりの有う
は名すかふるか
な .'is-t1.作1也ま
しをりり死しす
善Eか此し手てし
みさ雨主罪Zのて
ねにを火やま
よ着きしのまよ
の雨宮をひ
くと

14ウ

に敵;
l )-

も反;
斗り
せ突
くる
に時
し、は
かし、
やか
う成
なる
る 主主
具〈語l
足{?市

i:段
と

ノL
O 



き

て

き

を
着
ら
る
、
ふ
と
も
こ
の
敵
は
な
か

f
Iふ
せ
が
る

ま
し
是
を
ふ
せ
く
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
具

な未み此う足?
り来f~ tHよなな
発空ののつく
心土戦士敵2き て
し円かは蓮tは
て Z蛾生午か
焼かる幼品な
fr~ ''(.. :，. ノゾう は

fii z iz 
坊ifよきる早
竺Ejーと都
フと」の

言記もい ι 哨

にっとく史
と 、我むノ
もと れち
も

(15オ)

人人日ょ
の道ミつ
御蓮fて
弟て生与か
子t レコく
とネ成
成 3どり
り 't L， 
J合話"と
仏 Iuい
さ主ふ
んだ心
ま与に
い :lほて
に 主主自宇ヲ
てゼん都つ
有しの

み
や

り
し
か
と
て
も
か
ほ
と
ま
て
ね
か
ふ
ち
か
ら

阿
弥
陀
如
来
の
む
か
ひ
を
ち
一
き
に
お
か
み
た
し

(15ウ)

も残ら帰士か臨I迎すへか
つをらへ終t有し成
たしせ耳1 はてとる
い今給るまなね事
なーふ事だんんを
した河う釈しし拝
とひみたもかけみ
も拝主だかあ成与る申
おみ如ふり ulに未
もた来へ其 T3あ来
はしあか時，とる成
ずとららにに夜ょ仏
追主恩あすのに三を
かふりとそ ZJ 尊Zね
けーか仰?ん tのか
参心たに廿て 来tふ
らにやぶは
せて御 H む
拘l 名々に
来

の
御
う
し
ろ
よ
り
た
き
居
た
り
是
よ
り
だ
き
と

『
諸
諸
説
日
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題
1
1
1
1

てめ
ねの
か虫日
へ来
はと
め申
し、す

(す
のこ
ねと
んく
じ
仏当心
皆2さ
斯?へ
か
た
ま
り

(16オ)

の
こ
と
く
な
り

字ぅ熊L
都Z谷女
宮ま入
入5道雪
道ミ蓮t
蓮t生与
牛午 J 

う

七
万
石
大
名

十
八
万
む
ト
人
名

(16ウ)

両十を女妥f
人瓦つあに
と才へり善t
もに柱:お峯完
母成レつ
にり昆とふ
孝す妹szにも
千J"( わと
成は宅かに
おん れま
むきてザ
ししにZと姉白壁tt 
-ては一、

人山
吉士をのを
主手 E字?
母也と

て

(17オ)

にへふれとお二第t事は
てきもは L も人にもコ
毎ーしの是てへのおな年
にかをは ι?と娘もらわ
人Eし用中 Jおも介tりすす
参Iなひ/ 圭'医ぃ抱守てしら
をかた¥己者与し命日てひ
用2らら本f: をて千九月屑
良子it害?主主手品EP 
へとしる lt事りくかも
はど助字ま :ζ もを見さく
金ぷか LY成与士へねす
子 7‘る人25P らへ L いり
拾主事参t占すたゆまを
両ヲもとよEゃくへはの
争担い佐? 次しむ
り宵 ( 
る ¥

八
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もも
のな
はく
猶て
さは
ら成
とら
与す

のと
ひ有
かゆ
たへ
し金
然主 T
る十
に再
姉と
のい
ふ

(I7ウ)

うりゆ我t:金お
りもへ身子き
てら』七ををと
街lひ通うこ思
薬tしりりしふ
を物妹てらは
あ也にやへ此
本日かうた身
世服?た/しを
?のれ¥とう
どたは金近iり
主め我iヲ子所上て
峠成身五のす
?らと何人と
支まはて出cをし
身た身も来さ頼お成
を lサマたみり
よる と

も

(18オ)

か:需主むなすかに弐拾て母を
何くとしとして人柄木日のう
ゆ成て使Eもとくとな服?曲l1ilり
へるもりむいすもくのへて
開へ娘とすへり身て事此二
せしのすめはををはを金人
て母事るを母呑2母療品医ぃ子し
其にの二うはせき肱:者午をて
上断E案E人りおらま TVにも卜
にはしにてもれの三たち河
てらには薬きて為忠之っゅの

君主t F長zFi集長 TE自i季
はてよたみ 3壬P服?子 5乞5 せ薬を
せ身/と本lほま叩下 tγず宵はをと
でを lへ服?立さ蚕戎i主;?金あし
とう病1薬?す t七7 れし乱ι=子げら
i源臣2りひ積品る 5宗l 候:プ了 へ
W…べたしはの心￥￥;し} こ

凡 k れ

を
な
か
し
か
な
し
み
け
れ
は
二
人
の
む
す
め
申
は

八

(18ウ)

母
さ
ま
よ
り
も
ら
い
し
此
身
な
れ
は
売
て
な

今にらのり
は事す事と
ゆを/にも
か極左 k 候御
てめ御へ木
は殊2案士は服
か更E事L しを
な金下はい
ふ子さしの
まもれのり
じ'受ま内中
jA取しのな
やしと御り
今え事い別主わ
生与成へれつ
ーうれはなか
百;(ゎは夫足り五
iTか 程日か年
世 話む

も

(19オ)

空Eかし今言主成
したはは葉はへ
くへ三命tのき
成御人終tこか
り空日とにとと
けらもおくな
れせ其3よ次く
は下居いふ第/
近iさ所ざ時に¥
所主る九ろ近i日わ
のべゐv 所主にか
者し男:与のまれ
とと TTん人し出
もい?に病1に
，rr;ひ守申ひけ
寄自置長置重tる
てき ι り母

?を て早
りせ

し

き取
とか
大た
ひっ
にけ
な <tJ
けす
ぎめ
さの
て方

(へ
知

神上ら
仏土せ
成け
られ
ぬは
事姉完
の
お

な
れ
は
か
λ

る
事
と
も
知
ら
す
御
木
服
の
た
め
成
れ

は
と
な
か
れ
の
身
と
成
り
し
事
な
り
か
ゃ
う
の
事

(19ウ)

いかなつな
たせみきら
さめたそは
んてをひな
とは流t居に
親草御してし
方t墓止も御に
に所Iは介tこ
わへや抱号 L
けま四申に
をい十へ来
申り開きる
一て H もへ
H 御にのき
いゑ成成御
とかりりそ
まう申告しば
を 点、にに
もと
ら



の墓記
事所k
とへ
もゆ
存き
ぜ母
すの
御い
側在ま
にす
居か
て如E
御く
介tさ
抱守て

~ ( 
ベか
きや
う

(20オ)

さかも
れひの
よ不を
と孝す知
かのら
き罪手ぬ
くを事
どかこ
きさそ
後Zねい
もしち
見事づ
れ御に
ゆ御

は
妹る本
~ ~ H~ 

Z下を
ね

をゑけき
すかてし
ベう山是
きして同
是てまし
ょ母い心
りはりに
尼生かして
とくと親
成成な方
りら〈き
母せ/ひ
さ給¥し
まへたき
のはかか
ぼ何ひゆ
だしにへ
いに話tぬ
を勤i2あ

口ひ

(20ウ)

の髪主い
みをの
住号きる
持しりベ
のそし
御Eれと
弟でよて
子しり二
と善f人
な峯主と
し寺Zも
下の墓
さ出の
る家ま
へをへ
したに
とて

きた
にん

害(
有と
るね
なか
きひ
にけ
はる
ょに
らい
すま
其た
ま年
与も
にわ
泊、

はな見 て
すれせ人母
くはけとの
に尼れもぼ
いとは髪2た
と成左えはい
ま し程世早草を
を弟てま切さと
F 子L ててむ
さにお候ら
るせもとひ
へらひてま
しれつ尺存い
もけめ成ら
しるらるせ
親主我;:れ髪2よ
虫、/しをと
た¥事出有

しは

(21オ)

jっさ
んか
もし
は山
かさ
りれ
かて
たは
けし、
れか
は成
此る
上う
奥?き
に日
泊、に

くあ
れひ
候

尋
問
調
肌
昔
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題

1
1

中
と
て
庵
り
を
し
つ
ら
ひ
愛
に
居
て
母

(21ウ)

るも林i 続しヲ!~大居母jII:の
をひ/世に下悲ひら妙号音ほ
よし¥背其Zさのれ林1のた
くにとの夜よるち候かまひ
(赤主よ内Rのベかや地しへを
鬼在ふ陣え五:Zしらそ獄?にね

見背主妙号す j街さとをんに通っか
れ鬼f林iさこ姉主もし居;夜ゃひ
は罪tはまろ清tっ申らをけ
ま人E母しと雲Zてされしる
しをのきも妹i:母す候てあ
さし戒f、音空思占主を観やねる
くば名すしふ 223極E世まか時
我主り成て時云ん楽?音たひ
母ヲ I~ る妙すぶ空を大{1 まけ人
也立号か んに道t自じよると
こ と V 在tひはも
はお 観

(22オ)

給入たな
へれっさ
はたのけ
ふり鬼!?な
たー妙号ゃ
っ人林i何
ののをゆ
鬼r{I曽1さへ
申来しそ
けりあか
る給げな
はひてし
娃妙す火や
は林1のと
いを巾忠
かひへひ
成きなし
る上けに
街l ふ

りのなてた
妙也くむす
林としすけ
かいてめに
ぼふ死しのて
だいし事候
ひかたのそ
をにるみや
ねもゆお此
か其へもも
ひ通ほひの
中号りんくは
有うなのらほ
i也じれL ふしだ
獄2との後こい
いも罪Z凹ぜ J心
つ娘深主のな
くかき事く
に尼主も し
と
成

八



同
朋
ト
入
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
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(22ウ)

夢2あ続給し観さ心けあ
見り世ふは世すふ給る
しさ音とほ背へかへと
とまの j思さほししとも
いを御へっさとそ 観
へ諦.f;I耐えはのつ仰の心上背
はりに清t形tとけ心 1-':.¥'大
貞己あふ雲よち拝tれさ話Lt悲ひ
雲Zひし貞ぷとまはしにの
もて肘雲Z目立れたを観ち
共有すた夢2り給ちあ背か
通難tるさてひまわをら
りや也め西R母ちれたを
のか二て方lJ妙御みのも
ゆく人見へ林僧ミてみつ
めのはれととと助字ねて
通夢2はも見見付か助f
りの なへへ得zふ
の ひし

(23オ)

な
れ
は
あ
ら
有
り
か
た
や
か
た
し
け
な
や
と
れ

(23ウ)

にのてて清tのひ
御信k観御雲Zi1!!t と
衣云心(一!日礼貞己獄Eへ
muを音を雲Zにに
立かの申は落官観
ζ ん大住tいら jH
とじ怒し J守だよれ音
」て大に/しの
ぜ観悲ひか lを御
iz l止をた観ため
ぢ音よれ音すく
且をろはのけみ
ま拝[i こ i~~ 名号ドを
古しひ丸九号すさも
ぞ奉 芸をれつ
る人 E 唱主して
℃へと吋

かい
たよ

;11 
の人
内は
にな
此み
所た
をを
地しな
獄fか
にし
成あ
しら
攻i;ぁ
り

/
、
ー
に
御
見
せ
下
さ
れ
母
を
た
す
け
給
ひ
し
也

(24オ)

作す日目会りとかけ在、土よと其
りふ L おたつをりげ地し
奉声ミ持なきか中いさ獄f
りあよし御う観ょせの
しりりノk 本日成音/給ほ
有し木に尊Zるの¥ひの
かとのて寸往守詠口庵出たふ
た言内誠f九生主歌かりるに
きつに lずと番をうをになて
御た普:二Fかとと引りか
本日へ門 う なこ清(':< ん加 げ
尊Zし品ん t 堂 1 へも雲l御

号繋語12t員長丈 2芸:zi
に出レ〈世 t 共るは J

てを包育自に守主主

青 念日 の

(24ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
壱
畢

(25オ)

一
川
一
羽
一
一
肌
普
陀
浴
伝
記

巻
の
廿
弐

H 
録

弐
拾
士
宮
番
丹
波
留
穴
稽
観
世
音

附
り
観
世
音
身
替
り
に
立
給
ふ
事

蓮
華
比
丘
尼
物
語
り
の
事

(26オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
弐

八
四



丹主
波は 丹土
と の寺i イム土波は
い国号守師l の
ふ宇フ菩ほか匝
文も治じ提(1ん桑L
字しの寺しせ出た

はみ願Lい郡長
あや十tの r芳斗
かな言ゆ作訟:
きり た倒 J
抽 k 丹ん jf観
T 波は至{YE
書? 尺同
な
り

(26ウ)

ゆし有底Z其
へかてにゆ
あ三此大kへ
か日大k由民は
きか蛇与すむ
波Z潤をみか
と血旬'Jijたし
文もにこり此
と干してろ しド|
に i也し虫、に
かあ池る大
きかににき
てくな強す成
丹正波主け力;る
波は立E込この池
としみ者有

て

(27オ)

とあと是い
成りいはひ
ししふ国守し
たをは名号は
る其す風す是
也木さ上とよ
止もを ま 首己主り
桑きしとし
のりきいて
木と大ふい
大り水書上ひ
木てのにそ
なあ桑Lあめ
りとのりし
しを木桑i1事
故史田Z 悶た也

地じ 郡j

にか穂ほう
てゆとと
かへかろ
けあくの
ばな字し穴
あをな出
なとく来
ほはほた
といのり
書2ふとと
てなゑい
ありおふ
な然主にに
をる通すよ
とゆっり
よへるあ
にな
か
な

む
な
り

是
認
定
書
記
h
1翻
刻
と
解
題

穂u 視
の宇

百?世
性t五
大(、や
富ふな
貴A り

のと
もい
のふ
にも
ての
ずは
い丹主
ぶ波"
んの
〉て主

(27ウ)

なし
くわ
人く
の人
物に
はと
ほて
しは
くっ
幼4ゐ
少t伝
22 
時S百
よソ
たり
る
事

二なむ生2
親さすれ
のげめつ
寵lあひき
愛fりとて
はてりは
かしあな
りかりは
なも是長だ
し容き親主し
然義きとわ
るもちき
によかも
|くひの
六し多?な
才てくる
0) に

まと

(し
か

祈売り
藤ミそ
医ぃめ

療12
を 7f

7F 
すり
ひと
い付
L 

J¥ 】プ

と 」
さも

定;

(28オ)

おと世ょ成型午罪Z達主労号た業
や成のし出1ふまをりに
のし中て問主かいか二主て
歎[よ残Tな終日世せきらけ親tや
きりけに Fr身すしに布
大干しくはそど}なる御むけ
方tもかか -2れ事思fかん
成のひな林、は不ふもひ今
らともく造J我主孝雪得へてを
すてな成り菩ほの送?中か
しはくに給提と罪;りやき
て戒f:野の付 Zつのこ申うり
む名号辺べるるたとさ是と
かばの無tへめさすま成
しか蝉trFKしにらしてり
をりり Jと、 女て御は
し向主 の理i は先2苦〈て

百Z

(28ウ)

の
ふ
な
み
た
に
む
せ
ひ
せ
め
て
む
す
め
の
申

ノL
i 



同
制
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

丹しせ
波奉し
へっこ
よらと
ひんく
むと彼自
か τ 聖与
へ京掴'
て都 52
我!?よ主
方り去
に仏土 24そ
て師し彦主
尊Zか緊う
像1んゑモ
をせ雪3
作マい iムう

』ま

のら
ほせ
せん
しと
仏土お
師しも
かひ
ん京
せ都
いへ
はそ
観の
音お
ほも
さむ
っき
を
申

(29オ)

のて尊処に宇ょを
み作2像に男2F治ろ常
やり出た捕Jのと/
なな米ん昨みひ¥
りかさこ皇や有信
夫すらせん尽なか判]
婦ふ有給微み 24そりたの
のかへ併TZtかし者
もたはに 5そう方とに
のやかし主にてて
もとんて EL て早ミあ
尊思せ笑t三五速fり
像ひいる 22 十丹王け
を行状もか吉日波はれ
拝t1し我E如 7 程2には
し字手き U が下大
奉治にの 開:りに

(29ウ)

にも奉きり
さつる成な
せたにるみ
給ひ過Z事た
ふなにかを
もき L なな
の御む此か
か事す観し
ななめ音申
とかののけ
てら顔在御る
声ミ是Aに顔古は
を程P其Zは扱
Z総迄1俵きせも
つになを/
て克Tり J手¥

しふ
し

とよな
もりき
思はか
ひ此な
て観し
お世み
か音も
みほっ
半さた
るつひ
へをな
し過Iき
と去さ事
悦まりな
こし泊、
ひむら
けす今
れめ
;ま

(30オ)

とこる泊、
共のかん
に尊たせ
か像ちい
んのに其
る似にて過
いさ有去
をせし給
流2給やひ
しへ知し
けるらむ
るとさす
みはるめ
やふにこ
なし左書は
りき程空い
はなにか
いり 成

た
っ
て
し
わ
き
も
の
な
れ
と
も
あ
ま
り
の

う
れ
し
さ
に
沢
山
に
有
る
金
銀
成
れ
は

て礼
イムミと
獅しし

かて
ん金
せ子
い三
に十
取両
すは
n か
はり
かっ
んか
せみ
い山
はし
大

(30ウ)

はへ物き
今=見なに
-i;せりよ
夜やて 早ミろ
と悦速?こ
れと京ひ
には都是
あせへは
り申もお
てさちひ
あん帰±た
すさり与
はり家かし
早きな内hき
(かのド
らもさ
京今?のれ
宵t

しらな都
た/りへ
る 1 は帰
金お{青1る
ぎも hlj へ
んふ三し
過I~ fこ i;れと
分土昼111いい
の仏三りやひ
事例し病まて
なか削士と
りん積与と
させ h 、ま
ていてどり

(に 5屑
つィる
か二に
わノみ

や

(30オ)

明存とくほ口
にやなどお
けか n はし
れくは取iき
はお身戻t事
仏土しうしを
師しくちたい
かおのきた
んも毛けもし
せふものた
い内た也り
はにちと何
み夜ょぬ急fぶ
やもるにん
成はほお '1'.
りやとしぶ
夫す ん

八
ノ、



あ
と

婦
に
い
と
ま
と
ひ
を
成
し
て
都
へ
帰
る
跡

(31ウ)

帰た事切tよれとかの是せ今に
りりに什りはもま道士非ひはて
けと切れしう言たと取自たみ
る大ははっちにーい返史まや
妻Zひなわかこく念tふしらな
はにしさにろしのあなすり
かよ金もあしさ悪?たんあは
くろ子のゆてい 'L'上りもとい
とこ残Tにみみわそにのよか
もひらてよなゐひてをり L

知急す大り取跡雪出かと追せ
らい取げて戻2先3てん大かん
すて戻2さたすに半日せ江けと
い我しに入へ人分土い lli 半ti身
つ家ゃ仕し物ーしも戻tに幾T分土を
もにすの討2となせ迫t野のはも
り f見と後lけ 12 み

と
く

(32オ)

観
世
背
を
お
か
ま
ん
と
仏
前
に
ま
い
り
御
戸

伏fにあひ
まとりら
ろ大台tけ
ひき座さは
てにま観
なおて刊
けと JIIl九音
くろ流Eほ
にきれさ
そわあつ
みつり大
やととけ
な戸ミはさ
りをいに
は上か切
{可て
事

(32ウ)

肩主成
先2る
よや
りと
手L丸は
のし
下り
まよ
てり
大見
けれ
さは
に観
切世
さ音

'1 の
御

た
り
し
有
さ
ま
ま
さ
し
く
か
ん
せ
い
を
切
ふ
せ

『
諸
課
普
陀
洛
伝
記
』
翻
割
問
と
解
題

か不ふた
た審上る
らはこ
すれと
先号ざき
f'iI れ御
とは庇ミ
なだな
くんり
京/み
都¥や
ののな
仏土わり
富市I け大
か女2に
ん房号お
にと
もろ
キ」

M せ
事い
なを
くば
し見
てせ

表?千

住し主
~~ー

玄とほ
「せ
ぞけ
居る

るか
{史5芸
はい
あは

い
さ
っ
し
て
此
あ
た
り
迄
用
事
あ
っ
て
参
り
し

(33オ)

ゆ
へ
立
よ
り
し
と
い
ふ
よ
く
こ
そ
と
か
ん
せ
い
あ

はし、
ださ
わつ
るし
して
か中
なけ
らる
すは
油ゅ丹
断去波
有み
るち
な用
我i;心
等らは
な

にり事
切にみ
て て へそコ
か格2な
ふ ℃るり
る t; 殿
ふ二乙よ
り会り

容易雪
見出と
る 71 き
に LL! 大
は公江
や .J 山

直主主の
に仏当
J必
身み

やひ
うら
覚立り
へと
す見
逃5へ
かし
へか
り切
しら
かれ
いた
つや
のう
開た
に入
かか
はれ
みし

(33ウ)

りや
さな
れり
と殿
もの
身給
には
1庇ミり
もし
付金
す子
帰は
り残
しら
をす
悦取
ひら
れ
た

居
る
也
か
な
ら
す
/
L
用
心
を
成
し
て
う
か
/
¥
と
は

通
り
給
ふ
な
と
い
ふ
使
の
も
の
は
茶
な
し
と
礼

日出2を
さの
はへ
開~ f守
と波
ひに
と帰
しり
く此
勿土よ
体tし
な-

~ ( 
んみ
せや
い成
成り
とに

お
も
ひ
て
切
ふ
せ
し
は
此
観
世
音
に
て
ま
し
ま
せ

八
七



同
朋
大
中
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(34オ)

に i比し
お身よ
もかな
ひな我E
知今身A
つまな
たてか
り邪与ら
あ見日も
らにあ

情，~ )り
な〆りて

止せの
24わし尽Z
Tうかをは
1、只て
t; 今た
昆誠;る

つ
み
何
と
し
て
か
は
の
か
る
へ
き
と
発
心
し
て
先

京
へ
の
ほ
り
か
ん
せ
い
に
わ
ひ
言
し
て
さ
ん
け

す
へ
し
と
て
早
そ
く
京
都
へ
出
て
か
ん
せ
い
方

拝またへ
めはい
はまた
かさり
んしか
せくん
い観せ
お刊い
と音を
ろほ見
きさる
こつと
はな手
何りを
事有ゐ A官り口
を顛ttせ
仰やて
らとそ
るな

(31ウ)

に我主大ものしか似につお聞る
続年家うけなあくみさをしへと
をにさした成出せきみす中
うかによりりしらさけとに
けへ切さに共 ;H; れみ。我主み
されふ仕して元元しもに生;や
せはせ合E追!:のにから此れな
給塑与てと付Eか進上除ひ i た付り
ひ相フ金お見へせり過Zひては
台kf託子もれりしの去さ芦;人わ
座ざ去をひはを波うり許fにけ
ま易も残Tう幸己追fiれれしに物を
て白J:らし l、わかとし娘観をい
血ち Tケすろ L;ぜけもさの世やわ
な三取よ佐行跡に顔古るね
か主かり戸大に金にほ事は

2きc kifZZ克さを型
) つ

(35オ)

(35ウ)

やはをはり
攻i;な見さ我i;
なしせみそ
かをけ是れ
ら i習るまに
我主是にてて
身ま其Z人も
にて使Zをな
つ爪ひのを
いく Y ほう
そりヌせた
っしどてか
きあ f 其ひ
いくよ元の
か業f二の心
成ゆ JE 様1を
るへよ千すさ

んJに E

た U

の

い
ん
く
わ
に
て
か
入
る
事
を
成
し
付
る
そ
も
つ

かた
わひ
りな
にや
たそ
L な
せた
給に
J¥ は
は観
取世
も音
直主ほ
ささ
すっ
其の
も身
と

入は
ら観
れ世
し音
財Rほ
布ふさ
はっ
そ也
なす
たな
にわ
覚立ち
へ其
有時
る金
へ子
し
と
斯1
0) 

ふ通
にり
入に
かさ
んん
せけ
いを
か hι
まし
へて
に金
さ子
しを
置主の

のら
わす
びさ
~.~主い

(36オ)

を
せ
ん
た
め
は
か
り
に
此
た
ひ
の
ほ
り
し
也

ふた
~ ， 
ま{可
ろこ
ひと
干ても
をゆ
合古る
せし
て給
歎日へ
きか
わん
ひせ
付し、
民主
と
て

れ
は
か
ん
せ
い
は
大
に
お
と
ろ
き
さ
て
は
そ
の

世仰守よ時
下f しなの
251t奉わぬ
陸:るれす
のにら人
名号其Zつみ
弓す節1ね ヘむ
を口た/ノ、、 r
と道2¥ り
なの観殿
へ恐2世其
しろ音元
あしほに
るきさて
きにつ有
し観をり
が 信上し

(3Gウ)

観
世
音
の
御
た
す
け
に
あ
ひ
奉
り
我
身
に

八
ノ1



さ
ず

替
ら
せ
給
ひ
流
を
う
け
さ
せ
お
は
し
ま
す
事

とへさとの
父 L んもも
りとけにつ
をい有あた
切ふうりひ
はみへかな
らやはたや
ひなみ涙主有
かりや H だり
くはなケか
発11其Zりょた
心上場は殿 ff ゃ
いにの ι と
たて釈ぜか
すすも 21 ん
なぐきうせ
りにへ斗い
ともぬ Y も
E諸
〈

て
か
ん
せ
い
に
ね
ん
こ
ろ
に
い
と
ま
こ
ひ
し
て

(37オ)

そ
れ
よ
り
丹
波
に
か
へ
り
女
房
に
は
一
生
を
過
す

程
の
財
宝
を
つ
か
わ
し
あ
ひ
た
ひ
に
て
離
別

し
さ
て
の
と
る
出
地
諸
道
具
家
や
し
き
ま
て

売
払
け
る
に
大
身
代
の
事
な
れ
は
金
ぎ
ん

は
元
よ
り
有
合
す
う
へ
に
此
う
り
は
ら
ひ

た
る
代
金
を
も
っ
て
観
世
音
ほ
さ
つ
の
常

を
建
り
う
し
娘
の
ほ
た
ひ
か
つ
は
是
ま
て

(37ウ)

国家どにつ
てのてく
十跡雪寺し
壱に号罪
番建えをと
丹立1菩"が
波せ提kの
のし寺しほ
同本日とた
桑L堂tつひ
囚?型与け」の
甜15観ソ貝ljiE
穴~ i世ち Tf
穂陸音我Zfて
の商 L 

事

観
世
音
是
な
り

上此
天Z観
皐~] 1ft 
の音
朝1大
応守け
和はさ
弐の
年庇干
に有
建える
立1か
な妙
りな
り
村

「
古
諸
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題
|

御
詠
歌

(38寸)

か
l

ふ
る
世
に
う
ま
れ
あ
ふ
み
の
あ
な
を

や
と
お
も
わ
て
た
の
め
十
こ
へ
一
こ
ゑ

ろいか
くふ λ

ほ心る
さは世
つ釈主に
の迦かう
出 tmlま
世来tれ
にのあ
は銅l ふ
先説1み
た法i?の
ちにあ
二おな
イムミく を
のれや
みと

い中
ふげ
心ん
にゆ
てへ
かた
与す
るけ
世て
にく
生iる
れ L

合人
せあ
たる
るま
身し
と

(38ウ)

よ心tなの
つ通3うう
てとやへ
法号いとを
をふいあ
とてふな
き人心う
給のにた
ふ心てて
釈与をよや
迦か空11 みと
如りしい
米給也ふ
のひ仏主事
御気さ H けに

身みに託 Z
{也たの

は
ち
い
さ
く
も
又
す
さ
ま
し
く
大
き
に
も
成

もてたら
の成ませ
いりふ給
わと事ふ
すも自じ折
し助手山Tに
よけなは
き給れ女
やへはに
うと街l も
に末三す f北
口世ぜかり
ななた給
しりをひ
説1もかて
法号しへす
あ仏1さふ
り リせめ

(39オ)

とい穴古|司
てへ穂ほし
御すのほ
開t今観ん
帳5に世ふ
いお音の
たゐほ出
せてさ家
はうっゆ
絹2みのへ
切n[(11ち御あ
に流t庇宅な
てれ年う
ぬた久や
くましと
ひふくな
とり

ノL
JL 



岡
山
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(39ウ)

来tけ望Efと証与り
のいにの棚:て
街l-tt 天王銅11f拝ま
弟てい竺?方守干ま
子しあ出便ZUι せ
をりの御響z給
ま此あ済t弐んふ
ね親去る度kY 今
き方主所の去に
法号仏土にたどか
を法号蓮fめケミ
きを華"かにる
ふ信上主主 ア事
けしと Z は
る釈kい 511 ま
に迦かふ γ っ
如E 山せ

の

罪エか
ほの
ろけ
ほし、
しせ
のし、
法号と
義台も
をを
御よ
きひ
か出
せし
下て
さ此
るも
への
しと
も
の

かと
き有
も御
の弟
成子
るの
にた
其Zま
罪Zふ
ふは
かそ
きれ
女女
のは
一つ
千み
1吐せふ
界f;

ふの
か女
きの
はつ
けみ
いを
せひ
いと
のり
身し
のて
上う
なく
りる
我主程
ょっ
そみ

(40オ)

いれろ国4にわほ
っとひを勘2りい
を思をも気合をを
もへ付かをもも
知共うた請品つつ
ら無むつむさてて
ぬ常午〈けせ人人
命tFしさ家にのの
h くせ諸主身
託ι花る道与をを
の程兵〈そた

はみ
うっこのまんふ
と罪Zてじら

かの
I ¥tl き 克主売1親主か
( 函我主にへ払iらん~s L 
Lな姿2堅に ひ弟kど
いらな 7J J 

つひ ν 

(40ウ)

仏土ま
法!?て
をも
信上声;
す通
へり
しと
とお
こも
まわ

(す
てコ
とと
示め
しの
給中
』、ょ
にり

(41オ)

あられすあに釈与子し通定 員;
たよはがり成迦かとり巾
らひ髪た我主ら如成逮土に
美:器会くを此主ん来りひ女
く量Zる見姿Zと御中啓一
レう/おふた出説1さき人
き乞¥さまけ法号ん事因に
髪23? とめ 7 るととか縁Z
を 5うと伝道士献たな前
(' J * ~t に是いとけ
にどくかどてへわ忠る
て年 LLtt き行んひま
も土くみ ζ れてし切と
有吉(ゐ我主にピい御やてと
まと干よな写32: 成弟てう御し
L ~がし 71 る子L じ弟ζ め
'F 見町清や し
U 水にの

て

是
よ
り
帰
ら
ん
と
お
も
ひ
し
か
ま
た
お
も
ひ
直
し

( 11ウ)

た得ヘヲ!~や霊1 につへて
るさ戻E此鷲品腰t戻主とい
御せさも山をりもや
姿Iんるののかっと f
決たと斗あ会ゑけ心か¥
注て残Zれ討て定主くさ
み如念史程tL7思t まにも
あ来さまお穀ら我Eす
身のよて 441すすかヘ
レ三いお EJらる片主ほき
と十ても fもんをわす事
f ーゐ/ひぷ釈きかに
E相号¥入よ迦にたあ
仙のたりぷ如有まら
吹かすし γ 来るよす
ど斗けに刊は石ひと
日や てお
き ゅも

き

ん
げ
立
か
や
す
み
居
る
む
か
ふ
よ
り
来
り
紛
ふ

:IL 
O 



らに
し逆立
き華け
立E立
郎3は
か是
なを
と見
見て
るさ
うて
ちも

2( 
ばと
ちし
泊、ほ

(42オ)

く
な
れ
は
成
ほ
と
又
口
元
ほ
と
に
美
し
き

女
郎
世
に
も
有
る
も
の
か
と
我
身
立
な
か
ら

も
見
と
れ
て
思
わ
ず
申
/
¥
と
言
葉
を
か
く
る

彼
女
房
来
っ
て
わ
ら
わ
が
事
に
て
候
や
と
い

ふ
に
蓮
華
女
も
立
よ
り
い
か
に
も
そ
な
た
へ

か
け
し
言
葉
な
り
わ
ら
は
も
此
道
す
し
を
参
る

に
女
の
ひ
と
り
に
て
心
さ
び
し
け
れ
は
も
し
ゃ
く

(42ウ)

げい何そひなを彼2る
女Eたかののれ中女し
はめと物御と付わか
と出はいつもあらら
はしなふれひとはす
いこし戸ミなとにもは
かとものりり残併t御
にのてしとにしっと
せ外2ゆほ悦主てやれも
んにくら引こさかしな
と苦i内 l ':;ひてもひ
うしにさよしにの申
ろがこいぷくはにた
たるのわど存参少し
へゆ女ん li了せりしと
てへ綾日方1fゅし候用主い
めにをな江〈に判事じふ
LfLL幸:に

(43オ)

にあっ
せせれ
りり給
ってひ
め介?;し
て抱守人
たしは
へ身見
入をへ
けもず
れみこ
は屑れ
蓮tるは
花けう何
女Eちと
は急三せ
大ん
きと

『
車
場
町
一
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

に
お
と
ろ
き
さ
て
も

l
l
い
た
わ
し
や
か
ほ
ど
に

り何う
てとっ
日かく
をせし
つんき
斗と女
き兇郎
ぬての
く屑は
犬詰るか
はうな
来ちき
りに事
て畠tこ
肉し川工れ
，し飛も びは
ら来E
を
く

ひ
け
る
追
て
見
れ
と
も
中

/
1聞
す
し
て
く
ひ

(43ウ)

思なち
ひしき
し今る
にまは
i比品て ら
姿手和わ
五身た
百Zよ出
T りて

包3L
古くき
ムし事
1よきい
y立ふ
か郎斗
身とり

にとすも
しなくや
てりに泊ミ
助手五釈て
く百迦此
る羅ら如通
人漢2来り
なののよ
し内御と
とに弟てさ
て入子t と
も給蓮tり
あふ動t て
な今比ひ夫
うは「主〈ょ
や此尼にり
とや
う

お
も
ふ
な
よ
と
い
ふ
心
に
て
思
は
せ
ん
か
た
め

(44オ)

十
こ
へ
と
へ
と
い
ふ
心
な
り
弥
陀
の
名
号

十
戸
一
戸
中
も
の
は
た
す
か
る
が
ゆ
へ
あ
な

う
た
て
の
世
に
生
れ
あ
ふ
身
と
思
ふ
ま
し

と
い
ふ
お
も
は
せ
な
り

(44ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
姶
弐
畢

九



岡
山
大
学
品
開
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
J
1
六
号

→i!lI 

唱
言ft
J=I 

W~ 
洛
f三
日己

巻
ノ
姶
弐

( 1オ)

調
掘
削
普
陀
洛
伝
記

巻
の
廿
三

附二円
り番録
亀~; 1:冥1
に津 3

の梓|
り惣3
給持じ
ふ寺t
千し観

細目世
の音
事

( 2オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾

せ

つ

コ

そ

〉

じ

し

廿
二
番
摂
津
同
惣
持
寺
観
胆
音

( 2ウ)

家けし此!民官天人に
衆やしてみの皇阜守
屋j禁Zき高主は五
名号嬰りり房士近十変Z千
をよは公ミ江九化げ手
つり天西の代童5観
き 諸 F 同源日宇フ子し世
手て国武ふの氏し多た作7音
訳!?を家"方の天Zな向l
し御のへ子五皇守り長
て政tさ御一生の 二L
郎記は卜骨体 尺
(あきり量ゑ代よ ハ
りに有封73宇フ 寸
へてあり盟主多た
下公くら jizt 
りす町[

た
か
え
主

給
ふ
事
な
り
こ
れ
に
よ
っ
て
高
房
に
も

西
国
へ
御
下
り
有
り
し
に
三
歳
に
成
ら
せ
給
ふ

( 3オ)

し迎Eむ銅l若i:
きへな心君i
もさしはを
ませく若主つ
L 給成君Zれ
子ふらをさ
ににせたぜ
く継ぞ給ん給
む母"ひと主午ふ
情!と後t右フて
htJ いの 11 御
:t ふ御子下
己も台 tノりzの所望た有
はを J

j'j 昌月r;γ
ft Z は勺 b
いも
き 賎日

めと猶のま
し t心さおへ
けにらのも
るお三街lみな
ゆも才 iGthき
へひのにニ
御に若も才
留るく君男2の
=tiみを子し若
の給に出君
内ふく米を
ををみさに
こ高主死しせ く
斗房主に給み
ろ公給ひた
も聞iへけも
としかれふ
な しはに
く

お
も
ひ
給
ひ
て
西
国
へ
つ
れ
さ
せ
た
ま
ふ
に
ぞ

( 3ウ)

給そ有
ふれけ
猟iよる
師「り伏
で海ヰ見
革路しよ
'" 舟右り
丈に御
か乗の舟
つりに
播11て

ほ
の磨ま大
トの坂
吉方ヘ
ニν へむ
量ほ行け
k て
の

給亀
ひを
慈し引
悲ひ上
ふ入
方、々
きあ
殿おつ
にま
てり
鶴居
はる
千を
年高
骨量 房
は公
万見

( 4オ)

へして年
し是彼自の
とへもよ
仰ものは
けちどひ
れ来もを
はれのふ
召fよ殺iる
フ命;;すも
れす乙への
ら主きに
j1，二7二にて
L. ~~あ有
け
ナーたれ
うlfkぷひは
の r をさ
l は 一
衆fす ZE 
;立

九



ををさと我ifか
そさすもはし
くすそす仕色ご
才へよて合2に
にし万にもゆ
守iと年命誌のき
れ仰ふ七ちか貿h
ょせるみな取
からも管千て
なれの主刀殿お
らさなプ年の
ずすれ Jよの舟古
水み 主は t ょ
一そ盃 ゎ}
底ニ E我かよは乗の
に済1子こ与ひせ

F Lとさ Az k 
盃~; r守へ
さ るは

( 4ウ)

りう
給か
へみ
は山
二宅 ぬ
l主や
ふう
りに
返せ
りよ
見と
てい
さひ
もて
嬉立は
しな
ち
ゃ

け
な
る
有
り
さ
ま
に
て
水
そ
こ
へ
ず
ぶ
/
¥
と

(5 ;0 

にた縦T給気けりし
はひ母守ふ色た有つ
め西よ情1をりみ
よ陪lり h 御須歩け
とに小こ :t 覧土磨まり
たて有~i iiああそ
のよ金 a りかれ
まき銀合若iiしよ
れ折ぢを?君主のり
欲?をも:も景日丙
に見らーきま思
う合ひ t士3 けこ舟主
っせ i闘志ワ A んとに
るてま(ょにて
人海tれよく名「:御
心仁科こな遊号所主下
浅ぎ の品ひの

な公けひま
ひはるにし
た街lに日く
る身あまも
ともれせき
もあよしげ
夕日ら / てん
りれ¥丙tよ
給すと海tく
わかいにあ
す一 L ふどそ
高るにんひ
房たかぶ給
かくひりふ
子みなとを
をにく落官た
海lて荷主しが
の失Z房主

寸
車
場
制
昔
陀
洛
伝
記
』
|
制
型
車

l

( 5ウ)

とうおそは給此日ひのみ
i見土へしれるへ時頃主かく
門ーに立ゆかとの信土なず
与ってきむふ事し L と
ノく行てかし也奉さな
ふほば見みふませるよ L
Eゐれよのろめ初"所主ふ
ノおてはと方ひて瀬ぜ詮2か
えな制ふてにて死しの合同さ
れか居し伝Z子歎存骸t観芯め
給給き馬去{吐きを世十の
r ふや舟自のた山音芝ゑ
Jj こ若主になもしほすし
なれ君主てくふてさ去き
10 はは櫓ろ戸三処Eたつ出と
μ/ 波去をあ Jヲろひは砕す
¥のりい アる

八J 事

( 6オ)

若けに成只
君らいさ人
のれたるに
かしき斗て
せ亀の御は
給のせ運Zあ
へ背性あのら
は中主とっす
其にをよ何
まの見さ事
ふせれとな
本土居は申く
)I¥O!た先3先波
へり達三々の
し亀て伝Z上
つはた馬まに
み す )11'古御
け 座

り
高
房
公
は
若
君
の
何
の
け
が
も
な
く
戻
り

方給
なふ
し泊、
是ゆ
ひへ
と街l
へょ
にろ
亀こ
かひ
恩どな
を λ
おめ
くな
りら
しす
もい
のわ
ん

(6ウ)

不IJ'.1のな
生ι応号か
のう誰5ら
中にも
Y よまzるつ
えもた
宮のく
ォな初
一り瀬
ぷとの
七お観
Cζ の世
正/背
三¥ほ
ご向lさ
)つ
や
と

九



罰
則
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

冥号な
加かみ
御た
礼を
の流
たし
め御
観悦
世ひ
音有
のる
尊Z夫
像きょ
をり
ーし
林kて

の

( 7オ)

高沙さて{乍
房汰たもり
公な禁1奉
御く庭正り
病手おの度
邑;ほ御お
ザi し用fほ
と召しし
どなけめ
にかき L
P らか京
り延Zゆ都
れ引:へに
型すに御
室よ其そ帰
会よ内じ〉り

えに御有

命包つ作置?に
た乙みり事若
すし奉を君
かをら聞きを
り観る i首tf御
亀世へてそ
の青し観ば
背ほ其世へ
中さ方苛召
につ西のさ
乗号の海尊Zせ
居御の像すら
た利り波2をれ
り生与の 我
とげう内駄kい
の Ef ひ

( 7ウ)

人k古ひへ 111:すも礼
の出御し音るひに
ほの成!てとを也居観
り先t人t遺日信土其た世
居祖そ有言i仰す方り音
る也り有し此しの
事そてりて御に尊
の山し新縁2其Z像
の頃陰作を仏を隙主を
鴻すきの子をわなっ
艦?や中心ーすくく
館記う納に駄れしり
にさ言おっすて奉
てんとほく長は我伝ら
御と申へり谷せはん
もいてた品守の死しと
てふ まふ観 お
府i

すな
11/ L 
陰存有
のり
中 L
t与か
言今
はと
唐5う
音工ろ
をく
よわ
くん
おた
ぼへ
へて
あ
ら

( 8オ)

給
ふ
御
方
に
て
此
き
ゃ
う
さ
ん
に
む
か
ひ
何
か

霊行と
木?御
はは
有な
るし
ま有
しり
きし
やお
かり
ねふ
亡し
観あ
世の
音か
をた
作ずに

寺成何り
にほと奉
せとそり
んあもた
だのと L
ん方めと
こ青計申お
う、龍iたも
ほ山ソしへ
く史とと
赤与ドあも
せ、ぢれよ
はき

んも唐5木
だん 人上な

主FF4
り申しお

J¥ 

( 8ウ)

なた
りけ
と三
い尺
ふ六
に寸
なま
に才〉
とり
ぞ壱
買f尺
と八
り寸
たあ
しま
いり

か
ほ
と
の
事
に
て
た
る
べ
き
ゃ
と
有
れ
は

百たあ
両くの
遣2さ方
はんに
さな金
れり銀
た fiimす
ら程空く
らのな
ん事き
にに所
はてゅ
のもへ
ほな日
しし本
申金に
さは
ん
と

( 9オ)

身本(1大雨程そ百そ
に衆与をなの両ん
きに受¥1<方をし
さ逢あと登目へわ候
みひりせのたと
たて唐主候宇L L い
く大士Eはな又Eふ
候 B へんり外tそ
間本かととにれ
とiJl へいて百は
れ陰自りひ渡gf可心
の中ふてし取や
赤ト納つ金給出す
叫言も子へしき
子殿ん弐はて事
全仏土い百 是也
うー ん はと
山の て

則

を
も
ら
ひ
の
ほ
せ
く
れ
よ
と
て
金
子
百
両

九
同



に J青
上取
るか
なへ
りり
巾し
納な
言り
に百
御両
約?は
そす
くな
し、わ
たち
しし
候左
う

( 9ウ)

はほ
成まと
程?に
波t此
す木
へを
した
とま
てわ
用きる
意いヘ
ナき
るよ
tごし
常己申
王すけ
れ

も曲iものの此
の事iしし津〉ほよ
ほに赤?/すし
す申せ¥事を
へ付ん叩2は開
へれ / 無む給

仕し L 'i:o ¥ 用号ひ
方tとかのなて
な有~;， )11古り赤与
しる区間らと

上ゆす苧ゃん
r へ j べ U 判

れ いおふみに
はか玄れて;ょ
とに Zをあ L

てしは山の十
て急ミし方弐
度と

の
ほ
さ
ね
は
日
本
に
て
金
子
弐
宵
両
う

(10オ)

け
取
か
へ
り
た
れ
ば
の
ほ
さ
ね
は
も
ろ
と
し
の

にのゅよは
L 木きつぢ
て長書てな
かさ付夜り
たコをふと
ち尺しけお
け六たても
た寸斗此へ
なまめ木と
りはけをせ
大りる海よん
日壱はば方
本尺此たな
梓|八赤与へし
111 寸山〈もこ
陰存余ょZちち
だド

ん

海t中
上午轡
なフ夏
ん吹

?手
わ寸
{ 

おけ
Ji 仏
加，鉢
〆¥
とと， I~. 

聾字
11ly所

dL 也
木

(10ウ)

やは
く jっ
それ
く大
し日
の本
ほ同
せの
て山
仏土陰
駄t中
と納
成言
す殿
処へ
也

品
調
刑
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
一
と
解
題
liti--

中守大風す仏
へ日神上法
ざ木水J、お
ん回神上う
ぷへ二ご
と波E十の
なし八諸主
け 給主部ぷ天Z
入わ衆お善i
たれ海f:仲上
りと上午け
山初含九うん

陰存念日 ihrろ
rtl L ~~、z ぅ
納てすん地ち
言海f:L 神上

(11オ)

りき播li殿
渡て府まも
り夜の唐
けに国人
れ入明土へ
はれ石しき
滞己はのや
人Eく浦2う
とわへさ
もつ波主ん
』、/にも
L ¥ ゆ 主主さ
んとら爪と
を光~ ~L ? 
成明すて'ぷ
し光2ょ'r
些 せ丘
小木

を
引
あ
け
リ
る
に
何
や
ら
ん
書
付
あ
れ
と
も

則ほせ唐
ちりよ人
山け御の
院tる地ち書
中に頭ミた
納ふへる
言しうも
殿きつの
成成たゆ
りるへへ
明は中に
石此さよ
の明んめ
浦2七とす
人2のて何
地じ部卒に
頭5へとも
の

と
も
布
の
お
も
む
き
中
上
け
れ
は
い
か
さ
ま

(11ウ)

成のに
さ事も
るもふ
へあし
しれき
とは成
て中る
御納木
馬主旨な
に殿り
召直主す
れにこ
て御し
明ら心
石んお
へ lま
下へ

のら
きせ
や給
うひ
ささ
んて
に泊、
約の
そ木
くを
せ見
ら給
れふ
しに
所属
の士

赤ト
せ
ん

にた
かん
ふの
る ノド
寄きな
瑞tり
のい
有ま
るだ
霊f仏
木Tに
有き
かざ
たま
やさ
とる
先

九
瓦



同
朋
大
学
併
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

思
し
召
か
ら
ひ
っ
に
入
向
な
わ
せ
西
国
海
ど
う

(12オ)

給納休JFく
ふ言まか
へ殿せ路
しよ給を
おりふの
く跡fにほ
れにから
て立られ
はけひ今
あるつの
しにを惣
か殿o{J抗持
らにひ寺
んはしの
と儀よも処
立主ほのに
よととて
り行2も

中

か
ら
ひ
っ
を
に
な
ひ
あ
く
る
に
は
へ
つ
き
た
る

と
と
く
何
百
貫
目
の
お
も
さ
も
知
れ
す
と
か
く

す
れ
と
も
中
(
か
き
し
し
ベ
き
や
う
な
け
れ
は

(12ウ)

上せ
さひ
せな
てく
御中
覧E納
有言
る殿
に帰
事ら
あせ
たた
わま
すひ
霊itか
木?き

り事霊甘言な
てと地ち殿れ
は存とかは
人しおらか
の候ほひ与
信tししつる
仰すかめに事
もししむも
な材己とか有
し木?ミひる
仏土にまうへ
林tてりやし
に此給/と
き所わ¥て
ざにん敷~ 1-11 

み置と此納
奉奉 32所i

り
ま
た
此
所
へ
う
っ
し
奉
ら
ん
す
る
開
聞
し
召

わ
け
ら
れ
下
さ
れ
ひ
と
へ
に
ま
つ
京
都
へ
御
入

(13オ)

下
さ
る
へ
し
と
仰
せ
有
り
て
さ
て
み
な
/
¥
よ

紛みり
占、 iJ:て
'1， /方、
納¥き
言 17:Eあ
殿よけ
はり奉
そかる
れきベ
よ上 し
りると
みにあ
やかり
こるけ
に / n 
御¥は
帰士と
上
ら
せ

う

た

と

ん

わ

う

そ

う

も

ん

り
な
さ
れ
宇
多
天
皇
へ
奏
聞
あ
り
て
よ
さ

(13ウ)

ょにと仏
ろ大も帥
し布l是に
きのぞき
仏土凶とさ
師し長はい ま
を谷せふせ
御寺仏-<-た
引へ師しく
あ御もお
わ参iあほ
せ訪日らし
下なすめ
ささとし
るれれけ
へてゆれ
しへ

申は夜ょと
へかの観
しり御世
この告日音
れ童5にへ
よ子l靭御
きに ドけね
仏-"逢ぁ向雪か
帥しふのひ
なへせ有
りしっし
と是卜に
のを凹七
御た五日
夢t の才tに
想1み当

る

(11オ)

有
り
か
た
く
た
の
も
し
く
お
も
ひ
給
ひ
て
御
ト

か

う

は

た

ど

う

向
有
る
に
果
し
て
ト
四
五
歳
は
か
り
の
童

子
に
あ
ひ
給
ふ
中
納
言
と
の
御
覧
有
る
に

あ

ま

ほ

か

除
り
に
き
た
な
き
も
の
な
り
さ
り
な
か
ら
外

L
C
フ
し

に
さ
も
と
思
章
子
も
な
け
れ
は
是
成
る

P
ラ
し

へ
し
と
思
召
あ
の
章
了
是
へ
よ
ひ
て
見
紛
ふ

き

や

ぶ

b
み

あ

か

に
着
た
る
も
の
は
破
れ
つ
ふ
れ
た
り
髪
は
赤

み

た

カ

ほ

か
し
ら
に
て
か
き
乱
し
顔
か
ら
だ
は
よ
こ
れ

上
な
と
も
つ
き
た
り
先
具
方
は
何
も
の
成
る

(14ウ)

はそ
Mi{と
人t仰
そせ
とあ
いれ
ふは
我i:さ
はや
都う
山に
!食住思
のひ
中給
品目 ふ
言其
)j 

な
る
か
又
さ
い
ふ
な
ん
し
は
い
か
成
る
事
を
成

)L 



しとす
といも
そふの
れ然ぞ
乗すらと
物品はあ
に観れ
の世は
せ音我i:
米のは

る飽!仏f
J¥ 度予む

し想そ正
fド〈

と也ア
おた r
斗の
せむ:::
へ}

(15オ)

小水守よ初は章ミ観のへけ
YJFを f瀬廿子 e jtIせとる
を←あ(のな音てもゆ
〔の I 観りほ都土中へ

d z 苦言品三~習 E
千ゆて御けの 11殿わ
7 かも告日れ御にのっ
Jござ御とと告32 仰ば
tzるら仰もにいせく
"童5んら皆主てリなわ
自寺 け
は子しせるそ仏Lれれん
ももよれかをf註はた
し大正とて 乗守い
少f切ごもんつあ物おもは
y くの

昔tL 苦 手る主に 2
ソ者れ り七
の量い は γ
木 U

と
て
も
な
け
れ
は
あ
ぶ
な
き
事
な
り
と
何
れ

(15ウ)

し殿も
給もか
ふし、く
蛍5か申
子しさ上
はまけ
笑背2る
らいと
ひへく
凶はち

主itZ( 
仏fもに
もり有い

海、りへ
っとは
し中
あ納
ん員

る見く
か得る
ゆたま
へりし
に我12と
米好品て
りんみ
たてな
る来fI 
なる¥
りに b
上主あら
=~らひ
工すな
なたと
えのす
たまる
ぷると
け

てれ
もと
木も
を夫
山手主
さに
るう
へた
しか
細tゎ
工くる
をふ
見事
せな
んら
とは
い何
ふに
ゆ
Jヘ¥

『
司
諸
普
陀
洛
伝
記
し
|
翻
刻
と
解
題

風し
日か
敷ら
つは
L と
みて
よ有
りり
のあ
みふ
小木

YJiき
を町
田て

Eが
しへ
ては

[]m~~ 
し

(16オ)

を
し
な
か
ら
此
小
刀
を
遺
ふ
て
は
な
に
を
ほ
る

そと
のも
は見
やる
きへ
事す
いた
ふ斗
はひ
から
りり

~ ( 
人と
々 てコ
はか
此ふ
駄Fあ
り
さ
ま

(16ウ)

尊Zろか細tく而tを
像1しる工〈る観見
也くへ成 L 世て
中いしらか青い
納ととんるのか
言殊品て今ま尊Zさ
殿勝主系fすし像tま
は 47出ときをに
是苫すしやきも
を 31 を念日是さと
御二見をはみお
覧E而める入只fても
し出んにた其此ふ
大医手らあ手う
にと主きはらきち
悦 JZ はよまはに
りもろしに十
よしのてー

(!7:n 
教で乗のそかかか家ゃ給ひ
へせれらなまをわ給
のおへすらへとれひ
こく昼2食;すさしと此
とベ時を甫よ此せら有上
くし JEそ此へりの
すと 1 市ぁば内らけ手
るいに会合へにるれ際
にひ飯1主，台入へはも
コけを叩人内し L あ

ちけ七れ茶や h ものとから
日はわ 13 寄自点てらし
目二Lん品米よあはい
の七に lJ るりらーゐよ
夜ゃ日一知た事凶た問日/
半日の様tt?なあ方ぜに四し¥
のあっ f? るを J]IJ~ 面2 き
こひ_1". ~ u へし家ゃのざ

は
ろた めを別3み

九
七



同
期
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(17ウ)

彼Eて拝主観お尊Zい中
輩ミ見め世と像1か納
子し給よ音ろ成主に言
はふとのき曲;黄雪崩t
見にあ尊2起ETP門土の
へ四り像号てぷ兼自ま
す方と出ふ託てく
干とて来し出ねら
手もいさき〕か元
簡にそせや(ひに
世皆2き給只んま中て
音ひ i杭ふ今 t干いさ大k
ほら JJIj:;あたぶれ音t
さき家やひれ F しを
つあにだと i了観あ
亀りゅはも与三世げ
をてきや知?音て

く豆ぶの
y は

たふ
まま
ひへ
ゑ給
みひ
をて
ふそ
くう
まと
-ttう
給ゑ
ふん
こま
とん
くと
御出
商t来
像1さ
せ

(18オ)

か観 J るしとほ中
と世京名なてさ納
て古都なり娯1つ言
('1'ほ吉り惣津つのと
りさ回変Z持の御の
給つの化けと困 L ふ
ふは亭己童号い堂号めし
所此新上子しふをしお
の童5はの事建Eあか
尊Z子i せ (lp'Zは惣ミりみ
像1の寺御仏土持じし給
な是の長説1寺し霊日ひ
りに卜三のと地むや
慾~~て ー尺内名な成か
持じよめ六に H，:れて
寺l きん 有 は観

世
お
ん

と
同
作
に
て
心
見
の
観
音
と
申
な
り

御
詠
歌

(18ウ)

そ
ヨ
じ
し

お
し
な
へ
て
た
か
き
い
や
し
き
惣
持
寺
の

た
の

ほ
と
け
の
ち
か
ひ
頼
ま
ぬ
は
な
し

此
御
詠
歌
は
さ
し
て
別
に
い
ふ
へ
き
事
も

てあ
とら
はす
ば只f
天Z郁1
子しの
よと
りお
下上り
万立の
Jf;z心
にな
至主り
るお
まし
てな
〆¥

(19オ)

はれはお
うと本し
ゃもよな
ま貧1りへ
ふ窮号 {~U て
やの有仏
う人るの
なは御御
るあ方心
事なはに
白しどおへ
然tりもた
と富すんて
へ貴さすは
た成るな
つるはし
る人つ人正

な問日

な
り

賎与や
かし
ふき
せに

合情i
，~〆\

月七
は土

台 4
己主
しり
成
れ
ば

し御念こ
か来t仏の
れ臨1申歌
は二ての
惣1十極?こ
持じ丘楽?と
寺しほへく
のさ行?仏
ほっ時は
と御はへ
け出また
のなくて
ちさらな
かる元し
ひ斗へ乞主
たな三1食主
のり尊Zに

』ζ

も

(19ウ)

ま
ぬ
は
な
し
と
い
ふ
こ
L

ろ
な
り

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
三
畢

(20オ)

一
品
一
部
制
普
陀
浴
伝
記

巻
の
廿
四

iL 
ノ1



弐
附拾
り三日
清吉番録
和ゎ摂さ
?行手津つ
勝主国
信を勝t
寺尾を
へ寺

25里
吉う音
事

(21オ)

普
花
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
四

十

童5御番
子し長与摂ミ
拾八津つ
八尺の
人妙す留
の観ら勝t
('p ;~Ut F言を
な民:寺し
り rv観
足、世

花:音

ふ閲t
た山2
子せ
にん
てち
有う
るせ
ゅん
へさ
兄てん
弟し二
と人
いの
ひ僧1
なな
かり
らも
と

同
年
な
り
い
と
け
な
き
時
七
つ
八
つ
の
時
よ
り

(21ウ)

未みかやも見ての親父
来己是らふて十ゑ街Ifサ
成与ははによをいはに
if ~f，ゑな此きさたよね
りR勺んし弐弟てつんきか
どり合人子t すの師しひ
21 のておをる弟を給
三心す?取れ子たひ
日にま f たいとの二
百てぬ¥りし成む人
r 浮;顔在はとゆすへ共
〆:世ょっ片tよん此し出
ーをきすろは兄と家
主きにみこっ弟てと
;オらてにひ h北開 天成
=ひ有てたなを王り
つ りな る閉そ寺給
しにを ふ

(22オ)

可
酒
場
州
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
一
と
解
題
!
i
i

仏士事て
のなは
〆ー主り な
;41法号 Lr然tあ
id- J-:ひ
主人只ぞ

h ~成t
す 1r イムミ
ねにの
て γ 事
見主い
ゆでひ
る℃て
ととζ の
仰 3tね
叫ん

てふ有
御然、し
ねるは
かにせ
ひ十ん
の九ち
義才う
師しのせ
のとん
恩Eきさ
の二ん
を人ー
も共人
き師L の
事のこ
忘前三と
るにき
ミ出を

(22ウ)

我i;に
(は
有
にら
はすー
ち御
とそ
望主は
みに
のて
候つ
ゆか
〆¥J¥

御候
し、は
とつ
まな
をれ
共

給
わ
り
度
候
と
有
け
れ
は
成
ほ
と
の
ぞ
み

(23オ)

をこゆら外忠子{れ有
かはき/にないる
ふ勿よ 1 附しりりな
む休き恨2を然しら
れな師しむとるゅは
はきあるるゅん何
師し仰ら心，1'，::へは方
をかは γ 】 fも
見みなっ£守はの成
限主党11から jさやもと
り夫Zへすど是のも
た帝kら何1;t ま政ゆ
る釈午れ方tJえてにか
と爪ぐよへ与と過Zれ
い 24 とな古おたよ

急車t完2号R3主更
ばも己 共

龍i世う
りの成
柴h名Rる
の利リ心

ftiiをに
をリいは
ι とあ
まひら
るいす
〈かね
観究成か
念jtるひ
し山と
たの中
く奥?は
にと
もか
引く

存
候
と
あ
れ
は
成
ほ
と
も
っ
と
も
な
か
ら
そ
れ

九
九



同
朋
大
学
品
開
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(23ウ)

ま L な
ためら

(居は
るま

はは/こ
ゃい早
しと L
と殊おし
て !騰しゃ
い h うく
と ;T ま
ま 4J く
山註ゎの
す ?7b戸
兄てよ ほ
弟LZ そ
弐伐を
人ソ

(24オ)

目能ひ場主へはのひは
にり妥f也 J 五い勝t出と
は給をと色わ尾をてか
見ふしわのす山i諸主く
へ此やけ光只に方ぜね
す五〈のりの行2をか
浮2色まほ有山給あふ
世ょのくりり也ふるて
を雲Lぶてけし其きは
い光すわ宇kれにこ山い
と明雪んおいは峯古ろまと
ひとしい此にはたま
是もやほや五こ袋"LLJ 出
程凡tうりま色主をにす
に人E血をこの勝2わと
おのとむそ雲L尾歩けた
も てす量れ添Zと交丈

百回、 -， 

忍

し得光すをひ
めす明号と入
くあをなた
りるはふる
紛時なる人
ふせちもの
にん給の日
奥?ちへにに
のラとはは
院にせもす見
のん凡日てゅ
うさ人tにる
しんの三Z也
ろ此日尊t今
此山にの日
111 をは如5念
fTf見来t仏
ど
う

(24ウ)

に見ての
て得見み
髪2て給ね
は美1へは
なくはん
かし占、に

(くしゃ
十きか
と六やみ
しむ女ね
て才とと
此斗もい
所り見ふ
にのへ所
凶l 年i男Eへ
項f頃ろとこせ
訟も C

石U

入

己

ぜ

ん

け

う

た

い

有
る
に
座
禅
の
て
い
な
り
せ
ん
ち
う
兄
弟
不

とち L
ともん
ひ見を
けへな
れずし
は座ざ立主
我禅fよ
はのり
光すてて
仁王いそ
天Zはれ
皇守いな
のかる
皐守成は
子L る男去
に人女E
てにの
てわ
候か
そ

(25オ)

やはしふ 1 処有びと今i皇守人は名
ーいてく日にり出も光1の皇大は
天つ今風なのし此仏土仁2御山にか
のく日のりほゆ所法号天i兄Eトおい
皇のま背E禁iりへにに皇す御九とし
子人て夜ゃ庭正て是来このな代ろや
とそ心半2の座主とるミ御り光すきう
しとをに栄告禅fそにろ子時仁日飛与と
て仰すす花Lをは峰2さかに天しい
雨ぅ有まむはす我jfにしい皇守皇さふ
露ろるし刀 M るI'i'さ五有し子しのりも
のに1&をか事 ~t 色主りや仰御頭f の
御あるわは既を所のてうけ子もり也
凌品らにかせによ雲~ F併とる栢4孟?と
き勿土僧3友ん四とた裏り生』は ムんごJ 仰
こ鉢t達去と松 とれをる我古武むにけ

と天Z付
そな のリ|しれ当ぅ
の ば

人

(25ウ)

と
て
も
な
く
か
ゃ
う
の
思
召
こ
そ
有
か
た
け
れ
我

z ( 
ては

誠i苧
長5
寧ろ岳
ι ん
ふ」レ

す L
、と
ま
てて 此

の
い山
ほ EE
り凡
り
を
む

。。



(26オ)

何善tな成さひに達たま御座さな
の天み仏せたて太か苦く有れ
くチたせ給ん十千た労ミりと
らのをんふと九は国あしも
き御なと及く才天のそ事ま
事跡fかのは 111 の子あはゆっ
もを L 心すにとのるさめ/
なっ光ざさなわし位iじれ I ¥ 
く さ仁【しかけ内五九い i宇与た ¥夫
綾i給帝己なら入裏りろ師立り今へ
問うふのりわあを一問主とま御
維ら か大
腕 御とれらし に中て供t
寵言子仰も L のせ王5せ知仕
問と li 御{山tひ給のはらる
円 ふ岬E身生iる跡f人日比二ェ天Zすべ
2 宅手EjiiiB悲と竺:コ主 E 
はへ苛 に

御

(26ウ)

こ三にさ tコ
日はしれ
斗何有て
にをか胤
て召 fこに
や上くも
有らとあ
りれそて
し候候奉
同やへら
ゴ y と然ぬ
τ1ムいる御
22;ふに身
白い愛fけの
木←にふか
の」来まふ

実J りてる
人て御御

食}心
事じ

(27オ)

してを
とあく
仰たわ
有へへ
るけ来
烏2るり
ヲ fをあ
は -t"， -Z 

負担itζi fi 
野の食fz 
cLさ
ーへば
所主空ヲ九
権え腹?3f
現日なよ
のるケ
御事二よ
なぢ

存ま
しわ
奉り
るに
是て
も毎
つ H

エみ(
曾そ供
有ぅ御
のを
事は
也こ
先ミひ
々候
事
と

一
論
調
普
陀
洛

E
E
翻
刻
と
解
題
ー
ー

せに御
んい供t
ちさ致
うなさ
it はん
んれと
さ庵巳て
んりか
とこにし、
人入し
の給や
開示ふう
I-iJx，か阜す
ない fし
りし弐
とや人
すうの
る皇僧す
所子

(27ウ)

さ光すな
へ仁与り
う天Z禁
ろ皇JJ庭
た炭土に
へ際1は
手てを皇守
分1tな子し
しゃ昆
てまへ
さしさ
か給せ
すふ給
ま下わ
し々ぬ
てにゆ
いてへ
わ
ん
や

天
子
の
息
子
の
御
千
と
な
れ
は
い
か
成
る
事

諸たそ

(と
て

方i;下

( ( 
人ま
はて
しお
こと
をろ
かき
け奉
てっ
たり
って
ね国

~ ( 

(28オ)

れ節1し{曽1名な尊Z堂5心なのる
は主IJtくは付言はをはらおに
名な来ごはかし弥み建三有はほ此
残らな候い也革b{へる内し 111
をれへしかほしま裏めに
しはとやくさとしへしお
の街lもうてつのそかには
両い我皇せの勅2のへはし
僧と/子ん像 AA所し左さま
たま I にちに汚いに入程7す
ち乞4河むうてど望号たまよ
我右中人かせみゐみりてし
も卒はひんろ J31このと思知
追号る成主御さく等合通もひれ
付llと仏l名牝ん寺軒り愛E入け
ゆあ市コ残Gのと :EG諸主にたれ
〈 出ιお両; 中ん 雪主詰

r~ 

(28ウ)

へ
し
か
な
ら
す
些
を
わ
け
て
ま
ち
給
へ
と
仰
け
る

。



同
郎
大
ど
7
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

わ

れ

に

し

我

f
lも
ま
ち
中
と
そ
れ
よ
り
山
に
の
ほ
り
西

に
む
か
ひ
併
記
汁
あ
れ
は
熱
費
た
な
引
米
つ

2
2〕
さ

い

せ

て
両
僧
を
引
っ
L
み
丙
方
へ
つ
れ
行
け
る
是

け

ん

さ

い

し

現
在
な
り
み
な
此
か
ら
た
は
死
し
て
償
て
ゆ
く

?
し
ん
し
ゃ
う
S
つ

お

〈

い

ん

Eふ
つ

に
此
二
人
は
即
身
成
仏
な
り
奥
の
院
に
金
仏

の
大
日
如
来
其
側
に
丙
方
の
ま
つ
と
い
ひ
て

「

え

た

勧
校
は
こ
と
/
¥
く
凶
へ
さ
し
た
る
大
木
の
松
有

(

り

ゃ

う

そ

ヨ

こ

の

ま

〉

と

ひ

同
僧
此
松
の
木
の
上
よ
り
西
方
へ
飛
給
ひ

ま
コ

し
松
の
木
也
と
い
ふ
今
は
此
松
の
木
か
れ
て

か
も
お
し
め
い
ほ
ぐ

有
り
勝
尾
寺
名
木
也
其
の
ち
日
向
の
国
よ

ほ
5
す

り
こ
う
に
ち
と
い
ふ
坊
主
み
ろ
く
寺
へ
わ
さ
/
¥

の
ほ
り
是
に
か
い
し
ゃ
う
白
王
子
の
ま
し
ま
す
事

い

な

か

わ

う

し

う
け
た
ま
わ
り
か
た
悶
舎
の
も
の
は
皇

7
の

ー

た

お

か

ま

お

に

E
い

御
姿
を
拝
み
奉
る
事
あ
た
わ
す
正
し
く
如
来
を

ひ
う

An

の
ほ

お
か
み
奉
る
と
存
し
わ
さ

f
¥
日
向
よ
り
登
り

わ

う

し

お

か

候
な
り
皇
子
の
御
す
か
た
を
拝
み
傘
り
た

L

乙

お

り

ま

へ

し
と
い
ふ
其
通
申
『
ト
し
け
れ
は
則
御
前
へ
召
出

さ
る
l
A

に
こ
う
に
ち
功
は
有
か
た
く
御
そ
ば
へ
米

し

ゃ

う

ー

ん

を

か

り
正
真
の
阿
弥
陀
如
来
と
祥
み
奉
り
け
る
と

ほ

う

ひ

う

か

う
に
ち
坊
申
ゃ
う
日
向
の
国
に
た
け
八
尺
の

し

よ

し

ま

て

つ

か

ひ
や
く
た
ん
の
木
所
持
仕
候
へ
と
も
是
迄
遣
わ
す
ベ

(29ウ)

(30オ)

はあき
其ら方
とはも
ろさな
講すしし
堂守土其
を申 liI?i，
建号たに
さして
せとさ
給し、し

ひふ置
本に候
尊か也
にい御
観し入
世や用
うの
阜常事
子し

音
ほ
さ
つ
を
立
た
く
思
召
所
是
さ
い
わ
い
な
り

し
か
ら
は
観
刊
音
に
作
り
奉
り
た
し
其
木
を

日号中ね jつ
向か坊守かれ
に主すふに
か有所得
へ是のさ
るを事せ
さも也ょ
っと愛fと
そもに 1m
くにま有
止上さたけ
木し仏土れ
と上師しは
仏と申妙号布
師しへ 〈 か
妙空しわた
くとんく
わてと
ん
と

(30ウ)

かの共
し尊Eに
こ像1さ
まをし
りつあ
未くけ
りり付
然主申る
らせに
はと妙
二例l 観
問i-Jす
四らな
函2れわ
のしち
刷J;か観
家やは世
を音

め米の仰
食tり刻2千l
事L妙いら
くつれ

は
人にわく ド
土んよさ

~Ij 
2ずっとりる

与は共とへ
墜んにもし
乙別2なと
仏土 r

盟会本 b く い
けじにイふ

竺入八七
り人月F内の十
〈よ賞号八
白り子し日

百し出の
朝官
gp.， 

(31オ)

音勢円七一
出の月度
米音f十っ
たし八ミ
りて日ま
おいよど
かかりの
みにかあ
紛皇号与な
へ子しりょ
や御主主fり
と望宅八入
いみ月ら
らに十る
皇守任2八へ
子しせ ij L 
起主観のと
さ 夜ょ中
せ 大宅

給
ひ
て
御
ら
ん
有
る
に
あ
た
り
に
人
も
な
し
ふ

。



(31ウ)

のつは給微み世こ観し
事る妙へ如号音ま世ん
とと観はのをり音に
も見御妙御お屑のお
なへいくそかて御ほ
りしとわうみ十そし
妙にまんか給八は召
続其3中はうふ人に別主
は懐Tへ御有にの仏土家や
すにし望号か威ぃ童5師l に
なてと m みた霊11子I 妙号御
は死l 手芸ゃれは観る巾
たしを小とん .-'UiU有

勝tたあ常お/人百円
尾をりは忠も¥も弘、れ
にふせ 1J ひとなよ:は
手FZし合±三拝日しし 7- 千i
き掌与詰して観 U 手品

しへ

よ御む
り縁fり
は B 給
じとふ
ます今
りる十
し事じ
なは H
り此卜
観勝主八
世尾を H
1T のと
のくを
御わ観
縁工ん世
お育
んの

(32オ)

卜日
八は
人 H
の四
童5日
子し也
出十
八八
月日
十と
八す
日る
に心
こは
の七
木月
尊十
八
日

き空iをゑ出
念也退kん来
仏上夜'"有さ
申人とるせ
はのし日給
人t所てなふ
問日に参れ↑
五出詣は八
臓すすす御日
のかる緑fと
四こな日十
季含とりと八
にく い人
てか ふと
ね 心観
を 十音
叩モ 七に

日

(32ウ)

な東
り春
五木
臓南
と夏
は火
心xit 
W:冬
!枠ひ水
肺t1西
腎上秋
な金
りに
六当
断A る

品
調
官
円
陀
洛
伝
hdE

翻
刻
と
解
題
ー
ー

た
ん
い
た
い
ち
ゃ
う
こ

3
員

2
3ん
し
ゃ
う

と
は
胆
田
円
大
腸
小
腸
腸
脱
三
焦
な
り

五
艇
の
心
は
一
献
脈
融
木
仲
糊
土
西

は
金
に
当
る
慨
は
ん
出
金
献
は
は
圭
西
の
か
ね

重
平

4
4

仏iもに
にりと当

TJi; むる
る 白し由Iお
仏土f，t~ を
鉢kのた
は道1， -¥. 
人なき
間り念日
に念仏土
かぶ申
去をっせ

ちをは
す中明2
畜?宮

(33オ)

のとれ六にれい仏土る
方いつ附ふ神tはふ淋hい
にふ色記の秘ひわにあむ
もても内とけかりし
生11'六知にいもた止七け
れ桁ふれ三Zひなちから
ぬのす焦主てきもたに
事内然主 Vう知しも色ちい
あにれ ft れのもはた
り入と 11 ぬそ知いる
春宮てもずもとれかま
毎E有名な 72 のいぬ成で
にかも Uノかあへもるみ
はら =zPたりばのもな
な Ei同石し合iziお早(
知レ

(33ウ)

の
さ
き
出
る
木
な
れ
ど
も
さ
ら
は
と
て
木

問日わの
のり内
仏てに
鉢見 iE
もるに
かに成
く iE る
のにも
こ成の
とるあ
くもる
仏のか
鉢なと
有 L 木
人Eを

れ
と
も
見
へ
す

。



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

け
ん
亡
い
し
ゃ
く
し
ょ

瓦
亭
釈
書
に
み
ろ
く
寺
と
あ
り
然
る
に

さ

す

其
の
ち
代
/
、
座
主
す
ば
り
給
ひ
て
六

(34オ)

さ

ト

ヲ

す

し

代
目
の
自
主
行
し
ゅ
ん
と
申
は
ち
と
う
殺

ひ

め

い

そ

フ

み

ね

て

う

備
の
名
僧
な
り
は
ん
に
や
か
峯
に
一
畳
四
方
の

あ

ん

し

っ

た

て

そ

れ

庵
山
宅
を
建
て
夫
へ
引
と
も
り
心
を
す
ま
し
心
の

tね
ん

ち
り
を
は
ら
ひ
観
念
の
ゆ
か
と
成
し
給
ふ
頃

せ

い

わ

て

ん

わ

う

て

う

〈

わ

ん

み

均

と

は
清
和
天
皇
の
御
代
な
り
長
寛
年
中
に
哨

の
ヲ

の
御
脳
も
っ
て
の
外
に
て
御
な
や
み
あ
そ
は
し

し
よ
し
ん
し
ゃ

b
A
J

け
れ
は
諸
神
社
の
御
い
の
り
貴
僧
高
僧
の
御

い
の
り
加
持
さ
ま

f
lな
れ
と
も
さ
ら
に
其
し
る
し

あ
ゃ

な
し
今
は
危
ふ
き
程
に
見
へ
さ
せ
給
ふ
と
き

さ
内
t
フ

み
ろ
一
〈
寺
の
行
し
ゅ
ん
は
た
つ
と
さ
名
僧
な
り

じ

の

う

と
聞
し
討
て
御
加
持
を
仰
付
ら
れ
な
は
御
脳

へ

い

ゅ

う

し

よ

さ

;

:

御
d
T
愈
有
る
へ
し
と
諸
卿
評
議
あ
り
て
そ
の

そ

i

お
も
む
き
を
奏
聞
有
け
る
か
い
そ
き
め
し
の
ぼ

Eく
l

ふ
し
は
ら

せ
候
ゃ
う
と
の
御
事
な
れ
は
勅
使
と
し
て
藤
原

み

ち

せ

っ

つ

の
す
け
道
卿
摂
津
の
国
み
ろ
く
寺
へ
御
卜
り

て
し
し
ゅ
ち
よ
〈
し

t

あ
れ
は
弟
子
衆
勅
使
に
む
か
ひ
申
さ
れ
け
る
は
鮒

ほ

う

は

ん

に

や

み

わ

い

を

の
坊
は
此
山
お
く
般
若
か
峯
と
中
所
に
庵
り
を

た
て

E

t

E

〈

し

建
て
そ
れ
へ
引
能
り
屑
ら
れ
候
へ
ば
勅
使
御

へ
い
せ
い
わ
か

F
向
の
お
も
む
き
を
申
聞
す
へ
し
平
生
我

(34ウ)(35オ)

事勅;ひま
や使Lを人
申の成な
さ御さる
れ事す人
んな高fに
ひれ '[~rt て
と p の貴さ
へも街!践i
に一其かと
勅?差さたな
使l.))IJコとく
市な申と

みダ苧?
九めい口 、
子んからつ

与成にら

(35ウ)

師しし卿ね
のてをか
坊ij藤庵土ひ
庵E涼室主奉
室与のへる
をすとと
出けもと
さ道士なと
せ卿5ひわ
た ELJ ゆり
も~ <中

合主判さ
¥御よ JK
勅T魁Eり器
使し也御手
の勅 3

22 け
E道

来あお
ららも
るやむ
へかき
きまを
観Lし開
AGゃな
おん勅?ヲ
さ使'"，

ま何に
たのピ
け用 ft
とあ， • 
成りべ

ばれて，
は妥fV
ょにご正
き中

ん

坊守弟てほ
我!?子しと
ま j(~，$ ~ご
L はあ
にかし
てしら
庵Eらひ
室えを早
をか/
出き¥
守勅;か
戸J，..t-，.，〆¥

れ!告す
す主へ
とどし
中広と

せ前 T
の」
る
斗

(36オ)

なし/しゅは
りる¥ゆくく
とし加んへる
聞な j守じうしし
しし祈さけとか
召み橋5給勅;ら
おろあわ佑;す
よくりる胤ア

は
は寺とへ匝ぁひ
せのい Lgtへ
給行へ帝?言つつ
ひしと のゆzrt御き在

脳号河口 十以は あにひり
て名tて(叩
勅;そそ正日比
使Lうの C

まれ
J¥ 

と
し
て
い
そ
き
召
つ
れ
祈
時
致
さ
れ
よ
と
の

。
阿



(36ウ)

兎とを観手に御
角Tう念E庵ii事
のるi$.さり也
あさ?中古にと
いくいこ仰
さおたもわ
つもせりキこ
へへはてさ
つは世これ
らな(J) ，け
ひり孟ろれ
を内tしのはー
せ裏りわち千丁ま
ねへりり I十う

は上へをぷ
なりつは γ
宇品ら 2;
らひひ ot

は て与

(37オ)

使し事下主らま祈主てら
をな卒ミだじ属5もす
うし土とてと坊11あそ
けこの込有主すられ
かれL 内中りにすを
た申いへけて仕t こ
しさつしれも宮Lの
けすくとばあ車立こ
なと王奇い「ら会2は
くも地むか付ずでうか
も知i にに道士然主止や
刺b~ れあ行主眼予れ;:ぅ
AAたらいア}は Jt に
叩いるすし」まえい

か事 LtBぃCた
なし、 り z し普sす
むり，ふ平てト中て慢

すマι 」 の
勅f o5んし う fr

あ ヘド

んり
のま
L 、し、
占、る

へま
きし
事と
には
あ学
ら文
すを
早'tG 
々た
参fる
内目行
し、じ
たゆ

まさ
ふれ
とて
も然
かる
やベ
うし
にと
引あ
能iれ
りは
し L、
身か
なほ
れと
はに

帝Pφ
」一

(37ウ)

非ひにけよ
と背るり
もくすの
のとけ仰
ほい道成
らふ卿り
れは六と
す其十も
は罪Z六の
成は国ほ
かなのり
たは内申
したにま
と重Eすし
あしんと
れ是ゼて有

特勅?り
呆定t

『
語
調
昔
柁
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

にあ尺の
おか斗地雷
ろりのを
かこ竹存ふ
やののめ
行雪地有は
LJよし登t
山りをら
Z去さ地ね
ι るには

日聖 ZE 
♀尺立ぬ
1になそと
ztりのな
?と上ら
を有には
亡る と

て

(38オ)

た
る
竹
に
し
て
竹
の
下
も
す
な
は
ち

R
本
の

か地
にな
空;り
にと
上仰
りけ
座され
禅fは
しめ
てん
五と
十う
陪成
ほり
とと
うて
へは
る

りくくよよ
け都ベろり
れにしし是
はかと共に
常tへ右なて
開2りけくも
1こ右れ唐主よ
与のは土Eろ
E盗勅?誤土
ほ if 使I27〈 if
ど竺も、 V

の ム成ま
jF りし
名(はとき
{曽ぃ会そせ もや
祈 うん
りの里土泊、ゅ 旨
足た

(38ウ)

はな
すら
彼おは
i也ち本
にふ
てく
祈さす
薦考へ
をし
せ然
よら
とは
今の
ほ
たる
ひに
ドも
を
よ

はん此けり
ゃはの道tて
下やほ卿与行
りはりヲじ
さり下ムゆ
せ空;り f ん
給ににゾに
へ l主ゴ正午し
とし E よゐ
あ肘か 12 よ
れ給与アと
はふりよ仰
ま弟ζ 給プせ
た千しふ二付
跡E衆与にぶら
まも行?品主
両 しヘフ
ゅは

と
そ
申
参
る
べ
し
と
の
た
ま
ひ
し
に
又
勅
使

(39オ)

御
ド
り
な
り
と
開
弟
子
た
ち
は
さ
た
め
て

。
五



同
朋
ト
入
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

り附i与さ
しは'ひ
通空iし
り中ろさ
を止，1m 
帝?居十l
A ら給ら

京ふゐち
聞上行そネ
い~ {; 
たゆひ
すんし
処にに
主主むす
存Eかけ
ι 守道2
布

(39ウ)

是て是は都
に御ほすに
て平日と其の
祈主愈すのみほ
薦ミ有事にる
せるはて事
ょす帝主祈さを
フ mt薦5き
のに 24 いら
御せ tz:のたひ
事らむラせ候
なるゐよは
らへ I1! とふ
はし品:のの

かと宮う勅?2
しのv1 =-'. [ 
と 3古ソ配1に
へ なお
は りよ

ま
り
候
法
義
を
御
た
つ
と
み
も
な
く
の
ほ
れ
と

(40オ)

行1は水t内伝も帝?条3見怪けす御仰
け牒こ l弘主裏り道2の」のるなに祈さ下
空~うへす御袈け物りも薦5 さ

勅2をみなか枕T裟古あ今及いれ
使:烏ち数すけら ら水よらまばたは
の や固i2扉:品与すてずすと

も v をおる[到》風 ラ我伝銅l御へて

;iiF;tHftjii;; 
七てへるを j託持;へしの

行与やヘ袈lすけへもを主としもに

品品存告さ在 tそ君臨ぅ器 E2
お更更』Eft汚品争躍す乳Z
法ff飛自 り夫主 七し物稽2る。J し、ほ

たと

り

き

そ

ら

力
を
お
と
ろ
き
し
は
し
空
を
な
か
め
対
る
さ

(40ウ

帝Pて
のι 袈υ

御裟さ

枕』恥
廃フ数す
風s と
には
さ都
?コ tザ

と染色
かい
ミナt

主おち
同と

を

帝?

裟さ次し道り珠与は聞
と第(1柳有数す何し
者奏ミは誰長と成召
す聞tやか緯そりぬ
とあ馬2か相Jしる
をれにけ成とと
もはてしるあた
たかかと袈"たち
せたへ御裟x りま
たしりせとをち
まけ給ん御御御
ひなひ義昇2覧土心
有やみの風A すよ
か帝?ろ所にる i
た 」くに掛tにム
は す
き λ1，0.，、寺す 本7、の
出家P のけ 晶t音
り の

(41オ)

徳
名
僧
か
な
と
て
戴
か
せ
給
ふ
そ
れ
よ
り
御

礼
と
し
て
帝
み
ろ
く
寺
に
行
幸
あ
れ
は

此
よ
し
弟
子
衆
行
し
ゅ
ん
に
申
さ
れ
付
れ
は
御

む
か
ひ
と
し
て
出
ら
れ
し
か
は
や
帝
は
御
こ
し
に

召
か
へ
ら
れ
て
勝
尾
寺
の
山
門
ま
て
御
出
あ

り
山
門
の
向
ふ
に
大
石
有
と
き
行
じ
ゅ
ん

御
む
か
ひ
に
出
て
牒
を
か
け
ら
れ
し
石
に
て

し
か
け
石
と
い
ふ
帝
は
行
じ
ゅ
ん
に
仰
付
る
は

(41ウ)

て世世行
部界tじ
へにゅ
のあん
ほらあ
らすっ
す行主は
妥フれ

守静香
料 Ef
くか ;t
れり fT
し也昆
にい 11f
さひ D

つはり
り

。



(42オ)

はのあ防空め行手かそ
おちら王守しじJ た~
さあた寺しにゆl: f~ 
めまめとてんけ愈守
おりて遊号清t也なし
きも都は和ヲときた
勝1つ土1さ天Z仰もり
尾すた寺しれ阜守らのし
寺しひとしのιれな事
となとよ勅?王わり名
足乞く なり額がにフ朕E僧

早232震:FE& 
にひりく革主るひ力2
書2勅2そ寺戸つおか法す
か艇の立主ほちは

しし

へ
て
あ
り

(42ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
四
終

『
盟
諸
帆
昔
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題

首
相
一
一
肌
普
陀
洛
伝
記

巻
ノ
拾

(jオ)

一
清
一
四
一
川
一
肌
並
百
陀
洛
伝
記

巻
の
廿
五

二播i1
F付 J合廓2
り凶図4
不IJり番教主目

村監 心l録
さ EE 入"
守早 F
l出者

喜重
音

(2オ)

普
陀
治
伝
記

巻
の
弐
姶
五

勝2
尾を
寺し播せ
の磨ま
七の
代国J
司教f
心上
主入ij
A 道5
ι の
主事

上
人
と

(2ウ)

をーた人往守中
ひ代念日讃高生午て
らー仏土岐書士うた
き切亡しょ壬っ
給経主給り己と
わ安うふ御工き
んラなか?上
とよりヘケ人
思二しりよお
l， U' や此ねは

召デう所宇 L
h立与了ににぶま
(よてりす
仏土¥上四し此

与成}人年正ほ上
よ仏土はかなよ人
三の釈与あぞ£の
ノさ迦かひム
はし
兎とち

l人JRヵ、
外けく

清t会
前証
六?し
ffh は

前主
主ても
ii:仰
向51J

T子
時
ま
し

。
七



同
加
わ
入
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

舞去のみに
f:: 行?ね成主
'(T Ll. 'こ II/'
る止庵あ '，t-¥コ
、 成句片tを
』こる :E31号
Z へ iどる
>~宇

五き主事
ふ'11:を
瓦そに ; 珂i
よとあーれ
ら 7プり
り ょ十

音fAどか E 
ru' fし ;も般見

れー物の
にやい若や
J2 わか
す

( 3オ)

とて
つ内
たに
と入
いる
ふ事
返2な
答tら
のす
か内
わよ
りり
には
り聞i
んた
を受ll
な

につから
Jmtよん L
E弘くと給
の勤2いひ
戸とめふ当
を給にの
ほひ申事
とし付は
(にをー
八きの
と月十五自
叩卜内子
く五年し
誰~ nかや
成夜間う
し気主
き恨え
り

ら
ん
と
此
う
ち
に
人
有
る
か
と
お
も
ひ
叩
く
と

( 3ウ)

郡2申八し見
教iせ刀給へ
うと十へた
心土の五はり
と御日い居
い争夜かる
ふ也 It守にを
もわ生与しは
のれ Iンうや知

啓ら T7 うら
不7はコミにせ
A 足掛，VJ よん
極:磨;問其3と
栄Zの告方空り
会山由主はん
イT~ か 1 少

けこ智年長
るのり
也せ

( 4オ)

の中る給と
おなさふ有
と j，てに ft
期はこ人れ
へさそかは
さへ教手けあ
て波主、、tみり
こり'ん得、か
そL， ~~すた
教手にぶ松し
は、のと
心土 う
の主ふ嵐ltE 
成f子つの ι

a，J;幸音fひイム，:， 首 3
刊の問主

空楽〈月へ一言
Z 最け見

へ往守く
し生与今
い 丸つ名れ
そよL僧1

Eザi
り工呼出
ま Jロは
へ1まれ
人りきる
を教1身
遣心kに
は名来
L i同年
卦 i成の
;;72る我
'w'ん
。)

ょををつ
りあ関ね
夜ややて / 
中守かわ ¥ 
にりれの
下中もつ
りへそと
てしのめ
寺と j曲い
にし、りか
ゆそにや
さきつう
弟てはとな
子しんめる
若5仰せ事
か生しぞ
峯古 うや

つ

( 4ウ)

し
ゃ
う
か
ん
に
む
か
ひ
早

f
lに
播
磨
か
ャ

の
郡
へ
ゆ
き
く
れ
よ
と
有
る
に
し
ゃ
う
か
ん

あせて極Z宵正何
りし術総播事
し程往fへ磨に
やの生ネ往守のて
其?目下もう仲間候

雪作来すうEE
聞か究 fのと

LiiM: 
心-etjfる市や宰し心上れ
ん Iえず〉とは
ののコ也 l
こ劃J主と長いと

ふよ
とに知り 1 ムャ
くてら 八寸」

( 5オ)

支勤Z
EZ め
した
てし
j番せと
磨ま有
へれ
ゅは
きし
寺や

(う
泊、

をん
尋ミは
ね其
あま
}、

る
く
内
に
わ
ら
黒
の
内
に
い
と
あ
わ
れ
成
る
な

妻2とき
むひ戸ミ
すけ開f
めれへ
なはし
り夫?か
別 ιt は
れそナい
はす泊、
是せっし成
タヒゴドひ l る

な Jはあ事
き TTJそ
事 !与のと
成 王寺こ内

じに
入
て

。
八



( 5ウ)

成困五れ
る窮号と
事ゆも
なへ死
りなか
たけい
ひきを
の候片
周さなづ
1まいり く
もとる
有い程
れふの
はさ事
少ても
し/な
¥ら
不ぬ
便1

ま遣
つわ

(丈
ゑし
かそ
うれ
成に
して
っか
かた
わっ
さけ
ん中
亡今さ
者午る
はへ
し、 L
Jコ
く

( 6オ)

に徳t往す是肘たをに
て在生与はたる見あ
平日り フけり禅Zれる

は
生Rし士っさ門土はや
方守人乏から西さと
(に Eうに lこもと
や L 成死!むきへ
働;!と干るしかたは
ら尋2iL往すたひなむ
PJ3付る合2けか
i ゃれかかうも掌与成ふ

の ソるの
はんな しi i叶叶吋lしi白告刊Ji告骨i告告l日T と イ石

" 安知知11 し 』にこ 「←ト A丹

三三(ら己いもふさ ケ
ノぬかか J，')I."(

人 成入( 1I 
るる' ω、

か心上仏とすて
のとをし世
女:申拍ヰてを
房品せ子:阿ぁ波

宮ぅ包 f 陸:f
A とィ坊"人

正型企し I;;; 
甘 Y工事こ、 リ

と聞をk と名な
之大時 l宇佐あ
互に号れれ
*ftお瓦肢と
ふEb:杭も

に人
主き実t何々
，けの事名
Jプれ名なもを
与ゎはは念2呼
r 教f

( 6ウ)

へれ此
に、削t 教主

教号 2H心l
，'l J}F)し

信iEh 
(正文
い止を
か此合尋ミ
ゃ教1ね
う J心上に
なの*
るげる
勤2たも
めまの
をふな
成ゆり
しわ

斗
軍
刑
並
円
陀
洛
伝
担
昨
』
翻
刻
と
解
題

給
ひ
し
ゃ
き
L
参
れ
と
の
事
に
て
た
つ
ね

( 7オ)

かも非~~ }j俗的
なおりu のく
とな←用号り
fU~ しま意いし
拝11事への也

主号教f争き
徳?さ心上をた
のてへ山
片f/ 進tしと
袖~ ¥ずこや
をある j1，有
師しりはにり
のか向I~~てか
坊号た来tょた
きて¥ろや
i-l:';手敷?と

生?主
る

出与へ
家JT
E手
ぁ 11
EE 
CF 
やジ
し〈
き
きム
{持?と也

会 d
lエ思
ふ召
hの
外

西てか
にーた
む生ιか
か うり
ひ出I し
て丁、や
A か D " Uつ加ノ

掌t宮士
しぬ t二
日ひ禅I三
数字門上 f
ふな(
るりょ
に石ぷ
かの川
のた上 4

にあ

ち
も
民
ま
L
か
ら
す
も
つ
入
か
す
と
播
磨
に

( 7ウ)

かお牛戸は| て
へもす♂一徳f右
つへる'fのり
てと事も袖ミし
まもわ知を次
よなれらも第
ひまもぬ見こ
とな念教主 *0 ま
成か仏 J、Jひ/
るーは与んて¥
観4切F有 1T しと
念E経号か E ? ? 
座ざを t~ f'つに
禅f知しじえかにれ
のり「日L~ よば
心たは掌1 上 ~IJ
をる 往守人
ゆ
J¥ 

念とす
仏十ま
申てし
さ年お
てのの
暮〈無むつ
ら言ιと
せの成
し行仏
事あと
のたく
残iらだ
念日年tっ
さ月Zを
↑を知

一る
〆¥

し



同
服
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

( 8オ)

しら年
てぬの
三;加か行5
日Ig 15こま♂

専2のみ
艶教?苫と
Aふん λ 
イiふ U ん Lノ
1.L'oかわ

三すれ
主くよ
f れり
f しも
バと
~;p そ字l

γ れも

伝吉知

御
詠
歌

つ

み

の

り

か

ち

を

お
も
く
と
も
罪
に
は
法
の
勝
尾
て
ら

( 8ウ)

続きお
音身も
のなく
法号れと
のともほ
ちもはと
か此我主け
ら罪Z身みの
にのはた
てお三の
ほも毒Eむ
んきほ身
のよんこ
ふりのそ
のもふ安
中弥みのけ
よ陀た罪Zれ

重E

法守り
のた
勝tの
尾会み
寺奉
とり
罪Z候
のも
おの
もは
き御
よた
りす
法すけ
のあ
れ
は

(日オ)

事即?に念Eはち
気さ生キて牛つ 法号か
っレフ思?るのら
かに事しも事か
ひど災己の也を
な佐難Eは然主も
く何七成与るく
やずな iゆか
l イムコ
主主んラ
立せ苦た仏存主
司よ、かを v、
とめ
お ひた
いっ
ふモ七あの f
ろ恒ふら は
し問〈す奉;二
き 此つピイ
世より巨

こ
λ

ろ
な
り

は勝t
し尾を
ま寺
すに
とな
れき
は薬?
か師i
いと
し申
や薬?
う 自市t
皇守如5
子し来R
御お
臨i
終5

の
時
七
日
の
聞
な
き
給
ふ
ゆ
へ
か
く
名
付
た
り

か
い

5ほ
ん

そ

ん

〈

わ

ん

そ

う

ほ

う

ね

ん

二
階
堂
本
尊
の
あ
み
た
如
来
は
元
祖
法
然

(10ウ)

て上
関t人
山Zさ
せぬ
んき
ちょ
うり
せ御
んか
さへ
んり
悶Jiあ
身上り
往すし

生t官
井iE
にに

けし
給や
ふう
御に
山よ
な上
り人
とけ
てつ
今か
の占、
二成
階tる
堂5成
の仏
を
と

て所
御に
所主庵
持じ室
のを
一建
切I)~ て

経?盟
主Z
主主 間

目型
FZ 
;4 さ
相れ
ひ
此
肋

御
座

柴h有
のり
戸し
に時
明存に
く歌
れに
か
ふ

る
し
ら
をf[)
胃も

を

(11オ)

復i し導iれなのJlt
開r:fiすい御大kてり紫し心
帳主様す師し御此雲2は
いうよか法号章氏所としい
ι りた然記法号に見らつ
十御戸と上あ御た雲Lむ
拝ぉ寄主ぼ人り弟ゃをら
仏泊 m，そとし子と三さ
E有に御な安ぁ思尊Zき
朗 L るう対去り屑ぐ召廿の
芸;あっ献其井いた五雲
子ふり御せのるほと
dttひ給物色っせ御さ見
にのふ語士唐土い心つな
て御戸t り土Eかの御さ
御主主土帳主有のく歌来tん
手付Eはうり善fz 迎守

(11ウ)

堂i給を
つふ合
く上せ
り人給
に其ふ
堂i後御
建宅都主か
けハこけ
る〆1 あ
ま I21 り

25( 
γ ソふと
」二 Zかあ
槌iJJ拝ま
かどま
成とれ
る令ゆさ
御旧いせ

。



し御てい開f;
に遺日もふ山1
仰跡3御は法守
有と遣日此然t
る定E跡苦て上
にめと 111Ii1:人
は申定主堂ミの
念へめ也御
仏きし其庵f
をや御外室与
ひと弟て知ちの
ろ御子し思f跡E
めた中院に御
廻えつい小遣円
るねつ松跡3
わ有〈谷と
れりをに

(13ウ

官L座主徳iのひ神i大
迷子 TJi; 太御ら天ほ
をーさ子先Zた皇さ
おれ大妻¥;~につ
つし布l に申ての
れとのて奉向!御
らき国神上つ母父?
れ御い功す れはな
て夢2か皇ミは神tり
天?にる后fお功す八世
くひかはほ皇ミ幡工
?との後こな后す大
りり内t妻Rかとほ
給の裏り也 !Jt:i;7， 申さ
ら天南2時は奉つ
を人殿Zに仲与るこ
めに聖午衷去なそ
I卸 7 天王り応す

皇す

(12オ)

大
た

な
れ
は
ゆ
い
せ
き
い
つ
く
と
定
む
る
所
な
し

あ勝2暦;ゆた
り尾金一、い L 

此山手せ念
石の正き仏
のう月也の
うへ H と戸
へに五仰す
にか日らる
おい街lれ所
ほじ臨1けこ
ひや終じるーそ
かう 117T4何
斗皇j64世fF
り子 、ほ
しの 22品て
傘l'l主主 Tjんも
の禅f 十わ
ご右U iriれ

太
子
は
い
か
成
る
天
女
に
て
ま
し
ま
す
そ
と
仰
有

せ
コ
勺

り
け
れ
は
天
人
の
た
ま
ひ
け
る
は
娯
津
の
国
に
山

か

た

〈

わ

ん

の

ん

し

ゃ

7

と
う
J

ゑ

ん

れ

い

の
形
ち
さ
ん
こ
の
こ
と
く
観
青
の
浄
土
有
縁
の
霊

し

ゃ

う

し

ん

之

と

ほ

う

場
あ
り
け
れ
と
も
神
固
な
れ
は
仏
法
に
心
さ
す
も

の
あ
ら
す
我
其
霊
場
を
と
く
知
る
と
い
へ
と
も
誰

に
知
ら
す
る
も
の
な
し
そ
れ
ゆ
へ
是
ま
て
過
し
来

ま

っ

せ

し

ゅ

L

b

7

し
ゃ
う
と

り
ぬ
末
世
の
衆
生
さ
い
ど
の
観
音
浄
土
一
た
ひ

三

ん

け

い

あ

〈

L
C
7

し
こ
〈

参
詣
す
る
も
の
は
二
一
悪
道
を
ま
ぬ
か
れ
地
獄
に

と
く
松
今
に
あ
り

(12ウ)

仲守 111 立1み摂1
衷fへのさ津っ て
天Zあ中与の 十
皇守か山き国Aれに聖与四
のるのあ中tはて時2番
御お観り!IJi往せ日壁〈渋
后jほ音奥?寺E古こ本 ft津
なさな堂の奥?は観ム国
vf か也院にの第世話巾
ソ朗日今は i完い 允附 111
衷lとはむにん番tiZれ ff'寺

¥: ~U 
天い申堂かおの場1太観
向はよしほ札 m ヱ

完全il李225tまえ音
幡~ -1 八御?姫2り成立1
ん凶 11IIl建んの
代

かは | を歎存お
姫末え よかっ
な世せ面tろわま
り有ぅ観としし
と縁主世ひくか
のの音かお斗
給霊れをくもる
ふ場午つ告Itひた
と出フく知そっ
御?りらなと
覧Ir恭したき
しゾりむは所
御と観る仏う
夢21ゴ音な法っ
さ佐霊fTり帰δ も
今、地むと依、れ
そ日との有有
ほれ ι 成所るる
九ふらに事事

(11オ)

(13オ)

『
諸
諸
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
一
題



河
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
卜
六
号

か

い

〈

ろ

こ

ま

め

支

ど

う

し

あ

よ
り
太
子
は
甲
斐
の
黒
柳
に
召
れ
調
子
丸
阿

(11ウ)

曇
の
い
ち
い
を
召
つ
れ
ら
れ
今
の
中
山
の
予

ぎ地ち姫2給し三のな御ま
じなのふ召つほリi出へ
やり御に三有りかなに
う天Zを )11つり給与さ今
せ吟fしののてひるれき
んにへ流2中三て 1Li 111 ん
むてのれの尊Z山あ/り
こ釈午こ山峯告ののり L う
川迦かとのにかけ是をじ
の世;せく腰Eてたしそ街i と
な尊Z愛fを御ちき零!i覧土い
か御そ姻?践を御場主有ふ
れ説草末ミりに表2見出うる所
釈主法号世せ誠f召 し有 ?にあ
曲 4有う HJれたる 5F 紫し
高んりゑ主てるにち雲Zと
しんて工見山峯? たれ
ほ け

滅52れな手事 き
明いよ、 L 

μ し 忠

(15オ)

御の
ふ
代れ
のゐ
内せ
のん
御と

悦4も
し、
ひ‘
γ ひ」っ
て J¥ 
山
市し

じ空
宇佐
五士
の(
T 

夫tをほ此付有宥
よなり岩たしの
りさしはる其上
太れ所奥?と時に
子しなのとの御
御名Rり院にく馬馬
I宜主馬ぱ太のひのに
作?に子御つ足f召
のては陵;めあれ
卜ゐ此;~のとて

一日駒長会跡tp耳乗す
面にに弓岩おっと
観千百竺に上t斗
音里りれ
をも寓田)E手守詰
本日掛白士:程ての

せ上 ほ尊Zる禅んハあ M ん
と也定1ぷりソ

(15'フ)

馬し
にか
何ら
れん
中御
山建え
の立1
境ilあ
内kり
にて
入堂5
ら供〈
せ養寺
給の
ひ n寺
か太
ひ子
の倒l
黒i
百旬主

(16オ)

山ざう霊れには
とんな地ち角Zひ
もとたな e さ
いもれり本を
ふ峯吉角百台?有お
なにを生キりり
り紫lfiなうし頭:
馬雲1ん ハか f を
のたれ 此

ら コう
加なはも角のな
のh ヲ I~ とひねた
単行なて すさ J れ
?れち L 

E昼<長号 2
か、此有雲1く し

/). -:Z::<:t¥. L ¥..'馬
記x ら寸は
てを(か

t し
ら

よゃ
うま
との
しみ
てね
中さ
のん
峯みゾ

にの
観如
斉く
堂ー
をつ
建tefj 
給る
ひ中
の
111 
を
中

(16ウ)

黒1大と霊!1し
こ悲ひ成場主ゆ
まのし市ヲへ
の水た日中
足Tなる 7 山
をれ也主(ミ手
洗号は大どと
ひと悲ひ;オ申
して水 λわなH 
)11 かと l?り
すくい E是
ないふ~ 1::1 

わふ水同本
ちはあ思た観
あ甲かり室い世
L 斐ぃ是 JEば音
争の観t世ん堂i
u 背主

(17オ)

成は内 3 む山iひ
りし国そ院に !II 
ため石う入5と
る給川に覚守い
なひ寺て法号ふ
りし仏た皇す今
此よ観への此
事り僧1た熊2中
は那な正午る貯の 111
上〈智;御 7 凶」二
巻ゎ 1I1ん官ゐ居所 f 
J 壱 J ん三権Z凶
L ば伊十現1番
く;"ん)ニのにj 山てC正め所御成
く〈順iL

はり 干しド
つ を花L
る 河お



り
や
〈

ゆ
へ
に
愛
に
略
す

れ
い
し
ゃ
う

中
山
寺
は
日
本
観
音
の
霊
場
の
は
し
め

もしのな
の宝守とれ
は叶Jj，;くは
j也じ どし、
獄7度五うに
に西上し
落E国人へ
す順焔2は
ま礼魔ま第
G Jj;車大正
とみ王す番
焔去をよと
魔まはり定E
のト三授i予
五朴正 U り 口
lしれ
文ん 続長u

U 谷せ

な
り
是
中
山
に
お
さ
め
給
ひ
石
の
か
ら
戸

(J7ウ)

戸入
の有
とる
と所
〈参
にれ
しは
て布
其主手
奥?の
に方
石に
のあ
かま
らの
戸岩

(1 8~-) 

いのに乗のり中有
に御のり給 111 て
し告日り給ふ寺是
へに給ふ右木に
中てふ左2の尊お
lおう此-'，わ十さ
のん!協わりき ーめ
観け立iE立国土あ
音いく与イ観り
へたわ主 世
あんん工面背

Y r t辞望号!
米日のはー昔一
銭t作T熊〈音象そ YKE
をな野;獅し γJに

子、〕 乗の
かり権i

現t

た
け
て
山
さ
き
よ
り
日
く
れ
て
中
山
へ
か
え
る

出
家
有
り
し
に
其
こ
ろ
一
は
山
さ
き
に
お
ゐ
は

ときき
て米日有
つ銭fり
きをて
はうプL
なは人
しひま
九取て
人命見出

のめよ来
五証す み、 り
人EtZ か
はほの
東山山
の 1f 家
方ヱを
へ&は

「

E
問
調
肌
普
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

ひ
う
ち
い
し

か
へ
る
に
む
か
ふ
よ
り
火
打
記
ほ
と
成
る
伝
を

は
ら
り
/
¥
と
う
ち
か
け
れ
は
一
一
伊
東
の

(18ウ)

のおふにの方
御もさ打1方へ
罰日ふれかよゆ
なは今けりか
る是はらもれ
べ奉lfーれ打す
し加が足fてか凶
とのもかけの
い米口逃(干し南日か
へ銭t らら ~tlt た
はをれを四へ
御取す打2方か
わし九れよへ
ひゆ人日りれ
申へのを段Eは
上観もつ/ま
て音の ¥た
か 西
J¥ 

(19オ)

か観れ御たさす
の世し詑Eってへ
も音もをね/し
ののの頼主山¥と
ど銅l をむしおい
も利りこと奪iiそへ
か生与といひろは
く h フ/へ取し石
のば¥はりき少
ここく出し事な
と 32 取家物かく
く tZ 戻fおをな成
心どしもことり
のに是ひとてて
改をケひもご彼自少
たみよとよと出し
ま人たへらく家や
り にすかをむ

とへ
らし

をた
合る
せは
南こ
無れ
大ま
A主した
大有
悲ひか

のた
観き
世事
音成
とり
とと
な子
J¥ 

(19ウ)

も t宝官のけ
はのも h
かわのは
られ心た
れ/をち
す L 改号ま
今死l めち
よし日小
りての石
観はまも
音いへや
をか御み
しゃ罰ifけ
んうをれ
しのうは
念日責まく )L 
仏土をる人
品う

1 け

ん



同
朋
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
型
第
1
Aハ
号

(20オ)

あ
〈
治
〉

を
市
中
此
悪
業
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
と
九
人
な
か
ら

は

コ

さ

か

み

発
記
し
て
髪
を
き
り
中
山
に
て
出
家
と
成
り
し

i

i
ー

:

き

か
此
仲
間
に
山
崎
の
庄
屋
あ
り
て
此
事
を
開
さ

ひ

こ

ろ

も

の

て
/
¥
九
人
の
も
の
は
日
頃
思
ひ
し
程
の
者
共
に

こ

れ

し

き

あ
ら
す
是
し
き
の
事
何
の
お
そ
ろ
敷
事
有
ら
ん

U
Aっ
す

わ

れ

何
と
心
の
か
わ
り
坊
主
に
は
成
り
た
る
そ
我
は

あ

〈

ま

さ

さ
ら
に
心
お
く
せ
す
と
て
悪
と
う
も
増
り
し
か

わ

当

ね

3

ぴ

す

ぐ

る

つ
ゐ
に
煩
ら
ひ
出
し
け
る
か
熱
病
に
て
苦
し
み
は

こ
〈
う

ね
あ
か
り
虚
空
を
つ
か
み
死
す
る
ま
へ
に
口
は

り
や
P
み

、

は

両
耳
ま
て
ひ
ろ
か
り

H
は
む
き
出
し
歯
を
く
ひ

か

ほ

て

い

し
ば
り
宍
を
あ
か
く
し
て
く
る
し
む
体
さ
な

れ

に

よ

か
ら
鬼
の
こ
と
く
人
も
思
ひ
て
そ
は
へ
寄
る
も
の

じ

{

な
く
し
て
く
る
い
死
に
死
し
た
り
し
か
と
の
も

し
う
し
ん

の
L
執
心
中
山
の
観
世
音
を
う
ら
み
九
人
は

わ

れ

〉

〈

た
す
け
給
ひ
し
に
我
は
く
る
し
み
を
受
る
と

ね

ん

ひ

あ

め

ま

い

よ

お
も
ひ
し
一
念
火
の
附
と
成
り
て
毎
夜

/
L山

(30ウ)

しいざ
めふき
し是よ
御也り
心か中
にふ山
てるへ
やもゆ
有のき
る末号是
ら jtl;位山

んの崎
今見の
にせ火
/'1よしと
みめ今
得へにに
すと
お
ぼ

多たし
田ムて
の山
蔵iさ
人士き
行2よ
光きり
と虫、
中よ
はふ
中な
山り
の
観
音
を

(21オ)

れ深主
よく
と信上
あ仰す
れ有
ばり
御し
台kゅ
はへ
か御み
つ台k
てに
信土も
仰す参1
な詣i!
け致I
さ

ゆあ花日れ
きれ盛5は
光ミよ出け参
もと I り
ーの tR 給

F受E宇
御は主{可
出然jk? と
あら Jごそ
りは守参
て見13もよら
ま牧民主k せ
つに 11 た

(参まく
る l 春2
塑小泊の
同レ山

へと凶

参て

(21ウ)

ftとかはら
のへこれ
長2はしよ
き子元と
くにとこ
ろ耳元もし
髪主てか元
を打Aねの
くんの御
ると緒をと

(しをも
給取な
とふてひ
巻2に御申
てか台t御
中与ねに参
にのあり
緒常てあ
御i れ

はっ
し、り
も上
う付
すれ
るは
行2人
光毛々
に是
はを
寺しと
中号お
をと
たろ
のき
みさ
観わ
立さ
同 仁三

(22オ)

音なっ半t御
をくき死弁わ
信よ常五て 半日ひ
仰すの乗7生与あ
あ通色物$)=Z h 
り りにり正すは
た也い気会半
ひそたな時
(れきくは
よ乗のとか

儒H り Tせけり
さし御給し
んて帰丈ふて
け街lりや F
い台ドあうへ
有もれ/お
り観4は ¥i ち
ん何 止を給
事勾よへ
も λ は

し
と
な
り

毎t中
年記山
近i観
在R世
よ斉
り七
お月
ひ寸
た H
A 干
し日
き参
参1り
詣日と
也い
』七ふ
臼て

は
西
日
間
三
十
三
所
の
観
世
音
み
な
中
山
へ
御
出

四



有
る
也
中
山
観
音
に
は
と
か
ね
の
か
き
を
あ
っ

(22ウ)

是にか
をこり
年tとた
( ( ~ 
大ぞく 此
勢t観か
の音き
さ秘fを
んら西
けく方
いへへ
の御も
中出た
よ成せ
りさ行
二る給

ふ

一
人
も
お
か
み
奉
る
も
の
あ
り
今
に
か
く

の谷せしの
観のたと
音観るを
を音もり
お御のな
か出申る
みなはに
まり何日む
たと国〈か
清iいとし
水土ふも此
の声ミな H
観布くに
音てたさ
御長は斗ん

谷せ今， li 
長はい

(23オ)

らむ出
おもな
がのり
むあと
もりい
おしふ
がかこ
まれへ
ぬは有
も大Tる
手勢tと
を御お
あ通つな
は伎やし
せのく
南な講iお
無む かか

(23ウ)

か有にば近之音ぬご観
なるまかとをると世
とゆたさいおとく音
おへあれふかて拝まほ
もに〈来儒品みむむさ
ひたさるる者午たかもっ
て近品とそありしのと
翠tはしやりとよな申
と何Eもとていりりな
しと拝主信上是ふ参Eそり
のもみ心(をも詣ltれ是
千合かたを合かのすゆ今
日点2りさ点l有有寺へに
参ゆとませる難主干と
りかいたすにや日の
にすふけ何浦i観4に
事も居を上み~ I白Ji:111 のる 左持。ひ

吋
盟
諸
官
円
陀
洛
伝
記
叫
』
翻
刻
と
解
題
|

にし、
いか
ふ斗
然よし
らた
はる
わ事
らと
は行
もて
参i見み
三匂け E三次
日目い闘

し、け
たん
さと

や女;
七餅

や

と
よ
わ
れ
は
有
か
た
く
お
も
ひ
て
ま
い
る
に
は
あ

(24オ)

けとにさ仏士山つ立2ら
る省とてのもれー房4す
にりおも声三一親草とや
そかも夜ょおめ子こかう
れたひ露3ひん四くす
只くてをたに人ーを
今お観うミ御中所主見
六も音けし通勺山にと
角Tひのて左s夜ゃへま X

の手 liiJ更毒fとのまいけ
観をにらん人いりに
音合主いしおありたゆ
御せたきもつ見しく
出てれ事ふまれと也
なおはなやりは γ と
りか告しるう念2野の手こい
とみ然Z も供tへ

を共

(24ウ)

音の左さ只て大
跡f観近i今お勢
よ世夫i御か手
り帝に出むを
御をて有左さ合
出先;もり近iせ
あに合かしかお
り立 J34観っか
そ給せ jtl; ても忘
れひす音お又
よ 1っしをかど
りきて拝ままこ
ニた尉みすの
土ちるし女2観
二のにと日L1音
所観中い??也
の世山ふじと

任ゲ
る。、

は

有号」町観
難Eへ音
や御こ
示主聞とr z( 
'J:をく
ピ残Tは
L らる
?、すか
ど左さにz i丘i御
み拝tあ
民みか
在泰り
とり成
ああさ
りられ

西

五



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
t

ハU
ラ

(25オ)

fし
ょ

に

ん

上

(

x

t

か
た
き
御
事
成
る
に
今
迄
諸
人
の
信
心
を
妨
付

し
な
り
も
は
や
孔
子
も
あ
り
か
た
か
ら
す

此
『
ト
し
何
か
有
り
が
た
か
ら
ん
と
そ
れ
よ
り
親
千
阿

日

っ

し

ん

ぜ

ん

人
と
も
発
心
し
て
中
山
の
門
前
に
わ
っ
か
の

崎
り
を
た
て
か
つ
へ
て
死
ん
て
も
極
策
へ
早
く

2

4

f

そ

れ

ほ

と

{

ん

(

行
た
し
と
能
り
居
る
人
々
開
て
夫
程
の
信
心

会

ん

【

よ

し

ょ

く

し

者
こ
ろ
す
事
も
お
し
き
と
て
近
所
よ
り
食
事

し
J
〈

を
は
と
ひ
毎
日
す
ミ
め
け
る
一
食
に
て
あ
と
は
こ

そ
の
の
九

と
わ
り
明
日
下
さ
る
へ
し
と
て
か
へ
し
け
る
其
後

L

I

の

ら

さ

こ

ん

う

け

一
人
死
し
弐
人
死
し
後
に
は
左
近
ば
か
り
受
て

お

と

主

ん

く
ひ
し
か
是
も
五
六
日
ほ
と
音
せ
さ
る
か
ゆ
へ
近

L
よ

A

あ

い

レ

あ

け

お

や

所
の
も
の
と
も
寄
り
合
て
戸
を
明
て
見
れ
は
親

こ

か

コ

【

守

う

子
凶
人
な
か
ら
西
の
占
に
む
か
ひ
合
掌
し
て

わ

う

し

ゃ

う

ひ

か

す

た

九

け
っ
か
う
成
る
往
牛
を
と
げ
に
け
る
日
数
立
て

も
か
た
ち
も
替
ら
ず
に
ほ
ひ
も
な
く
親
千
四

2
1
1

し
ゅ
し
ゃ
う

人
な
ら
び
て
合
掌
の
て
い
殊
勝
に
も
ま
た
あ
わ
れ

書

ん

し

よ

と

い

わ

れ

よ

り

な
り
近
所
の
人
々
此
体
を
見
て
か
ん
し
人
政
取

わ

さ

れ

よ

刀

置
や
ら
ん
か
れ
取
置
ん
と
い
ひ
て
何
人
を
す
な
わ

ほ
5

あ
L
K

ち
此
中
山
十
寸
に
葬
ふ
り
跡
ね
ん
こ
ろ
に
ゑ
か

は
か
し
よ

う
あ
り
凶
人
の
墓
所
今
に
此
所
に
有
る
也

(25ウ)(26オ)

か
く
の
ご
と
く
な
る
ゆ
へ
に
い
っ
く
の
観
音
も

七
月
十
日
は
千
日
な
り

(26ウ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
丘
終

(27オ)

一
品
調
一
川
雄
日
陀
洛
伝
一
記

巻
の
廿
六

日
録

中
附山
り目
美ひあ

女主け
御ごの
前Z如正
の来h
事

(28オ)

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
六

(28ウ)

是子しま 満三二十う清rて 中
ま肢1し仲号つ手IIゎ小山
て津】/はね天l仏主寺目
軍Y 守主\ー老~ ~b 皇すのにあ

E;料室i22長224ziぎ;詰2
17込のの三五iJ守主貞2あの米R
ら頼G¥]市り府ふ純Iり御の
f 光号護こて 将す続上此 f'Iμ 事
主に天扶号可11i王守如 H
ZLこ御下州iのの米あ
??ろ渡主の多た嫡主御のけ
とし政t出ふ回4子ゑの
を有務むに iff六ん如5
話z? をヲ I~ 百L 孫Z き来目
安 は←寵主 はと
与嫡?'

.， ノ、



(29オ)

しか時2頼吉へ光土門んく
からか光士と是是との
らすけももをを思わ
はと引い今と御召ん
我jf勅2くまにりゆ御と
替f;>，:'5， L たて行与る弟tlt¥て
り 1坦いて J2Eもなし髪ii発可
にム刺3き禁iへなの心t
子ア敵;事庭目はし御あ
供tどをなに気き尤ねり
の広しれそ遣Z政1かて
内 J了つはむひ務むひ後
器主〉よめ満Eくなにあ 11か

量:非;1EiT25tz 
の今は ていてにす
占然よ は は御か
jU る 頼告ら
日〆¥

も
の
を
よ
り
て
出
家
致
さ
せ
た
し
と
御
子
の
内

(29ウ)

丸きみ 1-1-1 固
と事てのば
っ女造不坊号ん
けのはに日
給こさせ美ひ
ふとれん !Xl
かきけく丸
其美ぴるわに
才己人土美ひん仰
智ち成女t法if渡
れし御i自mしさ
いゆ iiij!とれ
りへはいて
しにそふ中
ゆ美ひのを ~li
ん !l-';.う師し寺

て〉と 0)
く 正賞品
し

てひ丸は向l は
木経号へ名!:子つ
を ν 仰{曽1の成
文工きす，付 1: P可る

つ bJ3らもに事
て-"'，まれ成てた
太10 --+-けるゑく
万ちふるへりひ
と安所き附な
成主:にもしし
k，主存Zの学Tこ

しな文上れ

宿与32ほりしに
円 1 品 t思てよ
ザ品、主討竿2つ
十でに キーて [ て
る美ひ¥満i
女主 中号

『
市
認
普
陀
洛
伝
記

L
i翻
刻
と
解
題

jil--j

(30オ)

聞f四兵E見日あ満iし屑てと
給才 tlあっ仲fやたくし
ひな 1'1'1-，れかのうりらて

大り玄とふ若2に師L した
き此父も事 111折1の給ふ
におど中もゆ 1監土ぜひ明白
いも;~ I 成へもん寺じくけ(
かむ七¥し左なく中2れ
りき注御かやらわの丘早
い向j 式問fたうす一んもぷ2
そ父;位入くに弟てもの児
き満ん z な折ぢき子L 外止も F
美ひ{中号ぷく /ひとのて'"
女主ほ空た¥ しい弟てあ 1;):
JL の~'にくふ子l また
をか Jt明白はもてとしピ
連立に ! 昌;兵衛l ても同主て「

異い U 

(20ウ)(31オ)

かくくすみ家九米
に事聞のも致来れ
(司u 知ょせせらと
同ぞた G -jーよ it 街!
と介主りもしと給使Z
仰;士父って申ふ九ひ
けえかて寺付てと
るて命Rの中し御 if
美ひ t; 帥I 外のに、父tt;
女I7 のな{曽1経2のに
丸いおるを 1商j; C 
は者あし断て巻目 lへれ

仰 +fへ事しう陀た白日
せちをとち羅;コヰ立
《そもや)rO' i!: 円

ヘミ;むこくは給;;;
是せ三 と致よヘタ

1炉心 ( ~主ひ
白 山 女j

沙x ゆな
汰r るく
いし中
た下山
すさ守
もるへ
のへ参
もし η
あ只候
ら今得

ね治Eと
と M E も
も/ Hi 
UIょ品:ト家
の丈の
人 if 義
4レは
は
に御

一七



同
制
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(31ウ)

らの出と公iれ命E
き先2てものんお ν

しには今子もし
て)r.~~たにと日大
名ふらてしお ξ
をさきもてし出
得へか父f敵;大く安
んり兄fた下まと:
事打2にふはたせ成
こ死よ弓2も御清いり
そい引の兄E事仲介
本2たもあ頼自の η
望3しのらみなと
なゅははっかあ
り人御天号なれさ
と敷主馬E晴日れ満;け
は イ中ゴら
.' 

(32オ)

自白と打りまをの
ふ庭日かと L そた
満tに li いにむま
仲:】下給かさきへ
公5りふりし長tは
に高主刀干給置ま葉はこ
は塀日庁、d ひはをさ
みを 15 御政::かか
れ古〈よ太た道5へし
んも注万九はしき
ななめずた罪Zい
りく 7 るくのひ
た lltij主りしあ事
とこ?と有るや
ひへと抜2るも親土
逃lIよはにの附し

た L な似i をの
ん るした其命行

逃
る
と
て
も
の
か
す
べ
き
ゃ
い
そ
き
た
つ
ね
出

はよにせ
たりょと
し御り仰
に家け奥?付
て来Rのら
御兵号御れ

思貯F主
り Zt 入人

2弘翌三
に L42美ぴま
仲22TコY:l/ 
光号え; 御 ¥ 
大.'，前iな
にぷはた
おゲそめ
ロ h 申

(32ウ)

わと
れろ
父?き
のい
仰i か
付成
らる
れ御
し事
出に
家ゃ
をと
き尋
らね
ひ申
兵卒せ
lま

来上師し我立呼在術5
り給の心土れを
しひ命r底己も心
也しにのっか
か御そ通主て付
く太企むりのし
ま万ちく有タほか
ひの不ふりの父T
〈下孝雪の御の
れをもまい御
よくの斗か聞
と X 只ぞにりに
仰り ~r 申也達
け是打{， J: しし
るまとる泊、今
仲主てふ所ど円
光4逃l;り親kも召で

(33オ)

尤京
なり
りそ
Jl'望れ
五れ日

22 
H-l ~ 
零れ
ゐか
!?り
戸は

ぷな
有は

γ 宇

るぬ

給僧1め来目敵;も
ふとし世ザをー
かな然主のふ通
JE らる敵Eせり
ませべをきは
たらし引給御
れ 13iうふ尤
か]A(7，御けはの
の来R出給頼dや
大{1の家ひ光2う
将午敵さを語11 公ミな
胃 1をと山なれ
主ん打之け家りと
;士はらの右iも
--1:"中られおに此
乙LZひ名fほは世
様フ
しの

(33ウ)

てに
父:思
君iし
の召
御御

設出1家
を遊
うは
かさ
斗る

ひへ
よし
ろそ
しの
く上

前自iき山は申
け々としさ k
公5遊若ilれへ
はは君主然主し
きしへるま
ひ御御へっ
し周i目し/
〈仰見と¥
美ひ付へてゆ
女tら致ーる
御こるさ了/
IIIi;::ベせ幸今¥
のしか蒜与と
御とれ丸2是
行?中ををに
衛ゑ上御呼t御ご
ると 座さ
J:!J " 遊を

ノL



(34オ)

人光士を
りか御
さ方tゼ
てにん

(御き
かあ

未みく る
練tま所
成ひに
る中た
や肘か
つるい
か事ふ
な御と
命弘司?も

主;に?
川し 十l'主

果;fみ
たて
る家
事来
なに
り泊、

{中t< 
光さま
はわ
主ゐれ
人土問
のる
子事
の見
事下
け

(31ウ)

のな抱ほ美ひし{中主な
もれす !J::主 ~!_l 光ミれ
のはる丸へをは
はかよを{中主召か
親tくし汝t光ミれく
制}しまたしをけま
のひしかめるひ
命r置主か方tさ諸kも
をしににれL 自民致
そも聞かい衆与す
むこたくかなへ
くとりまにらき
不4 わニjihひ仲まひも
孝iりの置苦光土胞の
不ιな子て陀5らな
道号かの介tuれれり
ら事 と
か ど

て天Z其誌の
う下ヵ儲T罪=
くのに布
わ政tしる
ん道号ても
のくさの
身らし也
不く置我tJ
孝すな事な
のれもみ

伴::LZf7f
s}J'，ハり、
十んのけ畢六成身
まヶれな
志しい'1 共ら
宮かの は

へ
か
ら
す
其
子
不
孝
は
日
に
見
へ
す
其
外
の

(35オ)

三，れ美ひ事
葉はけ女Iは
をる丸き
か仲まかひ
へ光"前Aし
すかをく
はしう致
おとっす
そまてと
れり出足人
な卒せ々
かりよも
ら候とお
いし {fll も
まか付わ
たしらん
御御 な
年れ

は

尋
問
調
削
昔
陀
洛
伝
記

L
l留
と

解

題

(35ウ)

取る御 ii奇tr.御と勘t主せ俗!申も
ら諸I太t 十l'与ベ太た心当1人も主LL候|
11， Hlí~ 万九公5 き万九おすのは打之は五
心よ衆15をはやをくへ百4て奉 L 才
1_I_l_~ はも奥?う遺言るし葉はする御に
さ仲ちのもは斗しそ仲主事:得f成
つみ立E飼l なさ串:かむ光とも心土ら
しつも殿Zくれもしか只主つもせ
入に得へへ御たあなは今与た遊ら
ななず入太たりらか寸'"中ひはれ
りんしら刀ら W2:んら ftt\~ 渡t なさす
ときてせを光ミ是主ふもすしるま
くのう給受tiもに人の通告先売へた
や役?っふと此ての七り々し街l
み目めむ仲主り 上討:か生午汝1c:三諌2
のうきみけはへた占ヲしい代め
あけ屑つれ中しわ芋もわ相ミ
い はとれ L 問、f
て の

(36オ)(36ウ)

さものけすに済Iさ
れ今日事し有てずっ
御をにかけ手とし
かか候られを我LJて
くぎやぬはく家やみ
まりと御幸fみにな
ひなた顔在寿与くか/
申りつつ )l つへ L
L 今ねき父?たり立
た H け街iのく i却に
る御れ殿IHiiえ頗;;殿:け
美ひ前Iはのにもよる
女Iに{中御手のり仲
御こめ光行午をを下光
前fしの尾ひつもりも
の出運Zいかいしか
向i 命Rかへわまく

与 A て
は

九



同
加
大
学
側
教
文
化
研
究
一
昨
紀
要
第
十
六
号

仲首4
光を
も白H
奉
i面れ
りと
中て
上此
し御
か太た
と万ち

もを
不ふつ

ギオか
のわ
もさ
のる

の仰せにを
罪Zもははそ
の御七申の
か主Jb生午上鑑f
る討2土フへ置
へ泰土きて
かるよやは
らも広;う政t
す御はかも道5
干主品切合な立ぞ
れな守ヲくす
ゆりし其と
へ仲22御仰
に光君 !Ef 言2せ
く =1: ，~主ぅ葉はら
っ殺ir17てをれ
たし L か是
くの、

(37オ)

とやら御をす
又うひ詑台御る
御に中言E供2也
身み致し仰申と
替~ Lへ上てか
り早ミしら都く
と/若主れに申
い 1 君i下のて
ふ御のさほも
事供i御るりせ
はせ岩手正斗御ん
いよ 71や兄fな
かと合う頼GL 
に有 rに光号其E
ゃれ:ゐ取公ミ方号
とはま込はよは
中 foJ ':iかり若主
せ 'w 君i

(37ウ)

をとは
おくそ
とうれ
しつも
申く心
せし付
しきぬ
御生Jに
とれあ
か千J;ら
めのね
仲もと
光のも
中なあ
分臼しな
に若liた
切1君えの

さな kl' な腹?
きけのしし
とれ御も済Z
品Zは命日しへ
雫 I父tmγ そし
=字上フりれと
泥 へほ
のいは!とに右
ち犬Lt主ぉてる
死し J1御にか に束
ひな「か 1斉Iそ
なり tしれ
れ若若なに
君 きて
と君

もι色御官揺2
E存命t若心i
t 冗E

そ成
まれ
きを は

らわ
した
御〈
身みし
持主の
り首4
にを
v:ミ血お
なに
らて
はi よ

私PZ
はし荷

と

(38オ)

にて 令光士冥す
た御たよ加か

ちま命日んく に
満ん h ー御とか

z:fFご5
をイし申ひ候
はあ ぞとたも
ざ某Pいりの
むはυ へ成と
き犬同とほ悦ま
うをひ死占も と 円)
女主そま汝日江i
丸のた L ~ 
死しノ白御か乍
し街lたいに
て身みつふ， ' 

替??ね通 d
り号り仲

(38ウ)

父?名子し去さな非fとしな
のを孫Zりりずいのき
手上はな夫日戦iふびも
にるんかに場主もなの
か慌しらまにソのさと
けにや此さごふれお
んとう年り JLと具ほ
と神上体1月 L7込ん方し
て仏士事t我主御 11Iうのもめ
|をい記身み身主上却さ
凶祈の亡"のか hC，に i情ifは
歳り全ぁ事わミとじての若
ま LGlzはり主先しさ君
てにたれ tfrb;で O すいも
育E今E24?らかとるごな
て更2竺7す L27 は武λ か
し よ た0'本日士I く
に ι り心、意い 御

(に

(39オ)

まれしあ
しはてら
御母なす
な殿か今
げにきを
きはわか
をもかき
見はれり
てやのな
は御 )11<1Jれ
ない路じは
かとに母
きま行?に
別立とへも
れひしい
とはとと
思数日有ま
へす こ

ひ

は
わ
た
く
し
の
よ
み
ぢ
の
さ
わ
り
と
も
成
り
候
へ

ぐ)



首与は
の御
事lゎ目
歌かに
をか
書;c;，. 
残2 る
しま
けし
ると
て
硯;
t民主
を
と
り
ょ
せ

(39ウ)

二日iのまと
の父?こま防 あ
ムーたのひ名な身た
万九〆仰とをはし
な干:し歌Zさ野
りにてにいに
しかさよわっ
か斗てみゐい
しり/かのに

なさ¥け命t置
かてわて φ へ
ら討2た是 (f き

五?i2d草:
に太たはヘソの
さ万ち果Aの
きは報号い
た，t品もと
ち

タト 御
にな
おげ
もさ
ひを
残?か
すけ
事候
さ事
ら御
にゆ
なる
しし
は下
やさ
くる
首4へ
し

(40オ)

に御しお実げのと別主おなを
仲前tすもに御落Eれもか語11
光へなひまみしにへらは
は出わ切よれふ手はもね
はけちてふんしも思天雪下
るれうふた時{歎存ふひ晴託さ
かはつりり亥tliける切のる
末"諸Iわ上面主うばひた武ふベ
住ぎ郎ミに終日目?っ幸雪持士る士しし
に衆ゐ人になれ寿ゐた十132とと
おな街i くやは丸る光吉成膨:
しみ殿Zびとはは太たもる気付
な居へを立Eや似に刀もさへ成
をら持し打2あ/合古をすきる
りれ参f落Eが¥ぬかかもて
宕けし りと父Tら思主のい
る いり愛fお我主

ふ のと子こ

可
軍
事
問
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
出
回
i
l
i
l

(40ウ)

ひぴ君
になの
成れ御
しは尚J
て少討J】
蓋古し中
を程候
取を御
れへ覧:
はだに
満iて入
Nl~ 斗れ
そ我候
と身と
i調l をに
覧1覆ぞせ

く

し
仲
光
で
か
し
た
り
し
か
し
み
れ
ん
成
る
さ
い

ぎと
ょに
きて
街iは
最ごあ
期ごら
にさ
てり
御l し
陸や
候と
ひ仰
しせ
とけ
中る
上中

( 

さ

( 11オ)

なはれ
かわは
らたう
御くな
供〈しっ
養5へか
仕下せ
りし給
た給Eひ
しは仲
とる光
中や重土
上うね
れ願京て
はひ此
其Z奉伺l
儀ざる首4
は恐号
いれ

奥?か
のや
御う
殿Zと
にも
入心
忠告 ま
ふか
並主せ
居に
る致巨
人す
々〆¥

さ L
てと
もい

(ひ
す
て、

通給見て満
りふ給少仲
ま天ぎふし公
しははもお
てれかかそ
外のりわろ
の大kにらし
も将与てぬき
の胃1入御御
道主主主給顔1心
安掌ふま色土わ
正に淑Sに〈土
工てにてム
告さ政Rち記
七へ務むら丸
んあをり白
の正ぞと見
し

('11ウ)

光家ゃ子ひち
かにの f~~ ま
けか首4れち
ふへにけ首b
はり犬同りを
幸T3をひ死主仲 は
寿お女与さ光ね
も御せはら
来前Eざ先号る
らのり仕しへ
す liIi!.し済{し
さにとしと
ひ出よたお
しけろりの
かれこと/
りはひ我¥
し{中;fJi;l，:ふ

る



同
別
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
ト
六
号

せ
か
れ
泊
う
し
ゅ

何
凶
へ
か
参
り
し
と
御
尋
ね
有
る
に
作
幸
寿

カ
の

こ
れ
に
ま
か
り
あ
り
御
あ
ひ
ト
さ
る
へ
し
と
て
彼

〈
ひ首
を
山
山
し
け
れ
は
若
者
大
に
お
と
ろ
一
き
給
ひ

(42オ)

か
ひ
ん

何
事
に
て
か
く
は
成
り
し
と
不
便
の
事
や
と

む
、
ま
ん
ら
う
↑
う

仰
せ
あ
れ
は
御
父
満
仲
公
御
い
か
り
つ
よ
く
そ
れ

せ

ん

か

い

ほ

〉

か
し
を
御
前
へ
め
さ
れ
若
君
を
御
介
抑
中
よ
し

た
し
か
に
開
し
討
れ
た
り
と
て
御
阿
り
の
上

〈

ひ

こ

と

げ

君
の
首
を
う
ち
奉
る
へ
し
と
の
御
事
御
言
葉

を
か
へ
し
蹴
か
は
七
U
U
J
ま
て
御
駅
出
な
り
と
仰

3

し
ゅ

3
b

付
ら
れ
ぬ
討
て
と
有
る
も
御
主
な
り
討
奉
る
も

し

ゅ

〈

ο
う

た

さ

み

お

と

御
主
な
り
何
と
て
御
首
の
討
る
へ
き
君
を
落

わ
け

M
M

コ
ふ
く

し
参
ら
せ
申
訳
に
そ
れ
か
し
切
腹
と
存
し

占

は

廿

か

れ

カ

ソ

し

ゅ

極
め
し
に
伴
幸
寿
け
な
げ
に
御
身
か
わ
り
に

か

く

ご

そ

れ

立
申
さ
ん
と
て
覚
悟
い
た
し
候
を
某
か
し
手

i

〈
ひ

に
か
け
満
仲
公
へ
い
っ
わ
り
若
の
御
首
を
給
わ
り

ら
ん

H
U
均

れ

ま

こ

と

し
と
い
つ
わ
り
御
覧
に
人
し
処
伴
が
誠
の
心

わ

ム

ザ

古

み

〈

ひ

さ
し
に
て
や
御
あ
ら
た
め
も
な
く
若
日
の
御
首

ー

ら

ん

と

せ

か

れ

い

ぬ

と
御
ら
ん
相
す
み
た
れ
は
そ
れ
か
し
の
安
堵
停
か
犬

艇
な
ら
ざ
れ
は
斡
耕
も
鵬
悦
ひ
お
も
ふ
ベ
し

ひ

し

よ

ー

と
申
上
け
れ
は
美
女
御
前
さ
て
/
¥
ふ
び
ん
な
る

し
た
い

次
第
な
り
か
ふ
る
様
子
に
お
よ
ひ
し
事
な
ら
は

(42ウ)('13オ)

りまも!日J
にひ幸すと
てし寿与て
父?かを美ひ
のか討之女k
伺i 斗しか
をるぞ首』
そなやを
むけと H1，
ききひは
しのれせ
よ出ふて
りししな
事元2敷市さ
お我i;き 01
とあたな
りや く
ま

し
な
り
今
ま
て
出
家
は
す
ま
し
と
申
つ
れ
と
も

(43ウ)

恵ゑの満比ひ御をのと uH;辛
心上忠へ仲叡;;J;.!，深土忠へてふ寿
{骨1L 公山i立宅源日心上夫主ま 丸
都つんの第に坊if僧1よしか
か{曽1御ーちと都つり偲4ほ
の都コやのか付のし/た
深上をか学Tわ給御て¥ひ
源日御た者ιすひ弟ピ比ひ不ふの
坊iiまにと深tし子し叡日便E為
をねて成源1かと山i是"に
弟き法号給坊号御なの非ひ附
子有事しふ廿父ら横ょも家
のり有さー満せ)11在なと
中けりて才中給ききな
にれ L 其の公ひや次ら
十iはに後街iの名う第て

j黄k 年t こかは
)11日 んな

院に

( 44オ)

仕と都っ三者 l ま
らもにおせ
す我右はわて
有長;諸tり多
か官Jp々て田
た爪ん方号満の
き冗/仲御
座さ 71¥ 公屋
敷kじに仰か
の主てら/こ
説"，苦御るへ
法号芋説-tt _¥..御
一ぷ J 法号は山
座さ??い有志、あ
街l、」ι り心上り
聞52EIと{首f御
せ問んい 法lf
たへ

ま
わ
る
へ
し
と
抑
有
り
け
れ
は
成
ほ
と
い
か
ほ
と
も



(44ウ)

つ中をくきとる我へぬ御
かをは勘士事ても是しけ開
せ深土し当深上のま事物品な
給源立めの座さ源tL てわ言主さ
ひ坊号御み父2の W;fi吏覚在す申る
往JJは ttkのへにへへれにへ
生与を所E前えら是はしかく L

要iJそろtf与Ziz自主主
集の
のコす外らと何に残Tさうし

末土品ぁ器官し白雪与主主主
のまり "S、坊tjとのおゐつは
庁ず4て並な満のもへし弟てもも
の Ei屑み史仰j有fさへ子ι りは

難主せ i設の党官や給 A ふ
たにふ d Eた F f 

/¥ 

し

( 15オ)

有かのても
る L 学T有ふ
へる者主か満
し僧とた仲
とをいく公
jfll 子ひ思そ
けに弁~ 1-4の
る持t舌1さ外
恵へた恵ゑて皆
{}tる心上/
僧1親包の ¥ ¥ 
都コは御若日か
はさ弟きん
仰そ了僧3る
の i彪程成い
ここあるず
とひりにい
くに 天号き
親手て 晴iiし

の
身
に
て
は
さ
そ
よ
ろ
こ
ひ
申
へ
し
と
思
召
候
や
と

( 115ウ)

御其然、あ
開f御られ
な方主はは
さの其い
る 若主子しか
ふ 君主細ごで
程美ひをか
の女主中税
苧守丸ペひ
者主にし申
とて此さ
成御深tて
給座源日有
ひ候坊号へ
たぞとき
れ只申や
は今はと
今仰

け
る

コ
四
国
際
礼
普
陀
洛
伝
記
』

l
l
翻
刻
と
解
題
ー
ー

一
イ
コ
所

拶宅街i は
あ法号御
れ事!勘2
はに当f
箔ミもも
はま街i
美さゆ
女りる
丸しし
に御有
て功〈へ
有徳?し
けに然
るてら
か候は
最もわ今
平年ん U 
ことの
の御
j実行

よ

℃

う

く

れ

ん

世
に
な
き
も
の
と
お
も
ひ
人
に
は
い
わ
ね
と
長
官

(46オ)

(知不の
る使1身
ともなな
仰のかれ
けならは
れし生k政F
は師し生手道5
御の Jiiいの
台(:か E は
所付立た
はと lx く
まは「し
ろ中土:を
ひな:にな
出か T之さ
さら工じ
せでど伐と
たか涙t
ましは
ひた
り

何
美
女
丸
が
い
ま
た
此
慨
に
有
し
と
や
よ
ふ
ぞ
や

聞i品11 / 
し台t¥
め所と
しは倒l
た七よ
る年ろ
よ巳しt こ
り前iぴ
明33をの
暮五女な
鄭:?丸み
かのた
せ街lせ
給首4き
ひをあ
御討2へ
目めし給
もとは

(46ウ)

泣
つ
ふ
し
給
ひ
今
は
物
見
る
事
も
な
ら
ね
と
も

(47オ)

御父ら御になと美
目のくか御で深上女
ま命f御1へ悦さ源t丸
てに滞hりひて坊守と
損Z背そ留1あか/の聞
せむのりき I 御給
さきう深上り日止子ひ
せ母ち源1な人を見
中に母坊守しいとる
せは公多た恵一たりに
し御に問ふ心よさつま
罪Z歎?むの{同3れむさ
いきか御都tしりり
つをひ屋は事よし
のか給か横さより嬉
世よけひた)Jj7;と背せし
にかわにへて中主さ
かくれ暫h 御迄1也

匂5



同
朋
ト
入
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(17ウ)

〈つ御来Rか給給人の
るら悦をたへわ々か
八ひひ子やはす恵ゑる
月有なの 33 成主と心土へ
|て斗手な Jfiもぶき
五毎めよゃをコ此つ此
u u 成り我ぷ御と御
夜昼今らも子 fLi 本尊1本
拝13夜やす らにと尊敬す算
み御夫ふ山ピをいは
居信土よ事家?おた獅し
給仰守りのをどかしの
ひ有持じ熔持主主二み候御
しり仏とした JH 未み御以だ
にし堂与さる“来t日の

は
光守にをよゆ土をみ御
明号あ御とへ?ねへ作7
の し かど方、さに
光主 斗 tZ ひせて

るソ

昔日5

る給御り
往すふ 目的御
生主い問。白
色よらの
lE/ き内
与¥如へ
弘夫米人
切よのる
工り尊2と
レ御像1ひ
に信上あと

可F?P
芳正¥ ;b 
t くとを
三け見む
否つへき
かさ給
うせへ
成は

目
あ
け
の
如
来
と
申
て
中
山
に
あ
り

御
詠
歌

(48オ)

有外し右
るのかと
此寺しな 野
心へいふ寺を
呂午まつるへも
阿;いれ通ます
Jりのりいぎ
刊〈て寺のる県E
尚Tはへ御はを
の役7参歌後Eも
存にるにの i晶Z
心立もて世sて
こぬ 1長官閉じの中
れかのにた 111
はと世干しめの
歌りの網目
のくたな
こつめし
と

葉
に
て
た
い
を
し
や
ラ
く
わ
ん
し
て
よ
む
ゆ
へ
そ
の

(18ウ〉

に事
よは
みか
たり
るよ
もみ
のた
血る
月に
をて
よ中
め 111
は寺
月を
よお
りか
外2み
なお
しも

其Zと
持il<'ょ
ひみ
を花

称f年
手ひ誌
には

=苓
さち
ソ外
な
し
と
し、
ひ

普
陀
治
伝
記

巻
の
廿
ー
ハ

同



川
市
一
調
官
口
陀
洛
伝
記

巻
ノ
拾
四

( 1オ)

…
品
一
課
川
並
百
陀
洛
伝
記

巻
の
廿
七

B 
録

II(t拾
り五

松観はは番
山青いい j請
の堂ふふ磨
EEへかかの
侍E際5か妻三国
::賊fい宿三新
観は犬同 i面2清
音い思主し水
のるを出T観
利り事知L 事し世

生主 ゑ主た育
を宇 -h〈
遣う む
長円け 1吋干

命i 干

を

助i
る
事

(2オ)

普
陀
治
伝
記

巻
の
弐
姶
七

し
ん
き
よ
み
つ

二
十
五
番
播
磨
の
国
新
清
水
観
世
音

(2ウ)

敵3弓奇的天元日
を馬は鎌5阜亨7
ほに足5の釈ι
ろ達と4-御三bi隣t干
ほし逗tf3Eよ l[r1干
すた治， \~， '+ぃ法号観
へる有朝13f道5世
しもり敵iEら上音
とのし入ろ;ji，人御
のは、諸』艇かげ 号
岬剖~~国i のf一人王
事 l' 御大ぃ向わ 八

円お触式年t三う 51;; 

品展 157 j 

国2そて大し代
職t虫す
極?

斗
情
調
州
北
R
陀

洛

伝

言

都

刻

と

解

題

よ
り
名
あ
る
動
じ
で
と
も
の
ほ
り
し
に
播
麿
の
日
間

( 3オ)

と

ろ

せ

ん

よ

υ

z

l

に
一
人
当
干
の
者
と
将
れ
し
ば
い
ふ
と
い
ふ
武
士

み

t
h
h

都
に
の
ほ
り
て
御
味
か
た
申
三
年
の
戦
ひ

3

い

い

る

か

た

い

ー

に
て
終
に
入
鹿
を
退
治
あ
り
さ
て
そ
れ

お
ん
し
b

7

/
¥
に
御
恩
賞
下
し
給
わ
り
ば
い
ふ
も
は
り

去

な

さ

け

磨
に
か
へ
り
く
た
る
情
な
や
ば
い
ふ
一
一
年
の

る

j

に

ょ

う

号

さ

む

ら

い

み

つ

3

留
守
の
う
ち
に
女
房
召
っ
か
ふ
小
侍
と
省
通
を

く

わ

い

た

い

お

っ

と

な
し
懐
胎
し
て
す
て
に
五
月
に
成
け
れ
は
夫

い
の
ら

か
へ
り
た
ら
は
見
付
ら
れ
て
は
両
人
と
も
命
は
あ
ら

か
く

し
五
日
J
l
日
は
隠
さ
れ
ん
か
と
て
も
か
く
し
と
け

あ

ら

お

コ

と

ら
る
ふ
事
成
ら
す
顕
わ
れ
ぬ
先
に
夫
ば
い
ふ

こ

ろ

そ

J
た
ん

を
た
ま
し
殺
す
へ
し
と
弐
人
相
談
を
成
し
た
と
へ
は

( 3ウ)

(留る過;なろやい
守すてれしすふ
にの後2はききい
か内か女期目事か
けにの房てとや
入か小のばはう

?寺侍i主ii:t2 
ら御は??は事か
をすい EL国をら
~.c きふ fn に成に

かのに存かして
し事むォーへ能Eも
ことか土りけた
さ存ひ宅男f会ま
かし申

H の存1112 も事駅Z
だは し
も御
の

お
お

R
た
か

多
く
有
る
所
を
見
付
置
候
都
の
戦
ひ
に
つ
か
れ
も

候
は
ん
に
御
気
ば
ら
し
に
御
出
な
さ
れ
ま
し
や
と
い
ふ
に

五



同
別
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

( 4オ)

なば
くい
さふ
みは
にす
行?き
への

ι猟f
EETな
主れ
よば
よ

と
く

中 z
{、J' 'L 
る心i
に1't払
い信E
やた
大り

出おら勢t
来もは人
たひ都を
るをの召
か成軍Yっ
とすぬされ
部処よら
へに f れ
司i仰i¥三
二山fL1:

主主 E L 
rはり会こ
f'-.. X 万ZE:へ
?イも民tE
" ふや 't.:十「ト
町、 一 一一日

十事堵5ι
乏のの

れ

( 4ウ)

くは H 夢3;い汝知むとは
ろいまにふし恵へいひ
なふせもは壱あへそ
るかしし神人かはか
犬同常詰てらな来りさに
とに跡Eすらるたてそ
又猟2に小ぬへり/れ
白iをヲつ Pi~ 身 L 汝ど¥ か
仮み v い勺のとし其し
とお宝はかてか点は
てれ勺2仕しな弓1申留るか
ま ti 矢ルす L 矢'"通守すり
つ了をまさをりの御
白ト~ニ持やしはも也内供
な J 黒;行2たかたとこ申
る屯すけり斗せ然主とて
いとるとるばらの参
ぬてか irE工? はほる
とま 一品み かへ
つ定うは し

( 5オ)

打i代目たもに二
千品南2あのつ疋E
練2蛮目ちをれち
を閏fす射い行2い
士甘しよみるてさ
らりなべさき
す渡;~ cJ1;きか時
薩ミり矢かたしょ
1李まし'1め出り
殿おか也也さか
の日鉄5そせい
先t本砲守の弓2置
祖ぞには頃矢やて
嶋主て足fはにい
津》鉄ミ利士鉄5て つ
砲l;の砲"けと
を持じはだて
いも

ま猟f

ひ何
ろか
まし
りた
てん
λ: れ
坂ん
御あ
縛Eり
なし
ど夫
によ
はり
もし
つて
は鉄
らほ
う

夫主て
ょっ
りほ
[1J:iう
奥?を
ふ取
かあ
くつ
入か
けひ
れ有
どり
付し
だ也
もは
のい
さふ
ら

( 5ウ)

弓2入どに凹jiに
にりにおも見
矢ゃ今見も奥?へ
をはi-J ふなす
は人;らはる是
げ輪iれ此山は
引たてあにい
しへはた居か
ぼてなり申に
りせらに候と
けきずてとい
ればともてへ
はく段去しつは
M た/ゃれい
をる¥柴JIゆや
か山Z奥?かくま
見中~; [111り心た
にな 百:

ノ、

( 6オ)

たら付
るすた
也此る
た山そ
まにと
してい
て其ふ
殺i方に
すをい
も殺えや
がさ何
てんも
ん為主見
なに付
れった
とれる
も米に
是りは
迄あ

( 6ウ)

いの果31なか jJIい居」:
か事たられにか有
成にるぶ;fJ(;li向主にる
る及fかる J番つ天王ゆ
恨Eへお者磨て魔まへ
みはのなに弓1破はに
有尋Eれして引旬おか
事常h古f1r然 ゃ事而主く
に"うきる人ぞ議;ご
や包のに当5然鳳a射ぃ 外け己
と ZLこも我主干;.~ L， ;J~せ
あきとろの運Zとは出フて
れ三に命fょや?殺i
は'"，は今はま会す
引にゾか巨れると也

君2件Z5Fま5ぷ
U 斯Tき にふ，lo-.t 民

えと C ι 

Jま

ー」

ノ、



い

↑

ん

う

ら

み

た
め
に
開
せ
申
へ
し
何
の
意
取
も
恨
も
な

L

J

一
年
ー
の
留
守
の
中
に
奥
方
密
通
し
懐
胎
五

あ

ら

い

の

ι

月
に
お
よ
ぶ
此
事
顕
わ
れ
て
は
一
一
人
共
に
命
な
し

ゅ

へ

か

く

つ

い

故
に
斯
は
斗
ら
一
ひ
連
れ
来
た
り
射
殺
す
也
と
い
ふ

あ
く

1

こ
合

成
る
摂
左
ゃ
う
成
る
思
事
あ
れ
は
殺
さ
す
は
成
る

ー

こ

ぐ

り

ゃ

う

し

ん

ま
し
今
は
し
ん
し
や
う
に
死
す
べ
し
と
て
黒
竜
向

な

み

ひ

き

い

ぬ

L
r
L
J

浪
一
一
疋
の
犬
に
む
か
ひ
二
疋
共
に
ち
い
さ
き
時
よ

ほ
〈

り
か
い
そ
だ
て
ぬ
れ
は
今
僕
の
た
め
に
は
か
ら

ー

め

{

れ
て
死
す
る
な
り
此
ま
ろ
め
し
は
食
也
そ
の
方

ー

よ

〈

ょ

う

い

共
の
食
事
に
用
意
致
せ
し
か
政
手
よ
り
あ

ち
〈
し
白
う

た
ゆ
る
事
是
か
ぎ
り
な
り
合
ゃ
な
か
ら
も
よ
く

開
へ
し
我
程
名
に
潤
へ
し
武
士
山
中
に
て
う
た
れ

し

は

%

ぐ

む

お

し

!

死
し
た
り
と
恥
を
さ
ら
す
事
口
惜
け
れ
ば
我
死

骸
を
残
ら
す
く
ひ
て
人
に
見
せ
ぬ
や
う
に
致

た

の

ひ

さ

い

ぬ

し
く
れ
よ
頼
む
ぞ
よ
と
令
一
疋
の
犬
に
中
け

る
に
め
し
く
わ
す
耳
尾
を
た
れ
て
閉
居
る
休

( 7オ)( 7ウ)

すてぶし成
弓Zあんやれ
にてに最もは
矢ヵか射ぃ早早大
をひょ是に
はけとによ
げるててろ
今彼自両いこ
を小守手ふひ
さ 12を事聞
い同日ひなわ
とはろしり
としけさ L
1-! は的2らか
f早へしにはあ
しも成ぞら
所心りんう
をれ
ゆ
る
さ

寸
古
認
昔
陀
洛
伝
記
し
翻
刻
と
解
題

i
!

(i に
"小一一，フみ
の疋2
弦Zの
を犬〉M; 
く lは土
ひ互E
切1
白t 主勾-か
浪E5緊号ほ
lは主 古ヲ
か?:
の官2
僕?黒E
が竜4
台は J

Fと〕び

( 8オ)

帳拘日姿; / く
ら γ~¥ ひ
き't:にイ、l
かち日食』し
なく殺iか
我しす二
汝fゃば疋
e 与し、。〉

ぶ/1y;ふ犬
伝れはた
「ど λ: け
五もきり
が人にか
んにか
すもんり
は増3じさ
剖いり炉ん
殺えし ( 

( 8ウ)

さ
る
へ
き
に
て
か
し
た
り
/
ー
と
な
て
さ
す
り
い
ざ

か
へ
る
へ
し
と
あ
れ
は
て
疋
の
犬
は
日
も
と
胤
だ
ら

全

け
に
て
尾
を
ふ
り
ば
い
ふ
に
し
な
た
れ
さ
き
に

l
l
よ
3
ほ

う

み

3

4

た
ち
て
も
ど
れ
は
ば
い
ふ
か
立
房
は
山
田
夫
見

ぁ
Iν

元
ヘ

へ
さ
る
を
跡
よ
り
帰
る
や
い
か
l
A

と
気
っ
か
ふ
て
肘
る

い
ぬ

処
を
又
一
疋
の
犬
お
な
し
く
と
び
か
入
り
く
ひ

こ

ろ

い

山

f

殺
し
け
る
ゆ
へ
ば
い
ふ
い
よ
/
¥
一
令
疋
の
犬
を
ふ
便

L
Y
一
与

が
り
お
と
ろ
き
人
た
る
は
た
ら
き
か
く
も
物
を
聞

い
ぬ

わ
け
か
ら
た
こ
そ
犬
な
れ
ど
も
犬
に
あ
ら
す
心
は

に
ん
け
ん

人
間
も
は
っ
か
し
我
は
L
J
も
な
け
れ
は
ム
ー
よ
り

い
ぬ

二
足
の
犬
を
子
の
こ
と
く
お
も
ふ
へ
し
と
て
そ
れ

は

ん

什

ん

こ

l
G
へ

よ
り
朝
夕
の
飯
も
ば
い
ふ
の
通
り
一
一
一
膳
つ
ム
椿

い
ぬ

た
斗
み
に
ふ
と
ん
を
し
き
て
一
疋
の
た
に
く
わ
せ

(日オ)

によ、
死しひ

しん
けを
れし く
ばわ
ばへ
いそ
ふた
ちて
かし
ら Jこ
を兵
おの
とち
し二
歎日疋
きと
も

七



岡
山
大
学
帥
教
文
化
研
究
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紀
要
第
十
六
号

ち
く
し
ゃ
う
と
う

け
る
か
二
疋
の
犬
の
ぼ
た
い
の
た
め
省
生
道
を

りま
ぬ

字うか
をる
建z， 
立1や
しう

疋と
の千
犬足手
は読
す世
な音
わを
ちつ
愛fく
にり
奉

( 9ウ)

新t付き犬弘ほ
j古iたれ寺五ふ
水ミれゐとむ
とど成元Zり
いもる亨す犬
ふ都主清し釈与の
ース}くみ iほ

2223F5 
モぞゅあを
4 ぃ，=りレ
合ぬまい此忌
おきぺ山哩 1円ら、んれL び
'(r "z' 水ムひ
剖itq と宅n し
か』り山名な)ゆ
'〆¥
〆¥

(10オ)

りけ夜，< <はまいた
かるをられのぬる
入声三あきけちか事
り寝ねか t佼主 2 れ / みは
只E耳Tしのは一¥郡3あ
わに居事道2の
ん入るなの名 vι}リた

(りにれ案E也猟fあ
見連日は内日さ由~ e り
とれた木はて有其
なはるの封l此り中
き犬民犬同根ねり猟犬同に
飛Sはわをた師かも
か猟Fや枕?り山み近
占師~ (とりけに郡江

¥ れ tT2との，=しんてと と日い同J てe::ーほ ももふ
ずけへ 名
る

犬同せたけ
のんるし
頭f々 かき

3 なとお
猟すくいの
富市" 1I1 へれ
の万Fどう
かドはもろ
しじ飛むた
ら五つへ

?主主主
ム芝居ひり

にも、ち我
飛主公ぬら成
ぞ 24〈しる
と品ひてか
見ごもわ
へは猶す
し のれ
か

ち
な
か

か
う
へ
の
方
よ
り
さ
っ
と
血
流
れ
か
λ

る
と
は
い

八

(10ウ)

か
に
と
う
へ
を
見
れ
は
す
さ
ま
し
き
う
は
は
み

(1 U，) 

松
の
木
の
上
よ
り
次
第

f
lに
下
る
を
犬
は
是

れ
す
)

を
見
て
定
め
て
我
を
起
せ
し
も
の
成
ら
ん
左

〈
ひ

は
知
ら
す
し
て
首
を
切
し
に
切
ら
れ
て
も
う
は

t
ぴ

れ

か

い

の

h

た
f

は
み
の
の
ど
に
飛
っ
き
我
命
を
助
け
し
也
是

い

ぬ

か

み

ニ

フ

り

か

み

に
よ
っ
て
犬
神
郡
と
名
付
神
に
い
わ
ひ
こ
め

も
ろ
?
I

犬
神
大
明
神
と
い
ふ
也
又
市
同
士
に
そ
ん
く
わ
ゐ

い
ぬ

と
い
ふ
も
の
犬
を
か
ひ
て
つ
れ
あ
る
き
し
に
そ
ん
く
わ
ゐ

ざ

け

ね

泊
に
ゑ
い
け
る
か
あ
る
野
山
に
寝
て
居
た
り
し
か

ぐ
わ

l

し
ぜ
ん

山
火
事
に
し
て
自
然
と
下
草
よ
り
た
ん

J
L
と

や

け

ひ

い

ぬ

お

こ

焼
火
も
へ
米
る
犬
そ
ん
く
わ
ゐ
を
起
し
け
れ
ど
も

お

き

い

ぬ

い
た
く
ゑ
ひ
て
起
ざ
る
ゆ
へ
犬
は
あ
た
り
の
川

ゆ
き

へ
行
か
ら
だ
を
水
に
て
ぬ
ら
し
そ
ん
く
わ
ゐ
か

寝
て
居
る
あ
た
り
を
し
は
阪
を
し
め
し
又

ひ

ぬ
れ
た
る
か
ら
た
に
て
火
を
し
め
し
ゆ
き
つ

せ

い

り

合

い

ぬ

し

も
ど
り
つ
精
か
も
つ
き
は
て
、
犬
は
死
し

い

ぬ

し

け
る
そ
ん
く
わ
ゐ
呂
さ
め
て
み
れ
は
止
は
死
し

ほ
か

あ
た
り
水
だ
ら
け
な
り
外
は
み
な

/
Lや

(11ウ)

なか ti
りくて
新しあ
t育てり
水っそ
のかん
問tれく
山i死しわ
法号 L ゐ
道fたよ
上るく
人も/
なの¥
り也思
法号とひ
道i感tけ
しる
けは
る犬弘



し

よ

し

ゃ

治

い

大

7
ん

上
人
は
播
磨
の
図
書
写
山
の
開
山
な
り
こ
の

(12オ)

開f、給関
山1ふ ILJ
あ今は
た仙tさ
し翁号が
野とあ
にいた
こふご
ほての
し中号あ
i置ま花五た
給あり
ふりに
か此も
ゆ種Gし
へ此ば
にし
名屑
付

新上し
清iな
ノドミ り
に法号
し道ミ
は上
ら人
くは
置ゑ
給り
ふヵ、
也け
はの
い観
ふ世
か-tr
{乍2を
り

(12ウ)

のかの今脇E面土奉
御け東2の立2観る
利<，な夷いこ不" 111: 子
生キれをと動5音手
目うは退ドき 毘ひ街i 観
や愛f治しが沙午長在世
JL ものら門土壱背E清後史んは丈は
〉水清Eに行き六日
午と水きてせJ尺の
京有のは烹〕聖k院
れ観「り に
の含は世 t作?徳t有

批太
え観音田
をコ世のむ所子の

う音御らしt員昨
:ffitめ作?二
軍iは

(13オ)

にイIJJり本人のせっ
しぜおる有こた「
てんきあてとる」心
さのわる麓士き建Eに
て道i つ時 '''~r-. のやて

空i具〈か盗学三と寺う口
腹T残?成人用言ににの
ならる七ま1てて院
りす衣ぃ人間は建Z奥
と取る来立あ立1の
てもいり釘らし説。
米主ちをてよ請す給と
をゆと坊守 f霊堂2ふ惣
さく り主すーす守右也た
し斗あを H，の己い
山りつく争出争前E似i

りも家"嬰
-， 

品
調
刷
昔
陀
洛
伝
一

E
i翻
刻
と
蟹
胆

(13ウ)

後t居めせそかにら立し
にるとひへ有てすさ食T
は坊1も日くりもかわを
あ主τ直をらと菜tゆくた
まもら白上へいはへ手き
りはすくはふな左さ古Ij味み
のし後Eろふそき様1は噌そ
事めにししれか成;里E昔寄与
にははてきょとるへ二品
不よひ苦iやかい用f下古
びきいし七らふ意いり ι

ん気主/み人んにな訴S12
に味み¥居なと LLJiしをヱ
おととる 4 か取板午とも 7ど
も思片主茶宇ら出川 7 いらに
ひひい水:';Ll.Jiしどふひ ;i
ししき呑の秘{f食iSF尽く平
かに ノ、じり 、
ぶ ににアリ
成 ーは育 む取iJる何

と七居か
此人る共
坊守なうく
主すかち斗
をらにら
ま倒E夜よれ
ちれもて
居い明存居
るるけれ
に麓士れは
1i. ';';1::とせ

L もん
f はよ、

i文二と μ 一

頃 52含人た
迄き j主ふも も
も埜ろ直な
見 ZE らく
へχすまE

(11オ)

入有て年tぬ
ける見寄tゆ
れゆてゆへ
はへこへど
坊まいよこ
主たともぞ
は寝泊人やわ
してをわる
は居遺2すふ
ららは n は
れるしもな
居入けしい
るやれらか
是とはれい
は門門まか
とをrIし成
肝i明し行る
をてめ 事
つ内て ぞ
ぶへ と

し
見
れ
は
あ
ふ
れ
も
の
七
人
た
お
れ
居
る
い
か
成
る

事
そ
と
た
つ
ね
け
れ
は
か
く
/
¥
の
次
第
と
や
う
す

九



同
朋
大
学
俳
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(1;1ウ)

へ残E
下ら
りす
や討作
うれ
すは
を先1
し、々
ひと
けて
れ和歌
はを
若主と
きさ
もさ
のて
我jl麓1
に
l子1511

を
も
っ
て
よ
ろ
こ
ひ
は
し
り
ゆ
き
て
見
れ
は
中

っく/
きり¥
けてた
れ麓主斗
はハとき
た J く
:，. ;:-ら
き k は
と孟ます
ろ文Z所
さ iLiiに
ん ヲ白うて
とには
て士な
う f く
て(み
ま Jひな

L主(
し岨リく

待t

(15オ)

肘
る
に
七
人
の
者
と
も
中
け
る
は
さ
て
/
¥
お
そ
ろ
一
し
き

ぬ

ナ

み

な

観
世
音
な
り
盗
み
と
り
し
に
皆

/
lし
き
り
に

Eし
ゃ
う

ひ
だ
る
L
な
り
ゐ
二
二
人
は
山
板
に
む
せ
る
事
布
る

へ
き
に
七
人
な
か
ら
動
か
れ
ぬ
や
う
に
む
せ
る
は
観

は

ち

わ

れ

い

の

ら

世
音
の
御
認
な
り
我
々
か
命
を
た
す
り
下
さ
る
九

ぬ
す
ひ
し
に

し
今
よ
り
し
て
は
此
所
へ
盗
人
ま
い
ら
ぬ
や
う
に

だ
ん

致
し
候
問
御
ゆ
る
し
下
さ
れ
よ
と
段
/
¥
わ
ひ
け
る

ゆ
へ
然
ら
は
其
主
動
部
へ
ま
し
た
す
付
駅
す
も
酔

ひ

い

の

ち

と

す

悲
な
り
と
て
命
を
助
け
遣
わ
し
け
る
に
七
人
の
者

手
を
合
せ
和
き
も
の
へ
む
献
し
に
け
駅
り
し
也

お
ん
て
き
た
い

i

t

日
北
怨
敵
退
散
の
観
世
音
な
り
一
応
よ
り
此
本

そ

ん

打

ん

て

主

け

ら

い

い

ぬ

ひ

立

た

い

尊
は
ば
い
ふ
怨
敵
の
家
来
を
犬
一
疋
し
て
退

院
け
る
ゆ
へ
其
砂
俄
の
お
に
わ
附
り
奉
る
所
の

か

〈

}

し

ゃ

三

木
尊
な
れ
は
斯
の
ご
と
く
御
利
生
は
猶
さ
ら

(15ウ)

此
御
本
尊
に
は
有
ら
一
せ
ら
れ
給
ふ
事
な
り

御
詠
歌

L
K
 

あ
わ
れ
み
や
あ
ま
ね
き
か
と
は
口
山
/
¥
と

(1Gオ)

し妥i
居に
る山
者Eす何
侍E伊いを
<，予よか
成の名な
る国の
か松三み
日ひ Il.ri愛f
頃iのに
観武A き
|止上L よ
音にみ
を奉守つ
信土公ミ
仰すを
し

人奥?にも毎
伺主万tて大日
ひυ と心切十
市じ密みのに句〈
7E:通一;外止い観zいのた音
ι た事し経
十しと勤2を
C居はめ三
るいけ十

ι をふるへ
主知しもかん
手りの若主つ
ぷあ L 気IJ _¥. 
f!むる主与のと
主夜ょ人至にな

E主与のり議
/0'. 
A 

(16ウ)

する女k朝け中
る事をゆる付
とを」、」、地、ら
いはぴ心此れ
ふ仕L んを老3し
を山か付母臼か
聞マしりてに此
て今こ居大奥5内
何日宵まら切ノ併に
卒主弐れに至主主
此人し介tっ人
弐とか抱号て母
人も此し苧tお
はにた母行(は
日ひ手てひもをし
頃i討之は表:つま
勤2にか くし
めらし

ざ

へすか
にけた
山遺よ
てわろ
申しし
けたき
るき者
はも共
さのな
てと1'L
此夫は
たよい
ひりか
弐我主や
人子こう
夫号のに

:r;ま L
人t 土
のだ

(17オ)

嫁品目
はを
Hひ泊、
頃iす
わめ
ら密み
は通三
をせ
大し
切事
には
致悪ij
しけ
く lL
れと
父も
其2あ
ノちifの

。



(へ
も

Tf昭:
簡け刀ん

vん勤Z

Z2 
7 た
八向よ

の fM

命日さ
助宇女
け成
遣れ
わは
さ和J
れl'

呂ろる今こよ
のへ宵去と
内しはい
へとまろ
入夫つ/
れよ延?i¥ 
惜(りしと
て妻tやわ
上はるひ
ょ母"へし
りにし船
大あ明へ
きつ H は
成け手て左
る若主討Zや
長i 比 Eにう
を円日仕な
おは ら
居士 は
11，¥ふ

(]7ウ)

き
て
そ
の
夜
は
ま
っ
其
身
も
や
す
み
日
る
が
倍

お

け

い

る

み

ち

其
夜
桶
の
中
に
て
お
も
ひ
け
る
は
色
の
道
は

心
の
肘
と
は
い
ふ
も
の
L
班
抵
卦
人
の

H
を
か

お

く

か

た

み

つ

う

ん

る

す
め
奥
方
と
密
通
し
た
る
と
い
ふ
は
有
ま
し
き

わ

か

わ

治

み

事
と
我
身
な
か
ら
我
身
に
あ
い
そ
を
つ
か
し

み
ら
い
し
ゃ
う
ふ

3

1

せ
め
て
は
未
来
成
仏
す
る
や
う
に
と
思
ひ
明
日
死

-

よ

い

や

ね

ん

す
る
身
の
上
成
れ
は
今
宵
令
夜
日
頃
念
ず
る
続

ぬ

う

か

与

〈

つ

や

ど

な

世
一
音
の
名
号
卜
匂
を
は
通
夜
の
心
に
て
唱
へ
屑

p
b
け

そ

と

こ

へ

る
に
夜
更
七
つ
ま
へ
に
外
よ
り
た
へ
な
る
声
し
て

ふ

ろ

の

み

の
た
ま
ふ
ゃ
う
此
風
日
の
呑
口
よ
り
出
へ
し
わ
れ

そ

の

ほ

う

ね

ん

そ

う

(

い

つ

〈

仕

は
其
方
か
念
す
る
観
音
世
也
早
々
出
て
何
国
へ
成

い

て

ゆ

〈

さ

い

t
s

し
ん
し
ん

り
と
も
山
行
へ
し
妻
女
も
其
必
の
信
心
に

た

す

ヘ

ふ

ろ

め
で
L

助
け
得
さ
す
な
り
と
の
給
ふ
て
風
円
の

の
み
口
ぬ
け
け
れ
は
初
々
有
か
た
や
と
お
も
ふ
内

の
み
〈
ち

b
な

た

ん

ひ

ろ

そ

の

と

一

」

ろ

に
呑
口
の
円
八
段
/
1
1
広
く
成
り
け
れ
は
其
処

(18オ)

『
諸
課
昔
陀
洛
伝
記
』
翻
刻
と
解
題

(18ウ)

な
に
ひ
と

よ
り
安
/
、
と
ぬ
け
出
あ
た
り
を
み
れ
は
何
人
も

見
へ
す
さ
て
も

/
L有
か
た
や
と
観
世
音
を
礼
拝

み

あ

ま

h

し
出
ゆ
き
け
る
道
に
て
ふ
と
心
付
此
侭
ゆ
く
も

か
含

み
れ
ん
成
り
と
思
ひ
有
り
し
次
第
を
書
主
人

し
す
し
ゆ
っ
け

1
?

へ
お
く
り
そ
れ
よ
り
一
生
出
家
を
相
続
し
西

レ

ろ

と

お

〈

か

た

よ

国
順
礼
を
廻
り
し
な
り
倍
又
奥
方
に
は
そ
の
夜

お
棋
の
御
院
町
駅
に
聞
け
も
b
れ
哲
朗
へ
願
ひ

お

っ

と

み

コ

け
る
や
う
は
わ
ら
は
事
夫
の
白
を
か
す
め
病
問
つ
み

通
い
た
し
候
た
ん
女
の
身
の
是
よ
り
上
の
罪
は

り

や

フ

し

ん

な

げ

な
し
左
す
れ
は
明
日
に
成
り
両
親
へ
歎
き
を

む

t
k〈

l

ひ

か
け
わ
ら
は
ふ
恥
辱
を
う
け
候
間
何
と
そ
御
慈
悲

よ

t
y
し
か
い

に
今
宵
中
に
白
書
い
た
し
度
存
し
候
間
此
段

み

の

か

し

御
聞
わ
付
遊
は
さ
れ
御
見
逃
し
死
な
し
て
た
ベ

ま

て

い

主

わ

も

て

ゐ

わ

明
日
迄
保
て
居
ま
し
て
は
人
々
に
両
も
合
さ
れ

は
ち

す
恥
の
上
の
は
ぢ
な
り
と
ひ
と
へ
に
ね
か
ひ
け
れ
は

老
母
は
い
や
生
は
得
か
た
し
死
は
や
す
し
ま
た
し

(19オ)

あ
ん
も
有
る
へ
し
と
聞
入
れ
な
き
ゅ
へ
ぜ
ん
か
た

(19ウ)

付かくな
て心おく
居ざも}舌
たしひけ
り無まる
けにたか
る成は老
かる嫁品母
早思ゆ女kは
夜よへた何
も立んと
明存居気そ
ぬにをし
れもして
は嫁主てた
主にはす
人心わけ
は らた
は



同
朋
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(20オ)

は女上事まわへ居りふ
かになふれゆす則せ
りもれやとき是石置
ま両3とう申老はをし

品懇:主民日君主 R2
女しりいほはむ x け場
よ n
もはふと老かとるへ
是々所手て母ひ思にゆ
ま豆を討1は女5ひふき
て;ム聞に我立国;まろみ
我 ;Lわ致子-22うつのれ
に開けさに壬何中は
孝す??!たれむよ三気に其
行(どま候か"な若L:ま
を住わ事ひ五く侍iL
もれはの~lJ n'重んいに
fi よ尤た Jご居5は有
L;嫁主の 筆

(20ウ)

を手てら我つ
ひ紙itれいく
らをぬのし
き F明、とちく
見口iいのれ
るへふ有ら
に人所るれ
若主れへうし
f寺;か召ち事
ぷへつはを
のりか殺iお
夜ゃ候ひさも
liijtをのるへ
よ申女 L は
りさ来をど
のしり見ふ
や出只でても
うす今旨居
すよ走此

義れ思候し
事は召かき/
も書k御此に L
是中号立2義有に
よを腹?御難か
りものまE きき
発宅っ k ら街!日
dG;';てませめ頃
仕御た不く観
りわ罪=中み ~I:
諸ひを候に音
田中かてl'Jlを
修主上さはりね
業主候ぬ逃!? にん
晶うさるか命fし
でて道今く削j宇居
候拙空理りれ J、候
者与な候ソ処
やふ
う

問
何
事
も
是
迄
と
思
召
御
ゆ
る
し
遊
は
さ
れ
卜
さ
れ

(21オ)

し度
く候
賢1亦t
慮?県;
慢す
小拙"
1正者与

占在

住i
やド
相
ラ
n 成

E信
〆¥，-，
γ よ
)ろ

ね
か
ひ
上
車
中
り
候
先
は
心
せ
く
ま
l
A

あ
ら
/
¥
御

(21ウ)

卜し世老色ね
缶]ぐた青母々か
在日れのにわひ
音と御わひ申
経fも利りた L 1:: 
J 心生与しけ候

干号まう命iBt
篇Z官ょた 1た主と
了日ひ助ナ人あ
頃C;07 もり

と又巳日得?老
二くか^是心上母
の しは
し ヌとひ
ベ e J: ?侍1丸子安芦き
"ま苗3¥ご女k折哲か母い通守に

を也
く は観レ
は」

命
た
す
か
り
け
る
な
り

北

H

陀
洛
伝
記

巻
の
廿
七
畢

(22オ)

高
一
川
一
帆
普
陀
洛
伝
一
記

巻
の
廿
八

目
録

十
干
手番
観播
世磨
背凶
再配;法号

顕著:
道奇観
自Ir由
人音

(22ウ)

布Jv開七
歌か山番

ニE性ιJ雷
神上向?磨
の士フの

硯;丈雪
石U神上曹
の通31;
事を見
同ゐ間

程ら主
し同
給

事



井

な
↑
ん
J
A
C
と

も

さ

ん

た

ち

仁

、

ー

ち

中
納
言
時
朝
卿
御
公
達
を
手
討
に

忠、号し
太た給
小ふ
三事
郎
発耳
目己占

し
諸
国
修品

射
の
事

(23オ)

並

H

陀
洛
伝
記

巻
の
弐
捨
八

よ八当ミ
りつ時I
名にを 二
付わ法号 十
たか華け千六
りれ寺し手番
法号法号と観播
道ミ華け名な 1I十熔
仙経卒付Z音国一
人口うた開J:法号
は誠じる山2主け
天市〈は法号寺
ょに此道5観
り乞山仙世
雲L1F の人音
にどみ

ぷね

ふ

(23ウ)

削j1:人た行;釈年飛ひはす八乗の
に々へに J 迦か鉢円八い葉fり
もたなてののっその此
どくけは御行主のうれ山
るはけ色申どもソ峰古有んを
是つれゐ子し誌のるげ見
ををは γ ら I ま山のて
飛ひ入お是かぷんとかあ
鉢可るのたんま中見たま
のもなれくな帯n のてちく
行手れとはと必岩さ時だ
レうは鉢itっつ wコのい μ ふ

伝わのせとどさほわおコ此
h れこんめ口fらゐへ山
..I'と中とらとに岩士モに
ぷ白しにおれい能i窟3JL 法
号然t飛らもしふり有砧 IE
に 17iふ はてれの経

か

(24オ)

孟
問
調
帆
昔
陀
洛
伝
記
』
[
翻
刻
と
解
題

す法号とん日山法号
は花けさ丸¥4:に道5
る山んきに居仙
人にと物てて人
々か i自ftかは鉢日も
今へまと加かの此
のりはぶ様fこ事
丸Eあるとのを知
きるは棒"行主はる
も法号ちな'.;/>，りも
の道iのとゐ}まの
は fill とに 17pu 今な
峯古人はて ~t Q8~か
への迫fTた?へり
よ前売廻EAJ戸羽Aし
りにさきししヘb
れおぜた法R
て EE花，;

(21ウ)

な行年竺Tれ H 知たやと顕去の居った
き山》釈与は本れくつひわ月時てのり
ゆ旨迦か知国すはなあ世為い其内と
へ立のら仏去とつるるこなまにて
知;で御Eさ法"がをそかのりへ俗?み
ら註弟てるいめ入名せ峯吉おにと午
己 ι 子L にま日るの凶?にのかも/
る)CLさ羅ら是だる斗れ中号すれの出，~ ¥ 
と刊す漢t 飛ひあ法~5 rJi" I をん和J鉢liidマ:山
見をた鉢itま道5に¥さてもあで J に
へ勤2ちのね仙てとわ鉢I2のり t 上
たむつ行主く人は呼iiかを成さ苫り
りるとに J ひ御なわす播るて予て
我もめとエろ H くりく磨そご式見
此のた長てまを m.てぜ ← I卜ムそ 31れ
法守いも人んらひ殺え中も同〈 2此唱は

r' D ;:::1 < (4'(~ ~;w 0 
にまふ ざらさ/の L おいもぷ相
だ きん¥何 1 の fP4Jく
も ソ

(25オ)



同
朋
大
d
7
仰
教
士
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

11~ひ観t
は念t
っし
の千
た手
く観
は世
つ音
をを
つ本t
と尊Z
むと
る成
なし
り

(25ウ)

心
ざ
し
有
る
も
の
は
た
く
は
つ
を
入
れ
申
へ
し

さ
て

と
有
れ
は
扱
は
左
ゃ
う
の
御
事
に
て
候
か

(26オ)

を御珠与さ ~j/; の依へ有
ふ時主数ずき仙ましか
ねにさIT 人わ奉た
にてり手にりりき
っ凶三也観て給付御
み国f其世持士ふる事
藤fよと音来と鉢2か
井いりろとりてのな
何E禁i人工鉢2給たこと
其t庭5皇すのふくまそ
とへ四こもははれ
申御十すのつれよ
も年記五いはをはり
の貰〈代し金t入そ人
付米tのや仏土れれ々
て うのけ飛ο帰京

のちる鉢t
い自し

鉢ltと揺
のん磨
こ邪与な
と見日た
ひのを
米もの
りのほ
と成る
斗り処
ましに
るか三
藤船自の
井の i僚f
是へ井い
をさけ
見きん
てに

とのあ
て山や
はにし
ちたみ
のっけ
ことれ
をきは
飛白出船f
し家頭5
たあ中
くりけ
は 方官ひる
つ鉢tは
有のこ
る千74れ
フは

む
か

(26ウ)

お成
ろり
か御
や心
そざ
のし
ゃあ
うら
すは
い入
づ給
なへ
魔まと
法号い
0) 占、

仕t に
業主あ
なら

り
か
ゃ
う
の
事
に
て
た
く
は
つ
す
る
を
た
っ

しと
やむ
くは

杖t雪
5ぷ
土な
γ り
tJ た
￥く
クは

z z 
は;?

フ

.-1'>"は

宮 Ef
に 〉つん

居

(27オ)

もあ年記ませはな
にが貢くわばちか
とる米己りはのら
ぶ是のてちこ取
ゅはた法号のをに
へいわ華けこ足fま
にから山はにわ
せにこへ舟古かす
ひとと上のけは
な俵t/ るくてお
ォ，¥こる海tか

皆2三くれり中号し
(石山にをへき
ーのって蹴けし

肝tf 曲続入三りわ
を二にきべおざ
っ Jt てんと也
子丈
U と

あ
き
れ
は
て
L
ぞ
な
か
め
居
る
ふ
し
井
も
今

なは
く大
是に
我立お
いと
たろ
らき
ざ此
る米
身取
とら
しれ
てて
法号は
));c申
をわ
け

(27ウ)

れさ
はみ
Jlltせ
蝋5し
とあ
もや
しま
かち
らな
はり
あと
のて
山く
へや
御み
附け
有

見今我かじ岩主人て
おさ意ぃ井窟ミ々わ
とらに法ifの藤tひ
ろ後fま道5そ井ぃ給
きほ悔Aか仙ばをへ
発 3ιいせ人に案fと
記走法鉢ltにつ内R申
仕ぷのむみしに
り腎たこかかてつ
候公ふをひさ山け
此二ま海よ手ねに船主
米おじにをたあを
は 1Z土け合在るかい
御乎う落主せ米品りか
年27、してあ見り
貢，正佼私りれに
米己主たのふはと
.~んめ

凹



(28オ)

ひ
や
う

一
俵
に
て
も
う
し
な
ひ
て
は
中
わ
付
立
か
た
し

御
帰
し
下
さ
れ
候
は
ー
土
甘
か
た
く
候
わ
ん
と
あ

し

か

か

へ

や
ま
り
入
ね
か
ひ
け
れ
は
然
ら
は
返
し
遣
わ
す

し

よ

そ

ん

う

ら

ひ

ゃ

う

の

こ

お

〈

べ
し
し
か
し
所
存
あ
れ
は
内
一
俵
は
残
し
置

せ
ん
と
う

べ
し
と
あ
れ
は
藤
井
は
よ
ろ
こ
ひ
船
蝋
と
も
に

か

へ

ほ

う

p
リ
J

申
付
は
?
」
ひ
帰
さ
ん
と
す
る
に
法
道
仙
人
は
い
や

4
h
u

ふ

ね

か

へ

f
I皆
/
¥
舟
へ
帰
り
て
ま
つ
一
へ
し
と
れ
よ
り
か
へ

は

ち

ま

い

す
へ
し
と
て
か
の
鉢
の
こ
山
に
舞
さ
か
り
ふ
ね

た

は

ら

と

り

に
来
れ
は
俵
は
是
に
そ
ひ
て
鳥
の
如
く
お

と

ひ

ふ

ね

ゐ
/
、
も
つ
ら
な
り
て
と
と

/
Lく
飛
来
り
て
船

ひ
や
J

お
ち

に
つ
み
け
る
内
一
俵
は
中
ほ
ど
に
て
滋
た
り
こ
の

古

も

l

?
と
さ

落
た
る
所
を
よ
ね
田
村
と
い
ふ
文
字
に
て
書
時

よ
ね
た

E

2

こ

は
米
治
村
と
か
く
藤
井
何
か
し
都
に
の
ほ
り

ね
ん
〈
芯
い

E

う
り
と
り

?
tん
あ
ら
た

御
年
貢
米
を
納
め
け
る
に
請
取
の
役
人
改
め

ひ
や
ラ

け
る
に
一
俵
ふ
そ
く
ゆ
へ
藤
井
に
い
か
λ

と
い
ふ
に

叫

ん

色

う

そ

の

よ

i

M

T

〈

l
l
ん

付
府
中
の
や
う
す
か
た
り
け
れ
は
其
山
役
人

ト
1
3

く

わ

ん

は

ぐ

み

み

ル
申
上
け
れ
は
関
白
の
御
ヰ
に
人
り
そ
れ
よ
り

(

み

か

と

そ

Z
ん

じ

ん

帝
へ
奏
朔
あ
れ
は
日
の
木
に
左
ゃ
う
の
神

つ
1
J

ほ

う

、

ん

め

い

そ

う

あ

り

通
方
便
ふ
し
き
の
名
僧
有
F

」
そ
有
か
た
け
れ
と

こ

ん

り

フ

し

ゃ

う

む

て
其
所
に
一
千
を
御
建
立
有
る
へ
し
と
て
聖
武

器

苦

制

問

と

し

て

陀

山

由

古

人

観

刊

音

(28ウ)

尋
問
調
帆
昔
陀
洛
伝
記
L

翻
刻
と
解
題
ー
ー

(29ウ)

き後E蔵1をとと子うのては
仏土にと成い lfiし凶あ金主
ほくもしふの第ら仏土
ささには書大 たち
つり飛点ちに納|にい
をしけの;在、l言六ーさ
こかるこ貨危隆与は射zkき
し此此蔵iの国2んを千
ら木蔵iの里f卿与法11作マ手
へをの内上川う華けり観
志し取はに人 Et 寺L 卒 111
貴さて L い飛ひ LE とり音
のちらり鉢は ji成本日を
d い材巨てのち重しり尊f御
刊すさも 行字、口1 けと n~'&
く !吋胆l るしに

てこ
播iiめ
肘ぺ

し
ん

t

と
い
ひ
て
人
々
信
心
い
た
し
け
る

御
詠
歌

(30:0 

2

2

1

 

は
る
か
花
夏
は
た
ち
は
な
秋
の
菊

七
喜子 い
括つ
磨も
のた
同へ
書kせ
写与ぬ
寺の
観り
111 の
音は
Id: 
や
ま

(30ウ)

和ゎ閃;て
開?;虫D~ 忠t 井敬か山i
l! r>~ 意いよた 三i科午
性午輪1小中神上当1
空:観三納の E
う世郎百と耐人
発J時
空石t神kl安T記き中H6m 拍

~ L 期l岩君
奇諸i札 顕官
長存国2会会 は
修しまちゅ ι

主行?手て 命
LJ の討2 2; 
八事に 宇

し
給
ふ
事

五



同
期
大
学
帥
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
t

ハ
号

(31オ)

らにふに塔t祝性七
はてゆしのの申i
は;播醤はてみ知王 J

り磨とおねと人
まのとはにうは
紙主国のし増雪兼1六
子こ性;午d 外tま 賀か備ひ i絞i担Ez字:5草£t支2t清
の f へのと {僧曽号浄(
み f公とる尋峯;詰いなの
遣氾ゆはひり血:
はノ舟3 へ高Eて大力;
しへコ 1増目1き是而を
て序V賀か山もの i得号へ
着含有上に名t凶た
てる人て{僧曽1 予
な心 占

の
内:

(31ウ)

ぜおは中と 1曽1衆与そに居
んし是さの賀かにれ六る
しいをすへ上申を神上な
うた角|六た人付知通三ら
と入り根iくはてりをは
いき給神上おお増1亡得ヘあ
う給ひ通:もと賀かはてた
書Iふてをひろ上り居与
に此持E得 1咲き人ま給か
あ事せ給へ給の紙主ふに
り西tこふとふも子こ性b有
ま行早 L !'t与も成とを内Jへ
こじ給ん1いほへとモうし
さ丈ふ主うまと遺ふよと
L 有 た紙主わのたお
の人
此書ヵか f-HL子しへ jtも
支ヤミ託 EE空宇:は長
干中 U と出だ ふ
通 し

名危な仏tを
はトり のり得
忠2そお給
太たのしふ
小由ゅへ程
三来tにの
郎はてI:j:l
と此ー其3家
い tJ与方号に
ひグ13:は成
玉か下出り
すず人家給
ムモんのせ ふ
h俗fよ尽
くのと」
れ時主のと
手品川御わ
鵬り事』

(32オ)

T

A

ん

い

ん

大

た

い

l
ん
t
q
じ

と

き

を
よ
く
書
れ
し
か
閑
涜
の
左
大
臣
藤
は
ら
の
時

2
す

ま

こ

は

フ

平
公
の
御
孫
時
と
も
の
中
納
言
に
奉
公
し
付
る

さ

Pゐ
し

ゅ

せ

さ

え

か

く

も

ん

ひ

い

侍
成
し
か
手
跡
に
達
し
学
』
止
に
秀
て
し
ゅ

わ
か
主
み

L

U
ん

へ
主
人
の
若
君
の
師
範
に
仰
付
ら
れ
添
な
く

も
者
殿
の
弟
子
と
成
せ
り
然
る
に
此
御
家
に
は

せ
ん
そ

9
み

よ

し

わ

か

し

ん

い

の

御
先
祖
か
ま
た
り
公
住
吉
和
歌
の
e

一
神
に
御
析

{
そ
ん
は
ん
!
や
y
C
3
L
J
C
3

〈
わ
ん

り
有
し
は
子
孫
繁
昌
長
久
の
御
願
を
こ
め

つ

け

し

そ

ん

給
ふ
に
住
吉
大
明
神
御
告
に
子
孫
は
ん
し
ゃ
う

し
ん

の
し
る
し
と
て
硯
必
を
進
せ
ら
れ
け
る
こ
れ
を

υ
か

i

ん
た
い

す
な
わ
ち
和
歌
の
御
神
鉢
と
あ
か
め
何
事

h
り

と

り

れ

か

に
よ
ら
す
目
出
度
折
か
ら
は
取
出
し
梓
む
へ
し

さ

ん

し

ん

主

っ

か

い

へ

と
の
仰
に
て
和
歌
三
神
よ
り
授
り
給
ふ
御
家

た

カ

ら

ぐ

ら

い

の
宝
な
り
然
る
に
中
納
百
殿
大
納
言
に
御
位

ナ

!

、

り

し

め

す
ι
ふ
み
給
ふ
御
悦
ひ
と
て
御
悦
を
出
し
注
連
を
は

り
神
酒
御
ぜ
ん
を
さ
ふ
げ
て
一
間
に
か
ざ
り
給
ふ

i
て

い

る

す

所
に
大
納
言
と
の
の
拡
散
庭
へ
上
り
給
ふ
御
留
主

の
う
ち
忠
太
小
三
郎
お
も
ひ
け
る
は
此
御
家
に

u
Jう
わ

か

Z
lん

奉
公
は
い
た
せ
と
も
い
ま
た
和
歌
三
神
の
御

t
t
t

る

す

神
体
を
拝
み
し
事
な
し
何
と
そ
御
向
田
守
の

中
に
と
く
と
お
か
み
中
た
く
思
ひ
其
問
へ
し
の

4
4
2

ナ

}

そ

て

び
ゆ
き
脱
を
袖
に
予
つ
つ
し
つ
L
し
ん
て
い
だ
L
き

(32ウ)(33オ)

」ノ、



(33ウ)

あ
L
お
と

居
る
所
に
ば
た

/
Lと
足
斉
の
す
る
に
お
と
ろ
き

な

を

さ

直
し
お
か
ん
と
す
る
時
気
を
せ
き
た
る
が
ゆ
へ
取

と
-

落
し
て
床
ぶ
ち
一
へ
あ
た
り
一
戸
つ
に
わ
れ
け
れ
は

さ

い

り

小
二
‘
郎
は
は
っ
と
気
も
の
ぼ
り
き
へ
入
た

う

ん

め

い

わ

れ

ら

き
こ
L

ち
運
命
の
つ
き
た
る
か
文
我
等
ご
と
き

さ
ん
し
ん

の
も
の
入
手
に
ふ
れ
し
ゅ
へ
に
二
神
の
御
と
が

L
ん

は

;

け

さ

い

〈

わ

め
な
る
か
神
罰
受
た
ら
ば
い
か
成
る
罪
科
に

せ

ひ

た

い

せ

3

いへ

お
こ
な
わ
る
へ
き
是
非
も
な
や
御
大
切
の
御
家

の
た
か
ら
そ
ん
じ
た
る
は
い
か
斗
の
事
ぞ
や
死
し

t

T

3

し
ろ

て
も
ま
よ
ひ
に
成
る
へ
し
と
当
惑
す
る
処
に
後

言

"

に

l
二
才
に
成
ら
せ
給
ふ
わ
か
君
小
コ
郎

あ

ん

そ

の

案
す
る
事
な
か
れ
く
る
し
か
ら
す
そ
れ
を
兵

ほ

う

わ

っ

方
か
都
た
る
と
い
ふ
た
ら
は
た
い
て
い
の
事

わ
れ
わ
っ

成
ら
す
我
割
た
り
と
い
ふ
へ
け
れ
は
か
な
ら
す

ね
れ

/
¥
何
か
と
お
も
ふ
へ
か
ら
す
我
い
ふ
通
り
に

(34オ)

若主っこし
君iた L て
にひろ置
引なさベ
うししし
けし、はと
さか有し
せやかほ
まうたら
し成けし
てるれく
は街!とも
罰日谷主も仰
にめそせ
ばをれけ
ち請l;はる
を 申告主主御
てり
もも

(34ウ)

かか
しさ
くI1J
只主る
わ也
れと
にし、
まへ
かは
せい
置や
へそ
しれ
とに
仰て
けは
る事
其む
所つ

『
羽
問
調
翌
日
陀
浴
伝
邑
翻
刻
と
解
題

と小へ
の=大
に郎納
はは言
そ心般
のす御
まま帰±
斗ナり
硯覚Tと
の ↑百こて
間し人
へ居々
御る立E
出倍号さ
あ大わ
り納ぐ
札口言に
拝i1
し
て

な硯
さを
れ御
たら
るん
やし
と是
気は
もい
狂年か
ai成
""んる
ど事;

とに
ノて

き担
わペノ
れ

ぎ

給
ふ
っ
き
/
¥
の
人
々
も
お
と
ろ
き
是
は
い
か

(35オ)

りの給肘な
とラひるる
開ち街lか事
心にさ L や

せ拝主わるら
きみき所ん
床f中なへと
ぶ 1旦さ若日た
ち手れ君iか
へにまはひ
取取し父?に
おりそ君i目
としれのと
し処はま日
かへ御へを
く御留ろに見
はか主9出合
へ させ

世

(35ウ)

御に我日代御成
神上や迄5/ なり
身:*(~其2 つ\み申
の方守 λ 伝Zた候
成はがわをと
り三iなる流t仰
給神).:<所しけ
ふの伝2の給れ
事御わ和ゎひは
そ心り歌h 鎌t大
ゃにし三iた納
大かに神kり言
納ないの公す殿
言わか御よは
にす I，li:神tりは
成かる身体kしら
りく事 て(

と

なし
ら悦
ひこ
にひ
先i事
相その
へ中
のな
申れ
訳ifは
其Zと
方号て
か和

命l歌
志と再

聞fら
今ね
はば
たか
まな
らふ
れL ま
す L
)I~x" と
て仰
此け
硯f予
を~
割古川

22 

七



同
朋
大
学
側
教
士
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(36オ)

ど替t事事
もりそは
命ドに其3と
もりも方Jfい
ゐ立割ぢふ
うチんたを
Zとる M
L 思と 1肖け
正問ふ申し
1ヂ心て是
17 ざ我liI 
与しを¥
よはか小
Z 嬉立ば
乏しひ虫F
Lけ身何
れをn " 、

で v

ふ

誠な
にし
書小っと
り其
し方
はに
私お
に占、
ちせ
から
ひる
な与
しも
いの
方、に
ゃあ
うら
とす

とも
仰な
けさ
るれ
大ト
t骨さ
日る
殿へ
今し
はと
是せ小

ゴド三
な郎
くだ
腔、Eま
愛Rれ

(36ウ)

とと刀む大の
まとを納な
り合^，も言み
か掌!，;Iこ殿た
ね十ヲせは人
X27 給 J22々
立佐ひ AHも
山小けの只
て~れうわ
;gt空 1'111 はしっ
山れ…おろと
な身
かも官主主 t
らあ
しらを台主
官是主泊 6z y い太た

(37寸)

跡雪よはれ御
をし小すま
弔主みさ私ち
らを郎を下
ひ思せ御さ
くふひ討2る
れそ夫右下へ
よなほさし
そらとるも
れはにへは
こ出替tしや
そ家らとお
はとんい L
何成とふた
より附しにま
りて弟目わつ
の我tのかて

君i居
ら

太2お事
万もた
のひの
ド切む
にてな
此御り
刊':ょいと
のた仰
息官 わけ
はしる
たや大
へ者納
に君言
けはと
り振kの
小t:rtは
三給
~B ふ

は

ら

か

は

b

お
い

は
す
く
に
腹
を
切
て
さ
い
の
河
原
に
追
っ
き

(37ウ)

奉
つ
ら
ん
と
も
ろ
は
だ
ぬ
ぎ
し
を
大
納
言
殿

と
L
め
給
ひ
左
や
う
に
お
も
ふ
な
ら
は
停
か
中

せ
し
こ
と
く
に
山
山
家
に
成
り
ほ
た
ひ
を
弔
ら
一
ひ

へ

L

し

得
さ
す
へ
し
と
布
れ
は
死
ぬ
る
に
も
死
な
れ

そ

の

ば

か

み

す
其
場
に
て
髭
を
き
り
そ
れ
よ
り
若
君
の

〈
ひ

御
骨
を
斤
に
か
け
大
納
昌
殿
に
御
い
と
ま
申

し
ょ

f

h

E

P

?

せ
ん

諸
国
修
行
に
出
け
る
か
筑
前
の
闘
世
ふ
り
山

み
ね

A
ん

〈

っ

す

み

J
刀

の
峯
に
岩
窮
あ
り
こ
れ
そ
観
背
の
住
家
と

ほ
コ
け
さ
ん
ま
い

そ
れ
よ
り
卜
二
年
か
間
法
花
一
一
昧
ほ
っ
と
ふ

て

ん

せ

い

め

い

そ

う

あ

と

し
て
天
性
の
名
僧
と
成
り
給
ひ
御
跡
を
と
む

ぞ
〈

b
〈

も

ん

し

ゃ

う

〈

う

ら
ひ
付
る
俗
の
と
き
よ
り
学
文
た
け
く
性
空

{

ゆ

会

や

フ

【

ん

じ

ん

上
人
卜
二
年
の
修
行
せ
ふ
り
山
に
て
信
心
を

?
ん
す
(

み
か
き
六
根
清
浄
の
身
と
と
き
す
ま
し
て
六

!
ふ
つ
う

b
k
J
Y
J
U
チ

oiそ
フ

州
通
を
ゑ
給
ふ
知
近
兼
僻
の
が
帆
僧
と
は

ど
ん
E
う

わ

れ

成
り
給
ふ
あ
る
夜
天
童
来
り
給
ひ
て
我
は

ほ

ん

て

ん

た

い

し

ゃ

〈

コ

か

ひ

し

ゃ

う

し

ん

党
天
情
釈
よ
り
の
御
使
な
り
正
直
一
の
観
世

お

か

し

よ

し

ゃ

音
を
停
ま
ん
と
な
ら
は
播
磨
の
国
書
写
山
は

し

ゃ

う

と

れ

い

し

ゃ

う

2

h

観
世
斉
浄
十
の
霊
場
な
り
こ
れ
に
行
て
修

5
2

し
ゃ
う
[
ん

行
有
る
へ
し
し
か
ら
は
正
真
の
観
世
音
を

コ

け

し

よ

し

や

さ

ん

お
か
み
奉
る
也
と
御
告
有
そ
れ
よ
り
書
写
山

(38オ)(38ウ)

ノ1



ーとに夜らに
人む天正す行2
御か人見読そ柴台
覧Zひあ諦与の
し手ましい
いをく給ほ
か合たふり
なせりにを
れ凶庵Hあむ
は句〈りるす
大1のの夜ひ
人文そさ法"
あをばへ花け
ま I唱主のわ Uf
くへ桜iたお 3

た給っh るャ
りふ小月に

の~

も給
ふひ
そ其
と木
仰何
けゆ
れへ
はに
天文
人を
のと
たな
まへ
ふお
やか
うみ
はた

ぷf

(39オ)

御く観得へに輪iすけ
木E天音有ぅ安土観ゆな
尊Z人造1縁f置ら 111 へく
をの立1の有音拝tも
亥U~ 拝E 有観るをみ此
みみる音なっ奉木
奉給へ霊!1らくるは
りふし場午はり此観
し所とに末z奉霊!i世
也ののと忌代戸り木?音
ヒ霊行事宮衆ぷ然をの
人木?砧 l ふもう
はをり?と1111しつつ
そも上「くのててり
れつ人三利り此如5ま
よて有量生与処意い主
りかを

た Y工

(39ウ)

しふそ御を人
てげ廿ね建E/
読をんかかた¥
前与ほ年ひまの
すさ法号にふ助
れつ花"は所力
はを経主わのを
ふ拝ii「 2れ書kも
付ま孟主せ写与つ
んず !15いふ山て
ほ誠 2 りなli1l
さにで山り室
つ信tft に然を
拝立心(丈てるー
まて Ji71去に宇

アてI 迄~ J:: の
給と l正1お人堂
ふう真tよの
の

『
古
語
昔
陀
洛
伝
記
し
翻
刻
と
解
題
|

(40オ)

さき給さまれなあっ mT~ 御拝主あと
つ小へるつはらるをへ事まれい
も歌Zはへ/いひき拝主ゆ上んはへ
見を女主し¥か出給みさ人とあり
へう郎すと御にしふにて御成るね
すと出いあもかに来秋ilつら夜か
{可Eふてふか普ι内よりはげはのわ
やと澗与然り賢日よきた性主に江ヘ御く
ら人肴fら候ほりなりグuZ任 11 告Zは
んはをはてさ男るとモうせのに拝E
知此出と女主つ出家どい上 n:里止;主ま
れうしてUll号をてにへ i: 口へ吉Zれ
ぬちこさ~さ衆与拝主皇f けご笠の行7 1Zんさ
歌Zに味み敷主をまのいと品目盟主へ Y せ
を普ふせへ街iせなせにf二最ん遊fLJT給
う賢tん通か申らい尋っ々所主と r

とほひりひへひあね c の山ほと
ふ なしなま 井三祈禽
と た 誓R

(40ウ)

っしほ思
ら六さ召
で棋iつて
は清与ま布
き浄ノ片り
この

正若it t; 
見 1Eんもや
へ.，.'";. I~J'<- I 
まピ i限土¥
し ζ にも
と三てし
観41:は此
'" '"おうねみよミや

や奉 ZZ 
レ れふ
まげ
ん

(41オ)

むはま
ろ上な
の人こ
kkのを
海?:耳立ふ
主:にさ
ちはき
ん外記屑
六の給
よ事ふ
く lこに
のあう
風主らた
はすの
ふ実とし
か相1ゃ
ねう

カミ

九



同
朋
L

入
学
帥
教
士
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(11ウ)

人入とな居我i:と
目て成くるはす
を助5万日其ばふい
ひけ客Tゆかげゑ
らんにへりんん
き為お枕fまにぼ真上
給なもらこてさ自Il
へり工と信上つの
はと亡のす也浪Z
普ふの γ するとの
賢1歌ヨレかも白?た
ほのた色iたの象3入
さし{育すをなにぬ
つやよかしう日
とうりく助手ちも
拝まか引 L ":;<乗ぢな
ま k 遊守ぷゑ し

女し悼ん

よも

裟主方をのれ
婆は担~~実と実与給
を楽?和t相1ふ
ううととぞ
ろろいは有
ととを常午か
いは」 wriた
ふほれ交〈き

党自認i仲町
のふに」:の
ふのあご;う
の迷fり γ た
五ひむ二ひ
ち有ろ三に
んると iz 有
六是はー，処
よ 西川
く

(12オ)

報号らあのけを
のひりへかは
問給てノ'.k%れな
つふけ底3たれ
あこかへるむ
lL h れL しもろ
はををづのの
北大kうめあせ
山海fけすらか
っとず死しはい
のいぼ人大t六
四ふさな海tこ
通午いつとにん
斗うん不はは清1
Lf浄与ラふ浄(
海t こをコつ浄午と
業ぅ し フし
にコは の

ち

ぜれう
とはけ
い殺iず
ひし此
イJた阿
るしっ
かとと
ゑおい
んもふ
なふは
りが j心
殺iいの
しんう
にな-r，
1=j'tりに
か殺iて

有

四
く〕

(42ウ)

こ
う業
な
り
す
て
に
そ
の
も
の
を
お
さ
へ
て
殺
す

】

ラ

あ

〈

か
業
と
成
る
五
ち
ん
と
は

H
に
見
て
思
を
つ

T

3
い

あ

〈

つ

〈

日

く
り
耳
に
開
て
惑
を
作
り
鼻
に
て
う
ま

に

ほ

あ

く

つ

く

き
匂
ひ
を
か
ぎ
て
く
ひ
た
し
と
悪
を
作
り
什
に

あ

〈

予

ち

ん

て
さ
ま

J
L
の
窓
を
成
す
是
五
つ
の
悪
塵
の
ご

ち
ん

と
く
と
い
ふ
に
五
つ
の
ち
り
と
か
く
五
塵
と

よ
〈

よ
む
六
欲
と
は
ほ
ん
の
ふ
の
よ
く
心
に
て
六

か

〈

止

フ

ゑ

い

か

リ

や

〈

角
堂
の
観
世
音
の
御
詠
歌
に
出
す
ゆ
へ
略

{
さ
せ
い
か
う
み
し
k
ぐ

す
六
ぢ
ん
し
ゃ
う
と
い
ふ
て
色
戸
香
味
触

出
の
六
よ
く
な
り
こ
れ
郎
ち
丘
ぢ
ん
し
ハ
よ
く

ゆ
L

》
し
ょ

の
け
か
れ
た
る
風
は
ふ
か
ね
ど
も
遊
女
と
成
りしん

て
ず
い
ゑ
ん
と
し
て
た
す
け
給
ふ
ず
い
ゑ
ん
真

に

よ

し

〈

う

如
と
あ
ら
わ
れ
遣
は
し
て
不
浄
成
る
所
に
居
て

た

ザ

ふ

け

λ

わ
れ

助
く
る
な
り
普
賢
ほ
さ
つ
は
我
な
り
と
仰

〉

丈

ム

刀

さ

一

け
る
歌
の
し
ゃ
う
歌
と
開
へ
け
り

(43オ)

御
詠
歌

(43ウ)

し
よ
し
泊

は
る
/
¥
と
の
ほ
れ
は
書
写
の
山

お
ろ
し
ま
っ
の
ひ
斗
き
も
み
の
り
成
る
ら
ん

普
陀
洛
伝
記

巻
の
弐
拾
八
終



丙
凶
順
礼
也
同
官
各
一
五
記

一一十一一一所

f
p
i
{ム一

巻
ノ
拾
五

(1オ)

四
国
順
礼
山
E

ム
E
V
E
E
Z

J
l三
所

t
F
j
i
E
巻
の
廿
九

(1ウ)

十卜十
番井九本t八
近ま 番尊ヱ番 H
)Tみ惣若主正月t録
凶太狭主観後ー
湖子夫同青国

Ili;女5松雪開t成5
竹t地2 尾~ LI L~，相台
生s 両if寺Z西F寺E
嶋主う?ま観思UE観
本thよふ世禅1世
業f誌j音師l 宵
寺しさ

h 
し
事

観
凹
音

順t明
fhtl惑し
3f 覚Tz川二
一阿μし

T 限t
会病?
ら平日
さ癒ゆ
るの
事事

( 2オ)

桔
口
陀
治
伝
記

巻
の
廿
九

思土人E
禅f皇す 二
郎Iし四 十
は十 4d八
四二尊Z醤
梓i代正丹2
の文士観後ニ
人武，;， jlt 固
に天Z音成t
て阜守開f:相R
有御み IlJ~寺
り 代よ西目観
しの盟、主世
か時禅E育
聖f会附し
観リさ
西L、

『
諸
諸
昔
陀
栴
伝
記
」
翻
刻
と
解
題
I
l
l
i
-
-

( 2ウ)

に居橋t成日世
随tて立E相ftT 
一日心のにを
のを景it米守i
所すせり ι
なまうて古
りし/京ilι
ι 法号¥ 色I7
山、花けと丸、(
ひ経さし長を
ま うてふ
を がめ
つま
しと}めく
く」よら
は】と νh
?' V C ~ U 

F手伝是主主
宣言こ 処
るず天E丹

にr::: の後
!Jil 

( 3オ)

を守た心山二主と
常詰りくさ給京\~ ¥. 
に卒はしひ其ま
とりつをしひる
な観に山かとへ
へ斉もに後2っし
給の及fは/なと
ひ名号はこ¥り庵
て号すすひは禅Iり
お法号居け所師しを
わ華けなるのはむ
し経卒かゆもたす
ま咋7らへのくひ

ZBi署警1士号主
家山ん苛 IE つに此
の をよと )Jr 

:よみ は
、て日

本

と身
し、は
ふた
事く
なわ
しへ
とも
如5な
うI<':~く
のと
仰い
せへ
あと
りも
か事
たの
きか
もく
る

るの
事な
なり
し如
と来
仰の
せひ
白!lや
来[~ < 
0) 油、
街i う
つ有
むう
りち
には
有か
るつ
J¥ 

( 3ウ)

つ|嘩tあ白あ
L つるこか
みも年うき
二るのとは
丈午大冬本いに

がき2長:宗 J
J て七ると
ぷコ山口にい
慢ももの丹Eひ
三 E2間後一ひ
i足もと固た
J やはひ

宮山Eみ訟に
U にな凶白
ば
ぁ三言2くにく
るに て有
てを

四



同
郎
大
学
仰
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
J
l
六
号

あ
な

く
事
も
成
ら
す
せ
ん
た
い
当
凶
ゆ
へ
上
に
穴
を

あ
け
そ
れ
よ
り
出
入
す
る
事
也
然
れ
ど
も
七

H

へあも
ゆゆふ
くむり
も事つ
の成 x
ならき
くさた
庵土れる
宅与はよ
は回当
ゆおゆ
きんへ
に禅2心
う師しに
づのは
方主か， 
h 
ど
も

( 4オ)

人一物め
当?をら
にもれ
てく出
ぞわる
つず事
こ居も
ん給な
ひひら
へしす
ぬかし
く 次して
丘第土三
日に四
目的腹官日
こはは
ろへ
にる
は

ーたも出物
疋2わな家を
死らきの取
しにゆ事る
て少へなち
居しせれか
たのんはら
り空;方 も
西tj也ι も日な
思ど有なくさ
こりくらほ
れし居しと
をか給にひ
見具してだ
て処かある
はに庵fすく
!血よのの成
か用fり
意い

( 4ウ)

食iな鹿主か身せかて
も、れはつもうっさ
ムピはこゑ此ほゑて
叩立殺1ろてごってふ
たと主与し死とほ死ひ
す フたんくたしん
か七るでかいたや
るノ 12 にほっ心るこ
薬tft もたゑと也れ
に，ーあひてゑとも
は土らの死か見当
?言す為主ぬうへに
;; i ひにるしたて
ctとも身てりゑ
震f'l り成也知ぞ如Jifじ
給主死らiJf1我主足ぜき
ふ i ~ -iーし ちに
ふた此
門〈る

( 5オ)

かてもは
ら食i珂i愛i
俗?とれ成
にはぬる
てち死しベ
もがしし
心ふた JJdi
有つるも
るみ魚3殺主
もに肉tJさ
のあをす
はら買f:殺i
l羽ーすー と し
つ~ ，た
足fかのる
をしへも
食jなの

の死せ
ばすす
L るま
りよし
人りて
々か出
をへ家
済己つの
度どて有
すこへ
るれき
はを事
何合主な
よア〈ら
り Uいね
の命~ (: 
事をも

( 5ウ)

たな J平まな
ちへみれ
まにそは
ち入れゆ
ヌEZれよる
気き煮にり さ
っと鹿ょせ
き λ の M1
dーのふへ
と〆¥とと
やても観
か ふ担;
に切主を音
成食主切に
給?くとむ
ふ伝りか
此伊てひ

上主

を残りは
とし今
な聞は
へへ好品
仏tしん
'-11 とて

ぬて食
jっ/1;"， ，¥、
刊花けに

活経EP
ま普ふじ
た門も仙
鹿{ 目白は
か叩んム

のだ寸
為主ら i二
と尼に弓 J
ては

( 6オ)

もれ別コ
見みはに
舞Rや法
にう IE
来/経
り 1 を
て八よ
いれみ
か日給
L にひ
な雪2て
さはと
れれむ
ててら
御里Eゐ
しよ有
のり

かたとぎ
たると有
り鹿ムへり
給をはし
ふ食tすそ
か山、て文
く「には
せピ死し何
は主なを
罪22 んか
にE戸食主
肱 i ゲ，〈

S G E詳
へ y 付 γ
食I託手l ぶ
せを U

し
と

山



さ

れ

の

こ

の
た
ま
ふ
に
一
切
な
へ
に
残
し
院
し
と
あ
る
ゆ
ゑ

な
へ
を
見
る
に
何
も
な
く
何
や
ら
ん
は
く
の
つ
き

( 6ウ)

はもとた
ははし、る
つくふか
とのにん
心付{j.~な
付たはく
おるづす
いかなの
のんりや
内なとう
なく見成
るず給る
聖与なへも
同フりはの
賢禅Iい有
32 帥しかる
l:r こ斗

也

を引を
ふひ出
ぴきし
んた見
にる給
お枕宇へ
ほ有は
しり観
めさ世
して苛
鹿よはの
とか左
見へり
せつの
てても
観死し L
世すに
る

も青
つの
たも
し、与

なを
や切
其ら
残?し
りめ
しあ
た
切目へ
を M~
観ふ
世か
青あ
のら
庇手

(7オ)

に
あ
て
給
へ
は
元
の
y

」
と
く
に
な
れ
あ
ひ
給
ふ

の尊て所此
けし [CI 内塑与なに事
給く斯Tに相フれーを
ふまの入 ft あ乎見
はさ如主奉 lまひのて
常;かくり田の 4 い

ほのまし々 111 をよ
信上時こ街l 三成主建ic I 
何時にさ仏;ぽ相台立" ¥ 
のは L さ寺し凶t

な丙J)J~; 現ん l l!と此
な世ぜおり思い Il&:~ を
りにれ IZ十ふ右た
かては 21vなるつ

f E E E A1 5士主
す v 本こ

の

( 7ウ)

き
時
の
神
た
ミ
き
そ
の
時
に
け
か
に
か
ミ
る

斗
帽
瑚
帆
並
円
陀
洛

E
E
i制
醐
刻
一
と
解
同
国
i
I
l
l
i
-
-

に よき
ヒりど
人はく
の後十は
~~& 111: )1止
と のら
いねす
ふか女
常日ひの

(第さ
ーん
真よなの
実与りや
{円t男r< 
は:一
外Zレ

小
F仰
あ
れ
は
身
か
わ
り
に
も

t
給
ふ
か
ね
て

御
た
の
み
申
せ
は
長
時
か
け
付
給
ふ
な
り

( 8オ)

御
波主詠
の歌
お
と
松
の
ひ
ら
さ
は
な
1'l 
あ
ひ
の

書言三
Mi L 
品、う
書Iにか
にくせ
占のふ
野事き
山禅1わ
に宗日た
と建1す
う仁tあ
お寺しま
ん梓1;の
長;師L は
老今のし

立t

いのてと
ふ消白菜?い
にる力;ふ
まこもた
かととつ
甘く与と
かおかき
くもす僧i
しひ人お
てし々は
肉ifゆ弟ι し
をへ子しま
進t弟ι 衆し
す T'もけ
へ衆お燈2る
し医いしか
二者与火病?

しの 気J

( 8ウ)

う
に
く
と
て
ゆ
る
し
あ
れ
は
弟
子
の
は
た

様2た山心とら
のるに得へき
御もあた5，uiな
つのがりをり
かそると賞f;と
ひれにあにて
是は汁tゆやか
は何なのりし
法号そが魚るずこ
花けとれをいき
経卒尋てとぶ子
なうねな L ん供
六けまの人に
これぐへにい
f、はさてかひ
:長与し箱く付
両者ミ知にすふ
存 り人へも

し

同



同
腕
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

し
も
な
き
長
老
様
に
あ
さ
け
り
を
受
さ
せ
て

(9オ)

明白と老ミ行iか右ん花uは
てての;-~有かし経卒気き
みん御lztるたなレフの
れじな哩2としまれと
は給ん会合い拝まぐとく
法へを廿tへまさノと

神iE とす 土とんき
経おく恥聞と注り供止
のかひ思入て華日心も
八みて峯11']，引経佐に
のけしヂフすた也廿ま
巻品るは五其くか主こ
なんから宍時るやおと
込先3くは蔵すこうし:を
是の法此 Æ~) ちのよ思
をも花長て権i; I 御/ひ
の経 フ現日¥縁工( 法号

の封f j 
し

( 9ウ)

見
て
大
き
に
お
と
ろ
き
う
た
か
ひ
心
よ
り
も

此子し給つ
事衆おへた
をにとひ
長い戻な
老ひしく
開てけも
しひる泊、
召らそ入
成きれる
ほ見よ事
とれりを
其は帰成
魚主ありし
をゆてた
食〈の此り
ふ魚益事ゆ
なをる
り弟てし

食Iへ
し!し

給あ
ふゆ
てに
本日あ
腹?ら
有す
りま
コ
長た
のく
是法
=華

し経

う F
仁

(10オ)

法に
華く
経と
とて
仏士吉
村i上野
の L

見山
せさ
給へ
ふま
なこ
りと
との
か事
く成
れ
は

に誠
てほ
$IJ と
し右
てか
ーた
途き
の物
まは
こな
とし
tJ!，是
功〈な
徳?と
はチ
多た供

少す心

(]Oウ)

いわ功〈をょ
っく徳?建iら
く功〈戸IJ~~ 立1 さ
へ徳{W~ 有る
ゆなのり事
くし事てと
そむやたい
無むくとる」、
問~ (:忠まに
地しくひ尊Zつ
獄fと給者主け
とあふに λ:
答たり 尊Z問主主
へ未み者し紛七
給来tのふ常一
ふは L、は泊、
そ 此ら

ん

なれ
れを
とい
もか
我択に
こと
そい
点、ふ
らに
ん今
建iま
立1て
せ代
し々
とあ
いる
ふ L
J心

有
て
其
心
に
て
は
く
ど
く
さ
ら
に
な
し
と
い
ふ

事
な
り附十

り九
惣量生
λb:~;' 
夫狭主
女5国
護一松王
嶋k尾を
へ寺
吹主観
流主世
さ 71
れ
し
事

(11オ)

子高"
観頭t
世観馬
昔世頭
は音観
地!は世
獄?畜?背
道f生主二主

手主;突
く;主手
ひ 3 の
給;尊
ふ ti; 像
自li~~O -t!1 

事i字
観

かき世
り馬J1T
をのは
ち頭tか
く あらき
せゐ道
ラ，~，を

とぷす
し 11 く
てぷひ
外，~給

のにふ
畜??十
時五百
は給 21
左さふ鮮
にか l:
日う日

庁白

(11ウ)

毛けせのあ
色包う内ら
黒L道潟日す
きのはや
はし人Eな
いま問1せ
まいに白
た也ちき
業fうか馬2
のししそ
ふあ其と
泊、る iλj ¥、
きひ白ふ
也はきに
白犬同はち
きにちく
はてくせ
もう

同
四



如業t
し薄手
白き
きゅ
はへ
業す犬伝
う牛t
す猫Y
きの
ゆた
へく
犬同ひ
にに
てて
もも
黒~ J割iT
きの
次

(12オ)

見みらに其 IDを神れいあ
とす観中寺/型与たさ
いと世には ¥ZLZ斗き
ふな音ゆ浜2に !rLきは
事へ{言上ふ辺へも全了給か
あけ心(きに神上止 ν ふろ
りるし惣て馬め同ι 釈与し
猟も観太猟;を jL:迦かし
姉の音犬 i上主如Eま
叶の

自議 ZA??ZHtz
に師号fふ}有りわ lJまこは
てのを猟J;り若:£ん向
も月比ぞ師しけ狭さてき
た作文」はるのれいな
んにた〔九ま 駒長り
れ色包 ぷ μ つ に馬

'd 討2の
頭
を

(12ウ)

さ大t俄5しけと見はん
さ舟iにr ててもていの
7主主なあ七打tJt知しわも
のらし八たとるしの
さはき人るろこむ船
、い風の事はとかに
ぶか吹士猟な皆tなふの
ねり米」師りめりはり
なにりと時い今朝ドて
りて此もに/に魚こと
大t とふ IUJ~ 惣\てとれ
船iL ね船f太とは水よ
さめをし夫うまのり
へもふて色=あたいそ
いす き出自見みみ網土ろち
かれたし かあをら
りとぷに たれ

ごす

の
な
は
大
事
に
か
り
ね
は
か
せ
あ
る
と
き

「
語
調
普
陀
洛
伝
記
』

i
習

と

解

題

(13オ)

S
ね

な

は

は
船
の
ふ
ち
に
て
縄
す
り
さ
れ
て
と
て
も
な

も
ろ
こ
{

L

K

ふ

2
h

き
唐
土
の
嶋
へ
吹
流
さ
る
L

事
あ
り
ま
し
て

よ
ふ
さ
と
は

さ
lλ

ふ
ね
の
事
三
日
二
夜
吹
飛
さ
れ
な
か
れ

い
わ

i

そ
れ

ゆ
く
討
に
あ
た
る
か
ひ
つ
く
り
か
へ
れ
は
夫

S
沿
い
た
と
り
っ
さ

ま
て
と
舟
肢
に
取
付
て
惣
太
夫
は
観
世
音

ね

ん

ら

ね

を
念
し
て
居
た
り
け
る
に
舟
は
い
づ
く
ま
て

ゆ

〈

{

々

か

行
ゃ
う
知
れ
す
め
っ
た
む
し
ゃ
う
に
ふ
き
流
せ

ー
ま

は
一
つ
の
鳴
に
つ
く
ま
つ
は
舟
の
ゑ
ひ
を
さ

(13ウ)

は住Zきま
年t処;成す
の h ろるへ
頃;，; t士嶋し
十ピ也と
七主二 It て
八?むあ
よ D りか

り立たロ

xd言号
九 /j あに
斗ーよれす
の〉はさ
女?人Eま
四(悶iし
五よのき

と毎日

(14オ)

り給御て忠、さ弁工れ
こふい其ひて才己に， Iyi:¥と方けは大lて
はにおかる府tのい
女日ょしたに士こっ
護iりやに此かとれ
嶋主嶋主例中はう又く も
と人thL 吹主つは成き
てとど流まく朝;るり
人一もうとさし血Ti美iや
王守 1)r iL:れきかくう
ささそL給女いしう
まき台5ふとっきつ
の l喰iとともく衣いく
御ふ此見寄ょ成主主与し
慈し所嶋主へりる工うき
悲ひもへた米や bt 身
有つりっとリに
き は

ふ
か
九
ほ
か

深
く
流
さ
れ
し
も
の
に
は
金
銀
を
遣
わ
さ
れ

凶
五



同
湖
大
学
的
教
文
化
研
究
所
紀
前
世
第
1
aハ
号

H 申舟
本へを
とし仕し
はと立E
ちて本t
か向l国f
ひ殿:へ
言Eへ御
葉ば御帰丈
の出し
う候な
っへさ
くとる
し申斗
きけ也
事る先て
也思々(
ひ案士
の内行
外E

(]4ウ)

こ
と殊
に
き
り
ゃ
う
の
よ
き
立
中
は
か
り
の
取
あ
っ

C
ん

か
ひ
心
も
う
ち
と
け
御
殿
へ
ゆ
く
に
す
さ
ま
し

(15:n 

く
立
中
の
け
っ
か
う
さ
い
ふ
は
か
り
な
し
大
王

い
{
ゃ
う

と
お
ぼ
し
く
は
ト
五
六
と
も
見
へ
衣
装
か
ら

た

ち

ソ

つ

ぎ
は
立
ひ
か
り
か
λ

や
き
美
く
し
き
其
よ
そ

さ

て

た

い

わ

〉

み

な

ほ
ひ
い
わ
ん
方
も
な
し
阪
大
主
の
た
ま
ふ
や
う
皆

ふ

、

三

九

は

か

な

ん

ざ

f
L吹
流
さ
れ
て
さ
そ
や
難
義
に
て
為
へ
し
し
か

か
、

し
気
っ
か
ひ
有
ま
し
日
木
へ
帰
す
へ
し
ま
っ

き
う
そ
〈

/
¥
休
足
あ
れ
と
て
も
て
成
し
給
ふ
そ
れ
よ
り

け
っ
か
う
な
る
家
具
に
て
終
に
く
わ
ぬ
よ
き

ふ

う

み

さ

け

さ

け

風
味
成
る
物
と
も
を
く
わ
せ
滋
を
す
λ

め
其
悩
め
し
ゅ

の
あ
し
わ
ひ
と
う
も
い
わ
れ
ぬ
い
か
成
る
名
沼
に

て
も
此
あ
し
わ
ゐ
は
あ
ら
し
色
は
ま
っ
か
い
也
さ
て

わ

か

さ

は

ま

へ

寺

八
人
の
猟
師
は
若
狭
の
浜
辺
に
す
め
は
清

ひ

h

お
っ

て
居
る
も
の
は
つ
1

ふ
れ
な
り
美
々
し
き
立
中
迫

ま
い

と
り
ま
き
て
舞
つ
う
た
ひ
っ
お
も
し
ろ
さ

ふ

S
h

事
い
ふ
は
か
り
な
し
吹
流
さ
れ
し
も
よ
き

し

ん

わ

せ

伐

と

点

け

仕
合
也
と
思
ひ
け
る
程
の
事
也
惣
太
夫
は
消

(I5'フ)

(I6オ)

何さののふむに
やま気?事にる酔5
らな色主な亭Eにし
家どり庭lzれとさゆ
っさのはおまへ
くて風A 亭Eほ/す
りま情戸へし¥つ
あたいゆきのと
り橋rふき所見立
是あに凶もして
もりい方あら挺ji
美1わわをりぬに
くたれ見折t木下
しりぬれしなり
きゅ有はもとて
けけ 大月有な
つは 海r夜よりか

向主

(16ウ)

太まにしそむりか
夫よってのかへう
是りりあ別コ/ゆ成
をほてり家ゃ¥くる
見たド内へとに所

E (主;zzzがE
ぞとをれてゆ 25 有
つ血むおは見へ?る
としき多?る何たへ
したっくにの i; し
て L らの艇に瓦空
中りれ人子しほぬ
/落としを作2ひ 1 比
¥るも逆3りや蕊7ん
恐E惣3のさのら 721と
ろ L まこん f全あ
しあとと U た
き た く先売

所
か
な
思
ふ
に
此
中
に
よ
く
か
れ
た
る
人
も
あ
れ
は

い
ま
た
な
ま
，
(
a
し
き
も
あ
り
つ
り
さ
付
ら
れ
て

らなみう
せる名号め
つ御号fき
鬼さ戸ミを肘
とにとる
ててなも
み此へ有
な~鮎居り
鬼Eはる惣
な女5に太
り護iい夫
ふのつは
きしく観
流1まと世
さとも音
れいなを
たふくお
るてたか

〆¥

四
六



(17オ)

もすも
はかの
やたあ
}Tlとれ
わ見は
りせか
来てく
る酒存の
跡fをと
を呑2と
しすく
むるう
る事つ
ゆなく
へりし
帰究ふき
るね女
事はの

鬼E置な
はてら
の j(Uちす
むし流
なほさ
りをれ
汝Zしし
にレぼも

ぷりの
再のItJを
γみ jftlちそ

話目主 e 
t::E 
量~ 1) < 
也、 J

り
さ
げ

(17ウ)

ふの辺べな残?にせか沼も得へ馬来り此
て白?へりりつはたにとさのれ船所
惣馬ば山てのき我j:かゑ与す手てよはに
太なれ惣も浜2/ げひまベ足t其割:;}舌
犬りは太の辺べ¥へ美ミるし尾を所てれ
馬2皆12大夫もへのまく庁?とにになは
の fきに何は命日ねしに御す向kしみ
目4¥ なっとや hhききあ戸ミかきみな
筋t千どるきや/子此女ら潤さる馬主なあ
に足f白守文色ら¥ ヒ所にすへへ有/の
しに馬"場はんと fR にうとけしる¥ご

i;Z t z T3証言!?君主主 F225
付り是つあて一一けなぬもか主ときな
F普段 NJ御しし連立 11 らかのた羊の j兵2る
無じよってくいリすしをやツ 辺へ身
此 け

とげ浜2 づ蜘長t居見し にな
い る主芝居いるれは

芙 をはし

(18オ)

「
盟
諸
肌
普
陀
洛
伝
記
』

i
翻
刻
と
解
題
|

(18ウ)

はすきれ続
円か女は世
月たと馬E11
のと見はほ
と成へはさ
とりしるつ
く角百もか助手
光tあのにけ
りらと 11~t 給
きはも上へ
ばれ恐きると
を赤tろ嶋k皆主
泊、ヵ、しに/
みしきて¥
出らおは 1&1';
し眼Zに美3つ
お ?のくき

そ し念f
ず

ろ
し
き
す
か
た
と
な
り
い
L

付
る
は
H
お
し
ゃ

(19才)

すしととき空Zたこ
るよの斯T次をる jれ
もと御の第な事:ま
のも経主こなかなて
ああ lまうとりめし此
れり r き有力:無む嶋
は大?悪号かた念Eに
そ勢tす、鬼きたるな来
れの弐のや有りる
に中ツさ波はりとも
つにずい浪ミさ大の
き観'vな不ふま勢Rを
て世どん古院すの取
残θ音なを没止さ鬼官に
らを E 払官観まどが
すは手ひ音しもし
其信ti 給力
つ 之 ふ

t士
ん

かれ
ffi"kま
d心(て
にも
てす
皆2く
(ひ
給

馬主ふ
にと
取の
付御
はち
るか
かひ
に惣
上太
り夫
て

(19ウ)

内停i4かみ下
にしたれに
はかやはお
妻tう此我日り
子しへ馬/ る
とをは¥と
も地ι観か思
親平に刊住1へ
夫?付音家カは
爪まの宗主馬
fd つ変え狭さは
史 / 化けのす
f:; ¥ の松わ
;: ;f主主飼I，，， り
Z 家や馬主な ['J 
命的にかりる
Hい帰史と有目
るー を
度あ
にき

四
七



阿
部
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

と
し
て
と
む
ら
ひ
居
る
ゆ
へ
大
に
よ
ろ
と
ひ
い

ふもま大(:か
にひる船J， ¥. 
わ居ベさし
けたきへて
をりや吹合も
語~~ M:;う流主と
れ国〈もせり
はになし給
事掛tけゆふ
長Eりれへそ
しては猟2う
ゆ助字み市うれ
るかなどし

( 2 ( :ふ主
はま死し烹ね日
なふしでの
しと給証風
し、ふ七は
とん

お

(20オ)

頭5馬ゐの是行す
観のわ i鳴主ひにへ
世蹄3ひにと彼古し
音市川馬はてへのま
を以ぁ頭5のに馬つ
安土 51!と鋭や観は/
置九一 世う世出¥
L ;'1;:音す青す浜
奉 T のくのし辺
り干まわ御てに
西ギしし助与足f来
凶 Jhまくけ跡fる
の完全す物也あへ
札冨t事かとりし
所河町なたて有と
れり女Eかて
はさ護こたつ

ゃれ

(20ウ)

よ駕か二
り篠こ十
し、にブL
ふは l:f
は乗のん
此れ松
松との
のも尾
尾馬主寺
寺にと
の乗のな
観らり
1": ぬ丙
音と匡
馬昔Fす
の U る

頭:に

りのすかを
し信Iるりは
ゆ心(もてい
へにの乗のた
浅Tてはるふ
り観乗のへき
の軟らき給
も音ぬ事ふ
ののなにゆ
ま御りあへ
で F 惣ら其
たく太す馬
すひ夫とに
かにかてう
りあ多た西ち
しづ年記こま
そか くた

有
か
た
き
事
ぞ
か
し

御
詠
歌

(21オ)

そ
の
か
み
は
い
く
よ
へ
ぬ
ら
ん
た
め
し
に
は

本日番ち
業干近と
寺:訂せ
凶を
竹?こ
生ふ斗
向島主に
観松
世の
音尾
の
』亡

ら

のま

命;z
忠治
りは
tLし稲ラ
語?空か
謀説;
社与の

領?命:
二そ
百さ
石の
湖十お

(21ウ)

水号案iYるに本t
海品天王かて南
と皇tJゆー北
な五へ黒は
る年に海五二
又近琵ひの十
同江琶はか四
u寺国のた里
に地拍~2 ち東
市ふさと琵ひ烈
士しけい琶はは
のてふの七
山斯T人な里
はの王すりせ
し拘l じにば
めく代似にき
て 孝すた所

(22オ)

姿Zもこ、嶋のた見
な~つうの嶋つゆ
りかぜかななる
竹すきたりきニ
生観のち福tILJ 間
嶋青嶋八徳?と
とのi に角T円Z書?の
名な浄をてに満2な 111
付士一J地しし自I り成
た t-震tて在t竹fる
る 3どにすの生ふゅ
は包もい介Z嶋主へ
役fと? 精与天よはイミ
のさま J りうな弁工二
行?や企んり則{'， 1I1 

川 v 天上と
者与t主瓦 ん 1、

ノ λ、
の~，

四
八



の
は
し
め
て
此
嶋
に
米
り
給
ひ
此
鳴
は

とふ
てた
つら
きく
忠告 さ
へや
るせ
竹5ん
のう
つゑ
へん
をの
嶋嶋
にと
っ成
きる
さへ
し

(22ウ)

の三1な仰かとけししの皇守と竹し
ほ社ネらせわはるとま銅l天かに給
さをひてしいか仰の夢2平き根ねふ
つ祭ミにル W}J~ めゆ御せ弁2 にニニミて!j'1，まう
にり思し jなき側足け財己来年竹をさゑ
て給積ぷ願tりけをる天Zりに生ぷかん
竹ふJfみと是る街iとな給竹しへの
生 1Tiのしに白ら倒l りひと十ーまし鳴
嶋某;尊:弁工依ミ船んら制わ嶋とけと
弁 柁財主てはあん wnれの名なる成
型FEiず2jZE品産223iLzz
と化けJ"I_t>宝ほ世天向ゆ給江天Z-

製自昔:Zi聖iE員苧虫色2界常?需品号
が在t 作<'17'つるにベ叶t 止f此

りド / ム 7

¥ 嶋主

(23オ)

音せ角Tた
をんのり
作2観か有
奉音たり
り浄tちし
此ムシ;.k;、也

惇古精t空
たあおり毛
孟tなん j;l
ZL里仔
へ hrfY る
し基さ OJ は
然主ほヤ此
さ γ 鳴
つよは
観 EL 八
凹 γ

可
剖
帽
羽
目
川
普
陀
洛
伝
記
昨
』
翻
刻
一
と
解
題

jlili--

(23ウ)

しと散fたら
ゆの七すは
の御難2か」ごみ
け願tRg;り来f:
ん ι 滅〉現立は
そ;士七世ゼ観
く ki !臨すは [11: 
の di 矧?弁音
巾笠生与 J う
也八 ヲ天ゑ
山きはと
才ヰ ?面Tん
イ11観ま
茎;音も徳Yの
ほ J り 向し利り

さ|給事時
つ八ふ;訟主を
こ部ぶへ清Eも
の し地いつ

-c 

(24オ)

十 ft ほ立よ
番りさあし
と給つり御
成ふはて門
りを干i弁へ
給安f手品 J 奏ミ
ふ置ち観天間上
まし世のあ
こ給音仰り
とふをにて
になーよ観
市り刀tつ音
方両三て堂
の国礼11行与を
観札し斗;御
音Iirて亙」建

前三

枕?一仁E今観土と
か才明雪竹世ふ
みの天よ生者た
にと皇守嶋をら
あき感tにi 拝まく
ら isli:恭一安Eむき
わ病E竺日置ちもや
れ久フ芋すおせ
てし慈るなん

霊tく学;Z主主
著ぐ事会弁也り

きEE古里 2 
必給年の と

8t甲i壊す 竹

て時は語
化け 明

人に の
ん

(21ウ)

かわて是い
んら我をわ
たを木腹t< 
ん見形周寺わ
しれをすれ
ては残へは
即l弁すし是
薬財也久主竹
を天と i抗生
腹?の有法lf嶋
し小て護ニの
給像1夢白神上弁
へあはと天
はり覚2しな
Hsli:太Rかてり
病手銅した依えま
立五は さ
E に
処主

四
JL 



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
1
八
号

な

を

と

え

て

ヨ

お

〈

に
向
り
後
日
に
こ
の
小
像
を
竹
生
嶋
に
送
り

(25オ)

奉
安ぁ相ミり
芸さ 1H¥今
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の山
ゆて
か I民主
ぬあ
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也し
舟時
はに
M }iJf 
事顕号
も申
なは
く何
夕日さ
のま
船主か
て
ん

は
み
な
/
¥
ゆ
く
に
此
舟
に
か
き
り
て
風
出
る
は

うへ此
ちしう
にとち
さいに
んふ何
(にぞ
たわ
のかけ
もひ有
のにへ
有さし
りん似
しげれ
かすも
其れさ
方はん
は同ミげ

害 h~ 方
t 包3ドの

(28オ)

乗の竹う待t
り生[，)居
も向島とら
とへりれ
のまそよ
所いの札
へり者ば
帰土干しをか
りを残Tり
し納しを
にめ行持お
鯛おてはさ
ん下け向め

Fzz z 
」てしなへ
己舟右く し
にと
中し
を

げた風
んせに
ぢ置ち
うたり
なるて
るも此
事の所
な L へ
れ札来
はなる
いり取
よ此あ

(もけ
の見
{ポ斯Tれ
IL'Iのは
を如ま
こく

(28ウ)

のらり行与ら
打1号す，し某ーし
てf'空i事ほめ
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の輸はわ
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未

『
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説
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伝
記
』
翻
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明すりはつ
恵へ有住Iη
上り古fた
人しよま
にに明ひ
念2其神し
頃i頃春1な
に/こ Hかり
しくよさ
てま明て
上法守神制;
人 H民日と 尾E
のと毎の
方い日明す
へふ御忠ヘ
毎絵ゑ物~ -'~. 
B 師し語2人

(29才)

ゆ
き
け
る
か
あ
る
時
明
恵
上
人
と
両
明
神
の
御

りけには
絵ゑるはな
には御し
う何姿主の
っと口た音
しそ~は

末ミ両三き
f~{; 1明言と
ま神足へ
でのプけ
も御ぶれ

田正f岩 5
14 林正 1:: 官ほ
交を人生?
説拝主に人寸
みね官

姿1奉かけ
ひ

お
か

は
か
く
の
通
り
な
り
と
拝
む
ヘ
し
と
残
し
申

度
と
ね
か
ひ
下
さ
る
へ
し
と
申
付
る
ゆ
へ
こ
の

(29ウ)

をな御所凡日お
見るねへ夫んも
れもかまにむ
はのひいてき
罰官也中 η はを
あ然主也法守候両
たれと義主へ明
りとあを共神
死{もれう仏土へ
す 凡日はけ法号上
る犬ふ両給に人
也の明わき街!
凡白神りゑね
夫にの居しか
にて仰る毎ひ
ははに者自度な
獲すはにとさ
をが殊i5候のれ
た勝f問

(30オ)

ての仰見
我死し付せ
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くたはと
道士るい仰
のやっせ
絵ゑうまら
をにてれ
書2死しもけ
たな生古る
しんる貝11
二よも此
つりの通
に神にり
はのあ上
ま御ら人
つlE~すた

号(;事ii 
十時 v 

五
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(31ウ)
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(32オ)
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目
録
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り

弘ミ本推t番
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平日水
晶山市2愈ゅ凹
弘之う呈音
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大 給
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神事
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事

附十附十
り三り 一

観大番若主聖与番
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久~ R 世
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(33ウ)

みのか療2給な帝王人
給像ぎゆを J ふりに土
ひをへっ事時てニ
け御聖kと有にーまト
る手徳2しし推ftし凶
にて太〈奉か古こま代
太そ子れ典l天す推7t
子り p と薬?皇が古)
は柳ほもの以摘t木
救〈のか御かの太た呈
世"木せ本Eみ外子:と
観 1 給!阪さ御ゐ中
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のつ詰しら{お椙おる
御1 て笠与さ ¥ も且げは
変Z 亥U~ 観る疾いらヌ..< y，j 
化 "世せ A

τ仇
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庭ごな門身御
仁れのよい
置は御りの
奉延士脳号光雪り
つ命Rた明すあ
りのちされ
て観ましは
は世ち山か
衆お音御御た
生主な本日殿~ L， 
り腹?をけ
立さとな照な
i位、想、ららや
fE しせし観
iz召給給宵
h 宗iふへの
E 事詰御

(34ウ)

長1御御とうす
命R本建勅;ちと
寺じふ立 iに忠
とくの定す坦~~し
名有内に置ち召
iJ るによし太
給に 1i.aって子
ひょ置ちて衆品御
けりし近牛午建
る延f奉江，J 立
太命打り同工有
了を帝2に;;り
御!~'rtι 十 M し
のーま

警争砲の dZZ
フ所 ρ の
と太 J
て 子レ

『
諸
諸
説
日
陀
洛
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」
翻
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刻
と
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題

(3Gオ)

の風歳tけ運空も有[
けす霜1給ひ聖キり
むさ移3ふし徳?k
りまりとも十
としか御の全は
成くわい延 i~ U 
り吹さりの命此ほ本
長I来てり長-ifLiとに
命fり後2有久号を四
寺じて m りち御十
に村立よしん祈ド八
ものり聖ネみ'"')ケ

t i史観う R度 Z
す有音 fーあり

な J ゆりーて ，-
ぢ黙り 士主
ん 乙く

観せ見逃li坊与し
世給てけ主?に
音ふ勿とる壱か
はか{4':;か人 A

松男とな本日もる
の人や堂与なあ
木さ々けはしら
の本日つ 其た
と堂5か由土まな
すのうにミる
へ方成火わ観
にをるとす音
とな観成れを
びか世れ i置の
あめ音は皆2け
かい焼存人/奉
らかさ々 1 る

(3Gウ)

よ子せ
くを給
此あふ
処わを
にせお
も居か
居るみ
らう奉
れちり
すにあ
み火ら
なはあ
( 次しり
第(1か

J生(子にた
ちつや
りと

(し僻け
に上る
く此れそ
や池住はれ
けに観よ
火と世り
しび音ま
ついはた
まりそ具
り給のま
てふあっ
後Eさたに
観てり火
刊一がにも
音ら iililiへ
をん有っ
さはりき
こて
とま

で

か
し
奉
る
に
知
る
も
の
な
し
松
に
上
り
品
川
ひ
し
迄
は
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(36オ)

お
が
み
し
も
の
あ
れ
と
も
そ
れ
ぎ
り
に
て
に
げ

いに絶ミ中なやた
たませにきられ
みし L かゆ知は
大まにらへる常
にせ弘2ん堂ミもも
とし法号石もの松
ま l時大hのた壱も
り種品帥し跡士斗人や
給物1未日のすもけ
ひ山たみ跡fない
て米 2Ri残2はしづ
ささ海fり ml其く
ませとて地ぢのへ
(給申其とちと
ひてま成本児び

薬J 甚2 東~ :，. り尊主給
をり，;t 寺i 中fEも ? 
同一 i

斤lt~hU

(36ウ)

は JJII 和て持じ街i ひ
此 J寺じ尚はい難去ら
翁?なはてた義主れ
いーと真上搬をし成て
P 入言iと直まりも
3:い第っしし平日
主ふ l-j てか愈ゆ
と4このも進t惣1あ
程そ名tEず髪11ら
古しお{首1きへのす
号令かな争し老ミ段t
zztしるをと人上/
竺いけにいい米¥
れ凡日ふふりに
弘と俗1人弟ててい
引い笑官のか子し加た
貯ひ汝Fな衆Jl み
叩け l 聞 て
れL

(37オ)

へかな
いて/
かん I
L 有大
気きる事

遣Zへに
引しお

Z薬iE 
有と Y
らい)

んへほ
かはい
外1n長士
よ中tit
りへ Y
ま入三
じるす

i i 

な
ひ
の
事
な
れ
は
き
か
す
は
も
と
/
¥
き
け
は

海仕
へ合
申に
上て
け有
れま
はし
何や
人と
にし、
てへ
もは
直Eい
しか
てさ
くま
れL に
うも
とと
グ匂
工

五
回

(37ウ)

た

の

で

t
し
ゅ
お
さ
な

あ
ら
は
頼
む
へ
し
と
あ
れ
は
弟
子
衆
翁
を
よ
ぷ

〈

フ

か

い

ま

へ

み

お
き
な
は
空
海
和
尚
の
前
に
い
て
御
身
を
な
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し
ゅ
も
ョ

さ
す
り
け
る
に
と
L
ろ
一
よ
さ
積
物
の
い
た
み
も

そ

〈

さ

託

金

い

ht

即
座
に
直
り
す
や
/
¥
と
寝
入
ら
せ
給
ふ
翁
は

L
り

ぐ

わ

い

さ

退
ぞ
き
も
は
や
御
侠
気
成
る
へ
し
い
と
ま
申
と
い
ひ

ま
コ
し
は

3
り

て
出
行
を
先
暫
ら
く
と
と
ふ
む
れ
と
も
振
切
て
出

行
を
然
ら
は
い
つ
く
の
人
に
て
ま
し
ま
す
そ
う
け

み
フ

J
4

は
ま
べ

給
わ
り
た
し
と
い
へ
は
近
江
悶
水
海
の
浜
辺
に
居
る

£
し

L
ゅ
は
£
ぺ

も
の
也
と
有
る
に
よ
り
弟
子
衆
浜
辺
は
何
と
申

あ
し
は
b

所
に
て
候
や
と
い
ふ
に
は
や
翁
は
足
早
く
あ
ゆ

み
行
安
を
見
ラ
し
な
ふ
和
尚
御
尋
ね
ゆ
へ
其

と

を

カ

い

へ

ん

た

コ

し

通
り
申
上
け
れ
は
海
辺
と
有
れ
は
尋
ね
て
知

れ
ぬ
事
も
有
ま
し
と
仰
け
る
抑
一
」
て

U
し

j
き

ほ

ん

ふ

〈

そ

れ

て
和
尚
は
透
と
本
腹
な
さ
れ
け
る
夫
よ
り

〈
J

か
い

空
海
は
近
江
に
行
お
き
な
を
た
つ
ね
ゆ
き

(38オ)(38ウ)

のに仰け給
事渡けるふ
なしれはに
れては{芸品や
は成件f 行手す
政主る同) フ川
舟古も水12に
にのに 42 渡
てか広日訟ほし
渡主とき 322舟
しい川??守二
進tへを j長ゎ般1
すはち t;えたあ
べん γ り
し人せよと~~
とのん廿海f
船fなで仰
W~~ しし
出
家

て
大
師
を
渡
し
け
れ
は
よ
く
こ
そ
渡
し
く
れ



九
ん

た
り
舟
貨
を
遣
わ
す
へ
し
と
仰
け
れ
は
銭
は

(39オ)

にり出ととた
てて家筆:い L

ふ出のとへ渡
ねせ事持tはせ
とはゆ来其と
御空jへれ方の
書2海t仰とか事
な其に例J 為主成
さ舟しけにり
れにたる成し
け字ιかゆるに
れふひへも何
はと ]IT~:: ふのを
封11くきしをか
頭月大家ときや下
かにになるさ
いかてがべる
わなからしへ

硯ii

せりく
よて是
直2狐ミは
る ι号舟
《 川会 H

じ相知
と iぬれ
イfJl 埜をた
ら tEんる
れ夕、事
外
てと
何!

イT ザ b
給とへ
ひ土は
けヱ是
るどどを
ゆ出け
〆¥vゴ
か

にゐは
たわっ
ちひた
ま乱Eる
ち気主事
直のを
りゃい
けうふ
るな出
そる家
れ者主し
よあか
りi'1し
たは心
んの見

(まよ
そ士 と
閉そ見て
つるさ

た
へ
も
ら
ひ
に
来
り
さ
き

j
lよ
り
た
ミ
は
も
ら

(39ウ)

国ていは
浜日通たす
辺へり し J心
所長(1 けさ
(ひるし
し空iの
にな海f;礼
かりはを
やさかす
うてやれ
の空;うは
翁?海tに此
は怖はば舟
此近ち頭
ハ IJ 利り大
ぷの生tE 
にを lと
な TX:二1

き
ゃ
と
た
つ
ね
あ
る
き
給
ふ
事
十

H
に
も
成
り
し

か
と
知
れ
さ
り
け
り
か
ほ
と
尋
ね
て
知
れ
さ
れ
は

も
は
や
知
れ
ま
し
と
思
召
け
る
所
に
山
中
に

『
書
課
品
目
陀
浴
伝
一
臣
|
翻
刻
と
解
題

(40オ)

肘百
る才
ゆ斗
への
此お

翁E宇
1プ叫 TJ: 

1工け
tP ん
主字
り心、
γ を
」石
ま日
じじ
なと

2ま
すソ

もる
の翁
はは
なあ
しら
とす
有や
ると
空i尋
海rね
も給
今へ
はは
もf し、
んや
か其
たや
う
な
る

な
く
こ
れ
ほ
と
尋
ね
あ
る
く
に
知
れ
す
も
は
や

知
れ
ま
し
帰
る
へ
し
さ
て
翁
は
そ
の
げ
ん
の
う
を

ろへす
きら η
付して
しは ('J
かりに
らにす
ぬする
こるそ
と也と
なと尋
り有ね
年tり給
わ空;ふ
か海土に
きお是
どを
す
り

(40ウ)

に
て
も
な
し
年
は
い
く
つ
と
あ
れ
は
も
は
や

しし百
と針11才
のに余
た成り
まると
へま有
l立てる
は H そ
てかれ
今←すに
年f何此
中tほ鉄三
にとを
なかす
らふり
ねるへ
はへら

針
に
成
る
ま
て
い
つ
ま
で
成
り
と
も
こ
す
り
針

( 41オ)

海Rは u に
思 (ciJ ばす
召のかる
は修おり也
さ ノー主尋えい
てうねか
はピあに
此土わ空1
お官ぬ海r
きケと気負
な工てみ
た午精~~ L 
Lt をか
人 !E つし
に ;Yか/
てい L ¥ はら
はグ:-..;~て十
lJ: ~， 

し

;:fx; l~ 給と
也へお
政とほ
此あし
所れめ
にはし
す其御
むま身
事じは
年ない
久ひか
しをな
此せる
ノ幻し御

船翁i主
は;主 L

す fコ，
則主の
むり

五
五



同
朋
大
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

(41ウ)

)J か命R続な世白tた山
をな寺{世り青髭3れと
もしの音此ノ'k['I悶は成
つみ本日に観底己神八り
て空2尊iし世にな千海2
い海f:也て音しり年と
のにし延fはつ其の成
り知に命行型，~み所より
出らう長l抽 2給のはし
しせっ久11E〈ふ池ひ事
申此もを今事にを七
へ池れ守i丁さ凡t正午た度
しよ有り刻i そ tもま
とりる給イ半苦んって
有汝2事ふ L年観我主お
ぜかしを長l? 誠;子
五法号 市 は 1m 
神主 の

風
さ
っ
と
吹
来
れ
は
翁
そ
と
見
し
は
御
へ
い
と

(42オ)

大R室内おな成
師しにかみり
とせみたは
御ん給をる
行2とふ流まか
合い処しの
なひにあそ
さし中らら
れは仙Z有へ
し白k道iか飛8
所 ESEにた上
ゆ大てやら
へ明翁主とせ
す神剖三御給
りとも2つ跡fふ
針。弘守主を空
峠;出ら伏f海
j 御

tニ オくえ祈同給 と
観世るふい
~t の所本ふ
音衆主観中t!!.
水7、生l，世のそ
底己キフ音魚主れ
に立のへよ
都子御)1[り
心の大〉け

を払にゑ師
は n'd 通ミんは

なぷつを池
ちょう{切に
給にしてむ
へおあ空;か
は日か海rひ
大 ii らかい
師宍せ の

γf:~ ら
Lノふ せ

(42ウ)

は
水
の
い
ん
を
む
す
ひ
給
へ
は
水
は
さ
っ
と
両
方

さへ
せわ
給か
ふれ
お水ご
な底正
しの
く観
~~ 1t上
海f:音
のあ

衣i?
の l

そ三
ビ
1= お」ヵ、
ま
れ

(13オ)

山iそと
弘~ n 斗

号f弘i法号よま
な法号大りり
り大師ふ給
御帥とたひ
存tはl す L 大
生与定3るひ揃
りにな4:~の
間入り堂5御
ら をか

は
内〈せ建iた
およ給 立1に
3まいひ し下
17 て 中ぎり
間後:: 興iさ
送?開f:せ
り給

品、

と
申
せ
し
な
り

御
八ゃ詠
千b 歌
と
せ
や

柳i
な
油、

き

命i
て
ら

は
T

」
ぶ
あ
ゆ
み
は
か
さ
し
成
る
ら
ん

(43ウ)

見み申か人E
の斐い皇す
いの三 二

ち黒;十型主木t十
い杭}ま四柿2尊Z二
をに代 Lfく千番
討召 Jtzfp 手近
つれ古こ/ 観 11

t事:EE7E見
れ丸ま御民御崎E
国秦2代I ソ f三都i
品罷主; 疋壬
々込帥:ゐ"町 寸
話ぅ附と太l: 村
H1Jら子L 観
吋は 青

十
τjド

徳~ L ま
太にて
T 1中1街l
を崎;ま

ま暁な
る5五
か主さ
わヤれ
くじ 在、
はは p 法

聖tjZ を
者キ fii ひ
大tτ ろ
悲ひ:とめ
宇 ソし給
た塑すひ
れ

一
五
六



(44オ)

あせ成我2
たするく
りふそげ
なしとん
りぎさを
いやかす
か今さく
なのせひ
る戸主御給
迷Eすらへ
ひるんと
の処有い
もはるふ
のまに声ミ
かさか有
そしつり
のくて何

姿2此姿i国
を
見

ゆ御を

へ依iあ
岬 H いら
目立は
になせ
はよよ
か H た
， c す
らとけ
す包待
とうF さ

主争丈
い it し
み三と
ん土仰
悠し L け

雪υ年色
た '0'

n 

苦i給
しへ
くた
とす
もけ
く給
るふ
しと
かし、
らふ
すに
姿Zり
をい T

Eミ
」 ι、-e 判、
は μ

JAIま

z主
つ.-
し

( 44ウ)

頭fを助
はv ラ '1
女け阜
市甲口

ふベす
ほしへ
にとか
ててら
か出す
らたと
たる仰
はそけ

t，{C?のーれ
也姿Zは
)llr-i =人然、

年iiB 
{止し， ~， 何j

はり 2
し

(45オ)

fui し殺1田ねい是こ
や生fて生与の有か人日れ
つを一仏土士うる成魚3を
とく干中上正らにると見
成ら三11J には功くいて
っし宝号にすっ徳Yふお
て其を計むかをもと
此むお宝猟2し成のろ
うくた仕師;なし也き
らひも ザかてめける l

長己主zZEE主君主Z3
，(，#主只七< ~ :~前2 るし太り医よ今い安あ 生せへきてF

3車fTtfiiEZE習
の L J はとらん

け
一一〈堅t御すし
位二託 尋と拡li

『

諸

説

昔

陀

洛

伝

歪

翻

刻

と

解

題

(45ウ)

所像1望早いを其の
にをみへ型tく魚主
観葉'U~ あは者主る集全
世みり太のしま
背わや千御みり
をかといとたて
安土ぼ御かかと鱗3
1首むた尋成 b へ m

しひねるひて出
てを有法守を申 Y 

末5街lれ事L うも古
代l弔Fはをけり必
殺 3 叫 J千J:lノて悼む
生t平手品て助し訟
のさ観得へか此山

見れ E手足子E
こ此尊Zへ候みれ

しと

ら
し
と
も
成
り
申
候
御
と
む
ら
ひ
の
功
力
に
て

み
ら
い

未
来
は
観
世
宵
の
け
ん
そ
く
と
な
り
申
へ
し
と

ま

、

そ

れ

ね
か
ひ
け
る
か
す
か
た
は
其
儲
か
く
れ
け
り
夫
よ

寺しまり
号fふ太
を人王子
観L魚i御
利おか長
烹Tた二ミ
すしめ尺
与にの
11 一丁
品千手
を鋭
巴御 tll:
EZ 建i音
今立i?を
zL 有き
竺りざ
」ムてみ

た

(46オ)

の
ー
一
一
ヶ
寺
の
う
ち
利
生
う
ゑ
ん
の
観
世
'
首
に

のは成kそ御変工て
御人11のと化けあ
夢2魚さやコ後tむなれ
をのぷ太られは
御し許子ひはi 太
らか与のに正午子
んひヌ御あ古tは
し浜存賦い詰んす
て辺 p に奉自な
則に宰御り bfわ
浜う-; '-Bらし主ち
辺か l ら人f旦救〈
へみ与ひ魚i次世廿
偶i有 15 の仏ふソ綴コm.
出る"'功果A十世
あへ正力を fE 背
し去に得へ J の
の の

てとりしてて 街l
同12

五
一七



同
別
大
学
悌
教
丈
化
研
究
所
紀
要
第

i
Jハ
号

(16ウ)

ち

か

し

な

み

御
ら
ん
有
る
に
違
ひ
な
く
人
魚
の
死
が
い
波
に

とてう
伺12此ち
せ寺寄立
らのら
れ白訪れ
観制?て
世主員浜
音会Eに
のない有
宝号土る
もネを
つ存じ取
と晶，ZJ:: 
なでっさ
りと忌せ

る E
ベ日
し

(47オ)

と徳?の観丙大hてし
のな事音国切ミ定Eか
へる国f寺ののめ年
のも名Rと札もてひ
料Zの風す成所の今さ
月j;集号土t給三にはし
がま記芭ふ十て有 i
りに人にこもるナ
せさあ魚iは時しま五
;ヲまりのん節1しょ
ケ/宕節1近にとり
会 1 狭若江て成代
霊のに狭国滅号り々
珍Eてのいすなの
詰物:有ぅ出しるに兵2
官を 寺E事ほ火4
ι は む也どに
tとら
け
る

〈

人
/
¥
す
か
た
を
見
て
た
れ
も
喰
ふ
も
の
な
し

む

す

め

と

、

七
つ
斗
成
る
娘
の
子
魚
を
く
ふ
と
て
子
供
こ
L

('17ウ)

成な生出にちろ
るりて此てに
も竺かむー何
の百ほす家けの
と年かめ わ
い五たは門土き
ふ百ちか知ちま
事年年り音にへ
都主まよ生主みな
げすへらてなく
包衰をす尼含/ く
ヴこ覚白十と ¥ ひ
ポさへ六成死しけ
言を肘七りにる
戸いるの八はか

言ふ姿Z百てと
し た年しし
れき た

五
百
年
六
出
年
さ
き
の
事
を
御
た
つ
ね
有
る
に

(48オ)

仰かへそ
らほにの
れか少時
けたし/
るちも¥
よもたの
りかが事
若Eわわ
狭さらず/
のす八 1
留年f百中
との年上
付わも円
たか生主る
りさたに
人」よる禁E
f，{-dとに庭目

の
ひ
か

は
よ
は
い
を
た
も
つ
も
の
也

御
詠
歌

み
ち

あ
な
と
ふ
と
道
ひ
き
給
へ
観
世
音

十
三と
番ふ
美き
濃同
国よ
谷ぞり
汲よは
華"ご
厳iふ
寺しあ
ゆ
み
を

観
世
音

(48ウ)

を此此上聞
あ谷主豊if人山
か汲i然記に 主主号信主観?Jti::-1 
しに k て然記光と世化リ
給て人は k な音童5面
ふ』約諾あ人りの子t 観
にに国らな 出の世
夜ゃくあすり 来作音
中号たん同浄与 さなゑ
にひき1i ~~ せりの
あれやに zbl 給関木
ふ貯の執がし公う ふ山に
ら伏士行手てり〈 願L時iiて
く し士ソ文t瓦2 +t然日御
さて 11 字じ祖そ ーゅ上長存
し夜ょ「ち法号 ?人七

L:;こi:然2 主主
λ 也寸

(49オ)

りし
流tた
るる
入事
水そ
にと
き夜よ
らあ
うけ
きて
て見

池f給
<ず
さたた
L， yl 
Jt a.. 

二
五
八



ゆを
へ汲4
ふて
しと
きも
成し
る火
士とに
地九用
なふ
りる
いに
虫、よ
さく
ま燈t
やり
うけ
する
も
有

柴与ら
のん
庵足と
りし
をは
結干し
ひ此
居所
忠告 に
ふ居
にて
さや
んう
ゑす
一を
見
ん
と

は
つ
の

(19ウ)

三南り御け
十海輿守代う
三紀さ州tなが
度州t金2りい
参E熊J売目奥也
両紙野の吉州と
いへ次にろ
たまと大は
しいい〈人
申りふら皇
た権iも信史五
〈 現ピの光号!
とにふと代
奥大k先iい存I4
111 Wß~ 祖そふ青山
のもんにも 52
果TifL ての台
住 有吉

(50オ)

ゑ末1州な有り参まよ
ん {~r; なかる此詣いり
ののがら観願しり紀
観衆与井い世むけて州
世生午文tか背なるつ熊
音もう珠品交をしがゐ野

島22主主R25!ふを
に J 日叢!12呈11すた隙L-
g宇堅i211if?E±成i空
へ J正しもて末ミゐ就与年
きつ!てと作it吐にし三

雪崩?StZを記手 2
霊(~ 4.~ りとへ利りひ二年
木ifう 奥し生ιは度と

さ m う満2ま
りりたて

あ候い
かやっ
つうく
きに: fこ
方と御
にね座
十か候
阿ひそ
五しお
成にし
る七へ

美?日主
主語!ft 
品bす下
そこるさ
与夜よれ
川の

『
書
課
普
陀
洛
伝
記
』
|
翻
刻
と
解
題

(50ウ)

の観にり
観世極ゑ給
世音のひ
音を木御
末さき有告~;
代Fさる有
済tみヘヵヶZ
l主主申 しニし
のな此 M

帰
本"ら木
尊tはを主
なまも;::
るこっ込
へとてうよ
しに十日さ
此正主一首i
木真l面地b

の
中

(51オ)

あ木きさ街iを
り三れし告百も
し文tとてなら
に珠hの帰りひ
其と文上るあか
あい珠お輿りけ
たふ大州かな
りな和なたは
かりあかく心
き然ベ井およ
ゆるののもく
ひに文土文土ひく
ま 果t珠品珠お長主れ
わし是丹E井る
して日後のな
注し腹ゑ 里Eり
速めの をと
木 の

(51ウ)

は有ねにくりを
へるってそしは
よ犬立病2もとにり
りゅ JJ折h と此て
給へ与るふ木あ
ふに守一泊、にし、り
な斯TZ( 葉は是か其
持tの 4 には f真か
主f通旦て恐をるた
はり j品まもろ木わ
すに TEはさしにら
な置?1、わきてに
わな工;れ木候百
ちりむはにそ性
我日自主主 z鼻忠て 持t壱
也 り iF 血ち枝ゑ主f人
とそと山だは有
い←るい
ふ 6かづ

と然
いら
へは
はこ
此の
ま木
L を
にも
しら
てひ
置た
のし
かく
又れ
はら
持tれ
ゅよ
く
の

と油、
いと
へと
はふ
けに
しく
かれ
らら
ぬれ
事候
をは
し、 λ

ふ切
人取
かり
なか
是長へ
程官る
恐号な
り

五
九



同
朋
大
学
側
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
六
号

ろ
し
き
所
を
切
た
ら
は
さ
そ
や
き
び
し
く
し
た
L
り

然主有
n る
とへ
もし
何取
とて
しも
てら
切へ
らは
る処
への
きも
やの
とは
い悦
ふ申
にな
然り
ら
は

(52オ)

め成聞の fof木の切るじたい
なし崇ぞ j百tほにもるにやふよ
り奉りもとむの人人うる/
とりなうのかお出々地事¥
心末号くす霊!tひひ米集号くなく
の f~r~ 切く木?草1 たりまるしれ
うのれ観に木?ふいりまとら
ち衆品給音て凶jしか此をてる
に生与へにも土とく成おも夫へ
念日 33ときこ悉主あるそちよし
し出さの皆fりたろ来り我
皆23} みま成午大与しり拙3こ
/「面t奉斗 μ1くりきかあの
¥主観りに ltJ3ら有榎ゑのる木
よ←J 世 ~ß~ て 17 信2 らの棲ゑひを
り LE寺 lまえ光ミん木木は切
んと 人 U はとををばと

々 此ら昆2 きんも
物i

(52ウ)

み
な
ひ
と

て
き
る
へ
し
今
は
た
L

り
な
し
と
い
へ
と
も
皆
人

(53オ)

目悲ひ (8.7:I 
をの満ミ¥
人観切は
れ世へお
け音しそ
るほとろ
にさてし
何つ斧Eく
事とを思
も l思長ふひ
なへりよ
し二上り
斯?打Z南つ
の三無か
ご打立大ず
と斧E怒じ然、
く 大ら

』ま

成
れ
は
み
な
/
¥
よ
り
て
切
へ
し
と
い
ふ
そ
れ
よ

(53ウ)

井仏をん成て信2り
の師ととる刻3光士大と
文土なり複z事まか勢;:
珠;Lくてのなす方し
へい仏本れ程へて
よか耐をとのづ|難ど
き入を奥も仏土取な
仏すた州百若手師l けく
へつよハこある切
御きぬり、らかた

の知とる引ぼす然を
ら案にきれそ jれし
せし部卒のいれと地L
下部に一ぼ師;ゆも車l
さよ r りもへ此げま
れり主旅2S大木そ
吉本Lき rHI?と?去
しめ。、 U

て〉

来い
りの
大る
く所
らに
信立
光士山
と丘
中斗
御成
ノ与 る
はそ
是ま
につ
てな
候る
やわ
とつ
』ま

尋
ぬ
る
に
い
か
に
も
此
方
也
と
い
へ
は
仏
を
御
作
り

(54オ)

なきな
れざさ
どみれ
も進k度
作2ず仏
るへ師
処しを
のと御
~，いせ
霊{Tふん
木?いぎ
にかの
てによ
あもし
れそわ
はのれ
卒1通ら
かじり

わに
れあ
ょっ
くら
珂|へ
れか
りた
あし
っと
らい
へふ
給成
へる
きほ
さと
みそ
進上の
ず事

へ
し
と
い
ふ
信
光
心
に
い
か
さ
ま
に
も
只
人
に

か十あ
は。る
心両ま
得観し
た世と
り音お
とをも
請品はひ
合f:刻3成
然みほ
ら品守と
はわ御
日IJ:~ れた
家ゃとの
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